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『
大
正
』 
 
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
→
『
仏
全
』 
 
『
日
本
大
蔵
経
』
→
『
日
蔵
』 
 
『
天
台
宗
全
書
』
→
『
天
全
』 
 
『
續
天
台
宗
全
書
』
→
『
續
天
全
』 
 
『
伝
教
大
師
全
集
』
→
『
伝
全
』 
 『
智
証
大
師
全
集
』
→
『
智
全
』 
 
『
真
言
宗
全
書
』
→
『
真
全
』 
 
『
弘
法
大
師
全
集
』
→
『
弘
全
』 
※
本
論
に
お
け
る
傍
線
並
び
に
波
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 
※
註
記
は
各
章
ご
と
に
そ
の
末
尾
に
付
す
。 
※
本
論
に
お
い
て
引
用
さ
れ
た
梵
字
の
フ
ォ
ン
ト
は
、「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」・「
今
昔
文
字
鏡
」
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
表
記
で
き
な
い
も
の
は
手
書
き
で
著
し
た
。 
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序 
  
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
六
～
七
―
八
二
二
）
は
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
に
入
唐
し
、
台
州
に
お
い
て
主
た
る
目
的
で
あ
る
天
台
の
法
門
を
道
邃
・
行
満
よ
り
伝
授
さ
れ
、
さ
ら
に
台
州
で
は
国
清
寺
惟
象
よ
り
「
大
仏
頂
大
契
曼
荼
羅
の
行
事
」
を
、
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
の
帰
国
の
際
に
は
、
越
州
龍
興
寺
に
お
い
て
順
曉
よ
り
「
三
部
三
昧
耶
」
を
そ
れ
ぞ
れ
伝
授
さ
れ
た
。
ま
た
、
以
上
の
受
法
に
加
え
、
草
堂
寺
大
素
よ
り
「
五
仏
頂
法
」・「
冥
道
無
遮
斎
法
」
を
、
明
州
檀
那
行
者
江
秘
よ
り
「
如
意
輪
壇
」・「
普
集
会
壇
」
を
、
開
元
寺
霊
光
よ
り
「
軍
荼
利
法
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受
法
し
た
と
さ
れ
る
。 
日
本
天
台
の
密
教
、
す
な
わ
ち
台
密
は
、
最
澄
の
こ
れ
ら
の
受
法
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
台
密
は
承
和
五
年
（
八
三
八
）
に
入
唐
し
た
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
―
八
六
四
）、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
に
入
唐
し
た
智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）
に
よ
っ
て
拡
充
さ
れ
、
胎
蔵
界
と
金
剛
界
の
両
部
に
蘇
悉
地
を
加
え
た
三
部
の
密
教
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。
そ
し
て
五
大
院
安
然
（
八
四
一
？
―
九
一
五
？
）
や
そ
れ
以
降
の
諸
師
ら
に
よ
っ
て
台
密
は
大
成
し
て
い
く
。 
円
仁
は
、
不
空
訳
三
巻
『
金
剛
頂
経
』
の
註
書
『
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
』（『
金
剛
頂
経
疏
』）
を
は
じ
め
、
蘇
悉
地
の
根
本
経
典
で
あ
る
善
無
畏
訳
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』（『
蘇
悉
地
経
』）
の
注
釈
書
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
』（『
蘇
悉
地
経
疏
』）
等
を
著
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
特
筆
す
べ
き
は
蘇
悉
地
に
拘
わ
る
印
契
や
曼
荼
羅
等
の
解
説
書
『
蘇
悉
地
妙
心
大
』
を
著
し
て
い
る
。
蘇
悉
地
に
関
し
て
は
、
具
体
的
内
容
・
伝
承
等
不
明
瞭
な
こ
と
が
多
い
が
、
昨
今
の
研
究
に
よ
り
『
蘇
悉
地
経
』
の
中
尊
は
仏
頂
尊
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
。 
円
珍
は
『
大
日
経
心
目
』・『
大
日
経
指
帰
』
等
の
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』（『
大
日
経
』）
と
そ
の
注
釈
に
関
す
る
書
や
不
空
訳
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
に
対
す
る
注
疏
で
あ
る
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
略
義
釈
』（『
菩
提
場
経
略
義
釈
』）
等
を
著
し
て
い
る
。『
菩
提
場
経
略
義
釈
』
は
、
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
に
お
け
る
光
孝
天
皇
の
病
気
平
癒
の
祈
祷
に
対
す
る
恩
賞
と
し
て
「
大
日
経
業
」
一
名
と
「
一
字
頂
輪
王
経
業
」
一
名
の
計
二
名
の
年
分
度
者
を
増
や
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
す
る
事
例
に
基
づ
い
た
書
で
あ
る
２
。 
こ
の
よ
う
に
、
円
仁
、
円
珍
い
ず
れ
も
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
著
作
を
い
く
つ
か
遺
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
胎
金
蘇
を
特
色
と
す
る
台
密
の
中
に
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
密
教
が
ど
の
よ
う
に
相
関
し
な
が
ら
浸
透
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
台
密
の
権
威
で
あ
る
三
﨑
良
周
博
士
は
『
台
密
の
研
究
』
で
「
仏
頂
系
の
密
教
」
と
呼
称
し
て
中
国
に
お
け
る
密
教
と
台
密
と
を
相
関
さ
せ
て
蘇
悉
地
乃
至
三
部
の
密
教
に
つ
い
て
探
求
さ
れ
克
明
に
分
析
を
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
三
﨑
博
士
は
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
に
お
い
て
、
仏
頂
尊
に
関
す
る
密
教
を
台
密
に
お
け
る
問
題
点
の
一
と
し
て
取
り
上
げ
た
中
で
、「
仏
頂
系
の
密
教
」
と
い
う
称
呼
は
、
最
澄
が
『
依
憑
天
台
集
』
に
お
い
て
、
一
行
禅
師
の
「
真
言
宗
」
と
並
べ
て
、
唐
の
惟
懿
の
『
大
仏
頂
経
疏
鈔
』
に
つ
い
て
「
仏
頂
宗
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
影
響
を
受
け
て
用
い
た
こ
と
を
述
し
て
い
る
３
。
さ
ら
に
、
三
﨑
博
士
は
両
書
に
て
最
澄
と
仏
頂
尊
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
究
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
三
﨑
博
士
の
研
究
の
他
に
件
の
調
査
研
究
例
は
少
な
く
、
最
澄
に
お
け
る
密
教
に
つ
い
て
著
さ
れ
た
論
文
も
多
く
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
台
密
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
の
関
連
性
を
よ
り
解
明
す
る
た
め
に
は
、
最
澄
と
そ
の
周
辺
の
密
教
に
関
す
る
事
例
や
記
事
の
収
集
調
査
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
。 
そ
こ
で
、
第
一
部
で
は
、
三
﨑
博
士
の
研
究
を
鑑
み
、
最
澄
に
お
け
る
密
教
が
仏
頂
尊
と
ど
の
よ
う
に
2 
 
結
び
つ
く
か
に
重
点
を
置
き
、
最
澄
の
撰
著
や
伝
記
類
を
は
じ
め
、
最
澄
在
世
時
に
お
け
る
最
澄
周
辺
の
台
東
両
密
の
事
績
や
密
教
に
関
す
る
記
事
等
を
調
査
し
、
各
先
行
研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
最
澄
の
台
密
の
形
成
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
、
そ
し
て
後
の
台
密
で
の
展
開
等
を
検
証
す
る
。 
ま
ず
第
一
章
で
は
、
最
澄
が
入
唐
前
に
ど
の
程
度
密
教
乃
至
仏
頂
尊
に
つ
い
て
理
解
を
有
し
て
い
た
の
か
考
察
す
る
。
日
本
に
は
、
す
で
に
奈
良
時
代
に
『
大
日
経
』
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
密
教
経
典
や
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』等
の
陀
羅
尼
経
典
等
が
伝
来
し
て
い
た
と
さ
れ
、最
澄
は
入
唐
以
前
に
密
教
に
接
し
、
何
ら
か
の
知
識
が
具
わ
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
光
定
撰
『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
、
最
澄
が
弟
子
の
円
澄
に
、
自
身
（
最
澄
）
が
入
唐
し
て
い
る
期
間
に
、
自
身
の
代
わ
り
に
桓
武
天
皇
の
為
に
五
仏
頂
法
の
儀
式
を
遂
行
し
、
国
家
を
守
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
記
事
が
あ
る
。（
こ
の
記
述
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、）
最
澄
の
入
唐
前
に
お
け
る
密
教
の
理
解
度
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
こ
の
記
事
は
見
做
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
『
伝
述
一
心
戒
文
』
の
記
述
の
真
偽
に
関
し
、
先
学
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
検
証
し
、
灌
頂
が
（
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、）
ど
の
よ
う
な
経
典
・
儀
軌
に
則
っ
て
い
た
の
か
調
査
を
進
め
る
。 
第
二
章
で
は
、
最
澄
が
、
唐
に
お
い
て
受
法
し
た
密
教
の
詳
細
を
収
め
た
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
、「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
と
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
を
重
点
的
に
考
察
す
る
。「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
順
曉
か
ら
の
受
法
に
関
係
す
る
血
脈
譜
で
あ
る
。
こ
の
血
脈
譜
と
順
曉
授
法
の
密
教
で
あ
り
（
後
に
蘇
悉
地
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
る
）「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
た
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
は
、
仏
頂
尊
に
関
わ
る
内
容
が
い
く
つ
か
記
さ
れ
、
血
脈
の
始
ま
り
で
あ
る
「
金
剛
道
場
大
牟
尼
尊
」
か
ら
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
密
教
経
典
を
翻
訳
し
た
菩
提
流
志
と
阿
地
瞿
多
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
訳
し
た
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
に
注
目
し
、
仏
頂
尊
を
主
と
し
て
考
え
る
二
経
典
の
共
通
性
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
と
、
同
じ
く
仏
頂
尊
を
主
尊
と
す
る
『
蘇
悉
地
経
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
、
最
澄
が
蘇
悉
地
の
要
素
と
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
考
証
す
る
。 
第
三
章
で
は
、
帰
国
後
に
行
っ
た
高
雄
灌
頂
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
書
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
真
偽
を
検
証
す
る
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、
主
尊
を
仏
頂
尊
と
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
最
澄
の
真
撰
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
澄
に
お
け
る
密
教
理
解
の
端
緒
と
な
り
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
関
す
る
研
究
は
乏
し
い
。
筆
者
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
が
如
何
な
る
書
な
の
か
改
め
て
調
査
し
、
本
書
に
ま
つ
わ
る
問
題
点
を
挙
げ
て
（
最
澄
真
撰
の
）
真
偽
を
論
じ
る
。 
第
四
章
で
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
著
さ
れ
た
時
期
を
論
点
に
す
る
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
名
は
、
そ
の
奥
書
に
も
記
さ
れ
る
薬
雋
撰
『
天
台
宗
遮
那
経
業
破
邪
弁
正
記
』（
以
下
『
破
邪
弁
正
記
』）
で
初
め
て
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、『
破
邪
弁
正
記
』
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
と
由
来
に
つ
い
て
考
証
す
る
。 
 
第
五
章
で
は
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
所
収
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
も
記
さ
れ
る
阿
地
瞿
多
訳
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
焦
点
を
当
て
る
。
本
経
は
、
奈
良
時
代
に
す
で
に
日
本
に
将
来
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
が
、
台
密
に
お
い
て
は
、
最
澄
が
血
脈
に
列
ね
て
以
後
、
安
然
が
『
八
家
秘
録
』
や
『
教
時
問
答
』
に
お
い
て
こ
の
経
典
を
採
り
上
げ
、
さ
ら
に
そ
れ
以
後
の
台
密
事
相
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
経
典
で
あ
る
。
ま
た
、『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
第
三
章
・
四
章
で
考
察
し
た
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
所
説
の
作
法
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
た
め
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
修
法
等
の
依
用
に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に
修
さ
れ
た
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
由
来
す
る
修
法
に
着
目
し
て
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
訳
者
に
纏
わ
る
事
績
、
日
本
に
お
け
る
依
用
を
奈
良
時
代
よ
り
遡
っ
て
時
系
列
的
に
探
索
を
行
い
、
法
曼
流
の
祖
相
実
の
著
作
と
さ
れ
る
『
息
心
抄
』
に
み
え
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
由
来
と
記
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さ
れ
る
「
釈
迦
四
天
王
法
」
に
着
目
し
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
年
代
を
類
推
す
る
傍
証
の
一
と
成
り
得
る
よ
う
な
件
の
資
料
に
つ
い
て
考
究
を
試
み
る
。 
 
第
二
部
で
は
、『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（『
瑜
祇
経
』）
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
に
関
す
る
事
例
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
。『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
研
究
は
、
幾
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
主
に
東
密
側
の
研
究
が
多
く
、
台
密
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
、
三
﨑
良
周
博
士
と
、
水
上
文
義
博
士
の
各
各
重
厚
な
研
究
以
外
に
確
認
で
き
な
い
。
か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
瑜
祇
経
』
の
台
密
に
お
け
る
意
義
影
響
に
関
し
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。
台
密
に
お
い
て
、
初
め
て
『
瑜
祇
経
』
の
註
解
を
作
し
た
の
は
、
安
然
で
あ
る
。
そ
の
安
然
の
著
作
『
教
時
問
答
』
巻
四
の
四
蔵
（
瑜
伽
瑜
祇
蔵
）
に
は
、
蘇
悉
地
法
に
つ
い
て
は
、
胎
蔵
界
と
同
じ
よ
う
に
三
部
立
て
で
あ
り
、
こ
の
法
は
胎
蔵
大
法
中
の
悉
地
成
就
法
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
相
対
し
て
、『
瑜
祇
経
』
は
両
部
大
法
の
肝
心
と
い
い
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
「
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
印
明
」
は
、『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」
の
印
明
で
あ
る
が
、（
金
剛
界
）
五
部
三
十
七
尊
法
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
金
剛
界
中
の
悉
地
成
就
法
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
『
瑜
祇
経
』
は
蘇
悉
地
法
と
相
対
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
四
蔵
の
中
心
と
な
る
の
は
、『
瑜
祇
経
』
で
あ
り
、
こ
の
経
は
金
剛
界
に
お
け
る
蘇
悉
地
法
で
あ
る
と
解
釈
し
、
本
経
中
に
も
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
記
述
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
仏
頂
尊
に
つ
い
て
『
瑜
祇
経
』
で
は
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
、『
瑜
祇
経
疏
』
を
述
し
た
安
然
や
台
密
諸
師
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
調
査
を
行
う
。 
 
第
一
章
で
は
、
台
密
に
お
け
る
『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
、
三
﨑
良
周
・
水
上
文
義
両
博
士
の
研
究
を
参
照
し
、
本
経
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
に
関
す
る
事
柄
（
記
述
）
を
整
理
・
検
討
し
、
問
題
点
を
摘
出
す
る
。 
 
第
二
章
で
は
、『
瑜
祇
経
』「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
（
四
攝
行
品
）」
に
説
か
れ
る
壊
二
乗
心
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
四
攝
行
品
」
は
品
題
に
仏
頂
尊
の
名
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
未
だ
研
究
事
例
が
無
い
。
そ
こ
で
、「
四
攝
行
品
」
が
台
密
の
中
で
如
何
に
解
釈
さ
れ
、
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
中
心
に
論
を
進
め
る
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
波
及
し
た
と
思
わ
れ
る
安
然
以
降
の
台
東
密
の
諸
師
の
関
連
す
る
章
疏
類
に
つ
い
て
も
考
証
す
る
。 
 
第
三
章
で
は
、
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
三
書
の
整
理
・
解
析
を
行
う
。
安
然
以
降
、
台
密
に
お
け
る
『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
書
は
、
聖
一
国
師
円
爾
弁
円
（
一
二
〇
二
―
一
二
八
〇
）
秘
書
『
瑜
祇
経
見
聞
』
一
巻
、
応
長
二
年
（
一
三
一
二
）
頃
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
瑜
祇
経
口
決
抜
書
』
八
巻
（
尾
欠
）、
澄
豪
の
講
述
口
決
を
弟
子
が
書
き
留
め
た
も
の
と
さ
れ
る
『
瑜
祇
経
聴
聞
抄
』
三
巻
等
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
未
だ
活
字
化
が
進
ん
で
い
な
い
。
台
密
に
お
い
て
『
瑜
祇
経
』
は
、（
仏
頂
尊
、
仏
眼
仏
母
が
主
と
し
て
考
え
ら
れ
る
「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
」
に
説
か
れ
る
）「
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
真
言
」
に
関
し
て
重
要
視
さ
れ
、
な
か
で
も
慈
鎮
和
尚
慈
円
（
一
一
五
五
―
一
二
二
五
）
の
い
わ
ゆ
る
仏
眼
信
仰
は
、
密
教
教
学
上
多
く
の
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
慈
円
が
幼
少
期
に
入
寺
し
た
青
蓮
院
の
吉
水
蔵
聖
教
は
、
現
存
す
る
最
古
の
密
教
聖
教
と
さ
れ
、
平
安
時
代
中
期
に
谷
阿
闍
梨
皇
慶
の
時
代
に
成
立
し
、
青
蓮
院
初
代
門
跡
行
玄
の
と
き
に
現
在
の
姿
に
整
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
価
値
あ
る
吉
水
蔵
所
収
の
『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
書
物
に
つ
い
て
は
、
未
だ
内
容
等
の
詳
細
検
討
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
、
吉
水
蔵
聖
教
類
収
蔵
書
目
の
中
、
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
の
三
本
が
如
何
な
る
書
な
の
か
調
査
を
行
う
。 
ま
た
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
三
本
の
翻
刻
を
行
っ
た
も
の
を
翻
刻
資
料
と
し
て
本
論
末
部
に
提
示
す
る
。 
4 
 
《
註
》 
１
三
﨑
良
周
・
林
慶
仁
『
蘇
悉
地
経
・
蘇
婆
呼
童
子
経
・
十
一
面
神
呪
心
経
』（『
新
国
訳
大
蔵
経
』
密
教
部
２
・
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
）
十
六
頁
等
。 
２
木
内
堯
央
『
天
台
密
教
の
形
成
』（
渓
水
社
、
一
九
八
四
）
三
三
八
頁
参
照
。 
３
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』（
創
文
社
、
一
九
九
四
）
三
〇
三
頁
。 
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第
一
部 
初
期
台
密
に
お
け
る
仏
頂
尊
に
つ
い
て 
―
最
澄
に
お
け
る
密
教
及
び
そ
の
周
辺
を
中
心
に
― 
  
第
一
章 
入
唐
以
前
の
最
澄
に
お
け
る
仏
頂
尊
理
解
―
五
仏
頂
法
を
中
心
に
― 
  
第
一
節 
序
言 
 
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
六
～
七
―
八
二
二
）
の
唐
に
お
け
る
密
教
受
法
に
関
す
る
事
績
は
、
最
澄
撰
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
順
曉
（
生
没
年
不
詳
）
か
ら
受
法
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
１
と
そ
れ
以
外
の
受
法
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
２
と
い
う
二
種
の
血
脈
譜
に
著
さ
れ
て
お
り
、
特
に
仏
頂
尊
と
の
関
連
に
つ
い
て
注
視
す
る
と
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
の
中
に
、
国
清
寺
惟
象
よ
り
「
大
仏
頂
大
契
曼
荼
羅
の
行
事
」
を
、
草
堂
寺
大
素
よ
り
「
五
仏
頂
法
」
を
受
法
し
た
と
い
っ
た
記
述
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
台
州
録
』
３
に
は
、
惟
象
よ
り
授
け
ら
れ
た
「
大
仏
頂
通
用
曼
荼
羅
一
張
」
や
「
新
訳
梵
漢
両
字
大
仏
頂
陀
羅
尼
一
巻
」・「
梵
漢
両
字
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
一
巻
」
の
三
部
の
将
来
品
の
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
『
越
州
録
』
４
に
は
、
密
教
に
関
係
す
る
三
十
八
部
の
将
来
品
の
内
、「
五
仏
頂
転
輪
王
経
五
巻
（
一
百
張
）」
や
「
金
輪
仏
頂
像
様
一
巻
」
等
、
少
な
く
と
も
八
部
の
仏
頂
尊
に
関
す
る
記
録
が
み
え
る
。 
最
澄
帰
国
後
の
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
記
事
を
も
と
め
て
み
る
と
、
一
乗
忠
撰
『
叡
山
大
師
伝
』
の
中
に
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
に
高
雄
山
寺
で
行
っ
た
灌
頂
法
に
関
す
る
以
下
の
記
述
が
あ
る
。 
 
 
又
九
月
上
旬
、
臣
弘
世
、
奉
レ
勅
、
令
三
最
澄
闍
梨
為
レ
朕
、
重
修
二
行
灌
頂
秘
法
一
。
即
依
二
勅
旨
一
、
於
二
城
西
郊
一
、
択
二
求
好
地
一
、
建
二
創
壇
場
一
。
又
召
二
画
工
十
余
人
一
。
敬
図
二
五
仏
頂
浄
土
一
幅
、
大
曼
荼
羅
一
幅
一
５
。 
お
そ
ら
く
大
日
如
来
が
画
か
れ
る
「
大
曼
荼
羅
一
幅
」
に
加
え
、「
五
仏
頂
浄
土
一
幅
」
を
画
く
よ
う
に
指
示
し
た
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
最
澄
が
天
台
宗
の
学
問
と
修
行
を
す
る
学
徒
向
け
に
ま
と
め
た
規
則
集
の
一
つ
『
天
台
法
華
宗
年
分
学
生
式
』（『
山
家
学
生
式
』
六
条
式
）
の
一
文
に
「
凡
遮
那
業
者
、
歳
歳
毎
日
、
長
二
念
遮
那
・
孔
雀
・
不
空
・
仏
頂
、
諸
真
言
等
、
護
国
真
言
一
６
。」
と
、
遮
那
業
の
者
に
護
国
の
実
を
挙
げ
る
た
め
に
、「
遮
那
・
孔
雀
・
不
空
」
に
加
え
て
、
仏
頂
等
の
真
言
を
長
念
さ
せ
る
旨
の
記
述
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
は
、
最
澄
が
「
遮
那
・
孔
雀
・
不
空
・
仏
頂
」
を
代
表
的
な
護
国
の
真
言
法
と
し
て
捉
え
、
仏
頂
尊
に
関
す
る
作
法
も
重
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
最
澄
は
仏
頂
尊
に
関
す
る
何
ら
か
の
見
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
最
澄
は
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
仏
頂
尊
に
関
す
る
知
識
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。 
  
第
二
節 
『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
み
え
る
五
仏
頂
法
に
関
す
る
問
題 
  
ま
ず
、
入
唐
以
前
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
澄
に
最
も
近
侍
し
て
い
た
光
定
撰
『
伝
述
一
心
戒
文
』
下
「
大
法
師
円
澄
功
能
」
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
随
二
師
之
命
一
奉
称
二
五
仏
頂
一
、
礼
拝
。
為
二
奉
桓
武
天
皇
一
修
二
念
五
仏
頂
法
一
、
在
二
先
師
後
一
、
奉
レ
守
二
国
家
一
。
為
レ
奨
二
入
唐
一
之
随
二
先
師
之
心
一
、
住
二
如
如
観
一
。
…
（
中
略
）
…
三
七
箇
月
、
修
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二
念
秘
法
一
。
不
二
入
唐
一
前
行
事
之
旨
注
二
於
今
文
一
、
挙
二
法
師
行
一
７
。 
こ
れ
は
最
澄
が
弟
子
の
円
澄
に
、
自
身
（
最
澄
）
が
入
唐
し
て
い
る
期
間
に
、
自
身
の
代
わ
り
に
桓
武
天
皇
の
為
に
五
仏
頂
法
の
儀
式
を
遂
行
し
、
国
家
を
守
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
五
仏
頂
法
と
は
、
一
字
金
輪
仏
頂
、
白
傘
蓋
仏
頂
、
高
仏
頂
、
勝
仏
頂
、
帝
聚
羅
施
（
光
聚
）
仏
頂
の
五
仏
頂
を
請
じ
て
障
難
を
取
り
除
く
修
法
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
最
澄
が
唐
に
お
い
て
密
教
を
修
学
す
る
以
前
に
、
す
で
に
五
仏
頂
法
な
る
灌
頂
作
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
五
仏
頂
法
に
関
す
る
記
述
は
、
先
学
に
様
々
な
疑
問
を
呈
さ
せ
、
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
。 
大
山
公
淳
氏
８
は
、
こ
の
記
述
を
事
実
と
解
釈
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
台
密
の
権
威
で
あ
る
三
﨑
良
周
博
士
は
、
次
の
二
つ
の
記
事
、『
続
後
紀
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
二
月
五
日
の
條
「
請
二
僧
綱
十
禅
師
及
有
験
者
一
、
於
二
御
簾
外
一
、
令
レ
奉
二
加
持
一
。」
と
、
同
七
日
の
條
「
是
日
、
大
法
師
真
頂
、
与
二
北
山
近
士
観
善
一
、
特
入
二
御
簾
中
一
奉
二
加
持
一
。
観
善
誓
曰
。
御
病
不
レ
除
、
不
二
更
起
一
レ
坐
、
不
二
復
飲
食
一
。」
よ
り
、
天
皇
の
御
病
平
癒
の
た
め
に
、
内
供
奉
十
禅
師
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
修
験
者
が
禁
中
で
祈
祷
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）
二
月
十
八
日
の
條
「
亦
遣
二
中
使
於
八
省
院
一
、
別
試
二
持
経
持
呪
抜
萃
者
一
。
於
レ
是
、
負
レ
笈
杖
レ
錫
、
自
二
四
方
一
至
者
数
百
人
、
就
レ
中
、
及
第
者
七
十
余
人
、
並
聴
二
得
度
一
。
皆
以
二
延
宇
一
、
居
二
名
上
一
。」
な
る
記
述
を
引
き
、
延
宇
の
た
め
に
多
く
の
持
経
者
・
持
呪
者
が
得
度
を
許
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
叡
山
に
い
た
円
澄
も
、
呪
験
の
令
名
が
聞
こ
え
て
宮
中
に
召
さ
れ
、
五
仏
頂
法
を
修
し
て
得
度
を
許
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
は
首
肯
し
て
い
る
９
。 
 
そ
れ
に
対
し
て
、
水
上
文
義
博
士
は
『
伝
述
一
心
戒
文
』
の
記
述
に
対
し
て
次
の
三
つ
の
問
題
点
を
挙
げ
て
疑
義
を
唱
え
る
１０
。 
一
に
、
こ
の
記
述
を
事
実
と
捉
え
た
場
合
、
最
澄
は
入
唐
以
前
、
す
な
わ
ち
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
所
収
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
の
唐
の
貞
元
二
一(
八
〇
五)
年
五
月
五
日
に
草
堂
寺
大
素
か
ら
相
承
し
た
と
さ
れ
て
い
る
記
述
よ
り
以
前
に
、
五
仏
頂
法
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
最
澄
の
入
唐
の
前
に
は
、
円
澄
は
未
受
戒
で
あ
り
、
い
か
に
師
の
命
で
あ
れ
ど
、
未
受
戒
の
沙
弥
が
天
皇
の
為
に
単
独
で
修
法
を
行
う
点
も
疑
問
視
し
て
い
る
。 
二
に
、『
類
聚
国
史
』
一
七
八
「
灌
頂
」
の
項
が
、『
伝
述
一
心
戒
文
』
を
裏
づ
け
る
か
と
思
わ
れ
る
資
料
の
ご
と
く
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
三
﨑
博
士
も
す
で
に
『
類
聚
国
史
』
の
記
述
が
疑
わ
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 
三
に
、『
天
台
霞
標
』
収
録
文
書
及
び
薬
雋
の
『
破
邪
弁
正
記
』
に
引
用
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
『
円
澄
和
尚
手
書
』
を
挙
げ
、
こ
の
文
書
が
円
澄
真
撰
な
ら
ば
天
長
六
年(
八
二
九)
以
後
の
成
立
で
あ
る
と
し
、
こ
の
文
書
に
よ
る
と
五
仏
頂
法
は
三
回
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
記
述
に
対
し
て
四
つ
の
奇
妙
な
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
冒
頭
部
分
で
最
澄
よ
り
空
海
の
名
が
先
に
出
さ
れ
て
い
る
点
、
第
二
に
、『
破
邪
弁
正
記
』
で
は
最
澄
と
呼
び
捨
て
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
写
誤
に
し
て
も
他
で
は
大
師
と
あ
る
こ
と
か
ら
伝
教
大
師
を
敬
称
無
し
で
記
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
点
、
第
三
に
三
昧
耶
戒
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
点
、
第
四
に
「
紫
金
上
」
と
か
「
紫
金
殿
上
」
と
い
う
表
現
で
、
内
裏
を
「
紫
微
」「
紫
禁
」
と
い
う
例
は
あ
る
が
「
紫
金
」
と
い
っ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
桓
武
天
皇
を
柏
原
朝
と
い
う
の
は
い
つ
頃
か
ら
か
と
い
う
点
で
あ
る
。 
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第
三
節 
最
澄
入
唐
以
前
に
お
け
る
仏
頂
法 
 
『
伝
述
一
心
戒
文
』
の
記
述
に
関
す
る
様
々
な
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
以
上
、
最
澄
が
入
唐
前
よ
り
仏
頂
尊
に
関
心
を
示
し
知
見
を
有
し
て
い
た
た
め
に
円
澄
に
命
じ
て
五
仏
頂
法
を
修
さ
せ
た
と
す
る
こ
と
を
容
易
に
首
肯
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
一
度
整
理
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 
最
澄
入
唐
以
前
に
密
教
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、す
で
に
三
﨑
博
士
等
先
学
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
仏
頂
法
に
関
し
て
も
同
様
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
１１
。 
奈
良
末
期
に
成
立
し
た
『
延
暦
僧
録
』
一
「
従
高
僧
沙
門
釈
思
託
伝
」
の
部
分
に
は
「
宝
亀
年
、
勅
思
託
東
大
寺
攘
灾
大
仏
頂
行
道
、
勅
請
二
入
内
一
、
香
水
散
二
御
帳
及
大
宮
一
１２
。」
と
あ
り
、
光
仁
天
皇
の
勅
に
よ
り
鑑
真
（
六
八
八
―
七
六
三
）
と
共
に
来
朝
し
た
思
託
（
生
没
年
不
詳
）
に
、
東
大
寺
に
お
い
て
攘
灾
の
た
め
に
大
仏
頂
行
道
を
さ
せ
た
こ
と
を
載
せ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
延
暦
僧
録
』
五
「
守
真
居
士
伝
」
に
も
「
宝
亀
十
年
、
東
夷
起
レ
盗
、
佐
伯
将
軍
失
レ
守
。
挙
レ
朝
懐
レ
怖
。
守
真
、
奏
二
於
東
大
寺
一
、
仏
頂
行
道
攘
レ
灾
。
限
二
三
七
日
一
、
至
レ
入
二
三
七
一
、
東
夷
逼
伏
１３
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）、
東
国
の
武
士
に
攻
め
ら
れ
た
時
に
、
東
大
寺
で
仏
頂
行
道
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
奈
良
末
期
に
は
す
で
に
仏
頂
法
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
大
仏
頂
に
関
し
て
は
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
般
刺
蜜
帝
訳
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
嚴
経
』（『
首
楞
嚴
経
』）
七
所
説
「
大
仏
頂
陀
羅
尼
」
の
誦
呪
が
受
容
・
流
通
さ
れ
、
ま
た
『
延
暦
僧
録
』
五
「
智
名
僧
沙
門
釈
戒
明
伝
」
１４
に
み
え
る
本
経
の
真
偽
論
諍
が
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
か
ら
平
安
時
代
に
至
る
ま
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
１５
。 
「
大
仏
頂
行
道
」
に
関
し
て
は
、『
首
楞
嚴
経
』
に
、「
於
二
道
場
中
一
発
二
菩
薩
願
一
、
出
入
澡
浴
、
六
時
行
道
１６
。」
と
行
道
に
関
す
る
文
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
恒
於
二
六
時
一
誦
呪
、
繞
レ
壇
至
心
行
道
。
一
時
常
行
二
一
百
八
遍
一
１７
。」
と
、「
大
仏
頂
陀
羅
尼
」
を
誦
呪
し
行
道
す
る
記
述
が
あ
り
１８
、
そ
れ
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
降
伏
諸
魔
・
制
諸
外
道
や
、
賊
難
・
兵
難
、
風
水
火
難
等
を
鎖
散
さ
せ
る
と
い
っ
た
種
々
の
利
益
が
説
か
れ
て
い
る
１９
。 
「
仏
頂
行
道
」
に
つ
い
て
は
「
大
仏
頂
行
道
」
と
同
趣
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
２０
に
、
率
都
婆
を
造
り
、
そ
こ
に
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
を
安
置
し
て
、
行
道
礼
拝
を
行
う
記
述
も
確
認
で
き
、
こ
れ
に
由
来
す
る
と
も
推
測
で
き
る
。 
と
こ
ろ
で
、
最
澄
に
お
け
る
大
仏
頂
に
関
連
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、『
台
州
録
』
２１
に
み
え
る
「
大
仏
頂
通
用
曼
荼
羅
一
張
」・「
新
訳
梵
漢
両
字
大
仏
頂
陀
羅
尼
一
巻
」
の
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
薬
雋
の
『
破
邪
弁
正
記
』
２２
で
は
、
最
澄
の
撰
述
書
を
ま
と
め
た
「
先
大
師
随
身
録
」
な
る
目
録
を
挙
げ
、
そ
の
中
に
「
大
仏
頂
集
一
巻
」（
現
存
せ
ず
）
と
い
う
書
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
海
に
お
い
て
は
、『
御
将
来
目
録
』
に
、「
大
仏
頂
如
来
放
光
悉
怛
他
鉢
陀
羅
陀
羅
尼
一
巻
２３
」・「
梵
字
大
仏
頂
真
言
一
巻
２４
」
が
録
さ
れ
、『
弘
法
大
師
全
集
』
収
録
の
『
大
仏
頂
略
念
誦
法
』
２５
・『
大
仏
頂
経
開
題
』
２６
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
真
偽
が
定
か
で
は
な
い
が
、
平
安
期
に
至
っ
て
も
『
首
楞
嚴
経
』
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
書
に
つ
い
て
は
、
未
だ
研
究
事
例
が
無
い
た
め
、
詳
細
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、「
大
仏
頂
行
道
」
や
「
仏
頂
行
道
」
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、当
時
の
仏
頂
法
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の
経
典
の
重
要
性
が
垣
間
み
え
る
。 
ま
た
、『
大
日
本
古
文
書
』（
一
―
五
八
三
）
に
よ
る
と
、
仏
頂
陀
羅
尼
が
誦
呪
さ
れ
る
事
例
が
天
平
六
年
（
七
三
四
）
頃
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
先
の
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
中
に
、「
若
人
、
遇
二
大
悪
病
一
、
聞
二
此
陀
羅
尼
一
、
即
得
三
永
離
二
一
切
諸
病
一
。
亦
得
二
消
滅
一
。
応
レ
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堕
二
悪
道
一
。
亦
得
二
除
断
一
２７
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
頂
尊
の
陀
羅
尼
の
誦
呪
は
、
療
病
に
関
す
る
効
能
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
事
例
と
し
て
、
病
気
平
癒
を
祈
っ
た
聖
武
天
皇
の
勅
願
経
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
東
大
寺
玄
昉
（
？
―
七
四
六
）
に
よ
る
誦
呪
が
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
こ
う
し
た
仏
頂
尊
の
陀
羅
尼
の
誦
呪
は
、
病
気
平
癒
の
秘
呪
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
以
外
に
、
こ
の
時
代
の
仏
頂
尊
法
要
に
関
す
る
記
録
は
見
出
し
難
い
。
そ
の
理
由
は
、
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
法
令
集
で
あ
る
『
類
聚
三
代
格
』
二
の
「
修
法
灌
頂
事
」
に
「
貞
元
元
年
（
七
八
五
）
に
、
勅
語
に
よ
ら
ず
し
て
山
林
寺
院
に
て
陀
羅
尼
を
読
み
、
壇
法
を
行
ず
る
こ
と
を
禁
ず
２８
」
と
あ
る
よ
う
に
、
勅
語
に
よ
ら
ず
、
僧
尼
が
王
臣
や
民
衆
と
私
的
な
交
流
を
持
ち
、
私
的
な
要
請
に
よ
り
呪
法
を
修
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
勅
命
に
よ
る
国
家
の
大
事
の
場
合
以
外
の
密
教
法
要
の
実
施
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
２９
。
三
﨑
博
士
は
、
民
間
の
修
験
者
が
禁
中
で
祈
祷
し
て
い
る
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
私
的
な
も
の
で
は
な
く
、「
僧
綱
十
禅
師
及
有
験
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、
官
僧
等
と
共
に
祈
祷
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
理
由
は
と
も
あ
れ
、
事
例
こ
そ
少
な
い
が
、
仏
頂
法
が
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
最
澄
が
仏
頂
法
に
つ
い
て
の
知
識
を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、『
伝
述
一
心
戒
文
』
が
伝
え
る
よ
う
に
、
そ
の
修
法
を
弟
子
の
円
澄
に
委
ね
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 
で
は
、
入
唐
前
の
最
澄
に
、
そ
の
仏
頂
法
を
学
ぶ
機
会
が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
澄
の
入
唐
以
前
に
日
本
に
伝
来
し
た
仏
頂
尊
に
関
わ
る
儀
軌
と
し
て
は
、『
五
仏
頂
法
決
（
訣
）』
一
巻
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
書
は
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
台
密
の
大
成
者
と
さ
れ
る
五
大
院
安
然
の
編
纂
し
た
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』（『
八
家
秘
録
』）
の
中
に
、
こ
の
書
は
梵
釈
寺
永
忠
（
七
四
三
―
八
一
六
）
が
著
し
た
も
の
と
あ
る
３０
。 
ま
た
、『
八
家
秘
録
』
に
は
、「
梵
唐
語
対
註
訳
大
仏
頂
真
言
一
巻
」
な
る
「
大
仏
頂
陀
羅
尼
」
と
関
連
性
が
う
か
が
え
る
書
が
永
忠
述
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
永
忠
と
は
仏
頂
法
に
つ
い
て
何
ら
か
の
知
見
を
有
し
て
い
た
僧
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。 
梵
釈
寺
と
は
、
円
澄
と
道
忠
教
団
で
同
門
の
徳
円
（
七
八
五
―
？
）
が
住
持
す
る
こ
と
に
な
る
寺
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
澄
撰
『
守
護
国
界
章
』
に
「
又
案
二
招
提
真
大
和
上
、
並
東
大
寺
法
進
僧
都
及
普
照
法
師
等
将
来
、
第
二
本
十
巻
円
頓
止
観
、
江
州
梵
釈
寺
一
切
経
内
所
レ
写
正
本
一
云
。
…
…
３１
」
と
あ
る
よ
う
に
、
梵
釈
寺
は
比
叡
山
に
近
い
江
州
（
近
江
国
）
に
位
置
し
、
な
お
か
つ
天
台
宗
の
重
要
書
『
円
頓
止
観
』
を
含
め
た
一
切
経
が
備
え
ら
れ
た
寺
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
澄
が
比
叡
山
の
御
膝
元
に
あ
る
梵
釈
寺
で
『
五
仏
頂
法
決
』
を
修
学
し
た
可
能
性
は
十
分
に
予
測
で
き
る
。 
 
ま
た
、
先
学
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
に
は
多
く
の
密
教
典
籍
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
し
、
具
体
例
と
し
て
『
開
元
釈
教
録
』
入
蔵
の
大
小
乗
の
経
・
律
を
合
わ
せ
た
経
五
〇
四
八
巻
の
伝
来
を
示
す
。
そ
の
根
拠
に
、
『
正
倉
院
文
書
』
や
『
続
日
本
紀
』
の
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
玄
昉
が
、
諸
仏
像
と
経
論
五
〇
〇
〇
余
巻
を
た
ず
さ
え
帰
国
し
た
と
の
記
録
等
を
挙
げ
る
３２
。
前
述
の
禁
中
に
お
け
る
祈
祷
や
仏
頂
法
、
ま
た
『
五
仏
頂
法
決
』
な
る
書
が
著
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
鑑
み
て
も
、
そ
の
修
法
の
拠
所
と
な
る
多
く
の
経
典
が
唐
よ
り
奈
良
時
代
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
最
澄
入
唐
以
前
に
お
い
て
、
す
で
に
多
く
の
密
教
経
典
が
日
本
に
伝
播
し
、
仏
頂
法
に
関
連
す
る
事
例
も
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
最
澄
も
入
唐
前
よ
り
こ
れ
ら
に
充
分
触
れ
る
機
会
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
円
澄
が
五
仏
頂
法
を
修
し
た
と
安
直
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
絶
対
的
に
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
桓
武
天
皇
の
内
供
奉
十
禅
師
の
一
人
で
あ
っ
た
最
澄
が
、
入
唐
中
に
円
澄
が
行
っ
た
五
仏
頂
法
を
（
当
然
な
が
ら
私
的
で
は
な
く
）
修
法
し
た
と
考
え
る
こ
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と
は
、
現
段
階
で
は
（
三
﨑
博
士
の
指
摘
の
よ
う
に
）
矛
盾
は
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
第
四
節 
五
仏
頂
法
が
説
か
れ
る
典
籍 
  
円
澄
が
五
仏
頂
法
を
修
し
た
と
す
れ
ば
、
何
れ
の
経
軌
に
則
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
修
法
の
典
拠
と
し
て
、
前
に
も
述
べ
た
『
五
仏
頂
法
決
』
一
巻
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
著
者
永
忠
の
住
持
す
る
梵
釈
寺
は
、
円
澄
と
も
縁
の
あ
る
寺
院
で
あ
り
、
円
澄
が
書
を
披
見
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
は
適
わ
な
い
。
ま
た
、
後
の
台
密
章
疏
類
に
お
い
て
も
、
わ
ず
か
に
『
八
家
秘
録
』
に
そ
の
著
者
を
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
り
、
い
つ
頃
作
成
さ
れ
た
の
か
等
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 
 
そ
こ
で
、
次
に
着
目
し
た
の
は
、
最
澄
入
唐
以
前
に
す
で
に
日
本
へ
と
伝
来
し
て
い
た
と
さ
れ
る
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
多
く
の
経
典
の
中
に
、
仏
頂
尊
を
主
と
し
て
説
く
典
籍
が
数
多
く
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
３３
。
そ
の
内
、『
開
元
釈
教
録
』
入
蔵
中
の
経
軌
、
尚
且
つ
五
仏
頂
法
に
関
連
す
る
内
容
に
関
連
す
る
典
籍
を
次
に
示
す
。 
(
ａ)
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』
四
巻 
菩
提
流
志
訳
（
六
九
三
～
） 
(
ｂ)
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
五
巻 
菩
提
流
志
訳
（
七
〇
八
） 
(
ｃ)
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
五
巻 
不
空
訳
（
七
五
三
） 
(
ｄ)
『
一
字
頂
輪
王
念
誦
儀
軌
』
一
巻 
不
空
訳
（
七
五
三
） 
中
で
も
、
五
仏
頂
法
に
つ
い
て
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
の
は(
ａ)
～(
ｃ)
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
同
本
異
訳
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。 
(
ａ)
・(
ｂ)
は
共
に
菩
提
流
志
の
訳
出
経
典
で
あ
る
。
特
に
、
菩
提
流
志
は
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
の
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
も
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
菩
提
流
志
訳
を
通
じ
て
最
澄
が
入
唐
以
前
か
ら
こ
れ
ら
の
経
軌
を
認
知
し
て
い
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、（
憶
測
が
過
ぎ
る
が
）
永
忠
も
こ
れ
ら
の
典
籍
を
基
に
し
て
『
五
仏
頂
法
決
』
を
著
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 
ま
た
、（
ｃ
）・（
ｄ
）
は
共
に
不
空
訳
と
さ
れ
る
。
不
空
訳
に
つ
い
て
は
、『
開
元
釈
教
録
』
二
十
末
に
「
大
唐
不
空
三
蔵
新
訳
衆
経
論
及
念
誦
儀
軌
法
筆
目
録
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
興
元
元
年
八
月
一
日
、
於
二
正
覚
寺
一
新
写
入
蔵
、
便
作
二
此
目
録
一
３４
。」
と
、
不
空
訳
は
興
元
元
年
（
七
八
四
）
入
蔵
の
目
録
と
あ
り
、
奈
良
期
に
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
か
定
か
で
な
い
３５
。
そ
の
た
め
、（
ｄ
）
は
本
論
文
で
は
除
外
し
、（
ｃ
）
は
（
ａ
）・（
ｂ
）
の
異
訳
経
典
で
あ
る
た
め
、
一
往
こ
こ
に
挙
げ
る
。 
か
か
る
観
点
か
ら
、
五
仏
頂
法
に
つ
い
て
説
か
れ
る(
ａ)
～(
ｃ)
の
経
典
と
最
澄
乃
至
円
澄
と
の
関
連
に
つ
い
て
改
め
て
調
査
し
た
。 
 
第
五
節 
五
仏
頂
法
と
菩
提
流
志
訳
・
不
空
訳
と
の
関
係 
  
(
ａ)
菩
提
流
志
訳
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』
四
巻
、(
ｂ)
同
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
五
巻
、(
ｃ)
不
空
訳
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
五
巻
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 (
ａ)
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経 
 
 
 
 
 
(
ｂ)
一
字
仏
頂
輪
王
経 
 
(
ｃ)
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
一
巻 
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序
品
第
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
序
品
第
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
序
品
第
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
仏
頂
王
陀
羅
尼 
 
 
 
 
 
 
 
 
画
像
法
品
第
二 
 
 
 
 
 
 
示
現
真
言
大
威
徳
品
第
二 
入
三
摩
地
加
持
顕
徳
品
第
二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
字
頂
王
画
像
法
品
第
三 
 
 
 
 
 
 
 
第
二
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
二
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
頂
王
三
摩
地
神
変
加
持 
 
 
 
 
 
分
別
成
法
品
第
三 
 
 
 
 
 
画
像
儀
軌
品
第
三 
化
像
品
第
四 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
二
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分
別
密
儀
品
第
四 
 
 
 
 
 
行
品
第
四 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
頂
王
行
相
三
昧
耶
品
第
五 
 
 
 
 
分
別
秘
相
品
第
五 
 
 
 
 
 
儀
軌
品
第
五 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
頂
王
儀
法
秘
密
品
第
六 
 
 
 
 
 
成
像
法
品
第
六 
 
 
 
 
 
 
分
別
秘
密
相
品
第
六 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
頂
王
成
就
法
品
第
七 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
三
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
三
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
三
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
成
就
品
第
七 
 
 
 
 
 
 
末
法
成
就
品
第
七 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
頂
王
密
印
品
第
八 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
四
巻 
 
 
 
 
 
 
 
密
印
品
第
八 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
四
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
法
壇
品
第
八 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
四
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
頂
王
修
証
悉
地
品
第
九 
 
 
 
 
 
供
養
成
就
品
第
九 
 
 
 
 
 
諸
成
就
法
品
第
九 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
頂
王
普
通
成
就
法
護
摩
品
第
十 
 
 
 
 
第
五
巻 
 
 
 
 
 
 
 
世
成
就
品
第
十 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
世
成
就
品
第
十 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
五
巻 
護
法
品
第
十
一 
 
 
 
 
 
 
無
能
勝
加
持
品
第
十
一 
証
学
法
品
第
十
二 
 
 
 
 
 
証
学
法
品
第
十
二 
護
摩
壇
品
第
十
三 
 
 
 
 
 
護
摩
品
第
十
三 
 
 
 
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』
と
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
は
共
に
菩
提
流
志
訳
で
あ
る
が
、『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』
は
分
量
的
に
少
な
く
、
そ
の
上
品
題
名
も
未
整
理
と
考
え
ら
れ
る
。
対
し
て
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
は
、
分
量
も
多
く
、
品
題
名
も
整
理
さ
れ
て
お
り
、
先
学
は
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
は
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』
の
増
広
の
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
３６
。 
 
(
ａ)
～(
ｃ)
の
共
通
す
る
特
徴
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
序
品
第
一
に
「
一
字
仏
頂
輪
王
の
呪
を
誦
せ
ば
、
世
間
・
出
世
間
の
一
切
の
呪
を
成
就
す
る
功
が
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 
 
 
(
ａ)
若
有
下
念
二
是
頂
王
呪
一
者
上
、
則
得
二
出
世
世
間
一
切
大
呪
悉
尽
成
弁
一
３７
。 
 
 
(
ｂ)
若
有
下
念
二
是
一
字
仏
頂
輪
王
呪
一
者
上
、
即
得
二
出
世
世
間
一
切
大
呪
悉
尽
成
弁
一
３８
。 
 
 
(
ｃ)
若
纔
憶
二
念
此
真
言
一
、
一
切
世
間
出
世
間
真
言
悉
皆
成
就
３９
。 
 
ま
た
、
他
の
四
仏
頂
の
中
、
高
仏
頂
輪
王
呪
の
効
能
に
関
し
て
、(
ａ)
～(
ｃ)
に
以
下
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。 
 
 
(
ａ)
若
善
男
子
女
人
等
、
楽
レ
成
二
就
一
字
輪
王
呪
一
者
、
応
令
二
内
外
嚴
飾
清
潔
一
、
特
以
二
樺
皮
或
絹
紙
上
一
、
雄
黄
書
二
斯
高
頂
王
呪
一
、
佩
二
帯
肩
臂
一
并
持
二
斯
呪
一
、
即
速
成
就
。
若
国
王
・
王
族
・
大
臣
・
僚
佐
・
清
信
・
男
女
、
一
切
人
等
、
信
二
斯
呪
一
者
、
亦
令
二
書
写
一
佩
二
頂
・
肘
・
臂
一
。
為
二
諸
人
衆
一
互
相
敬
諾
、
而
不
二
侵
悩
一
災
垢
銷
滅
。
当
下
得
二
弁
才
一
、
福
相
円
満
上
４０
。 
 
 
(
ｂ)
若
善
男
子
、
楽
レ
欲
レ
成
二
就
一
字
仏
頂
輪
王
呪
一
者
、
応
令
二
内
外
嚴
飾
清
潔
一
、
以
二
樺
木
皮
一
或
以
二
紙
素
竹
帛
等
上
一
、
雄
黄
書
二
斯
高
頂
輪
王
呪
一
、
佩
二
帯
肩
臂
一
并
持
二
斯
呪
一
、
速
得
二
成
就
一
。
若
有
二
国
王
・
王
族
・
妃
后
・
大
臣
・
僚
佐
・
清
信
・
男
女
・
一
切
人
民
一
、
信
二
斯
呪
一
者
、
亦
令
二
書
写
一
戴
二
頂
・
頚
・
臂
一
。
為
二
諸
人
衆
一
互
相
敬
諾
、
而
不
二
侵
擾
一
災
垢
銷
滅
。
当
下
得
二
弁
才
一
、
吉
相
円
満
上
４１
。 
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(
ｃ)
若
有
二
善
男
子
・
善
女
人
一
、
修
二
習
輪
王
仏
頂
一
者
、
及
余
浄
信
者
、
所
レ
往
処
、
闘
戦
・
論
理
・
諍
訟
、
一
切
処
若
誦
、
所
レ
去
処
、
悉
皆
得
レ
勝
。
或
余
有
下
大
国
王
浄
二
信
仏
法
一
者
上
。
用
二
牛
黄
一
於
二
樺
皮
上
或
素
上
一
書
二
此
真
言
一
、
繋
二
旗
纛
上
一
。
或
於
二
頚
下
一
則
往
、
他
敵
若
見
、
則
便
破
敗
、
他
軍
消
融
互
不
二
相
救
一
。
何
以
故
、
以
二
如
来
神
力
加
持
一
故
、
或
余
塢
波
塞
迦
・
塢
波
斯
迦
、
於
二
頭
上
一
帯
持
、
彼
人
吉
祥
清
浄
威
徳
。
吉
慶
威
光
威
力
、
不
レ
被
二
他
凌
突
一
、
獲
二
得
吉
祥
弁
才
一
４２
。 
 
こ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
世
間
・
出
世
間
を
問
わ
な
い
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
対
象
と
な
し
、
呪
を
信
じ
唱
え
る
こ
と
に
関
し
て
は
何
人
も
問
わ
な
い
と
述
さ
れ
、
仏
頂
輪
王
の
呪
を
信
誦
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
障
難
を
排
除
し
て
、
善
法
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
三
経
典
に
共
通
す
る
要
旨
と
し
て
理
解
で
き
る
。そ
れ
故
、当
時
晩
年
に
病
に
臥
さ
れ
て
い
た
桓
武
天
皇
に
対
す
る
除
難
を
願
い
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
五
仏
頂
法
が
積
極
的
に
修
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。 
 
菩
提
流
志
訳
と
不
空
訳
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
先
学
が
す
で
に
比
較
研
究
を
行
っ
て
い
る
４３
。
そ
の
中
に
、(
ｂ)
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』「
大
法
壇
品
第
八
」
に
相
当
す
る
部
分
が
、(
ａ) 
と(
ｃ)
に
は
全
く
無
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
。「
大
法
壇
品
」
は
、
一
字
頂
輪
王
大
秘
密
曼
拏
岱
、
一
字
仏
頂
輪
王
曼
拏
岱
道
場
法
会
の
作
壇
、
結
界
、
入
壇
や
曼
荼
羅
、
灌
頂
や
随
心
供
養
成
就
壇
法
等
が
説
か
れ
る
品
で
あ
る
。
こ
の
品
は
、「
略
説
二
一
字
頂
輪
王
大
秘
密
曼
拏
岱
一
。
此
曼
拏
岱
、
於
二
出
世
世
間
一
、
為
レ
最
為
レ
上
４４
。」
と
、
出
世
間
・
世
間
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
最
上
な
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
お
り
、
曼
荼
羅
の
題
に
つ
い
て
嚴
密
に
題
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
品
の
み
で
あ
り
、(
ｂ)
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』「
大
法
壇
品
」
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
「
大
法
壇
品
」
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
に
し
て
も
、
上
述
の
『
伝
述
一
心
戒
文
』
等
に
は
円
澄
が
五
仏
頂
法
を
行
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
み
で
、
こ
の
品
に
説
か
れ
る
作
法
を
中
心
に
行
っ
た
こ
と
に
は
必
ず
し
も
繋
が
ら
な
い
。 
 
第
六
節 
画
像
に
つ
い
て 
  
密
教
修
法
に
お
い
て
重
要
な
要
素
の
一
に
画
像
（
図
像
）
が
あ
る
。
密
教
で
は
、
経
典
や
儀
軌
に
尊
容
・
印
相
・
持
物
・
坐
法
等
を
規
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
尊
像
を
画
き
、
そ
の
画
像
を
用
い
て
修
法
を
行
う
。
五
仏
頂
法
を
修
し
た
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
五
仏
頂
の
尊
像
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
五
仏
頂
法
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
「
画
像
」
に
着
目
す
る
と
、
次
の(
ａ)
～(
ｃ)
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。 
(
ａ) 
若
有
下
擬
二
画
輪
王
像
一
者
上
、
先
曽
入
二
頂
輪
灌
頂
無
勝
壇
一
、
手
授
二
具
足
呪
句
印
法
法
式
一
、
入
二
最
勝
頂
王
等
壇
一
已
成
就
者
。
謂
、
阿
闍
梨
印
讃
許
可
、
求
レ
証
二
出
世
大
涅
槃
処
一
。
如
レ
是
行
人
、
乃
応
レ
画
レ
像
４５
。 
(
ｂ) 
画
二
斯
像
一
者
、
先
曽
入
二
此
頂
輪
王
灌
頂
無
勝
法
壇
一
、
於
二
阿
闍
梨
一
手
授
二
具
足
呪
句
印
法
一
、
或
復
入
二
於
勝
頂
王
壇
一
已
成
就
者
。
為
二
阿
闍
梨
印
讃
許
可
一
、
求
レ
証
二
出
世
大
涅
槃
処
一
。
如
レ
是
行
人
、
乃
堪
画
レ
像
４６
。 
(
ｃ) 
我
今
説
二
世
尊
仏
頂
輪
王
画
像
法
一
。
修
行
者
先
応
下
入
二
曼
荼
羅
一
、
従
レ
師
受
中
得
印
契
儀
軌
上
。
曽
入
二
仏
頂
輪
王
壇
一
、
或
無
能
勝
忿
怒
壇
、
或
勝
仏
頂
壇
見
二
三
三
昧
耶
一
、
得
レ
受
二
灌
頂
一
、
得
二
阿
闍
梨
印
可
一
、
無
上
涅
槃
道
入
修
行
、
当
依
二
儀
軌
一
、
応
レ
作
二
先
行
一
。
先
行
已
、
然
後
画
レ
像
４７
。 
 
菩
提
流
志
・
不
空
訳
共
に
、
画
像
す
る
者
は
、
先
ず
頂
輪
灌
頂
無
勝
壇
に
入
り
、
印
呪
を
授
か
り
、
勝
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頂
王
等
の
壇
に
入
っ
て
そ
の
法
を
成
就
し
た
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
、(
ａ)
～(
ｃ)
を
典
拠
と
し
た
作
法
を
修
し
た
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
灌
頂
を
授
か
っ
た
何
者
か
が
画
い
た
尊
像
が
用
い
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
こ
の
灌
頂
を
行
っ
て
尊
像
を
画
い
た
と
す
る
記
録
は
管
見
の
限
り
み
つ
か
ら
な
い
。 
 
最
澄
の
入
唐
以
前
の
五
仏
頂
に
関
連
す
る
画
像
の
記
録
を
調
査
す
る
と
、
淡
海
三
船
（
七
二
二
―
七
八
五
）
著
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
、
鑑
真
将
来
の
「
画
五
頂
像
一
鋪
４８
」
と
い
う
記
述
が
確
認
で
き
る
。
「
五
頂
」
と
い
う
表
現
は
、
菩
提
流
志
訳
の(
ａ)
・ 
(
ｂ)
で
み
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
五
頂
像
は
五
仏
頂
像
の
こ
と
と
推
察
で
き
る
。
な
お
、(
ｃ)
で
は
こ
の
表
現
は
み
ら
れ
な
い
。 
 
ま
た
、『
五
仏
頂
法
決
』
の
著
者
で
あ
る
永
忠
が
住
持
し
た
梵
釈
寺
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
最
澄
と
縁
の
あ
る
道
忠
と
同
門
の
徳
円
が
後
に
住
持
す
る
寺
で
あ
り
、『
守
護
国
界
章
』
に
鑑
真
将
来
の
典
籍
等
が
備
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
４９
。 
円
澄
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
元
亨
釈
書
』
二
「
延
暦
寺
円
澄
」
に
「
十
八
事
二
道
忠
菩
薩
一
。
忠
者
鑑
真
之
神
足
也
５０
。」
と
、
円
澄
が
鑑
真
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
道
忠
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
が
述
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
道
忠
は
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
勅
願
に
よ
り
緑
野
寺
を
開
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
緑
野
寺
は
『
天
台
霞
標
』
二
編
之
二
に
は
「
弘
仁
八
年
五
月
十
五
日
、
在
二
緑
野
寺
法
華
塔
前
一
。
故
最
澄
大
和
上
、
為
下
鎮
二
国
家
一
、
利
中
楽
有
情
上
入
二
於
胎
蔵
・
金
剛
両
部
大
曼
荼
羅
壇
一
、
親
執
二
宝
蓋
一
。
於
二
円
澄
・
広
智
両
弟
子
頂
一
、
而
伝
二
授
両
部
灌
頂
一
者
５１
。」
と
、
最
澄
が
鎮
護
国
家
・
利
楽
有
情
の
た
め
、
胎
蔵
・
金
剛
界
両
部
の
大
曼
荼
羅
壇
に
入
り
、
宝
蓋
を
と
っ
て
円
澄
と
広
智
の
二
人
の
弟
子
の
頂
に
両
部
の
灌
頂
を
伝
授
し
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
地
は
最
澄
が
帰
唐
後
の
修
法
を
行
っ
た
場
所
で
も
あ
り
、
最
澄
・
円
澄
共
に
道
忠
と
の
親
し
い
関
係
が
う
か
が
え
る
５２
。
そ
し
て
、(
ａ)
～(
ｃ)
と
『
五
仏
頂
法
決
』
と
の
直
接
的
な
繋
が
り
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
鑑
真
将
来
の
画
像
と
『
五
仏
頂
法
決
』
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 
そ
れ
に
加
え
て
、
帰
国
後
の
事
績
で
は
あ
る
が
、
最
澄
は
『
伝
教
大
師
消
息
』
所
収
の
空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
）
と
の
書
簡
に
お
い
て
、
自
身
の
密
教
理
解
を
補
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
密
教
書
の
借
覧
を
申
し
出
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
菩
提
場
所
説
一
字
転
輪
王
経
一
帖
」
と
い
う
不
空
訳(
ｃ)
と
関
係
が
あ
る
と
思
し
き
書
が
含
ま
れ
て
い
る
５３
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
最
澄
は
、
す
で
に
修
学
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
菩
提
流
志
訳
に
加
え
、
五
仏
頂
に
関
す
る
見
識
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
た
め
に
不
空
訳
の
借
用
を
申
し
出
た
と
も
推
察
で
き
る
。
な
お
、
補
足
す
る
と
、
最
澄
が
菩
提
流
志
訳
に
知
見
が
あ
っ
た
こ
と
は
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
の
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
菩
提
流
志
の
名
を
列
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。 
  
第
七
節 
結
言 
  
『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
み
え
る
円
澄
が
修
し
た
と
さ
れ
る
五
仏
頂
法
修
法
に
つ
い
て
論
じ
た
。
件
の
修
法
の
実
施
に
関
し
て
は
問
題
点
は
あ
る
が
、
奈
良
時
代
に
す
で
に
仏
頂
法
に
拘
わ
る
事
例
が
み
つ
け
ら
れ
た
り
、
梵
釈
寺
永
忠
が
『
五
仏
頂
法
決
』
な
る
書
を
著
述
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
最
澄
は
入
唐
以
前
よ
り
五
仏
頂
法
に
関
し
て
何
ら
か
の
知
識
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
永
忠
の
『
五
仏
頂
法
決
』
は
五
仏
頂
法
修
法
に
大
い
に
関
係
す
る
典
籍
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、残
念
な
が
ら
現
存
し
て
い
な
い
。
最
澄
入
唐
以
前
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』（
ま
た
は
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』）
は
、
五
仏
頂
法
を
説
く
経
典
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
五
仏
頂
法
決
』
の
製
作
に
多
大
な
影
響
を
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及
ぼ
し
た
と
推
察
で
き
る
。
さ
ら
に
、
最
澄
は
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
の
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
菩
提
流
志
の
名
を
列
ね
て
い
る
た
め
、
入
唐
以
前
の
最
澄
の
仏
頂
尊
に
関
す
る
知
識
に
お
い
て
、
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』（
ま
た
は
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』）
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
経
典
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
《
註
》 
１
『
伝
全
』
一
・
二
三
七
～
二
四
七
頁
。 
２
『
伝
全
』
一
・
二
四
四
～
二
四
七
頁
。 
３
『
大
正
』
五
五
・
一
〇
五
七
頁
中
。 
４
『
大
正
』
五
五
・
一
〇
五
八
頁
中
～
下
。 
５
又
九
月
の
上
旬
、
臣
弘
世
、
勅
を
奉
り
、
最
澄
闍
梨
を
し
て
朕
の
為
に
、
重
ね
て
灌
頂
秘
法
を
修
行
せ
し
む
。
即
ち
勅
旨
に
依
り
、
城
西
郊
に
於
い
て
、
好
地
を
択
求
し
、
壇
場
を
建
創
す
。
又
画
工
十
余
人
を
召
す
。
敬
っ
て
五
仏
頂
浄
土
一
幅
、
大
曼
荼
羅
一
幅
を
図
す
。（『
伝
全
』
五
付
・
二
三
頁
。） 
６
凡
そ
遮
那
業
の
者
は
、
歳
歳
毎
日
、
遮
那
・
孔
雀
・
不
空
・
仏
頂
、
諸
真
言
等
、
護
国
の
真
言
を
長
念
ぜ
し
め
ん
。（『
伝
全
』
一
・
十
二
頁
。） 
７
師
の
命
に
随
い
て
奉
じ
て
五
仏
頂
を
称
し
、
礼
拝
す
。 
桓
武
天
皇
の
奉
為
に
五
仏
頂
の
法
を
修
念
し
、
先
師
の
後
に
在
っ
て
、
国
家
を
守
り
奉
る
。
入
唐
を
奨
め
ん
が
為
の
先
師
の
心
に
随
っ
て
、
如
如
の
観
に
住
す
。
…
（
中
略
）
…
三
七
箇
月
、
秘
法
を
修
念
す
。
入
唐
せ
ざ
る
前
の
行
事
の
旨
を
今
文
に
注
し
、
法
師
の
行
を
挙
ぐ
。（『
伝
全
』
一
・
六
三
八
～
六
三
九
頁
。） 
８
大
山
公
淳
「
伝
教
大
師
の
密
教
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
八
―
一
、
一
九
五
六
）
や
勝
又
俊
教
『
密
教
の
日
本
的
展
開
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
） 
９
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』（
創
文
社
、
一
九
九
四
）
十
三
～
十
四
頁
。 
１０
水
上
文
義
『
台
密
思
想
の
形
成
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）
三
六
四
～
三
六
六
頁
。 
１１
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』（
創
文
社
、
一
九
九
四
）
十
頁
。 
１２
宝
亀
の
年
、
勅
し
て
思
託
に
東
大
寺
攘
灾
大
仏
頂
を
行
道
せ
し
め
、
勅
し
て
入
内
を
請
い
、
香
水
を
御
帳
及
び
大
宮
に
散
ら
し
む
。（
蔵
中
し
の
ぶ
『
延
暦
僧
録
注
釈
』（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
八
）
八
一
頁
。） 
１３
宝
亀
十
年
、
東
夷
盗
を
起
こ
し
、
佐
伯
将
軍
守
を
失
す
。
朝
を
挙
げ
て
怖
を
懐
く
。
守
真
、
東
大
寺
に
奏
し
て
、
仏
頂
行
道
し
て
灾
を
攘
う
。
三
七
日
を
限
り
、
三
七
に
入
る
に
至
り
て
、
東
夷
逼
り
伏
す
。（
蔵
中
し
の
ぶ
『
延
暦
僧
録
注
釈
』
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
八
）
二
六
五
頁
。） 
１４
蔵
中
し
の
ぶ
『
延
暦
僧
録
注
釈
』（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
八
）
二
四
五
～
二
四
七
頁
。 
１５
『
首
楞
嚴
経
』（『
大
仏
頂
経
』）
の
真
偽
論
諍
に
つ
い
て
は
、
松
本
信
道
「『
大
仏
頂
経
』
の
真
偽
論
争
と
南
都
六
宗
の
動
向
」（『
駒
沢
史
学
』
三
三
、
一
九
八
五
）、
同
「
得
清
の
入
唐
に
つ
い
て
」（『
駒
沢
大
学
文
学
研
究
紀
要
』
六
八
、
二
〇
一
〇
）
に
精
し
い
。
前
者
で
は
、
三
論
僧
玄
叡
（
？
―
八
四
〇
）『
大
乗
三
論
大
義
鈔
』（『
仏
全
』
七
五
・
六
六
頁
下
）
や
、
円
仁
将
来
で
あ
る
明
空
の
『
勝
鬘
経
疏
義
私
鈔
』
序
文
（『
仏
全
』
四
・
三
七
九
頁
上
）
に
み
え
る
、『
大
仏
頂
経
』
の
真
偽
の
解
明
の
た
め
に
、
誡
明
（
ま
た
は
戒
明
）・
得
清
（
ま
た
は
徳
清
）
等
の
八
人
の
僧
が
唐
大
暦
七
年
（
七
七
二
）
に
入
唐
し
た
記
述
を
基
に
、
石
井
正
敏
「
渤
海
の
日
唐
間
に
お
け
る
中
継
的
役
割
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
五
一
、
一
九
七
六
）
の
八
人
の
う
ち
に
、
本
章
で
述
べ
ら
れ
る
『
五
仏
頂
法
決
』
の
著
者
で
あ
る
永
忠
が
い
た
説
を
是
認
し
、
石
井
氏
の
渤
海
経
由
入
唐
説
を
援
用
し
た
東
野
治
之
「
日
唐
間
に
お
け
る
渤
海
の
中
継
貿
易
」（『
日
本
歴
史
』
四
三
八
、
一
九
八
四
）
の
得
清
等
が
渤
海
経
由
で
入
唐
し
た
と
い
う
推
論
を
首
肯
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
者
に
お
い
て
、
大
暦
七
年
（
七
七
二
）
の
入
唐
に
は
種
々
の
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
自
ら
呈
し
て
再
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
松
本
氏
の
研
究
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か
ら
鑑
み
る
に
、
大
暦
七
年
（
七
七
二
）
の
入
唐
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、『
大
仏
頂
経
』
の
真
偽
の
解
消
に
永
忠
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
永
忠
の
仏
頂
尊
理
解
に
お
け
る
傍
証
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、『
大
仏
頂
経
』
と
「
五
仏
頂
法
」
と
の
関
連
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
所
収
の
仏
頂
系
経
軌
の
考
察
」（『
智
山
学
報
』
五
三
、
二
〇
〇
四
）
に
は
、『
首
楞
嚴
経
』
の
成
立
に
関
す
る
先
行
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
林
敏
氏
は
、
本
経
に
関
し
て
多
く
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
中
で
も
「
日
本
に
お
け
る
『
首
楞
嚴
経
』
の
展
開
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
八
―
二
、
二
〇
一
〇
）
で
は
、『
首
楞
嚴
経
』
の
将
来
に
つ
い
て
、
金
剛
寺
本
・
興
聖
寺
本
・
中
尊
寺
本
の
日
本
古
写
経
本
は
、
道
慈
が
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
将
来
し
、
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
に
、
普
照
が
玄
朗
・
玄
法
に
託
し
て
、
大
正
蔵
の
底
本
と
な
っ
た
高
麗
版
を
は
じ
め
と
す
る
刊
本
一
切
経
や
、
敦
煌
写
本
お
よ
び
各
地
で
刊
行
さ
れ
た
流
布
本
・
房
山
石
経
本
等
の
現
行
本
を
将
来
し
た
と
考
察
し
て
い
る
。 
１６
道
場
中
に
於
い
て
菩
薩
の
願
を
発
し
、
出
入
澡
浴
し
、
六
時
に
行
道
す
。（『
大
正
』
十
九
・
一
三
三
頁
上
。） 
１７
恒
に
六
時
に
於
い
て
誦
呪
し
、
壇
を
繞
り
て
至
心
に
行
道
せ
よ
。
一
時
に
常
に
一
百
八
遍
を
行
ぜ
よ
。（『
大
正
』
十
九
・
一
三
三
頁
下
。） 
１８
三
﨑
良
周
「
奈
良
時
代
の
密
教
に
お
け
る
諸
問
題
」
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
）
参
照
。 
１９
『
大
正
』
十
九
・
一
三
六
頁
下
。 
２０
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
』
十
九
・
三
五
一
頁
中
）、
杜
行
顗
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
』
十
九
・
三
五
四
頁
中
）、
地
婆
訶
羅
訳
『
仏
頂
最
勝
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
』
十
九
・
三
五
六
頁
下
）
等
。 
２１
『
大
正
』
五
五
・
一
〇
五
七
頁
中
。 
２２
『
天
全
』
七
・
二
二
八
頁
下
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
以
後
の
目
録
類
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
２３
『
大
正
』
五
五
・
一
〇
六
一
頁
下
。 
２４
『
大
正
』
五
五
・
一
〇
六
三
頁
中
。 
２５
『
弘
全
』
二
・
五
二
二
頁
。 
２６
『
弘
全
』
四
・
一
二
五
頁
。 
２７
若
し
人
、
大
悪
病
に
遇
い
て
、
此
の
陀
羅
尼
を
聞
け
ば
、
即
ち
永
く
一
切
の
諸
の
病
を
離
れ
る
こ
と
を
得
ん
。
亦
た
消
滅
を
得
ん
。
応
に
悪
道
に
堕
す
べ
し
。
亦
た
除
断
を
得
ん
。（『
大
正
』
十
九
・
三
五
一
頁
下
。） 
２８
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
五
・
七
四
頁
。 
２９
堀
池
春
峰
『
南
都
仏
教
史
の
研
究
』
下 
諸
寺
編(
法
蔵
館
、
一
九
八
二)
参
照
。 
３０
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
八
頁
中
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
成
立
に
な
る
が
、『
本
朝
台
祖
撰
述
密
部
書
目
』（
享
保
（
一
七
一
六
～
）
以
後
成
立
）
中
に
、「
本
朝
高
僧
伝
第
六
十
七
に
云
く
、
梵
釈
寺
永
忠
和
尚
、
五
仏
頂
法
決
一
巻
を
著
す
。
（『
仏
全
』
二
・
二
〇
七
頁
上
）」
と
あ
る
。『
五
仏
頂
法
決
』
に
関
し
て
は
、
す
で
に
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
（
創
文
社
、
一
九
九
四
）
十
・
十
四
頁
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
梵
釈
寺
と
永
忠
に
関
し
て
、『
新
修
大
津
市
史
１ 
古
代
』（
大
津
市
役
所
、
一
九
七
八
）
三
〇
〇
頁
、
小
林
崇
仁
「
施
曉
と
梵
釈
寺
」（『
蓮
花
寺
仏
教
研
究
所
紀
要
』
一
、
二
〇
〇
八
）
等
に
精
し
い
。
特
に
、
永
忠
に
関
し
て
、
伝
記
類
は
非
常
に
少
な
い
が
、『
元
亨
釈
書
』（『
仏
全
』
一
〇
一
・
一
九
二
頁
上
）
に
よ
る
と
、
永
忠
は
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
）
の
初
め
に
入
唐
し
、
長
安
の
西
明
寺
な
ど
に
て
学
ん
だ
後
、
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
に
最
澄
ら
と
共
に
帰
朝
し
、
そ
の
後
梵
釈
寺
に
住
持
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
記
録
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
永
忠
は
三
十
年
近
く
を
唐
で
過
ご
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
学
ん
だ
五
仏
頂
法
の
知
識
を
帰
国
後
に
記
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 
３１
又
招
提
の
真
大
和
上
、
並
び
に
東
大
寺
の
法
進
僧
都
及
び
普
照
法
師
等
将
来
の
、
第
二
の
本
の
十
巻
の
円
頓
止
観
、
江
州
梵
釈
寺
の
一
切
経
の
内
の
写
す
所
の
正
本
を
案
ず
る
に
云
く
。
…
…
（『
伝
全
』
二
・
二
九
三
頁
。） 
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３２
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇
）、
島
地
大
等
『
日
本
仏
教
教
学
史
』（
明
治
書
院
、
一
九
三
三
）、
堀
池
春
峰
『
南
都
仏
教
史
の
研
究
』
下 
諸
寺
編(
法
蔵
館
、
一
九
八
二)
、
苫
米
地
誠
一
「
奈
良
時
代
の
密
教
経
典
」
高
橋
尚
夫
・
木
村
秀
明
・
野
口
圭
也
・
大
塚
伸
夫
『
初
期
密
教
』(
春
秋
社
、
二
〇
一
三)
等
。 
３３
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
渓
水
社
、
一
九
八
八
）
一
一
四
頁
～
一
一
九
頁
に
お
い
て
、
仏
頂
系
の
経
典
に
つ
い
て
は
年
代
ご
と
に
整
理
・
分
類
し
列
ね
ら
れ
て
い
る
。 
３４
興
元
元
年
八
月
一
日
、
正
覚
寺
に
於
い
て
新
写
入
蔵
し
て
、
便
ち
此
の
目
録
を
作
れ
り
。（『
大
正
』
五
五
・
七
〇
〇
頁
下
。） 
３５
三
﨑
良
周
「
奈
良
時
代
の
密
教
に
お
け
る
諸
問
題
」
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
）
で
は
、
不
空
の
訳
経
の
将
来
は
空
海
に
始
ま
る
と
断
定
し
て
い
る
。 
３６
長
部
和
雄
『
唐
代
密
教
史
雑
考
』(
『
密
教
学
研
究
』
四
、
一
九
七
二)
、
千
葉
照
観
「
不
空
の
密
教
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け
」(
『
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報
』
九
、
一
九
八
七)
、
頼
富
本
宏
『
密
教
仏
の
研
究
』(
法
蔵
館
、
一
九
九
〇)
等
。 
３７
若
し
是
の
頂
王
呪
を
念
ず
る
者
有
ら
ば
、
則
ち
出
世
世
間
の
一
切
の
大
呪
を
悉
尽
く
成
弁
す
る
こ
と
を
得
ん
。（『
大
正
』
十
九
・
二
六
五
頁
中
。） 
３８
若
し
是
の
一
字
仏
頂
輪
王
呪
を
念
ず
る
者
有
ら
ば
、
即
ち
出
世
世
間
の
一
切
の
大
呪
を
悉
尽
く
成
弁
す
る
こ
と
を
得
ん
。
（『
大
正
』
十
九
・
二
二
七
頁
中
。） 
３９
若
し
纔
に
此
の
真
言
を
憶
念
す
れ
ば
、
一
切
の
世
間
出
世
間
の
真
言
を
悉
く
皆
成
就
す
。（『
大
正
』
十
九
・
一
九
五
頁
下
。） 
４０
若
し
善
男
子
女
人
等
、
一
字
輪
王
呪
を
成
就
せ
ん
と
楽
う
者
は
、
応
に
内
外
を
し
て
嚴
飾
し
清
潔
な
ら
し
め
、
特
に
樺
皮
或
い
は
絹
紙
上
を
以
て
、
雄
黄
に
斯
の
高
頂
王
呪
を
書
し
、
肩
臂
に
佩
帯
し
て
并
に
斯
の
呪
を
持
す
れ
ば
、
即
ち
速
や
か
に
成
就
す
。
若
し
国
王
・
王
族
・
大
臣
・
僚
佐
・
清
信
・
男
女
、
一
切
の
人
等
、
斯
の
呪
を
信
ず
る
者
に
、
亦
た
書
写
せ
し
め
て
頂
・
肘
・
臂
に
佩
せ
し
め
よ
。
諸
人
衆
の
為
に
互
い
に
相
敬
諾
せ
ら
れ
、
而
も
侵
悩
せ
ら
れ
ず
し
て
、
災
垢
を
銷
滅
す
。
当
に
弁
才
を
得
て
、
福
相
円
満
な
る
べ
し
。（『
大
正
』
十
九
・
二
六
六
頁
中
。） 
４１
若
し
善
男
子
、
一
字
仏
頂
輪
王
呪
を
成
就
せ
ん
と
欲
す
る
こ
と
を
楽
う
者
は
、
応
に
内
外
を
し
て
嚴
飾
し
清
潔
な
ら
し
め
、
樺
木
皮
を
以
て
或
い
は
紙
素
竹
帛
等
上
を
以
て
、
雄
黄
に
斯
の
高
頂
輪
王
呪
を
書
し
、
肩
臂
に
佩
帯
し
て
并
に
斯
の
呪
を
持
す
れ
ば
、
速
や
か
に
成
就
を
得
ん
。
若
し
国
王
・
王
族
・
妃
后
・
大
臣
・
僚
佐
・
清
信
・
男
女
・
一
切
の
人
民
有
り
て
、
斯
の
呪
を
信
ず
る
者
に
、
亦
た
書
写
せ
し
め
て
項
・
頚
・
臂
に
戴
せ
し
め
よ
。
諸
人
衆
の
為
に
互
い
に
相
敬
諾
せ
ら
れ
、
而
も
侵
擾
せ
ら
れ
ず
し
て
、
災
垢
を
銷
滅
す
。
当
に
弁
才
を
得
て
、
吉
相
円
満
な
る
べ
し
。（『
大
正
』
十
九
・
二
二
八
頁
下
。） 
４２
若
し
善
男
子
・
善
女
人
有
り
て
、
輪
王
仏
頂
を
修
習
せ
ん
者
、
及
び
余
の
浄
信
の
者
は
、
往
く
所
の
処
、
闘
戦
・
論
理
・
諍
訟
の
ご
と
き
、
一
切
処
に
若
し
誦
せ
ば
、
去
る
所
の
処
に
、
悉
く
皆
勝
つ
こ
と
を
得
ん
。
或
い
は
余
の
大
国
王
の
仏
法
を
浄
信
す
る
者
有
ら
ん
。
牛
黄
を
用
い
て
樺
皮
の
上
或
い
は
素
上
に
於
い
て
此
の
真
言
を
書
し
、
旗
纛
の
上
に
繋
げ
。
或
い
は
頚
の
下
に
於
い
て
則
ち
往
か
ん
に
、
他
の
敵
若
し
見
れ
ば
、
則
便
ち
破
敗
し
、
他
の
軍
消
融
し
て
互
い
に
相
救
わ
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
、
如
来
の
神
力
加
持
を
以
て
の
故
に
、
或
い
は
余
の
塢
波
塞
迦
・
塢
波
斯
迦
、
頭
上
に
於
い
て
帯
持
せ
ば
、
彼
の
人
吉
祥
清
浄
に
し
て
威
徳
あ
り
。
吉
慶
に
威
光
威
力
あ
っ
て
、
他
に
凌
突
せ
ら
れ
ず
、
吉
祥
弁
才
を
獲
得
せ
ん
。（『
大
正
』
十
九
・
一
九
六
頁
下
～
一
九
七
頁
上
。） 
４３
頼
富
本
宏
『
密
教
仏
の
研
究
』(
法
蔵
館
、
一
九
九
〇)
、
千
葉
照
観
「
不
空
の
密
教
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け
」(
『
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報
』
九
、
一
九
八
七)
。 
４４
略
し
て
一
字
頂
輪
王
大
秘
密
曼
拏
岱
を
説
く
。
此
の
曼
拏
岱
、
出
世
世
間
に
於
い
て
最
と
為
し
上
と
為
す
。
（
『
大
正
』
十
九
・
二
四
六
頁
中
。） 
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４５
若
し
輪
王
の
像
を
擬
し
画
く
者
有
ら
ば
、
先
ず
曽
て
頂
輪
灌
頂
無
勝
の
壇
に
入
り
て
、
手
に
具
足
せ
る
呪
句
印
法
の
法
式
を
授
か
り
、
最
勝
頂
王
等
の
壇
に
入
り
已
て
成
就
す
る
者
な
り
。
謂
く
、
阿
闍
梨
よ
り
印
讃
を
許
可
せ
ら
れ
て
、
出
世
の
大
涅
槃
処
を
証
せ
ん
こ
と
を
求
む
べ
し
。
是
く
の
如
く
の
行
人
は
、
乃
ち
応
に
像
を
画
く
べ
し
。（『
大
正
』
一
九
・
二
六
七
頁
上
。） 
４６
斯
の
像
を
画
く
者
は
、
先
ず
曽
て
此
の
頂
輪
王
灌
頂
無
勝
法
壇
に
入
り
て
、
阿
闍
梨
に
於
い
て
手
に
具
足
せ
る
呪
句
印
法
を
授
か
り
、
或
い
は
復
た
勝
頂
王
壇
に
入
り
已
て
成
就
す
る
者
な
り
。
阿
闍
梨
よ
り
印
讃
許
可
せ
ら
れ
て
、
出
世
の
大
涅
槃
処
を
証
せ
ん
こ
と
を
求
む
。
是
く
の
如
く
の
行
人
は
、
乃
ち
堪
に
像
を
画
く
べ
し
。（『
大
正
』
一
九
・
二
二
九
下
～
二
三
〇
頁
上
。） 
４７
我
今
世
尊
仏
頂
輪
王
画
像
法
を
説
か
ん
。
修
行
者
は
先
ず
応
に
曼
荼
羅
に
入
り
て
、
師
従
り
印
契
儀
軌
を
受
得
す
べ
し
。
曽
て
仏
頂
輪
王
壇
に
入
り
、
或
い
は
無
能
勝
忿
怒
壇
、
或
勝
仏
頂
壇
に
お
い
て
三
三
昧
耶
を
見
、
灌
頂
を
受
く
る
こ
と
を
得
、
阿
闍
梨
の
印
可
を
得
、
無
上
涅
槃
の
道
に
入
り
て
修
行
せ
ば
、
当
に
儀
軌
に
依
て
、
先
ず
行
を
作
す
べ
し
。
先
ず
行
じ
已
て
、
然
る
後
に
像
を
画
せ
よ
。（『
大
正
』
十
九
・
一
九
八
頁
中
。） 
４８
『
大
正
』
五
一
・
九
八
九
頁
上
。 
４９
『
伝
全
』
二
・
二
九
三
頁
。 
５０
十
八
に
し
て
道
忠
菩
薩
に
事
う
。
忠
と
は
鑑
真
の
神
足
な
り
。（『
仏
全
』
一
〇
一
・
一
六
六
頁
下
。） 
５１
弘
仁
八
年
五
月
十
五
日
、
緑
野
寺
の
法
華
塔
前
に
在
り
。
故
最
澄
大
和
上
、
国
家
を
鎮
め
、
有
情
を
利
楽
す
る
為
に
胎
蔵
・
金
剛
の
両
部
大
曼
荼
羅
壇
に
入
り
、
親
く
宝
蓋
を
執
る
。
円
澄
・
広
智
の
両
弟
子
の
頂
に
於
い
て
、
両
部
灌
頂
を
伝
授
せ
る
者
な
り
。（『
仏
全
』
一
二
五
・
一
六
〇
頁
上
。） 
５２
道
忠
教
団
と
円
澄
等
に
つ
い
て
は
、
由
木
義
文
『
東
国
の
仏
教
―
そ
の
原
型
を
求
め
て
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
三
）
に
精
し
い
。 
５３
『
伝
全
』
五
・
四
五
一
頁
。 
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第
二
章 
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け 
  
第
一
節 
序
言 
  
最
澄
は
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
に
入
唐
し
、
台
州
に
お
い
て
主
た
る
目
的
で
あ
る
天
台
の
法
門
を
道
邃
・
行
満
よ
り
伝
授
さ
れ
、
さ
ら
に
台
州
で
は
国
清
寺
惟
象
よ
り
「
大
仏
頂
大
契
曼
荼
羅
の
行
事
」
を
、
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
の
帰
国
の
際
に
は
、
越
州
龍
興
寺
に
お
い
て
順
曉
よ
り
「
三
部
三
昧
耶
」
を
伝
授
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
以
上
の
受
法
に
加
え
、
草
堂
寺
大
素
よ
り
「
五
仏
頂
法
」・「
冥
道
無
遮
斎
法
」
を
、
明
州
檀
那
行
者
江
秘
よ
り
「
如
意
輪
壇
」・「
普
集
会
壇
」
を
、
開
元
寺
霊
光
よ
り
「
軍
荼
利
法
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受
法
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
す
で
に
仏
頂
尊
の
名
を
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
血
脈
譜
を
基
に
、
入
唐
中
ま
た
は
帰
国
後
の
最
澄
の
仏
頂
尊
に
関
す
る
理
解
度
を
さ
ら
に
考
察
し
た
い
。 
 
第
二
節 
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」 
 
最
澄
撰
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
は
、
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
に
大
乗
戒
壇
の
独
立
の
提
唱
に
対
す
る
南
都
の
批
判
に
答
え
る
た
め
、
最
澄
が
入
唐
し
て
円
・
密
・
禅
・
戒
の
四
宗
を
相
承
し
た
こ
と
を
証
明
し
、
自
ら
の
仏
教
の
正
統
性
を
明
ら
か
に
し
た
重
要
な
系
譜
で
あ
る
１
。
五
通
の
血
脈
譜
の
内
の
密
教
に
関
係
す
る
系
譜
は
、
先
述
の
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
と
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
で
あ
る
。 
最
澄
は
帰
国
後
に
胎
金
の
灌
頂
を
空
海
よ
り
受
法
す
る
が
、「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
は
そ
の
受
法
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
胎
金
の
密
教
は
入
唐
時
に
順
曉
よ
り
相
承
し
て
い
る
こ
と
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
２
。
順
曉
は
、「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
よ
れ
ば
、
泰
山
霊
嚴
寺
に
住
し
、『
大
日
経
』・『
蘇
悉
地
経
』
等
の
訳
者
で
あ
る
善
無
畏
（
六
三
七
―
七
三
五
）
の
弟
子
義
林
（
七
〇
三
―
八
〇
五
以
後
）
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
血
脈
に
は
胎
蔵
と
金
剛
界
と
の
二
系
列
が
あ
り
、
共
に
こ
の
順
曉
よ
り
最
澄
に
受
法
さ
れ
た
こ
と
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。 
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」 
 
胎
蔵
大
日
如
来
―
善
無
畏
―
一
行
― 
順
曉
―
最
澄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
義
林 
 
 
―
義
真 
 
金
剛
界
大
日
如
来
―
金
剛
薩
埵
―
龍
猛
―
龍
智
―
金
剛
智
―
不
空
―
順
曉
―
最
澄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
義
真
３ 
 
第
三
節 
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」 
  
順
曉
よ
り
受
法
し
た
密
教
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
だ
け
で
な
く
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
と
共
に
朝
廷
へ
提
出
し
た
『
顕
戒
論
縁
起
』
所
収
の
「
順
曉
阿
闍
梨
付
法
文
一
首
」
の
中
に
そ
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
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大
唐
泰
嶽
霊
嚴
寺
順
曉
阿
闍
梨
付
法
文
一
首 
毘
盧
遮
那
如
来
三
十
七
尊
曼
荼
羅
所 
 
 
 
 
阿
鑁
藍
吽
欠 
 
上
品
悉
地 
 
 
 
 
阿
尾
羅
吽
欠 
 
中
品
悉
地 
 
 
 
 
阿
羅
波
者
那 
 
下
品
悉
地 
灌
頂
伝
授
三
部
三
昧
耶
阿
闍
梨
沙
門
順
曉
、
図
様
契
印
法
、
大
唐
貞
元
二
十
一
年
四
月
十
八
日
、
泰
嶽
霊
嚴
寺
鎮
国
道
場
大
徳
内
供
奉
沙
門
順
曉
、
於
二
越
府
峰
山
頂
道
場
一
、
付
二
三
部
三
昧
耶
一
、
牒
二
弟
子
最
澄
一
４
。 
こ
の
付
法
文
は
、
最
澄
は
唐
の
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
四
月
十
八
日
に
順
曉
よ
り
越
府
峰
山
頂
道
場
に
お
い
て
灌
頂
を
受
け
、「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
を
附
与
さ
れ
た
と
記
す
。
ま
た
、
こ
の
『
顕
戒
論
縁
起
』
の
順
曉
か
ら
の
受
法
に
つ
い
て
は
、『
叡
山
大
師
伝
』
に
同
取
意
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。 
 
 
大
唐
貞
元
二
十
一
年
四
月
上
旬
、
来
二
到
船
所
一
、
更
為
レ
求
二
真
言
一
、
向
二
於
越
府
龍
興
寺
一
。
幸
得
レ
値
二
遇
泰
岳
霊
嚴
山
寺
鎮
国
道
場
大
徳
内
供
奉
沙
門
順
曉
一
。
曉
、
感
二
信
心
之
願
一
、
灌
頂
伝
受
。
三
部
三
昧
耶
図
様
契
印
法
文
道
具
等
、
目
録
如
レ
別
５
。 
こ
こ
に
お
い
て
も
、
越
府
龍
興
寺
で
順
曉
よ
り
「
三
部
三
昧
耶
図
様
契
印
法
文
道
具
等
」
を
伝
受
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
資
料
は
、
順
曉
よ
り
受
法
し
た
具
体
的
な
内
容
の
一
は
、
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。 
こ
の
三
部
三
昧
耶
と
は
「
阿
鑁
藍
吽
欠
。
上
品
悉
地
。
阿
尾
羅
吽
欠
。
中
品
悉
地
。
阿
羅
波
者
那
。
下
品
悉
地
。」
で
あ
り
、
現
代
の
台
密
で
も
用
い
ら
れ
る
三
種
悉
地
真
言
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
悉
地
（s
id
d
h
i
）
と
は
成
就
の
意
で
、
こ
れ
を
上
・
中
・
下
に
分
け
た
も
の
が
三
種
悉
地
で
あ
る
。
こ
の
印
信
に
関
し
て
は
、『
天
台
霞
標
』
や
『
余
芳
編
年
雑
集
』
等
に
収
録
さ
れ
る
「
徳
円
阿
闍
梨
印
信
」
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
 
阿
闍
梨
伝
二
弟
子
僧
順
曉
阿
闍
梨
一
。
阿
闍
梨
大
唐
貞
元
二
十
一
年
四
月
十
八
日
、
於
二
越
府
峰
山
頂
道
場
一
、
付
二
本
国
最
澄
阿
闍
梨
一
。
皆
是
国
師
供
奉
大
徳
矣
。
澄
阿
闍
梨
、
去
大
同
五
年
五
月
十
四
日
、
比
叡
山
止
観
院
妙
徳
道
場
伝
二
灯
広
智
阿
闍
梨
一
。
皆
有
二
印
信
一
。
師
恢
相
付
也
。
復
澄
阿
遮
梨
、
去
弘
仁
八
年
三
月
六
日
、
下
野
州
大
慈
山
寺
伝
二
付
弟
子
徳
円
一
。
印
署
未
レ
蒙
。
大
師
遂
没
去
。
天
長
七
年
潤
十
月
十
六
日
、
為
レ
取
二
印
信
一
、
於
二
野
州
大
慈
山
道
場
一
、
更
受
二
広
智
阿
闍
梨
一
。
方
給
二
印
信
一
。
今
阿
闍
梨
徳
円
、
嗣
二
師
跡
一
故
、
伝
二
授
弟
子
僧
円
珍
一
。
…
…
６ 
 
最
澄
は
道
忠
に
師
事
し
た
広
智
、
そ
し
て
徳
円
に
三
部
三
昧
耶
を
付
し
、
さ
ら
に
徳
円
か
ら
円
珍
へ
伝
承
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
円
珍
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、『
顕
戒
論
縁
起
』
に
記
さ
れ
た
三
真
言
に
つ
い
て
『
決
示
三
種
悉
地
法
』
に
お
い
て
初
め
て
言
及
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。 
 
 
唐
貞
元
末
年
、
順
曉
阿
闍
梨
付
二
囑
比
叡
山
大
師
一
文
云
。 
 
 
 
上
品
悉
地 
 
阿
鑁
藍
晗
欠 
 
 
 
中
品
悉
地 
 
阿
尾
羅
吽
欠 
 
 
 
下
品
悉
地 
 
阿
羅
波
遮
娜 
 
 
伝
授
血
脈
、
具
如
二
彼
中
一
。
大
唐
東
都
、
水
南
天
宮
寺
、
門
楼
柱
上
題
云
。 
 
 
 
法
身
真
言 
 
阿
鑁
藍
晗
欠 
 
 
 
報
身
真
言 
 
阿
尾
羅
吽
欠 
 
 
 
化
身
真
言 
 
阿
羅
波
灑
娜 
…
…
７ 
 
こ
れ
に
よ
る
と
、
円
珍
は
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
に
み
え
る
三
真
言
と
、
自
身
が
大
唐
東
都
（
洛
陽
）
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の
水
南
天
宮
寺
の
門
楼
の
柱
上
に
て
み
つ
け
た
法
・
報
・
応
の
三
身
真
言
と
を
並
記
し
、
そ
の
後
の
箇
所
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
真
言
の
出
処
や
最
澄
の
付
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 
 
そ
し
て
、
下
っ
て
安
然
は
『
胎
蔵
大
法
対
受
記
』
に
て
「
安
然
近
得
三
尊
勝
破
地
獄
法
中
有
二
此
等
三
種
悉
地
真
言
一
。
稍
同
二
順
曉
阿
闍
梨
伝
一
８
。」
と
、
三
部
三
昧
耶
の
真
言
の
典
拠
が
「
尊
勝
破
地
獄
法
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
最
澄
が
受
法
し
た
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
に
み
え
る
三
真
言
の
出
拠
に
言
及
し
た
資
料
と
さ
れ
る
。 
台
密
は
、
胎
金
両
部
に
蘇
悉
地
を
加
え
た
三
部
を
特
色
と
す
る
が
、
こ
の
三
種
悉
地
は
台
密
に
お
け
る
蘇
悉
地
の
形
成
に
大
き
く
関
係
す
る
。
そ
れ
は
、
善
無
畏
訳
『
蘇
悉
地
経
』
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。 
 
 
復
次
、
上
中
下
成
就
法
者
、
如
二
別
経
説
一
。
求
二
成
就
一
者
、
須
解
二
真
言
上
中
下
法
一
。
此
経
通
攝
二
三
部
所
作
漫
荼
羅
法
一
。
仏
部
真
言
扇
底
迦
法
、
観
音
部
真
言
補
瑟
徴
迦
法
、
金
剛
部
真
言
阿
毘
遮
嚕
迦
法
。
従
レ
腋
至
レ
頂
為
レ
上
。
従
レ
臍
至
レ
腋
為
レ
中
。
従
レ
足
至
レ
臍
為
レ
下
。
於
二
真
言
中
一
、
当
三
応
分
二
別
三
種
成
就
一
９
。 
 
上
・
中
・
下
の
成
就
法
は
別
経
に
説
か
れ
る
等
の
文
か
ら
、
三
種
悉
地
と
の
関
連
性
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
台
密
の
特
色
と
さ
れ
る
蘇
悉
地
は
、
梵
語S
u
s
id
d
h
i
の
音
写
で
あ
り
、「
妙
成
就
」
を
意
味
す
る
。
特
に
『
蘇
悉
地
経
』
は
、「
妙
成
就
」
に
関
す
る
儀
則
を
説
く
経
典
で
あ
り
、
代
表
的
密
教
経
典
で
あ
る
『
大
日
経
』・『
金
剛
頂
経
』
に
お
い
て
そ
の
主
尊
は
大
日
如
来
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
蘇
悉
地
経
』
の
中
尊
は
仏
頂
尊
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
澄
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
理
解
を
解
明
す
る
上
で
、
最
澄
と
蘇
悉
地
と
の
連
関
性
に
注
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
最
澄
が
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
の
蘇
悉
地
と
の
関
連
を
認
識
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
円
仁
の
蘇
悉
地
法
（
会
昌
元
年
（
八
四
一
）
に
唐
の
青
竜
寺
義
真
よ
り
）
受
法
以
前
に
、
最
澄
は
す
で
に
蘇
悉
地
に
関
す
る
要
素
を
修
学
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
重
ね
て
、
蘇
悉
地
の
起
源
を
最
澄
に
求
め
る
な
ら
、「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
と
『
蘇
悉
地
経
』
の
経
題
が
示
す
悉
地
の
語
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
、
ま
た
最
澄
自
身
が
「
三
部
」
と
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
三
部
」
を
台
密
の
特
色
で
あ
る
胎
金
蘇
の
三
部
に
結
び
つ
け
て
捉
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
蘇
悉
地
経
』
に
は
上
・
中
・
下
品
の
三
種
悉
地
の
思
想
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
三
部
三
昧
耶
の
真
言
に
つ
い
て
の
記
述
は
全
く
無
い
。
ま
た
、
最
澄
に
近
侍
し
た
弟
子
で
あ
る
円
仁
も
、
自
著
で
あ
る
『
蘇
悉
地
経
疏
』
を
は
じ
め
と
す
る
密
教
撰
述
書
の
中
で
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
蘇
悉
地
法
を
受
法
し
て
き
た
円
仁
は
、「
三
部
三
昧
耶
の
真
言
」
と
蘇
悉
地
と
が
関
係
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
、
安
然
が
指
摘
し
た
「
尊
勝
破
地
獄
法
」
は
『
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
』
と
呼
ば
れ
る
儀
軌
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
が
１０
、
尊
勝
破
地
獄
法
の
成
立
は
遅
く
、
中
・
晩
唐
期
と
さ
れ
、
最
澄
の
時
代
に
は
そ
の
典
拠
と
な
る
書
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
代
的
に
合
致
せ
ず
、
安
然
の
指
摘
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
た
出
拠
を
、
最
澄
が
知
り
え
た
可
能
性
は
低
い
１１
。 
 
さ
ら
に
、「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
を
授
け
た
順
曉
に
つ
い
て
も
、
そ
の
伝
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
澄
が
受
法
し
た
三
部
三
昧
耶
の
典
拠
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
最
澄
が
順
曉
よ
り
授
か
っ
た
と
さ
れ
る
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
が
、
蘇
悉
地
ま
た
は
仏
頂
尊
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
積
極
的
な
証
拠
は
見
出
し
え
な
い
。
最
澄
が
順
曉
か
ら
の
受
法
を
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
ま
と
め
て
あ
る
以
上
、
順
曉
を
胎
金
の
密
教
を
授
け
た
師
と
し
て
の
み
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
１２
。 
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第
四
節 
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」 
  
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
、
順
曉
授
法
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
を
ま
と
め
た
の
が
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
で
あ
る
１３
。 
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」 
金
剛
道
場
大
牟
尼
尊
―
―
菩
提
流
志
（
一
字
仏
頂
経
・
一
字
仏
頂
法
）
―
―
― 
草
堂
寺
大
素 
（
五
仏
頂
法
・
冥
道
無
遮
斎
法
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿
地
瞿
多
（
金
剛
大
道
場
経
『
陀
羅
尼
集
経
』） 
 
 
明
州
檀
那
行
者
江
秘 
（
如
意
輪
壇
・ 
普
集
会
壇
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開
元
寺
霊
光 
（
軍
荼
利
法
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
清
寺
惟
象 
（
大
仏
頂
曼
荼
羅
）
１４ 
 
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
、「
金
剛
道
場
大
牟
尼
尊
」
を
始
点
と
し
、
唐
代
の
訳
経
僧
の
菩
提
流
志
（
五
七
二
―
七
二
七
）
か
ら
草
堂
寺
大
素
を
経
て
最
澄
へ
と
列
な
る
系
譜
と
、
同
じ
く
唐
代
に
活
躍
し
た
阿
地
瞿
多
（
？
―
六
五
二
～
六
五
三
―
？
）
か
ら
明
州
檀
那
行
者
江
秘
、
開
元
寺
霊
光
、
国
清
寺
惟
象
の
三
人
か
ら
最
澄
へ
と
続
い
て
い
く
系
譜
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
菩
提
流
志
は
前
述
の
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
や
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』
等
を
翻
訳
し
て
お
り
、
阿
地
瞿
多
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
訳
者
で
あ
る
。『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
両
経
典
の
主
尊
は
共
に
仏
頂
尊
で
あ
る
。
ま
た
、『
蘇
悉
地
経
』
の
場
合
、
教
説
主
は
執
金
剛
、
対
向
者
は
軍
荼
利
菩
薩
、
そ
し
て
中
尊
は
仏
頂
尊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
す
る
点
に
注
目
し
て
み
る
と
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
仏
頂
尊
に
関
す
る
密
教
の
受
法
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
第
五
節 
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
つ
い
て 
  
前
述
し
た
よ
う
に
、
最
澄
と
仏
頂
尊
と
の
関
わ
り
は
、
入
唐
以
前
に
始
ま
り
帰
国
後
さ
ら
に
深
ま
っ
た
こ
と
は
い
く
つ
か
の
関
連
事
例
が
示
す
通
り
で
あ
る
。
特
に
、
最
澄
が
著
し
た
と
さ
れ
る
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
仏
頂
尊
を
主
尊
と
す
る
密
教
経
典
翻
訳
僧
の
名
を
列
ね
、
最
澄
と
仏
頂
尊
と
の
鮮
明
な
関
わ
り
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
次
の
二
つ
の
経
典
、
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
１５
と
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
最
澄
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
を
提
示
し
て
い
き
た
い
。 
ま
ず
『
越
州
録
』
に
は
、
菩
提
流
志
訳
「
大
陀
羅
尼
経
一
巻
」
の
将
来
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
『
大
陀
羅
尼
経
』
は
現
存
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
安
然
の
『
八
家
秘
録
』
の
中
で
、
こ
の
経
典
は
「
一
字
仏
頂
法
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
１６
。
ま
た
、
同
じ
く
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
は
、
五
仏
頂
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
経
典
で
、
最
澄
が
入
唐
前
に
修
学
し
た
と
考
え
ら
れ
る
梵
釈
寺
永
忠
撰
『
五
仏
頂
法
決
』
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
五
仏
頂
法
に
つ
い
て
の
入
唐
前
の
修
学
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
唐
に
て
草
堂
寺
大
素
よ
り
改
め
て
五
仏
頂
法
を
学
び
、
血
脈
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
素
が
漢
訳
者
で
あ
る
菩
提
流
志
か
ら
学
ん
だ
五
仏
頂
法
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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一
方
、
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
序
に
「
三
月
上
旬
赴
二
慧
日
寺
浮
図
院
内
一
、
法
師
自
作
二
普
集
会
壇
一
。
大
乗
琮
等
一
十
六
人
。
爰
及
三
英
公
鄂
公
等
一
十
二
人
、
助
二
成
壇
供
一
１７
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
訳
者
で
あ
る
阿
地
瞿
多
が
、
慧
日
寺
浮
図
院
內
に
て
法
師
自
ら
普
集
会
壇
を
作
り
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
基
に
灌
頂
を
修
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
浮
図
（
釈
迦
の
こ
と
）
院
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
な
さ
れ
た
灌
頂
は
、
釈
迦
仏
頂
に
関
す
る
修
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
普
集
会
壇
と
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
に
説
か
れ
る
「
灌
頂
普
集
会
壇
法
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
主
尊
は
釈
迦
仏
頂
で
あ
る
。「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
も
、
こ
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
序
文
が
附
さ
れ
て
お
り
１８
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
普
集
会
壇
が
最
澄
の
密
教
の
修
法
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。 
さ
ら
に
、
両
経
典
の
主
尊
に
つ
い
て
確
認
す
る
。『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
巻
一
・
二
に
仏
部
、
三
か
ら
六
に
菩
薩
部(
巻
三
は
特
に
般
若)
、
七
か
ら
九
に
金
剛
部
、
十
・
十
一
に
天
部
、
そ
し
て
十
二
に
一
か
ら
十
一
ま
で
の
集
大
成
と
も
い
え
る
「
灌
頂
普
集
会
壇
法
」
が
説
か
れ
た
経
典
で
あ
り
、「
灌
頂
普
集
会
壇
法
」
の
主
尊
で
あ
る
仏
頂
尊
の
性
質
に
つ
い
て
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
一
に
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
は
、「
大
神
力
陀
羅
尼
経
釈
迦
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
品
一
巻
於
大
部
巻
第
一
」
と
い
う
題
で
あ
り
、
こ
の
経
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
尊
は
釈
迦
仏
頂
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
陀
羅
尼
集
経
』
で
は
釈
迦
如
来
が
そ
の
ま
ま
仏
頂
尊
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
で
は
、
主
尊
は
釈
迦
仏
頂
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
経
典
が
説
か
れ
た
場
所
が
、
釈
迦
成
道
の
地
で
あ
る
「
摩
竭
提
国
菩
提
樹
下
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
尊
は
釈
迦
如
来
所
変
の
仏
頂
尊
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。 
 
そ
し
て
、
こ
の
両
経
典
の
主
尊
で
あ
る
仏
頂
尊
の
性
質
に
つ
い
て
、
ま
ず
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
一
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
 
是
一
切
如
来
、
白
傘
蓋
仏
頂
輪
王
呪
、
高
頂
輪
王
呪
、
勝
頂
輪
王
呪
、
光
聚
頂
輪
王
呪
、
同
等
住
二
於
一
切
如
来
三
摩
地
中
一
。
神
力
、
皆
等
無
量
広
大
。
猶
不
レ
能
レ
及
二
一
字
仏
頂
輪
王
最
上
大
三
摩
地
明
呪
之
力
一
１９
。 
一
字
仏
頂
輪
王
を
囲
ん
で
白
傘
蓋
仏
頂
、
高
仏
頂
、
勝
仏
頂
、
光
聚
（
帝
殊
羅
施
）
仏
頂
の
五
仏
頂
が
登
場
し
、
そ
の
中
心
に
最
上
な
る
一
字
仏
頂
輪
王
が
配
さ
れ
る
。
一
方
、『
陀
羅
尼
集
経
』
一
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
で
は
、
最
勝
の
仏
頂
尊
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 
 
 
爾
時
世
尊
、
起
二
大
慈
悲
一
、
即
於
二
頂
上
肉
髻
相
中
一
、
放
二
五
色
光
一
。
遍
照
二
十
方
一
切
世
界
一
。
於
二
虚
空
中
一
遊
旋
如
レ
蓋
。
其
光
明
中
有
二
菩
薩
一
。
名
二
帝
殊
囉
施
一
。
結
加
趺
坐
放
二
大
光
明
一
…
（
中
略
）
…
我
有
二
心
呪
一
。
名
曰
二
金
輪
一
。
最
尊
為
レ
極
。
更
無
二
過
者
一
。
惟
仏
与
レ
仏
乃
能
知
レ
之
。
是
呪
、
能
滅
二
帝
殊
囉
施
並
呪
等
法
一
２０
。 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
世
尊
が
、
頂
上
の
肉
髻
か
ら
五
色
の
光
を
放
っ
て
、（
先
の
五
仏
頂
の
一
で
あ
る
）
帝
殊
羅
施
菩
薩
を
現
ず
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
に
頂
上
の
肉
髻
か
ら
顕
現
し
た
帝
殊
羅
施
を
も
滅
す
る
最
勝
の
呪
で
あ
る
金
輪
呪
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
は
釈
迦
如
来
所
変
の
一
字
仏
頂
輪
王
を
、『
陀
羅
尼
集
経
』
は
金
輪
仏
頂
を
そ
れ
ぞ
れ
最
勝
と
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
最
勝
な
る
仏
頂
尊
が
釈
迦
如
来
由
来
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 
 
次
に
、
仏
頂
尊
の
呪
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
一
に
は
、
一
字
仏
頂
輪
王
の
呪
は
「
娜
莫
縒
曼
嚲
一
勃
馱
南
二
唵
二
合
呶
三
勃
琳
二
合 
呶
四 
２１
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
勃
琳
（
ボ
ロ
ン
）」（b
h
rū
m
）
と
は
、
経
題
に
出
る
よ
う
に
、
最
勝
の
金
輪
仏
頂
を
「
一
字
」
で
表
し
た
真
言
・
種
子
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、『
陀
羅
尼
集
経
』
一
に
つ
い
て
み
る
と
、「
帝
殊
囉
施
金
輪
印
呪
第
十
三
」
に
「
唵
一
浮
嚕
那
二
嗚
呶
三
莎
訶
四
２２
」
と
あ
り
、
ま
た
「
帝
殊
囉
施
金
輪
仏
頂
心
法
印
呪
第
十
四
」
に
は
「
唵 
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呶
一
毘
藍
毘
藍
二
嗚 
呶 
拠
三
莎
訶
四
２３
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
呪
は
、
呪
の
題
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
共
に
金
輪
に
関
係
し
て
お
り
、
呪
に
お
い
て
も
最
勝
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
先
の
第
十
三
呪
の
中
の
「
浮
嚕
那
」（
ブ
ル
ナ
）、
及
び
第
十
四
呪
の
中
の
「
毘
藍
」（
ビ
ラ
ン
）
は
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
の
「
ボ
ロ
ン
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
２４
。
つ
ま
り
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
金
輪
に
関
係
す
る
呪
は
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
の
金
輪
仏
頂
の
呪
と
の
類
似
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
「
一
字
仏
頂
法
印
呪
第
三
十
二
」
に
「
苾
曵
」
と
あ
る
が
２５
、
呪
の
題
が
示
す
よ
う
に
「
一
字
仏
頂
法
」
と
い
う
仏
頂
尊
を
一
字
で
表
し
た
呪
が
「
苾
曵
」
で
あ
る
。
こ
の
呪
の
音
は
、「
ビ
リ
ョ
ウ
」
と
あ
り
「
ボ
ロ
ン
」
と
読
む
に
は
少
し
無
理
が
あ
る
が
、
先
の
「
浮
嚕
那
」・「
毘
藍
」
と
同
様
に
「
ボ
ロ
ン
」
の
呪
の
変
形
の
一
と
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。 
 
さ
ら
に
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
一
に
は
、
呪
の
効
能
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 
爾
時
如
来
、
説
二
是
呪
一
時
、
殑
伽
沙
等
三
千
大
千
世
界
、
一
時
六
返
震
動
、
如
二
贍
部
洲
旋
嵐
猛
風
一
吹
二
諸
叢
林
一
、
草
木
動
等
、
是
中
一
切
蘇
弥
山
王
亦
皆
大
動
。
一
切
河
海
尽
皆
涌
沸
、
以
二
仏
神
力
一
一
切
魔
宮
大
火
遍
起
。
是
中
諸
魔
、
為
レ
火
所
レ
逼
。
悉
皆
惶
怖
称
レ
仏
帰
依
、
一
切
地
獄
苦
、
皆
消
息
。
…
…
２６ 
釈
迦
如
来
の
呪
の
力
と
し
て
、
こ
の
呪
を
説
く
と
、
三
千
世
界
を
大
い
に
動
揺
さ
せ
天
変
地
異
が
起
こ
る
。
さ
ら
に
、
仏
は
神
力
に
よ
っ
て
魔
宮
に
火
を
起
し
た
と
こ
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
魔
は
悉
く
仏
に
帰
依
し
、
あ
ら
ゆ
る
地
獄
の
苦
は
消
え
去
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
一
方
、『
陀
羅
尼
集
経
』
で
は
、
前
記
し
た
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
の
一
節
に
「
此
陀
羅
尼
、
悉
能
破
二
壊
一
切
諸
法
一
２７
。」
と
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
破
壊
す
る
性
質
を
具
し
て
お
り
、
さ
ら
に
金
輪
印
呪
の
効
能
に
つ
い
て
「
若
能
受
二
持
此
印
呪
一
者
、
悉
能
滅
二
除
一
切
罪
障
一
。
誦
レ
呪
満
二
三
十
万
遍
一
、
所
レ
往
之
処
皆
悉
歡
喜
、
一
切
賊
難
皆
悉
退
散
２８
。」
と
、
あ
ら
ゆ
る
罪
障
を
滅
し
、
賊
難
は
悉
く
退
散
す
る
と
あ
り
、『
陀
羅
尼
集
経
』
で
も
金
輪
仏
頂
の
陀
羅
尼
は
、
一
切
の
罪
障
を
滅
す
る
最
極
の
呪
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。 
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
、「
金
剛
道
場
大
牟
尼
尊
」
か
ら
菩
提
流
志
・
阿
地
瞿
多
に
二
分
さ
れ
て
密
教
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
菩
提
流
志
の
系
譜
と
阿
地
瞿
多
訳
の
二
系
譜
が
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
の
中
で
一
括
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
の
間
に
は
、
仏
頂
尊
を
主
尊
と
す
る
等
の
共
通
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
二
経
典
を
一
つ
の
血
脈
譜
の
中
に
ま
と
め
た
と
推
察
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
仏
頂
尊
を
主
尊
と
す
る
二
経
典
の
系
列
が
、
最
澄
に
よ
っ
て
統
合
的
に
受
法
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
主
張
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
第
六
節 
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』・『
陀
羅
尼
集
経
』
と
『
蘇
悉
地
経
』
と
の
関
連
性 
 
以
上
の
よ
う
に
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
関
連
す
る
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
お
い
て
は
、
各
々
主
尊
が
釈
迦
仏
頂
、
釈
迦
如
来
所
変
で
あ
り
、
中
心
と
し
て
捉
え
る
べ
き
各
々
の
主
尊
の
性
格
の
類
似
性
、
そ
し
て
そ
の
呪
「
ボ
ロ
ン
」
の
類
似
性
、
呪
の
効
能
に
関
す
る
共
通
性
を
こ
れ
ら
二
経
典
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
血
脈
譜
は
蘇
悉
地
の
根
本
経
典
で
あ
る
『
蘇
悉
地
経
』
に
説
か
れ
る
主
尊
と
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
蘇
悉
地
経
』
で
は
、
そ
の
主
尊
こ
そ
仏
頂
尊
だ
が
、
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
主
尊
の
よ
う
に
、
釈
迦
如
来
が
変
じ
た
仏
頂
尊
で
あ
る
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。 
し
か
し
、
三
﨑
博
士
は
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
、
そ
し
て
『
蘇
悉
地
経
』
を
同
じ
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く
仏
頂
系
の
経
典
と
し
て
一
括
り
に
ま
と
め
、
し
か
も
前
の
二
経
典
が
『
蘇
悉
地
経
』
よ
り
先
立
っ
て
訳
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
２９
。
こ
の
見
解
に
従
え
ば
、
最
澄
の
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
関
連
す
る
前
二
経
典
の
成
立
を
経
て
、
円
仁
の
学
ん
だ
『
蘇
悉
地
経
』
が
訳
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
前
二
経
典
の
中
に
後
の
蘇
悉
地
の
萌
芽
と
な
る
要
素
、
特
に
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
三
経
典
の
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
そ
こ
で
、
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
『
蘇
悉
地
経
』
の
関
連
性
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
『
蘇
悉
地
経
』
中
「
補
欠
少
法
品
」
第
十
五
に
、
以
下
の
よ
う
に
述
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
其
漫
荼
羅
、
方
四
角
、
安
二
四
門
一
如
二
前
所
一
レ
説
、
分
二
布
界
道
一
。
…
（
中
略
）
…
右
辺
置
二
輪
王
仏
頂
一
、
左
辺
置
二
白
傘
蓋
仏
頂
一
、
右
辺
置
二
帝
殊
囉
詩
一
、
左
辺
置
二
勝
仏
頂
一
、
右
辺
置
二
超
越
仏
頂
一
。
…
（
中
略
）
…
中
央
置
レ
輪
、
於
レ
上
置
下
其
所
二
成
就
一
物
上
、
或
置
二
本
尊
一
３０
。 
曼
荼
羅
の
右
辺
と
左
辺
に
五
仏
頂
を
そ
れ
ぞ
れ
配
し
、
中
央
に
輪
を
置
き
、
そ
の
輪
上
に
成
就
さ
れ
る
物
、
或
い
は
本
尊
を
置
く
と
あ
る
。
中
央
に
置
く
輪
と
は
、
仏
頂
尊
と
関
係
の
深
い
金
輪
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
最
勝
で
あ
る
金
輪
が
中
央
に
配
置
さ
れ
る
の
で
あ
り
、（『
蘇
悉
地
経
』
中
の
こ
の
一
文
の
内
容
は
）『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
一
に
お
け
る
一
字
仏
頂
輪
王
を
最
上
な
も
の
と
す
る
点
と
よ
く
符
合
す
る
。 
 
次
に
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
『
蘇
悉
地
経
』
に
つ
い
て
の
関
連
を
摘
出
す
る
と
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
「
仏
説
諸
仏
大
陀
羅
尼
都
会
道
場
印
品
」
の
普
集
会
壇
法
の
内
、
曼
荼
羅
の
中
尊
を
述
べ
る
七
日
作
壇
法
を
述
べ
る
箇
所
に
、「
以
二
帝
殊
羅
施
一
之
為
二
座
主
一
、
当
二
中
心
一
敷
二
大
蓮
花
座
一
。
座
主
即
是
釈
迦
如
来
頂
上
化
仏
。
号
二
仏
頂
仏
一
３１
。」
と
あ
り
、
普
集
会
壇
の
中
心
に
帝
殊
羅
施
を
座
主
と
し
て
配
す
る
が
、
そ
の
帝
殊
羅
施
は
釈
迦
如
来
の
化
仏
で
あ
り
、
仏
頂
仏
と
号
さ
れ
て
い
る
。
帝
殊
羅
施
と
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
一
「
帝
殊
囉
施
金
輪
印
呪
第
十
三
」
の
題
に
あ
る
よ
う
に
金
輪
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
蘇
悉
地
経
』
の
文
に
あ
る
金
輪
の
記
述
と
同
様
に
、
仏
頂
尊
が
最
勝
の
金
輪
と
し
て
扱
わ
れ
る
点
で
、『
蘇
悉
地
経
』
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
も
そ
の
共
通
性
を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。 
ま
た
、『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
の
普
集
会
壇
法
の
帝
殊
羅
施
の
配
置
を
示
す
下
文
に
は
、「
発
遣
」・「
護
摩
」・「
敷
粉
」
と
い
っ
た
作
法
が
説
か
れ
る
が
、「
発
遣
」
を
説
く
箇
所
に
「
然
後
、
発
二
遣
壇
内
諸
仏
・
菩
薩
・
金
剛
一
３２
。」
と
あ
り
、
仏
・
菩
薩
・
金
剛
の
三
部
が
登
場
す
る
。
こ
れ
と
同
様
に
『
蘇
悉
地
経
』
で
も
、
仏
部
・
蓮
華
部
（
観
音
）・
金
剛
部
の
三
部
を
分
類
し
て
、
三
部
そ
れ
ぞ
れ
の
成
就
を
祈
る
法
が
説
か
れ
３３
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
三
部
は
、
蘇
悉
地
に
み
え
る
三
部
「
仏
・
蓮
・
金
」
と
同
等
な
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 
さ
ら
に
、
前
述
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
の
普
集
会
壇
法
の
後
に
示
さ
れ
る
「
普
集
会
壇
下
方
荘
嚴
十
六
肘
図
」
に
は
、「
中
央
一
院
、
縦
広
二
肘
、
此
院
正
中
作
二
蓮
華
座
一
、
座
上
作
レ
輪
。
轂
・
輻
・
輞
形
皆
悉
具
足
３４
。」
と
、（
道
場
の
主
が
座
す
る
）
中
央
の
一
院
の
中
心
に
蓮
華
座
を
作
り
、
そ
の
上
に
輪
を
作
る
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
前
に
引
用
し
た
『
蘇
悉
地
経
』
の
「
中
央
に
輪
を
置
く
」
部
分
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
。 
  
第
七
節 
結
言 
  
以
上
、
本
章
で
は
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
「
雑
曼
荼
羅
相
承
血
脈
譜
」
に
関
連
す
る
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』・『
陀
羅
尼
集
経
』
の
二
経
典
と
『
蘇
悉
地
経
』
は
、
中
尊
が
い
ず
れ
も
仏
頂
尊
で
あ
り
、
そ
の
中
尊
の
捉
え
方
の
説
明
箇
所
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
最
澄
の
仏
頂
尊
を
通
じ
て
の
密
教
の
理
解
が
、
円
仁
に
お
け
る
蘇
悉
地
伝
承
の
素
地
と
な
っ
た
と
い
う
こ
24 
 
と
は
十
分
に
考
え
う
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
円
仁
は
、
入
唐
前
に
最
澄
か
ら
密
教
を
学
ん
だ
と
さ
れ
、
お
そ
ら
く
最
澄
の
仏
頂
尊
に
対
す
る
考
え
が
脳
裏
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
、
円
仁
が
唐
で
蘇
悉
地
を
受
法
し
、
帰
国
後
に
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
『
蘇
悉
地
経
』
に
基
づ
き
、
蘇
悉
地
法
を
大
成
さ
せ
て
い
く
背
景
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
来
、
蘇
悉
地
は
円
仁
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
が
、
最
澄
に
端
を
発
す
る
可
能
性
も
考
慮
し
た
い
３５
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
血
脈
譜
は
、
少
な
く
と
も
仏
頂
尊
に
関
係
す
る
血
脈
譜
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
最
澄
自
身
の
蘇
悉
地
に
対
す
る
理
解
と
は
直
接
的
に
は
繋
が
ら
な
い
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
入
唐
以
前
か
ら
仏
頂
尊
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
最
澄
は
、
入
唐
中
に
仏
頂
尊
に
対
す
る
造
詣
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
帰
国
後
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
灌
頂
を
執
行
し
、
さ
ら
に
自
身
が
受
法
し
た
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
密
教
を
、
胎
金
と
は
別
箇
の
も
の
と
し
て
系
統
化
し
、
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
と
し
て
ま
と
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
最
澄
は
、
胎
金
に
つ
い
て
は
空
海
に
受
法
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
仏
頂
尊
を
中
心
と
す
る
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
集
約
さ
れ
る
密
教
は
独
自
の
も
の
と
自
覚
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
《
註
》 
１
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。
天
台
の
教
観
と
は
本
来
、
隋
の
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
智
顗
に
至
る
天
台
の
法
門
の
相
承
に
つ
い
て
は
、
金
口
相
承
と
今
師
相
承
と
い
う
二
種
の
相
承
が
天
台
三
大
部
の
一
で
あ
る
『
摩
訶
止
観
』
序
（『
大
正
』
四
六
・
一
頁
中
～
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
金
口
相
承
と
は
、
釈
迦
如
来
が
法
を
釈
迦
の
弟
子
の
摩
訶
迦
葉
に
伝
え
、
以
下
師
資
相
承
し
て
第
二
十
三
祖
の
師
子
比
丘
に
至
る
ま
で
の
系
統
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
第
十
三
祖
の
竜
樹
が
天
台
の
高
祖
師
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
そ
の
源
流
は
釈
迦
如
来
よ
り
始
ま
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
今
師
相
承
も
『
摩
訶
止
観
』
序
に
説
か
れ
る
も
の
で
、
一
心
三
観
の
法
門
は
ど
の
よ
う
に
し
て
天
台
大
師
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
師
で
あ
る
智
顗
よ
り
遡
り
、
南
岳
慧
思
、
北
斉
慧
文
を
挙
げ
、
さ
ら
に
慧
文
は
滅
後
相
承
と
し
て
金
口
相
承
で
示
さ
れ
た
竜
樹
に
つ
な
が
る
も
の
と
さ
れ
る
。（『
新
編 
天
台
宗
の
教
義
（
一
）』（
天
台
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
）
一
一
頁
等
参
照
。）
金
口
相
承
は
途
中
で
途
絶
え
て
お
り
、
智
顗
へ
の
流
れ
は
無
く
、
今
師
相
承
に
よ
っ
て
「
釈
迦
如
来
―
竜
樹
―
智
顗
」
の
系
譜
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
流
れ
が
補
完
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
台
宗
で
は
古
来
よ
り
そ
の
血
脈
は
内
証
（
自
ら
の
心
の
中
の
悟
り
）
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
最
澄
は
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
に
て
、
金
口
相
承
と
今
師
相
承
と
を
結
び
『
法
華
経
』
の
訳
者
で
あ
る
鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
―
四
一
三
、
一
説
に
三
五
〇
―
四
〇
九
）
を
血
脈
に
加
え
た
経
巻
相
承
（
訳
主
相
承
）
や
、「
常
寂
光
土
第
一
義
諦
霊
山
浄
土
久
遠
実
成
多
宝
塔
中
大
牟
尼
尊
」
か
ら
直
接
に
霊
鷲
山
で
説
法
を
聴
い
た
者
で
あ
る
南
岳
慧
思
（
五
一
五
―
五
七
七
）
と
智
顗
と
に
付
法
相
承
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
直
授
相
承
を
た
て
る
の
で
あ
る
。 
２
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
つ
い
て
は
、
金
剛
界
の
付
法
に
て
は
弘
法
大
師
空
海
撰
『
略
付
法
伝
』
に
み
え
る
「
不
空
―
惠
果
―
空
海
」
の
箇
所
が
「
不
空
―
順
曉
―
最
澄
」
に
代
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、「
不
空
―
順
曉
」
の
箇
所
に
疑
い
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
一
行
―
順
曉
」
の
系
譜
は
一
行
（
六
八
三
―
七
二
七
）
と
順
曉
と
の
関
係
が
、
最
澄
の
入
唐
期
間
（
八
〇
四
～
八
〇
五
）
と
両
者
の
生
没
年
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
事
実
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
等
、
三
﨑
博
士
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
（『
台
密
の
研
究
』(
創
文
社
、
一
九
八
八)
一
九
七
頁
）。 
３
『
伝
全
』
一
・
二
三
七
～
二
四
七
頁
。 
４
大
唐
泰
嶽
霊
嚴
寺
順
曉
阿
闍
梨
付
法
の
文
一
首
。 
毘
盧
遮
那
如
来
三
十
七
尊
曼
荼
羅
所 
 
 
 
 
阿
鑁
藍
吽
欠 
上
品
悉
地 
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阿
尾
羅
吽
欠 
中
品
悉
地 
 
 
 
 
阿
羅
波
者
那 
下
品
悉
地 
 
 
灌
頂
伝
授
三
部
三
昧
耶
阿
闍
梨
沙
門
順
曉
、
図
様
契
印
の
法
、
大
唐
貞
元
二
十
一
年
四
月
十
八
日
、
泰
嶽
霊
嚴
寺
鎮
国
道
場
大
徳
内
供
奉
沙
門
順
曉
、
越
府
の
峰
山
頂
道
場
に
於
い
て
、
三
部
三
昧
耶
を
付
し
、
弟
子
最
澄
に
牒
す
。（『
伝
全
』
一
・
二
七
九
頁
。） 
５
大
唐
の
貞
元
二
十
一
年
四
月
上
旬
、
船
所
に
来
到
し
、
更
に
真
言
を
求
め
ん
が
為
に
、
越
府
の
龍
興
寺
に
向
む
く
。
幸
に
泰
岳
霊
嚴
山
寺
鎮
国
道
場
大
徳
内
供
奉
沙
門
順
曉
に
値
遇
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
曉
、
信
心
の
願
を
感
じ
て
、
灌
頂
伝
受
せ
り
。
三
部
三
昧
耶
図
様
契
印
法
文
道
具
等
、
目
録
別
の
如
し
。（『
伝
全
』
五
付
・
一
九
頁
。） 
６
阿
闍
梨
弟
子
僧
順
曉
阿
闍
梨
に
伝
う
。
阿
闍
梨
大
唐
貞
元
二
十
一
四
月
十
八
日
、
越
府
の
峰
の
山
頂
の
道
場
に
於
い
て
、
本
国
の
最
澄
阿
闍
梨
に
付
す
。
皆
是
れ
国
師
供
奉
大
徳
な
り
。
澄
阿
闍
梨
、
去
る
大
同
五
年
五
月
十
四
日
、
比
叡
山
止
観
院
妙
徳
道
場
に
て
広
智
阿
闍
梨
に
伝
灯
す
。
皆
印
信
有
り
。
師
恢
相
付
な
り
。
復
た
澄
阿
遮
梨
、
去
る
弘
仁
八
年
三
月
六
日
、
下
野
州
大
慈
山
寺
に
て
弟
子
徳
円
に
伝
付
す
。
印
署
未
だ
蒙
ら
ず
。
大
師
遂
に
没
去
せ
り
。
天
長
七
年
潤
十
月
十
六
日
、
印
信
を
取
る
為
に
、
野
州
大
慈
山
道
場
に
於
い
て
、
更
に
広
智
阿
闍
梨
よ
り
受
く
。
方
に
印
信
を
給
わ
ん
。
今
阿
闍
梨
徳
円
、
師
跡
を
嗣
ぐ
が
故
に
、
弟
子
僧
円
珍
に
伝
授
す
。
…
…
（
『
智
全
』
四
・
一
二
九
四
頁
上
。） 
７
唐
の
貞
元
末
年
、
順
曉
阿
闍
梨
の
比
叡
山
大
師
に
付
嘱
せ
る
文
に
云
く
。 
上
品
悉
地 
 
阿
鑁
藍
晗
欠 
 
 
 
 
中
品
悉
地 
 
阿
尾
羅
吽
欠 
 
 
 
 
下
品
悉
地 
 
阿
羅
波
遮
娜 
伝
授
血
脈
、
具
さ
に
彼
の
中
の
如
し
。
大
唐
東
都
、
水
南
天
宮
寺
、
門
楼
柱
上
の
題
に
云
く
。 
法
身
真
言 
 
阿
鑁
藍
晗
欠 
 
 
 
 
報
身
真
言 
 
阿
尾
羅
吽
欠 
 
 
 
 
化
身
真
言 
 
阿
羅
波
灑
娜
…
…
（『
智
全
』
三
・
九
八
五
頁
上
。） 
８
安
然
近
く
尊
勝
破
地
獄
法
中
に
此
れ
等
の
三
種
悉
地
真
言
有
る
こ
と
を
得
。
稍
順
曉
阿
闍
梨
の
伝
に
同
じ
き
。（『
大
正
』
七
五
・
九
八
頁
中
。） 
９
復
た
次
に
、
上
中
下
の
成
就
の
法
と
は
、
別
の
経
に
説
く
が
如
し
。
成
就
せ
ん
と
求
る
者
、
須
ら
く
真
言
の
上
中
下
の
法
を
解
す
べ
し
。
此
の
経
に
通
じ
て
三
部
所
作
の
漫
荼
羅
の
法
を
攝
す
。
仏
部
の
真
言
は
扇
底
迦
法
、
観
音
部
の
真
言
は
補
瑟
徴
迦
法
、
金
剛
部
の
真
言
は
阿
毘
遮
嚕
迦
法
な
り
。
腋
従
り
頂
に
至
る
を
上
と
為
す
。
臍
従
り
腋
に
至
る
を
中
と
為
す
。
足
従
り
臍
に
至
る
を
下
と
為
す
。
真
言
中
に
於
い
て
、
当
応
に
三
種
の
成
就
を
分
別
す
べ
し
。（『
大
正
』
十
八
・
六
六
三
頁
下
。） 
１０
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
七
頁
上
。「
尊
勝
破
地
獄
法
」
の
主
尊
は
仏
頂
尊
で
あ
り
、
安
然
は
、『
八
家
秘
録
』
の
中
で
こ
れ
を
蘇
悉
地
部
の
一
環
と
し
て
著
録
し
て
い
る
。 
１１
「
尊
勝
破
地
獄
法
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
長
部
和
雄
「
漢
訳
三
種
悉
地
法
の
系
譜
」（『
密
教
文
化
』
七
七
―
七
八
、
一
九
六
六
）、
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』(
創
文
社
、
一
九
九
四)
八
六
頁
を
参
照
。 
１２
以
上
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
並
び
に
三
種
悉
地
に
関
し
て
は
、
木
内
堯
央
『
天
台
密
教
の
形
成
』「
最
澄
と
密
教
」(
渓
水
社
、
一
九
八
四)
、
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』「
蘇
悉
地
の
源
流
と
展
開
」(
創
文
社
、
一
九
八
八)
、
同
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』「
台
密
の
蘇
悉
地
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
創
文
社
、
一
九
九
四
）、
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』「
台
密
の
教
相
と
事
相
」（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）、
大
久
保
良
峻
『
天
台
学
探
尋
』「
天
台
密
教
の
伝
灯
」（
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
）
等
を
参
照
。 
１３
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
は
、
木
内
堯
央
『
天
台
密
教
の
形
成
』「
最
澄
と
密
教
」（
渓
水
社
、
一
九
八
四)
等
を
参
照
。 
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１４
『
伝
全
』
一
・
二
四
四
～
二
四
七
頁
。 
１５
菩
提
流
志
訳
は
、『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』
と
い
う
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
の
同
本
異
訳
が
あ
る
が
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
付
さ
れ
て
い
る
「
謹
案
、
一
字
仏
頂
経
第
一
云
、
薄
伽
梵
、
在
二
摩
竭
提
国
菩
提
樹
下
金
剛
道
場
一
。（『
伝
全
』
一
・
二
四
四
～
二
四
五
頁
）」
の
記
述
が
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』（『
大
正
』
十
九
・
二
二
四
頁
上
）
の
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。 
１６
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
八
頁
下
。 
１７
三
月
上
旬
に
慧
日
寺
浮
図
院
内
に
赴
き
、
法
師
自
ら
普
集
会
壇
を
作
る
。
大
乗
琮
等
一
十
六
人
、
爰
に
及
三
英
公
鄂
公
等
一
十
二
人
、
壇
供
を
助
成
す
る
に
及
ぶ
。（『
大
正
』
十
八
・
七
八
五
頁
上
。） 
１８
『
伝
全
』
一
・
二
四
五
頁
。 
１９
是
の
一
切
の
如
来
は
、
白
傘
蓋
仏
頂
輪
王
呪
、
高
頂
輪
王
呪
、
勝
頂
輪
王
呪
、
光
聚
頂
輪
王
呪
と
、
同
等
に
し
て
一
切
如
来
三
摩
地
の
中
に
住
す
。
神
力
、
皆
等
し
く
無
量
広
大
な
り
。
猶
お
一
字
仏
頂
輪
王
最
上
に
し
て
大
三
摩
地
の
明
呪
の
力
に
及
ぶ
こ
と
能
は
ず
。（『
大
正
』
十
九
・
二
二
六
頁
中
。） 
２０
爾
の
時
に
世
尊
、
大
慈
悲
を
起
し
て
、
即
ち
頂
上
の
肉
髻
相
の
中
に
於
い
て
、
五
色
の
光
を
放
つ
。
遍
く
十
方
の
一
切
の
世
界
を
照
ら
し
た
ま
う
。
虚
空
の
中
に
於
い
て
遊
旋
す
る
こ
と
蓋
の
如
し
。
其
の
光
明
の
中
に
菩
薩
有
り
。
帝
殊
囉
施
と
名
づ
く
。
結
加
趺
坐
し
て
大
光
明
を
放
つ
。
…
（
中
略
）
…
我
れ
に
心
呪
有
り
。
名
づ
け
て
金
輪
と
曰
う
。
最
尊
に
し
て
極
た
り
。
更
に
過
ぎ
た
る
者
な
し
。
惟
だ
仏
と
仏
と
の
み
乃
ち
能
く
之
を
知
り
た
ま
え
り
。
是
の
呪
、
能
く
帝
殊
囉
施
並
び
に
呪
等
の
法
を
滅
す
。（『
大
正
』
十
八
・
七
九
〇
頁
中
～
下
。） 
２１
『
大
正
』
十
九
・
二
二
六
頁
下
。 
２２
『
大
正
』
十
八
・
七
九
〇
頁
上
。 
２３
『
大
正
』
十
八
・
七
九
〇
頁
上
。 
２４
千
葉
照
観
「
仏
頂
尊
と
仏
眼
に
関
す
る
問
題
―
そ
の
成
立
を
中
心
と
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
七
―
一
、
一
九
八
八
）
参
照
。
と
こ
ろ
で
、
ボ
ロ
ン
の
呪
自
体
は
、
菩
提
流
志
と
同
時
代
に
洛
陽
で
活
動
し
た
宝
思
惟
に
よ
っ
て
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
に
訳
さ
れ
た
『
大
陀
羅
尼
末
法
中
一
字
心
呪
経
』
中
に
も
登
場
す
る
。
こ
の
経
典
は
『
密
教
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
釈
迦
金
輪
を
説
き
、
さ
ら
に
前
述
し
た
梵
釈
寺
に
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
も
し
最
澄
が
み
て
い
た
な
ら
ば
、
ボ
ロ
ン
に
関
し
て
の
理
解
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
ボ
ロ
ン
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
円
珍
述
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
略
義
釈
』
か
ら
で
あ
り
、
最
澄
が
こ
の
呪
を
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。 
２５
『
大
正
』
十
八
・
七
九
三
頁
上
。
こ
の
呪
に
つ
い
て
は
、
千
葉
照
観
「
仏
頂
尊
と
仏
眼
に
関
す
る
問
題
―
そ
の
成
立
を
中
心
と
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
七
―
一
、
一
九
八
八
）
に
お
い
て
、「
高
麗
蔵
に
「
已
上
元
本
竟
已
下
二
印
呪
後
加
レ
之
」（『
大
正
』
十
八
・
一
九
二
頁
下
）
の
細
注
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 
２６
爾
の
時
如
来
、
是
の
呪
を
説
く
時
、
殑
伽
沙
等
の
三
千
大
千
世
界
、
一
時
に
六
返
震
動
し
、
贍
部
洲
の
旋
嵐
猛
風
の
如
く
諸
の
叢
林
に
吹
き
、
草
木
動
く
等
、
是
の
中
の
一
切
の
蘇
弥
山
王
も
亦
た
皆
大
い
に
動
く
。
一
切
の
河
海
尽
く
皆
涌
沸
し
、
仏
の
神
力
を
以
て
一
切
の
魔
宮
に
大
火
遍
く
起
こ
る
。
是
の
中
の
諸
の
魔
、
火
の
為
に
逼
せ
ら
る
。
悉
く
皆
惶
怖
し
仏
を
称
え
帰
依
す
る
に
、
一
切
の
地
獄
の
苦
、
皆
消
息
す
。
…
…
（『
大
正
』
十
九
・
二
二
六
頁
下
～
二
二
七
頁
上
。） 
２７
此
の
陀
羅
尼
は
、
悉
く
能
く
一
切
諸
法
を
破
壊
す
。（『
大
正
』
十
八
・
七
九
〇
頁
下
。） 
２８
若
し
能
く
此
の
印
呪
を
受
持
せ
ば
、
悉
く
能
く
一
切
の
罪
障
を
滅
除
す
。
呪
を
誦
す
る
こ
と
三
十
万
遍
に
満
つ
れ
ば
、
往
す
る
所
の
処
皆
悉
く
歡
喜
し
、
一
切
の
賊
難
皆
悉
く
退
散
す
。（『
大
正
』
十
八
・
七
九
〇
頁
上
。） 
２９
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
一
一
四
頁
。
ま
た
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
『
蘇
悉
地
経
』
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
長
部
和
雄
『
唐
代
密
教
史
雑
考
』（
渓
水
社
、
一
九
九
〇
）
に
精
し
い
。 
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３０
其
の
漫
荼
羅
、
方
に
し
て
四
角
、
四
門
に
安
ず
る
こ
と
前
に
説
く
所
の
如
く
し
て
、
界
道
を
分
布
せ
よ
。
…
（
中
略
）
…
右
辺
に
輪
王
仏
頂
を
置
き
、
左
辺
に
白
傘
蓋
仏
頂
を
置
き
、
右
辺
に
帝
殊
囉
詩
を
置
き
、
左
辺
に
勝
仏
頂
を
置
き
、
右
辺
に
超
越
仏
頂
を
置
け
。
…
（
中
略
）
…
中
央
に
輪
を
置
き
、
上
に
其
の
成
就
せ
ら
る
物
を
置
き
、
或
い
は
本
尊
を
置
け
。（『
大
正
』
十
八
・
六
七
五
頁
上
。） 
３１
帝
殊
羅
施
を
以
て
之
が
座
主
と
為
し
、
中
心
に
当
た
り
て
大
蓮
華
座
を
敷
く
。
座
主
は
即
ち
是
れ
釈
迦
如
来
頂
上
の
化
仏
な
り
。
仏
頂
仏
と
号
す
。（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
中
。） 
３２
然
る
後
に
、
壇
内
の
諸
仏
・
菩
薩
・
金
剛
を
発
遣
す
。（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
。） 
３３
『
蘇
悉
地
経
』
に
お
い
て
最
も
中
枢
と
さ
れ
る
下
巻
「
灌
頂
壇
品
」
第
三
十
三
に
、
蘇
悉
地
曼
荼
羅
の
図
位
が
示
さ
れ
て
い
る
。（『
大
正
』
十
八
・
六
九
〇
頁
中
。） 
３４
中
央
の
一
院
は
、
縦
広
二
肘
、
此
の
院
の
正
中
に
蓮
華
座
を
作
り
、
座
上
に
輪
を
作
れ
。
轂
・
輻
・
輞
の
形
皆
悉
く
具
足
す
。（『
大
正
』
十
八
・
八
九
四
頁
上
。） 
３５
三
﨑
博
士
は
、
台
密
の
蘇
悉
地
と
は
、
円
仁
が
最
澄
以
来
の
山
家
に
お
け
る
仏
頂
信
仰
を
蘇
悉
地
の
中
に
組
織
的
に
再
構
築
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
台
密
の
中
心
基
調
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
予
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
﨑
博
士
は
、
円
仁
が
蘇
悉
地
灌
頂
に
お
け
る
曼
荼
羅
の
中
尊
を
一
字
仏
頂
輪
王
と
し
て
心
意
に
も
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
最
澄
の
五
仏
頂
法
修
法
と
、
釈
迦
仏
頂
に
関
連
す
る
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
を
例
証
と
し
て
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
が
円
仁
の
蘇
悉
地
の
相
承
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
三
﨑
良
周
「
円
仁
の
密
教
に
お
け
る
一
二
の
問
題
―
蘇
悉
地
の
形
成
と
一
字
仏
頂
輪
王
―
」（
福
井
康
順
編
『
慈
覚
大
師
研
究
』
天
台
学
会
、
一
九
六
四
）
参
照
）。
三
﨑
博
士
も
推
測
で
止
ま
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
円
仁
の
蘇
悉
地
理
解
と
仏
頂
尊
理
解
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
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第
三
章 
最
澄
帰
国
後
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
の
関
係
―
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
中
心
に
― 
  
第
一
節 
序
言 
 
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
に
高
雄
山
寺
で
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
高
雄
灌
頂
に
関
し
、『
叡
山
大
師
伝
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
又
九
月
上
旬
、
臣
弘
世
、
奉
レ
勅
、
令
三
最
澄
闍
梨
為
レ
朕
、
重
修
二
行
灌
頂
秘
法
一
。
即
依
二
勅
旨
一
、
於
二
城
西
郊
一
、
択
二
求
好
地
一
、
建
二
創
壇
場
一
。
又
召
二
画
工
十
余
人
一
。
敬
図
二
五
仏
頂
浄
土
一
幅
・
大
曼
荼
羅
一
幅
一
１
。 
最
澄
が
重
ね
て
修
し
た
と
さ
れ
る
こ
こ
で
の
灌
頂
に
お
い
て
、「
五
仏
頂
浄
土
一
幅
」
を
画
く
よ
う
に
指
示
す
る
一
文
が
あ
る
。
仏
頂
尊
に
関
す
る
何
ら
か
の
修
法
を
行
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
第
一
章
で
、
『
伝
述
一
心
戒
文
』
２
に
お
け
る
円
澄
が
修
し
た
と
思
わ
れ
る
五
仏
頂
法
で
は
、
図
像
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
鑑
真
将
来
の
「
画
五
頂
像
一
鋪
３
」
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
城
西
郊
に
お
け
る
こ
の
灌
頂
で
は
、
新
た
に
「
大
曼
荼
羅
一
幅
」
と
共
に
「
五
仏
頂
浄
土
一
幅
」
を
図
画
し
て
い
る
。
こ
の
灌
頂
は
、
最
澄
が
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
み
え
る
草
堂
寺
大
素
に
よ
る
五
仏
頂
法
に
つ
い
て
修
学
す
る
際
に
、
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
に
説
か
れ
る
作
法
を
獲
得
し
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
４
。 
一
方
、
こ
の
図
像
と
共
に
画
か
れ
た
「
大
曼
荼
羅
一
幅
」
に
関
し
て
は
、
高
雄
灌
頂
の
記
述
を
み
る
と
、
「
勅
召
二
画
工
上
首
等
二
十
余
人
一
、
敬
図
二
毘
盧
遮
那
仏
像
一
幅
・
大
曼
荼
羅
一
幅
・
宝
蓋
一
幅
一
、
又
縫
二
造
仏
・
菩
薩
・
神
王
像
・
幡
五
十
余
旒
一
５
。」
と
あ
り
、「
毘
盧
遮
那
仏
像
一
幅
」
等
と
共
に
城
西
郊
に
お
け
る
灌
頂
よ
り
も
前
に
図
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
灌
頂
は
「
毘
盧
遮
那
仏
像
一
幅
」
す
な
わ
ち
大
日
如
来
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
み
え
る
順
曉
所
伝
の
作
法
を
用
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
高
雄
灌
頂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
灌
頂
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
作
法
内
容
に
つ
い
て
、
最
澄
は
著
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 
 
最
澄
に
お
け
る
密
教
に
関
連
す
る
著
作
は
、『
伝
全
』
等
に
い
く
つ
か
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
大
部
分
を
「
偽
」「
偽
か
」
と
判
定
を
し
て
い
る
研
究
も
少
な
く
な
い
６
。
他
方
、
そ
れ
に
対
し
て
、『
伝
全
』
等
に
は
、「
真
」「
真
か
」
と
さ
れ
て
い
る
書
も
幾
例
か
あ
る
。
そ
の
中
に
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
が
あ
る
。 
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、『
伝
全
』
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
塩
入
亮
忠
「
現
存
祖
書
の
分
類
」
７
・
同
氏
に
お
け
る
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
の
解
題
８
、
浅
井
円
道
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
９
や
渡
邊
守
順
『
伝
教
大
師
著
作
解
説
』
１０
で
は
、「
真
」
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
で
塩
入
亮
忠
氏
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
唐
永
貞
元
（
八
〇
五
）
四
月
の
著
作
と
ま
で
表
示
し
て
お
り
、
高
雄
灌
頂
に
関
連
す
る
書
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、
そ
こ
に
お
い
て
説
か
れ
る
作
法
の
主
尊
が
、（
釈
迦
如
来
頂
上
の
化
仏
で
あ
る
）
仏
頂
尊
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
城
西
郊
に
お
け
る
灌
頂
と
の
関
連
が
う
か
が
わ
れ
る
。
も
し
、
本
書
が
本
当
に
高
雄
灌
頂
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
作
法
で
あ
れ
ば
、
最
澄
と
仏
頂
尊
と
の
関
係
を
考
証
す
る
有
力
な
資
料
の
一
と
も
な
り
え
る
。
そ
し
て
、
順
曉
所
伝
の
密
教
と
の
関
連
性
も
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
れ
の
先
学
の
著
書
に
も
真
偽
を
検
証
す
る
に
至
る
ま
で
の
論
述
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
「
真
」
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。 
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ま
た
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
菊
岡
義
衷
「
山
家
大
師
と
密
教
」
１１
・
清
水
谷
恭
順
「
伝
教
大
師
の
密
教
の
相
承
に
関
連
し
て
」
１２
・
酒
井
敬
淳
「
伝
教
大
師
と
台
密
」
１３
等
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
す
る
研
究
は
限
定
的
で
あ
り
、
真
偽
の
解
消
に
は
供
し
え
な
い
。 
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
が
ど
の
よ
う
な
書
で
あ
る
の
か
、
そ
の
由
縁
・
性
格
を
調
べ
、
整
理
を
行
い
、
最
澄
の
撰
著
か
否
か
を
検
証
す
る
。
そ
れ
と
共
に
帰
国
後
の
最
澄
と
仏
頂
尊
と
の
関
係
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
き
た
い
。 
 
第
二
節 
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
奥
書
に
つ
い
て 
 
『
伝
全
』
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
全
三
巻
は
、
原
本
「
菊
岡
氏
所
蔵
写
本
全
三
巻
書
者
及
年
時
不
詳
」
と
し
て
、
イ
本
「
比
叡
山
無
動
寺
所
蔵
写
本
全
三
巻
書
写
年
時
不
詳
」・
ロ
本
「
伊
勢
西
来
寺
所
蔵
写
本
一
巻
但
上
巻
第
三
日
以
下
及
中
下
両
巻
欠
」
と
、
再
刊
対
校
本
「
青
蓮
院
所
蔵
良
祐
師
親
写
本
全
三
巻
」
の
三
本
を
用
い
て
い
る
１４
。
本
書
の
題
下
に
は
、
イ
・
ロ
本
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
「
叡
山
集
」
と
い
う
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
叡
山
集
」
に
つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
る
が
、
塩
入
亮
忠
氏
は
「
最
澄
集
」
と
し
て
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
１５
。 
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
つ
い
て
、
現
存
本
の
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
編
者
は
、
そ
の
奥
書
に
薬
雋
『
天
台
宗
遮
那
経
業
破
邪
弁
正
記
』（『
破
邪
弁
正
記
』）・
可
透
『
顕
戒
論
賛
宗
鈔
』（『
賛
宗
鈔
』）・
杲
宝
『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』（『
演
奥
鈔
』）
の
三
師
の
説
を
挙
げ
、
本
書
の
由
縁
・
性
格
を
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。 
 
 
編
者
云
。
破
邪
弁
正
記
比
叡
山
薬
雋
師
撰
上
巻
云
。
祖
師
、
既
製
二
両
部
灌
頂
行
事
等
一
。
即
是
順
曉
闍
梨
次
第
伝
授
之
作
法
也
。
又
同
書
云
。
祖
師
所
レ
製
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
、
依
二
大
日
経
及
一
行
記
・
蘇
悉
地
并
集
経
等
一
明
二
其
行
儀
一
。
金
界
行
事
鈔
、
依
二
略
出
経
及
三
摩
地
法
等
一
明
二
其
作
法
一
。
又
顕
戒
論
賛
宗
鈔
比
叡
山
可
透
師
撰
、
引
二
破
邪
弁
正
記
説
一
云
。
雋
老
曰
。
胎
金
灌
頂
七
日
行
事
鈔
各
三
巻
、
即
大
師
記
二
順
曉
闍
梨
伝
法
次
第
一
也
。
胎
事
鈔
、
依
二
大
日
経
及
一
行
記
・
蘇
悉
地
并
集
経
等
一
。
金
事
鈔
、
依
二
略
出
経
及
三
摩
地
法
一
云
云
。
大
日
経
疏
演
奧
鈔
東
寺
杲
宝
師
撰
、
就
二
七
日
作
壇
法
一
則
挙
二
異
説
一
。
而
取
二
大
師
行
事
鈔
之
説
一
其
結
文
云
。
已
上
準
二
伝
教
大
師
七
日
行
事
鈔
上
・
安
和
尚
持
誦
不
同
第
一
一
也
１６
。 
 
ま
ず
、
薬
雋
の
『
破
邪
弁
正
記
』
を
引
用
し
、
祖
師
（
最
澄
）
既
製
の
『
両
部
灌
頂
行
事
鈔
』
は
、
最
澄
が
順
曉
か
ら
次
第
を
伝
授
さ
れ
た
作
法
書
で
あ
り
、『
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
』
は
『
大
日
経
』・『
一
行
記
』・
『
蘇
悉
地
経
』・『
陀
羅
尼
集
経
』
等
に
よ
っ
て
そ
の
行
儀
を
明
か
し
、『
金
界
行
事
鈔
』（『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』）
は
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
』（『
略
出
念
誦
経
』）・『
金
剛
頂
瑜
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
』
等
に
よ
っ
て
そ
の
作
法
を
明
か
す
と
記
す
。『
破
邪
弁
正
記
』
は
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
に
勝
陽
房
薬
雋
が
、
東
密
の
仁
和
寺
惠
什
（
一
〇
六
〇
―
一
一
四
四
―
）
に
よ
る
天
台
の
相
承
脈
譜
の
不
審
に
対
し
て
、
天
台
の
相
承
血
脈
の
正
当
性
を
主
張
し
た
書
で
あ
る
１７
。
こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
え
る
『
両
部
灌
頂
行
事
』
中
の
一
つ
『
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
』
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
胎
蔵
灌
頂
に
関
係
す
る
作
法
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 
 
次
に
、
比
叡
山
無
動
寺
可
透
（
一
六
八
二
―
一
七
三
四
）
は
、『
顕
戒
論
』
の
註
書
で
あ
る
『
賛
宗
鈔
』
の
中
で
、『
破
邪
弁
正
記
』
の
説
を
引
用
し
、
薬
雋
と
同
様
に
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
最
澄
が
順
曉
の
30 
 
伝
法
次
第
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
１８
。『
破
邪
弁
正
記
』
で
の
『
胎
蔵
灌
頂
行
事
』
と
い
う
呼
称
が
、
『
賛
宗
鈔
』
で
は
『
胎
金
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
「
七
日
」
が
入
り
呼
称
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
一
応
注
意
を
要
す
る
が
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
構
成
す
る
経
軌
が
（
奥
書
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
）、『
破
邪
弁
正
記
』
と
同
じ
記
述
で
あ
る
た
め
、
伝
承
の
課
程
で
呼
称
が
変
化
し
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
賛
宗
鈔
』
で
は
、『
伝
教
大
師
全
集
』
所
収
の
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
同
様
に
こ
の
『
胎
金
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
が
三
巻
本
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 
 
最
後
に
、
東
寺
杲
宝
（
一
三
〇
六
―
一
三
六
二
）
の
『
演
奥
鈔
』
を
引
用
す
る
。『
演
奥
鈔
』
で
は
、「
七
日
作
壇
法
」
に
基
づ
く
前
二
説
と
は
異
な
る
説
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
伝
と
し
て
『
七
日
行
事
鈔
』
上
と
安
然
の
『
大
日
経
供
養
持
誦
不
同
』
一
（『
持
誦
不
同
』）
と
を
並
べ
、
そ
の
作
法
を
説
明
す
る
。
『
持
誦
不
同
』
一
で
は
七
日
行
法
に
つ
い
て
『
大
日
経
』「
具
縁
品
」
等
で
説
か
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
七
日
作
壇
法
」
に
関
係
す
る
作
法
を
記
し
１９
、『
七
日
行
事
鈔
』
の
「
七
日
」
は
こ
の
「
七
日
作
壇
法
」
に
由
来
す
る
と
示
唆
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
七
日
作
壇
法
」
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
作
法
と
『
持
誦
不
同
』
に
記
さ
れ
る
七
日
行
法
と
の
深
い
結
び
つ
き
が
解
る
。
ま
た
、『
演
奥
鈔
』
に
「
七
日
行
事
鈔
上
」
す
な
わ
ち
「
上
」
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
も
現
存
の
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
同
様
に
、
三
巻
本
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。
し
か
し
、『
演
奥
鈔
』
で
は
「
行
事
鈔
２０
」「
七
日
行
事
鈔
２１
」
と
あ
る
だ
け
で
、「
胎
蔵
」
を
冠
し
て
お
ら
ず
、
具
名
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
演
奥
鈔
』
十
二
で
は
「
伝
教
大
師
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
２２
」
と
あ
り
、『
破
邪
弁
正
記
』
や
『
賛
宗
鈔
』
に
も
み
え
る
『
金
界
行
事
鈔
』、『
金
剛
界
（
七
日
）
行
事
鈔
』
と
の
関
連
を
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
杲
宝
は
『
破
邪
弁
正
記
』
に
記
さ
れ
る
『
両
部
灌
頂
行
事
鈔
』
の
中
の
『
金
界
行
事
鈔
』
は
金
剛
界
と
捉
え
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
が
、（
薬
雋
ら
と
違
っ
て
）『
胎
蔵
灌
頂
行
事
』
に
つ
い
て
は
「
胎
蔵
」
と
捉
え
る
べ
き
作
法
で
あ
る
の
か
ど
う
か
を
、
そ
の
題
に
明
記
し
て
い
な
い
。『
演
奥
鈔
』
に
お
け
る
両
部
の
行
事
鈔
の
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
本
論
で
触
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
破
邪
弁
正
記
』・『
賛
宗
鈔
』・『
演
奥
鈔
』
の
三
書
全
て
に
お
い
て
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
書
が
、
い
ず
れ
も
最
澄
撰
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
こ
こ
で
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
共
に
示
さ
れ
る
『
伝
教
大
師
全
集
』
所
収
の
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
全
三
巻
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
当
該
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
破
邪
弁
正
記
』
の
記
述
等
か
ら
看
取
で
き
る
。
こ
の
書
は
、
原
本
「
菊
岡
氏
所
蔵
写
本
中
下
二
巻
（
上
巻
欠
）
書
写
年
時
不
詳
」
と
し
て
、
イ
本
「
比
叡
山
無
動
寺
所
蔵
享
保
丙
午
年
万
谷
師
写
本
中
下
二
巻
（
上
巻
欠
）」・
ロ
本
「
伊
勢
西
来
寺
所
蔵
文
化
年
中
宗
淵
師
写
本
中
下
二
巻
」
と
、
再
刊
対
校
本
「
青
蓮
院
蔵
良
祐
師
親
写
本
上
巻
欠
中
下
二
巻
」
の
三
巻
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
全
て
に
お
い
て
出
拠
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
書
を
合
わ
せ
て
両
部
の
灌
頂
作
法
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
上
巻
は
古
来
欠
損
し
て
い
る
が
、
下
巻
冒
頭
に
「
第
六
日
行
事
授
楊
枝
２３
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
巻
は
第
一
日
か
ら
第
五
日
前
半
の
行
事
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 
 
次
に
、
題
下
の
著
者
名
と
し
て
示
さ
れ
る
「
叡
山
集
」
に
つ
い
て
着
目
す
る
。『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
イ
本
の
奥
書
に
、
以
下
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。 
 
 
右
、
開
山
大
師
所
レ
撰
。
両
部
灌
頂
行
事
鈔
各
三
巻
、
金
剛
界
欠
二
上
巻
一
。
薬
雋
所
述
破
邪
弁
正
記
載
レ
之
曰
。
従
二
順
曉
和
尚
一
所
伝
也
。
時
正
徳
甲
午
歳
、
以
二
洛
東
青
蓮
院
御
経
庫
之
本
一
写
レ
之
。
原
本
亡
冊
不
完
。
写
誤
頗
多
。
今
、
検
二
所
レ
引
経
疏
一
校
讐
訂
正
。
伏
願
、
酬
二
祖
恩
之
涓
埃
一
。
時
、
享
保
丙
午
年
朧
月
上
浣
日
、
遮
那
業
末
裔
万
谷
謹
識
２４
。 
 
前
半
に
、
こ
の
書
の
由
来
に
つ
い
て
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
同
様
に
『
破
邪
弁
正
記
』
の
説
を
挙
げ
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て
説
明
し
て
い
る
。
後
半
に
は
イ
本
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
万
谷
と
い
う
者
が
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
よ
り
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
亘
っ
て
青
蓮
院
に
あ
る
本
を
写
す
も
、
欠
損
が
あ
り
不
完
全
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
引
用
さ
れ
る
経
典
を
検
め
、
訂
正
し
た
と
あ
る
。
万
谷
と
は
、『
伝
教
大
師
全
集
』
所
収
の
『
胎
蔵
縁
起
』
の
奥
書
等
に
よ
る
と
、
西
塔
無
量
院
に
住
し
た
遮
那
業
僧
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
２５
。 
 
『
胎
蔵
縁
起
』
も
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
同
様
に
題
下
に
、『
胎
蔵
縁
起
』
の
奥
書
に
「
叡
山
集
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
右
胎
蔵
縁
起
一
巻
、
余
偶
獲
二
之
於
古
蔵
中
一
。
然
題
下
、
不
レ
著
二
撰
人
之
名
一
、
只
曰
二
叡
山
集
一
焉
。
或
曰
。
凡
称
二
叡
山
集
一
者
、
乃
是
開
山
大
師
之
所
レ
撰
也
。
余
竊
疑
レ
之
。
爾
後
、
蔵
中
又
獲
二
山
王
院
蔵
経
目
録
者
一
蓋
証
大
師
自
所
録
也
。
其
中
、
録
二
開
山
撰
述
一
、
並
避
二
其
諱
一
曰
二
叡
山
集
一
。
且
載
二
乎
顕
戒
縁
起
二
巻
・
胎
蔵
縁
起
一
巻
一
。
於
レ
是
始
信
、
斯
書
実
為
二
開
山
大
師
所
製
一
也
。
…
… 
 
 
 
時
正
徳
第
五
龍
集
乙
未
孟
冬
下
浣
、
沙
門
万
谷
、
謹
識
二
台
山
浄
土
院
西
廂
一
２６
。 
 
こ
れ
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
万
谷
が
浄
土
院
で
写
本
を
写
し
た
際
に
記
し
た
識
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
叡
山
集
」
と
は
、
在
る
人
は
、
お
よ
そ
「
叡
山
集
」
と
称
さ
れ
る
も
の
は
最
澄
の
撰
で
あ
る
と
い
い
、
余
（
万
谷
）
は
竊
に
疑
っ
た
が
、
後
に
円
珍
の
私
録
で
あ
る
『
山
王
院
蔵
経
目
録
』
と
い
う
も
の
を
獲
、
そ
の
中
に
最
澄
撰
述
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
諱
を
憚
っ
て
「
叡
山
集
」
と
い
っ
て
お
り
、
『
顕
戒
論
縁
起
』
と
共
に
『
胎
蔵
縁
起
』
が
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
お
い
て
『
胎
蔵
縁
起
』
が
最
澄
の
所
製
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
山
王
院
蔵
経
目
録
』
は
、『
山
王
院
蔵
書
目
録
』
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
顕
戒
縁
起
二
巻
」「
胎
蔵
縁
起
一
巻
」
の
記
述
も
『
山
王
院
蔵
書
目
録
』
に
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
胎
蔵
縁
起
一
巻
」
の
下
に
「
叡
山
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
れ
ら
の
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
る
２７
。 
 
『
山
王
院
蔵
書
目
録
』
は
、
佐
藤
哲
英
氏
に
よ
る
と
、
延
長
三
年
（
九
二
五
）
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
円
珍
の
住
房
で
あ
っ
た
山
王
院
経
蔵
の
蔵
書
目
録
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
目
録
は
四
帖
あ
る
内
、
二
帖
の
み
現
存
し
て
お
り
、
現
存
す
る
も
の
の
一
帖
は
密
教
関
係
の
典
籍
、
他
の
一
帖
は
天
台
及
び
他
家
の
典
籍
の
目
録
と
示
さ
れ
て
い
る
２８
。
し
か
し
（『
胎
蔵
縁
起
』
と
同
じ
く
）、
題
下
に
「
叡
山
集
」
と
記
さ
れ
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
及
び
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
書
は
『
山
王
院
蔵
書
目
録
』
に
は
み
つ
け
ら
れ
な
い
。
欠
損
し
て
い
る
二
帖
に
そ
の
名
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
密
教
典
籍
を
並
べ
る
帖
に
そ
の
名
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
不
審
を
覚
え
る
。 
 
第
三
節 
諸
目
録
に
み
え
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
連
す
る
書
に
つ
い
て 
 
次
に
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
列
ね
る
目
録
類
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
本
書
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
目
録
は
以
下
の
通
り
で
あ
る 
ａ
、
義
真
（
七
八
一
―
八
三
三
）
記
『
伝
教
大
師
御
撰
述
目
録
』（『
修
禅
録
』） 
  
已
上
伝
教
大
師
御
記 
 
 
右
外 
 
正
像
末
記
（
一
巻
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
払
惑
袖
中
策 
 
末
法
灯
明
記
（
一
巻
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
薬
師
法
（
一
巻
） 
 
灌
頂
行
事
鈔
（
両
界
各
三
巻
） 
 
 
 
 
 
吉
祥
天
文
集
（
一
巻
） 
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愍
喩
弁
惑
章
（
一
巻
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
内
証
仏
法
血
脈
（
一
巻
）
２９ 
 
ｂ
、
謙
順
（
一
七
四
〇
―
一
八
一
二
）
撰
『
増
補
諸
宗
章
疏
録
』「
延
暦
寺
伝
教
大
師
撰
述
」（『
謙
順
録
』） 
胎
蔵
縁
起
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
一
巻 
 
三
種
灌
頂
五
種
三
昧
文
一
巻 
 
 
灌
頂
儀
式
二
巻 
 
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
三
巻 
 
 
 
金
剛
界
三
十
七
尊
釈
名
一
巻 
 
三
十
七
尊
私
記
一
巻 
 
 
 
 
 
灌
頂
次
第
儀
軌
一
巻
３０ 
 
 
 
ｃ
、
可
透
（
一
六
八
二
―
一
七
三
四
）
撰
『
伝
教
大
師
撰
集
録
』（『
可
透
録
』） 
 
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
三
巻 
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
三
巻 
 
金
剛
界
灌
頂
式
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
灌
頂
次
等
儀
軌
一
巻 
 
灌
頂
儀
式
二
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新
集
総
持
章
十
二
巻 
 
古
印
並
遮
那
雑
記
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
住
心
品
私
記
二
巻 
 
遮
那
経
疏
抄
要
決
二
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
毘
盧
遮
那
経
雑
抄
一
巻 
 
遮
那
経
第
四
巻
記
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
遮
那
経
一
巻 
 
遮
那
私
記
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
胎
蔵
造
曼
荼
羅
支
分
一
巻
３１ 
 
 
ｄ
、『
台
密
略
目
録
』「
伝
教
大
師
撰
述
」 
 
大
仏
頂
集
一
巻
（
梵
本
五
本
集
五
十
五
紙
） 
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
上
（
二
十
紙
）
中
（
十
紙
）
下
（
二
十
二
紙
） 
 
金
剛
灌
頂
行
事
鈔
上
（
二
十
六
紙
）
中
（
四
十
紙
）
下
（
二
十
五
紙
） 
 
金
剛
界
灌
頂
式
一
巻
（
九
紙
） 
 
胎
蔵
界
灌
頂
式
一
巻
（
三
十
三
紙
）
宮
中
灌
頂
記
（
延
暦
二
十
四
年
九
月
朔
日
於
高
雄
道
場
行
。
其
後
於
宮
中
行
記
也
） 
 
灌
頂
次
第
儀
軌
一
巻
（
二
十
一
紙
）
胎
蔵
縁
起
一
巻 
 
薬
師
法
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秘
密
大
血
脈 
 
略
血
脈 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秘
密
即
身
成
仏
論
一
巻
３２ 
 
 
 
ｅ
、
龍
堂
（
生
没
年
不
詳
）
編
『
山
家
諸
徳
撰
目
集
』「
山
家
高
祖
伝
教
大
師
最
澄
撰
」（『
龍
堂
録
』） 
 
胎
蔵
界
灌
頂
七
日
行
事
鈔
三
巻 
 
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
三
巻
３３ 
 
 
 
ｆ
、
覚
千
（
一
七
五
六
―
一
八
〇
六
）
集
『
自
在
金
剛
集
密
林
目
録
』「
伝
教
大
師
密
部
撰
述
」（『
覚
千
録
』） 
  
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
三
巻
上
二
十
紙
中
十
六
紙
下
二
十
二
紙 
 
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
上
十
六
紙
中
四
十
紙
下
二
十
五
紙 
山
門
浄
土
院
蔵
上
巻
欠
本 
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金
剛
界
灌
頂
式
一
巻 
 
 
 
 
 
 
金
剛
界
灌
頂
式
一
巻 
 
灌
頂
儀
式
二
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
灌
頂
次
第
儀
軌
一
巻 
 
胎
蔵
縁
起
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
吉
祥
天
文
集
一
巻 
 
薬
師
儀
軌
法
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
相
承
血
脈
譜
一
巻
３４ 
 
 
 
ｇ
、『
密
乗
撰
述
目
録
』「
伝
教
大
師
」 
  
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
三
巻
上
二
十
紙
中
十
六
紙
下
二
十
二
紙 
 
 
 
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
三
巻
上
二
十
六
紙
中
四
十
紙
下
二
十
五
紙 
 
金
剛
界
灌
頂
式
巻
第
一 
 
 
 
 
灌
頂
次
第
儀
軌
一
巻 
 
胎
蔵
縁
起
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
薬
師
法
儀
軌
一
巻 
 
秘
密
大
血
脈
３５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｈ
、『
本
朝
台
祖
撰
述
密
部
書
目
』「
開
山
大
師
撰
述
」 
  
灌
頂
式
二
巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
薬
師
法
一
巻 
 
三
種
悉
地
付
法
一
巻 
 
 
 
 
 
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
抄
上
中
下 
 
金
剛
界
灌
頂
行
事
抄
上
中
下 
 
 
金
剛
界
灌
頂
式
巻
第
一 
 
金
剛
界
灌
頂
式
一
巻 
 
 
 
 
 
灌
頂
次
第
儀
軌
一
巻
３６ 
 
 
 
 
ｉ
、『
延
暦
寺
密
乗
目
録
』「
伝
教
大
師
撰
述
」 
  
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
抄
三
巻 
 
 
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
三
巻 
 
金
剛
灌
頂
式
巻
第
一 
 
 
 
 
 
胎
蔵
界
灌
頂
式
一
巻 
 
胎
蔵
縁
起
一
巻 
 
 
 
 
 
 
 
薬
師
法
一
巻 
 
秘
密
大
血
脈 
 
 
 
 
 
 
 
 
灌
頂
次
第
儀
軌
一
巻 
 
大
日
元
真
抄
二
巻
３７ 
 
 
 
 
 
 
  
ａ
『
修
禅
録
』
を
除
け
ば
、
他
は
江
戸
以
降
成
立
の
目
録
で
あ
る
。
塩
入
亮
忠
氏
が
、
こ
れ
ら
の
目
録
を
系
統
ご
と
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
を
参
考
に
し
て
さ
ら
に
書
名
巻
数
に
着
目
し
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
３８
。 
① 
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
三
巻
（『
破
邪
弁
正
記
』
を
引
用
）
…
ｅ
『
龍
堂
録
』、
ｃ
『
可
透
録
』 
② 
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
抄
三
巻
…
ｉ
『
延
暦
寺
密
乗
目
録
』 
③ 
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
上
（
二
十
紙
）
中
（
十
六
紙
）
下
（
二
十
二
紙
）
…
ｄ
『
台
密
略
目
録
』 
④ 
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
（
抄
）
上
（
二
十
紙
）
中
（
十
六
紙
）
下
（
二
十
二
紙
）
…
ｆ
『
覚
千
録
』 
ｇ
『
密
乗
撰
述
目
録
』 
ｈ
『
本
朝
台
祖
撰
述
密
部
書
目
』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
一
巻
…
ｂ
『
謙
順
録
』 
⑥ 
灌
頂
行
事
鈔
（
両
界
各
三
巻
）（「
右
外
」
部
に
録
す
）
…
ａ
『
修
禅
録
』 
①
と
②
に
関
し
て
は
「
鈔
」
と
「
抄
」
の
字
の
違
い
は
あ
る
が
恐
ら
く
同
書
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
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③
と
④
に
つ
い
て
は
題
名
の
「
七
日
」
の
有
無
の
相
違
は
あ
る
が
、
枚
数
も
一
致
し
て
い
る
の
で
、
同
書
で
あ
ろ
う
。
①
と
②
は
、
現
存
の
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
全
三
巻
と
同
じ
巻
数
で
あ
る
こ
と
、
③
と
④
に
つ
い
て
は
巻
数
の
記
載
は
な
い
が
上
中
下
と
あ
る
こ
と
か
ら
三
巻
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
①
か
ら
④
は
現
存
本
と
同
じ
本
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
問
題
に
な
る
の
は
⑤
と
⑥
で
あ
る
。 
 
ま
ず
⑤
は
、
書
名
は
①
や
④
と
同
名
で
あ
る
が
、
一
巻
本
に
な
っ
て
い
る
。
ｂ
『
謙
順
録
』
に
お
け
る
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
は
三
巻
本
で
あ
り
、
⑥
の
各
三
巻
に
も
該
当
し
な
い
。
ｂ
『
謙
順
録
』
は
、
智
積
院
の
謙
順
が
編
纂
し
た
も
の
で
、『
諸
宗
章
疏
録
』（
巻
一
）
と
『
増
補
諸
宗
章
疏
録
』（
巻
二
、
三
）
の
二
部
よ
り
成
っ
て
い
る
。『
諸
宗
章
疏
録
』（
巻
一
）
は
、
東
大
寺
円
超
等
の
『
五
宗
録
』
な
る
も
の
を
改
訂
し
た
も
の
で
、『
増
補
諸
宗
章
疏
録
』（
巻
二
）
は
、『
五
宗
録
』
に
漏
れ
た
も
の
や
、
後
に
著
述
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。『
増
補
諸
宗
章
疏
録
』（
巻
三
）
は
、『
五
宗
録
』
中
に
真
言
宗
章
疏
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
惠
範
（
一
六
一
〇
―
一
六
四
九
）
の
『
真
言
諸
師
製
作
目
録
』
を
基
に
謙
順
が
新
た
に
真
言
録
を
加
え
編
纂
し
た
も
の
と
さ
れ
る
３９
。 
 
『
諸
宗
章
疏
録
』・『
増
補
諸
宗
章
疏
目
録
』
の
基
の
一
で
あ
る
『
諸
師
製
作
目
録
』
や
、『
諸
宗
章
疏
録
』
の
草
案
の
『
釈
教
諸
師
製
作
目
録
』
に
は
、
共
に
「
伝
教
」
の
項
に
、「
灌
頂
行
事
抄
両
界
各
三
４０
」
と
あ
り
、「
抄
」
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
ａ
『
修
禅
録
』
と
同
じ
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
五
宗
録
』
及
び
『
諸
宗
章
疏
録
』（
巻
一
）
で
は
転
写
漏
れ
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
書
名
を
み
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、『
増
補
諸
宗
章
疏
録
』（
巻
二
）
を
み
る
と
、
前
述
の
「
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
一
巻
」
が
ま
さ
に
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
ぜ
か
名
称
だ
け
で
な
く
、
巻
数
も
変
わ
っ
て
い
る
。 
『
諸
宗
章
疏
録
』
の
冒
頭
に
あ
る
凡
例
に
こ
の
目
録
の
基
の
一
つ
で
あ
る
『
五
宗
録
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
五
宗
録
者
、
上
古
之
録
而
遺
逸
不
レ
少
。
今
、
為
二
補
助
一
、
曰
二
増
補
諸
宗
章
疏
録
一
。
此
亦
捃
二
摝
上
件
諸
録
、
及
他
録
、
並
見
行
有
本
一
。
又
五
宗
中
、
天
台
録
唯
以
レ
人
分
者
、
従
二
台
宗
古
録
及
旧
刊
一
耳
。
然
天
台
録
疑
氷
不
レ
釈
者
多
矣
。
可
レ
尋
二
彼
宗
宿
匠
一
４１
。 
 
『
五
宗
録
』
は
上
古
の
録
で
あ
り
、
忘
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
か
ら
こ
の
録
や
他
の
録
等
を
加
え
て
『
増
補
諸
宗
章
疏
録
』
と
い
う
の
で
あ
る
、
特
に
天
台
録
は
た
だ
人
物
ご
と
に
分
類
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
天
台
の
古
録
や
旧
刊
に
従
っ
て
い
る
、
し
か
し
、
そ
の
天
台
の
目
録
に
み
え
る
書
物
の
真
偽
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
解
釈
や
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、（
不
明
の
と
こ
ろ
は
）
天
台
の
学
匠
に
尋
ね
よ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
述
を
参
考
に
す
る
と
、『
増
補
諸
宗
章
疏
録
』（
巻
二
）
に
記
さ
れ
た
「
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
一
巻
」
は
古
録
、
も
し
く
は
旧
刊
に
依
拠
す
る
も
の
と
も
解
釈
で
き
る
。『
五
宗
録
』
中
「
天
台
宗
章
疏
」
は
延
暦
寺
玄
日
大
法
師
が
撰
し
た
も
の
で
、
そ
の
成
立
は
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
一
巻
」
は
お
ろ
か
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
連
す
る
書
の
名
を
み
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、「
天
台
宗
章
疏
」
よ
り
さ
ら
に
古
い
目
録
の
ａ
『
修
禅
録
』
に
も
ま
た
こ
の
「
一
巻
」
の
名
は
み
つ
け
ら
れ
な
い
。
果
た
し
て
義
真
記
の
ａ
『
修
禅
録
』
に
示
さ
れ
る
⑥
の
表
現
よ
り
古
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
ａ
『
修
禅
録
』
は
、
題
下
に
「
修
禅
院
和
尚
記
４２
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
修
禅
大
師
と
呼
ば
れ
る
義
真
の
録
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
録
に
つ
い
て
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
で
塩
入
亮
忠
氏
は
、
目
録
末
尾
に
義
真
寂
（
八
三
三
）
よ
り
更
に
三
十
余
年
後
（
八
六
六
、
一
説
八
六
四
）
に
賜
る
「
伝
教
大
師
」
の
諡
号
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
一
部
は
後
世
更
に
附
加
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ａ
『
修
禅
録
』
で
は
、
⑥
に
示
さ
れ
た
「
灌
頂
行
事
鈔
（
両
界
各
三
巻
）」
は
「
右
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外
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
右
外
」
に
は
、
現
在
「
偽
」
と
判
定
さ
れ
る
『
末
法
灯
明
記
』
や
、
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
安
慧
の
撰
と
さ
れ
る
『
愍
喩
弁
惑
章
』
が
こ
こ
に
属
し
て
い
る
。『
愍
喩
弁
惑
章
』
に
至
っ
て
は
、
義
真
寂
後
の
十
四
年
後
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
灌
頂
行
事
鈔
（
両
界
各
三
巻
）」
も
後
世
に
作
成
さ
れ
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
義
が
生
じ
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
修
禅
録
』
の
表
現
が
一
番
古
い
と
は
い
え
ず
、
古
録
等
に
前
述
の
「
一
巻
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。 
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
円
珍
代
に
お
け
る
『
山
王
院
蔵
書
目
録
』
に
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
類
す
る
名
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
。 
 
で
は
、
円
珍
代
に
近
い
目
録
で
あ
る
安
然
の
『
八
家
秘
録
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
八
家
秘
録
』
は
台
密
の
大
成
者
と
さ
れ
る
安
然
の
編
纂
し
た
目
録
で
あ
る
が
、「
三
摩
耶
戒
録
外
法
五
」
に
「
灌
頂
儀
式
二
巻
澄
和
上
述
４３
」
と
い
う
ｂ
『
謙
順
録
』・
ｃ
『
可
透
録
』
等
の
目
録
に
も
そ
の
名
を
確
認
で
き
る
書
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
及
び
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
に
類
す
る
書
の
名
は
み
つ
け
ら
れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
連
す
る
書
は
安
然
以
降
に
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。 
ま
た
『
破
邪
弁
正
記
』
に
は
、「
見
定
録
」
と
「
先
大
師
随
身
録
」
の
両
目
録
の
一
部
が
引
用
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
４４
。
薬
雋
は
、
こ
の
両
目
録
に
つ
い
て
「
正
顕
下
祖
師
学
二
両
部
一
誠
証
上
門
」
と
い
う
最
澄
が
両
部
を
学
ん
だ
証
拠
を
示
す
章
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 
 
 
私
云
。
件
見
定
録
四
巻
并
随
身
録
一
巻
、
是
根
本
御
経
蔵
、
先
大
師
所
持
聖
教
目
録
也
。
其
両
目
録
是
義
真
和
上
之
時
所
二
撰
出
一
也
４５
。 
 
 
 
す
な
わ
ち
、「
見
定
録
」
四
巻
と
「
先
大
師
随
身
録
」
一
巻
は
、
根
本
経
蔵
の
最
澄
の
所
持
す
る
典
籍
等
の
目
録
で
あ
り
、
両
目
録
は
義
真
が
撰
出
せ
ら
れ
た
と
記
す
。
こ
の
記
述
通
り
と
考
え
れ
ば
、
両
目
録
と
ａ
『
修
禅
録
』
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
。 
「
見
定
録
」
に
つ
い
て
は
、『
大
日
経
義
釈
』
の
奥
書
等
に
、
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
４６
。
こ
の
目
録
は
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
今
で
は
そ
の
全
て
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
破
邪
弁
正
記
』
に
よ
れ
ば
、
最
澄
が
唐
よ
り
将
来
し
た
経
疏
、
並
び
に
日
本
で
学
ん
だ
と
さ
れ
る
書
物
を
列
ね
た
目
録
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
４７
。 
「
先
大
師
随
身
録
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
目
録
を
挙
げ
た
後
の
箇
所
に
、「
此
等
並
是
大
師
所
製
也
４８
。」
と
あ
り
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
書
は
、
最
澄
所
製
の
密
教
書
目
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
か
、
『
破
邪
弁
正
記
』
に
引
用
さ
れ
る
「
先
大
師
随
身
録
」
所
収
の
全
四
十
三
書
目
の
内
、『
山
家
学
生
式
』、
「
金
剛
界
三
十
七
尊
釈
名
」・「
金
剛
界
悔
過
一
巻
」・「
蓮
華
部
次
第
通
用
儀
軌
一
巻
」
の
略
抄
三
書
を
除
い
た
全
て
の
書
に
「
叡
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
４９
。『
破
邪
弁
正
記
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
の
目
録
に
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
 
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
巻
上
叡
山
二
十
帋
巻
中
叡
山
十
六
帋
巻
下
叡
山
二
十
二
帋 
 
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
巻
上
叡
山
二
十
六
帋
巻
中
叡
山
四
十
帋
巻
下
叡
山
二
十
五
帋 
金
剛
界
灌
頂
式
巻
第
一
叡
山
九
帋 
金
剛
界
灌
頂
式
一
巻
叡
山
三
十
三
帋
帋
５０ 
 
 
 
す
な
わ
ち
、
こ
の
『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
え
る
本
「
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
巻
上
叡
山
二
十
帋
巻
中
叡
山
十
六
帋
巻
下
叡
山
二
十
二
帋
」
が
、
先
に
ま
と
め
た
①
～
④
の
書
が
、『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
え
る
本
と
同
本
で
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。 
 
し
か
し
、
ａ
『
修
禅
録
』
に
お
い
て
、「
先
大
師
随
身
録
」
に
み
え
る
「
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
」・「
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
」
を
除
く
最
澄
所
製
の
密
教
に
関
す
る
全
て
の
書
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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後
附
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
「
右
外
」
に
も
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
山
王
院
蔵
書
目
録
』
や
『
八
家
秘
録
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
５１
。 
 
第
四
節 
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
構
成 
  
次
に
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
内
容
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
本
書
は
、『
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
』・『
胎
蔵
灌
頂
行
事
』
と
も
称
さ
れ
、『
大
日
経
』
や
『
一
行
記
』（『
大
日
経
疏
』
ま
た
は
『
大
日
経
義
釈
』）・『
陀
羅
尼
集
経
』・『
蘇
悉
地
経
』
の
引
用
に
基
づ
い
た
書
で
あ
り
、
七
日
間
に
区
切
っ
て
修
法
を
行
う
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
七
日
作
壇
法
」
の
作
法
書
で
あ
る
。「
七
日
作
壇
法
」
と
は
、
法
事
を
行
う
時
に
、
七
日
七
夜
を
費
や
し
て
土
壇
を
築
き
、
其
の
上
に
諸
尊
の
曼
荼
羅
を
画
く
作
法
と
さ
れ
る
５２
。
本
書
に
著
さ
れ
る
修
法
内
容
は
、
第
一
日
目
か
ら
第
七
日
目
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
区
切
ら
れ
、
さ
ら
に
作
法
ご
と
二
二
三
項
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 
巻
上 
第
一
日 
 
１
定
所 
 
２
問
答 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
上
） 
 
３
啓
白 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
上
） 
 
４
結
界 
『
大
日
経
』「
具
縁
品
」
か
？ 
 
 
 
 
 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
七
九
三
頁
上
、
八
一
〇
頁
～
八
一
一
頁
上
、
八
五
一
頁
下
～
八
六
〇
頁
中
、
八
八
六
頁
上
～
中
） 
 
 
 
 
 
『
蘇
悉
地
経
』（『
大
正
』
十
八
・
六
八
三
頁
中
） 
 
５
限
日 
 
 
６
住
自
性
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
一
頁
上
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
一
〇
頁
上
） 
 
７
警
発
地
神
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
一
頁
上
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
一
〇
頁
上
） 
 
８
加
護 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
一
頁
上
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
一
〇
頁
上
） 
 
９
警
発
地
神
『
大
日
経
』（『
大
正
』
十
八
・
四
頁
下
） 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
九
頁
中
） 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
五
頁
下
～
一
〇
六
頁
下
） 
 
１０
偈
意 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
九
頁
中
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
五
頁
下
～
一
〇
六
頁
下
） 
 
１１
警
発 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
九
頁
中
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
六
頁
下
） 
 
１２
観
釈 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
九
頁
下
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
六
頁
下
～
一
〇
七
頁
上
） 
 
１３
字
門
釈
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
九
頁
下
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
七
頁
上
） 
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１４
印
相 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
九
頁
下
～
六
二
〇
頁
上
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
七
頁
上
） 
 
１５
供
養 
『
大
日
経
』（『
大
正
』
十
八
・
四
頁
下
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
〇
頁
上
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
七
頁
下
） 
 
１６
浄
心
地
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
〇
頁
上
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
七
頁
下
） 
 
１７
秘
釈 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
〇
頁
上
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
七
頁
下
） 
 
１８
贖
地 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
二
四
頁
中
） 
 
１９
治
地
（
前
）『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
中
） 
 
 
 
 
 
 
(
中)
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
三
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
一
五
頁
下
） 
 
 
 
 
 
 
(
後)
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
〇
頁
上
～
下
） 
 
２０
地
色 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
中
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
〇
頁
下
） 
 
２１
地
味 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
中
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
〇
頁
下
） 
 
２２
卜
地 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
中
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
〇
頁
下
） 
 
２３
卜
地 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
一
頁
上
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
一
〇
頁
上
） 
 
２４
填
土 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
一
頁
上
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
一
〇
頁
上
） 
 
２５
治
弟
子
心
地
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
中
） 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
一
頁
上
） 
 
２６
除
破
壊
菩
提
心
障
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
中
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
一
頁
上
） 
 
２７
除
六
十
心
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
中
） 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
〇
一
頁
上
） 
 
２８
除
無
名
妄
想
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
中
～
下
） 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
教
１
・
一
〇
一
頁
上
） 
 
２９
除
二
乗
自
度
心
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
下
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
教
１
・
一
〇
一
頁
上
～
下
） 
 
３０
除
不
饒
益
行
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
下
） 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
教
１
・
一
〇
一
頁
下
） 
 
３１
除
煩
悩
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
下
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
教
１
・
一
〇
一
頁
下
） 
 
３２
除
種
種
現
行
煩
悩
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
下
） 
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『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
１
・
一
〇
一
頁
下
） 
 
３３
除
三
毒
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
一
七
頁
下
） 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
１
・
一
〇
一
頁
下
） 
第
二
日 
 
３４
師
弟
行
事
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
中
） 
 
３５
其
外
威
儀
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
中
） 
 
３６
安
物
院
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
中
） 
 
３７
結
界 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
中
） 
 
３８
作
香
泥
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
中
～
下
） 
 
３９
結
界 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
下
） 
第
三
日 
 
４０
穿
孔
埋
宝
穀
行
事
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
下
） 
 
４１
挽
縄 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
下
） 
 
４２
遮
那
疏 
五
宝
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
一
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
１
・
一
一
〇
頁
下
） 
 
４３
深
秘
釈
（
前
）『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
一
頁
上
、
六
二
二
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
１
・
一
一
〇
頁
上
、
一
一
三
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
 
(
後) 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
下
） 
 
４４
結
界 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
下
） 
第
四
日 
 
４５
結
界 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
六
頁
下
） 
 
４６
塗
埿 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
４７
摩
地 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
４８
塗
牛
糞
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
一
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
１
・
一
一
〇
頁
上
） 
 
４９
秘
密
釈
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
一
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』
密
１
・
一
一
〇
頁
下
） 
 
５０
立
椽 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
５１
在
木 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
５２
懸
幡 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
５３
懸
五
法
幡
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
５４
繞
縄 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
５５
懸
採
色
雑
宝
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
５６
繞
珠 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
５７
着
網 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
５８
定
爐
坑
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
５９
作
蓋 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
上
） 
 
６０
作
灌
頂
壇
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
中
） 
 
６１
大
結
界
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
中
） 
第
五
日 
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６２
第
五
日
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
中
） 
 
６３
行
道 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
中
） 
 
６４
摩
地 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
中
） 
 
６５
作
壇 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
中
～
下
） 
巻
中 
第
六
日 
 
６６
第
六
日
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
下
） 
 
６７
弟
子
十
徳
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
四
頁
中
～
下
） 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
一
九
頁
下
～
一
二
〇
頁
下
） 
 
６８
受
法
弟
子
数
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
四
頁
下
～
六
二
五
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
二
一
頁
上
） 
 
６９
七
宝
五
殼
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
下
） 
 
７０
列
坐 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
下
） 
 
７１
護
身 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
下
） 
 
７２
作
供
養
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
下
） 
 
７３
受
戒 
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
六
頁
中
～
下
） 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
二
四
頁
下
～
一
二
五
頁
上
） 
 
７４
行
香 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
下
） 
 
７５
護
身 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
下
） 
 
７６
問
答 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
下
） 
 
７７
泮
水 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
七
頁
下
～
八
八
八
頁
上
） 
 
７８
安
肩 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
７９
繋
索 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
８０
列
坐 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
８１
灑
水 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
８２
火
繞 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
８３
授
歯
木
（
前
）『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
六
頁
下
～
六
二
七
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
二
五
頁
上
～
一
二
六
頁
上
） 
 
 
 
 
 
 
 
(
後)
※
「
瞿
醯
云
」（『
大
正
』
十
八
・
七
六
三
頁
中
） 
 
８４
与
楊
枝
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
８５
雑
華 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
８６
嚼
枝 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
８７
看
枝 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
８８
卜
機 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
８９
呷
水 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
９０
飲
水 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
９１
列
坐 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
９２
行
香 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
９３
遣
夢 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
９４
帰
房 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
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９５
啓
白 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
９６
発
遣 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
） 
 
９７
護
摩 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
上
～
中
） 
 
９８
敷
粉 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
中
） 
 
９９
用
法 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
中
） 
 
１００
座
主 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
中
） 
 
１０１
壇
座 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
中
） 
 
１０２
外
院 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
八
頁
中
～
八
八
九
頁
上
） 
 
１０３
飾
鑪 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
上
） 
 
１０４
作
壇 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
上
） 
 
１０５
灌
頂
壇
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
上
～
中
） 
 
１０６
検
校 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１０７
守
護 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
巻
下 
第
七
日 
 
１０８
作
冠 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１０９
自
護
身
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１１０
大
身
印
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１１１
結
界 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１１２
飾
灌
頂
供
瓶
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１１３
水
華 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１１４
菓
樹 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１１５
列
宝
燭
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１１６
具
食
盤
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１１７
具
灯 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
） 
 
１１８
具
器
盛
食
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
中
～
下
） 
 
１１９
具
六
食
盤
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２０
蘇
油 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２１
蜜
漿 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２２
五
殼 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２３
両
鑵 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２４
柴
松 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２５
用
分
両
処
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２６
音
楽
列
坐
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２７
敷
坐 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２８
制
乱 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１２９
遣
浴 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１３０
三
礼
呪
鑵
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
） 
 
１３１
呪
鑵 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
八
九
頁
下
～
八
九
〇
頁
上
） 
 
１３２
宝
樹 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
上
） 
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１３３
宝
燭 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
上
） 
 
１３４
香
華 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
上
） 
 
１３５
食
盤 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
上
） 
 
１３６
儭
施 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
上
） 
 
１３７
香
爐 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
上
） 
 
１３８
行
道 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
上
） 
 
１３９
綿
線
繞
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
上
） 
 
１４０
作
梵
唄
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１４１
供
灌
頂
壇
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１４２
定
座 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１４３
列
音
楽
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１４４
検
校 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１４５
啓
白 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１４６
奉
請 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１４７
請
次
第
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１４８
華
座
印
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１４９
放
華 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１５０
一
一
次
第
請
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
中
） 
 
１５１
作
大
三
昧
耶
結
界
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
） 
 
１５２
散
香 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
） 
 
１５３
散
華 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
） 
 
１５４
行
道 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
） 
 
１５５
作
楽 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
） 
 
１５６
神
供 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
） 
 
１５７
還
入
道
場
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
） 
 
１５８
讃
唄 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
） 
 
１５９
作
楽 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
） 
 
１６０
迎
受
法
人
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
下
～
八
九
一
頁
上
） 
 
１６１
列
音
楽
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１６２
正
迎 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１６３
徒
衆
起
立
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１６４
列
行 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１６５
常
逐
阿
闍
梨
人
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１６６
阿
闍
梨
問
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１６７
徒
衆
告
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１６８
泮
打 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１６９
白
芥
子
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１７０
引
衆 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１７１
思
惟
近
道
場
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１７２
白
芥
子
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
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１７３
護
身 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１７４
洗
手 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１７５
敷
席 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１７６
懺
悔 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
） 
 
１７７
作
礼
讃
嘆
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
上
～
中
） 
 
１７８
作
楽 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１７９
大
護
身
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８０
降
伏 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８１
水
打 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８２
手
印 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８３
灑
身 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８４
重
護 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８５
印
頂 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８６
洗
手 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８７
掩
眼 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８８
誦
呪 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１８９
散
華 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１９０
喚
楽
人
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
） 
 
１９１
取
水
鑵
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
中
～
下
） 
 
１９２
自
灌
頂
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
） 
 
１９３
灌
頂 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
） 
 
１９４
繋
索 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
） 
 
１９５
与
灌
頂
竟
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
） 
 
１９６
送
鑵 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
） 
 
１９７
還
坐
本
処
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
） 
 
１９８
護
摩
支
分
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
） 
 
１９９
燃
柴 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
） 
 
２００
請
火
天
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
） 
 
２０１
供
蘇
蜜
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
一
頁
下
～
八
九
二
頁
上
） 
 
２０２
移
火
天
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２０３
請
馬
頭
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２０４
弟
子
息
災
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２０５
焼
蘇 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２０６
還
送 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２０７
請
座
主
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２０８
還
送 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２０９
請
壇
衆
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２１０
還
送
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２１１
諸
位 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
 
２１２
次
第 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
） 
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２１３
結
願 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
上
～
中
） 
 
２１４
顕
示 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
中
） 
 
２１５
懺
悔 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
中
） 
 
２１６
満
願 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
中
） 
 
２１７
発
願 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
中
～
下
） 
 
２１８
護
身 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
下
） 
 
２１９
行
道 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
下
） 
 
２２０
慚
愧 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
下
） 
 
２２１
解
界 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
下
） 
 
２２２
分
法 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
〇
頁
上
、
八
九
二
頁
下
） 
 
２２３
示
像 
『
陀
羅
尼
集
経
』（『
大
正
』
十
八
・
八
九
二
頁
下
） 
  
こ
の
よ
う
に
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
「
七
日
作
壇
法
」
を
基
盤
に
、
『
大
日
経
疏
』（『
大
日
経
義
釈
』）
等
を
付
加
さ
せ
た
作
法
書
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 
 
第
五
節 
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
お
け
る
諸
問
題 
  
最
澄
撰
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
の
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
訳
者
で
あ
る
阿
地
瞿
多
か
ら
各
三
師
を
経
て
最
澄
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
儀
範
と
し
、『
大
日
経
疏
』
等
に
も
説
か
れ
る
「
七
日
作
壇
法
」
を
引
用
し
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
「
七
日
作
壇
法
」
の
説
明
を
補
填
し
て
い
る
。
本
書
全
体
を
通
し
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
儀
範
と
し
な
が
ら
も
、
後
世
「
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
」
等
と
扱
わ
れ
る
こ
と
は
、
聊
か
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
い
う
な
れ
ば
本
書
を
大
日
如
来
を
主
尊
と
す
る
『
大
日
経
』
系
と
釈
迦
仏
頂
を
主
尊
と
す
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
を
合
わ
せ
た
高
雄
灌
頂
に
関
係
す
る
作
法
書
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
す
な
わ
ち
最
澄
の
意
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、『
叡
山
大
師
伝
』
に
み
え
る
「
大
曼
荼
羅
一
幅
」・「
五
仏
頂
浄
土
一
幅
」
の
記
述
よ
り
、
少
な
く
と
も
城
西
郊
に
お
い
て
重
ね
て
修
し
た
灌
頂
と
の
関
係
性
を
惹
起
さ
せ
る
。 
 
ま
た
、『
越
州
録
』
５３
に
み
え
る
「
三
十
七
尊
様
一
巻
」・「
三
十
七
尊
供
養
具
様
一
巻
」
と
い
っ
た
記
述
や
、
順
曉
か
ら
最
澄
へ
の
授
法
の
道
場
が
、「
毘
盧
遮
那
如
来
三
十
七
尊
曼
荼
羅
所
５４
」
ま
た
は
「
五
部
灌
頂
蔓
荼
羅
壇
場
５５
」
と
い
っ
た
金
剛
界
系
の
道
場
と
連
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
５６
、
順
曉
所
伝
の
密
教
は
金
剛
界
が
主
体
と
推
察
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
高
雄
灌
頂
は
、
も
う
一
方
の
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
と
の
関
連
性
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
故
に
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
胎
蔵
系
に
関
係
す
る
書
と
し
て
扱
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 
 
し
か
し
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
お
よ
び
引
用
さ
れ
た
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
は
、
五
仏
頂
に
関
す
る
画
像
法
は
み
つ
け
ら
れ
な
い
。
最
澄
は
、
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
四
月
に
順
曉
に
よ
る
授
法
の
後
、
五
月
に
大
素
よ
り
五
仏
頂
法
を
伝
受
さ
れ
た
こ
と
と
、『
越
州
録
』
に
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
「
五
仏
頂
転
輪
王
経
五
巻
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
順
曉
所
伝
の
密
教
と
五
仏
頂
法
と
の
何
ら
か
の
関
係
が
憶
測
さ
れ
る
が
、
肝
心
の
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
中
に
五
仏
頂
法
に
関
す
る
記
事
が
な
い
ば
か
り
か
、
菩
提
流
志
訳
経
典
が
全
く
引
か
れ
て
な
い
こ
と
に
は
不
審
を
覚
え
る
。 
 
ま
た
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
本
文
か
ら
も
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
上
の
４
結
界
に
、「
依
二
軍
荼
利
部
結
界
・
蘇
悉
地
五
衛
結
界
・
胎
蔵
曼
荼
羅
一
云
５７
。」
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。「
軍
荼
利
部
結
界
」
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
５８
等
に
説
か
れ
る
作
法
の
一
で
あ
る
５９
。 
次
の
「
蘇
悉
地
五
衛
結
界
」
と
は
、『
蘇
悉
地
経
』
下
「
供
養
品
」
に
説
か
れ
る
作
法
で
あ
り
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
 
若
諸
部
事
有
レ
為
レ
法
者
、
応
下
依
二
甘
露
軍
荼
利
法
一
而
遣
中
除
之
上
。
又
有
二
五
種
護
衛
法
則
一
。
常
於
二
道
場
室
内
一
作
レ
之
。
謂
、
金
剛
墻
・
金
剛
城
・
金
剛
橛
・
忿
怒
吉
利
枳
羅
・
忿
怒
甘
露
軍
荼
利
…
…
６０
。 
仏
・
蓮
・
金
の
三
部
そ
れ
ぞ
れ
の
結
界
を
作
す
の
で
あ
れ
ば
、
甘
露
軍
荼
利
法
に
依
っ
て
結
界
を
作
し
、
障
り
を
除
く
べ
し
と
あ
り
、
甘
露
軍
荼
利
法
と
並
べ
て
五
種
の
護
衛
結
界
（
金
剛
墻
・
金
剛
城
・
金
剛
橛
・
忿
怒
吉
利
枳
羅
・
忿
怒
甘
露
軍
荼
利
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
円
仁
撰
述
の
『
蘇
悉
地
経
疏
』
六
に
、
こ
の
結
界
作
法
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
当
然
と
い
う
べ
き
か
、
最
澄
が
行
っ
た
灌
頂
で
こ
の
作
法
を
用
い
た
と
い
う
記
述
は
な
い
６１
。 
 
「
胎
蔵
曼
荼
羅
」
と
は
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
を
い
う
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
「
七
日
作
壇
法
」
が
説
か
れ
る
『
大
日
経
』「
入
曼
荼
羅
具
縁
真
言
品
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
結
界
」
に
つ
い
て
は
、『
大
日
経
』
の
中
で
は
説
か
れ
ず
、『
大
日
経
疏
』
に
そ
の
次
第
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
不
動
明
王
或
い
は
降
三
世
の
密
印
を
組
み
、
一
百
八
遍
呪
を
誦
し
、
地
を
加
持
せ
よ
と
説
か
れ
る
６２
。 
 
つ
ま
り
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』「
結
界
」
の
儀
範
と
な
る
経
典
に
は
、
胎
蔵
系
に
関
連
す
る
『
大
日
経
疏
』
だ
け
で
な
く
、『
陀
羅
尼
集
経
』・『
蘇
悉
地
経
』
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
胎
蔵
に
最
も
近
し
い
『
大
日
経
疏
』
よ
り
も
上
に
、
こ
の
二
経
典
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
「
蘇
悉
地
」
の
語
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
蘇
悉
地
の
伝
承
は
、
円
仁
が
会
昌
元
年
（
八
四
一
）
五
月
に
青
竜
寺
義
真
よ
り
受
法
し
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
る
と
さ
れ
る
６３
。
最
澄
の
入
唐
以
前
に
、『
蘇
悉
地
経
』
も
含
め
て
已
に
多
く
の
密
教
典
籍
が
日
本
に
流
入
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
円
仁
の
蘇
悉
地
受
法
以
前
に
、
最
澄
が
蘇
悉
地
に
関
連
す
る
作
法
を
修
め
得
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
最
澄
が
引
用
す
る
『
蘇
悉
地
経
』
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
最
澄
真
撰
と
さ
れ
る
書
の
中
で
、
た
だ
『
顕
戒
論
』「
開
下
示
住
山
修
学
期
二
十
二
年
一
明
拠
上
四
十
六
」
に
の
み
、『
蘇
悉
地
経
』
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。 
 
 
謹
案
、
蘇
悉
地
羯
羅
経
中
巻
云
。
若
作
二
時
念
誦
一
者
、
経
二
十
二
年
一
。
縦
有
二
重
罪
一
、
亦
皆
成
就
。
仮
使
法
不
二
具
足
一
、
皆
得
二
成
就
一
已
上
経
文
。
明
知
。
最
下
鈍
者
経
二
十
二
年
一
、
必
得
二
一
験
一
。
常
転
常
講
期
二
二
六
歳
一
、
念
誦
護
摩
限
二
十
二
年
一
。
…
…
６４ 
 
こ
れ
は
、『
蘇
悉
地
経
』
６５
に
説
か
れ
る
「
十
二
年
間
一
向
に
念
誦
を
す
れ
ば
、
如
何
な
る
重
罪
で
あ
ろ
う
と
も
、
皆
目
的
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
文
証
と
し
、
最
下
鈍
の
者
で
あ
っ
て
も
一
験
を
得
る
と
論
じ
て
お
り
、
十
二
年
籠
山
の
説
明
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、『
蘇
悉
地
経
』
を
引
用
す
る
箇
所
に
お
い
て
念
誦
だ
け
で
な
く
、
護
摩
と
い
う
語
が
み
え
る
た
め
、『
蘇
悉
地
経
』
に
説
か
れ
る
密
教
修
法
的
な
要
素
を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 
 
し
か
し
、『
顕
戒
論
』
の
一
文
か
ら
、
最
澄
が
蘇
悉
地
に
関
連
す
る
作
法
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
判
定
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
『
台
州
録
』
の
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
 
 
大
乗
経
律
並
陀
羅
尼
目
録 
 
 
合
一
十
三
部
一
十
九
巻 
菩
薩
戒
経
一
巻 
蘇
悉
地
経
三
巻 
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蘇
婆
呼
律
経
三
巻 
新
訳
梵
漢
両
字
大
仏
頂
陀
羅
尼
一
巻 
梵
漢
両
字
随
求
即
得
陀
羅
尼
一
巻 
梵
漢
両
字
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
一
巻 
梵
漢
両
字
千
臂
陀
羅
尼
一
巻 
梵
漢
両
字
千
手
陀
羅
尼
一
巻 
梵
漢
両
字
一
字
呪
王
陀
羅
尼
一
巻 
梵
漢
両
字
文
殊
師
利
五
字
陀
羅
尼
一
巻 
梵
漢
字
随
求
即
得
曼
荼
羅
一
張 
梵
種
子
曼
荼
羅
一
張 
大
仏
頂
通
用
曼
荼
羅
一
張
６６ 
こ
の
目
録
を
み
る
と
、「
蘇
悉
地
経
三
巻
」
と
あ
り
、
最
澄
が
唐
よ
り
『
蘇
悉
地
経
』
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
三
﨑
博
士
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
蘇
悉
地
経
』
は
、「
大
乗
経
律
並
陀
羅
尼
目
録
」
中
に
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
菩
薩
戒
経
一
巻
」
と
並
ん
で
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
蘇
悉
地
経
』
は
律
部
の
経
典
と
見
做
さ
れ
て
い
る
６７
。
さ
ら
に
、
空
海
の
『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』（『
三
学
録
』）
に
お
い
て
も
、『
蘇
悉
地
経
』
は
律
部
に
そ
の
名
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
６８
。
つ
ま
り
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、『
蘇
悉
地
経
』
は
律
部
の
経
典
と
さ
れ
て
い
た
。
故
に
、
最
澄
は
、
在
世
時
に
『
蘇
悉
地
経
』
に
お
い
て
、
密
教
に
関
す
る
一
々
の
作
法
等
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
密
教
経
典
と
認
識
し
、
後
の
台
密
に
お
け
る
蘇
悉
地
と
連
関
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 
 
最
澄
の
撰
著
の
中
で
、『
顕
戒
論
』
以
外
に
『
蘇
悉
地
経
』
を
引
用
す
る
書
は
み
つ
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
世
に
な
っ
て
で
は
あ
る
が
、
蘇
悉
地
の
伝
承
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
い
く
つ
か
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
前
に
も
述
べ
た
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
と
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
で
あ
る
。 
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
に
つ
い
て
は
、『
顕
戒
論
縁
起
』
所
収
の
「
順
曉
阿
闍
梨
付
法
文
一
首
」
に
み
え
る
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
が
蘇
悉
地
の
根
本
真
言
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
が
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
６９
。 
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
、
仏
頂
如
来
を
中
心
に
置
き
血
脈
の
繋
が
り
を
示
す
と
捉
え
ら
れ
、
『
蘇
悉
地
経
』
の
主
尊
も
同
じ
仏
頂
如
来
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
蘇
悉
地
の
伝
承
を
間
接
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
事
例
が
蘇
悉
地
の
伝
承
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
後
年
の
こ
と
で
あ
り
、
最
澄
が
『
蘇
悉
地
経
』
に
説
か
れ
る
修
法
、乃
至
蘇
悉
地
と
い
う
語
を
用
い
て
修
法
を
行
っ
て
い
た
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。 
 
一
方
、
真
言
宗
に
お
い
て
は
、
蘇
悉
地
法
と
関
連
す
る
「
十
八
道
」
の
記
述
が
あ
る
。「
十
八
道
」
と
は
『
蘇
悉
地
経
』
と
と
も
に
唐
で
編
纂
さ
れ
た
書
『
蘇
悉
地
羯
羅
供
養
法
』
に
依
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
依
用
さ
れ
る
『
蘇
悉
地
経
』
由
来
の
「
蘇
悉
地
五
衞
結
界
」
に
み
え
る
「
金
剛
墻
」・「
金
剛
橛
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
道
の
基
調
と
な
る
十
八
の
印
明
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
最
澄
が
「
十
八
道
」
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
少
し
く
検
討
し
て
み
た
い
７０
。 
真
言
宗
の
年
分
度
者
に
関
す
る
『
類
聚
三
代
格
』
二
「
承
和
二
年
（
八
三
五
）
正
月
二
十
三
日
」
の
官
符
に
、「
十
八
道
」
の
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
応
レ
度
二
真
言
宗
年
分
者
三
人
一
事 
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一
金
剛
頂
業
一
人 
 
応
レ
学
二
十
八
道
一
尊
儀
軌
及
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
一
部
十
巻
一 
 
一
胎
蔵
業
一
人 
 
応
レ
学
十
八
道
一
尊
儀
軌
及
六
波
羅
密
経
一
部
十
巻
一 
右
二
人
業
人
、
応
レ
兼
二
学
三
十
七
尊
礼
懺
経
一
巻
、
金
剛
頂
発
菩
提
心
論
一
巻
、
釈
摩
訶
衍
論
一
部
十
巻
一 
一
声
明
業
一
人 
応
レ
書
二
誦
梵
字
真
言
大
仏
頂
及
随
求
等
陀
羅
尼
一 
右
一
業
人
、
応
レ
兼
二
学
大
孔
雀
明
王
経
一
部
三
巻
一
７１
。 
三
﨑
博
士
は
、
こ
の
記
述
は
「
十
八
道
」
が
日
本
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
早
い
例
を
示
し
て
お
り
、
密
教
修
法
の
基
本
の
一
と
し
て
の
「
十
八
道
」
は
、
空
海
に
お
い
て
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
が
、『
三
学
録
』
の
中
に
は
「
十
八
道
」
に
関
係
す
る
書
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
他
方
、
天
長
八
年
（
八
三
一
）
九
月
二
十
五
日
付
の
円
澄
の
記
し
た
『
懇
三
請
受
二
学
真
言
教
一
書
』
に
は
次
の
よ
う
記
さ
れ
た
箇
所
を
引
用
す
る
。 
 
 
去
弘
仁
三
年
冬
、
…
（
中
略
）
…
以
二
其
年
十
二
月
十
五
日
一
、
開
二
灌
頂
道
場
一
、
与
二
百
余
弟
子
一
沐
二
持
明
灌
頂
誓
水
一
、
学
二
十
八
道
真
言
一
。
梵
字
真
言
受
学
稍
難
。
即
問
二
和
上
一
云
。
受
二
大
法
儀
軌
一
幾
月
令
レ
得
。
答
曰
。
三
年
畢
レ
功
。
歎
曰
。
本
期
二
一
夏
一
。
若
可
レ
経
二
数
年
一
、
不
レ
若
下
暫
帰
二
本
居
一
、
且
遂
二
本
宗
之
事
一
、
後
日
来
学
上
７２
。 
（
最
澄
は
）
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
十
二
月
の
高
雄
灌
頂
に
お
い
て
、
梵
字
真
言
の
受
学
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
と
あ
れ
ど
も
、
後
日
空
海
か
ら
十
八
道
真
言
を
与
え
ら
れ
た
ら
し
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
海
の
「
十
八
道
」
に
関
す
る
言
の
真
偽
に
つ
い
て
、
論
を
展
開
し
て
い
る
７３
。
真
言
宗
に
お
け
る
「
十
八
道
」
の
記
録
に
真
偽
の
問
題
は
あ
る
が
、
こ
の
記
述
の
通
り
な
ら
ば
、
最
澄
は
「
十
八
道
」
に
関
す
る
何
ら
か
の
作
法
を
学
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 
 
ま
た
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
の
江
秘
に
よ
る
授
法
の
附
文
に
「
如
意
輪
」、「
如
意
輪
壇
」
と
い
う
語
が
み
ら
れ
る
７４
。「
如
意
輪
」
に
関
連
す
る
書
に
、
菩
提
流
志
訳
『
如
意
輪
陀
羅
尼
経
』
や
不
空
訳
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
法
』
７５
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
法
』
は
、
「
十
八
道
」
の
拠
所
と
な
る
儀
軌
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
７６
。「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
み
え
る
附
文
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、「
十
八
道
」
に
関
す
る
作
法
を
最
澄
は
唐
滞
在
中
に
学
ん
で
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
７７
。 
 
し
か
し
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、
最
澄
帰
朝
後
、
す
な
わ
ち
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
高
雄
山
寺
に
お
い
て
営
ま
れ
た
灌
頂
に
関
わ
る
書
と
考
え
る
と
、
最
澄
が
空
海
所
伝
の
十
八
道
真
言
を
知
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
の
機
会
は
こ
の
灌
頂
の
後
の
話
で
あ
り
、
高
雄
山
寺
の
灌
頂
に
お
い
て
蘇
悉
地
法
に
関
連
す
る
「
十
八
道
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
さ
ら
に
、
も
し
最
澄
が
「
十
八
道
」
に
つ
い
て
認
知
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、「
懇
三
請
受
二
学
真
言
教
一
書
」
に
あ
る
よ
う
な
、「（
最
澄
に
近
侍
し
た
）
円
澄
が
空
海
よ
り
「
十
八
道
」
を
学
ん
だ
」
と
い
う
記
述
が
み
え
る
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
澄
が
「
十
八
道
」
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
、
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
最
澄
の
「
十
八
道
」
に
ま
つ
わ
る
記
録
に
、
何
ら
か
の
用
語
が
ど
こ
か
に
み
ら
れ
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
最
澄
が
「
十
八
道
」
に
直
接
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
記
録
が
他
に
で
て
こ
な
い
以
上
、
還
学
生
と
し
て
唐
留
学
中
に
（
若
干
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
）
修
得
し
た
可
能
性
を
首
肯
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
澄
が
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
説
か
れ
る
「
蘇
悉
地
」
の
語
を
冠
す
る
作
法
を
そ
の
ま
ま
行
え
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 
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第
六
節 
結
言 
  
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、
奥
書
に
記
さ
れ
る
薬
雋
の
『
破
邪
弁
正
記
』
等
に
お
い
て
、
最
澄
が
順
曉
よ
り
次
第
を
伝
受
さ
れ
た
作
法
に
関
す
る
書
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
る
が
、
円
珍
の
私
録
と
さ
れ
る
『
山
王
院
蔵
経
目
録
』
や
安
然
の
『
八
家
秘
録
』
等
台
密
の
先
師
の
諸
目
録
に
本
書
の
名
は
み
つ
け
ら
れ
な
い
。
義
真
記
『
修
禅
録
』
に
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
類
す
る
書
の
名
を
確
認
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
最
澄
の
撰
述
と
見
做
し
え
な
い
書
物
も
収
め
ら
れ
る
「
右
外
」
に
位
置
す
る
。
更
に
は
『
修
禅
録
』
は
義
真
以
降
の
人
物
の
加
筆
が
一
部
に
認
め
ら
れ
る
た
め
、
本
書
が
安
直
に
義
真
の
時
代
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
 
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
を
先
達
が
「
真
」
と
し
た
理
由
と
し
て
は
、
後
世
の
目
録
で
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
よ
う
に
「
最
澄
撰
」
の
拠
所
と
し
て
『
破
邪
弁
正
記
』
の
説
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
「
叡
山
集
」
す
な
わ
ち
「
最
澄
撰
」
と
い
う
考
え
の
由
来
お
よ
び
本
書
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
三
書
と
も
が
本
書
を
最
澄
撰
述
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 
 
ま
た
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
は
「
蘇
悉
地
五
衛
結
界
」
と
い
う
『
蘇
悉
地
経
』
由
来
の
作
法
が
『
大
日
経
』
や
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
作
法
と
並
列
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
最
澄
の
時
代
に
は
、『
蘇
悉
地
経
』
は
律
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
最
澄
は
蘇
悉
地
の
要
素
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
や
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
を
遺
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
蘇
悉
地
と
結
び
つ
く
か
の
よ
う
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
後
の
台
密
の
後
継
者
た
ち
の
考
察
の
結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
澄
が
帰
朝
し
て
間
も
な
く
行
っ
た
灌
頂
は
、『
蘇
悉
地
経
』
に
関
連
す
る
作
法
に
則
っ
て
行
わ
れ
た
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
に
疑
い
を
生
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
が
最
澄
の
撰
著
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
果
た
し
て
い
つ
頃
の
所
製
な
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
よ
り
そ
の
成
立
と
由
来
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
く
。 
 
《
註
》 
１
又
九
月
の
上
旬
、
臣
弘
世
、
勅
を
奉
り
、
最
澄
闍
梨
を
し
て
朕
の
為
に
、
重
ね
て
灌
頂
秘
法
を
修
行
せ
し
む
。
即
ち
勅
旨
に
依
り
、
城
西
郊
に
於
い
て
、
好
地
を
択
求
し
、
壇
場
を
建
創
す
。
又
画
工
十
余
人
を
召
す
。
敬
っ
て
五
仏
頂
浄
土
一
幅
・
大
曼
荼
羅
一
幅
を
図
す
。（『
伝
全
』
五
付
・
二
三
頁
。） 
２
『
伝
全
』
一
・
六
三
八
～
六
三
九
頁
。 
３
『
大
正
』
五
一
・
九
八
九
頁
上
。 
４
趣
意
は
少
し
く
違
う
が
、
最
澄
は
、
空
海
と
の
書
簡
中
に
「
法
華
一
乗
真
言
一
乗
、
何
有
二
優
劣
一
。
（
『
伝
全
』
五
・
四
六
九
頁
）
」
と
、
法
華
円
教
と
真
言
密
教
と
に
何
ら
差
別
は
無
い
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
『
法
華
秀
句
』
に
お
い
て
、
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
（
『
観
普
賢
経
』
）
の
文
「
釈
迦
牟
尼
仏
、
名
二
毘
盧
遮
那
遍
一
切
処
一
」
（
『
伝
全
』
三
・
二
六
六
頁
）
を
引
用
し
、
『
法
華
経
』
の
教
主
で
あ
る
釈
迦
と
は
『
華
嚴
経
』
の
教
主
で
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
の
異
名
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
釈
迦
仏
頂
を
主
と
す
る
「
五
仏
頂
浄
土
一
幅
」
と
、
大
日
如
来
が
主
で
あ
る
「
大
曼
荼
羅
一
幅
」
を
並
べ
て
修
す
る
こ
の
灌
頂
は
、
ま
さ
に
最
澄
の
意
に
似
う
よ
う
に
も
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。 
５
勅
し
て
画
工
上
首
等
二
十
余
の
人
を
召
し
、
敬
っ
て
毘
盧
遮
那
仏
像
一
幅
・
大
曼
荼
羅
一
幅
・
宝
蓋
一
幅
を
図
し
、
又
仏
・
菩
薩
・
神
王
像
・
幡
五
十
余
旒
を
縫
造
す
。（『
伝
全
』
五
付
・
二
一
頁
。） 
６
菊
岡
義
衷
「
山
家
大
師
と
密
教
」（『
山
家
学
報
』
十
四
、
一
九
二
〇
）
で
は
、
大
部
分
を
偽
撰
と
判
定
し
、
上
杉
文
秀
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『
日
本
天
台
史
』（
破
塵
閣
書
房
、
一
九
三
五
）
二
三
二
頁
に
は
闡
揚
密
乗
部
欠
と
し
、
大
山
公
淳
「
伝
教
大
師
の
密
教
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
八
―
一
、
一
九
六
〇
）
で
は
両
者
の
意
見
を
全
面
的
に
首
肯
し
て
い
る
。 
７
塩
入
亮
忠
「
現
存
祖
書
の
分
類
」（『
山
家
学
報
』
十
三
、
一
九
一
九
）。 
８
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
二
、
一
一
七
～
一
一
八
頁
。 
９
浅
井
円
道
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
三
）。 
１０
渡
邊
守
順
『
伝
教
大
師
著
作
解
説
』（
叡
山
学
院
、
一
九
九
二
）。 
１１
菊
岡
義
衷
「
山
家
大
師
と
密
教
」（『
山
家
学
報
』
十
四
、
一
九
二
〇
）。 
１２
清
水
谷
恭
順
「
伝
教
大
師
の
密
教
の
相
承
に
関
連
し
て
」（『
伝
教
大
師
研
究
』、
一
九
八
〇
）。 
１３
酒
井
敬
淳
「
伝
教
大
師
と
台
密
」（『
伝
教
大
師
研
究
』、
一
九
八
〇
）。 
１４
『
伝
全
』
四
・
四
八
二
～
四
八
三
頁
。 
１５
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
二
、
一
一
七
～
一
一
八
頁
。 
１６
編
者
云
く
。
破
邪
弁
正
記
比
叡
山
薬
雋
師
撰
上
巻
に
云
く
。
祖
師
は
、
既
に
両
部
灌
頂
の
行
事
等
を
製
す
。
即
ち
是
れ
順
曉
闍
梨
次
第
伝
授
の
作
法
な
り
。
又
同
書
に
云
く
。
祖
師
の
製
す
る
所
の
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
は
、
大
日
経
及
び
一
行
記
・
蘇
悉
地
并
集
経
等
に
依
て
其
の
行
儀
を
明
か
す
。
金
界
行
事
鈔
は
、
略
出
経
及
び
三
摩
地
法
等
に
依
て
其
の
作
法
を
明
か
す
。
又
顕
戒
論
賛
宗
鈔
比
叡
山
可
透
師
撰
は
、
破
邪
弁
正
記
の
説
を
引
い
て
云
く
。
雋
老
曰
く
。
胎
金
灌
頂
七
日
行
事
鈔
各
三
巻
は
、
即
ち
大
師
の
順
曉
闍
梨
の
伝
法
次
第
の
記
な
り
。
胎
事
鈔
は
、
大
日
経
及
び
一
行
記
・
蘇
悉
地
并
に
集
経
等
に
依
り
、
金
事
鈔
は
、
略
出
経
及
び
三
摩
地
法
に
依
る
云
云
。
大
日
経
疏
演
奥
鈔
東
寺
杲
宝
師
撰
は
、
七
日
作
壇
法
に
就
い
て
則
ち
異
説
を
挙
ぐ
。
而
る
に
大
師
の
行
事
鈔
の
説
を
取
り
て
其
の
結
文
に
云
く
。
已
上
伝
教
大
師
の
七
日
行
事
鈔
上
・
安
和
尚
の
持
誦
不
同
第
一
に
準
ず
る
な
り
。（『
伝
全
』
四
・
四
八
二
～
四
八
三
頁
。） 
１７
『
破
邪
弁
正
記
』「
正
破
下
祖
師
不
レ
伝
二
両
部
儀
軌
一
偽
難
上
門
」（『
天
全
』
七
・
二
〇
四
頁
上
～
下
）
参
照
。 
１８
『
天
全
』
五
・
一
〇
頁
上
。 
１９
『
大
正
』
五
九
・
七
七
頁
上
。 
２０
『
大
正
』
五
九
・
四
一
頁
上
等
。 
２１
『
大
正
』
五
九
・
四
五
頁
上
、
七
七
頁
上
等
。 
２２
『
大
正
』
五
九
・
一
二
八
頁
上
。 
２３
『
伝
全
』
四
・
五
三
五
頁
。 
２４
右
、
開
山
大
師
の
撰
す
る
所
な
り
。
両
部
灌
頂
行
事
鈔
各
三
巻
、
金
剛
界
は
上
巻
を
欠
く
。
薬
雋
所
述
の
破
邪
弁
正
記
に
之
を
載
せ
て
曰
く
。
順
曉
和
尚
に
従
っ
た
所
伝
な
り
。
時
に
正
徳
甲
午
歳
、
洛
東
の
青
蓮
院
の
御
経
庫
の
本
を
以
て
之
を
写
す
。
原
本
亡
冊
し
て
不
完
な
り
。
写
誤
頗
る
多
し
。
今
、
引
く
所
の
經
疏
を
検
め
校
讐
し
訂
正
す
。
伏
し
て
願
く
ば
、
祖
恩
の
涓
埃
に
酬
い
ん
こ
と
を
。
時
、
享
保
丙
午
年
朧
月
上
浣
日
、
遮
那
業
末
裔
万
谷
謹
ん
で
識
す
。（『
伝
全
』
四
・
五
六
四
頁
。） 
２５
万
谷
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
比
叡
山
に
住
山
し
た
籠
山
僧
に
関
す
る
伝
記
集
『
重
興
籠
山
一
乗
僧
略
伝
』
上
（『
續
天
全
』、
史
伝
３
・
五
頁
下
～
六
頁
上
）
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。 
２６
右
の
胎
蔵
縁
起
一
巻
、
余
偶
之
を
古
蔵
の
中
よ
り
獲
。
然
れ
ど
も
題
の
下
に
、
撰
人
の
名
を
著
さ
ず
に
、
只
だ
叡
山
集
と
曰
う
や
。
或
る
曰
く
。
凡
そ
叡
山
集
と
称
す
る
者
は
、
乃
ち
是
れ
開
山
大
師
の
撰
ず
る
所
な
り
。
余
竊
か
に
之
を
疑
う
。
爾
る
後
に
、
蔵
中
よ
り
又
山
王
院
蔵
経
目
録
な
る
者
を
獲
。
蓋
し
証
大
師
自
ら
録
す
る
所
な
り
。
其
の
中
に
、
開
山
撰
述
を
録
し
、
並
び
に
其
の
諱
を
避
け
て
叡
山
集
と
曰
わ
ん
。
且
に
顕
戒
縁
起
二
巻
・
胎
蔵
縁
起
一
巻
を
載
せ
ん
を
や
。
是
に
於
い
て
始
め
て
信
じ
て
、
斯
の
書
を
実
に
開
山
大
師
の
所
製
と
為
す
な
り
。
…
… 
 
  
時
、
正
徳
第
五
龍
集
乙
未
孟
冬
下
浣
、
沙
門
万
谷
、
謹
ん
で
台
山
浄
土
院
西
廂
に
て
識
す
。（『
伝
全
』
四
・
三
九
三
頁
。） 
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２７
「
山
王
院
蔵
書
目
録
」
十
四
頁
（『
叡
山
学
報
』
十
三
、
一
九
三
七
）。 
２８
佐
藤
哲
英
「
山
王
院
蔵
書
目
録
に
つ
い
て
―
延
長
三
年
筆
青
蓮
院
蔵
本
解
説
―
」（『
叡
山
学
報
』
十
三
、
一
九
三
七
）
参
照
。 
２９
『
伝
全
』
五
付
・
一
五
七
～
一
五
八
頁
。 
３０
『
伝
全
』
五
付
・
一
六
二
頁
。 
３１
『
伝
全
』
五
付
・
一
六
八
頁
。 
３２
『
伝
全
』
五
付
・
一
七
九
頁
。 
３３
『
伝
全
』
五
付
・
一
八
九
頁
。 
３４
『
仏
全
』
三
四
・
三
二
二
頁
上
～
下
。 
３５
『
仏
全
』
二
・
二
五
〇
頁
下
。 
３６
『
仏
全
』
二
・
一
九
六
頁
上
。 
３７
『
仏
全
』
二
・
二
四
五
頁
下
。 
３８
塩
入
亮
忠
「
現
存
祖
書
の
分
類
」（『
山
家
学
報
』
十
三
、
一
九
一
九
）
参
照
。
し
か
し
、『
本
朝
台
祖
撰
述
密
部
書
目
』
に
つ
い
て
塩
入
氏
は
「
私
云
。
此
録
是
義
真
和
尚
之
時
所
レ
撰
也
。
一
本
批
記
左
二
円
澄
和
尚
治
山
之
時
署
判
一
。」
と
い
う
文
を
分
類
に
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
え
る
文
で
、「
先
大
師
随
身
録
」
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
録
で
は
「
抄
」
の
字
は
「
鈔
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
本
朝
台
祖
撰
述
密
部
書
目
』
は
、『
覚
千
録
』
や
『
密
乗
撰
述
目
録
』
に
み
え
る
『
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
同
じ
体
裁
を
と
っ
て
い
る
の
で
、『
覚
千
録
』
等
と
同
じ
分
類
に
配
し
て
良
い
と
考
え
る
。 
３９
『
仏
全
』
一
・
九
一
頁
上
～
九
二
頁
下
。 
４０
『
仏
全
』
二
・
三
三
八
頁
上
、『
仏
全
』
二
・
三
八
〇
頁
下
。 
４１
五
宗
録
と
は
、
上
古
の
録
に
し
て
遺
逸
少
な
か
ら
ず
。
今
、
補
助
を
為
し
て
、
増
補
諸
宗
章
疏
録
と
曰
わ
ん
。
此
れ
亦
た
上
の
件
の
諸
録
、
及
び
他
録
、
並
び
に
見
行
の
有
本
を
捃
摝
す
。
又
五
宗
中
、
天
台
録
は
唯
だ
人
を
以
て
分
か
つ
者
に
し
て
、
台
宗
古
録
及
び
旧
刊
に
従
う
の
み
。
然
る
に
天
台
録
の
疑
氷
を
釈
せ
ざ
る
者
多
き
や
。
彼
の
宗
の
宿
匠
に
尋
ぬ
る
べ
し
。（『
仏
全
』
一
・
九
一
頁
上
～
下
。） 
４２
『
伝
全
』
五
付
・
一
五
一
頁
。 
４３
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
四
頁
中
。 
４４
『
天
全
』
七
・
二
〇
五
頁
下
～
二
〇
八
頁
下
等
。 
４５
私
に
云
く
。
件
の
見
定
録
四
巻
并
に
随
身
録
一
巻
は
、
是
れ
根
本
御
経
蔵
に
し
て
、
先
大
師
所
持
の
聖
教
目
録
な
り
。
其
の
両
目
録
は
是
れ
義
真
和
上
の
時
に
撰
出
す
る
所
な
り
。（『
天
全
』
七
・
二
〇
八
頁
下
。） 
４６
『
大
日
経
義
釈
』（『
続
天
全
』、
密
教
１
・
六
六
四
上
、『
唐
房
行
履
録
』「
大
日
経
義
釈
十
巻
本
奥
書
」『
仏
全
』
一
一
三
・
三
三
二
頁
下
）
等
。「
此
延
暦
寺
中
有
二
数
本
釈
一
。
且
寺
庫
納
二
両
本
一
。
並
十
四
巻
。
其
青
標
紙
者
、
元
初
借
二
両
大
寺
本
一
所
レ
写
也
。
故
入
唐
徳
清
大
徳
将
二
来
之
一
。
其
白
標
紙
者
、
祖
大
師
更
令
レ
抄
二
写
之
一
。
見
定
録
云
。
山
家
勘
定
本
也
。
聊
有
二
別
科
目
一
。
而
与
レ
前
別
同
本
矣
。」 
４７
『
天
全
』
七
・
二
〇
六
頁
下
、
二
〇
八
頁
下
、
二
〇
九
頁
上
、
二
二
八
頁
下
。 
４８
『
天
全
』
七
・
二
〇
六
頁
上
。 
４９
『
天
全
』
七
・
一
九
八
頁
上
、
二
〇
五
頁
下
～
二
〇
六
頁
上
、
二
〇
九
頁
下
、
二
一
一
頁
上
、
二
二
頁
八
上
～
下
。 
５０
『
天
全
』
七
・
一
九
八
頁
上
。 
５１
『
破
邪
弁
正
記
』
上
「
別
叙
三
祖
師
帰
朝
勤
二
修
両
部
灌
頂
一
門
」
に
、「
延
暦
寺
灌
頂
三
昧
耶
戒
啓
白
云
文
繁
略
之
」（『
天
全
』
七
・
一
九
八
頁
下
）
と
あ
り
、
三
昧
耶
戒
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
後
の
文
に
は
最
澄
の
弟
子
で
あ
る
円
澄
の
自
記
と
し
て
、
最
澄
が
円
澄
に
三
昧
耶
戒
を
授
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
山
王
院
蔵
書
目
録
』
に
は
、「
灌
頂
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三
昧
耶
戒 
一
本 
叡
山
本
（「
山
王
院
蔵
書
目
録
」
七
五
頁
（『
叡
山
学
報
』
十
三
、
一
九
三
七
））」
と
あ
り
、
根
本
経
蔵
に
三
昧
耶
戒
に
関
す
る
書
が
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
記
述
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、「
三
昧
耶
戒
に
関
す
る
書
」
と
最
澄
と
の
関
連
が
予
測
さ
れ
る
。
一
方
、
水
上
博
士
が
『
破
邪
弁
正
記
』
の
中
に
三
昧
耶
戒
が
み
え
る
こ
と
自
身
に
疑
問
を
呈
さ
れ
る
よ
う
に
（『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）
三
六
六
～
三
六
七
頁
）、
こ
の
書
を
最
澄
撰
と
肯
定
す
る
に
は
検
証
不
足
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
一
応
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 
５２
『
密
教
大
辞
典
』（
法
蔵
館
、
一
九
三
一
）
九
七
四
頁
中
。 
５３
『
伝
全
』
四
・
三
七
四
頁
。 
５４
『
顕
戒
論
縁
起
』（『
伝
全
』
一
・
二
七
九
頁
）。 
５５
『
越
州
録
』（『
大
正
』
五
五
・
一
〇
五
九
頁
下
）。 
５６
大
久
保
良
峻
『
天
台
学
探
尋
』「
天
台
密
教
の
伝
灯
」（
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
）
六
八
～
六
九
頁
参
照
。 
５７
軍
荼
利
部
結
界
・
蘇
悉
地
五
衛
結
界
・
胎
蔵
曼
荼
羅
に
依
る
と
云
う
。（『
伝
全
』
四
・
四
〇
一
頁
。） 
５８
詳
細
な
印
契
・
真
言
等
は
巻
一
、
巻
三
、
巻
四
等
。
ま
た
巻
八
に
は
「
軍
荼
利
法
」
が
説
か
れ
る
。 
５９
『
大
正
』
十
八
・
七
九
三
頁
上
、
八
一
〇
頁
上
～
八
一
一
頁
上
、
八
五
一
頁
下
～
八
六
〇
頁
中
、
八
八
六
頁
上
～
中
等
。 
６０
若
し
諸
部
の
事
に
法
を
為
す
こ
と
有
ら
ば
、
応
に
甘
露
軍
荼
利
法
に
依
り
て
之
を
遣
除
す
べ
し
。
又
五
種
護
衛
の
法
則
有
り
。
常
に
道
場
の
室
内
に
於
い
て
之
を
作
す
べ
し
。
謂
く
、
金
剛
墻
・
金
剛
城
・
金
剛
橛
・
忿
怒
吉
利
枳
羅
・
忿
怒
甘
露
軍
荼
利
と
…
…
。（『
大
正
』
十
八
・
六
八
三
頁
中
。） 
６１
『
蘇
悉
地
経
疏
』「
明
二
五
種
護
衛
所
用
真
言
一
。
…
（
中
略
）
…
於
レ
中
有
二
五
箇
真
言
一
。
初
一
真
言
是
金
剛
墻
、
即
結
二
方
界
一
。
次
一
真
言
是
金
剛
城
、
即
結
二
上
方
界
一
。
次
一
真
言
是
金
剛
橛
、
即
結
二
地
界
一
。
次
第
四
第
五
亦
是
通
結
真
言
也
。
文
末
云
。
有
二
如
レ
是
等
金
剛
墻
真
言
一
者
、
是
即
挙
レ
初
取
二
攝
後
四
一
故
、
云
レ
爾
也
。（『
大
正
』
六
一
・
四
六
一
頁
下
。） 
６２
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
・
六
二
三
頁
中
）。
ま
た
は
『
大
日
経
義
釈
』（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
一
七
頁
上
）。 
６３
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』（『
仏
全
』
一
一
三
・
二
五
四
頁
下
）。 
６４
謹
ん
で
案
ず
る
に
、
蘇
悉
地
羯
羅
経
の
中
巻
に
云
く
。
若
し
時
に
念
誦
を
作
さ
ば
、
十
二
年
を
経
よ
。
縦
い
重
罪
有
り
と
も
、
亦
た
皆
成
就
せ
ん
。
仮
使
法
を
具
足
せ
ざ
る
も
、
皆
成
就
を
得
ん
、
と
已
上
経
文
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
最
下
鈍
の
者
も
十
二
年
を
経
れ
ば
、
必
ず
一
験
を
得
。
常
に
転
じ
常
に
講
ず
る
こ
と
二
六
歳
を
期
し
、
念
誦
護
摩
十
二
年
を
限
る
。
…
…
（『
伝
全
』
一
・
一
五
三
～
一
五
四
頁
。） 
６５
『
大
正
』
十
八
・
六
八
〇
頁
中
。 
６６
『
大
正
』
五
五
・
一
〇
五
七
頁
中
。 
６７
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』(
創
文
社
、
一
九
八
八)
一
七
四
頁
参
照
。 
６８
『
仏
全
』
二
・
三
〇
八
頁
上
。 
６９
三
部
三
昧
耶
の
印
信
に
つ
い
て
述
べ
る
論
は
、
木
内
堯
央
『
天
台
密
教
の
形
成
』 
(
渓
水
社
、
一
九
八
四)
、
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』(
創
文
社
、
一
九
八
八)
、
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』(
創
文
社
、
一
九
九
四)
、
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』(
春
秋
社
、
二
〇
〇
八)
、
大
久
保
良
峻
『
天
台
学
探
尋
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
７０
「
十
八
道
」
に
関
し
て
は
、
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』「
蘇
悉
地
の
源
流
と
展
開
」（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
。 
７１
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
五
九
〇
頁
参
照
。 
７２
去
る
弘
仁
三
年
の
冬
、
…
（
中
略
）
…
其
の
年
十
二
月
十
五
日
を
以
て
、
灌
頂
道
場
を
開
き
、
百
余
の
弟
子
と
持
明
灌
頂
の
誓
水
を
沐
し
て
、
十
八
道
真
言
を
学
す
。
梵
字
真
言
の
受
学
稍
難
し
。
即
ち
和
上
に
問
い
て
云
く
。
大
法
儀
軌
を
受
け
幾
月
し
て
得
せ
し
む
る
や
。
答
え
て
曰
く
。
三
年
し
て
功
じ
畢
ぬ
。
歎
じ
て
曰
く
。
本
一
夏
を
期
と
す
。
若
し
数
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年
を
経
る
べ
け
れ
ば
、
暫
く
本
居
に
帰
り
て
、
且
に
本
宗
の
事
を
遂
げ
、
後
日
来
り
て
学
す
る
が
若
く
な
ら
ず
。（『
日
蔵
』
四
〇
・
三
八
五
頁
上
。） 
７３
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
五
八
三
頁
～
五
九
九
頁
。 
７４
『
伝
全
』
一
・
二
四
五
頁
～
二
四
六
頁
。 
７５
『
大
正
』
十
九
・
二
〇
三
頁
。 
７６
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
五
八
三
頁
、
智
山
伝
法
院
『
十
八
道
念
誦
次
第
講
義
録
』（『
智
山
伝
法
院
選
書
』
十
―
一
、
二
〇
〇
二
）
二
四
頁
等
。 
７７
現
行
の
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
は
、
疑
う
べ
き
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
先
学
は
指
摘
し
て
お
り
、
特
に
附
文
に
関
し
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
の
真
偽
に
関
す
る
論
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
牛
場
真
玄
「
伝
教
大
師
の
禅
法
相
承
に
つ
い
て
―
「
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
天
台
学
報
』
十
、
一
九
六
七
）、
同
「
伝
教
大
師
の
禅
法
相
承
に
つ
い
て
―
天
台
法
華
宗
伝
法
偈
を
中
心
と
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
、
一
九
六
八
）、
福
井
康
順
「『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
新
義
（
承
前
）」（『
天
台
学
報
』
三
〇
、
一
九
八
七
）、
蓑
輪
顕
量
「
光
定
と
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
八
、
一
九
九
〇
）。 
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第
四
章 
薬
雋
撰
『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
え
る
最
澄
の
密
教
に
つ
い
て 
  
第
一
節 
序
言 
 
『
破
邪
弁
正
記
』
１
は
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
に
薬
雋
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
台
密
相
承
の
論
争
書
で
あ
る
。
本
書
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
名
を
み
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
初
出
の
書
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
に
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、『
破
邪
弁
正
記
』
を
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
す
る
記
事
を
中
心
に
精
査
し
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
す
る
一
考
を
提
案
し
た
い
。 
 
第
二
節 
『
破
邪
弁
正
記
』
の
撰
者
に
つ
い
て 
 
『
破
邪
弁
正
記
』
は
、
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
済
朝
阿
闍
梨
（
仁
和
寺
惠
什
）
が
著
し
た
台
密
相
承
を
非
難
す
る
勘
状
（
欠
本
）
に
対
す
る
反
論
の
書
で
あ
る
２
。
そ
の
撰
者
で
あ
る
薬
雋
は
「
天
台
宗
遮
那
経
業
破
邪
弁
正
記
縁
起
」
に
「
于
時
天
仁
二
年
己
丑
臘
月
黒
半
九
日
申
午
、
延
暦
寺
天
台
宗
兼
学
真
言
・
止
観
両
業
末
葉
、
根
本
正
法
蔵
唐
院
真
言
蔵
下
司
、
釈
薬
雋
、
謹
疏
二
此
記
一
３
。」
と
、
唐
院
（
慈
覚
大
師
円
仁
）
の
書
籍
を
管
理
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
薬
雋
に
つ
い
て
の
伝
記
は
、
こ
の
一
文
以
外
を
除
い
て
知
ら
れ
て
い
な
い
。 
『
破
邪
弁
正
記
』
の
撰
者
に
関
す
る
記
録
と
し
て
、
東
寺
杲
宝
の
『
玉
印
抄
』
に
、
以
下
の
二
つ
の
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
 
東
寺
中
古
学
者
惠
什
阿
闍
梨
、
頻
加
二
疑
難
一
。
山
門
真
源
法
橋
、
破
邪
弁
正
記
中
聊
雖
レ
述
二
会
通
一
、
更
以
不
レ
叶
レ
理
４
。 
 
 
仁
和
寺
惠
什
阿
闍
梨
、
疑
二
難
伝
教
大
師
御
相
承
血
脈
譜
一
。
松
養
坊
真
源
法
橋
、
為
レ
救
二
彼
難
一
製
二
破
邪
弁
正
記
二
巻
一
了
５
。 
薬
雋
で
は
な
く
、
真
源
法
橋
な
る
者
が
、
仁
和
寺
惠
什
の
疑
難
に
対
し
て
『
破
邪
弁
正
記
』
を
著
述
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
真
源
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
成
立
の
『
山
王
絵
詞
』
を
挙
げ
る
。 
 
 
経
蔵
坊
の
嚴
算
ハ
、
櫻
本
の
円
禅
僧
都
の
弟
子
、
勝
陽
坊
の
真
源
法
橋
の
師
な
り
６
。 
 
 
叡
山
東
塔
南
谷
勝
陽
房
法
橋
真
源
と
い
う
碩
学
あ
り
け
り
。
…
（
中
略
）
…
さ
て
真
源
ハ
、
保
延
三
年
正
月
四
日
、
正
念
ニ
し
て
入
滅
を
は
り
ぬ
７
。 
真
源
は
、
経
蔵
坊
阿
闍
梨
嚴
算
に
師
事
し
て
、
東
塔
南
谷
の
勝
陽
房
（
ま
た
は
松
養
房
）
に
住
し
、
そ
し
て
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
に
没
し
た
と
さ
れ
る
８
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
末
頃
の
作
と
さ
れ
る
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
見
聞
』（『
菩
提
心
論
見
聞
』）
に
も
真
源
に
つ
い
て
の
記
述
が
示
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
古
、
東
寺
法
師
最
朝
云
者
、
為
レ
奉
レ
破
二
根
本
大
師
一
、
忝
付
二
此
実
名
一
。
構
二
悪
言
一
云
。
伝
教
大
師
、
只
伝
二
三
種
悉
地
計
一
可
レ
未
レ
受
二
両
部
灌
頂
一
。
奉
レ
遇
二
弘
法
大
師
一
受
二
両
部
灌
頂
一
。
…
（
中
略
）
…
故
勝
陽
坊
真
源
、
聞
二
此
事
一
捨
二
顕
宗
一
入
二
密
宗
一
、
稽
古
三
箇
年
、
而
山
門
如
レ
此
事
聞
、
既
及
二
於
奏
聞
一
被
二
最
朝
罪
科
一
矣
委
如
破
邪
弁
正
記
９
。 
 
こ
こ
で
は
、『
破
邪
弁
正
記
』
に
ま
つ
わ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
真
源
は
惠
什
の
論
難
に
よ
っ
て
密
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教
を
学
び
始
め
た
こ
と
が
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
こ
の
真
源
を
『
破
邪
弁
正
記
』
の
撰
者
と
す
る
記
事
は
、
次
に
示
す
『
謙
順
録
』・『
台
祖
密
目
』
の
二
種
の
目
録
に
も
み
え
る
。 
 
 
 
 
 
○
松
養
坊
真
源 
 
 
破
邪
弁
正
記
二
巻
（
惠
什
疑
二
伝
教
血
脈
一
。
真
源
救
二
彼
難
一
）
１０ 
 
 
 
伝
教
大
師
五
十
徳
文
（
勝
陽
坊
真
源
造
。
破 
｀
｀
｀
上
ノ
五
云
是
載
二
別
巻
一
）
１１
。 
『
謙
順
録
』
で
は
、
前
の
『
玉
印
抄
』
の
文
を
附
し
て
お
り
、『
破
邪
弁
正
記
』
の
著
者
は
真
源
で
あ
る
と
見
做
し
て
い
る
。
ま
た
、『
台
祖
密
目
』
で
は
、「
伝
教
大
師
五
十
徳
文
」
な
る
書
を
真
源
が
造
っ
た
こ
と
が
『
破
邪
弁
正
記
』
に
載
っ
て
い
る
こ
と
が
附
記
さ
れ
て
お
り
、『
破
邪
弁
正
記
』
中
に
も
そ
の
内
容
を
確
認
で
き
る
１２
。
ま
た
、
真
源
は
兜
率
覚
超
（
九
六
〇
―
一
〇
三
四
）
六
代
の
法
孫
と
し
て
も
知
ら
れ
る
１３
。 こ
れ
ら
の
記
述
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、『
破
邪
弁
正
記
』
は
真
源
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
書
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
薬
雋
と
は
真
源
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
台
祖
密
目
』・『
自
在
金
剛
集
』
に
み
え
る
『
破
邪
弁
正
記
』
の
附
文
に
は
、
薬
雋
・
真
源
を
並
列
し
て
記
し
て
お
り
、
薬
雋
と
真
源
と
を
同
一
人
物
と
見
做
す
に
は
注
意
を
要
す
る
。
本
論
で
は
、『
天
台
宗
全
書
』
所
収
『
破
邪
弁
正
記
』
に
準
拠
し
て
論
を
進
め
て
い
く
の
で
、「
縁
起
」
に
従
っ
て
撰
者
は
薬
雋
と
し
て
取
り
扱
う
１４
。 
 
第
三
節 
『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
え
る
両
部
に
つ
い
て 
  
薬
雋
撰
『
破
邪
弁
正
記
』
で
は
、
七
章
二
十
門
に
分
け
て
惠
什
の
疑
難
が
破
さ
れ
て
い
る
。
惠
什
の
非
難
の
大
要
は
、
①
順
曉
よ
り
受
法
し
た
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
は
、
三
種
悉
知
の
真
言
で
あ
る
た
め
、
最
澄
の
高
雄
灌
頂
は
、
蘇
悉
地
法
で
あ
る
こ
と
１５
、
②
最
澄
は
、
胎
金
両
部
の
密
教
を
受
法
な
い
し
伝
承
し
て
い
な
い
こ
と
１６
、
③
海
雲
・
造
玄
血
脈
に
対
す
る
疑
難
１７
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
①
・
③
に
関
し
て
は
、
先
学
の
詳
し
い
研
究
に
譲
り
、
本
論
で
は
、
②
に
的
を
絞
る
１８
。 
 
『
破
邪
弁
正
記
』
中
に
は
、
惠
什
の
「
最
澄
受
法
の
密
教
は
胎
金
両
部
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
を
随
所
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
惠
什
の
疑
難
に
対
し
て
、
薬
雋
は
い
く
つ
か
の
反
証
を
提
示
し
て
い
る
。 
 
１ 
最
澄
親
製
の
『
顕
戒
論
』
上
１９
に
、「
順
曉
和
上
よ
り
両
部
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
あ
る
２０
。 
 
 
２ 
『
越
州
録
』
２１
や
『
天
台
法
華
宗
発
願
文
』（
現
存
せ
ず
）
に
、「
五
部
灌
頂
に
引
入
し
真
言
法
を
授
け
ら
れ
た
」
と
あ
り
、
五
部
灌
頂
と
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
両
部
大
法
で
は
な
い
と
い
え
る
の
か
２２
。 
 
 
３ 
『
叡
山
大
師
伝
』
２３
に
、「
順
曉
阿
闍
梨
よ
り
三
部
三
昧
耶
を
伝
授
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
両
部
伝
法
灌
頂
を
授
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
２４
。 
 
 
４ 
義
真
撰
と
さ
れ
る
『
随
身
録
』
に
、
最
澄
親
製
の
『
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』・『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
部
の
儀
軌
に
は
そ
の
行
儀
が
事
細
か
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
２５
。 
 
 
５ 
『
八
家
伝
法
灌
頂
密
印
口
決
』（
現
存
せ
ず
）
中
の
「
伝
教
大
師
灌
頂
密
印
」
に
、「
胎
蔵
界
伝
法
灌
頂
職
位
并
三
身
説
法
密
印
云
云
。
金
剛
界
伝
法
灌
頂
職
位
并
三
身
説
法
密
印
云
云
。」
と
い
う
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伝
が
あ
る
２６
。 
 
 
６ 
『
円
澄
和
上
自
記
』
２７
・
光
定
撰
『
叡
山
血
脈
譜
』
２８
と
も
に
「
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
緑
野
寺
法
華
塔
前
に
お
い
て
、
円
澄
和
尚
は
伝
教
大
師
か
ら
両
部
伝
法
灌
頂
を
伝
授
さ
れ
た
」
と
あ
る
２９
。 
 
 
７ 
『
叡
山
血
脈
譜
』
中
に
は
、
円
澄
の
付
法
の
後
に
『
広
智
阿
闍
梨
付
法
文
』
３０
を
載
せ
て
お
り
、
前
の
円
澄
と
同
様
に
、「
最
澄
は
上
野
下
野
に
お
い
て
、
広
智
に
両
部
伝
法
灌
頂
を
授
け
、
広
智
は
徳
円
に
両
部
灌
頂
を
伝
授
し
た
」
と
あ
り
、
も
し
最
澄
が
両
部
を
広
智
に
伝
え
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
両
部
の
語
が
記
さ
れ
て
い
る
の
か
３１
。 
 
 
８ 
最
澄
が
東
国
に
お
い
て
、
両
部
伝
法
灌
頂
を
授
け
た
証
拠
は
一
つ
で
は
な
く
、
前
の
資
料
に
加
え
て
『
慈
覚
大
師
伝
』
３２
に
も
述
し
て
あ
る
３３
。 
 
 
９ 
最
澄
は
『
相
承
血
脈
譜
』
３４
中
に
両
部
の
血
脈
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
、
蘇
悉
地
の
禀
承
は
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
広
智
・
円
澄
の
付
法
の
記
等
に
は
、
た
だ
両
部
灌
頂
を
授
け
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
蘇
悉
地
の
法
を
授
け
た
と
は
い
っ
て
い
な
い
３５
。 
 
 
１０ 
『
広
智
阿
闍
梨
付
法
文
』
に
は
、
三
悉
地
の
印
信
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
両
部
灌
頂
の
印
信
の
書
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
高
雄
灌
頂
も
両
部
灌
頂
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
は
ず
だ
３６
。 
 
 
１１ 
蘇
悉
地
を
受
法
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
胎
蔵
・
金
剛
界
の
二
法
を
総
じ
て
受
け
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
最
澄
は
蘇
悉
地
法
の
み
を
禀
け
た
と
い
え
る
の
か
３７
。 
 
 
１２ 
惠
什
は
「『
越
州
録
』
に
は
両
部
の
儀
軌
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
最
澄
は
両
部
灌
頂
を
受
け
て
い
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し
、
最
澄
は
『
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』・『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
を
製
し
て
お
り
こ
れ
は
順
曉
伝
授
の
作
法
書
で
あ
る
か
ら
、
最
澄
は
両
部
を
伝
授
し
て
い
る
３８
。 
 
 
１３ 
最
澄
は
、
両
部
大
法
を
伝
え
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
３９
所
収
の
胎
蔵
・
金
剛
界
の
血
脈
中
に
は
、『
大
日
経
』
や
『
大
教
王
経
』
の
説
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
『
随
身
録
』
に
も
両
部
に
関
連
す
る
大
師
所
製
の
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
４０
。 
 
 
１４ 
最
澄
は
、（『
顕
戒
論
』
等
に
も
あ
る
よ
う
に
）
順
曉
よ
り
両
部
灌
頂
を
伝
受
し
、
三
密
の
教
法
を
修
学
し
た
の
で
あ
っ
て
、
空
海
に
従
っ
て
受
法
灌
頂
し
た
の
で
は
な
い
４１
。 
 
 
１５ 
最
澄
所
製
の
「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
の
文
を
調
べ
る
と
、
両
界
の
秘
要
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ど
う
し
て
順
曉
以
外
の
師
に
従
っ
て
さ
ら
に
受
法
灌
頂
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
４２
。 
 
 
１６ 
も
し
、
最
澄
が
密
教
を
学
ん
で
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
最
澄
の
伝
法
灌
頂
と
は
何
を
授
け
、
何
を
受
け
た
と
い
う
の
か
。
光
定
の
『
叡
山
血
脈
譜
』
４３
に
あ
る
よ
う
に
、「
円
澄
が
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
に
最
澄
に
従
っ
て
広
智
と
共
に
灌
頂
を
受
け
た
」
と
い
う
の
は
、
両
部
灌
頂
で
あ
る
４４
。 
 
 
 
１７ 
「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
は
空
海
よ
り
受
法
し
た
両
部
灌
頂
よ
り
も
前
に
抄
記
し
て
い
る
４５
。 
  
以
上
お
お
よ
そ
で
あ
る
が
、
惠
什
の
「
最
澄
受
法
の
密
教
は
胎
金
両
部
で
は
な
い
」
と
す
る
疑
難
に
対
す
る
薬
雋
の
反
論
を
列
ね
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
薬
雋
が
反
証
に
用
い
た
資
料
の
中
に
は
疑
わ
し
き
も
の
が
多
々
あ
り
、
薬
雋
の
主
張
に
必
ず
し
も
従
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
疑
義
に
触
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
薬
雋
の
認
識
に
立
脚
し
て
反
証
の
根
拠
を
精
査
し
論
を
進
め
る
４６
。 
 
２
の
惠
什
の
難
に
対
し
て
、
薬
雋
は
次
の
よ
う
に
批
判
を
行
っ
て
い
る
。 
 
 
箴
喩
曰
。
大
師
越
府
表
啓
之
状
、
既
云
下
詣
二
順
曉
和
上
所
一
、
引
二
入
五
部
灌
頂
一
、
現
蒙
レ
授
中
真
言
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法
上
。
焉
云
二
全
不
一
レ
受
二
灌
頂
一
耶
。
亦
云
二
五
部
灌
頂
一
、
豈
非
二
両
部
大
法
一
耶
。
如
二
汝
祖
師
一
進
官
録
出
二
両
部
灌
頂
一
。
亦
注
二
五
部
灌
頂
之
言
一
也
。
鄭
審
則
之
判
、
遣
唐
使
之
署
、
既
為
二
明
鏡
一
。
不
レ
可
レ
生
レ
疑
。
汝
、
乍
レ
見
レ
之
何
不
二
覚
知
一
哉
。 
天
台
法
華
宗
発
願
文
云
叡
山
大
師
撰 
四
月
十
一
日
、
歴
二
於
越
州
城
一
向
二
龍
興
之
寺
順
曉
和
上
邊
一
、
禀
二
五
部
灌
頂
一
、
兼
写
二
真
言
教
一
云
云
。 
箴
喩
曰
。
五
部
灌
頂
之
言
、
此
中
亦
分
明
也
４７
。 
 
こ
の
箇
所
で
薬
雋
は
、『
越
州
録
』
４８
や
『
天
台
法
華
宗
発
願
文
』（
現
存
せ
ず
）
に
は
、「
五
部
灌
頂
に
引
入
し
真
言
法
を
授
け
ら
れ
た
」
と
あ
り
、
五
部
灌
頂
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
両
部
大
法
で
は
な
い
と
い
え
る
の
か
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
大
師
、
在
二
越
府
一
遇
二
順
曉
闍
梨
一
、
受
二
五
部
灌
頂
一
、
伝
二
三
密
教
法
一
４９
。」、「
叡
山
本
師
、
随
二
順
曉
闍
梨
一
、
伝
二
受
両
部
灌
頂
一
、
習
二
学
三
密
教
法
一
５０
。」
と
記
さ
れ
、
薬
雋
は
、
こ
こ
に
お
い
て
も
五
部
灌
頂
と
両
部
灌
頂
と
を
同
義
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
順
曉
か
ら
最
澄
へ
の
授
法
は
、『
顕
戒
論
縁
起
』
所
収
の
付
法
文
に
み
え
る
「
毘
盧
遮
那
如
来
三
十
七
尊
曼
荼
羅
所
５１
」
や
こ
こ
に
引
か
れ
る
「
五
部
灌
頂
」
の
語
か
ら
金
剛
界
系
の
密
教
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
５２
。
当
然
、
薬
雋
の
時
代
に
は
、
胎
蔵
三
部
の
考
え
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
を
以
て
五
部
灌
頂
と
両
部
灌
頂
を
同
義
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
そ
の
理
由
と
し
て
、
最
澄
は
、『
顕
戒
論
』
５３
で
は
「
両
部
灌
頂
」
と
記
し
て
い
て
も
、『
越
州
録
』
で
は
「
五
部
灌
頂
」
と
表
記
し
、
こ
れ
ら
を
明
確
に
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
。
薬
雋
も
そ
れ
に
準
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
岩
崎
日
出
男
氏
は
、『
大
日
経
』
や
『
蘇
悉
地
経
』
の
訳
者
で
あ
る
善
無
畏
の
密
教
の
系
譜
の
相
承
は
、
灌
頂
儀
礼
を
伴
わ
な
い
密
教
の
付
法
伝
法
で
あ
っ
た
と
考
え
、
そ
れ
故
空
海
が
行
っ
た
胎
金
両
部
の
灌
頂
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
五
部
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
は
最
澄
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
５４
。
こ
の
意
見
を
首
肯
す
れ
ば
、
最
澄
在
世
時
に
は
、
胎
蔵
も
金
剛
界
も
五
部
と
見
做
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
薬
雋
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
れ
ば
、『
破
邪
弁
正
記
』
中
で
薬
雋
は
五
部
灌
頂
と
は
両
部
灌
頂
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
先
師
が
そ
れ
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
我
々
は
こ
う
し
た
岩
崎
氏
の
指
摘
等
を
そ
の
傍
証
の
一
に
留
め
て
お
く
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る
。 
ま
た
、『
破
邪
弁
正
記
』
に
お
い
て
、
最
澄
の
密
教
の
受
法
相
承
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
の
資
料
の
一
と
し
て
、
度
々
引
用
さ
れ
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
、
以
下
の
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。 
 
 
定
知
レ
処
已
至
二
其
白
月
一
日
平
旦
一
、
阿
闍
梨
与
二
諸
弟
子
一
香
湯
洗
浴
着
二
新
浄
衣
一
、
将
二
諸
香
華
一
至
二
其
処
所
一
、
其
阿
闍
梨
、
執
二
金
剛
杵
一
処
二
壇
地
心
一
、
面
レ
西
安
立
、
応
下
当
問
二
彼
諸
弟
子
一
言
上
。
汝
等
、
必
能
決
定
授
二
我
諸
仏
等
説
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
攝
大
乗
現
証
大
教
王
経
・
大
曼
荼
羅
瑜
伽
念
誦
法
一
。
不
レ
生
二
疑
惑
一
不
三
問
。
時
諸
弟
子
、
一
時
答
言
。
我
某
甲
等
、
於
二
諸
仏
等
説
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
攝
大
乗
現
証
大
教
王
経
・
大
曼
荼
羅
瑜
伽
念
誦
法
一
、
決
定
誠
信
不
レ
生
二
疑
惑
一
三
答
５５
。 
 
 
阿
闍
梨
、
手
把
二
香
炉
及
浄
水
等
一
、
用
二
成
弁
諸
事
真
言
印
一
其
浄
水
呪
三
七
遍
而
執
二
香
炉
一
、
曦
跪
焼
レ
香
、
啓
二
白
十
方
一
切
諸
仏
如
来
・
金
剛
界
五
部
一
切
如
来
・
十
方
一
切
金
剛
一
乗
一
切
如
来
・
真
実
攝
大
乗
現
証
大
教
王
大
曼
荼
羅
瑜
伽
念
誦
秘
密
法
蔵
・
十
六
大
菩
薩
・
四
波
羅
蜜
菩
薩
・
四
内
供
養
天
・
四
外
供
養
薩
埵
・
賢
劫
一
千
大
菩
薩
・
一
切
金
剛
・
諸
天
・
龍
神
及
與
一
切
冥
聖
業
道
・
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一
切
神
祇
・
十
二
大
神
・
諸
神
鬼
等
一
。
悉
誠
知
。
我
、
今
請
二
此
地
一
。
是
我
方
地
。
…
…
５６ 
 
前
の
文
は
「
問
答
」
の
箇
所
で
、
阿
闍
梨
と
弟
子
と
が
問
答
を
行
い
、
こ
の
灌
頂
で
の
教
え
は
諸
仏
等
が
説
く
教
え
で
あ
り
、
受
法
者
は
決
し
て
疑
い
を
持
つ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
確
認
を
行
う
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
金
剛
界
系
の
経
軌
の
名
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
。
後
の
文
は
「
啓
白
」
の
箇
所
で
、
こ
の
壇
法
を
修
す
る
阿
闍
梨
が
、「
成
弁
諸
事
真
言
印
」
を
用
い
て
浄
水
を
呪
し
、
香
炉
を
執
り
香
を
焼
き
、
こ
の
修
法
に
関
係
す
る
諸
仏
等
に
趣
旨
や
所
願
を
宣
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
金
剛
界
三
十
七
尊
に
関
連
す
る
諸
尊
の
一
部
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
引
文
で
あ
り
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
本
文
に
は
金
剛
界
系
に
相
当
す
る
こ
れ
ら
の
文
は
無
い
が
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
胎
蔵
系
の
書
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
の
金
剛
界
系
の
記
述
が
随
所
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
薬
雋
が
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
閲
覧
し
て
い
た
こ
と
は
、『
破
邪
弁
正
記
』
の
中
に
、「
検
二
祖
師
所
レ
製
両
部
灌
頂
行
事
鈔
文
一
。
両
界
秘
要
既
窮
二
源
底
一
５７
。」
と
み
ら
れ
る
一
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
胎
蔵
で
あ
っ
て
も
五
部
の
思
想
が（
薬
雋
に
よ
る
と
）最
澄
所
製
と
さ
れ
る
書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
薬
雋
は
五
部
灌
頂
を
両
部
と
同
義
と
見
做
し
た
と
推
察
で
き
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、
薬
雋
は
、
五
部
灌
頂
だ
け
で
は
な
く
、
先
の
十
七
の
批
判
中
の
３
・
７
・
９
・
１０
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
、「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
で
さ
え
も
両
部
灌
頂
の
印
信
と
見
做
し
て
い
る
。「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
は
、
安
然
が
『
八
家
秘
録
』
の
蘇
悉
地
部
に
三
種
悉
地
法
を
著
録
し
て
以
来
、
蘇
悉
地
法
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
し
か
し
、
薬
雋
は
『
広
智
阿
闍
梨
付
法
文
』
中
、
広
智
か
ら
徳
円
へ
の
付
法
文
に
、「
遮
那
三
密
開
二
於
両
部
一
５８
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
印
信
が
両
部
の
印
信
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
付
法
文
は
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
の
記
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
付
法
文
が
記
さ
れ
た
年
代
に
は
、
最
澄
が
順
曉
よ
り
受
法
し
た
密
教
は
両
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。 
 
以
上
の
こ
と
か
ら
、最
澄
自
身
は
五
部
灌
頂
と
両
部
灌
頂
を
区
別
し
て
用
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
澄
所
伝
の
密
教
は
両
部
で
あ
る
と
い
う
伝
統
を
継
承
し
た
薬
雋
は
、『
破
邪
弁
正
記
』
中
で
、
胎
蔵
系
と
い
え
ど
も
五
部
の
思
想
が
介
在
し
て
い
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
と
併
せ
て
両
部
伝
授
の
証
の
一
と
し
て
見
做
し
、
こ
れ
ら
の
書
を
順
曉
次
第
伝
授
の
作
法
書
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 
 
第
四
節 
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
年
次
に
つ
い
て 
 
『
破
邪
弁
正
記
』
中
で
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、「
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
」
と
称
さ
れ
、
胎
蔵
系
の
儀
軌
と
さ
れ
、「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
の
一
と
し
て
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
と
併
せ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
前
述
し
た
よ
う
に
、
薬
雋
は
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
「
大
師
親
製
」・「
祖
師
所
製
」
等
と
定
め
て
、
最
澄
の
撰
著
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
義
真
撰
と
さ
れ
る
「
先
大
師
随
身
録
」
な
る
も
の
に
、「
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
巻
上
叡
山
二
十
帋
巻
中
叡
山
十
六
帋
巻
下
叡
山
二
十
二
帋
５９
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
「
叡
山
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。
古
来
、「
叡
山
」
は
「
最
澄
撰
」
と
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
薬
雋
が
こ
の
目
録
か
ら
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
最
澄
所
製
と
認
識
し
た
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
短
絡
的
に
最
澄
撰
と
な
す
の
は
危
険
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
な
る
書
の
名
が
初
め
て
あ
ら
わ
れ
た
『
破
邪
弁
正
記
』
に
お
い
て
、
薬
雋
は
「
胎
蔵
灌
頂
七
日
行
事
鈔
」
乃
至
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
、
何
を
以
て
真
撰
と
し
た
の
か
そ
の
根
拠
を
探
索
す
る
。 
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『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
が
、
最
澄
の
撰
述
で
あ
る
な
ら
ば
、『
破
邪
弁
正
記
』
以
前
に
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
す
る
何
ら
か
の
情
報
が
何
処
か
に
存
し
た
は
ず
で
あ
る
。『
破
邪
弁
正
記
』
巻
上
に
は
「
大
師
、
親
製
二
両
部
灌
頂
行
事
鈔
等
十
有
余
巻
一
。
其
本
、
多
分
流
二
布
山
院
一
。
両
部
灌
頂
行
儀
委
悉
更
過
レ
此
乎
。
以
レ
是
、
応
レ
知
、
祖
師
所
伝
正
是
両
部
也
６０
。」
と
あ
り
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
が
す
で
に
比
叡
山
中
に
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
円
珍
の
私
録
で
あ
る
『
山
王
院
蔵
書
目
録
』
や
安
然
の
『
八
家
秘
録
』
等
の
台
密
祖
師
ら
の
目
録
類
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
実
を
考
え
る
と
、
そ
れ
以
降
に
著
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
。 
 
『
破
邪
弁
正
記
』
下
「
制
叙
問
答
決
疑
門
」
に
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
焦
点
を
当
て
た
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
記
者
、
私
云
。
設
二
彼
伏
難
一
。
叡
山
大
師
製
二
彼
両
部
灌
頂
行
事
鈔
等
一
者
、
応
下
是
従
二
於
高
野
大
師
一
得
レ
受
二
両
部
灌
頂
一
之
後
、
方
抄
中
記
之
上
。
何
得
レ
信
下
於
禀
二
承
順
曉
一
製
中
作
両
部
伝
法
灌
頂
之
儀
則
上
耶
。 
今
為
通
云
。
其
高
野
師
資
、
在
レ
前
已
決
断
。
全
無
二
其
理
一
。
何
労
二
会
釈
一
。
況
汝
所
レ
設
難
、
太
以
可
レ
咲
。
汝
之
所
レ
言
過
失
非
レ
一
。
所
謂
如
二
汝
説
一
者
、
大
師
、
於
二
彼
弘
仁
三
年
十
二
月
十
五
日
一
、
於
二
高
尾
寺
一
、
得
レ
沐
二
持
明
灌
頂
一
。
始
習
二
十
八
道
教
、
梵
字
一
難
レ
解
。
方
生
二
退
屈
一
、
於
レ
後
不
三
復
遂
二
其
学
業
一
云
云
。
既
許
三
纔
受
二
持
明
灌
頂
一
、
未
レ
受
二
大
部
伝
法
灌
頂
一
。
又
言
。
未
レ
畢
二
十
八
道
一
不
レ
伝
二
両
部
法
一
。
豈
応
三
自
不
二
伝
受
一
。
自
然
悟
解
、
方
製
二
両
部
灌
頂
儀
式
一
耶
。
汝
、
都
未
レ
検
二
彼
行
事
鈔
委
細
之
相
一
、
致
二
此
謬
難
一
也
是
一
。
又
、
於
二
顕
戒
論
等
処
処
之
文
一
、
明
了
見
三
彼
順
曉
闍
梨
伝
二
授
両
部
灌
頂
一
者
乎
是
二
。
又
、
若
猶
不
レ
信
二
彼
所
製
一
者
、
円
澄
・
広
智
授
二
於
両
部
灌
頂
一
如
何
。
故
知
、
大
師
所
レ
記
、
応
二
是
順
曉
付
法
之
流
一
。
不
レ
可
レ
言
二
是
高
野
之
伝
一
是
三
６１
。 
 
こ
れ
に
よ
る
と
、
記
す
る
者
、
私
に
云
く
、「
最
澄
が
両
部
灌
頂
行
事
鈔
等
を
製
し
た
」
と
い
う
の
は
、
順
曉
よ
り
稟
承
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
空
海
に
従
っ
て
両
部
灌
頂
を
受
け
得
た
こ
と
を
抄
記
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
薬
雋
は
三
つ
の
批
記
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
に
「
最
澄
は
、
弘
仁
三
年
十
二
月
十
五
日
に
、
高
雄
寺
に
お
い
て
、
持
明
灌
頂
を
受
法
し
た
も
の
の
、
十
八
道
の
修
法
や
、
梵
字
受
学
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
の
学
業
を
学
べ
な
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
仮
に
持
明
灌
頂
を
受
法
し
た
と
し
て
も
、
途
中
で
中
絶
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
大
部
の
伝
法
灌
頂
は
受
法
し
て
い
な
い
わ
け
で
、
ど
う
し
て
受
法
し
て
い
な
い
灌
頂
に
つ
い
て
そ
の
こ
と
を
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
二
に
『
顕
戒
論
』
に
、
両
部
を
順
曉
よ
り
受
法
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
に
円
澄
や
広
智
に
授
け
た
両
部
灌
頂
と
は
何
な
の
か
、
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
論
証
は
、『
破
邪
弁
正
記
』
中
に
幾
度
と
な
く
み
ら
れ
る
内
容
で
あ
り
、
薬
雋
の
検
討
内
容
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
批
す
る
こ
と
は
な
い
。 
 
「
記
者
」
と
い
う
表
現
は
、『
破
邪
弁
正
記
』
に
お
い
て
、
こ
の
箇
所
の
み
の
使
用
で
あ
り
、「
記
者
」
な
る
人
物
が
誰
を
指
す
の
か
定
か
で
は
な
い
。「
記
者
」
が
惠
什
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、
真
言
側
に
も
流
布
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、（
こ
の
作
法
書
は
薬
雋
も
述
べ
て
い
る
が
）『
大
日
経
』・『
大
日
経
疏
』・『
蘇
悉
地
経
』・『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
に
基
づ
い
た
七
日
作
壇
法
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
わ
か
る
。
作
法
の
ほ
と
ん
ど
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
に
依
る
も
の
で
、
い
わ
ば
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
に
他
の
胎
蔵
系
経
軌
が
付
随
し
て
い
る
書
で
あ
る
。『
大
日
経
』
に
基
づ
く
書
で
あ
る
な
ら
ば
ま
だ
し
も
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
基
づ
い
た
作
法
書
を
空
海
に
従
っ
て
受
法
し
た
灌
頂
で
あ
る
と
難
ず
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
す
る
と
、「
記
者
」
と
は
薬
雋
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 
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ま
た
、
薬
雋
は
「
汝
都
未
レ
検
二
彼
行
事
鈔
委
細
之
相
一
。
致
二
此
謬
難
一
也
」
と
、
惠
什
が
「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
を
全
く
調
べ
て
い
な
い
と
評
し
て
い
る
が
、
も
し
真
言
側
に
も
す
で
に
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
つ
い
て
何
ら
か
の
疑
難
が
あ
っ
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
こ
の
問
答
に
お
い
て
、「
記
者
」
と
は
薬
雋
自
身
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
薬
雋
は
自
問
自
答
形
を
と
っ
て
論
を
進
め
て
い
る
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
名
が
初
め
て
あ
ら
わ
れ
た
の
が
『
破
邪
弁
正
記
』
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
成
立
に
薬
雋
の
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
は
と
見
做
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
薬
雋
が
関
与
し
た
と
す
れ
ば
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
中
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
由
来
の
作
法
が
導
入
さ
れ
た
意
図
が
理
解
で
き
な
い
。
薬
雋
が
『
破
邪
弁
正
記
』
を
撰
著
す
る
以
前
に
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
関
連
す
る
何
ら
か
の
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 
大
原
の
長
宴
（
一
〇
一
六
―
一
〇
八
一
）
が
池
上
皇
慶
（
九
七
七
―
一
〇
四
九
）
か
ら
伝
承
さ
れ
た
台
密
の
口
決
集
で
あ
る
『
四
十
帖
決
』
に
そ
れ
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
問
答
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
 
問
。
金
剛
頂
経
有
二
七
日
作
壇
法
一
耶
。 
答
。
不
レ
説
レ
之
。
但
、
用
二
七
日
作
法
一
、
准
二
胎
蔵
一
用
耳
６２
。 
 
『
金
剛
頂
経
』
に
七
日
作
壇
法
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、『
金
剛
頂
経
』
で
は
こ
れ
は
説
か
ず
、
七
日
作
法
を
用
い
る
と
は
、
胎
蔵
に
准
じ
て
用
い
る
の
み
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
長
宴
も
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 
 
 
私
案
レ
之
、
掘
レ
地
、
治
レ
地
、
塗
拭
等
事
、
全
如
二
台
（
マ
マ
）
蔵
一
。
而
七
日
作
法
、
金
界
不
レ
説
レ
之
６３
。 
 
皇
慶
の
決
と
同
様
に
金
剛
界
系
経
典
に
は
七
日
作
法
は
説
か
な
い
と
述
し
て
い
る
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
対
の
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
に
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
抄
』
と
同
様
、
七
日
に
区
切
っ
た
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
。『
金
剛
界
灌
頂
行
事
抄
』
は
、『
略
出
経
』
や
『
三
摩
地
法
』
等
の
金
剛
界
系
経
典
に
依
っ
た
作
法
書
と
さ
れ
る
が
、
現
存
の
金
剛
界
系
経
典
の
中
に
、
七
日
に
区
切
ら
れ
る
作
法
は
確
認
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
に
は
、
皇
慶
・
長
宴
の
主
張
と
は
意
に
反
す
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
し
『
四
十
帖
決
』
を
ま
と
め
る
段
階
に
お
い
て
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
な
る
書
が
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
山
門
に
も
流
布
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
本
書
に
つ
い
て
何
ら
か
の
説
明
が
『
四
十
帖
決
』
の
中
で
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
（
金
剛
界
系
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
日
作
壇
法
が
説
か
れ
て
い
る
）『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
に
関
す
る
か
か
る
素
朴
な
疑
義
の
も
と
に
こ
の
問
い
が
な
さ
れ
た
と
仮
定
し
て
も
、『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
の
撰
者
と
さ
れ
る
最
澄
の
名
は
何
処
に
も
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』
を
最
澄
撰
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。 
 
し
か
し
、『
四
十
帖
決
』
に
み
ら
れ
る
主
張
を
尊
重
す
れ
ば
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
み
ら
れ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
引
用
に
、
な
ぜ
金
剛
界
系
の
諸
尊
等
を
配
し
た
の
か
な
お
一
層
の
疑
義
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。 
 
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
金
剛
界
系
と
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
資
料
と
し
て
、
ま
ず
最
澄
撰
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
所
収
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
み
え
る
「
金
剛
道
場
大
牟
尼
尊
」
か
ら
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
訳
者
で
あ
る
阿
地
瞿
多
に
続
く
血
脈
が
当
然
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
６４
。『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
「
金
剛
大
道
場
経
」
の
抄
訳
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
金
剛
道
場
大
牟
尼
尊
」
か
ら
法
脈
が
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
金
剛
」
と
い
う
字
を
冠
し
て
い
る
た
め
、
金
剛
界
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
量
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
澄
は
当
時
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
金
剛
界
系
の
経
軌
に
関
連
づ
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け
て
い
た
と
は
考
え
た
と
は
言
い
難
い
。も
し
、『
陀
羅
尼
集
経
』が
金
剛
界
系
と
結
び
つ
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
訳
者
た
る
阿
地
瞿
多
を
金
剛
界
の
血
脈
に
加
え
た
は
ず
で
あ
る
が
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
そ
の
名
を
列
ね
て
い
る
。『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
は
、
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
に
撰
述
さ
れ
、
翌
年
に
『
顕
戒
論
』
と
と
も
に
朝
廷
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
空
海
に
よ
る
高
雄
灌
頂
の
後
に
撰
述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
空
海
は
、『
三
学
録
』
に
お
い
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
雑
部
に
分
類
し
て
い
る
た
め
、「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
が
空
海
に
則
っ
て
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
澄
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
雑
部
の
経
典
で
あ
る
と
意
識
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
６５
。 
 
次
に
、
安
然
の
『
教
時
問
答
』（『
真
言
宗
教
時
義
』）
四
を
挙
げ
る
。 
 
 
謂
、
陀
羅
尼
集
経
是
出
二
金
剛
大
道
場
経
一
、
大
明
呪
蔵
之
少
分
。
故
可
レ
言
二
金
剛
界
法
一
。
然
、
其
経
中
明
二
十
八
道
一
、
可
レ
言
二
蘇
悉
地
法
一
。
今
、
以
三
行
法
相
二
渉
両
界
一
、
分
為
二
一
蔵
一
６６
。 
こ
こ
で
安
然
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
金
剛
大
道
場
経
な
る
も
の
よ
り
出
づ
る
大
明
呪
蔵
の
少
分
で
あ
る
か
ら
、（
金
剛
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
）
金
剛
界
法
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、『
陀
羅
尼
集
経
』
中
に
は
安
然
自
身
が
蘇
悉
地
法
の
紀
綱
と
な
す
と
す
る
十
八
道
が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
経
典
に
み
え
る
修
法
は
蘇
悉
地
法
で
あ
る
と
し
、そ
の
行
法
は
胎
金
両
部
に
渉
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。最
澄
以
後
、
安
然
に
至
る
ま
で
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
書
は
一
つ
も
な
い
が
、
こ
の
記
述
か
ら
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
金
剛
界
法
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
か
の
如
く
み
て
と
れ
る
。
安
然
に
と
っ
て
は
、
蘇
悉
地
法
と
並
べ
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
み
え
る
行
儀
は
両
部
の
成
就
に
不
可
欠
な
経
典
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、『
八
家
秘
録
』
中
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
「
蘇
悉
地
灌
頂
本
経
法
６７
」
や
「
蘇
悉
地
同
類
法
６８
」
に
収
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
安
然
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
金
剛
界
系
な
い
し
両
部
に
渉
る
経
典
と
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
薬
雋
も
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
つ
い
て
、
最
澄
が
『
越
州
録
』
以
外
に
も
『
見
定
録
』
や
『
随
身
録
』
に
密
教
に
関
す
る
典
籍
を
伝
受
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
箇
所
に
お
い
て
「
大
日
経
・
略
出
経
・
陀
羅
尼
集
経
等
、
従
レ
本
編
入
二
開
元
・
貞
元
入
蔵
録
中
一
載
見
定
録
第
一
巻
中
故
雖
二
請
来
一
不
レ
出
レ
名
也
６９
。」
と
、『
大
日
経
』・『
略
出
経
』・『
陀
羅
尼
集
経
』
等
は
、
『
開
元
録
』
や
『
貞
元
録
』
に
す
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
請
来
し
て
い
て
も
名
を
出
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
、『
大
日
経
』
や
『
略
出
経
』
と
並
べ
て
『
蘇
悉
地
経
』
で
は
な
く
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
名
を
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
薬
雋
は
、
ま
さ
に
『
教
時
問
答
』
に
あ
る
よ
う
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
両
部
に
渉
る
経
典
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
つ
ま
り
、安
然
以
降
、『
陀
羅
尼
集
経
』は
両
部
に
渉
る
経
典
と
し
て
認
識
さ
れ
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
『
四
十
帖
決
』
か
ら
も
う
か
が
え
る
。 
 
 
 
 
両
部
并
集
経 
永
承
三
年
三
月
下
旬
説 
胎
蔵
金
剛
界
、
唯
約
二
自
行
一
修
二
行
理
智
因
果
一
也
。
陀
羅
尼
集
説
、
化
他
方
便
耳
云
云
７０
。 
 
こ
こ
で
も
、
両
部
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
が
並
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
安
然
の
説
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
第
三
章
で
述
べ
た
が
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
は
、「
依
二
軍
荼
利
部
結
界
・
蘇
悉
地
五
衛
結
界
・
胎
蔵
曼
荼
羅
一
云
７１
。」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。「
軍
荼
利
部
結
界
」
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
等
に
説
か
れ
る
作
法
の
一
で
あ
り
７２
、「
蘇
悉
地
五
衛
結
界
」
と
は
、『
蘇
悉
地
経
』
下
「
供
養
品
」
に
説
か
れ
る
五
種
の
護
衛
結
界
法
で
あ
る
。
十
八
道
と
直
接
関
係
す
る
「
蘇
悉
地
五
衛
結
界
」（
特
に
金
剛
墻
・
金
剛
橛
）
と
並
べ
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
配
し
て
い
る
点
は
、
ま
さ
に
『
教
時
問
答
』
に
み
え
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
理
解
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
る
。 
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第
五
節 
結
言 
  
以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
特
に
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
は
、『
破
邪
弁
正
記
』
の
精
査
お
よ
び
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
取
り
扱
わ
れ
方
か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も
安
然
以
降
で
あ
っ
た
と
推
察
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
一
方
、
最
澄
は
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
訳
者
で
あ
る
阿
地
瞿
多
を
列
ね
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
後
世
に
お
け
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
の
暗
示
と
も
と
れ
る
。 
 
《
註
》 
１
『
破
邪
弁
正
記
』
二
巻
に
は
、
い
く
つ
か
の
諸
本
が
存
す
る
。『
渋
谷
目
録
』
に
よ
る
と
、 
① 
天
全
所
収 
二
巻
（
底
本
、
伊
勢
西
来
寺
竹
円
房
蔵
写
本
。
対
校
本
、
東
京
天
王
寺
福
田
堯
頴
師
蔵
写
本
。 
② 
日
光
天
海
蔵 
二
巻
、
平
安
末
期
写
本
。 
③ 
生
源
寺
蔵 
一
巻
（
巻
上
）、
写
本
。 
④ 
無
動
寺
蔵 
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
真
超
写
。 
⑤ 
曼
殊
院
蔵 
二
巻
一
冊
、
徳
川
末
期
写
本
。 
⑥ 
菊
岡
師
所
蔵 
二
巻
一
冊
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
写
本
。 
以
上
六
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
論
で
は
『
天
台
宗
全
書
』
巻
七
所
収
『
破
邪
弁
正
記
』
を
中
心
に
論
じ
て
い
く
。 
２
『
続
天
台
宗
全
書
目
録
解
題
』
五
八
頁
上
～
五
九
頁
上
参
照
。 
３
時
に
天
仁
二
年
己
丑
臘
月
黒
半
九
日
申
午
、
延
暦
寺
天
台
宗
兼
学
真
言
・
止
観
両
業
末
葉
、
根
本
正
法
蔵
唐
院
真
言
蔵
下
司
、
釈
薬
雋
、
謹
ん
で
此
の
記
を
疏
す
。（『
天
全
』
七
・
一
八
九
頁
下
。） 
４
東
寺
中
古
学
者
惠
什
阿
闍
梨
、
頻
り
に
疑
難
を
加
う
。
山
門
の
真
源
法
橋
、
破
邪
弁
正
記
中
に
て
聊
か
会
通
を
述
す
と
雖
も
、
更
に
以
て
理
に
叶
わ
ず
。（
仏
乗
院
蔵
『
玉
印
抄
』
二
・
十
三
丁
右
。） 
５
仁
和
寺
惠
什
阿
闍
梨
、
伝
教
大
師
の
御
相
承
血
脈
譜
を
疑
い
難
ず
。
松
養
坊
真
源
法
橋
、
彼
の
難
を
救
わ
ん
が
為
に
破
邪
弁
正
記
二
巻
を
製
し
了
ん
ぬ
。（
仏
乗
院
蔵
『
玉
印
抄
』
十
・
六
丁
左
。） 
６
『
續
天
全
』、
神
道
１
・
四
四
七
頁
下
～
四
四
八
頁
上
。 
７
『
續
天
全
』、
神
道
１
・
四
四
七
頁
下
～
四
四
八
頁
上
。 
８
他
に
同
取
意
の
伝
記
に
、『
日
吉
山
王
利
生
記
』
七
が
挙
げ
ら
れ
る
（『
續
群
書
類
従
』
二
下
・
六
八
九
頁
下
～
六
九
〇
頁
上
）。 
９
古
に
、
東
寺
法
師
最
朝
と
云
う
者
、
根
本
大
師
を
破
し
奉
ら
ん
が
為
に
、
忝
く
も
此
の
実
名
を
付
す
。
悪
言
を
構
え
て
云
く
。
伝
教
大
師
、
只
だ
三
種
悉
地
計
り
を
伝
え
て
未
だ
両
部
灌
頂
を
受
け
ざ
る
べ
し
。
弘
法
大
師
に
遇
い
奉
り
て
両
部
灌
頂
を
受
く
。
…
（
中
略
）
…
故
に
勝
陽
坊
真
源
、
此
の
事
を
聞
き
顕
宗
を
捨
て
密
宗
に
入
り
、
稽
古
す
る
こ
と
三
箇
年
し
て
、
山
門
此
く
の
如
き
の
事
を
聞
き
て
、
既
に
奏
聞
に
及
び
最
朝
の
罪
科
を
被
ら
ん
。
委
く
は
破
邪
弁
正
記
の
如
し
（『
大
正
』
七
〇
・
四
八
頁
中
。） 
１０
『
仏
全
』
一
・
一
四
九
頁
上
。 
１１
『
仏
全
』
二
・
二
一
六
頁
上
。 
１２
『
破
邪
弁
正
記
』
上
「
叡
山
大
師
徳
行
巨
多
。
今
略
抽
レ
要
粗
過
二
五
十
一
（
彼
大
師
徳
具
載
二
別
巻
一
。
此
中
雖
レ
要
恐
レ
繁
且
止
）。」（『
天
全
』
七
・
一
九
二
頁
上
。） 
１３
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
六
「
諸
宗
派
系
譜
」
三
四
頁
参
照
。 
１４
真
源
に
つ
い
て
は
、
野
本
覚
成
「
密
教
の
血
脈
相
承
の
論
争
～
『
密
教
伝
来
脈
譜
正
訛
勘
決
』
杲
宝
撰
一
巻
を
中
心
に
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～
」（『
四
天
王
寺
』
五
二
八
号
、
一
九
八
五
）
で
は
、
薬
雋
と
別
人
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
杉
智
英
「
真
源
撰
『
往
生
要
集
裏
書
』
に
つ
い
て
」（『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
二
〇
〇
六(
一)
、
二
〇
〇
六
）
に
お
い
て
も
同
一
人
物
で
あ
る
か
立
証
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
１５
『
天
全
』
七
・
一
九
三
頁
上
～
二
〇
二
頁
上
。 
１６
『
天
全
』
七
・
一
九
五
頁
上
～
二
〇
九
頁
上
、
同
・
二
二
四
頁
上
～
下
、
二
二
七
頁
上
～
二
二
八
頁
上
、
二
三
二
頁
上
、
二
三
六
頁
上
～
下
。 
１７
『
天
全
』
七
・
二
一
一
頁
下
～
二
二
三
頁
下
。 
１８
破
邪
弁
正
記
』
に
関
す
る
研
究
を
列
ね
る
と
、
木
内
堯
央
『
天
台
密
教
の
形
成
』（
渓
水
社
、
一
九
八
四
）、
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）
で
は
、
本
書
と
『
天
台
霞
標
』
と
に
引
用
さ
れ
る
光
定
撰
『
相
承
血
脈
』
や
広
智
・
徳
円
の
印
信
に
つ
い
て
の
知
見
が
述
べ
ら
れ
る
。
野
本
覚
成
『
密
教
の
血
脈
相
承
の
論
争
～
『
密
教
伝
来
脈
譜
正
訛
勘
決
』
杲
宝
撰
一
巻
を
中
心
に
～
』（『
四
天
王
寺
』
五
二
八
号
、
一
九
八
五
）
で
は
、「
海
雲
記
」
と
「
造
玄
記
」
に
関
す
る
一
考
に
本
書
が
引
用
さ
れ
る
。
福
井
康
順
「『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
新
義
（
承
前
）」（『
天
台
学
報
』
三
〇
、
一
九
八
七
）、
蓑
輪
顕
量
「
光
定
と
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
八
、
一
九
九
〇
）
で
は
血
脈
譜
と
光
定
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』（
創
文
社
、
一
九
九
四
）
で
は
、
三
種
悉
知
真
言
が
蘇
悉
地
真
言
と
さ
れ
た
年
代
の
推
定
に
本
書
を
引
用
し
て
い
る
。 
１９
『
伝
全
』
一
・
三
五
頁
。 
２０
『
天
全
』
七
・
一
九
五
頁
上
～
下
。 
２１
『
大
正
』
五
五
・
一
〇
五
九
頁
下
～
一
〇
六
〇
頁
上
。 
２２
『
天
全
』
七
・
一
九
六
頁
上
～
下
。 
２３
『
伝
全
』
五
付
・
一
九
頁
。 
２４
『
天
全
』
七
・
一
九
七
頁
下
。 
２５
『
天
全
』
七
・
一
九
八
頁
上
。 
２６
『
天
全
』
七
・
一
九
八
頁
下
。 
２７
『
天
台
霞
標
』（『
仏
全
』
一
二
五
・
一
五
八
頁
上
）
に
同
内
容
の
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
２８
『
天
台
霞
標
』（『
仏
全
』
一
二
五
・
一
六
〇
頁
上
～
下
）
所
収
『
相
承
血
脈
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。 
２９
『
天
全
』
七
・
二
〇
〇
頁
上
。 
３０
『
日
蔵
』
四
一
・
一
四
五
頁
上
～
下
。 
３１
『
天
全
』
七
・
二
〇
〇
頁
下
。 
３２
『
續
天
全
』、
史
伝
２
・
六
〇
頁
下
。 
３３
『
天
全
』
七
・
二
〇
〇
頁
下
。 
３４
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』（『
伝
全
』
一
・
二
三
七
頁
～
二
四
四
頁
）
か
。 
３５
『
天
全
』
七
・
二
〇
〇
頁
下
～
二
〇
一
頁
上
。 
３６
『
天
全
』
七
・
二
〇
一
頁
下
。 
３７
『
天
全
』
七
・
二
〇
二
頁
上
。 
３８
『
天
全
』
七
・
二
〇
四
頁
上
～
下
。 
３９
『
伝
全
』
一
・
二
三
七
頁
～
二
四
四
頁
。 
４０
『
天
全
』
七
・
二
〇
五
頁
上
～
二
〇
六
頁
上
。 
４１
『
天
全
』
七
・
二
二
四
頁
下
。 
４２
『
天
全
』
七
・
二
二
四
頁
下
。 
４３
『
天
全
』
七
・
一
九
九
頁
上
～
二
〇
〇
頁
上
。 
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４４
『
天
全
』
七
・
二
三
二
頁
上
。 
４５
『
天
全
』
七
・
二
三
六
頁
上
～
下
。 
４６
例
え
ば
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
つ
い
て
、
三
﨑
博
士
は
、
最
澄
は
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
十
一
月
と
十
二
月
に
金
・
胎
の
結
縁
灌
頂
を
空
海
か
ら
受
け
る
こ
と
で
、
初
め
て
金
胎
別
授
の
灌
頂
の
こ
と
と
、
両
部
の
密
教
の
綱
格
と
を
知
っ
た
の
で
、
そ
の
故
に
順
曉
か
ら
の
付
法
を
両
部
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
法
の
血
脈
を
作
っ
た
と
評
し
て
い
る
（
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』（
創
文
社
、
一
九
九
四
）
九
五
頁
）。
ま
た
、
水
上
博
士
は
、
光
定
の
『
相
承
血
脈
』
に
は
光
定
等
が
後
で
得
た
で
あ
ろ
う
密
教
の
知
識
に
基
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
や
、
あ
る
い
は
や
や
錯
雑
し
た
信
憑
性
に
欠
け
る
記
述
が
み
ら
れ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）
三
六
九
頁
）。
他
に
も
疑
義
を
生
ず
る
箇
所
が
多
々
存
す
る
。 
４７
箴
喩
し
て
曰
く
。
大
師
越
府
表
啓
の
状
、
既
に
順
曉
和
上
の
所
に
詣
で
り
、
五
部
灌
頂
に
引
入
し
、
現
に
真
言
法
を
授
く
る
こ
と
蒙
る
と
云
う
。
焉
ん
ぞ
全
く
灌
頂
を
受
け
ざ
る
と
云
う
や
。
亦
た
五
部
灌
頂
と
云
う
こ
と
、
豈
に
両
部
大
法
に
非
ず
や
。
汝
が
祖
師
の
如
き
進
官
録
に
両
部
灌
頂
を
出
だ
す
。
亦
た
五
部
灌
頂
の
言
を
注
す
。
鄭
審
則
の
判
、
遣
唐
使
の
署
、
既
に
明
鏡
た
り
。
疑
い
を
生
ず
べ
か
ら
ず
。
汝
、
之
を
見
乍
ら
何
ぞ
覚
知
せ
ざ
る
や
。 
天
台
法
華
宗
発
願
文
に
云
く
叡
山
大
師
撰
。 
四
月
十
一
日
、
越
州
城
を
歴
て
龍
興
の
寺
順
曉
和
上
の
邊
に
向
か
い
、
五
部
灌
頂
を
稟
け
、
兼
ね
て
真
言
教
を
写
す
、
と
云
云
。 
箴
喩
し
て
曰
く
。
五
部
灌
頂
の
言
は
、
此
中
に
亦
た
分
明
な
り
。（『
天
全
』
七
・
一
九
六
頁
下
。） 
４８
『
大
正
』
五
五
・
一
〇
五
九
頁
下
～
一
〇
六
〇
頁
上
。 
４９
大
師
、
越
府
に
在
り
て
順
曉
闍
梨
に
遇
い
、
五
部
の
灌
頂
を
受
け
、
三
密
教
法
を
伝
え
る
。（『
天
全
』
七
・
一
九
一
頁
上
。） 
５０
叡
山
本
師
、
順
曉
闍
梨
に
随
い
て
、
両
部
の
灌
頂
を
伝
受
し
、
三
密
の
教
法
を
習
学
す
。（
天
全
七
・
二
二
四
頁
下
。） 
５１
『
伝
全
』
一
・
二
七
九
頁
。 
５２
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
十
一
頁
（
創
文
社
、
一
九
九
四
）、
大
久
保
良
峻
『
天
台
学
探
尋
』
六
八
頁
～
六
九
頁
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
）
等
。 
５３
『
伝
全
』
一
・
三
五
頁
。 
５４
岩
崎
日
出
男
「
順
曉
か
ら
最
澄
へ
の
密
教
授
法
に
つ
い
て
―
入
唐
時
、
唐
土
に
お
け
る
密
教
伝
播
の
状
況
か
ら
み
た
そ
の
内
容
と
問
題
点
―
」（
大
久
保
良
峻
教
授
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
『
天
台
・
真
言
諸
宗
論
攷
』、
二
〇
一
五
）
二
一
八
頁
～
二
二
二
頁
。 
５５
定
ん
で
処
を
知
り
已
て
其
れ
白
月
一
日
の
平
旦
に
至
り
、
阿
闍
梨
と
諸
弟
子
と
香
湯
も
て
洗
浴
し
新
浄
衣
を
着
し
、
諸
の
香
華
を
将
て
其
の
処
所
に
至
り
、
其
の
阿
闍
梨
は
、
金
剛
杵
を
執
り
て
壇
地
の
心
に
処
き
、
西
に
面
し
て
安
立
し
、
応
当
に
彼
の
諸
の
弟
子
に
問
い
て
言
う
べ
し
。
汝
等
、
必
ず
能
く
決
定
し
て
我
が
諸
仏
等
の
説
き
た
ま
え
る
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
攝
大
乗
現
証
大
教
王
経
・
大
曼
荼
羅
瑜
伽
念
誦
法
を
授
く
。
疑
惑
を
生
ぜ
ざ
る
や
不
や
三
問
。
時
に
諸
の
弟
子
は
、
一
時
に
答
え
て
言
く
。
我
某
甲
等
は
、
諸
仏
等
の
説
き
た
ま
え
る
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
攝
大
乗
現
証
大
教
王
経
・
大
曼
荼
羅
瑜
伽
念
誦
法
に
於
い
て
、
決
定
し
て
誠
信
し
て
疑
惑
を
生
ぜ
ざ
ら
ん
。（『
伝
全
』
四
・
三
九
九
～
四
〇
〇
頁
。） 
５６
阿
闍
梨
は
、
手
に
香
炉
及
び
浄
水
等
を
把
り
、
成
弁
諸
事
の
真
言
印
を
用
い
て
其
の
浄
水
を
呪
す
る
こ
と
三
七
遍
し
て
香
炉
を
執
り
、
曦
跪
し
て
香
を
焼
き
、
十
方
一
切
の
諸
仏
如
来
・
金
剛
界
五
部
一
切
如
来
・
十
方
一
切
金
剛
一
乗
一
切
如
来
・
真
実
攝
大
乗
現
証
大
教
王
大
曼
荼
羅
瑜
伽
念
誦
秘
密
法
蔵
・
十
六
大
菩
薩
・
四
波
羅
蜜
菩
薩
・
四
内
供
養
天
・
四
外
供
養
薩
埵
・
賢
劫
一
千
大
菩
薩
・
一
切
金
剛
・
諸
天
・
龍
神
及
與
一
切
冥
聖
業
道
・
一
切
神
祇
・
十
二
大
神
・
諸
神
鬼
等
に
啓
白
す
。
悉
く
誠
知
し
た
ま
え
。
我
は
、
今
此
の
地
を
請
う
。
是
れ
我
が
方
地
な
り
。
…
…
（『
伝
全
』
四
・
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四
〇
〇
頁
。） 
５７
祖
師
の
製
す
る
所
の
両
部
灌
頂
行
事
鈔
の
文
を
検
む
る
に
、
両
界
の
秘
要
は
既
に
源
底
を
窮
む
。（『
天
全
』
七
・
二
二
四
頁
下
。） 
５８
『
日
蔵
』
四
一
・
一
四
五
下
。 
５９
『
天
全
』
七
・
一
九
八
頁
上
。 
６０
大
師
は
、
親
し
く
両
部
灌
頂
行
事
鈔
等
十
有
余
巻
を
製
す
。
其
の
本
は
、
多
く
分
か
た
れ
て
山
院
に
流
布
す
。
両
部
灌
頂
の
行
儀
（
が
）
委
悉
な
る
こ
と
更
に
此
れ
に
過
ぎ
ん
や
。
是
を
以
て
、
応
に
知
る
べ
し
、
祖
師
の
所
伝
は
正
し
く
是
れ
両
部
な
り
、
と
。（『
天
全
』
七
・
一
九
八
頁
上
。） 
６１
記
す
る
者
、
私
に
云
く
。
彼
の
伏
難
を
設
く
。
叡
山
大
師
が
両
部
灌
頂
行
事
鈔
等
を
製
す
と
は
、
応
に
是
れ
高
野
大
師
に
従
っ
て
両
部
灌
頂
を
受
く
る
こ
と
を
得
る
の
後
に
、
方
に
之
を
抄
記
す
べ
し
。
何
ん
ぞ
順
曉
に
稟
承
し
て
両
部
伝
法
灌
頂
の
儀
則
を
製
作
す
と
信
ず
る
こ
と
を
得
ん
や
。 
今
為
め
に
通
じ
て
云
く
。
其
れ
高
野
の
師
資
は
、
前
き
に
在
て
已
に
決
断
す
。
全
く
其
の
理
無
し
。
何
ぞ
会
釈
を
労
せ
ん
。
況
や
汝
が
設
く
る
所
の
難
、
太
だ
以
て
咲
き
つ
べ
し
。
汝
の
言
う
所
の
過
失
は
一
に
非
ず
。
所
謂
汝
が
説
の
如
く
ん
ば
、
大
師
、
彼
の
弘
仁
三
年
十
二
月
十
五
日
に
於
い
て
、
高
尾
寺
に
於
い
て
、
持
明
灌
頂
に
沐
す
る
こ
と
を
得
。
始
め
十
八
道
の
教
、
梵
字
を
習
う
も
解
し
難
し
。
方
に
退
屈
を
生
じ
、
後
に
於
い
て
復
た
其
の
学
業
を
遂
げ
ず
云
云
。
既
に
纔
に
持
明
灌
頂
を
受
く
る
こ
と
を
許
す
も
、
未
だ
大
部
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
ず
。
又
言
く
。
未
だ
十
八
道
を
畢
ら
ず
両
部
の
法
を
伝
え
ず
。
豈
に
応
に
自
ら
伝
授
せ
ざ
る
べ
し
や
。
自
然
に
悟
解
し
、
方
に
両
部
灌
頂
の
儀
式
を
製
せ
ん
や
。
汝
、
都
て
未
だ
彼
の
行
事
鈔
の
委
細
の
相
を
検
め
ず
、
此
の
謬
難
を
致
す
是
一
。
又
、
顕
戒
論
等
の
処
処
の
文
に
於
い
て
、
明
了
に
彼
の
順
曉
闍
梨
よ
り
両
部
灌
頂
を
伝
授
す
る
こ
と
を
見
る
者
を
や
是
二
。
又
、
若
し
猶
お
彼
の
所
製
を
信
ぜ
ざ
ら
ん
は
、
円
澄
・
広
智
に
両
部
の
灌
頂
を
授
く
る
は
如
何
。
故
に
知
ん
ぬ
、
大
師
の
記
す
る
所
は
、
応
に
是
れ
順
曉
付
法
の
流
な
る
べ
し
。
是
れ
高
野
の
伝
と
言
う
べ
か
ら
ず
是
三
。（『
天
全
』
七
・
二
三
六
頁
上
～
下
。） 
６２
問
う
。
金
剛
頂
経
に
七
日
作
壇
法
有
り
や
。 
 
答
う
。
之
を
説
か
ず
。
但
し
、
七
日
作
法
を
用
い
る
こ
と
、
胎
蔵
に
准
じ
て
用
い
る
の
み
。（『
大
正
』
七
五
・
八
六
四
頁
下
。） 
６３
私
之
を
案
ず
る
に
、
地
を
掘
り
、
地
を
治
し
、
塗
拭
等
の
事
、
全
く
台
蔵
の
如
し
。
而
も
七
日
作
法
は
、
金
界
に
之
を
説
か
ず
。（『
大
正
』
七
五
・
八
六
四
頁
下
。） 
６４
『
伝
全
』
一
・
二
四
四
～
二
四
七
頁
。 
６５
『
仏
全
』
二
・
三
〇
七
頁
上
。
た
だ
し
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
み
え
る
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
の
同
本
異
訳
で
あ
る
不
空
訳
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
は
金
剛
界
系
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
単
に
不
空
訳
を
金
剛
界
系
に
収
め
た
だ
け
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 
６６
謂
く
、
陀
羅
尼
集
経
は
是
れ
金
剛
大
道
場
経
に
出
づ
る
、
大
明
呪
蔵
の
少
分
な
り
。
故
に
金
剛
界
法
と
言
う
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
其
の
経
中
に
十
八
道
を
明
か
し
、
蘇
悉
地
法
と
言
う
べ
し
。
今
、
行
法
は
両
界
に
相
渉
す
る
を
以
て
、
分
か
ち
て
一
蔵
と
為
す
。（『
大
正
』
七
五
・
四
四
一
頁
上
。） 
６７
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
四
頁
中
。 
６８
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
六
頁
下
。 
６９
大
日
経
・
略
出
経
・
陀
羅
尼
集
経
等
、
本
従
り
編
じ
て
開
元
・
貞
元
入
蔵
の
録
中
に
入
れ
り
。
見
定
録
第
一
巻
中
に
載
せ
り
故
に
請
来
す
と
雖
も
名
を
出
さ
ず
。（『
天
全
』
七
・
二
〇
九
頁
上
。） 
７０
両
部
并
集
経 
 
胎
蔵
金
剛
界
、
唯
だ
自
行
に
約
し
て
理
智
因
果
を
修
行
す
。
陀
羅
尼
集
の
説
は
、
化
他
の
方
便
な
る
の
み
云
云
。（『
大
正
』
七
五
・
八
七
五
頁
下
。） 
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７１
軍
荼
利
部
結
界
・
蘇
悉
地
五
衛
結
界
・
胎
蔵
曼
荼
羅
に
依
る
と
云
う
。（『
伝
全
』
四
・
四
〇
一
頁
。） 
７２
『
大
正
』
十
八
・
七
九
三
頁
上
、
同
・
八
一
〇
頁
上
～
八
一
一
頁
上
、
同
・
八
五
一
頁
下
～
八
六
〇
頁
中
。
同
・
八
八
六
頁
上
～
中
等
。 
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第
五
章 
台
密
に
お
け
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
に
つ
い
て
―
『
息
心
抄
』
を
中
心
に
― 
  
第
一
節 
序
言 
  
『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
台
密
に
お
い
て
、
最
澄
が
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
、
金
剛
道
場
大
牟
尼
尊
か
ら
始
ま
る
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
本
経
の
訳
者
で
あ
る
阿
地
瞿
多
の
系
譜
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
始
ま
り
、
後
に
安
然
が
『
八
家
秘
録
』
や
『
教
時
問
答
』
に
お
い
て
こ
の
経
典
を
採
り
上
げ
た
こ
と
等
か
ら
、
そ
の
後
の
台
密
事
相
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
、
重
要
な
経
典
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
然
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
お
け
る
修
法
に
関
す
る
具
体
的
な
記
録
を
遺
し
て
い
な
い
。 
 
ま
た
、『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
従
来
最
澄
撰
と
さ
れ
た
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
に
、
そ
の
修
法
が
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
章
ま
で
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、
最
澄
の
撰
著
と
す
る
に
は
疑
わ
し
く
、
少
な
く
と
も
安
然
以
降
に
撰
述
さ
れ
た
書
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
安
然
以
降
の
撰
著
か
ど
う
か
、
よ
り
詳
細
に
解
明
す
る
に
は
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
過
程
の
追
跡
が
必
要
と
考
え
、
そ
の
基
と
な
っ
た
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。 
か
か
る
観
点
か
ら
、
本
章
で
は
、
台
密
に
お
い
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
由
来
す
る
何
ら
か
の
修
法
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
に
着
目
し
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
訳
者
と
そ
の
周
辺
、
そ
し
て
、
日
本
に
お
け
る
依
用
を
奈
良
時
代
か
ら
み
て
い
き
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
年
代
を
類
推
す
る
有
力
な
根
拠
と
成
り
得
る
よ
う
な
件
の
資
料
を
精
査
し
、
そ
の
考
究
を
試
み
た
。 
 
第
二
節 
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
つ
い
て 
  
第
一
項 
経
典
の
構
成 
  
『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
唐
永
徽
四
～
五
年
（
六
五
三
～
六
五
四
）
に
阿
地
瞿
多
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
経
典
で
、
全
十
二
巻
で
、
諸
々
の
仏
等
の
経
軌
を
集
約
し
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
軌
中
に
陀
羅
尼
呪
・
印
契
・
壇
法
・
画
像
法
等
が
説
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
巻
一
は
「
大
神
力
陀
羅
尼
経
釈
迦
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
品
一
巻
於
大
部
巻
第
一
」
と
題
し
て
、
そ
の
中
に
、
数
種
類
の
印
呪
・
曼
荼
羅
法
・
画
像
法
・
壇
法
が
説
か
れ
、
巻
三
で
は
「
般
若
波
羅
蜜
多
大
心
経
」
と
い
う
経
典
の
中
に
、
画
像
法
・
壇
法
、
そ
し
て
い
く
つ
か
の
印
呪
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
題
さ
れ
て
い
る
印
契
や
壇
法
以
外
に
も
こ
の
経
文
中
に
は
い
く
つ
か
の
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
。 
 
本
経
は
、
巻
一
・
二
に
仏
部
、
三
か
ら
六
に
菩
薩
部(
巻
三
は
特
に
般
若)
、
七
か
ら
九
に
金
剛
部
、
十
・
十
一
に
天
部
、
十
二
に
灌
頂
普
集
会
壇
法
と
い
う
よ
う
に
、
各
尊
格
が
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
ご
と
に
配
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
経
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、『
陀
羅
尼
集
経
』
中
に
様
々
な
経
典
や
作
法
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
経
典
は
儀
軌
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
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第
二
項 
『
陀
羅
尼
集
経
翻
訳
序
』 
  
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
漢
訳
者
で
あ
る
阿
地
瞿
多
の
伝
記
は
、『
仏
説
陀
羅
尼
集
経
翻
訳
序
』
に
詳
述
さ
れ
る
１
。
阿
地
瞿
多
と
は
、「
有
二
高
徳
沙
門
一
。
厥
号
二
阿
地
瞿
多
一
。
是
中
天
竺
人
也
２
。」
と
、
中
イ
ン
ド
か
ら
来
た
訳
経
僧
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
阿
地
瞿
多
の
経
歴
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。 
法
師
聰
レ
慧
超
レ
群
。
徳
邁
過
レ
人
。
弱
冠
慕
レ
道
、
歴
二
五
竺
一
而
尋
レ
友
。
低
心
躍
步
而
諮
二
法
要
一
。
故
能
精
二
練
五
明
一
、
妙
二
通
諸
部
一
。
意
欲
下
運
二
西
域
之
法
水
一
、
潤
中
東
夏
之
渴
仰
上
。
判
レ
身
許
于
険
難
。
務
存
二
弘
道
之
心
一
。
跋
二
山
巖
一
而
不
レ
疲
。
渉
二
沙
流
一
而
無
レ
倦
。
頂
二
戴
尊
経
一
、
向
二
斯
漢
地
一
。
永
徽
二
年
正
月
、
屈
二
于
長
安
一
。
奉
レ
勅
住
二
慈
門
寺
一
３
。 
 
阿
地
瞿
多
は
五
明
等
様
々
な
仏
教
の
諸
学
に
通
じ
、
若
く
し
て
仏
道
を
志
し
、
五
天
竺
を
歴
訪
し
た
。
五
竺
と
は
五
天
竺
の
こ
と
で
、
イ
ン
ド
を
東
西
南
北
と
中
央
の
五
つ
に
分
け
た
称
の
こ
と
で
あ
る
。
五
明
と
は
、
イ
ン
ド
で
用
い
ら
れ
て
い
た
学
問
の
分
類
法
で
あ
る
。
仏
教
で
は
、
仏
教
徒
の
学
ぶ
内
と
、
世
俗
一
般
の
外
と
に
分
け
ら
れ
、
内
の
五
明
は
、
声
明
・
工
巧
明
・
医
方
明
・
因
明
・
内
明
、
外
の
五
明
は
、
声
明
・
工
巧
明
・
医
方
明
・
呪
術
明
・
符
印
明
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
永
徽
二
年(
六
五
一)
の
正
月
に
経
典
を
持
っ
て
苦
難
を
か
え
り
み
ず
長
安
に
入
り
、
勅
命
を
受
け
て
慈
門
寺
に
住
し
た
。 
 
そ
し
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
す
る
修
法
を
行
っ
た
事
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
但
法
師
、
含
レ
珠
未
レ
吐
。
人
、
莫
レ
別
二
于
懐
レ
珍
一
。
雅
辯
既
宣
二
方
知
一
レ
有
レ
宝
云
云
。
故
能
決
二
衆
疑
一
、
言
皆
当
レ
理
。
然
則
、
経
律
論
業
伝
者
非
レ
一
。
唯
此
法
門
未
レ
興
二
斯
土
一
。
所
以
丁
寧
三
請
方
許
二
壇
法
一
。
三
月
上
旬
、
赴
二
慧
日
寺
浮
図
院
內
一
、
法
師
自
作
二
普
集
会
壇
一
。
大
乗
琮
等
一
十
六
人
。
爰
及
三
英
公
・
鄂
公
等
一
十
二
人
、
助
二
成
壇
供
一
。
同
願
。
皇
基
永
固
。
常
臨
二
万
国
一
。
庶
類
同
沾
。
皆
成
二
大
益
一
。
其
中
霊
瑞
。
恐
レ
繁
不
レ
述
。
余
、
慶
レ
逢
二
此
法
一
。
不
レ
勝
二
忻
躍
一
。
躬
詣
二
翻
レ
経
所
一
レ
悕
翻
二
広
本
一
。
屢
值
事
鬧
。
不
レ
及
二
陳
請
一
。
恐
三
幻
質
遷
謝
、
失
二
于
大
利
一
４
。 
 
こ
の
中
で
、
阿
地
瞿
多
は
、
永
徽
二
年(
六
五
一)
三
月
上
旬
に
、
英
公
・
鄂
公
（
玄
悰
・
李
世
勣
）
等
十
二
人
の
要
請
に
よ
っ
て
、
慧
日
寺
浮
図
院
で
灌
頂
を
修
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、（
こ
の
一
文
は
）
唐
に
お
い
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
基
と
な
る
「
普
集
会
壇
」
の
灌
頂
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
最
後
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
訳
出
に
関
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。 
 
 
便
請
二
法
師
于
慧
日
寺
一
、
宣
訳
二
梵
本
一
、
且
翻
二
要
抄
一
一
十
二
巻
。
竪
二
興
国
之
洪
基
一
、
存
二
隆
民
之
秘
宝
一
歟
。
従
二
四
年
三
月
十
四
日
起
首
一
、
至
下
永
徽
五
年
歲
次
二
甲
寅
一
四
月
十
五
日
上
畢
。
以
後
、
頻
頻
勅
追
二
法
師
一
入
内
、
邂
逅
之
間
、
無
レ
暇
二
復
校
一
。
此
経
、
出
二
金
剛
大
道
場
経
一
大
明
呪
蔵
分
之
少
分
也
。
今
此
略
抄
擬
二
勘
詳
定
一
。
奏
請
下
流
二
通
天
下
一
、
普
聞
上
焉
５
。 
 
こ
れ
に
よ
っ
て
、
阿
地
瞿
多
は
永
徽
四
年
（
六
五
三
）
三
月
か
ら
翌
年
五
月
に
か
け
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
漢
訳
し
、
そ
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
は
「
金
剛
大
道
場
経
」
な
る
経
典
の
抄
訳
で
あ
り
、「
金
剛
大
道
場
経
」
は
「
大
明
呪
蔵
」
の
少
分
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。「
金
剛
大
道
場
経
」
に
つ
い
て
は
、『
開
元
釈
教
録
』
６
や
、『
貞
元
目
録
』
７
に
も
同
内
容
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
安
然
８
も
同
趣
意
の
文
を
記
し
て
い
る
が
、
原
本
は
現
存
し
て
い
な
い
。「
大
明
呪
蔵
」
に
つ
い
て
は
、
唐
僧
の
義
浄
の
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
下
に
み
え
る
道
琳
伝
に
、
義
浄
が
耽
情
的
に
呪
蔵
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
道
琳
に
対
し
て
の
試
論
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。 
夫
明
呪
者
、
梵
云
二
毘
睇
陀
羅
必
棏
家
一
。
毘
睇
訳
為
二
明
呪
一
、
陀
羅
是
持
、
必
棏
家
是
蔵
。
応
レ
云
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二
持
明
呪
蔵
一
。
然
相
承
云
二
此
呪
蔵
一
。
梵
本
、
有
二
十
万
頌
一
。
唐
訳
、
可
レ
成
二
三
百
巻
一
。
現
今
求
覓
、
多
失
少
レ
全
。
…
…
９ 
 
（「
大
明
呪
蔵
」
の
記
述
で
は
な
い
が
、）「
明
呪
」
と
は
「
毘
睇
陀
羅
必
棏
家
」
即
ち
「
持
明
呪
蔵
」
で
あ
り
、
完
全
に
遺
っ
て
は
い
な
い
が
、
本
来
は
梵
本
だ
と
十
万
頌
、
唐
訳
は
三
百
巻
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
大
明
呪
蔵
」
も
同
様
に
、
多
く
の
真
言
が
包
括
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
下
に
は
道
琳
が
那
爛
陀
寺
に
お
い
て
大
乗
の
経
論
を
捜
覧
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、「
持
明
呪
蔵
」
は
、
中
イ
ン
ド
の
那
爛
陀
寺
に
蔵
さ
れ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
阿
地
瞿
多
は
ま
さ
に
こ
の
中
イ
ン
ド
の
人
で
あ
り
、「
大
明
呪
蔵
」
乃
至
『
陀
羅
尼
集
経
』
は
「
持
明
呪
蔵
」
と
同
様
に
、
中
天
那
爛
陀
の
密
教
に
配
さ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
四
所
説
の
「
十
一
面
観
世
音
神
呪
経
」
は
、
玄
奘
（
六
〇
二
―
六
六
四
）
訳
『
十
一
面
神
呪
心
経
』
の
異
訳
経
典
で
あ
り
、
こ
の
玄
奘
も
ま
た
那
爛
陀
寺
で
学
ん
だ
僧
侶
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
大
明
呪
蔵
」
と
中
イ
ン
ド
の
密
教
と
の
関
連
性
が
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
１０
。 
 
以
上
、『
陀
羅
尼
集
経
』
と
は
、『
陀
羅
尼
集
経
翻
訳
序
』
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
に
長
け
た
中
天
出
身
の
僧
で
あ
る
阿
地
瞿
多
が
、「
大
明
呪
蔵
」
の
少
分
で
あ
る
「
金
剛
大
道
場
経
」
を
抄
訳
し
た
経
典
で
あ
る
。
ま
た
、
訳
者
の
阿
地
瞿
多
は
永
徽
二
年(
六
五
一)
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
も
大
き
く
関
連
す
る
「
普
集
会
壇
」
を
実
際
に
修
し
た
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
記
は
、『
開
元
釈
教
録
』
の
「
陀
羅
尼
集
経
十
二
巻
１１
」
に
も
同
取
意
の
文
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
記
述
は
無
く
、
ど
の
よ
う
に
修
法
を
行
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
等
多
く
は
不
明
で
あ
る
。 
 
第
三
節 
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
に
関
す
る
概
略 
  
第
一
項 
奈
良
期
に
お
け
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用 
  
次
に
、
日
本
に
お
け
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
。
そ
も
そ
も
『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
奈
良
時
代
に
は
す
で
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
経
典
で
あ
る
１２
。
先
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、『
正
倉
院
文
書
』
に
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
「
笠
山
寺
」・「
内
裏
」・「
紫
微
中
台
」・「
外
嶋
院
」・「
玄
昉
」
が
奈
良
時
代
に
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
、「
内
裏
」・「
紫
微
中
台
」
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
一
所
収
「
大
神
力
陀
羅
尼
経
釈
迦
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
品
一
巻
於
大
部
巻
第
一
１３
」
と
の
関
連
性
が
う
か
が
わ
れ
る
「
大
仏
頂
陀
羅
尼
経
」
や
１４
、
巻
四
所
収
「
十
一
面
観
世
音
神
呪
経
１５
」
と
異
訳
関
係
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
「
十
一
面
神
呪
経
」・「
十
一
面
神
呪
心
経
」等
の
所
蔵
者
と
し
て
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
１６
。
そ
れ
ゆ
え
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
連
す
る
何
ら
か
の
修
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 
 
ま
た
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
に
関
し
て
は
、
す
で
に
三
﨑
良
周
博
士
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
要
を
概
す
る
と
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
『
正
倉
院
文
書
』
に
は
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
唯
一
弁
才
天
女
の
壇
法
が
説
か
れ
る
と
さ
れ
る
顕
教
経
典
で
あ
る
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
と
密
教
経
典
で
あ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
奉
請
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
づ
け
て
『
正
倉
院
文
書
』
に
は
、
十
一
面
悔
過
所
に
『
陀
羅
尼
集
経
』・『
法
華
経
』
と
玄
奘
訳
『
十
一
面
神
呪
心
経
』
を
奉
請
し
て
い
る
記
載
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、密
教
の
修
法
と
や
や
性
格
の
異
な
る
悔
過
法
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
に
は
、
泊
瀬
（
長
谷
）
の
上
山
寺
悔
過
所
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
奉
請
し
て
い
る
記
録
を
例
証
の
一
と
し
て
挙
げ
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
内
容
の
多
面
性
が
理
解
さ
れ
、
各
方
面
に
依
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
１７
。 
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こ
の
よ
う
に
、
先
学
の
研
究
は
、
奈
良
時
代
に
す
で
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
﨑
博
士
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、「
密
教
の
性
格
を
も
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
呪
法
と
す
る
こ
と
の
理
由
は
、
十
分
に
首
肯
さ
れ
る
が
、
一
面
、
呪
や
呪
法
は
、
い
わ
ゆ
る
古
代
的
な
宗
教
の
通
用
性
で
も
あ
り
、
こ
の
呪
や
呪
法
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
少
し
の
徴
表
を
理
由
に
し
て
密
教
と
判
定
す
る
こ
と
は
、
適
切
な
理
解
で
は
な
い
１８
」
と
あ
る
よ
う
に
、
顕
教
経
典
で
あ
る
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
や
『
法
華
経
』
と
密
教
経
典
で
あ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
依
用
し
て
い
る
た
め
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
連
す
る
呪
や
呪
法
等
は
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
具
体
的
な
記
録
は
乏
し
く
、
そ
の
修
法
を
密
教
修
法
と
し
て
採
り
扱
う
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。 
  
第
二
項 
初
期
台
密
に
お
け
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用 
 
台
密
に
お
い
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
最
澄
の
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
中
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
本
経
の
訳
者
で
あ
る
阿
地
瞿
多
の
名
が
確
認
さ
れ
る
の
が
初
出
で
あ
る
。
前
述
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
記
録
か
ら
、
最
澄
は
入
唐
前
よ
り
す
で
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
呪
や
呪
法
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
例
証
は
無
い
。
ま
た
、
前
章
で
も
述
べ
た
が
、
最
澄
が
帰
国
後
に
行
っ
た
高
雄
灌
頂
に
関
連
す
る
書
と
さ
れ
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
「
七
日
作
壇
法
」
が
記
さ
れ
た
作
法
書
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
永
徽
二
年(
六
五
一)
に
修
さ
れ
た
灌
頂
法
の
基
と
考
え
ら
れ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
「
灌
頂
普
集
会
壇
法
」
に
説
か
れ
る
壇
法
・
画
像
法
等
が
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
は
、
安
然
以
降
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
内
容
的
に
は
最
澄
に
結
び
つ
く
が
、
そ
の
成
立
に
最
澄
を
直
接
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
最
澄
に
続
く
台
密
祖
師
の
著
作
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
つ
い
て
述
べ
た
書
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 
円
仁
は
、『
蘇
悉
地
経
疏
』
に
お
い
て
地
居
天
真
言
の
典
拠
に
『
大
日
経
』
と
共
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
並
べ
記
し
１９
、
円
珍
は
、『
菩
提
場
経
略
義
釈
』
に
お
い
て
金
銀
を
錬
り
、
及
び
銅
器
を
熟
し
重
ね
て
薬
丸
を
盛
る
作
法
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
２０
。
こ
の
よ
う
に
、
円
仁
・
円
珍
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
文
を
引
い
て
い
る
が
、
修
法
に
関
し
て
記
述
す
る
こ
と
は
無
い
。
さ
ら
に
、
円
仁
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
に
、
一
字
仏
頂
輪
王
と
関
連
す
る
熾
盛
光
仏
頂
を
中
尊
と
す
る
熾
盛
光
法
を
修
し
、
円
珍
は
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
五
巻
、
同
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』
四
巻
と
同
本
異
訳
で
あ
る
不
空
訳
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
五
巻
の
注
釈
書
『
菩
提
場
経
略
義
釈
』
五
巻
を
著
し
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に
は
一
字
仏
頂
輪
王
経
業
の
年
分
度
者
を
奏
請
す
る
。
こ
の
よ
う
に
両
師
は
、台
密
に
お
け
る
蘇
悉
地
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
一
字
仏
頂
輪
王
に
関
す
る
業
績
を
遺
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
源
流
は
、
最
澄
の
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
記
さ
れ
た
阿
地
瞿
多
・
菩
提
流
志
の
系
譜
の
共
通
項
で
あ
る
仏
頂
尊
乃
至
一
字
金
輪
仏
頂
に
出
づ
る
と
考
え
ら
れ
る
。円
仁
・
円
珍
が
、
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
に
拘
わ
る
修
法
等
の
影
響
を
如
何
に
受
け
て
い
た
か
は
今
後
考
究
の
要
が
あ
る
が
、
両
師
と
も
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
基
づ
い
た
修
法
を
行
っ
た
と
の
明
確
な
形
跡
（
記
録
や
資
料
等
）
は
見
当
た
ら
な
い
。 
 
円
仁
・
円
珍
以
後
、
台
密
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
安
然
は
、『
八
家
秘
録
』
に
お
い
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
巻
を
「
蘇
悉
地
灌
頂
本
経
法
２１
」・「
蘇
悉
地
同
類
法
２２
」
に
配
し
、『
陀
羅
尼
集
経
』
中
に
説
か
れ
る
種
々
の
修
法
を
「
薬
師
仏
法
２３
」・「
阿
閦
仏
法
２４
」・「
烏
樞
瑟
摩
法
２５
」
等
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
し
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
章
で
も
述
べ
た
が
、
安
然
は
台
密
の
教
判
を
組
織
的
に
論
述
し
た
著
書
の
一
で
あ
る
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『
教
時
問
答
』
四
で
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
。 
謂
、
陀
羅
尼
集
経
是
出
二
金
剛
大
道
場
経
一
、
大
明
呪
蔵
之
少
分
。
故
可
レ
言
二
金
剛
界
法
一
。
然
、
其
経
中
明
二
十
八
道
一
、
可
レ
言
二
蘇
悉
地
法
一
。
今
、
以
三
行
法
相
二
渉
両
界
一
、
分
為
二
一
蔵
一
２６
。 
安
然
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』は
、金
剛
大
道
場
経
な
る
も
の
よ
り
出
づ
る
大
明
呪
蔵
の
少
分
で
あ
る
の
で
、
金
剛
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
往
は
金
剛
界
法
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、『
陀
羅
尼
集
経
』
中
に
は
安
然
自
身
が
蘇
悉
地
法
の
紀
綱
と
な
す
と
す
る
十
八
道
が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
経
典
に
み
え
る
修
法
は
蘇
悉
地
法
で
あ
る
と
し
、
そ
の
行
法
は
胎
金
両
部
に
渉
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。『
八
家
秘
録
』
に
よ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
位
置
づ
け
や
『
教
時
問
答
』
に
み
え
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
修
法
は
蘇
悉
地
法
に
分
類
さ
れ
る
と
の
記
述
か
ら
、
台
密
に
お
い
て
は
、
最
澄
よ
り
は
じ
ま
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
密
教
は
、
安
然
に
至
っ
て
蘇
悉
地
と
連
関
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
第
四
節 
「
釈
迦
四
天
王
法
」
に
つ
い
て 
 
安
然
に
至
る
ま
で
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
に
関
し
て
、
そ
の
事
例
が
あ
る
こ
と
は
概
ね
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
安
然
に
至
っ
て
も
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
中
心
と
し
た
修
法
を
た
と
え
実
際
に
執
り
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
例
証
は
一
つ
も
見
出
せ
な
い
。
台
密
は
、
安
然
に
至
っ
て
教
相
・
事
相
の
綱
格
は
完
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
安
然
以
降
は
、
い
わ
ゆ
る
事
相
全
盛
期
に
突
入
し
、
事
相
を
中
心
と
し
た
書
が
多
く
撰
述
さ
れ
る
。
代
表
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
谷
流
の
皇
慶
の
『
灌
頂
随
要
記
』
二
巻
、
そ
の
弟
子
長
宴
が
皇
慶
の
口
授
に
従
い
筆
録
し
た
と
さ
れ
る
『
四
十
帖
決
』
十
五
巻
、
鎌
倉
時
代
に
至
れ
ば
小
川
流
の
承
澄
の
『
阿
娑
縛
抄
』
二
二
八
巻
、
法
曼
流
の
相
実
の
弟
子
静
然
の
編
著
『
行
林
抄
』
八
二
巻
等
で
あ
る
２７
。
こ
れ
ら
の
中
に
、（『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
も
そ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
）『
陀
羅
尼
集
経
』
を
中
心
と
し
た
修
法
や
そ
れ
に
関
連
す
る
記
録
等
を
み
つ
け
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。 
実
は
、
台
密
に
お
け
る
四
天
王
法
の
中
で
、『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
修
法
に
関
す
る
逸
話
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
本
節
で
は
、
こ
れ
を
検
討
し
た
い
。 
  
第
一
項 
『
門
葉
記
』「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
に
つ
い
て 
  
仏
眼
信
仰
等
で
知
ら
れ
る
慈
鎮
和
尚
慈
円
（
一
一
五
五
―
一
二
二
五
）
が
、
幼
少
期
に
入
寺
し
た
青
蓮
院
は
台
密
に
お
い
て
も
重
要
な
寺
院
で
あ
る
が
、
そ
の
始
祖
行
玄
大
僧
正
か
ら
尊
道
親
王
ま
で
の
歴
代
に
わ
た
る
御
修
法
・
灌
頂
・
勤
行
等
の
記
録
な
ら
び
に
門
主
行
状
・
所
管
寺
院
・
門
跡
領
・
門
跡
系
図
等
、
十
二
世
紀
前
半
よ
り
十
五
世
紀
前
半
に
至
る
約
三
百
年
間
の
青
蓮
院
の
諸
記
録
を
集
大
成
し
た
、
尊
円
親
王
編
と
さ
れ
る
『
門
葉
記
』
中
の
「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
確
認
で
き
る
。
（
以
下
に
、
述
べ
る
こ
と
を
整
理
し
、
表
に
し
た
も
の
を
後
ろ
に
載
せ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
し
。） 
久
安
二
年
四
月
一
日
、
依
二
山
上
小
乱
一
、
為
レ
直
レ
之
、
和
尚
、
命
二
小
僧
一
。
於
二
無
動
寺
南
山
房
一
令
レ
勤
二
修
文
殊
法
一
給
。
以
二
覚
算
闍
梨
一
、
於
二
西
塔
釈
迦
堂
一
令
レ
修
二
四
天
王
法
一
給
。
爰
道
才
子
来
云
。
覚
才
子
所
二
修
行
一
者
、
釈
迦
四
天
法
云
云
。
欲
レ
令
二
奉
修受
一
云
云
。
不
レ
知
、
今
始
聞
レ
之
。
本
尊
何
。
依
二
何
法
一
修
レ
之
。
先
達
誰
等
行
レ
之
哉
。
早
可
レ
妨
二
余
方
一
。
若
尋
二
得
調
度
文
書
等
一
、
将
来
示
レ
之
。
遠
、
明
達
律
師
。
近
、
大
原
僧
都
被
レ
行
レ
之
云
云
。
両
説
始
聞
レ
之
。
然
、
大
原
私
記
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定
有
歟
。
末
得
レ
之
、
尋
求
可
二
志
施
一
也
。
其
後
師
資
黙
止
了
。
其
後
問
二
覚
闍
梨
一
云
。
以
レ
何
故
云
二
釈
迦
四
天
法
一
哉
。 
答
云
。
無
二
別
事
一
。
釈
迦
四
天
王
印
明
相
具
行
候
也
。
大
原
令
レ
行
給
之
由
承
レ
之
云
云
。
其
後
依
レ
無
二
殊
用
事
一
、
又
不
レ
尋
二
沙
汰
一
過
了
。
然
間
近
来
一
両
小
僧
等
来
欲
二
受
学
一
。
不
レ
知
レ
之
由
答
。
然
間
或
才
子
、
自
二
懐
中
一
取
二
出
其
記
一
帖
一
令
レ
覧
レ
之
。
此
即
殊
師
、
故
宝
浄
房
慶
闍
梨
所
レ
記
本
也
。
即
披
二
閲
之
一
処
、
祖
師
大
原
依
二
後
三
條
院
仰
一
、
於
二
山
房
定
林
房
一
被
レ
行
時
、
助
伴
所
レ
賜
記
也
云
云
。 
而
其
観
二
曼
荼
羅
一
中
召
釈
迦
観
レ
之
。
古
摩
（
マ
マ
）
本
尊
段
同
清
二
供
之
一
彼
覚
闍
梨
ハ
従
季
闍
梨
受
此
記 
云
云
。
父
（
文
カ
）
師
地
蔵
房
阿
闍
梨
、
件
時
、
同
助
伴
賜
二
同
記
一
。
…
…
２８ 
 
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
四
月
一
日
に
、
比
叡
山
上
で
起
こ
っ
た
小
乱
２９
を
直
す
た
め
に
相
実
（
一
〇
八
八
―
一
一
六
五
）
が
小
僧
に
無
動
寺
南
山
房
に
て
文
殊
法
を
、
ま
た
覚
算
阿
闍
梨
に
西
塔
釈
迦
堂
に
て
四
天
王
法
を
修
法
さ
せ
た
。
そ
の
時
、
道
才
子
が
や
っ
て
来
て
、「
覚
才
子
（
覚
算
の
弟
子
か
）
が
修
行
さ
れ
た
の
は
釈
迦
四
天
王
法
で
あ
り
、修
法
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
…
…
。道
才
子
は
こ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
初
め
て
釈
迦
四
天
王
法
の
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
本
尊
は
何
か
、
何
れ
の
法
に
則
っ
た
修
法
な
の
か
、
先
達
の
誰
が
こ
の
法
を
行
じ
た
の
か
、
速
や
か
に
こ
の
法
が
他
方
に
知
ら
れ
る
の
を
妨
げ
る
べ
き
で
あ
る
、
も
し
こ
の
法
の
相
伝
に
関
す
る
証
文
等
を
尋
ね
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
将
来
し
て
示
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
と
、（
覚
算
の
弟
子
は
）「
古
く
は
明
達
律
師
（
八
七
七
―
九
五
五
）、
最
近
で
は
大
原
僧
都
（
長
宴
）
が
釈
迦
四
天
王
法
を
修
し
た
」
と
答
え
、
道
才
子
は
両
説
と
も
初
め
て
聞
く
こ
と
で
、「
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
「
大
原
私
記
」
に
こ
の
法
が
有
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
末
に
至
る
ま
で
こ
の
法
を
得
る
こ
と
を
尋
ね
求
め
て
そ
の
志
を
施
す
べ
し
で
あ
る
」
と
い
っ
た
。
そ
の
後
に
、
師
資
と
も
に
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
覚
算
に
、「
ど
の
よ
う
な
所
以
が
あ
っ
て
、
釈
迦
四
天
王
法
と
い
う
の
か
」
と
問
う
と
、
覚
算
が
そ
れ
に
つ
い
て
答
え
て
い
う
に
、「
特
別
な
こ
と
は
無
く
、
釈
迦
法
に
四
天
王
の
印
明
を
相
具
し
て
行
じ
、
長
宴
も
こ
れ
を
修
し
た
の
で
、
こ
の
法
を
授
か
っ
た
…
…
、
そ
の
後
、
特
に
用
事
も
無
か
っ
た
の
で
、
そ
の
沙
汰
を
尋
ね
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
暫
く
し
て
、
最
近
二
人
の
小
僧
等
が
来
て
こ
の
法
を
受
学
し
よ
う
と
望
ん
だ
。
そ
こ
で
知
ら
な
い
と
答
え
た
。
す
る
と
、
一
人
の
才
子
（
覚
算
の
弟
子
か
）
が
懐
中
よ
り
そ
の
記
一
帖
を
取
り
出
し
て
見
せ
た
。
こ
の
記
一
帖
が
、
す
な
わ
ち
故
宝
（
ま
た
は
法
）
浄
房
慶
闍
梨
（
慶
嚴
か
）
が
記
さ
れ
た
本
で
あ
り
、
こ
れ
を
披
い
て
閲
覧
す
る
と
、
こ
の
記
は
祖
師
（
長
宴
）
が
後
三
篠
（
条
）
院
（
一
〇
三
四
―
一
〇
七
三
）
の
仰
せ
に
よ
っ
て
、
北
谷
定
林
房
に
て
釈
迦
四
天
王
法
を
行
じ
た
時
に
、
慶
闍
梨
が
助
伴
し
て
賜
っ
た
記
で
あ
っ
た
…
…
。
そ
し
て
、
そ
の
記
に
は
観
曼
荼
羅
の
中
に
釈
迦
を
召
し
て
こ
れ
を
観
じ
、
護
摩
の
本
尊
段
と
同
じ
く
清
供
す
る
と
あ
る
。（
覚
算
は
季
阿
闍
梨
（
勝
基
か
）
よ
り
こ
の
記
を
賜
っ
た
云
云
）
地
蔵
房
阿
闍
梨
（
暹
救
か
）
も
こ
の
時
に
同
じ
く
助
伴
と
し
て
同
じ
記
を
賜
っ
た
云
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
相
実
も
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
定
林
房
（
長
宴
）
か
ら
宝
浄
房
へ
と
相
伝
さ
れ
た
と
い
う
貴
重
な
「
釈
迦
四
天
王
法
」
な
る
修
法
を
覚
算
な
る
台
密
僧
も
認
知
し
、
し
か
も
そ
の
弟
子
が
行
じ
た
こ
と
で
あ
る
。 
つ
づ
け
て
、
相
実
の
弟
子
政
春
の
「
師
説
集
」
の
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
の
記
に
、
こ
の
記
録
に
関
連
し
た
こ
と
が
述
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
政
春
阿
闍
梨
師
説
集
云
。 
四
天
王
法
。 
問
。
本
尊
何
。 
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師
云
。
不
レ
知
レ
之
。
随
レ
師
伝
受
シ
タ
ル
事
モ
ナ
シ
。
若
有
二
先
達
一
、
新
記
二
抄
物
等
一
者
、
可
レ
被
二
将
来
一
云
云
。
資
申
云
。
大
原
僧
都
被
レ
修
之
記
等
候
。
慶
嚴
・
暹
救
等
所
レ
注
也
。
件
記
云
。
本
尊
釈
迦
云
云
。
心
何
。 
師
云
。
不
審
事
也
。
必
以
二
釈
迦
一
可
レ
為
二
本
尊
一
之
道
理
、
無
レ
之
。
陀
羅
尼
集
経
・
四
天
王
経
、
必
可
レ
具
二
釈
迦
一
。
…
…
３０ 
 
こ
こ
で
い
う
四
天
王
法
の
本
尊
は
何
な
の
か
と
い
う
問
い
に
、
師
（
相
実
）
は
、「
そ
の
法
の
本
尊
が
何
な
の
か
知
ら
ず
、
師
か
ら
伝
受
し
た
こ
と
も
な
く
、
も
し
（
こ
の
法
を
知
る
）
先
達
が
い
て
、
新
た
に
（
四
天
王
法
に
関
す
る
）
書
物
等
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
将
来
を
願
い
た
い
…
…
。」
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
資
（
政
春
か
）
は
、「
長
宴
が
四
天
王
法
を
修
し
た
そ
の
記
等
が
あ
り
、
そ
れ
に
慶
嚴
・
暹
救
等
が
注
を
加
え
た
件
の
記
に
、「
本
尊
釈
迦
云
云
」
と
あ
る
。
そ
の
心
意
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
と
、
師
（
相
実
）
は
そ
れ
に
対
し
て
い
う
の
は
、「
そ
れ
は
不
審
で
あ
り
、
必
ず
釈
迦
を
本
尊
と
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
道
理
は
無
い
が
、（
た
し
か
に
）『
陀
羅
尼
集
経
』
や
『
四
天
王
経
』
に
は
必
ず
釈
迦
を
具
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
云
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
に
関
連
す
る
内
容
で
あ
り
、
相
実
は
、
自
身
が
伝
受
し
て
い
な
い
「
釈
迦
四
天
王
法
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
修
し
た
長
宴
か
ら
宝
浄
房
慶
嚴
・
地
蔵
房
暹
救
が
釈
迦
を
本
尊
と
す
る
こ
と
に
関
す
る
注
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
不
審
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
箇
所
で
は
、
相
実
は
四
天
王
法
の
本
尊
を
釈
迦
と
考
え
る
要
因
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
挙
げ
て
い
る
。『
陀
羅
尼
集
経
』
十
一
「
諸
天
等
獻
仏
助
成
三
昧
法
印
呪
品
」
で
は
、
四
天
王
そ
れ
ぞ
れ
の
印
呪
や
像
法
が
説
か
れ
て
い
る
３１
。 
 
四
天
王
と
は
、
仏
教
伝
来
以
来
、
仏
堂
の
内
部
、
須
弥
壇
の
四
方
に
造
立
さ
れ
、
そ
れ
が
お
さ
め
ら
れ
た
寺
院
と
し
て
、
古
く
は
聖
徳
太
子
の
誓
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
四
天
王
寺
、
法
隆
寺
金
堂
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
四
天
王
と
は
、
帝
釈
天
に
従
い
須
弥
山
の
中
腹
に
住
す
る
持
国
天
（
東
）・
増
長
天
（
南
）・
広
目
天
（
西
）・
多
聞
天
（
北
）
の
総
称
で
、
仏
法
を
守
護
し
国
家
を
鎮
護
す
る
天
部
の
神
で
あ
る
。
古
く
は
、
顕
教
経
典
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
護
国
三
部
経
の
一
で
あ
る
『
金
光
明
最
勝
王
経
』「
四
天
王
護
国
品
第
十
二
」
等
に
、
そ
の
鎮
国
守
護
の
功
徳
が
述
べ
ら
れ
、
四
天
王
に
限
っ
た
も
の
だ
け
で
は
な
い
が
、
天
平
四
年
（
七
三
二
）
頃
よ
り
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
読
経
や
陀
羅
尼
の
誦
呪
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
古
よ
り
鎮
国
を
主
る
尊
格
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
３２
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
も
奈
良
時
代
よ
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
依
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
四
天
王
に
関
す
る
印
呪
等
が
説
か
れ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
は
、
四
天
王
法
を
行
う
際
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
推
察
で
き
る
。
し
か
し
、『
陀
羅
尼
集
経
』
十
一
「
諸
天
等
獻
仏
助
成
三
昧
法
印
呪
品
」
に
は
釈
迦
を
本
尊
と
す
る
よ
う
な
記
述
は
み
つ
け
ら
れ
な
い
。『
陀
羅
尼
集
経
』
に
お
い
て
、
釈
迦
を
中
心
と
し
た
作
法
が
説
か
れ
る
の
は
、
巻
一
「
大
神
力
陀
羅
尼
経
釈
迦
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
品
一
巻
於
大
部
巻
第
一
」
所
説
の
釈
迦
仏
頂
に
関
す
る
作
法
及
び
『
陀
羅
尼
集
経
』
中
最
も
重
要
な
巻
十
二
「
灌
頂
普
集
会
壇
法
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
相
実
は
こ
れ
を
意
識
し
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
は
必
ず
釈
迦
を
具
す
べ
し
と
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
と
四
天
王
法
に
は
如
何
な
る
拘
わ
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 
  
第
二
項 
法
曼
院
蔵
『
息
心
抄
』「
四
天
王
法
」
に
つ
い
て 
  
相
実
に
関
連
す
る
資
料
を
探
索
す
る
と
、
法
曼
院
蔵
『
息
心
抄
』
六
巻
と
い
う
書
が
あ
る
。
そ
の
書
六
巻
全
体
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
奥
書
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
途
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
説
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
項
目
に
付
随
さ
せ
て
書
写
年
代
に
関
す
る
奥
書
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
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た
３３
。 
法
曼
院
蔵
『
息
心
抄
』
六
巻
（
以
下
『
息
心
抄
』） 
 
１[
上
品
上
生] 
 
 
（
奥
書
）・
建
久
五
年
二
月
十
七
日
。
以
大
縁
房
律
師
御
本
於
来
迎
院
三
昧
堂
奉
書
写
了 
 
金
剛
弟
子
最
寂 
・
建
久
四
年
五
月
十
七
日
。
於
二
観
音
堂
一
以
二
大
縁
房
律
師
御
本
一
書
写
了 
金
剛
仏
子
最
寂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
校
点
了 
蓮
契 
 
 
 
 
 
・
建
久
四
年
五
月
十
四
日
。
於
二
来
迎
院
一
以
二
大
縁
房
御
本
一
書
レ
之 
釈
最
寂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交
点
了 
蓮
契 
 
 
 
 
 
・
建
久
五
年
二
月
十
一
日
。
於
来
迎
院
三
昧
堂
以
大
縁
坊
律
師
御
本
書
写
了 
沙
門
最
寂 
 
 
 
 
  
建
久
六
年
四
月
八
日
。
於
二
楞
嚴
院
青
龍
房
南
庇
一
移
点
一
交
了 
仏
子
蓮
契 
 
 
 
 
 
・
建
久
四
年
五
月
二
十
四
日
。
書
写
了 
蓮
寂 
・
建
久
四
年
十
月
八
日
。
於
二
護
摩
堂
一
以
二
大
縁
房
律
師
御
本
一
書
写
了 
金
剛
弟
子
最
寂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交
点
了 
最
寂 
 
２[
灌
頂
成
就
法] 
 
 
（
奥
書
）・
建
久
六
年
四
月
二
日
。
於
二
来
迎
院
東
廊
一
以
二
大
縁
房
御
本
一
依
二
本
成
房
御
命
一
書
レ
之
。 
釈
最
寂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交
点
了 
最
寂 
釈
最
寂 
・
建
久
五
年
八
月
十
五
日
。
於
二
来
迎
院
三
昧
堂
一
以
二
大
縁
房
律
師
御
本
一
終
書
写
之
功
矣 
 
沙
門
最
寂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
六
年
四
月
十
日
。
交
点
了 
最
寂 
 
 
 
 
 
・
建
久
五
年
閏
八
月
朔
日
。
於
二
来
迎
院
三
昧
堂
一
以
二
大
縁
房
律
師
御
本
一
依
二
本
成
房
仰
一
書
二
写
之
一 
沙
門
最
寂 
 
 
 
 
 
 
同
六
年
四
月
十
二
日
。
於
観
音
堂
廊
移
点
交
了 
最
寂 
 
３[
歓
喜
天] 
 
 
（
奥
書
）・
建
久
四
年
四
月
十
一
日
。
移
点
一
交
了 
蓮
契 
 
４[
光
明
供][
内
作
業
灌
頂][
大
仏
頂
壇][
不
動
本
誓
竝
四
大
明
王]  
 
（
奥
書
）・
建
久
五
年
閏
八
月
九
日
。
依
二
本
成
房
仰
一
以
二
大
縁
房
律
師
御
本
一
書
写
了 
沙
門
最
寂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交
点
了 
最
寂 
 
 
 
 
・
建
久
六
年
四
月
八
日
。
於
二
楞
嚴
院
青
龍
房
南
廂
一
移
点
一
交
了 
 
 
蓮
契 
 
 
 
 
 
・
建
久
四
年
三
月
二
十
七
日
。
於
二
来
迎
院
三
昧
堂
一
以
二
大
縁
坊
律
師
勝
基
自
筆
本
一
書
二
写
之
一
了 
 
 
金
剛
仏
子
最
寂 
 
 
 
 
 
 
同
四
月
七
日
一
交
了 
蓮
契 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５[
祈
雨
法][
四
天
王][
金
輪
事] 
 
（
奥
書
）・
建
久
六
年
四
月
二
十
九
日
。
以
二
大
縁
房
法
師
御
本
一
書
写
了 
・
建
久
六
年
四
月
二
十
二
日
。
於
二
来
院
三
昧
堂
一
校
点
了 
蓮
寂 
６[
上
自
仏
界
下
至
獄
界
梵
漢
二
名
双
奉
香
薬
等
名
在
此
巻] 
 
（
奥
書
）・
建
久
六
年
二
十
四
日
。
於
二
来
迎
院
三
昧
堂
一
校
点
了 
蓮
寂 
 
 
奥
書
に
よ
る
と
、
本
書
の
由
来
に
つ
い
て
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
か
ら
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
の
間
に
、
魚
山
大
縁
房
勝
基
に
伝
わ
っ
て
い
た
諸
説
を
ま
と
め
た
本
を
、
大
原
来
迎
院
等
に
て
最
寂
・
蓮
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契
・
蓮
寂
ら
が
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
書
写
人
物
と
し
て
記
載
さ
れ
る
「
最
寂
」・「
蓮
契
」・「
蓮
寂
」
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
縁
房
は
、
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
に
相
実
が
司
っ
て
い
た
房
で
あ
り
３４
、
本
書
の
内
題
に
「
法
曼
和
尚
作
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
息
心
抄
』
は
、
相
実
に
関
連
し
た
相
伝
や
、
種
々
の
事
相
解
釈
が
各
章
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
書
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
３５
。 
 
こ
の
『
息
心
抄
』
中
の
「
四
天
王
法
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
語
句
の
異
同
は
み
ら
れ
る
が
、
前
述
の
『
門
葉
記
』「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
と
同
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
久
安
二
年
四
月
一
日
、
依
二
山
上
小
乱
一
、
為
レ
直
レ
之
、
和
尚
、
命
二
小
僧
一
。
於
二
無
動
寺
南
山
房
一
令
レ
勤
二
修
文
殊
法
一
給
。
以
二
覚
算
闍
梨
一
、
於
二
西
塔
釈
迦
堂
一
令
レ
修
二
四
天
王
法
一
給
。
爰
道
才
子
来
云
。
覚
才
子
所
二
修
行
一
者
、
釈
迦
四
天
法
云
云
。
欲
レ
奉
レ
受
云
云
。
不
レ
知
、
今
始
聞
レ
之
。
本
尊
何
。
依
二
何
法
一
修
レ
之
。
先
達
誰
等
行
レ
之
哉
。
早
可
レ
訪
二
余
方
一
。
若
尋
二
得
調
度
文
書
等
一
、
将
来
示
レ
之
。
又
云
。
遠
者
、
明
達
律
師
。
近
、
即
大
原
僧
都
被
レ
行
レ
之
云
云
。
両
説
始
聞
レ
之
。
然
、
大
原
私
記
定
有
歟
。
未
レ
得
レ
之
、
尋
求
可
二
惠
施
一
也
。
其
後
師
資
黙
止
了
。
其
後
問
二
覚
闍
梨
一
云
。
以
レ
何
故
云
二
釈
迦
四
天
法
一
哉
。 
答
云
。
無
二
別
事
一
。
釈
迦
四
天
王
印
明
相
具
行
候
也
。
大
原
令
レ
行
給
之
由
承
レ
之
云
云
。
其
後
依
レ
無
二
殊
用
事
一
、
又
不
レ
尋
二
沙
汰
一
過
了
。
然
間
近
来
一
両
小
僧
等
来
欲
二
受
学
一
。
如
レ
先
不
レ
知
之
由
答
。
然
間
我
才
子
、
自
二
懐
中
一
取
二
出
其
記
一
帖
一
令
レ
覧
レ
之
。
此
即
舛
師
、
故
宝
浄
房
慶
闍
梨
所
レ
記
本
也
。
即
所
二
披
閲
一
、
祖
師
大
原
依
二
後
三
条
院
仰
一
、
於
二
山
房
定
林
房
一
被
レ
行
時
、
助
伴
所
レ
賜
記
也
云
云
。 
而
其
観
二
曼
荼
羅
一
、
中
台
釈
迦
、
観
レ
之
。
古
摩
本
尊
壇
同
清
二
供
之
一
彼
覚
闍
梨
ハ
従
基
闍
梨
受
此
記 
云
云
。
文
師
地
蔵
房
阿
闍
梨
、
件
時
、
同
助
伴
賜
二
同
記
一
。
…
…
３６ 
 
『
息
心
抄
』
で
は
、
こ
の
箇
所
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
な
文
が
述
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
永
承
三
年
六
月
十
九
日
記
云
。
四
天
王
惣
印
、
師
口
授
、
陀
羅
尼
集
経
第
十
一
巻
、
有
レ
之
。
経
文
有
二
乱
脱
一
云
云
。
此
外
更
無
二
別
沙
汰
一
。 
依
レ
之
集
経
文
、
抄
レ
之
。 
 
 
集
経
第
一
云
。 
 
 
金
輪
仏
頂
像
法
。 
 
 
欲
レ
画
二
其
像
一
、
取
二
浄
白
褺氎
玉
云
。
徒
頬
切
。
重
衣
也
、
若
浄
絹
布
一
。
闊
狹
任
レ
意
。
不
レ
得
二
截
割
一
。
於
二
其
褺
上
一
画
二
世
尊
像
一
。
身
真
金
色
著
二
赤
袈
裟
一
、
戴
二
七
宝
冠
一
作
二
遍通
身
光
一
、
手
作
二
母
陀
羅
一
、
結
二
跏
趺
三
坐
七
宝
荘
嚴
蓮
花
座
上
一
。
其
花
座
下
竪
二
著
金
輪
一
。
其
金
輪
下
画
二
作
宝
池
一
、
繞
二
池
四
辺
一
作
二
鬱
金
花
一
、
及
四
天
王
各
随
レ
方
立
。
其
下
左
辺
、
画
二
作
文
殊
師
利
菩
薩
一
。
身
、
皆
白
色
項
背
有
レ
光
。
七
宝
瓔
珞
・
宝
冠
・
天
衣
、
種
種
荘
嚴
乗
二
於
師
子
一
。
右
辺
画
二
作
普
賢
菩
薩
一
。
荘
嚴
如
レ
前
、
乗
二
於
白
象
一
。
於
二
其
師
子
・
白
象
中
間
一
、
画
二
大
般
若
菩
薩
之
像
一
。
面
有
二
三
目
一
、
荘
嚴
如
レ
前
、
手
把
二
経
匣
一
端
身
而
坐
。
於
二
仏
頂
上
空
中
一
、
画
二
作
五
色
雲
蓋
一
。
其
蓋
左
右
有
二
浄
居
天
一
、
雨
二
七
宝
花
一
３７
。 
 
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
六
月
十
九
日
の
記
に
、「
四
天
王
惣
印
は
、
師
の
口
授
に
よ
る
と
、『
陀
羅
尼
集
経
』
十
一
所
説
の
印
相
で
あ
る
が
、『
陀
羅
尼
集
経
』
十
一
は
字
句
や
文
意
が
通
じ
に
く
い
箇
所
が
あ
る
。
（
巻
十
一
に
は
四
天
王
の
惣
印
以
外
に
）
と
り
わ
け
別
に
何
か
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、『
陀
羅
尼
集
経
』
一
の
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
を
抜
き
書
く
と
あ
る
。
こ
の
抄
文
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
一
「
金
輪
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仏
頂
像
法
」
と
同
文
で
あ
り
３８
、
中
尊
で
あ
る
釈
迦
仏
頂
の
画
像
法
が
説
か
れ
、
釈
迦
仏
頂
の
下
に
画
か
れ
た
池
の
四
辺
に
鬱
金
華
、
四
天
王
を
配
置
し
、
両
辺
に
文
殊
・
普
賢
、
そ
の
間
に
般
若
菩
薩
を
画
く
旨
が
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
は
、
釈
迦
仏
頂
を
中
尊
と
す
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
十
一
所
説
の
四
天
王
惣
印
を
附
随
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
覚
算
が
主
張
し
た
「
釈
迦
四
天
王
印
明
相
具
行
候
也
」
を
想
起
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
は
、
長
宴
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
で
も
あ
り
、
長
宴
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
「
釈
迦
四
天
王
法
」
と
は
こ
の
記
に
書
か
れ
た
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
門
葉
記
』「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
に
み
え
る
長
宴
が
後
三
条
院
の
仰
せ
に
よ
っ
て
「
釈
迦
四
天
王
法
」
を
修
し
た
の
は
、『
阿
娑
縛
抄
』
に
よ
る
と
、
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
の
こ
と
で
あ
り
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
慶
嚴
が
記
す
以
前
に
、
す
で
に
長
宴
が
記
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
３９
。
ま
た
、
こ
こ
に
み
え
る
師
と
は
、
四
天
王
惣
印
の
文
は
、
皇
慶
（
九
七
七
―
一
〇
四
九
）
口
説
・
長
宴
記
『
四
十
帖
決
』「
四
天
王
九
４０
」
に
み
え
る
文
と
同
一
で
あ
る
た
め
、
皇
慶
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
四
十
帖
決
』
に
は
、「
金
輪
仏
頂
像
法
」
の
引
文
は
無
い
が
、『
四
十
帖
決
』
に
「
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
六
月
十
九
日
」
と
『
息
心
抄
』
の
記
と
同
日
の
口
説
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
釈
迦
四
天
王
法
」
が
皇
慶
か
ら
の
口
説
で
あ
る
可
能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
４１
。 
『
息
心
抄
』
は
、
大
縁
房
に
伝
わ
っ
た
書
で
あ
り
、
相
実
が
大
縁
房
を
主
る
の
は
、
相
実
が
「
釈
迦
四
天
王
法
」
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
か
ら
二
年
後
の
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
に
相
当
す
る
。
相
実
は
、
そ
の
二
年
の
間
に
こ
の
記
を
知
り
得
た
か
、
ま
た
は
大
縁
房
に
移
っ
て
か
ら
獲
た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
息
心
抄
』
に
附
さ
れ
た
こ
の
記
述
は
、
相
実
が
引
用
し
て
ま
と
め
て
い
る
と
考
え
て
も
何
ら
矛
盾
は
無
い
。
そ
し
て
、
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
の
記
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
す
る
修
法
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
の
覚
算
に
纏
わ
る
記
述
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
年
代
頃
に
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
修
法
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。 
 
つ
づ
け
て
、
こ
の
「
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
六
月
十
九
日
の
記
」
に
引
用
さ
れ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
に
つ
い
て
、「
私
云
（
恐
ら
く
相
実
で
あ
ろ
う
）」
と
し
て
そ
の
解
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
私
云
。
於
二
其
褺
上
一
画
二
世
尊
像
一
文
。
其
世
尊
者
、
即
今
経
教
主
釈
尊
也
。
如
二
文
云
一
、
一
時
在
二
舍
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
一
、
与
二
大
阿
羅
漢
五
十
人
一
倶
。
摩
訶
迦
葉
乃
至
羅
睺
羅
等
而
為
二
上
首
一
云
云
。 
時
仏
世
尊
、
知
二
衆
会
心
一
、
即
入
二
火
光
三
摩
地
一
、
従
二
於
頂
上
一
放
二
無
量
光
一
照
二
三
千
大
千
世
界
一
已
、
仏
、
以
二
自
手
一
作
二
仏
頂
印
一
誦
二
仏
頂
呪
一
文
。
如
レ
文
者
、
指
二
此
世
尊
一
可
レ
云
二
大
仏
頂
一
也
。
依
二
此
経
一
大
仏
頂
法
、
修
レ
之
。
此
即
可
レ
為
二
一
心
一
也
。
若
有
二
是
類
一
者
、
必
可
レ
聞
二
口
伝
一
耳
。 
 
 
戴
二
七
宝
冠
一
者
、
今
尊
応
仏
也
。
仍
螺
髻
上
可
レ
戴
レ
之
歟
。
更
不
レ
可
レ
准
二
例
首
陀
会
天
身
一
也
。 
 
 
手
作
二
母
陀
羅
一
者
、
是
印
也
。
恐
是
仏
頂
印
歟
。
不
レ
云
レ
持
レ
輪
更
問
。
常
非
二
金
輪
仏
頂
像
一
也
。 
其
花
座
下
竪
著
二
金
剛
輪
一
者
、
是
立
平
不
レ
可
レ
臥
歟
。 
其
輪
下
宝
池
四
辺
作
二
鬱
花
一
、
四
天
王
随
レ
方
立
云
云
、
故
祖
師
御
意
、
在
レ
之
云
。
仍
下
巻
四
天
王
印
明
、
用
レ
之
給
歟
。
若
然
者
、
文
殊
・
普
賢
・
般
若
菩
薩
等
、
観
曼
荼
羅
時
、
尤
至
要
也
。
慶
記
、
不
レ
注
二
此
旨
一
。
若
、
師
口
不
レ
聞
歟
更
問
…
…
４２ 
 
相
実
は
、「
金
輪
仏
頂
像
法
」
の
中
尊
は
釈
尊
で
あ
る
と
し
、
そ
の
証
明
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
「
大
神
力
陀
羅
尼
経
釈
迦
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
品
一
巻
於
大
部
巻
第
一
」
の
文
を
引
き
、「
金
輪
仏
頂
像
法
」
は
（
釈
迦
仏
頂
を
中
尊
と
し
た
）
大
仏
頂
法
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
に
准
じ
て
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
に
説
か
れ
る
文
文
句
句
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
金
剛
輪
の
下
に
画
い
た
宝
の
池
の
四
辺
に
鬱
金
花
と
四
天
王
を
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配
置
す
る
」
と
い
う
文
か
ら
、
故
祖
師
（
長
宴
）
は
、
四
天
王
法
の
中
尊
に
釈
迦
仏
頂
を
配
し
、
そ
こ
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
一
所
説
の
四
天
王
の
印
明
を
用
い
ら
れ
た
の
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
画
像
法
に
説
か
れ
る
文
殊
・
普
賢
・
般
若
菩
薩
等
こ
そ
非
常
に
重
要
で
あ
る
の
に
、
宝
浄
房
慶
嚴
の
記
に
は
こ
の
旨
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
慶
嚴
は
長
宴
の
口
伝
を
正
確
に
聞
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不
審
を
抱
い
て
い
る
。
相
実
は
、「
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
六
月
十
九
日
の
記
」
に
み
え
る
修
法
が
長
宴
の
説
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、慶
嚴
の
記
に
不
備
が
あ
る
と
疑
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
息
心
抄
』
に
引
か
れ
る
こ
の
文
は
、
長
宴
が
後
三
条
院
の
仰
せ
に
よ
っ
て
、
北
谷
定
林
房
に
て
「
釈
迦
四
天
王
法
」
を
行
じ
た
際
に
、
慶
嚴
が
助
伴
と
し
て
賜
っ
た
記
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。 
 
ま
た
、
相
実
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
「
大
神
力
陀
羅
尼
経
釈
迦
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
品
一
巻
於
大
部
巻
第
一
」
に
説
か
れ
る
の
は
大
仏
頂
法
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
先
学
に
よ
る
と
、「
大
神
力
陀
羅
尼
経
釈
迦
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
品
一
巻
於
大
部
巻
第
一
」
は
、
般
刺
蜜
帝
訳
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
嚴
経
』（『
首
楞
嚴
経
』）・
失
訳
『
大
仏
頂
如
来
放
光
悉
怛
多
般
怛
羅
大
神
力
都
攝
一
切
呪
王
陀
羅
尼
経
大
威
徳
最
勝
金
輪
三
昧
呪
品
第
一
』（『
大
仏
頂
別
行
法
』）
な
ど
の
大
仏
頂
に
連
関
す
る
経
典
と
異
訳
関
係
に
あ
る
よ
う
で
４３
、
相
実
が
引
く
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
文
は
『
大
仏
頂
別
行
法
』
の
経
文
と
同
趣
意
で
あ
る
。
相
実
は
こ
れ
に
よ
っ
て
大
仏
頂
法
と
判
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
『
陀
羅
尼
集
経
』 
一
時
仏
、
在
二
舍
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
一
、
与
二
大
阿
羅
漢
五
千
人
一
倶
。
摩
訶
迦
葉
・
優
嚕
毘
羅
迦
葉
・
伽
耶
迦
葉
・
那
提
迦
葉
・
舍
利
弗
・
大
目
揵
連
・
難
陀
・
阿
尼
嚕
駄
・
阿
若
憍
陳
如
・
阿
難
陀
・
羅
睺
羅
等
而
為
二
上
首
一
…
（
中
略
）
…
時
仏
世
尊
、
知
二
会
衆
心
一
、
即
入
二
火
光
三
摩
地
一
、
従
二
於
頂
上
一
放
二
無
量
光
一
、
照
二
三
千
大
千
世
界
一
已
、
仏
、
以
二
自
手
一
作
二
仏
頂
印
一
、
誦
二
仏
頂
呪
一
４４
。 
『
大
仏
頂
別
行
法
』 
 
 
一
時
仏
、
在
二
舍
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
一
、
与
二
大
阿
羅
漢
五
千
人
一
倶
。
摩
訶
迦
葉
・
優
樓
頻
螺
迦
葉
・
伽
耶
迦
葉
・
那
提
迦
葉
・
舍
利
弗
・
大
目
楗
連
・
難
陀
・
阿
腟
樓
駄
・
劫
賓
那
・
阿
若
憍
陳
如
・
阿
難
・
羅
睺
羅
等
而
為
二
上
首
一
。
…
（
中
略
）
…
爾
時
世
尊
、
知
二
其
会
衆
心
一
生
二
狐
疑
一
、
即
入
二
火
光
三
昧
一
、
従
二
於
頂
上
一
放
二
大
光
明
一
、
照
二
於
三
千
大
千
世
界
一
已
、
仏
自
作
二
仏
頂
印
一
４５
。 
他
方
、『
四
十
帖
決
』「
仏
頂
決
一
」
の
寛
徳
三
年
二
月
二
十
日
説
で
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
し
て
い
る
。 
 
又
、
釈
迦
、
是
仏
頂
之
主
也
。
一
切
仏
頂
、
以
二
釈
迦
一
為
レ
主
耳
。
…
（
中
略
）
…
故
陀
羅
尼
集
経
、
在
二
仏
頂
之
中
一
。
其
陀
羅
尼
、
是
肉
髻
光
中
演
説
大
陀
羅
尼
也
。
即
是
仏
頂
光
明
陀
羅
尼
也
４６
。 
釈
迦
は
、
仏
頂
の
主
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
仏
頂
は
釈
迦
が
主
で
あ
り
、『
陀
羅
尼
集
経
』
は
仏
頂
に
関
す
る
法
が
説
か
れ
、
所
説
の
陀
羅
尼
は
、
釈
迦
の
肉
髻
の
光
の
中
に
演
説
せ
る
仏
頂
光
明
陀
羅
尼
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
一
に
説
か
れ
る
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
仏
頂
に
関
す
る
法
を
説
く
経
典
と
設
定
し
て
い
る
４７
。
そ
し
て
、『
四
十
帖
決
』「
大
仏
頂
三
」
の
永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
三
月
十
九
日
の
説
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 
 
 
問
。
大
仏
頂
者
何
。 
答
。
是
五
仏
頂
総
真
言
也
。
而
以
二
一
字
仏
頂
一
為
レ
主
耳
４８
。 
 
大
仏
頂
は
、
五
仏
頂
の
総
真
言
で
あ
り
、
五
仏
頂
の
主
は
一
字
仏
頂
で
あ
る
と
説
く
。『
陀
羅
尼
集
経
』
で
は
、
五
仏
頂
の
一
で
あ
る
帝
殊
囉
施
（
光
聚
）
仏
頂
や
金
輪
仏
頂
が
登
場
す
る
が
、
相
実
は
こ
の
意
を
汲
ん
で
「
仏
、
以
二
自
手
一
作
二
仏
頂
印
一
誦
二
仏
頂
呪
一
」
と
あ
る
仏
頂
呪
を
大
仏
頂
と
判
じ
て
大
仏
頂
法
と
述
べ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
代
に
長
宴
の
記
を
依
拠
と
し
て
『
陀
羅
尼
76 
 
集
経
』
所
説
の
釈
迦
仏
頂
を
中
尊
と
す
る
作
法
や
画
像
法
を
主
軸
に
、
四
天
王
惣
印
を
附
随
さ
せ
て
行
ず
る
修
法
が
記
さ
れ
、
執
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
や
『
息
心
抄
』
の
中
に
、「
遠
（
者
）、
明
達
律
師
。
近
、（
即
）
大
原
僧
都
被
レ
行
レ
之
」
と
、
釈
迦
を
中
尊
と
す
る
四
天
王
法
と
し
て
、
明
達
（
八
七
七
―
九
五
五
）
が
行
じ
た
修
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
息
心
抄
』
に
述
さ
れ
て
い
る
記
録
を
次
に
示
す
。 
 
 
律
師
伝
云
。
天
慶
三
年
正
月
二
日
、
為
レ
降
二
伏
東
西
東
ハ
将
―
、
西
ハ
純
―
兵
乱
一
、
於
二
延
暦
寺
四
王
院
一
率
二
十
五
口
伴
僧
一
奉
レ
修
二
四
天
王
法
一
也
。
同
年
八
月
二
十
九
日
、
於
二
四
王
院
一
率
二
十
四
口
伴
僧
一
不
レ
断
七
日
、
奉
レ
修
二
四
天
法
一
４９
。 
 
明
達
律
師
の
伝
に
、「
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
正
月
二
日
に
、
東
（
平
将
門
の
乱
）
西
（
藤
原
純
友
の
乱
）
を
降
伏
す
る
た
め
に
、東
塔
四
王
院
に
て
十
五
口
の
伴
僧
が
四
天
王
法
を
修
し
、同
年
八
月
二
十
九
日
に
、
四
王
院
に
て
十
四
口
の
僧
が
七
日
の
間
四
天
王
法
を
修
し
た
」
と
あ
り
、
明
達
律
師
が
修
し
た
四
天
王
法
に
関
す
る
記
事
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
す
る
内
容
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
明
達
律
師
が
何
を
依
拠
と
し
て
釈
迦
を
中
尊
と
す
る
四
天
王
法
を
修
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 
こ
の
四
天
王
法
の
中
尊
を
釈
迦
と
す
る
理
由
の
解
釈
に
は
、『
門
葉
記
』
や
『
息
心
抄
』
で
は
胎
蔵
曼
荼
羅
を
依
拠
と
す
る
説
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
門
葉
記
』
所
収
の
政
春
の
「
師
説
集
」
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
の
記
に
は
、「
釈
迦
所
説
経
法
、
依
二
胎
蔵
一
修
之
時
、
以
二
初
門
一
観
二
説
法
道
場
一
也
。
依
二
此
意
一
以
二
釈
迦
一
為
二
本
尊
一
歟
５０
。」
と
、
胎
蔵
の
釈
迦
に
関
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
つ
づ
け
て
「
明
達
律
師
勤
行
不
可
証
事
」
に
は
、
相
実
が
「
永
承
記
明
白
」
と
し
て
「
如
二
祖
師
御
時
一
懸
二
台
（
マ
マ
）
曼
荼
羅
一
可
レ
修
レ
之
。
仍
釈
迦
院
尊
尤
便
也
５１
。」
と
あ
り
、
祖
師
（
長
宴
か
）
が
胎
蔵
曼
荼
羅
の
釈
迦
院
を
拠
所
と
し
て
四
天
王
法
を
修
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
以
下
の
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
以
二
彼
□
（
院
カ
）
一
可
レ
想
二
給
孤
独
園
一
耳
。
然
此
界
釈
迦
并
四
天
等
印
明
、
可
レ
用
レ
之
也
。
若
又
欲
レ
図
二
曼
荼
羅
一
、
今
此
如
二
金
輪
壇
一
図
レ
之
。
具
如
二
経
文
一
。
此
時
、
今
経
仏
・
菩
薩
・
天
等
印
明
□
（
可
カ
）
レ
□
（
用
カ
）
耳
。
雖
レ
非
二
師
口
一
道
理
可
レ
然
。
只
吉
□
（
吉
カ
）
斟
酌
５２
。 
胎
蔵
界
の
釈
迦
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
所
説
の
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
と
を
結
び
つ
け
る
記
述
が
な
さ
れ
、
よ
く
吟
味
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
師
か
ら
の
口
授
の
修
法
で
は
な
く
て
も
道
理
は
述
べ
た
通
り
で
あ
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
の
通
り
解
釈
す
る
と
、
長
宴
は
独
自
の
考
え
で
「
釈
迦
四
天
王
法
」
を
修
し
た
か
、
相
実
が
そ
の
よ
う
に
み
な
し
た
の
か
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
釈
迦
を
中
尊
と
す
る
修
法
は
胎
蔵
系
に
属
す
る
考
え
が
、
長
宴
に
始
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
時
期
を
類
推
す
る
傍
証
の
一
と
成
り
得
る
。
何
故
な
ら
ば
、
前
章
で
も
述
べ
た
が
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
勝
陽
房
薬
雋
撰
『
破
邪
弁
正
記
』
に
依
る
と
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、「
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
」
と
題
し
て
、『
大
日
経
』・『
一
行
記
』・『
蘇
悉
地
経
』・『
陀
羅
尼
集
経
』
等
に
よ
っ
て
そ
の
行
儀
を
明
か
し
、
釈
迦
仏
頂
を
中
尊
と
し
、『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
「
七
日
作
壇
法
」
を
基
盤
と
す
る
胎
蔵
系
の
灌
頂
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
、『
破
邪
弁
正
記
』
に
よ
る
と
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
『
破
邪
弁
正
記
』
の
著
述
年
代
で
あ
る
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
に
は
、
す
で
に
比
叡
山
中
に
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
５３
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
破
邪
弁
正
記
』
成
立
以
後
の
在
世
で
あ
る
相
実
は
、（『
陀
羅
尼
集
経
』
を
基
底
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と
し
た
釈
迦
仏
頂
を
中
尊
と
す
る
胎
蔵
系
の
灌
頂
書
）『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
つ
い
て
、
触
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
に
初
め
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
駆
使
す
る
釈
迦
仏
頂
を
中
尊
と
す
る
「
釈
迦
四
天
王
法
」
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
の
す
れ
違
い
は
何
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
年
代
に
お
い
て
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
参
照
し
た
修
法
の
多
く
は
流
布
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
台
密
の
流
派
間
の
相
承
と
深
く
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
疑
問
解
明
に
は
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。 他
方
、『
息
心
抄
』
に
は
、
問
答
形
式
で
「
釈
迦
四
天
王
法
」
に
関
す
る
見
識
を
述
べ
、
特
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
壇
法
に
関
す
る
問
答
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
修
法
が
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
で
、「
釈
迦
四
天
王
法
」
の
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は
割
愛
し
た
い
。 
  
第
五
節 
結
言 
  
本
章
で
は
、
台
密
に
お
け
る
安
然
以
降
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
中
心
と
し
た
修
法
を
実
際
に
執
り
行
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
の
例
証
の
探
索
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
長
宴
が
修
し
た
と
さ
れ
る
釈
迦
四
天
王
法
が
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
所
説
の
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
と
巻
十
一
に
説
か
れ
る
四
天
王
の
惣
印
を
基
に
し
た
修
法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、「
釈
迦
四
天
王
法
」
の
中
で
は
、
こ
の
修
法
の
中
尊
で
あ
る
釈
迦
仏
頂
と
胎
蔵
曼
荼
羅
に
画
か
れ
た
釈
迦
如
来
と
を
い
み
じ
く
も
合
致
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
胎
蔵
系
に
位
置
づ
け
て
考
え
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、（『
息
心
抄
』
に
み
え
る
）「
釈
迦
四
天
王
法
」
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
過
程
を
示
す
貴
重
な
資
料
の
一
と
考
え
ら
れ
る
５４
。 
 
〈
本
章
中
「
釈
迦
四
天
王
法
」
を
取
り
巻
く
長
宴
・
相
実
に
関
連
す
る
年
表
〉 
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
正
月
二
日 
 
 
 
法
性
房
明
達
、
東
（
平
将
門
の
乱
）
西
（
藤
原
純
友
の
乱
）
を
降
伏
す
る
た
め
に
、
東
塔
四
王
院
に
て
十
五
口
の
伴
僧
と
共
に
四
天
王
法
を
修
す
。 
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
八
月
二
十
九
日 
 
明
達
、
四
王
院
に
て
十
四
口
の
僧
と
共
に
七
日
間
四
天
王
法
を
修
す
。 
万
寿
年
中
（
一
〇
二
四
～
一
〇
二
七
） 
 
皇
慶
、
丹
波
池
上
に
住
居
す
。 
長
元
年
中
（
一
〇
二
八
～
一
〇
三
六
） 
 
皇
慶
口
説
・
長
宴
記
『
四
十
帖
決
』
筆
録
開
始
？
ま
た
は
、
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
筆
録
開
始
か
？ 
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
十
月
二
十
五
日 
皇
慶
・
長
宴
、
叡
山
北
谷
桂
林
房
に
帰
山
。 
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
六
月
十
九
日 
 
（
長
宴
、）『
陀
羅
尼
集
経
』
一
「
金
輪
仏
頂
像
法
」、
巻
十
一
所
説
の
四
天
王
惣
印
に
基
づ
く
「
釈
迦
四
天
王
法
」
に
関
す
る
事
柄
を
記
す
。 
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
七
月
二
十
六
日 
皇
慶
、
示
寂
。
世
寿
七
三
歳
。
長
宴
、
皇
慶
入
寂
直
前
ま
で
伝
法
せ
ら
る
。 
康
平
八
年
／
治
暦
元
年
（
一
〇
六
五
） 
 
長
宴
、
権
律
師
補
任
。 
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
十
一
月 
 
 
 
長
宴
、
元
慶
寺
別
当
補
任
。 
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
十
二
月 
 
 
 
長
宴
、
後
三
条
院
の
仰
せ
に
よ
り
、
伴
僧
八
口
と
共
に
四
天
王
法
修
法
。
宝
浄
房
慶
嚴
、「
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
六
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月
十
九
日
の
記
」
を
書
写
。
地
蔵
房
暹
救
も
同
様
に
助
伴
と
し
て
同
記
を
賜
る
。 
承
保
元
年
（
一
〇
七
四
） 
 
 
 
 
 
 
長
宴
、
律
師
補
任
。 
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
） 
 
 
 
 
 
 
長
宴
、
少
僧
都
補
任
。 
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
四
月
二
日 
 
 
長
宴
、
示
寂
。
世
寿
六
六
歳
。 
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
） 
 
 
 
 
 
 
相
実
、
誕
生
。 
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
） 
 
 
 
 
 
 
薬
雋
、『
破
邪
弁
正
記
』
著
述
。 
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
三
月
十
九
日 
 
寺
門
僧
に
よ
っ
て
延
命
院
一
乗
坊
焼
亡
。
久
安
二
年
の
乱
。 
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
四
月
一
日 
 
 
相
実
は
、
小
僧
に
無
動
寺
南
山
房
に
て
文
殊
法
を
、
覚
算
阿
闍
梨
に
西
塔
釈
迦
堂
に
て
四
天
王
法
を
修
法
さ
せ
る
。 
久
安
二
年
（
一
一
四
六
） 
 
 
 
 
 
 
相
実
、
覚
算
よ
り
「
釈
迦
四
天
王
法
」
の
所
以
を
知
る
。
覚
算
は
こ
れ
よ
り
以
前
に
、
勝
基
よ
り
「
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
六
月
十
九
日
の
記
」
を
書
写
す
る
。 
久
安
四
年
（
一
一
四
八
） 
 
 
 
 
 
 
相
実
、
魚
山
大
縁
房
を
主
る
。 
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
七
月
七
日 
 
 
相
実
、
示
寂
。
世
寿
八
五
歳
。
５５ 
 
《
註
》 
１
阿
地
瞿
多
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、『
仏
説
陀
羅
尼
集
経
翻
訳
序
』
の
他
に
も
、
北
宋
賛
寧
（
九
一
九
―
一
〇
〇
一
）
撰
『
宋
高
僧
伝
』「
唐
西
京
慧
日
寺
無
極
高
伝
」（『
大
正
』
五
〇
・
七
一
八
頁
中
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
阿
地
瞿
多
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
六
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
）
七
二
〇
頁
、
林
敏
「『
大
仏
頂
別
行
法
』
の
基
礎
的
研
究
」（『
仙
石
山
論
集
』
三
、
二
〇
〇
六
）
等
に
精
し
い
。 
２
高
徳
の
沙
門
有
り
。
厥
れ
阿
地
瞿
多
と
号
す
。
是
れ
中
天
竺
の
人
な
り
。（『
大
正
』
十
八
・
七
八
五
頁
上
。） 
３
法
師
慧
を
聰
る
こ
と
群
を
超
え
た
り
。
徳
邁
は
人
を
過
ぐ
。
弱
冠
に
道
を
慕
い
、
五
竺
を
歴
て
友
を
尋
ね
る
。
低
心
躍
步
に
し
て
法
要
を
諮
る
。
故
に
能
く
五
明
に
精
練
し
、
諸
部
に
妙
通
す
。
意
に
西
域
の
法
水
を
運
び
、
東
夏
の
渴
仰
を
潤
わ
す
こ
と
を
欲
す
。
身
を
判
ず
る
許
険
難
な
り
。
務
め
て
弘
道
の
心
存
す
。
山
巖
を
跋
め
ど
も
疲
れ
ず
。
沙
流
を
渉
れ
ど
も
倦
れ
る
こ
と
無
し
。
尊
経
を
頂
戴
し
て
、
斯
の
漢
の
地
に
向
か
う
。
永
徽
二
年
の
正
月
、
長
安
に
屈
り
。
勅
を
奉
じ
て
慈
門
寺
に
住
す
。 
(
『
大
正
』
十
八
・
七
八
五
頁
上
。) 
４
但
だ
法
師
、
珠
を
含
み
未
だ
吐
か
ず
。
人
、
珍
を
懐
い
て
別
す
る
こ
と
莫
し
。
雅
辯
し
て
既
に
方
に
宝
有
る
を
知
る
を
宣
ぶ
云
云
。
故
に
能
く
衆
の
疑
を
決
し
、
言
は
皆
理
に
当
る
。
然
れ
ば
則
ち
、
経
律
論
の
業
を
伝
え
る
者
一
に
非
ず
。
唯
此
の
法
門
未
だ
斯
の
土
に
興
ら
ず
。
所
以
に
丁
寧
に
三
請
し
て
方
に
壇
法
を
許
す
。
三
月
上
旬
に
、
慧
日
寺
浮
図
院
內
に
赴
き
、
法
師
自
ら
普
集
会
壇
を
作
す
。
大
乗
琮
等
一
十
六
人
な
り
。
爰
に
英
公
・
鄂
公
等
一
十
二
人
、
壇
供
を
助
成
す
る
に
及
ぶ
。
同
じ
く
願
う
。
皇
基
永
固
な
り
。
常
に
万
国
に
臨
む
。
庶
類
同
じ
く
沾
す
。
皆
大
益
を
成
す
。
其
の
中
に
霊
瑞
あ
り
。
繁
を
恐
れ
て
述
せ
ず
。
余
、
此
の
法
に
逢
う
こ
と
を
慶
ぶ
。
忻
躍
に
勝
え
ず
。
躬
ら
経
を
翻
し
悕
ふ
所
を
詣
で
て
広
本
を
翻
す
。
屢
值
事
鬧
な
り
。
陳
請
う
に
及
ば
ず
。
幻
質
の
遷
謝
、
大
利
を
失
う
こ
と
を
恐
る
。(
『
大
正
』
十
八
・
七
八
五
頁
上
。)
 
５
便
ち
法
師
を
慧
日
寺
に
請
い
、
宣
し
て
梵
本
を
訳
し
、
且
く
要
抄
を
翻
ず
る
こ
と
一
十
二
巻
な
り
。
興
国
の
洪
基
を
堅
て
、
隆
民
の
秘
宝
を
存
す
る
か
。
四
年
三
月
十
四
日
起
首
従
り
、
永
徽
五
年
歲
甲
寅
に
次
る
四
月
十
五
日
に
至
り
畢
ん
ぬ
。
以
後
、
頻
頻
に
勅
し
て
法
師
を
追
い
入
内
せ
し
め
、
邂
逅
の
間
、
復
校
す
る
に
暇
無
し
。
此
の
経
、
金
剛
大
道
場
経
に
出
づ
る
大
明
呪
蔵
分
の
少
分
な
り
。
今
此
の
略
抄
の
詳
定
す
る
こ
と
を
擬
勘
す
。
奏
し
て
天
下
に
流
通
し
、
普
く
聞
こ
し
め
ん
こ
と
を
請
う
。(
『
大
正
』
十
八
・
七
八
五
頁
上
。)
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６
『
大
正
』
五
五
・
五
六
二
頁
下
、
五
九
九
頁
上
。 
７
『
大
正
』
五
五
・
八
六
三
頁
上
、
九
二
九
頁
中
。 
８
『
教
時
諍
』（『
大
正
』
七
五
・
三
五
九
頁
下
）、『
教
時
問
答
』（『
大
正
』
七
五
・
四
四
一
頁
上
）。 
９
夫
れ
明
呪
と
は
、
梵
に
毘
睇
陀
羅
必
棏
家
と
云
う
。
毘
睇
と
は
訳
せ
ば
明
呪
と
為
し
、
陀
羅
と
は
是
れ
持
、
必
棏
家
と
は
是
れ
蔵
な
り
。
応
に
持
明
呪
蔵
と
云
う
べ
し
。
然
る
に
相
い
承
け
て
此
れ
呪
蔵
と
云
う
。
梵
本
は
、
十
万
頌
有
り
。
唐
に
訳
す
れ
ば
、
三
百
巻
を
成
す
べ
し
。
現
今
求
覓
す
る
も
、
多
く
は
失
い
全
き
も
の
少
な
し
。
…
…
（『
大
正
』
五
一
・
六
頁
下
。） 
１０
「
金
剛
大
道
場
経
」
並
び
に
「
大
明
呪
蔵
」
に
関
す
る
研
究
に
関
し
て
は
、
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
所
収
の
仏
頂
系
経
軌
の
考
察
」（『
智
山
学
報
』
五
三
、
二
〇
〇
四
）
に
お
い
て
各
種
先
行
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
参
照
し
た
。
ま
た
同
氏
「『
陀
羅
尼
集
経
』
初
期
密
教
の
諸
尊
・
陀
羅
尼
を
統
合
す
る
経
典
」（
高
橋
尚
夫
・
木
村
秀
明
・
野
口
圭
也
・
大
塚
伸
夫
『
初
期
密
教
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
）
五
八
頁
）
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
四
「
十
一
面
観
世
音
神
呪
経
」
は
、
八
十
年
前
の
耶
舍
崛
多
訳
『
十
一
面
観
世
音
神
呪
経
』（『
大
正
』
二
十
）
と
、
ま
た
巻
十
「
功
徳
天
法
」
は
、
二
三
〇
年
前
の
曇
無
讖
訳
『
金
光
明
経
』「
功
徳
天
品
」（『
大
正
』
十
六
）
と
も
訳
語
が
似
て
い
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
す
べ
て
が
梵
本
か
ら
の
直
訳
で
は
な
く
、
と
き
に
既
存
の
漢
訳
が
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
全
内
容
が
中
イ
ン
ド
の
密
教
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。 
１１
『
大
正
』
五
五
・
五
六
二
頁
下
。 
１２
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
」（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇
）
で
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
七
・
七
五
に
も
、
天
平
九
年
（
七
三
七
）
に
「
陀
羅
尼
集
経
欠
一
・
四
・
五
・
六
・
七
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
１３
『
大
正
』
十
八
・
七
八
五
頁
中
。 
１４
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
所
収
の
仏
頂
系
経
軌
の
考
察
」（『
智
山
学
報
』
五
三
、
二
〇
〇
四
）
参
照
。 
１５
『
大
正
』
十
八
・
八
一
二
頁
中
。 
１６
堀
池
春
峰
「
奈
良
時
代
仏
教
の
密
教
的
性
格
」（
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
））
参
照
。 
１７
三
﨑
良
周
「
奈
良
時
代
の
密
教
に
お
け
る
諸
問
題
」（
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
））
参
照
。 
１８
三
﨑
良
周
「
奈
良
時
代
の
密
教
に
お
け
る
諸
問
題
」（
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
））
参
照
。 
１９
『
大
正
』
六
一
・
四
二
〇
頁
上
。 
２０
『
大
正
』
六
一
・
五
六
〇
頁
上
。 
２１
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
四
頁
中
。 
２２
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
六
頁
下
。 
２３
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
七
頁
下
。 
２４
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
七
頁
下
。 
２５
『
大
正
』
五
五
・
一
一
二
七
頁
上
。 
２６
謂
く
、
陀
羅
尼
集
経
は
是
れ
金
剛
大
道
場
経
に
出
づ
る
、
大
明
呪
蔵
の
少
分
な
り
。
故
に
金
剛
界
法
と
言
う
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
其
の
経
中
に
十
八
道
を
明
か
し
、
蘇
悉
地
法
と
言
う
べ
し
。
今
、
行
法
は
両
界
に
相
渉
す
る
を
以
て
、
分
か
ち
て
一
蔵
と
為
す
。（『
大
正
』
七
五
・
四
四
一
頁
上
。） 
２７
台
密
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
木
内
堯
央
『
天
台
密
教
の
形
成
』（
渓
水
社
、
一
九
八
四
）
や
、
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
80 
 
と
実
践
』（
創
文
社
、
一
九
九
四
）、
同
「
天
台
の
密
教
」（
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
六
巻
「
日
本
密
教Ⅲ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
五
））
等
に
精
し
い
。 
２８
久
安
二
年
四
月
一
日
、
山
上
の
小
さ
き
乱
に
依
て
、
之
を
直
さ
ん
が
為
に
、
和
尚
、
小
僧
に
命
ず
。
無
動
寺
南
山
房
に
於
い
て
文
殊
法
を
勤
修
せ
し
め
給
え
。
覚
算
闍
梨
を
以
て
、
西
塔
釈
迦
堂
に
於
い
て
四
天
王
法
を
修
せ
し
め
給
え
、
と
。
爰
に
道
才
子
来
り
て
云
く
。
覚
才
子
が
修
行
す
る
所
は
、
釈
迦
四
天
法
な
り
云
云
。
奉
修
せ
し
め
ん
と
欲
す
云
云
。
知
ら
ず
、
今
始
め
て
之
を
聞
く
。
本
尊
は
何
か
ん
。
何
れ
の
法
に
依
て
之
を
修
せ
ん
や
。
先
達
は
誰
等
が
之
を
行
ぜ
ん
や
。
早
く
余
方
を
妨
げ
る
べ
し
。
若
し
調
度
文
書
等
を
尋
ね
得
ら
ば
、
将
来
し
て
之
を
示
せ
。
遠
く
は
明
達
律
師
。
近
く
は
大
原
僧
都
が
之
を
行
ぜ
ら
る
云
云
。
両
説
始
め
て
之
を
聞
く
。
然
ら
ば
、
大
原
の
私
記
定
ん
で
有
る
か
。
末
之
を
得
ん
と
、
尋
ね
求
め
て
志
施
す
べ
き
な
り
。
其
の
後
師
資
黙
止
了
ん
ぬ
。
其
の
後
覚
闍
梨
に
問
い
て
云
く
。
何
を
以
て
の
故
に
釈
迦
四
天
法
と
云
う
や
。 
答
え
て
云
く
。
別
の
事
無
し
。
釈
迦
に
四
天
王
の
印
明
を
相
具
し
て
行
じ
候
な
り
。
大
原
も
行
ぜ
し
め
給
え
る
の
由
に
之
を
承
く
云
云
。
其
の
後
殊
な
る
用
事
無
き
に
依
て
、
又
沙
汰
を
尋
ね
ず
過
了
す
。
然
る
間
近
来
一
両
の
小
僧
等
来
り
て
受
学
せ
ん
と
欲
す
。
之
を
知
ら
ざ
る
が
由
に
答
う
。
然
る
間
或
る
才
子
、
懐
の
中
よ
り
其
の
記
一
帖
を
取
り
出
し
て
之
を
覧
ぜ
し
む
。
此
れ
即
ち
殊
師
、
故
宝
浄
房
慶
闍
梨
の
記
す
る
所
の
本
な
り
。
即
ち
之
を
被
閲
す
る
処
に
、
祖
師
大
原
後
三
篠
院
の
仰
せ
に
依
て
、
山
房
定
林
房
に
於
い
て
行
ぜ
ら
る
時
、
助
伴
と
し
て
賜
う
所
の
記
な
り
云
云
。
而
し
て
其
れ
曼
荼
羅
を
観
ず
る
中
に
召
す
釈
迦
之
を
観
ず
。
古
摩
の
本
尊
段
同
じ
く
之
を
清
供
せ
り
彼
の
覚
闍
梨
は
季
闍
梨
従
り
此
の
記
を
受
く 
云
云
。
父
師
地
蔵
房
阿
闍
梨
、
件
の
時
、
同
じ
く
助
伴
と
し
て
同
記
を
賜
る
。
…
…
（『
大
正
』
図
十
二
・
五
四
三
頁
上
。） 
２９
久
安
二
年
の
乱
「
今
（
久
安
二
年
）
年
三
月
十
九
日
。
延
命
院
一
乗
坊
焼
亡
。
是
三
井
寺
悪
徒
所
為
云
云
。」（『
天
台
座
主
記
』
一
～
四
・
八
九
頁
。） 
３０
政
春
阿
闍
梨
の
師
説
集
に
云
く
。 
四
天
王
法
。 
問
う
。
本
尊
や
何
か
ん
。 
師
云
く
。
之
を
知
ら
ず
。
師
に
随
っ
て
伝
受
し
た
る
事
も
な
し
。
若
し
先
達
有
り
て
、
新
た
に
抄
物
等
を
記
さ
ば
、
将
来
せ
ら
る
べ
し
云
云
。
資
申
し
て
云
く
。
大
原
僧
都
が
修
せ
ら
る
の
記
等
し
候
。
慶
嚴
・
暹
救
等
の
注
す
る
所
な
り
。
件
の
記
に
云
く
。
本
尊
釈
迦
云
云
と
。
心
や
何
か
ん
。
師
云
く
。
不
審
の
事
な
り
。
必
ず
釈
迦
を
以
て
本
尊
と
為
す
べ
き
の
道
理
、
之
無
し
。
陀
羅
尼
集
経
・
四
天
王
経
に
も
必
ず
釈
迦
を
具
す
べ
し
。
…
…
（『
大
正
』
図
十
二
・
五
四
三
頁
中
。） 
３１
『
大
正
』
十
八
・
八
七
八
頁
中
～
八
七
九
頁
上
。 
３２
堀
池
春
峰
「
奈
良
時
代
仏
教
の
密
教
的
性
格
」（
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
））
参
照
。 
３３
本
論
文
で
は
法
曼
院
蔵
『
息
心
抄
』
六
巻
を
底
本
と
し
て
使
用
、
正
教
蔵
『
息
心
抄
』
八
巻
を
対
校
本
と
し
て
、
判
読
が
困
難
な
文
字
や
、
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
使
用
す
る
。
ま
た
、
本
書
は
建
久
年
間
の
奥
書
の
他
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
の
元
と
な
る
奥
書
等
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
の
主
旨
と
異
な
る
た
め
、
こ
れ
を
略
す
。 
３４
詮
栄
誌
『
相
実
大
和
尚
伝
』（『
續
天
全
』、
史
伝
２
・
三
六
九
頁
上
）
参
照
。 
３５
た
と
え
ば
、『
息
心
抄
』「
四
天
王
法
」
中
の
「
釈
迦
四
天
王
法
」
に
関
す
る
箇
所
の
最
後
に
、「
保
元
四
年
（
一
一
五
九
）
正
月
二
十
七
日
。
極
楽
寺
阿
闍
梨
無
障
字
百
寿
記
レ
之
」
と
あ
り
、
ま
た
別
の
巻
の
「
灌
頂
成
就
法
」
に
も
、「
大
原
末
葉
台
嶺
沙
門
実
、
字
百
寿
記
レ
之
」
と
、
相
実
の
記
と
さ
れ
る
も
の
が
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
相
実
の
記
し
た
と
さ
れ
る
文
が
散
在
し
て
い
る
。 
３６
久
安
二
年
四
月
一
日
、
山
上
の
小
さ
き
乱
に
依
て
、
之
を
直
さ
ん
が
為
に
、
和
尚
、
小
僧
に
命
ず
。
無
動
寺
南
山
房
に
於
い
て
文
殊
法
を
勤
修
せ
し
め
給
え
。
覚
算
闍
梨
を
以
て
、
西
塔
釈
迦
堂
に
於
い
て
四
天
王
法
を
修
せ
し
め
給
え
、
と
。
爰
に
道
才
子
来
り
て
云
く
。
覚
才
子
が
修
行
す
る
所
は
、
釈
迦
四
天
王
法
な
り
云
云
。
受
け
奉
ら
ん
と
欲
す
云
云
。
知
ら
ず
、
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今
始
め
て
之
を
聞
く
。
本
尊
は
何
か
ん
。
何
れ
の
法
に
依
て
之
を
修
せ
ん
や
。
先
達
は
誰
等
が
之
を
行
ぜ
ん
や
。
早
く
余
方
に
訪
れ
る
べ
し
。
若
し
調
度
文
書
等
を
尋
ね
得
ら
ば
、
将
来
し
て
之
を
示
せ
。
又
云
く
。
遠
く
は
、
明
達
律
師
。
近
く
は
、
即
ち
大
原
僧
都
が
之
を
行
ぜ
ら
る
云
云
。
両
説
始
め
て
之
を
聞
く
。
然
ら
ば
、
大
原
の
私
記
定
ん
で
有
る
か
。
未
だ
之
を
得
ざ
る
に
、
尋
ね
求
め
て
惠
施
す
べ
き
な
り
。
其
の
後
師
資
黙
止
了
ん
ぬ
。
其
の
後
覚
闍
梨
に
問
い
て
云
く
。
何
を
以
て
の
故
に
釈
迦
四
天
王
法
と
云
う
や
。 
答
え
て
云
く
。
別
の
事
無
し
。
釈
迦
に
四
天
王
の
印
明
を
相
具
し
て
行
じ
候
な
り
。
大
原
も
行
ぜ
し
め
給
え
る
の
由
に
之
を
承
く
云
云
。
其
の
後
殊
な
る
用
事
無
き
に
依
て
、
又
沙
汰
を
尋
ね
ず
過
了
ぬ
。
然
る
間
近
来
一
両
の
小
僧
等
来
り
て
受
学
せ
ん
と
欲
す
。
先
の
如
く
之
を
知
ら
ざ
る
が
由
に
答
う
。
然
る
間
我
が
才
子
、
懐
の
中
よ
り
其
の
記
一
帖
を
取
り
出
し
て
之
を
覧
ぜ
し
む
。
此
れ
即
ち
舛
師
、
故
宝
浄
房
慶
闍
梨
の
記
す
る
所
の
本
な
り
。
即
ち
被
閲
す
る
所
の
祖
師
大
原
後
三
条
院
の
仰
せ
に
依
て
、
山
房
定
林
房
に
於
い
て
行
ぜ
ら
る
時
、
助
伴
と
し
て
賜
う
所
の
記
な
り
云
云
。
而
し
て
其
れ
曼
荼
羅
を
観
ず
る
は
、
中
台
の
釈
迦
、
之
を
観
ず
。
古
摩
の
本
尊
壇
同
じ
く
之
を
清
供
せ
り
彼
の
覚
闍
梨
は
基
闍
梨
従
り
此
の
記
を
受
く 
云
云
。
文
師
地
蔵
房
阿
闍
梨
、
件
の
時
、
同
じ
く
助
伴
と
し
て
同
記
を
賜
る
。（
法
曼
院
蔵
、
建
久
年
間
写
本
。） 
３７
永
承
三
年
六
月
十
九
日
の
記
に
云
く
。
四
天
王
惣
印
、
師
の
口
授
に
、
陀
羅
尼
集
経
第
十
一
巻
、
之
に
有
り
。
経
文
に
乱
脱
有
り
云
云
。
此
の
外
に
更
に
別
の
沙
汰
無
し
。 
 
 
之
に
依
て
集
経
の
文
、
之
を
抄
す
。 
 
 
集
経
第
一
に
云
く
。 
 
 
金
輪
仏
頂
像
法
。 
 
 
其
の
像
を
画
か
ん
と
欲
わ
ば
、
浄
白
褺
玉
に
云
く
。
徒
頬
切
。
重
衣
な
り
、
若
し
は
浄
絹
布
を
取
れ
。
闊
き
狹
き
は
意
に
任
せ
よ
。
截
り
割
く
こ
と
を
得
ざ
れ
。
其
の
褺
上
に
於
い
て
世
尊
像
を
画
け
。
身
は
真
金
色
に
し
て
赤
袈
裟
を
著
し
、
七
宝
冠
を
戴
き
遍
身
の
光
を
作
し
、
手
に
母
陀
羅
を
作
し
て
、
七
宝
も
て
荘
嚴
せ
ら
る
る
蓮
花
座
上
に
結
跏
趺
坐
せ
り
。
其
の
花
座
下
に
金
輪
を
竪
て
著
け
よ
。
其
の
金
輪
の
下
に
宝
池
を
画
作
し
、
池
の
四
辺
に
繞
て
鬱
金
花
を
作
て
、
及
び
四
天
王
各
を
方
に
随
っ
て
立
て
よ
。
其
の
下
の
左
辺
に
、
文
殊
師
利
菩
薩
を
画
作
せ
よ
。
身
は
、
皆
白
色
に
し
て
項
背
に
光
有
り
。
七
宝
の
瓔
珞
・
宝
冠
・
天
衣
、
種
種
荘
嚴
し
て
師
子
に
乗
れ
り
。
右
辺
に
普
賢
菩
薩
を
画
作
せ
よ
。
荘
嚴
は
前
の
如
く
、
白
象
に
乗
ず
。
其
の
師
子
・
白
象
の
中
間
に
於
い
て
、
大
般
若
菩
薩
の
像
を
画
け
。
面
に
三
目
有
り
て
、
荘
嚴
は
前
の
如
く
、
手
に
経
匣
を
把
て
端
身
に
し
て
坐
せ
り
。
仏
頂
上
の
空
中
に
於
い
て
、
五
色
の
雲
蓋
を
画
作
せ
よ
。
其
の
蓋
の
左
右
に
浄
居
天
有
り
て
、
七
宝
の
花
を
雨
せ
。（
法
曼
院
蔵
、
建
久
年
間
写
本
。） 
３８
『
大
正
』
十
八
・
七
九
〇
頁
上
～
中
。 
３９
『
阿
娑
縛
抄
』
延
久
二
年
十
一
月
二
十
一
日
丑
刻
後
三
條
院
御
時
。
地
震
、
及
二
数
刻
一
、
山
洛
無
レ
不
二
恐
怖
一
。
天
文
密
奏
。
陰
陽
勘
文
。兵
革
前
瑞
云
云
。依
レ
之
、公
家
以
二
同
十
二
月
三
日
庚
寅
一
以
二
権
律
師
長
宴
一
於
二
台
嶽
定
林
房
一
被
レ
修
二
四
天
王
法
一
。
伴
僧
八
口
。
…
…
「
延
久
二
年
十
一
月
二
十
一
日
丑
刻
後
三
條
院
御
時
。
地
震
、
数
刻
に
及
び
、
山
洛
恐
怖
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
天
文
密
奏
。
陰
陽
勘
文
。
兵
革
前
瑞
云
云
。 
之
に
依
て
、
公
家
同
十
二
月
三
日
庚
寅
を
以
て
権
律
師
長
宴
を
以
て
台
嶽
に
於
い
て
四
天
王
法
を
修
せ
ら
る
。
伴
僧
八
口
な
り
。
…
…
」（『
大
正
』
図
九
・
四
三
三
頁
上
。） 
４０
『
大
正
』
七
五
・
八
九
一
頁
上
。 
４１
皇
慶
の
流
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
に
関
連
す
る
資
料
に
、
観
智
院
金
剛
蔵
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
巻
が
挙
げ
ら
れ
る
。
観
智
院
金
剛
蔵
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
巻
の
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
楽
音
房
教
慶
は
皇
慶
の
資
、
康
和
元
年
（
一
〇
九
九
）
の
奥
書
に
確
認
さ
れ
る
宝
泉
房
相
覚
は
、
皇
慶
の
資
蓮
実
房
勝
範
の
資
定
慶
の
資
で
あ
り
、
本
書
は
、
彼
ら
の
訓
点
が
記
さ
れ
た
書
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
観
智
院
金
剛
蔵
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
巻
は
、
皇
慶
が
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
用
い
た
伝
法
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
資
料
の
一
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
の
概
要
は
、『
京
都
府
古
文
書
緊
急
調
査
報
告 
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要
』（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
、
一
九
八
六
）
に
精
し
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い
。 
４２
私
に
云
く
。
其
の
褺
上
に
於
い
て
世
尊
の
像
を
画
け
文
と
。
其
の
世
尊
と
は
、
即
ち
今
の
経
の
教
主
釈
尊
な
り
。
文
に
云
う
が
如
く
、
一
時
に
舍
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
に
在
し
て
、
大
阿
羅
漢
五
十
人
と
倶
な
り
き
。
摩
訶
迦
葉
乃
至
羅
睺
羅
等
を
し
て
上
首
と
為
す
云
云
。
時
に
仏
世
尊
は
、
衆
会
の
心
を
知
り
、
即
ち
火
光
三
摩
地
に
入
り
、
頂
上
従
り
無
量
の
光
を
放
ち
三
千
大
千
世
界
を
照
ら
し
已
て
、
仏
は
、
自
ら
の
手
を
以
て
仏
頂
印
を
作
し
仏
頂
呪
を
誦
す
文
と
。
文
の
如
く
な
ら
ば
、
此
の
世
尊
を
指
し
て
大
仏
頂
と
云
う
べ
き
な
り
。
此
の
経
に
依
ら
ば
大
仏
頂
の
法
、
之
を
修
せ
ん
。
此
れ
即
ち
一
心
と
為
す
べ
き
な
り
。
若
し
是
に
類
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
必
ず
口
伝
を
聞
く
べ
き
の
み
。 
七
宝
冠
を
戴
く
と
は
、
今
の
尊
は
応
仏
な
り
。
仍
て
螺
髻
の
上
に
之
を
戴
く
べ
き
か
。
更
に
首
陀
会
天
の
身
に
准
例
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。 
 
 
手
に
母
陀
羅
を
作
す
と
は
、
是
れ
印
な
り
。
恐
ら
く
是
れ
仏
頂
の
印
か
。
輪
を
持
つ
と
云
わ
ず
更
問
。
常
に
は
金
輪
仏
頂
の
像
に
非
ざ
る
な
り
。 
 
 
其
の
花
座
の
下
に
金
剛
輪
を
竪
て
著
く
と
は
、
是
を
立
て
平
に
は
臥
す
べ
か
ら
ざ
る
か
。 
 
 
其
の
輪
の
下
の
宝
池
の
四
辺
に
鬱
花
を
作
し
、
四
天
王
を
方
に
随
っ
て
立
て
る
云
云
と
は
、
故
祖
師
の
御
意
は
之
に
在
り
と
云
う
な
り
。
仍
て
下
巻
の
四
天
王
の
印
明
、
之
を
用
い
給
う
か
。
若
し
然
ら
ば
、
文
殊
・
普
賢
・
般
若
菩
薩
等
は
、
観
曼
荼
羅
の
時
に
、
尤
も
至
要
な
り
。
慶
が
記
に
は
、
此
の
旨
は
注
せ
ず
。
若
し
は
、
師
の
口
を
聞
か
ざ
る
か
更
問
…
…
（
法
曼
院
蔵
、
建
久
年
間
写
本
。） 
４３
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
所
収
の
仏
頂
系
経
軌
の
考
察
」（『
智
山
学
報
』
五
三
、
二
〇
〇
四
）、
林
敏
「『
大
仏
頂
別
行
法
』
の
基
礎
的
研
究
」（『
仙
石
山
論
集
』
三
、
二
〇
〇
六
）
等
参
照
。 
４４
一
時
に
仏
、
舍
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
に
在
し
て
、
大
阿
羅
漢
五
千
人
と
倶
な
り
き
。
摩
訶
迦
葉
・
優
嚕
毘
羅
迦
葉
・
伽
耶
迦
葉
・
那
提
迦
葉
・
舍
利
弗
・
大
目
揵
連
・
難
陀
・
阿
尼
嚕
駄
・
阿
若
憍
陳
如
・
阿
難
陀
・
羅
睺
羅
等
を
上
首
と
為
す
…
（
中
略
）
…
時
に
仏
世
尊
、
会
の
衆
心
を
知
り
、
即
ち
火
光
三
摩
地
に
入
り
、
頂
上
従
り
無
量
光
を
放
ち
、
三
千
大
千
世
界
を
照
ら
し
已
て
、
仏
は
、
自
ら
の
手
を
以
て
仏
頂
印
を
作
し
、
仏
頂
呪
を
誦
す
。（『
大
正
』
十
八
・
七
八
五
頁
中
～
下
。） 
４５
一
時
に
仏
、
舍
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
に
在
し
て
、
大
阿
羅
漢
五
千
人
と
倶
な
り
き
。
優
樓
頻
螺
迦
葉
・
伽
耶
迦
葉
・
那
提
迦
葉
・
舍
利
弗
・
大
目
楗
連
・
難
陀
・
阿
腟
樓
駄
・
劫
賓
那
・
阿
若
憍
陳
如
・
阿
難
・
羅
睺
羅
等
を
上
首
と
為
す
…
（
中
略
）
…
爾
の
時
世
尊
、
其
の
会
の
衆
心
を
知
り
狐
疑
を
生
じ
、
即
ち
火
光
三
昧
に
入
り
、
頂
上
従
り
大
光
明
を
放
ち
、
三
千
大
千
世
界
を
照
ら
し
已
て
、
仏
自
ら
仏
頂
印
を
作
す
。（『
大
正
』
十
九
・
一
八
〇
頁
上
～
中
。） 
４６
又
、
釈
迦
、
是
れ
仏
頂
の
主
な
り
。
一
切
の
仏
頂
は
、
釈
迦
を
以
て
主
と
為
す
の
み
。
…
（
中
略
）
…
故
に
陀
羅
尼
集
経
は
、
仏
頂
の
中
に
在
り
。
其
の
陀
羅
尼
は
、
是
れ
肉
髻
の
光
の
中
に
演
説
せ
る
大
陀
羅
尼
な
り
。
即
ち
是
れ
仏
頂
光
明
陀
羅
尼
な
り
。（『
大
正
』
七
五
・
八
七
七
頁
中
。） 
４７
『
陀
羅
尼
集
経
』
爾
時
観
世
音
菩
薩
、
起
二
大
慈
悲
一
、
偏
袒
二
右
肩
一
頂
二
礼
仏
足
一
、
白
レ
仏
言
。
世
尊
、
我
、
曽
過
去
於
二
諸
仏
一
所
レ
得
陀
羅
尼
、
我
今
欲
レ
説
。
願
仏
聴
許
。
爾
時
世
尊
、
讃
二
歎
観
世
音
菩
薩
一
。
善
哉
善
哉
。
汝
、
大
慈
悲
欲
レ
説
二
神
呪
一
。
今
正
是
時
。
爾
時
観
世
音
菩
薩
、
即
現
二
何
耶
揭
哩
婆
身
一
唐
云
馬
頭
、
説
二
神
呪
一
時
。
即
現
二
呪
神
一
映
二
蔽
於
前
一
。
一
切
菩
薩
諸
天
神
等
所
レ
現
呪
神
、
悉
令
レ
不
レ
現
。
如
下
以
二
磑
石
一
蓋
中
於
井
上
上
。
唯
観
世
音
菩
薩
、
一
切
持
レ
呪
衆
聖
中
王
、
独
顕
二
自
在
一
。
爾
時
世
尊
、
起
二
大
慈
悲
一
、
即
於
二
頂
上
肉
髻
相
中
一
、
放
二
五
色
光
一
。
遍
照
二
十
方
一
切
世
界
一
。
於
二
虚
空
中
一
遊
旋
如
レ
蓋
。
其
光
明
中
有
二
菩
薩
一
。
名
二
帝
殊
囉
施
一
。
結
加
趺
坐
、
放
二
大
光
明
一
。
身
支
節
中
各
出
二
火
焰
一
、
口
説
二
神
呪
一
。
多
者
名
曰
二
大
仏
頂
呪
一
、
少
者
名
為
二
小
仏
頂
呪
一
。
説
二
如
レ
是
等
種
種
呪
法
一
、
并
作
二
印
法
一
。
帝
殊
囉
施
、
説
二
此
呪
等
一
、
現
二
威
神
一
時
、
映
二
蔽
於
前
一
何
耶
揭
哩
婆
身
、
及
呪
神
悉
不
二
復
現
一
。
爾
時
観
世
音
菩
薩
、
頂
二
礼
仏
足
一
、
白
レ
仏
言
。
世
尊
、
奇
哉
希
有
。
世
尊
威
神
。
我
、
於
二
一
切
持
レ
呪
中
一
王
。
更
無
レ
有
レ
上
。
世
尊
、
慈
悲
頂
上
放
レ
光
、
光
明
中
出
二
帝
殊
囉
施
菩
薩
一
、
滅
二
我
所
レ
現
身
及
呪
神
一
、
一
無
二
遺
余
一
。
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更
有
二
何
法
一
、
能
滅
二
世
尊
帝
殊
囉
施
一
。
爾
時
世
尊
、
告
二
観
世
音
菩
薩
一
。
我
、
有
二
心
呪
一
。
名
曰
二
金
輪
一
。
最
尊
為
レ
極
。
更
無
二
過
者
一
。
惟
仏
与
レ
仏
乃
能
知
レ
之
。
是
呪
、
能
滅
二
帝
殊
囉
施
并
呪
等
法
一
。
汝
等
応
三
当
一
心
受
持
生
二
希
有
想
一
。
爾
時
世
尊
、
即
説
二
金
輪
陀
囉
尼
印
一
。
印
如
二
前
所
説
一
。
誦
者
・
聴
者
、
若
能
至
心
随
誦
二
一
遍
一
、
一
経
二
於
耳
一
、
塵
沙
衆
罪
、
若
軽
、
若
重
悉
皆
消
滅
。
無
二
願
不
一
レ
果
。
速
当
二
成
仏
一
。
此
陀
羅
尼
、
悉
能
破
二
壊
一
切
諸
法
一
。
更
無
レ
有
レ
上
。「
爾
の
時
観
世
音
菩
薩
、
大
慈
悲
を
起
こ
し
、
偏
へ
に
右
の
肩
を
袒
い
で
仏
足
を
頂
礼
し
、
仏
に
白
し
て
言
く
、
世
尊
よ
、
我
、
曽
て
過
去
の
諸
仏
に
於
い
て
得
る
所
の
陀
羅
尼
を
我
今
説
か
ん
と
欲
う
。
願
は
く
は
仏
聴
許
し
た
ま
え
。
爾
の
時
世
尊
観
世
音
菩
薩
を
讃
歎
し
た
ま
わ
く
、
善
い
か
な
、
善
い
か
な
、
汝
大
慈
悲
を
も
て
神
呪
を
説
か
ん
と
欲
す
。
今
正
し
く
是
れ
時
な
り
。
爾
の
時
観
世
音
菩
薩
、
即
ち
何
耶
揭
哩
婆
の
身
唐
に
馬
頭
と
云
う
を
現
じ
て
神
呪
を
説
き
た
ま
う
時
な
り
。
即
ち
呪
神
を
現
じ
て
前
に
映
蔽
す
。
一
切
の
菩
薩
諸
の
天
神
等
の
現
ず
る
所
の
呪
神
悉
く
現
ぜ
ざ
ら
し
む
。
磑
石
を
以
て
井
の
上
に
蓋
う
が
如
し
。
唯
だ
観
世
音
菩
薩
一
切
の
呪
を
持
す
る
衆
の
聖
中
王
独
り
自
在
を
顕
わ
す
。
爾
の
時
に
世
尊
、
大
慈
悲
を
起
し
て
、
即
ち
頂
上
の
肉
髻
相
の
中
に
於
い
て
、
五
色
の
光
を
放
つ
。
遍
く
十
方
の
一
切
の
世
界
を
照
ら
し
た
ま
う
。
虚
空
の
中
に
於
い
て
遊
旋
す
る
こ
と
蓋
の
如
し
。
其
の
光
明
の
中
に
菩
薩
有
り
。
帝
殊
囉
施
と
名
づ
く
。
結
加
趺
坐
し
て
大
光
明
を
放
つ
。
身
の
支
節
の
中
よ
り
各
火
焔
を
出
し
て
、
口
に
神
呪
を
説
き
た
ま
う
。
多
な
る
を
ば
名
づ
け
て
大
仏
頂
呪
と
曰
い
、
少
な
る
を
ば
名
づ
け
て
小
仏
頂
呪
と
為
す
。
是
く
の
如
き
等
種
々
の
呪
法
を
説
き
、
並
び
に
印
法
を
作
し
た
ま
う
。
帝
殊
囉
施
は
此
の
呪
等
を
説
き
、
威
神
を
現
じ
た
ま
う
時
、
前
に
映
蔽
せ
る
何
耶
揭
哩
婆
の
身
、
及
び
呪
神
悉
く
復
た
現
ぜ
ざ
る
な
り
。
爾
の
時
観
世
音
菩
薩
、
仏
足
を
頂
礼
し
、
仏
に
白
し
て
言
く
。
世
尊
よ
奇
な
る
か
な
、
希
有
な
り
。
世
尊
威
神
ま
し
ま
す
。
我
れ
一
切
の
呪
を
持
す
る
中
に
於
い
て
王
た
り
。
更
に
上
有
る
こ
と
無
し
。
世
尊
は
慈
悲
を
も
て
頂
上
よ
り
光
を
放
ち
、
光
明
の
中
よ
り
帝
殊
囉
施
菩
薩
を
出
だ
し
て
、
我
が
現
ず
る
所
の
身
、
及
び
呪
神
を
滅
し
て
、
一
つ
も
遺
余
な
し
。
更
に
何
の
法
有
っ
て
か
能
く
世
尊
の
帝
殊
囉
施
を
滅
せ
ん
。
そ
の
時
に
世
尊
、
観
世
音
菩
薩
に
告
げ
た
ま
わ
く
。
我
れ
に
心
呪
有
り
。
名
づ
け
て
金
輪
と
曰
う
。
最
尊
に
し
て
極
た
り
。
更
に
過
ぎ
た
る
者
な
し
。
惟
だ
仏
と
仏
と
の
み
乃
ち
能
く
之
を
知
り
た
ま
え
り
。
是
の
呪
、
能
く
帝
殊
囉
施
并
に
呪
等
の
法
を
滅
す
。
汝
等
応
さ
に
一
心
に
受
持
し
て
希
有
な
る
想
を
生
ず
べ
し
。
そ
の
時
世
尊
、
即
ち
金
輪
の
陀
囉
尼
印
を
説
き
た
ま
う
。
印
は
前
の
所
説
の
如
し
。
誦
す
る
者
、
聴
く
者
、
若
し
能
く
至
心
に
随
い
て
一
遍
を
誦
し
、
一
た
び
耳
に
経
れ
ば
、
塵
沙
の
衆
罪
若
し
は
軽
、
若
し
は
重
悉
く
皆
消
滅
す
。
願
と
し
て
果
た
さ
ざ
る
こ
と
無
し
。
速
や
か
に
当
に
成
仏
す
べ
し
。
此
の
陀
羅
尼
悉
く
能
く
一
切
の
諸
法
を
破
壊
す
る
こ
と
を
得
。
更
に
上
有
る
こ
と
無
し
。」（『
大
正
』
十
八
・
七
九
〇
頁
中
～
下
。） 
４８
問
う
。
大
仏
頂
と
は
何
か
ん
。 
 
 
答
う
。
是
れ
五
仏
頂
の
総
真
言
な
り
。
而
る
に
一
字
仏
頂
を
以
て
主
と
為
す
の
み
。（『
大
正
』
七
五
・
八
七
八
頁
上
。） 
４９
律
師
の
伝
に
云
く
。
天
慶
三
年
正
月
二
日
、
東
西
東
は
将
―
、
西
は
純
―
の
兵
乱
を
降
伏
せ
ん
が
為
に
、
延
暦
寺
四
王
院
に
於
い
て
十
五
口
の
伴
僧
を
率
い
て
四
天
王
法
を
修
し
奉
る
な
り
。
同
年
八
月
二
十
九
日
、
四
王
院
に
於
い
て
十
四
口
の
伴
僧
を
率
い
て
断
ぜ
ざ
る
こ
と
七
日
、
四
天
法
を
修
し
奉
る
。（
法
曼
院
蔵
、
建
久
年
間
写
本
。） 
５０
釈
迦
所
説
の
経
法
は
、
胎
蔵
に
依
て
修
す
る
の
時
、
初
門
を
以
て
説
法
の
道
場
と
観
ず
る
な
り
。
此
の
意
に
依
て
釈
迦
を
以
て
本
尊
と
為
す
か
。（『
大
正
』
図
十
二
・
五
四
三
頁
中
。） 
５１
祖
師
の
御
時
の
如
く
台
曼
荼
羅
を
懸
け
て
之
を
修
す
べ
し
。
仍
て
釈
迦
院
尊
尤
も
便
な
り
。（『
大
正
』
図
十
二
・
五
四
三
頁
下
。『
息
心
抄
』
に
同
文
あ
り
。） 
５２
彼
の
院
を
以
て
給
孤
独
園
を
想
う
べ
き
の
み
。
然
し
て
此
の
界
の
釈
迦
并
に
四
天
等
印
明
は
、
之
を
用
い
る
べ
き
な
り
。
若
し
又
曼
荼
羅
を
図
せ
ん
と
欲
え
ば
、
今
此
れ
金
輪
壇
の
如
く
之
を
図
せ
。
具
に
は
経
文
の
如
し
。
此
の
時
、
今
経
の
仏
・
菩
薩
・
天
等
の
印
明
を
用
い
る
べ
き
の
み
。
師
の
口
に
非
ず
と
雖
も
道
理
然
る
べ
し
。
只
吉
く
吉
く
斟
酌
せ
よ
。
…
…
（『
大
正
』
図
十
二
・
五
四
三
頁
下
。『
息
心
抄
』
に
同
文
あ
り
。） 
５３
大
師
、
親
製
二
両
部
灌
頂
行
事
鈔
等
十
有
余
巻
一
。
其
本
、
多
分
流
二
布
山
院
一
。
両
部
灌
頂
行
儀
委
悉
更
過
レ
此
乎
。
以
レ
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是
、
応
レ
知
、
祖
師
所
伝
正
是
両
部
也
。「
大
師
は
、
親
し
く
両
部
灌
頂
行
事
鈔
等
十
有
余
巻
を
製
す
。
其
の
本
は
、
多
く
分
か
た
れ
て
山
院
に
流
布
す
。
両
部
灌
頂
の
行
儀
（
が
）
委
悉
な
る
こ
と
更
に
此
れ
に
過
ぎ
ん
や
。
是
を
以
て
、
応
に
知
る
べ
し
、
祖
師
の
所
伝
は
正
し
く
是
れ
両
部
な
り
、
と
。」（『
天
全
』
七
・
一
九
八
頁
上
。） 
５４
な
お
、
三
﨑
博
士
は
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
五
一
三
頁
～
五
一
四
頁
に
お
い
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
中
で
、
安
然
が
『
八
家
秘
録
』
に
お
い
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
蘇
悉
地
灌
頂
の
本
経
法
と
し
て
挙
げ
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
解
析
し
、
推
測
し
て
い
る
。「『
陀
羅
尼
集
経
』
十
二
に
、
七
日
作
壇
か
ら
灌
頂
に
至
る
作
法
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、『
教
時
問
答
』
四
に
い
う
よ
う
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
合
行
の
経
と
み
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
『
大
日
経
義
釈
』
所
説
の
七
日
作
壇
法
も
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
胎
蔵
界
の
作
壇
法
の
多
く
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
負
う
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
蘇
悉
地
の
作
壇
を
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
中
に
求
め
た
の
で
は
な
い
か
」
と
。 
い
ず
れ
に
し
て
も
、（
三
﨑
博
士
の
研
究
例
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、）
巻
十
二
に
つ
い
て
は
、
安
然
が
す
で
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
胎
蔵
系
の
作
法
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
た
め
、
こ
の
認
識
が
安
然
以
後
に
新
た
に
生
ま
れ
た
と
定
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
今
回
の
研
究
で
示
し
た
「
釈
迦
四
天
王
法
」
に
み
ら
れ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
は
、
中
世
の
台
密
に
お
い
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
理
解
す
る
上
で
の
一
つ
の
貴
重
な
応
用
例
と
見
做
さ
れ
よ
う
。 
５５
使
用
し
た
資
料
…
『
四
十
帖
決
』（『
大
正
』
七
五
）。『
阿
娑
縛
抄
』「
明
匠
等
略
伝
中
」（『
大
正
』
図
九
・
七
四
〇
頁
中
～
下
）、「
明
匠
等
略
伝
下
」（『
大
正
』
図
九
・
七
四
七
頁
下
～
七
四
八
頁
上
）。『
門
葉
記
』「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
（『
大
正
』
図
十
二
・
五
四
三
頁
）。『
僧
綱
補
任
』
四
（『
仏
全
』
一
二
三
・
一
九
一
頁
下
、
一
九
八
頁
下
、
二
〇
〇
頁
上
）。『
慈
応
和
尚
伝
記
』（『
續
天
全
』、
史
伝
２
・
三
一
一
頁
）。『
谷
阿
闍
梨
伝
』（『
續
天
全
』、
史
伝
２
・
三
一
六
頁
）。
『
相
実
大
和
尚
伝
』（『
續
天
全
』、
史
伝
２
・
三
六
七
頁
）。『
近
世
台
宗
高
僧
伝
』「
相
実
贈
大
僧
正
伝
」（『
續
天
全
』、
史
伝
３
・
三
二
三
頁
）。『
近
世
天
台
僧
宝
伝
資
料
』「
法
曼
院
贈
大
僧
正
相
実
伝
」（『
續
天
全
』、
史
伝
３
・
四
四
二
頁
）。
『
天
台
座
主
記
』
一
～
四
・
八
九
頁
。 
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第
二
部 
『
瑜
祇
経
』
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て 
   
第
一
章 
従
来
の
『
瑜
祇
経
』
研
究
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
の
関
係
に
つ
い
て 
  
第
一
節 
序
言 
  
『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（『
瑜
祇
経
』）
は
、
金
剛
智
訳
と
さ
れ
る
金
剛
界
系
経
典
の
一
で
あ
り
、
安
然
（
八
四
一
～
八
九
八
？
―
九
一
五
？
）
の
『
八
家
秘
録
』
に
よ
る
と
、『
瑜
祇
経
』
は
空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
）、
慧
雲
（
七
九
八
―
八
六
九
）、
宗
叡
（
八
〇
九
―
八
八
四
）
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
１
、
東
密
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
台
密
に
お
い
て
も
、
重
要
な
経
典
の
一
つ
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
本
経
典
の
訳
者
に
つ
い
て
、
三
﨑
良
周
博
士
は
、『
瑜
祇
経
』
は
唐
の
円
照
撰
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（『
貞
元
録
』）
に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
貞
元
録
』
成
立
以
後
に
編
纂
さ
れ
た
一
種
の
偽
経
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
経
典
を
安
直
に
金
剛
智
訳
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
２
。 
 
台
密
に
お
い
て
、『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
註
解
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
安
然
の
『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
修
行
法
』（
以
下
『
瑜
祇
経
疏
』）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
書
は
、『
瑜
祇
経
疏
』
と
略
さ
れ
る
が
、
『
瑜
祇
経
』
に
基
づ
く
行
法
に
関
す
る
註
が
述
さ
れ
た
書
で
あ
る
。『
瑜
祇
経
疏
』
の
冒
頭
に
は
、「
此
瑜
伽
中
有
二
十
二
品
一
、
有
二
十
四
法
一
。
是
金
剛
界
蘇
悉
地
法
３
。」
と
、『
瑜
祇
経
』
は
十
二
品
で
構
成
さ
れ
、
十
四
の
行
法
が
説
か
れ
た
経
典
で
、
金
剛
界
の
蘇
悉
地
法
で
あ
る
と
述
さ
れ
る
。
ま
た
、
安
然
は
『
瑜
祇
経
』
に
対
す
る
評
価
を
、『
教
時
問
答
』
四
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
し
て
い
る
。 
 
 
或
可
レ
言
二
四
蔵
一
。
加
二
瑜
伽
瑜
祇
秘
密
蔵
一
。
謂
、
蘇
悉
地
行
二
十
八
道
一
、
雖
レ
異
二
両
界
一
、
而
立
二
三
部
一
同
二
胎
蔵
界
一
、
実
是
胎
蔵
大
法
中
之
悉
地
成
就
法
也
。
今
金
剛
頂
瑜
祇
経
、
是
可
レ
言
二
両
部
大
法
之
肝
心
一
也
。
以
レ
説
二
両
界
阿
闍
梨
位
行
法
一
故
也
。
其
中
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
印
明
、
即
是
大
日
経
中
阿
闍
梨
真
実
智
品
印
明
、
而
明
二
五
部
三
十
七
尊
法
一
。
実
是
金
剛
界
中
之
悉
地
成
就
法
也
。
故
与
二
蘇
悉
地
法
一
相
対
。
是
為
二
四
蔵
一
４
。 
 
四
蔵
（
瑜
伽
瑜
祇
蔵
）
は
、「
蘇
悉
地
法
に
つ
い
て
は
、
胎
蔵
界
と
同
じ
よ
う
に
三
部
立
て
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
は
胎
蔵
大
法
中
の
悉
地
成
就
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
相
対
し
て
、『
瑜
祇
経
』
は
両
部
大
法
の
肝
心
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
説
か
れ
る
「
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
印
明
」
は
、『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」の
印
明
で
あ
る
が
、（
金
剛
界
）五
部
三
十
七
尊
法
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
金
剛
界
中
の
悉
地
成
就
法
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
『
瑜
祇
経
』
は
蘇
悉
地
法
と
相
対
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
内
容
と
同
様
の
主
旨
は
、『
瑜
祇
経
疏
』
中
に
確
認
さ
れ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
安
然
は
『
瑜
祇
経
』
を
金
剛
界
の
蘇
悉
地
法
と
定
め
て
い
る
。
第
一
部
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
蘇
悉
地
は
仏
頂
尊
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、『
蘇
悉
地
経
』
の
主
尊
は
仏
頂
尊
で
あ
る
。『
瑜
祇
経
』
も
金
剛
界
の
蘇
悉
地
法
と
設
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、仏
頂
尊
と
も
如
何
な
る
繋
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 
 
台
密
に
お
け
る
『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
三
﨑
良
周
・
水
上
文
義
両
博
士
の
重
厚
な
各
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
、
両
博
士
の
研
究
以
外
に
、
台
密
に
お
け
る
本
経
を
首
題
と
し
た
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
本
章
で
は
、
両
博
士
の
研
究
を
参
考
に
し
て
、『
瑜
祇
経
』
に
説
か
れ
る
仏
頂
86 
 
尊
に
関
す
る
事
柄
（
記
述
）
を
整
理
・
検
討
し
、
問
題
点
を
摘
出
し
た
い
。 
  
第
二
節 
『
瑜
祇
経
』
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
に
つ
い
て 
  
『
瑜
祇
経
』
は
全
十
二
品
の
経
典
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
覧
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 
 
『
瑜
祇
経
』
十
二
品
５ 
 
①
序
品
第
一 
 
②
一
切
如
来
金
剛
最
勝
王
義
利
堅
固
染
愛
王
心
品
第
二 
 
③
攝
一
切
如
来
大
阿
闍
梨
位
品
第
三 
 
④
金
剛
薩
埵
冒
地
心
品
第
四 
 
⑤
愛
染
王
品
第
五 
 
⑥
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六 
 
⑦
一
切
如
来
大
勝
金
剛
心
瑜
伽
成
就
品
第
七 
 
⑧
一
切
如
来
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
実
大
三
昧
耶
品
第
八 
 
⑨
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九 
 
⑩
一
切
如
来
内
護
摩
金
剛
軌
儀
品
第
十 
 
⑪
金
剛
薩
埵
菩
提
心
内
作
業
灌
頂
悉
地
品
第
十
一 
 
⑫
大
金
剛
焔
口
降
伏
一
切
魔
怨
品
第
十
二 
こ
の
『
瑜
祇
経
』
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
三
﨑
博
士
の
緻
密
な
研
究
が
あ
る
６
。『
瑜
祇
経
』
の
原
文
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
三
﨑
博
士
の
見
解
を
端
的
に
示
す
。 
 
ま
ず
、『
瑜
祇
経
』「
一
切
如
来
金
剛
最
勝
義
利
堅
固
染
愛
王
心
品
第
二
」
に
、
次
の
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
 
時
金
剛
界
如
来
、
告
二
金
剛
手
等
一
言
。
金
剛
手
、
有
二
真
言
一
、
名
二
一
切
如
来
金
剛
最
勝
王
義
利
堅
固
染
愛
王
心
真
言
一
。
於
二
一
切
瑜
伽
中
一
、
最
尊
最
勝
速
獲
二
悉
地
一
。
能
令
三
一
切
見
者
、
皆
生
二
父
母
妻
子
之
想
一
。
所
レ
作
之
業
、
皆
得
二
成
就
一
。
所
レ
持
諸
余
真
言
、
若
仏
頂
部
及
諸
如
来
部
、
蓮
花
部
、
金
剛
部
、
羯
磨
部
等
、
皆
能
持
二
罰
彼
等
真
言
一
令
二
速
成
就
一
７
。 
 
こ
こ
で
は
、
金
剛
界
如
来
が
、
金
剛
手
菩
薩
に
、
一
切
如
来
金
剛
最
勝
王
義
利
堅
固
染
愛
王
心
真
言
を
持
し
、
速
や
か
に
悉
地
を
獲
る
こ
と
が
説
か
れ
、
さ
ら
に
所
持
す
る
諸
余
（
仏
頂
部
及
び
如
来
部
・
蓮
華
部
・
金
剛
部
・
羯
磨
部
等
）
の
真
言
を
も
成
就
さ
せ
る
旨
が
述
さ
れ
て
い
る
。
三
﨑
博
士
は
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
諸
余
の
真
言
の
初
め
に
仏
頂
部
を
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
『
瑜
祇
経
』
が
仏
頂
尊
に
係
る
密
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
８
。 
 
次
に
、『
瑜
祇
経
』「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
」
に
つ
い
て
、
三
﨑
博
士
は
、
表
題
に
「
一
切
仏
頂
」
の
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
品
に
関
し
て
詳
説
し
て
い
な
い
９
。 
 
そ
し
て
、
次
に
表
す
『
瑜
祇
経
』「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
で
は
、
一
字
仏
頂
輪
王
と
仏
眼
部
母
と
の
関
係
が
示
さ
れ
、
金
剛
薩
埵
所
変
の
仏
眼
仏
母
よ
り
一
字
頂
輪
王
が
化
作
さ
れ
た
こ
と
が
説
か
れ
る
。 
時
金
剛
薩
埵
、
対
二
一
切
如
来
前
一
、
忽
然
現
二
作
一
切
仏
母
身
一
、
住
二
大
白
蓮
一
、
身
作
二
白
月
暉
一
、
両
目
微
笑
、
二
羽
（
手
カ
）
住
レ
臍
、
如
レ
入
二
奢
摩
他
一
。
従
二
一
切
支
分
一
、
出
二
生
十
儗
誐
沙
倶
胝
仏
一
。
一
一
仏
、
皆
作
レ
礼
三
敬
本
所
二
出
生
一
。
於
二
刹
那
間
一
、
一
時
化
二
作
一
字
頂
輪
王
一
、
執
二
輪
印
一
、
87 
 
頂
放
二
光
明
一
、
倨
傲
目
視
、
現
二
大
神
通
一
、
還
来
礼
下
敬
本
所
二
出
生
一
一
切
仏
母
真
言
上
。
我
所
レ
説
一
切
頂
輪
真
言
…
…
１０ 
三
﨑
博
士
は
、
こ
こ
で
は
一
字
頂
輪
王
の
上
に
仏
母
を
置
き
、
仏
眼
の
方
を
高
く
み
て
い
る
が
、
仏
頂
尊
は
仏
母
と
し
て
の
仏
眼
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
１１
。
ま
た
、「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
に
お
い
て
、
仏
眼
部
母
か
ら
一
字
仏
頂
輪
王
が
化
作
さ
れ
る
こ
と
は
、
以
下
に
示
す
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
に
み
え
る
仏
頂
輪
王
呪
と
仏
眼
呪
を
並
べ
て
誦
す
と
い
う
説
か
ら
発
展
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
１２
。 
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
一 
 
若
常
誦
二
是
一
字
仏
頂
輪
王
呪
一
時
、
毎
当
三
先
誦
二
此
仏
眼
呪
一
１３
。 
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
二 
 
如
レ
斯
作
法
、
若
不
二
成
就
一
、
則
加
二
一
切
頂
輪
王
心
呪
一
、
遍
遍
同
誦
。
又
不
二
成
就
一
、
復
加
二
仏
眼
呪
等
一
１４
。 
こ
の
よ
う
に
、
三
﨑
博
士
の
指
摘
の
通
り
、『
瑜
祇
経
』
は
仏
頂
尊
に
連
関
す
る
密
教
の
影
響
を
受
け
て
撰
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 
 
第
三
節 
『
瑜
祇
経
』「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
に
つ
い
て 
 
三
﨑
博
士
は
、
終
始
一
貫
し
て
『
瑜
祇
経
』
と
蘇
悉
地
法
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
三
﨑
博
士
は
、
『
瑜
祇
経
』
は
金
剛
界
系
の
経
典
で
あ
り
つ
つ
も
、
胎
金
合
糅
的
傾
向
が
あ
る
た
め
、
常
に
蘇
悉
地
法
と
の
関
係
が
問
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、『
瑜
祇
経
』
中
、「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
が
最
も
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
提
言
し
、
そ
の
理
由
を
二
つ
挙
げ
て
い
る
１５
。
一
つ
は
、
前
述
の
金
剛
薩
埵
か
ら
化
作
さ
れ
た
仏
母
の
身
か
ら
、
一
字
頂
輪
王
が
化
作
さ
れ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
仏
母
が
説
く
「
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
」
即
ち
「
阿
尾
囉
吽
欠
吽
紇
哩
二
合
噁
１６
」
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
真
言
は
、
胎
蔵
に
い
う
五
輪
「
阿
尾
囉
吽
欠
」
に
、
金
剛
界
五
仏
中
の
三
仏
を
合
わ
せ
た
真
言
で
あ
り
、『
瑜
祇
経
』
で
は
、「
若
誦
満
二
一
千
万
遍
一
、
獲
二
得
大
悲
胎
蔵
中
一
切
法
一
、
一
時
頓
証
１７
。」
と
、
こ
の
真
言
を
誦
さ
ば
、（
金
剛
界
道
場
に
お
い
て
）大
悲
胎
蔵
中
の
一
切
法
を
獲
得
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
真
言
は
胎
金
合
糅
を
表
す
要
素
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。 
 
安
然
は
、
先
に
示
し
た
『
教
時
問
答
』
四
で
は
、「
其
中
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
印
明
、
即
是
大
日
経
中
阿
闍
梨
真
実
智
品
印
明
、
而
明
二
五
部
三
十
七
尊
法
一
。
実
是
金
剛
界
中
之
悉
地
成
就
法
也
１８
。」
と
記
し
て
、
大
悲
胎
蔵
八
字
印
明
は
、『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」
の
印
明
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
（
金
剛
界
）
五
部
三
十
七
尊
の
法
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
印
明
は
金
剛
界
中
の
悉
地
成
就
法
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
れ
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
『
瑜
祇
経
』
は
蘇
悉
地
法
と
相
対
す
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
、『
瑜
祇
経
』「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
は
、
一
字
仏
頂
輪
王
と
仏
眼
部
母
と
の
関
係
性
を
説
く
が
、
こ
れ
に
関
し
、
安
然
は
、『
瑜
祇
経
疏
』
に
お
い
て
、「
仏
眼
法
」・「
大
悲
胎
蔵
八
字
法
」・「
富
貴
虚
空
蔵
五
字
真
言
法
（
五
大
虚
空
蔵
法
）」
の
三
法
と
、「
金
剛
吉
祥
成
就
一
切
明
法
（
金
剛
吉
祥
七
曜
吉
祥
明
・
佛
母
成
就
一
切
明
）」・「
妙
吉
祥
破
諸
宿
曜
明
法
」
の
二
法
と
に
約
し
、
こ
の
品
に
つ
い
て
考
説
し
て
い
る
１９
。
中
で
も
、
三
﨑
博
士
は
「
金
剛
吉
祥
成
就
一
切
明
法
」
を
採
り
上
げ
、『
蘇
悉
地
経
』
の
三
部
の
真
言
と
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
瑜
祇
経
疏
』
冒
頭
の
『
蘇
悉
地
経
』
と
『
瑜
祇
経
』
と
の
対
比
に
お
い
て
、
安
然
は
胎
蔵
の
妙
成
就
法
と
設
定
し
て
い
る
蘇
悉
地
法
の
三
部
真
言
に
三
種
悉
地
を
配
し
て
お
り
２０
、
三
部
真
言
は
、
胎
金
に
亘
る
三
種
悉
地
真
言
で
は
な
い
が
、
三
種
悉
地
真
言
を
胎
蔵
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蘇
悉
地
の
妙
成
就
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
さ
ら
に
、
三
﨑
博
士
は
、
安
然
の
解
釈
を
通
し
て
論
を
進
め
る
。 
 
『
蘇
悉
地
経
』「
請
問
品
第
一
」
に
、「
此
蘇
悉
地
経
、
若
有
下
持
二
誦
余
真
言
法
一
不
中
成
就
上
者
、
当
レ
令
レ
兼
二
持
此
経
根
本
真
言
一
、
当
二
速
成
就
一
２１
。」
と
、
も
し
他
の
真
言
法
を
持
誦
し
て
も
成
就
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、『
蘇
悉
地
経
』
の
根
本
真
言
を
持
誦
す
れ
ば
速
や
か
に
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
安
然
は
、「
若
有
三
真
言
通
成
二
就
諸
真
言
一
者
、
三
部
真
言
、
各
能
成
二
就
当
部
余
法
一
、
非
レ
謂
二
余
部
一
２２
。」
と
、（『
蘇
悉
地
経
』
の
）
三
部
真
言
は
、
各
々
能
く
当
部
の
あ
ら
ゆ
る
法
を
成
就
で
き
る
が
、
余
部
に
は
通
じ
な
い
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、『
瑜
祇
経
疏
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
若
有
下
誦
二
余
尊
真
言
一
不
中
成
就
上
者
、
当
レ
用
二
此
経
根
本
真
言
一
。
加
二
彼
真
言
一
而
持
二
誦
之
一
、
決
定
成
就
云
云
。
而
下
経
中
、
不
レ
出
二
根
本
真
言
一
。
別
有
二
毘
盧
舍
那
別
行
経
一
、
出
二
蘇
悉
地
真
言
及
功
課
真
言
并
三
種
悉
地
法
一
云
云
２３
。 
 
安
然
は
、（『
蘇
悉
地
経
』
に
は
）「『
蘇
悉
地
経
』
の
根
本
真
言
を
持
誦
す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
成
就
す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
経
に
は
根
本
真
言
は
示
さ
れ
ず
、
別
に
『
毘
盧
舎
那
別
行
経
』
に
は
「
蘇
悉
地
真
言
」
と
「
功
課
真
言
」
と
「
三
種
悉
地
法
」
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
に
示
す
よ
う
に
、「
仏
母
法
成
就
一
切
明
」
は
、
胎
蔵
の
三
部
・
金
剛
界
の
五
部
の
秘
法
に
通
じ
て
成
就
す
る
法
で
あ
り
、（
そ
れ
に
対
し
て
）
蘇
悉
地
教
（
マ
マ
）
の
三
部
真
言
は
、
三
部
そ
れ
ぞ
れ
各
別
に
成
就
さ
せ
る
が
、（『
蘇
悉
地
経
』
は
）
胎
金
両
部
に
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
と
説
明
す
る
。 
故
知
、
此
仏
母
法
成
就
一
切
明
、
通
能
成
二
就
大
悲
胎
蔵
三
部
秘
法
・
大
金
剛
界
五
部
秘
法
一
。
非
レ
如
下
蘇
悉
地
教
三
部
真
言
、
各
別
成
就
、
不
上
レ
通
二
諸
部
一
２４
。 
 
つ
づ
け
て
、「
大
悲
胎
蔵
八
字
法
」
に
つ
い
て
、
安
然
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
此
則
大
日
経
阿
闍
梨
真
実
智
品
、
以
二
八
字
一
布
二
八
処
一
、
昇
二
大
阿
闍
梨
位
一
之
法
。
…
（
中
略
）
…
今
仏
母
尊
、
亦
説
二
成
就
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
印
契
一
。
故
知
、
此
金
剛
頂
、
正
説
レ
成
二
就
大
悲
胎
蔵
一
切
阿
闍
梨
行
法
一
。
無
畏
三
蔵
大
日
経
義
釈
、
釈
二
諸
執
金
剛
一
中
云
。
心
王
毘
盧
舍
那
、
成
二
等
正
覚
一
。
時
一
切
心
数
、
無
レ
不
下
入
二
彼
金
剛
界
中
一
而
成
中
法
門
眷
属
上
。
…
（
中
略
）
…
又
守
護
経
大
悲
胎
蔵
品
説
二
三
句
法
門
一
、
同
二
大
日
経
一
。
彼
経
、
是
金
剛
界
五
仏
三
十
七
尊
八
方
天
行
法
。
而
説
二
三
句
一
為
二
胎
蔵
法
一
。
故
知
、
若
非
二
金
剛
頂
深
秘
旨
一
者
、
大
悲
胎
蔵
不
レ
可
レ
究
云
云
２５
。 
 
こ
こ
で
は
、（「
大
悲
胎
蔵
八
字
法
」
は
）『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」
所
説
の
八
字
の
布
字
法
で
あ
り
、（
こ
の
金
剛
界
法
中
の
）
仏
母
尊
も
、「
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
印
契
」
を
説
く
の
で
、
こ
の
金
剛
頂
法
は
、（
金
剛
界
中
に
お
い
て
）
大
悲
胎
蔵
一
切
阿
闍
梨
行
法
が
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
、
そ
し
て
『
大
日
経
義
釈
』
や
『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』「
大
悲
胎
蔵
出
生
品
第
三
」
等
に
金
剛
頂
の
深
秘
の
旨
を
用
い
な
け
れ
ば
、
大
悲
胎
蔵
を
究
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
示
さ
れ
る
。 
 
ま
た
、「
富
貴
虚
空
蔵
五
字
真
言
法
」
の
「
成
就
富
貴
金
剛
虚
空
蔵
鉤
召
明
」
即
ち
「
２６
」
に
つ
い
て
は
、「
今
此
五
大
虚
空
蔵
尊
、
即
一
切
義
成
就
輪
蘇
悉
地
法
２７
。」
と
述
さ
れ
、
他
と
同
様
に
蘇
悉
地
法
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
示
し
て
い
る
。 
三
﨑
博
士
は
、
こ
う
し
た
安
然
の
主
張
か
ら
、
慈
鎮
和
尚
慈
円
の
仏
眼
法
や
『
毘
盧
遮
那
別
行
経
』
に
関
す
る
知
見
等
、
台
密
の
蘇
悉
地
思
想
の
展
開
が
推
進
し
て
い
く
と
考
え
、
安
然
の
『
瑜
祇
経
疏
』
の
検
討
の
必
要
性
を
説
く
２８
。
そ
れ
故
に
、
台
密
に
お
い
て
『
瑜
祇
経
』「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
は
、
一
層
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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「
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
」
に
つ
い
て
は
、
三
﨑
博
士
だ
け
で
な
く
、
水
上
博
士
も
着
目
し
、
多
く
論
稿
を
割
い
て
い
る
。
水
上
博
士
は
、
先
の
『
瑜
祇
経
疏
』
の
他
に
、
同
じ
く
安
然
の
撰
著
『
金
剛
界
大
法
対
受
記
』
七
を
挙
げ
て
、『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」
の
八
字
布
字
と
『
瑜
祇
経
』「
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
。 
 
次
八
字
印
真
言
、
是
胎
蔵
界
都
法
大
日
阿
闍
梨
、
如
レ
前
、
先
成
二
薩
埵
一
、
次
成
二
仏
母
一
、
三
部
深
密
一
時
頓
証
、
及
為
二
弟
子
一
伝
二
授
三
部
大
教
之
法
一
。
故
大
日
経
阿
闍
梨
真
実
智
品
、
阿
字
布
レ
心
、
娑
字
布
レ
胸
、
吽
字
布
レ
額
、
次
以
二
阿
尾
羅
吽
欠
字
一
布
二
身
五
処
一
。
彼
八
字
中
娑
字
、此
八
字
中
仡
哩
二
合
字
、同
蓮
華
部
之
種
子
也
。攝
大
儀
軌
成
三
菩
提
品
中
初
、
以
二
無
所
不
至
印
真
言
一
為
二
根
本
印
真
言
一
。
是
彼
経
中
大
悲
胎
蔵
壇
伝
法
印
真
言
也
。 
次
以
二
真
実
智
品
・
布
字
品
行
法
一
名
二
阿
闍
梨
一
。
今
準
二
義
釈
一
五
種
三
昧
耶
中
、
第
四
三
昧
耶
中
、
雖
レ
得
二
大
悲
胎
蔵
伝
法
灌
頂
一
、
而
若
不
下
入
二
第
五
三
昧
耶
中
秘
密
曼
荼
羅
一
而
得
中
伝
法
灌
頂
上
、
則
秘
密
智
、
不
レ
生
。
其
秘
密
壇
伝
法
灌
頂
、
即
是
真
実
品
・
布
字
品
之
行
法
也
。
彼
真
実
智
品
、
唯
有
下
布
二
八
字
一
法
上
無
二
印
・
真
言
一
。
今
此
経
中
明
白
説
レ
之
。
故
知
、
金
剛
界
中
兼
説
二
胎
蔵
極
密
究
竟
之
法
一
２９
。 
 
安
然
は
、
こ
こ
で
「『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」
の
布
字
法
即
ち
「
阿
・
娑
・
吽
・
阿
・
尾
・
羅
・
吽
・
欠
」
中
の
娑
字
は
（
金
剛
界
の
）
蓮
華
部
の
種
子
仡
哩
二
合
字
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」
は
八
字
を
布
す
行
法
し
か
示
し
て
い
な
い
が
、『
瑜
祇
経
』
で
は
印
・
真
言
を
説
い
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
金
剛
界
中
に
兼
ね
て
胎
蔵
極
密
究
竟
の
法
が
説
か
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、『
瑜
祇
経
疏
』
に
示
さ
れ
た
八
字
真
言
を
両
部
の
阿
闍
梨
位
真
言
と
し
た
理
由
を
記
し
て
い
る
。 
こ
の
よ
う
に
、
水
上
博
士
は
、
安
然
が
胎
・
金
・
蘇
の
三
部
立
て
で
あ
る
台
密
の
性
格
を
よ
り
鮮
明
に
し
、
密
教
を
組
織
的
に
構
成
す
る
た
め
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
『
瑜
祇
経
』
を
用
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
水
上
博
士
は
、『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」
の
八
字
真
言
、『
瑜
祇
経
』
の
「
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
真
言
」
に
拘
わ
る
伝
承
と
３０
、
安
然
以
後
に
亘
る
東
台
密
各
々
の
伝
承
の
詳
説
と
そ
の
展
開
等
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
精
細
且
つ
緻
密
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
３１
。 
  
第
四
節 
結
言 
 
本
章
で
は
、『
瑜
祇
経
』
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
三
﨑
博
士
と
水
上
博
士
の
先
行
研
究
例
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
研
究
の
主
旨
は
、
台
密
の
伝
承
に
大
き
く
拘
わ
る
『
瑜
祇
経
』「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
と
仏
眼
尊
と
の
関
係
、
そ
し
て
「
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
」
の
伝
承
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
三
﨑
博
士
は
、『
瑜
祇
経
』
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
本
経
が
仏
頂
尊
に
係
る
密
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
仏
頂
尊
の
名
が
み
つ
け
ら
れ
る
各
諸
品
を
挙
げ
て
、
一
往
触
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
品
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
は
な
し
て
い
な
く
、
あ
く
ま
で
も
台
密
に
お
い
て
最
重
要
で
あ
る
「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
の
研
究
解
析
が
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、『
瑜
祇
経
』
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
に
関
す
る
事
項
、
そ
れ
に
纏
わ
る
台
密
に
お
け
る
伝
承
等
ま
だ
研
究
す
べ
き
余
地
は
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
仏
頂
に
拘
わ
る
「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
」
に
つ
い
て
は
、
三
﨑
博
士
は
表
題
に
仏
頂
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
、
そ
の
由
縁
等
詳
細
は
触
れ
て
い
な
い
３２
。 
そ
こ
で
、
次
章
よ
り
『
瑜
祇
経
』
所
説
の
仏
頂
尊
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
そ
の
端
緒
と
し
て
「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
」に
関
し
、研
究
を
進
め
た
い
。 
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《
註
》 
１
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
六
頁
上
。 
２
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
一
三
七
頁
～
一
三
八
頁
。 
３
此
の
瑜
伽
中
に
十
二
品
有
り
、
十
四
法
有
り
。
是
れ
金
剛
界
蘇
悉
地
法
な
り
。（『
大
正
』
六
一
・
四
八
五
頁
上
。） 
４
或
は
四
蔵
と
言
う
べ
し
。
瑜
伽
瑜
祇
秘
密
蔵
を
加
う
。
謂
く
、
蘇
悉
地
の
十
八
道
を
行
ず
る
こ
と
は
、
両
界
と
異
な
る
と
雖
も
、
而
も
三
部
を
立
つ
る
こ
と
胎
蔵
界
に
同
じ
く
、
実
に
是
れ
胎
蔵
大
法
中
の
悉
地
成
就
の
法
な
り
。
今
の
金
剛
頂
瑜
祇
経
は
、
是
れ
両
部
大
法
の
肝
心
と
言
う
べ
き
な
り
。
両
界
阿
闍
梨
位
行
法
を
説
く
を
以
て
の
故
な
り
。
其
の
中
の
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
印
明
は
、
即
ち
是
れ
大
日
経
中
の
阿
闍
梨
真
実
智
品
の
印
明
な
る
も
、
而
し
て
五
部
三
十
七
尊
法
を
明
か
す
。
実
に
是
れ
金
剛
界
中
の
悉
地
成
就
法
な
り
。
故
に
蘇
悉
地
法
と
相
対
す
。
是
れ
を
四
蔵
と
為
す
。（『
大
正
』
七
五
・
四
四
一
頁
上
。） 
５
『
大
正
』
十
八
・
二
五
三
頁
下
～
二
六
九
頁
下
。 
６
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』「
仏
頂
系
の
密
教
」、「
蘇
悉
地
の
源
流
と
展
開
」（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
参
照
。 
７
時
に
金
剛
界
如
来
は
、
金
剛
手
等
に
告
げ
て
言
く
。
金
剛
手
よ
、
真
言
有
り
、
一
切
如
来
金
剛
最
勝
王
義
利
堅
固
染
愛
王
心
真
言
と
名
づ
く
。
一
切
の
瑜
伽
中
に
於
い
て
、
最
尊
最
勝
に
し
て
速
や
か
に
悉
地
を
獲
。
能
く
一
切
の
見
る
者
を
し
て
、
皆
父
母
妻
子
の
想
を
生
ぜ
し
む
。
作
る
所
の
業
、
皆
成
就
を
得
。
持
す
る
所
の
諸
余
の
真
言
、
若
し
は
仏
頂
部
及
び
諸
如
来
部
、
蓮
花
部
、
金
剛
部
、
羯
磨
部
等
、
皆
能
く
彼
等
の
真
言
を
持
罰
す
る
こ
と
速
や
か
に
成
就
せ
し
む
。
（『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
下
。） 
８
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
一
三
八
頁
、
五
〇
八
頁
。 
９
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
五
〇
八
頁
、
五
三
四
頁
参
照
。 
１０
時
に
金
剛
薩
埵
は
、
一
切
の
如
来
の
前
に
対
し
て
、
忽
然
と
し
て
一
切
の
仏
母
身
を
現
作
し
、
大
白
蓮
に
住
し
、
身
は
白
き
月
の
暉
を
作
し
、
両
目
微
笑
に
し
、
二
羽
（
手
）
臍
に
住
す
る
こ
と
、
奢
摩
他
に
入
る
が
如
く
す
。
一
切
の
支
分
従
り
、
十
儗
誐
沙
倶
胝
仏
を
出
生
す
。
一
一
の
仏
は
、
皆
本
出
生
す
る
所
を
礼
し
て
敬
う
こ
と
を
作
す
。
刹
那
の
間
に
於
い
て
、
一
時
に
一
字
仏
頂
輪
王
を
化
作
し
、
輪
印
を
執
り
、
頂
よ
り
光
明
を
放
ち
、
倨
り
傲
る
目
を
も
て
視
、
大
神
通
を
現
し
、
還
り
来
り
て
本
出
生
す
る
所
の
一
切
仏
母
の
真
言
を
礼
し
敬
う
。
我
説
く
所
の
一
切
頂
輪
真
言
…
…
（『
大
正
』
十
八
・
二
六
〇
頁
上
。） 
１１
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
一
二
五
頁
～
一
二
六
頁
、
五
〇
八
頁
、
五
三
四
頁
参
照
。 
１２
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
一
四
〇
頁
参
照
。 
１３
若
し
常
に
是
の
一
字
仏
頂
輪
王
呪
を
誦
す
る
時
、
毎
に
当
に
先
ず
此
の
仏
眼
呪
を
誦
す
べ
し
。（『
大
正
』
十
八
・
二
二
七
頁
中
。） 
１４
斯
く
の
如
き
作
法
も
て
、
若
し
成
就
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
一
切
頂
輪
王
心
呪
を
加
え
て
、
遍
遍
に
同
じ
く
誦
せ
よ
。
又
成
就
せ
ざ
れ
ば
、
復
た
仏
眼
呪
等
を
加
え
よ
。（『
大
正
』
十
八
・
二
三
四
頁
下
。） 
１５
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
五
〇
八
頁
参
照
。 
１６a
 v
i ra
 h
u
ṃ
 k
h
aṃ
 h
ū
ṃ
 h
rīḥ
 āḥ
（『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。） 
１７
若
し
誦
す
る
こ
と
一
千
満
遍
に
満
つ
れ
ば
、
大
悲
胎
蔵
中
の
一
切
法
を
獲
得
し
、
一
時
に
頓
証
す
。（『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。） 
１８
其
の
中
の
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
印
明
は
、
即
ち
是
れ
大
日
経
中
の
阿
闍
梨
真
実
智
品
の
印
明
な
る
も
、
而
し
て
五
部
三
十
七
尊
法
を
明
か
す
。
実
に
是
れ
金
剛
界
中
の
悉
地
成
就
法
な
り
。（『
大
正
』
七
五
・
四
四
一
頁
上
。） 
１９
『
大
正
』
六
一
・
四
九
二
頁
上
参
照
。 
２０
『
大
正
』
六
一
・
四
八
五
頁
中
。 
２１
此
の
蘇
悉
地
経
は
、
若
し
余
の
真
言
法
を
持
誦
す
る
も
成
就
せ
ざ
る
こ
と
有
ら
ば
、
当
に
此
の
経
の
根
本
真
言
を
兼
持
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せ
し
む
べ
し
、
当
に
速
や
か
に
成
就
す
べ
し
。（『
大
正
』
十
八
・
六
六
三
頁
下
。） 
２２
若
し
真
言
に
通
じ
て
諸
の
真
言
を
成
就
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
三
部
真
言
は
、
各
能
く
当
部
の
余
法
を
成
就
す
る
も
、
余
部
と
謂
う
に
非
ず
。（『
大
正
』
六
一
・
四
九
三
頁
上
。） 
２３
若
し
余
尊
真
言
を
誦
す
る
も
成
就
せ
ざ
る
こ
と
有
ら
ば
、
当
に
此
の
経
の
根
本
真
言
を
用
い
る
べ
し
。
彼
の
真
言
を
加
え
て
之
を
持
誦
さ
ば
、
決
定
成
就
す
云
云
。
而
し
て
下
経
中
に
は
、
根
本
真
言
を
出
さ
ず
。
別
に
毘
盧
舎
那
別
行
経
有
り
て
、
蘇
悉
地
真
言
及
び
功
課
真
言
并
に
三
種
悉
地
法
を
出
だ
す
云
云
。（『
大
正
』
六
一
・
四
九
三
頁
上
。） 
２４
故
に
知
ん
ぬ
、
此
の
仏
母
法
成
就
一
切
明
は
、
通
じ
て
能
く
大
悲
胎
蔵
三
部
秘
法
・
大
金
剛
界
五
部
秘
法
を
成
就
す
。
蘇
悉
地
教
の
三
部
真
言
は
、
各
別
に
成
就
す
る
も
、
諸
部
に
通
ぜ
ざ
る
が
如
き
に
非
ず
。（『
大
正
』
六
一
・
四
九
三
頁
中
。） 
２５
此
れ
則
ち
大
日
経
阿
闍
梨
真
実
智
品
の
、
八
字
を
以
て
八
処
を
布
し
、
大
阿
闍
梨
位
に
昇
る
の
法
な
り
。
…
（
中
略
）
…
今
仏
母
尊
は
、
亦
た
成
就
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
印
契
を
説
く
。
故
に
知
ん
ぬ
、
此
の
金
剛
頂
は
、
正
し
く
大
悲
胎
蔵
一
切
阿
闍
梨
行
法
を
成
就
せ
る
を
説
く
。
無
畏
三
蔵
大
日
経
義
釈
の
、
諸
執
金
剛
を
釈
す
る
中
に
云
く
。
心
王
の
毘
盧
舎
那
は
、
等
正
覚
を
成
ず
。
時
に
一
切
の
心
数
は
、
彼
の
金
剛
界
中
に
入
り
て
法
門
眷
属
を
成
ぜ
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
、
と
。
…
（
中
略
）
…
又
守
護
経
大
悲
胎
蔵
品
に
三
句
の
法
門
を
説
く
こ
と
、
大
日
経
に
同
じ
。
彼
の
経
は
、
是
れ
金
剛
界
五
仏
三
十
七
尊
八
方
天
行
法
な
り
。
而
し
て
三
句
を
説
き
胎
蔵
法
と
為
す
。
故
に
知
ん
ぬ
、
若
し
金
剛
頂
深
秘
の
旨
に
非
ざ
れ
ば
、
大
悲
胎
蔵
も
究
む
べ
か
ら
ず
云
云
。（『
大
正
』
六
一
・
四
九
四
頁
下
～
四
九
五
頁
上
。） 
２６
『
大
正
』
六
一
・
四
九
六
頁
中
。 
２７
今
此
の
五
大
虚
空
蔵
尊
は
、
即
ち
一
切
義
成
就
輪
の
蘇
悉
地
法
な
り
。（『
大
正
』
六
一
・
四
九
六
頁
中
～
下
。） 
２８
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
五
二
九
～
五
三
七
頁
参
照
。
慈
円
に
関
し
て
は
、
五
三
七
頁
～
五
六
三
頁
に
精
し
い
。 
２９
次
に
八
字
印
真
言
、
是
れ
胎
蔵
界
都
法
大
日
阿
闍
梨
は
、
前
の
如
く
、
先
ず
薩
埵
を
成
じ
、
次
に
仏
母
を
成
じ
、
三
部
深
密
一
時
に
頓
証
し
、
及
び
弟
子
の
為
に
三
部
大
教
の
法
を
伝
授
す
。
故
に
大
日
経
阿
闍
梨
真
実
智
品
に
、
阿
字
を
心
に
布
し
、
娑
字
を
胸
に
布
し
、
吽
字
を
額
に
布
し
、
次
に
阿
尾
羅
吽
欠
字
を
以
て
身
の
五
処
に
布
す
。
彼
の
八
字
中
の
娑
字
は
、
此
の
八
字
中
の
仡
哩
二
合
字
と
、
同
じ
く
蓮
華
部
の
種
子
な
り
。
攝
大
儀
軌
成
三
菩
提
品
中
の
初
に
、
無
所
不
至
印
真
言
を
以
て
根
本
印
真
言
と
為
す
。
是
れ
彼
の
経
中
の
大
悲
胎
蔵
壇
伝
法
印
真
言
な
り
。 
次
に
真
実
智
品
・
布
字
品
の
行
法
を
以
て
阿
闍
梨
と
名
づ
く
。
今
義
釈
に
準
じ
て
五
種
三
昧
耶
中
、
第
四
三
昧
耶
の
中
に
、
大
悲
胎
蔵
伝
法
灌
頂
を
得
る
と
雖
も
、
若
し
第
五
三
昧
耶
中
の
秘
密
曼
荼
羅
に
入
り
て
伝
法
灌
頂
を
得
ざ
れ
ば
、
則
ち
秘
密
智
は
、
生
ぜ
ず
。
其
の
秘
密
壇
伝
法
灌
頂
と
は
、
即
ち
是
れ
真
実
智
品
・
布
字
品
の
行
法
な
り
。
彼
の
真
実
智
品
は
、
唯
だ
八
字
を
布
す
法
有
り
て
印
・
真
言
無
し
。
今
此
の
経
中
に
明
白
に
之
を
説
く
。
故
に
知
ん
ぬ
、
金
剛
界
中
に
兼
ね
て
胎
蔵
極
密
究
竟
の
法
を
説
く
こ
と
を
。（『
大
正
』
七
五
・
一
八
八
頁
下
。） 
３０
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）
四
三
六
頁
：「『
瑜
祇
経
』
の
「
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
真
言
」
は
、
安
然
以
来
、
台
密
で
は
胎
蔵
阿
闍
梨
位
真
言
あ
る
い
は
両
部
に
通
ず
る
大
阿
闍
梨
位
の
真
言
と
さ
れ
、
さ
ら
に
慈
鎮
和
尚
慈
円
に
至
っ
て
タ
ラ
字
を
加
え
て
九
字
に
改
変
さ
れ
た
真
言
が
宣
揚
さ
れ
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
含
ん
で
伝
承
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
、
水
上
博
士
は
こ
の
真
言
の
台
東
密
に
お
け
る
伝
承
と
、
相
互
の
展
開
に
つ
い
て
論
じ
る
。 
３１
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）「
第
三
篇 
台
密
の
教
相
と
事
相
」
内
「
第
四
章 
台
密
に
お
け
る
『
瑜
祇
経
』
の
解
釈
と
伝
承
」
参
照
。
ま
た
、
同
『
日
本
天
台
教
学
論 
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
七
）
で
は
、
葉
上
流
と
関
連
し
た
論
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
３２
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
五
〇
八
頁
、
五
三
四
頁
参
照
。 
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第
二
章 
『
瑜
祇
経
』
所
説
の
「
壊
二
乗
心
」
に
つ
い
て 
  
第
一
節 
序
言 
 
安
然
の
著
作
『
教
時
問
答
』
四
の
四
蔵
（
瑜
伽
瑜
祇
蔵
）
に
は
、「
蘇
悉
地
法
に
つ
い
て
は
、
胎
蔵
界
と
同
じ
よ
う
に
三
部
立
て
で
あ
り
、
こ
の
法
は
胎
蔵
大
法
中
の
悉
地
成
就
法
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
相
対
し
て
、『
瑜
祇
経
』
は
両
部
大
法
の
肝
心
と
い
い
、
本
経
中
に
説
か
れ
る
「
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
印
明
」
は
、
『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」
の
印
明
で
あ
る
が
、
金
剛
界
五
部
三
十
七
尊
法
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
金
剛
界
中
の
悉
地
成
就
法
で
あ
り
、
そ
の
故
に
蘇
悉
地
法
と
相
対
す
る
１
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
四
蔵
の
中
心
と
な
る
の
は
、『
瑜
祇
経
』
で
あ
り
、
こ
の
経
は
金
剛
界
に
お
け
る
蘇
悉
地
法
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
安
然
の
述
作
と
し
て
扱
わ
れ
る
『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
修
行
法
』（『
瑜
祇
経
疏
』）
冒
頭
に
も
、「
此
瑜
伽
中
…
（
中
略
）
…
是
金
剛
界
蘇
悉
地
法
２
」
と
同
様
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。 
 
三
蔵
の
中
心
と
な
る
『
蘇
悉
地
経
』
は
主
尊
が
仏
頂
尊
で
あ
る
。『
教
時
問
答
』
で
は
五
蔵
に
分
類
さ
れ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
お
い
て
も
、
巻
一
・
二
に
お
い
て
仏
頂
尊
に
関
す
る
作
法
が
説
か
れ
、
更
に
巻
十
二
で
は
仏
頂
尊
を
主
尊
と
す
る
灌
頂
法
が
説
か
れ
る
。
一
方
、
金
剛
界
の
蘇
悉
地
法
と
称
さ
れ
る
『
瑜
祇
経
』
中
に
も
、
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
記
述
が
随
所
に
み
ら
れ
、『
瑜
祇
経
』
で
は
仏
頂
尊
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、『
瑜
祇
経
疏
』
を
述
し
た
安
然
や
台
密
諸
師
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
考
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
 
本
章
で
は
、『
瑜
祇
経
疏
』
の
中
で
も
品
題
に
仏
頂
尊
の
名
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
未
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六（
四
攝
行
品
）」に
着
目
し
、
こ
れ
が
台
密
の
中
で
如
何
に
解
釈
さ
れ
、
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
中
心
に
論
を
進
め
る
。
ま
た
、
安
然
以
降
の
台
東
密
の
諸
師
の
関
連
す
る
章
疏
類
に
つ
い
て
の
探
求
結
果
を
述
べ
る
３
。 
  
第
二
節 
『
瑜
祇
経
』「
四
攝
行
品
」
に
つ
い
て 
  
『
瑜
祇
経
』
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
空
海
撰
『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』（『
三
学
録
』）
に
お
い
て
金
剛
界
系
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
金
剛
界
の
如
来
が
金
剛
手
菩
薩
を
対
告
衆
と
し
て
説
く
経
典
で
あ
る
。
本
経
は
、
一
経
十
二
品
よ
り
成
る
。
こ
の
十
二
品
の
所
説
中
に
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
事
由
が
確
認
で
き
る
。
検
め
て
そ
の
端
を
述
べ
れ
ば
、「
一
切
如
来
金
剛
最
勝
義
利
堅
固
愛
染
王
心
品
第
二
」
に
説
か
れ
る
諸
余
の
真
言
に
対
応
す
る
諸
尊
に
、「
如
来
部
」・「
蓮
華
部
」・「
金
剛
部
」・「
宝
部
」・「
羯
磨
部
」
の
金
剛
界
五
部
に
加
え
て
「
仏
頂
部
」
を
設
け
て
い
る
こ
と
４
、「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
」（「
四
攝
行
品
」）」
の
品
題
に
仏
頂
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
台
密
で
重
視
さ
れ
る
「
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
」
や
、
仏
頂
尊
の
効
能
と
関
係
の
深
い
仏
眼
仏
母
に
つ
い
て
説
か
れ
る
「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
等
で
あ
る
５
。 
 
『
瑜
祇
経
』「
四
攝
行
品
」
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
爾
時
金
剛
手
、
復
説
二
一
切
処
無
不
相
応
真
言
一
曰
。 
唵
嚩
日
囉
二
合 
薩
怛
嚩
二
合 
惹
吽
引 
鑁
斛 
復
白
レ
仏
言
。
世
尊
、
此
四
行
攝
法
。
於
二
一
切
処
一
切
事
、
世
間
染
愛
及
世
間
一
切
法
一
、
皆
生
二
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四
攝
行
想
一
、
起
二
慈
鉤
・
悲
引
・
喜
縛
・
捨
（
住
）
等
一
。
但
、
於
二
一
切
事
処
一
、
皆
生
二
此
四
攝
行
法
一
、
於
二
一
切
声
聞
・
独
覚
乗
中
一
、
常
起
二
此
等
四
行
一
、
誦
二
四
攝
真
言
一
、
結
二
四
種
鉤
印
一
。
所
謂
四
種
鉤
、
以
レ
眼
起
二
慈
於
一
切
一
、
以
レ
眼
起
二
悲
於
一
切
一
、
以
レ
眼
起
二
喜
於
一
切
一
、
以
レ
眼
起
二
捨
於
一
切
一
。
真
言
行
者
、
常
起
二
四
種
心
一
。
但
、
作
二
世
間
一
切
事
一
無
レ
違
、
速
証
二
無
上
菩
提
一
、
現
生
於
二
一
切
法
一
、
証
二
得
平
等
無
二
無
染
無
浄
無
違
無
礙
身
一
。
常
住
二
金
剛
薩
埵
三
昧
一
、
以
二
此
四
攝
法
一
、
広
作
レ
利
二
楽
一
切
有
情
一
。
但
、
於
二
一
切
事
処
一
、
生
二
無
違
相
一
、
用
二
此
四
種
眼
法
一
。
常
於
二
一
切
時
一
、
起
二
壊
二
乗
心
一
。
誦
二
此
壊
二
乗
心
真
言
一
曰
。 
唵
摩
訶
引 
野
怛
那
二
合 
嚩
日
囉
二
合 
薩
怛
嚩
二
合 
薩
嚩
達
磨
尾
戍
馱
吽 
常
誦
二
此
真
言
一
、
於
二
一
切
時
一
、
観
二
察
自
心
一
、
壊
二
一
切
執
著
一
、
観
二
一
切
法
本
来
清
浄
一
。
由
レ
此
福
徳
増
長
、
於
二
現
生
一
獲
二
得
一
切
法
清
浄
金
剛
乗
金
剛
性
一
。
増
二
長
一
切
福
徳
一
、
一
切
如
来
常
所
二
加
護
一
。
一
切
金
剛
常
以
二
破
業
一
、
令
下
於
二
現
生
一
証
中
大
金
剛
位
処
上
６
。 
こ
の
「
四
攝
行
品
」
の
要
を
示
せ
ば
、
金
剛
手
菩
薩
が
、「
一
切
処
無
不
相
応
真
言
」
を
呪
し
、
四
攝
行
（
慈
悲
喜
捨
の
四
無
量
心
）
の
想
を
起
こ
し
、
四
種
鉤
を
結
び
、
一
切
の
有
情
に
利
益
と
安
楽
を
与
え
る
四
攝
の
行
法
を
説
く
、
そ
し
て
一
切
時
に
お
い
て
「
壊
二
乗
心
」
を
起
こ
し
、「
壊
二
乗
心
真
言
」
を
誦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
徳
増
長
、
如
来
加
護
等
の
利
益
を
得
、
現
世
に
お
い
て
大
金
剛
位
処
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
四
攝
行
品
」
で
は
、「
四
攝
行
」
と
「
壊
二
乗
心
」
が
中
心
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
仏
頂
尊
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
品
題
に
冠
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
行
法
や
、
そ
の
名
さ
え
も
本
文
中
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
仏
頂
尊
を
重
要
視
す
る
台
密
で
は
、
こ
の
品
は
如
何
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 
 
第
三
節 
安
然
撰
『
瑜
祇
経
疏
』「
四
攝
行
品
」
疏
に
つ
い
て 
  
『
瑜
祇
経
』
は
、『
八
家
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、「
空
海
・
慧
運
・
宗
叡
」
に
よ
っ
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
安
然
は
、
こ
の
『
瑜
祇
経
』
に
焦
点
を
当
て
て
初
め
て
台
密
に
お
け
る
見
解
を
『
瑜
祇
経
疏
』
と
し
て
具
体
的
に
著
し
た
。
そ
の
た
め
、
台
密
の
中
で
、『
瑜
祇
経
疏
』
の
位
置
づ
け
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
『
瑜
祇
経
疏
』
中
の
「
四
攝
行
品
」
に
対
す
る
註
解
を
紹
介
す
る
。 
  
第
一
項 
「
摩
訶
那
曩
」 
  
安
然
は
、
ま
ず
「
四
攝
行
品
」
の
経
文
を
引
き
、
そ
し
て
「
初
真
言
云
」
と
し
て
、「
四
攝
行
」
の
呪
に
つ
い
て
述
べ
る
。 
 
 
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
説
。
爾
時
金
剛
手
、
復
説
二
一
切
処
無
不
相
応
真
言
一
云
云
。
白
レ
仏
言
。
世
尊
、
此
四
行
攝
法
。
於
二
一
切
処
一
切
事
、
世
間
染
愛
及
世
間
一
切
法
一
、
皆
生
二
四
攝
行
想
一
、
起
二
慈
鉤
・
悲
引
・
喜
縛
・
捨
住
等
一
。
於
二
二
乗
中
一
常
起
二
四
攝
行
一
、
誦
二
四
攝
真
言
一
結
二
四
種
鉤
印
一
。
所
レ
謂
四
種
鉤
、
以
レ
眼
起
二
慈
悲
喜
捨
於
一
切
一
、
常
於
二
一
切
時
一
起
二
壊
二
乗
心
一
。
誦
二
此
壊
二
乗
心
真
言
云
云
。 
初
真
言
云
。
薩
怛
縛
二
合
。
此
云
有
情
。
即
金
剛
薩
埵 
此
是
鉤
引
縛
等
。
於
二
此
金
剛
薩
埵
心
中
一
故
、
以
二
惹
吽
鑁
斛
一
為
二
真
言
体
一
。
即
是
鉤
索
鎖
鈴
四
金
剛
真
言
７
。 
 
さ
ら
に
「
後
真
言
云
。
摩
賀
那
曩
此
云
大
乗
亦
云
大
壊 
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
此
云
一
切
法
清
浄
８
」
と
し
て
「
壊
二
乗
心
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
四
攝
行
品
」
の
中
で
は
、
こ
の
「
壊
二
乗
心
」
は
最
も
長
い
稿
が
割
か
れ
て
い
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る
。
安
然
は
「
壊
二
乗
心
」
の
呪
を
「
摩
訶
那
曩
（
大
乗
又
は
大
壊
）」・「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
（
一
切
法
清
浄
）」
の
二
つ
に
分
け
て
説
を
陳
べ
る
。 
 
「
摩
訶
那
曩
」
に
つ
い
て
は
、
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。 
大
乗
者
、
教
王
経
百
八
名
中
、
文
殊
名
二
大
乗
一
。
略
出
経
、
云
二
摩
訶
衍
那
一
。
故
教
王
経
云
。
金
剛
利
大
乗
、
金
剛
鉤
大
器
、
妙
吉
金
剛
深
、
金
剛
慧
我
体
。
略
出
経
云
。
金
剛
利
摩
訶
衍
那
、
金
剛
蔵
摩
訶
器
伏
、
文
殊
師
利
金
剛
甚
深
。 
金
剛
覚
我
礼
壊
者
、
亦
是
文
殊
剣
密
号
。
故
理
趣
品
云
。
文
殊
以
二
自
剣
一
揮
二
斫
一
切
如
来
一
。
不
空
釈
云
。
智
増
菩
薩
、
用
二
四
種
文
殊
般
若
剣
一
、
断
二
四
種
成
仏
智
能
取
障
礙
一
。
故
文
殊
現
レ
揮
二
斫
四
仏
臂
一
也
云
云
。 
 
又
金
剛
頂
云
。
文
殊
、
以
二
自
剣
一
揮
二
斫
一
切
如
来
右
臂
一
。
疏
云
。
文
殊
、
以
二
智
慧
剣
一
揮
二
斫
一
切
在
纒
如
来
厭
離
菩
提
心
之
右
臂
一
也
云
云
。 
 
即
与
下
此
経
、
以
二
四
行
攝
一
壊
中
二
乗
心
上
、
其
義
同
也
９
。 
「
摩
訶
那
曩
」
を
大
乗
と
訳
し
、
不
空
訳
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
攝
大
乗
現
証
大
教
王
経
』（『
現
証
大
教
王
経
』）
の
、「
金
剛
利
大
乗 
金
剛
剣
仗
器 
妙
吉
金
剛
染 
我
礼
二
金
剛
慧
一
１０
。」
や
、
金
剛
智
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
』（『
略
出
経
』）
に
、「
我
今
敬
二
礼
金
剛
利
、
摩
訶
衍
那
、
摩
訶
器
仗
、
文
殊
師
利
、
金
剛
蔵
、
金
剛
甚
深
、
金
剛
覚
一
１１
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
然
は
こ
れ
ら
に
則
っ
て
大
乗
と
は
文
殊
菩
薩
の
こ
と
と
し
、
金
剛
界
系
の
経
典
に
説
か
れ
る
文
殊
菩
薩
の
異
名
や
性
質
か
ら
そ
の
解
釈
を
展
開
す
る
。 
 
つ
づ
け
て
、
安
然
は
「
金
剛
覚
我
礼
壊
」
と
は
、
文
殊
剣
の
別
号
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
不
空
訳
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麼
耶
経
』（『
理
趣
経
』）
で
は
、
文
殊
菩
薩
は
自
ら
の
剣
で
一
切
如
来
を
揮
斫
す
る
と
説
き
、
そ
の
釈
で
あ
る
不
空
述
『
大
楽
不
空
真
実
三
昧
耶
経
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
釈
』（『
理
趣
釈
』）
で
は
、
智
増
の
菩
薩
は
、
四
種
の
成
仏
智
や
認
識
す
る
も
の
・
さ
れ
る
も
の
共
々
そ
の
障
礙
を
断
ず
る
の
で
、
文
殊
菩
薩
は
四
仏
の
臂
を
揮
斫
す
る
と
い
う
箇
所
を
引
く
。 
「
金
剛
覚
」
は
、
前
の
『
略
出
経
』
に
出
る
語
で
あ
る
が
、『
理
趣
釈
』
に
、「
覚
悟
有
二
四
種
一
。
所
レ
謂
、
声
聞
覚
悟
・
縁
覚
覚
悟
・
菩
薩
覚
悟
・
如
来
覚
悟
。
覚
悟
名
句
、
雖
レ
同
浅
深
有
レ
異
。
自
利
・
利
他
資
糧
、
小
大
不
同
１２
。」
と
、
そ
の
意
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
の
す
べ
て
の
悟
り
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
金
剛
覚
と
は
二
乗
の
悟
り
を
指
す
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
を
網
羅
す
る
最
上
の
悟
り
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 
一
切
如
来
を
揮
斫
す
る
と
は
、『
理
趣
経
』・『
理
趣
釈
』
に
そ
の
意
が
解
さ
れ
て
い
る
。 
 
『
理
趣
経
』 
時
文
殊
師
利
童
真
、
欲
三
重
顕
二
明
此
義
一
故
、
煕
怡
微
笑
、
以
二
自
剣
一
揮
二
斫
一
切
如
来
一
已
、
説
二
此
般
若
波
羅
蜜
多
最
勝
心
一
１３
。 
 
『
理
趣
釈
』 
 
 
時
婆
伽
梵
一
切
無
戲
論
如
来
者
、
是
文
殊
師
利
菩
薩
之
異
名
。
…
（
中
略
）
…
一
切
有
情
無
始
輪
迴
。
与
二
四
種
識
一
積
二
集
無
量
虚
妄
煩
悩
一
、
則
為
二
凡
夫
一
、
在
二
凡
夫
位
一
名
為
レ
識
。
預
二
聖
流
一
至
二
如
来
地
一
名
為
レ
智
。
以
二
四
智
菩
提
一
、
対
二
治
四
種
妄
識
一
。
妄
識
既
除
、
則
成
二
熟
法
智
一
。
若
妄
二
執
法
一
、
則
成
二
法
執
病
一
。
是
故
、
智
増
菩
薩
、
用
二
四
種
文
殊
師
利
般
若
波
羅
蜜
剣
一
、
断
二
四
種
成
仏
智
、
能
取
所
取
障
礙
一
。
是
故
、
文
殊
師
利
、
現
レ
揮
二
斫
四
仏
臂
一
也
１４
。 
つ
ま
り
、
四
種
の
妄
識
（
貪
・
瞋
・
痴
・
一
切
法
）
に
関
す
る
無
量
な
る
虚
妄
や
煩
悩
が
積
り
集
ま
れ
ば
凡
夫
と
な
り
、
凡
夫
の
位
（
十
信
の
位
）
に
い
る
こ
と
は
識
で
あ
り
、
聖
流
に
よ
っ
て
三
界
内
の
見
惑
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を
断
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
如
来
地
に
到
達
す
る
こ
と
は
智
で
あ
る
。
四
種
の
菩
提
に
よ
っ
て
、
四
種
の
妄
識
を
対
治
し
、
妄
識
を
除
き
尽
く
せ
ば
、
転
じ
て
欲
界
内
の
四
諦
の
道
理
を
認
識
す
る
法
智
は
熟
す
る
。
も
し
、
迷
い
の
心
に
よ
っ
て
諸
法
に
実
体
が
あ
る
と
執
着
す
れ
ば
、
二
乗
の
よ
う
に
法
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
。
是
の
故
に
、
智
増
の
菩
薩
は
、
四
種
（
空
・
無
相
・
無
願
・
一
切
法
智
清
浄
）
の
剣
を
も
っ
て
四
種
の
菩
提
、
四
種
の
妄
識
を
断
ず
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
切
如
来
（
の
仮
相
）
を
揮
斫
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
安
然
は
、
こ
の
箇
所
を
「
無
戯
論
如
来
と
い
う
異
名
を
持
つ
文
殊
菩
薩
が
、
四
種
の
剣
を
揮
っ
て
分
別
し
戯
論
を
な
す
一
切
如
来
の
仮
の
相
・
悟
り
を
断
ず
る
」
こ
と
の
説
明
に
引
用
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。 
 
安
然
は
「
金
剛
頂
云
」
と
し
て
、
文
殊
菩
薩
が
自
ら
の
剣
を
も
っ
て
一
切
如
来
の
右
臂
を
揮
斫
す
る
と
説
く
『
理
趣
経
』
や
『
理
趣
釈
』
と
同
趣
意
を
述
し
て
い
る
『
現
証
大
教
王
経
』
取
意
の
文
を
さ
ら
に
引
く
。 
時
彼
曼
殊
室
利
大
菩
薩
身
、
従
二
世
尊
心
一
下
、
依
二
一
切
如
来
右
月
輪
一
而
住
、
復
請
二
教
令
一
。
時
世
尊
、
入
二
一
切
如
来
智
慧
三
昧
耶
一
。
名
二
金
剛
三
摩
地
一
。
断
二
一
切
如
来
結
使
一
三
昧
耶
。
尽
無
余
有
情
界
断
二
一
切
苦
一
、
受
二
一
切
安
楽
悦
意
一
故
、
乃
至
、
得
二
一
切
如
来
随
順
音
声
慧
円
満
成
就
一
故
、
則
彼
金
剛
剣
授
二
与
曼
殊
室
利
大
菩
薩
摩
訶
薩
双
手
一
。
則
一
切
如
来
、
以
二
金
剛
名
一
号
二
金
剛
慧
一
。
金
剛
慧
灌
頂
時
、
金
剛
慧
菩
薩
摩
訶
薩
、
以
二
金
剛
剣
一
揮
斫
１５
。 
文
殊
菩
薩
は
、
一
切
如
来
の
結
使
を
断
ず
る
三
昧
耶
に
入
る
。
こ
れ
は
、
無
余
涅
槃
を
境
地
と
す
る
有
情
界
の
一
切
の
苦
を
断
除
し
、
一
切
の
安
楽
を
与
え
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
は
一
切
の
如
来
が
衆
生
の
思
う
と
こ
ろ
に
応
じ
た
（
声
や
音
は
実
体
が
な
く
空
で
あ
る
と
悟
る
）
智
慧
を
（
諸
の
有
情
に
）
成
就
さ
せ
る
（
最
上
の
悉
地
を
得
さ
せ
る
）
た
め
に
、（
大
日
如
来
は
）
金
剛
な
る
慧
剣
を
文
殊
菩
薩
の
双
手
に
授
与
し
、
文
殊
菩
薩
に
金
剛
慧
と
い
う
名
を
与
え
る
金
剛
名
灌
頂
を
授
け
た
。
文
殊
菩
薩
は
、
金
剛
な
る
慧
剣
を
揮
っ
て
斫
し
た
と
こ
こ
に
説
か
れ
る
。
つ
づ
け
て
、
安
然
は
「
疏
云
」
と
し
て
、
円
仁
の
『
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
』（『
金
剛
頂
経
疏
』）
に
も
触
れ
、
文
殊
菩
薩
は
智
慧
の
剣
を
揮
っ
て
一
切
有
情
の
纒
垢
の
中
に
在
る
如
来
の
厭
離
菩
提
心
の
右
臂
を
斫
す
と
『
金
剛
頂
経
疏
』
１６
の
取
意
を
説
明
す
る
。 
ま
た
、
安
然
は
『
金
剛
界
対
受
記
』
に
、「
厭
離
心
者
真
言
者
大
障
也
。
故
厭
離
此
心
也
。
…
（
中
略
）
…
慧
和
上
云
。
厭
離
心
者
二
乗
心
也
１７
。」
厭
離
心
は
真
言
行
者
に
と
っ
て
大
障
で
あ
り
、
安
慧
和
上
（
出
拠
不
明
）
の
厭
離
心
と
は
二
乗
心
で
あ
る
と
い
う
説
を
記
し
て
い
る
。
安
然
は
、
こ
の
解
釈
を
『
瑜
祇
経
疏
』
に
反
映
さ
せ
て
、
文
殊
は
二
乗
心
を
揮
斫
す
る
意
を
有
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。 
 
そ
し
て
、『
瑜
祇
経
』
に
説
か
れ
る
「
四
行
攝
を
以
て
二
乗
の
心
を
壊
す
」
と
、
文
殊
菩
薩
が
自
剣
を
以
て
揮
斫
す
る
こ
と
と
、
同
義
で
あ
る
と
し
、
文
殊
の
四
種
の
慧
剣
と
四
攝
行
と
が
同
義
で
あ
る
こ
と
を
導
い
て
い
る
。
安
然
は
、『
瑜
祇
経
』
所
説
の
四
攝
行
は
、
四
無
量
心
観
で
あ
り
、
そ
の
慈
悲
喜
捨
に
貪
瞋
痴
等
の
煩
悩
と
そ
れ
を
揮
斫
す
る
慧
剣
（
空
・
無
相
・
無
願
・
一
切
法
清
浄
）
と
を
相
応
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
  
第
二
項 
「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
」 
  
次
に
、
安
然
は
「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
（
一
切
法
清
浄
）」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。 
一
切
法
清
浄
者
、
是
観
音
密
号
。
故
理
趣
品
云
。
得
自
性
清
浄
法
性
如
来
者
、
是
観
自
在
如
来
異
名
。
此
仏
名
二
無
量
寿
一
。
若
於
二
浄
妙
国
土
一
現
成
二
仏
身
一
。
五
濁
世
界
為
二
観
自
在
菩
薩
一
。
復
説
。
世
間
一
切
欲
瞋
清
浄
者
、
此
金
剛
法
。
一
切
垢
罪
清
浄
者
、
此
金
剛
利
。
一
切
法
有
情
清
浄
者
、
此
金
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剛
因
。
一
切
智
智
般
若
清
浄
者
、
此
金
剛
語
云
云
。 
 
又
大
日
経
五
種
三
昧
道
中
第
四
菩
薩
三
昧
道
説
。
度
二
第
七
地
性
空
彼
岸
一
、
世
称
二
観
自
在
一
者
、
則
是
三
乗
共
行
十
地
中
第
七
地
、
是
二
乗
地
。
菩
薩
、
至
レ
此
多
墮
二
沈
空
一
、
為
レ
済
二
沈
空
一
出
仮
利
生
。
世
人
称
二
観
自
在
一
。
是
諸
出
仮
菩
薩
通
名
。
此
亦
与
二
此
観
法
清
浄
、
壊
二
乗
心
一
其
義
大
同
云
云
。 
 
又
妙
法
蓮
花
三
昧
門
、
以
二
薩
字
一
為
二
種
子
一
。
是
亦
観
自
在
之
種
子
。
天
親
論
説
。
蓮
花
有
二
二
義
一
。
一
出
水
義
。
謂
、
出
二
二
乗
泥
濁
水
一
故
。
二
開
敷
義
。
謂
、
坐
二
如
来
大
衆
中
一
処
二
蓮
花
臺
一
同
二
舍
那
一
。
故
彼
中
、
開
三
顕
一
之
義
。
亦
与
二
此
中
壊
二
乗
心
一
亦
大
同
也
１８
。 
 
一
切
法
清
浄
と
は
、
観
自
在
菩
薩
の
密
号
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
と
な
る
経
疏
を
順
に
挙
げ
る
。 
ま
ず
、『
理
趣
経
』
１９
（『
理
趣
釈
』）
に
お
い
て
、『
理
趣
経
』
に
出
づ
る
得
自
性
清
浄
法
性
如
来
と
は
、
観
自
在
如
来
の
異
名
で
あ
り
、
無
量
寿
と
も
名
づ
け
ら
れ
、
浄
妙
国
土
で
は
仏
身
と
な
り
、
五
濁
世
界
で
は
、
観
自
在
菩
薩
（
菩
薩
身
）
に
な
る
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
世
間
の
あ
ら
ゆ
る
貪
・
瞋
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
は
金
剛
法
、
あ
ら
ゆ
る
垢
・
罪
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
は
、
金
剛
利
、
あ
ら
ゆ
る
法
・
有
情
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
は
金
剛
因
、
あ
ら
ゆ
る
智
智
・
般
若
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
は
金
剛
語
で
あ
る
と
説
く
。
前
半
部
は
、
無
量
寿
如
来
と
観
自
在
菩
薩
は
同
体
で
あ
り
、
世
間
・
出
世
間
に
お
い
て
示
現
す
る
姿
が
違
う
と
捉
え
て
い
る
が
、
密
教
に
お
い
て
は
無
量
寿
と
観
音
と
の
関
係
は
無
量
寿
を
体
と
す
れ
ば
、
観
音
は
衆
生
攝
化
の
用
で
あ
る
と
さ
れ
る
２０
。
こ
こ
で
は
、
無
量
寿
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
無
い
が
、
五
濁
の
世
界
の
衆
生
を
救
い
、
一
切
法
を
清
浄
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
復
説
」
と
つ
づ
け
て
『
理
趣
釈
』
の
文
を
引
く
が
、
そ
の
原
文
は
次
に
示
す
箇
所
で
あ
る
。 
説
二
一
切
法
平
等
観
自
在
智
印
一
、
出
二
生
般
若
理
趣
一
。
説
下
四
種
不
レ
染
二
一
切
煩
悩
及
随
煩
悩
一
三
摩
地
法
上
。
所
謂
、
世
間
一
切
欲
清
浄
故
、
則
一
切
瞋
清
浄
。
此
則
金
剛
法
菩
薩
三
摩
地
。
所
謂
、
世
間
一
切
垢
清
浄
故
、
則
一
切
罪
清
浄
。
此
則
金
剛
利
菩
薩
三
摩
地
。
所
謂
、
一
切
法
清
浄
故
、
則
一
切
有
情
清
浄
。
此
即
金
剛
因
菩
薩
三
摩
地
。
所
謂
、
世
間
一
切
智
智
清
浄
、
則
般
若
波
羅
蜜
多
清
浄
。
此
即
金
剛
語
菩
薩
三
摩
地
。
由
瑜
伽
者
、
得
レ
受
二
四
種
清
浄
菩
薩
三
摩
地
一
、
於
二
世
間
一
悲
願
、
生
二
於
六
趣
一
、
不
レ
被
二
一
切
煩
悩
染
汚
一
、
猶
如
二
蓮
華
一
。
以
二
此
三
摩
地
一
能
浄
二
諸
雑
染
一
２１
。 
一
切
法
を
平
等
と
し
て
如
実
に
自
在
に
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
智
を
表
現
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
や
そ
れ
に
付
随
し
て
起
こ
る
煩
悩
に
染
ま
ら
な
い
四
種
の
三
摩
地
を
説
く
。
そ
れ
は
、
貪
・
瞋
、
垢
・
罪
、
法
・
有
情
、
智
智
・
般
若
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
法
・
利
・
因
・
語
の
四
菩
薩
に
配
し
た
三
摩
地
で
あ
り
、
そ
れ
を
修
行
す
る
者
が
こ
の
四
種
の
三
摩
地
を
得
れ
ば
、
世
間
に
お
い
て
大
悲
・
行
願
を
起
こ
し
て
、
界
内
六
趣
に
生
ま
れ
て
い
て
も
、
煩
悩
に
よ
っ
て
心
が
汚
れ
る
よ
う
に
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
蓮
華
が
汚
泥
に
染
ま
ら
な
い
よ
う
に
清
浄
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。『
理
趣
釈
』
に
お
い
て
の
説
主
は
、
五
濁
世
界
に
身
を
現
じ
た
観
自
在
菩
薩
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
引
文
だ
け
で
は
何
を
以
て
「
壊
二
乗
心
」
と
関
わ
る
の
か
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 
 
次
に
、『
大
日
経
』
２２
所
説
の
五
種
三
昧
道
の
第
四
菩
薩
三
昧
道
を
挙
げ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
台
密
に
お
け
る
根
本
思
想
で
あ
る
円
密
一
致
思
想
を
論
ず
る
上
で
も
頻
出
す
る
箇
所
で
あ
り
、安
然
に
お
い
て
も『
教
時
問
答
』
等
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
で
世
に
知
ら
れ
て
い
る
２３
。 
『
瑜
祇
経
疏
』
で
は
、
八
地
の
菩
薩
に
つ
い
て
の
文
の
取
意
が
依
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
、『
大
日
経
義
釈
』
２４
（
ま
た
は
『
大
日
経
疏
』）
の
解
釈
を
用
い
て
述
べ
て
お
り
、『
大
日
経
義
釈
』
に
説
か
れ
る
「
第
七
地
に
お
い
て
、
性
空
の
彼
岸
に
達
す
る
こ
と
を
、
観
自
在
と
称
す
る
」
と
は
、
三
乗
共
の
十
地
の
第
七
地
（
已
弁
地
）
は
二
乗
で
あ
り
、
菩
薩
は
、
こ
の
第
七
地
に
至
る
と
空
に
執
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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進
ん
で
求
め
る
悟
り
も
無
く
、
教
化
す
る
衆
生
も
無
い
と
考
え
、
沈
空
の
難
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
救
う
た
め
に
仮
の
世
に
出
て
い
き
、そ
の
人
々
を
導
く
の
で
あ
り
、そ
の
よ
う
な
人
は
観
自
在
と
称
さ
れ
、
観
自
在
と
は
仮
の
世
界
に
出
て
い
く
菩
薩
の
こ
と
を
い
う
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
観
自
在
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
を
述
べ
て
お
り
、
観
自
在
な
る
菩
薩
、
乃
至
観
自
在
菩
薩
は
二
乗
の
境
地
か
ら
出
だ
す
た
め
に
、
仮
の
世
界
に
現
れ
て
衆
生
の
救
済
を
行
う
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
と
「
壊
二
乗
心
」
と
が
同
義
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
壊
二
乗
心
」
の
一
部
を
表
す
一
切
法
清
浄
が
観
音
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
観
自
在
菩
薩
に
よ
っ
て
二
乗
の
境
界
を
出
離
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
の
こ
と
が
「
壊
二
乗
心
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 
さ
ら
に
妙
法
蓮
華
三
昧
門
を
取
り
上
げ
、
薩
字
を
種
字
と
な
し
、
こ
れ
は
観
自
在
の
種
字
で
あ
る
と
す
る
。
妙
法
蓮
華
三
昧
門
は
、「
本
覚
讃
」
で
知
ら
れ
る
不
空
訳
『
妙
法
蓮
華
三
昧
秘
密
三
摩
耶
経
』（『
蓮
華
三
昧
経
』）
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
瑜
祇
経
疏
』
に
み
ら
れ
る
内
容
と
一
致
す
る
よ
う
な
取
意
の
文
を
み
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
水
上
博
士
に
よ
れ
ば
、
蓮
華
三
昧
の
語
は
、『
大
日
経
義
釈
』
中
、
七
箇
所
に
出
る
よ
う
で
、
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
前
の
菩
薩
三
昧
道
に
は
、「
即
皆
現
レ
之
而
為
二
説
法
一
。
是
故
、
世
間
見
二
如
レ
是
事
迹
一
故
、
号
為
二
観
自
在
者
一
。
是
初
入
二
蓮
華
三
昧
一
之
異
名
也
２５
。」
観
自
在
と
は
蓮
華
三
昧
の
異
名
で
あ
る
と
あ
り
、『
大
日
経
義
釈
』「
住
心
品
」
疏
で
は
、「
観
音
、
対
二
蓮
華
三
昧
門
一
増
益
方
便
２６
。」
観
音
は
蓮
華
三
昧
門
に
対
す
る
増
益
の
方
便
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
２７
。
ま
た
、『
大
日
経
疏
』
に
の
み
に
確
認
で
き
る
箇
所
に
は
、
以
下
の
文
が
み
つ
け
ら
れ
る
。 
以
二
此
普
眼
一
而
観
二
衆
生
一
故
、
名
二
観
自
在
者
一
。
入
二
此
三
昧
一
已
、
従
二
其
心
一
出
二
種
種
光
一
、
光
中
現
二
是
法
門
真
言
一
也
。
薩
嚩
怛
他
竭
多 
嚩
路
吉
多 
迦
嚧
尼
（
悲
）
麼
也 
囉
囉
囉 
吽
…
（
中
略
）
…
或
以
二
初
薩
字
一
為
レ
体
。
…
…
２８ 
観
自
在
な
る
者
が
修
す
る
普
眼
三
昧
の
真
言
中
の
、
初
め
の
薩
の
字
を
体
と
な
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
妙
法
蓮
華
三
昧
門
は
、『
大
日
経
疏
』・『
大
日
経
義
釈
』
に
則
っ
て
い
る
こ
と
が
検
め
て
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
蓮
華
と
観
音
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
掴
め
る
。 
 
つ
づ
け
て
、「
天
親
論
に
説
く
」
と
し
て
、
四
種
声
聞
授
記
の
説
で
知
ら
れ
る
菩
提
流
支
（
異
訳
に
勒
那
摩
提
）『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舍
』
２９
（『
法
華
論
』）
の
妙
法
蓮
華
の
出
水
義
・
開
敷
義
の
取
意
を
挙
げ
、
蓮
華
に
関
す
る
解
釈
を
す
る
。
蓮
華
の
花
は
、
泥
水
か
ら
水
上
に
出
て
い
く
よ
う
に
、
二
乗
の
汚
濁
水
か
ら
出
離
す
る
か
ら
出
水
義
と
い
い
、
如
来
が
大
衆
（
大
乗
を
信
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
怯
弱
な
も
の
）
の
中
で
、
蓮
華
の
上
に
坐
す
こ
と
は
、（
信
心
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
、
如
来
の
清
浄
で
妙
な
る
法
身
を
示
す
こ
と
は
）
大
日
如
来
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
法
華
玄
義
』
等
で
い
う
開
三
顕
一
に
当
た
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
安
然
は
『
法
華
論
』
所
説
の
蓮
華
と
は
、
声
聞
・
縁
覚
と
い
っ
た
二
乗
を
出
離
し
、
大
乗
へ
向
か
わ
せ
る
、
法
華
の
法
門
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
、
蓮
華
三
昧
、
す
な
わ
ち
法
華
三
昧
の
異
名
で
も
あ
る
観
自
在
と
同
等
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。 
さ
ら
に
、
安
然
は
、
こ
れ
ら
の
解
釈
と
「
壊
二
乗
心
」
と
は
同
義
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
示
し
た
「
壊
二
乗
心
」
に
関
し
て
、
安
然
は
、
前
の
「
摩
訶
那
曩
」
で
は
、
金
剛
頂
経
や
『
八
家
秘
録
』
中
で
は
般
若
法
に
分
類
さ
れ
る
理
趣
釈
等
の
密
教
経
軌
を
中
心
に
解
釈
を
行
い
、「
壊
二
乗
心
」
の
「
壊
」
を
揮
斫
に
相
当
さ
せ
、
文
殊
が
二
乗
乃
至
は
二
乗
に
な
ろ
う
と
す
る
有
情
に
と
っ
て
の
悟
り
の
苦
を
断
じ
出
世
間
の
断
苦
与
楽
を
明
か
す
も
、
特
に
二
乗
の
智
慧
を
揮
斫
す
る
こ
と
を
重
要
視
す
る
。 
そ
れ
に
対
し
て
、
安
然
は
「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
」
に
お
い
て
、
密
教
経
軌
だ
け
で
な
く
、
天
台
大
師
智
顗
の
『
法
華
玄
義
』
や
、
伝
教
大
師
最
澄
の
『
守
護
国
界
章
』
等
に
お
い
て
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
依
用
さ
れ
る
『
法
華
論
』
を
用
い
た
顕
教
的
な
解
釈
や
、
円
密
一
致
思
想
と
関
連
性
の
強
い
五
種
三
昧
道
の
解
釈
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を
取
り
入
れ
、
二
乗
の
心
を
出
離
さ
せ
る
意
味
と
し
て
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
摩
訶
那
曩
」・「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
」
は
、
共
に
「
壊
二
乗
心
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。 
  
第
四
節 
「
四
攝
行
品
」
の
本
尊
に
つ
い
て 
 
さ
て
、『
瑜
祇
経
疏
』
中
で
は
、「
四
攝
行
」
や
「
壊
二
乗
心
」
の
法
の
本
尊
は
、「
四
攝
行
品
」
の
経
題
に
示
さ
れ
た
一
切
仏
頂
遍
照
最
上
王
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
後
に
胎
蔵
大
日
の
引
用
を
も
っ
て
四
攝
行
を
解
説
す
る
た
め
、
大
日
所
変
の
仏
頂
尊
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、「
四
攝
行
品
」
に
限
り
、「
此
法
以
二
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
一
為
二
本
尊
一
。
…
…
３０
」
と
、
本
尊
は
一
切
仏
頂
遍
照
最
上
王
と
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。「
四
攝
行
品
」
で
は
、
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
作
法
や
思
想
は
経
中
に
は
登
場
せ
ず
、
こ
れ
は
安
然
独
自
の
思
想
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、『
瑜
祇
経
』・『
瑜
祇
経
疏
』
で
は
「
壊
二
乗
心
真
言
」
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
印
相
に
関
す
る
記
述
は
無
い
。
何
を
以
て
仏
頂
尊
を
本
尊
と
設
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
『
瑜
祇
経
』
所
説
の
仏
頂
尊
の
主
た
る
特
徴
と
し
て
は
、
有
名
な
「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
所
説
の
仏
頂
尊
と
仏
眼
部
母
と
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
時
金
剛
薩
埵
、
対
二
一
切
如
来
前
一
、
忽
然
現
二
作
一
切
仏
母
身
一
、
住
二
大
白
蓮
一
、
身
作
二
白
月
暉
一
、
両
目
微
笑
、
二
羽
（
手
カ
）
住
レ
臍
、
如
レ
入
二
奢
摩
他
一
。
従
二
一
切
支
分
一
、
出
二
生
十
儗
誐
沙
倶
胝
仏
一
。
一
一
仏
、
皆
作
レ
礼
三
敬
本
所
二
出
生
一
。
於
二
刹
那
間
一
、
一
時
化
二
作
一
字
頂
輪
王
一
、
執
二
輪
印
一
、
頂
放
二
光
明
一
、
倨
傲
目
視
、
現
二
大
神
通
一
、
還
来
礼
下
敬
本
所
二
出
生
一
一
切
仏
母
真
言
上
。
我
所
レ
説
一
切
頂
輪
真
言
…
…
３１ 
こ
こ
で
は
、
金
剛
薩
埵
所
変
の
仏
眼
仏
母
よ
り
一
字
頂
輪
王
を
化
作
さ
れ
た
こ
と
が
説
か
れ
、
こ
の
説
が
台
密
に
お
い
て
仏
眼
仏
母
を
重
要
視
化
さ
せ
て
い
く
が
、
一
字
頂
輪
王
の
上
に
仏
母
を
置
き
、
仏
頂
尊
は
仏
母
と
し
て
の
仏
眼
と
並
べ
ら
れ
る
が
、
仏
眼
の
方
を
高
く
み
て
い
る
の
で
あ
る
３２
。 
 
「
壊
二
乗
心
」
と
は
、『
瑜
祇
経
疏
』
に
よ
れ
ば
、
文
殊
菩
薩
と
観
自
在
菩
薩
と
の
力
用
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
語
義
は
少
し
く
違
う
。
文
殊
に
関
し
て
は
、
当
然
楽
を
与
え
る
と
い
っ
た
利
他
の
思
想
は
あ
れ
ど
も
、『
理
趣
釈
』
に
「
智
増
菩
薩
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
切
如
来
を
揮
斫
す
る
と
い
っ
た
自
行
に
対
す
る
側
面
が
強
く
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
仏
頂
尊
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
破
壊
を
な
す
性
質
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、『
陀
羅
尼
集
経
』
一
に
次
の
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。 
爾
時
観
世
音
菩
薩
、
起
二
大
慈
悲
一
、
偏
袒
二
右
肩
一
頂
二
礼
仏
足
一
、
白
レ
仏
言
。
世
尊
、
我
、
曽
過
去
於
二
諸
仏
一
所
レ
得
陀
羅
尼
、
我
今
欲
レ
説
。
願
仏
聴
許
。
爾
時
世
尊
、
讃
二
歎
観
世
音
菩
薩
一
。
善
哉
善
哉
。
汝
、
大
慈
悲
欲
レ
説
二
神
呪
一
。
今
正
是
時
。
爾
時
観
世
音
菩
薩
、
即
現
二
何
耶
揭
哩
婆
身
一
唐
云
馬
頭
、
説
二
神
呪
一
時
。
即
現
二
呪
神
一
映
二
蔽
於
前
一
。
一
切
菩
薩
諸
天
神
等
所
レ
現
呪
神
、
悉
令
レ
不
レ
現
。
如
下
以
二
磑
石
一
蓋
中
於
井
上
上
。
唯
観
世
音
菩
薩
、
一
切
持
レ
呪
衆
聖
中
王
、
独
顕
二
自
在
一
。
爾
時
世
尊
、
起
二
大
慈
悲
一
、
即
於
二
頂
上
肉
髻
相
中
一
、
放
二
五
色
光
一
。
遍
照
二
十
方
一
切
世
界
一
。
於
二
虚
空
中
一
遊
旋
如
レ
蓋
。
其
光
明
中
有
二
菩
薩
一
。
名
二
帝
殊
囉
施
一
。
結
加
趺
坐
、
放
二
大
光
明
一
。
身
支
節
中
各
出
二
火
焰
一
、
口
説
二
神
呪
一
。
多
者
名
曰
二
大
仏
頂
呪
一
、
少
者
名
為
二
小
仏
頂
呪
一
。
説
二
如
レ
是
等
種
種
呪
法
一
、
并
作
二
印
法
一
。
帝
殊
囉
施
、
説
二
此
呪
等
一
、
現
二
威
神
一
時
、
映
二
蔽
於
前
一
何
耶
揭
哩
婆
身
、
及
呪
神
悉
不
二
復
現
一
。
爾
時
観
世
音
菩
薩
、
頂
二
礼
仏
足
一
、
白
レ
仏
言
。
世
尊
、
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奇
哉
希
有
。
世
尊
威
神
。
我
、
於
二
一
切
持
レ
呪
中
一
王
。
更
無
レ
有
レ
上
。
世
尊
、
慈
悲
頂
上
放
レ
光
、
光
明
中
出
二
帝
殊
囉
施
菩
薩
一
、
滅
二
我
所
レ
現
身
及
呪
神
一
、
一
無
二
遺
余
一
。
更
有
二
何
法
一
、
能
滅
二
世
尊
帝
殊
囉
施
一
。
爾
時
世
尊
、
告
二
観
世
音
菩
薩
一
。
我
、
有
二
心
呪
一
。
名
曰
二
金
輪
一
。
最
尊
為
レ
極
。
更
無
二
過
者
一
。
惟
仏
与
レ
仏
乃
能
知
レ
之
。
是
呪
、
能
滅
二
帝
殊
囉
施
并
呪
等
法
一
。
汝
等
応
三
当
一
心
受
持
生
二
希
有
想
一
。
爾
時
世
尊
、
即
説
二
金
輪
陀
囉
尼
印
一
。
印
如
二
前
所
説
一
。
誦
者
・
聴
者
、
若
能
至
心
随
誦
二
一
遍
一
、
一
経
二
於
耳
一
、
塵
沙
衆
罪
、
若
軽
、
若
重
悉
皆
消
滅
。
無
二
願
不
一
レ
果
。
速
当
二
成
仏
一
。
此
陀
羅
尼
、
悉
能
破
二
壊
一
切
諸
法
一
。
更
無
レ
有
レ
上
３３
。 
観
世
音
菩
薩
が
（
両
辺
に
文
殊
・
普
賢
を
侍
ら
せ
た
）
世
尊
（
釈
迦
如
来
）
か
ら
許
し
を
得
て
、
馬
頭
の
威
神
力
を
現
し
て
一
切
の
菩
薩
、
諸
の
天
神
等
の
神
呪
を
悉
く
滅
す
。
す
る
と
世
尊
が
、
頂
上
の
肉
髻
か
ら
五
色
の
光
を
放
っ
て
、（
五
仏
頂
の
一
と
さ
れ
る
）
帝
殊
囉
施
菩
薩
を
現
ず
る
。
帝
殊
囉
施
が
、
大
仏
頂
呪
と
小
仏
頂
呪
を
説
く
と
、
馬
頭
の
威
神
力
は
滅
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
観
世
音
菩
薩
は
、
世
尊
に
帝
殊
囉
施
を
滅
す
る
こ
と
の
で
き
る
法
は
あ
る
の
か
と
訊
ね
た
。
す
る
と
世
尊
は
、
頂
上
の
肉
髻
か
ら
顕
現
し
た
帝
殊
囉
施
を
も
滅
す
る
最
勝
な
金
輪
呪
を
説
き
、
こ
の
呪
は
一
切
諸
法
を
破
壊
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
観
音
が
釈
迦
如
来
の
対
告
者
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
馬
頭
の
威
神
力
を
も
滅
す
る
と
い
う
破
壊
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
性
質
は
、
先
の
文
殊
の
記
述
に
み
え
る
揮
斫
に
相
応
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。 
観
自
在
菩
薩
に
お
い
て
は
、
七
地
沈
空
の
難
の
救
済
や
、
衆
生
攝
化
と
い
っ
た
悲
増
の
菩
薩
の
側
面
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
慈
母
の
義
を
な
す
部
母
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
文
殊
の
異
名
は
「
金
剛
慧
」、
観
音
の
異
名
は
「
金
剛
眼
」
で
あ
り
、
無
見
頂
相
を
表
す
仏
頂
尊
と
仏
眼
部
母
と
の
関
係
が
連
想
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
瑜
祇
経
』
に
お
い
て
重
要
な
、
仏
頂
尊
と
仏
眼
部
母
と
の
関
係
を
意
識
し
て
、
安
然
は
文
殊
と
部
母
と
し
て
の
観
音
と
の
関
係
を
「
壊
二
乗
心
」
に
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
し
か
し
、
他
の
品
に
お
い
て
も
、
仏
頂
尊
と
仏
眼
部
母
の
関
連
が
確
認
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。「
四
攝
行
品
」
で
は
、「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
仏
頂
尊
と
仏
眼
部
母
の
優
位
性
の
よ
う
な
具
体
的
な
記
述
は
確
認
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
も
文
殊
と
観
音
と
は
双
一
と
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。 
「
四
攝
行
品
」
を
一
度
整
理
す
る
と
、「
四
攝
行
法
」
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
壊
二
乗
心
」
を
起
こ
す
わ
け
で
、
換
言
す
れ
ば
、
一
切
仏
頂
遍
照
最
上
王
が
文
殊
菩
薩
と
観
世
音
菩
薩
を
示
現
さ
せ
る
と
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
安
然
は
、『
教
時
問
答
』
で
、「
於
二
其
心
上
第
一
重
中
一
亦
為
二
三
部
一
。
心
観
二
阿
字
一
是
如
来
部
、
仏
地
萬
徳
、
或
安
二
頂
上
一
。
胸
観
二
娑
字
一
是
蓮
華
部
、
大
悲
滋
栄
、
或
安
二
頂
左
一
。
額
観
二
吽
字
一
是
金
剛
部
金
剛
、
或
安
二
頂
右
一
３４
。」
と
、
頂
上
に
如
来
部
・
頂
左
に
蓮
華
部
・
頂
右
に
金
剛
部
を
配
す
る
と
い
っ
た
仏
頂
尊
の
化
仏
を
三
尊
で
あ
ら
わ
す
と
い
う
独
自
の
解
釈
を
行
っ
て
い
る
３５
。
し
か
し
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
胎
蔵
三
部
の
仏
・
蓮
・
金
で
あ
り
、『
瑜
祇
経
』
を
三
部
五
部
に
通
じ
る
経
典
と
は
見
做
し
て
い
て
も
、
直
接
的
に
文
殊
・
観
音
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
の
疑
問
の
解
消
に
は
至
ら
な
い
。 
そ
も
そ
も
、『
理
趣
経
』
や
金
剛
頂
経
で
は
、
観
音
と
文
殊
は
西
方
無
量
寿
如
来
の
周
囲
に
配
さ
れ
る
菩
薩
で
あ
り
、
当
然
相
互
関
係
は
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ど
ち
ら
の
経
軌
に
お
い
て
も
、
仏
頂
尊
を
本
尊
と
し
て
考
え
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
仏
頂
尊
を
本
尊
と
し
、
文
殊
と
観
音
と
を
並
べ
て
説
く
経
軌
は
存
す
る
の
だ
ろ
う
か
。 
胎
蔵
曼
荼
羅
で
は
、
東
部
に
文
殊
院
、
北
部
に
観
音
院
、
そ
の
間
に
仏
頂
尊
を
配
置
し
て
い
る
釈
迦
院
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と
描
か
れ
て
お
り
、
仏
頂
尊
を
文
殊
・
観
音
が
は
さ
ん
で
い
る
よ
う
な
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
安
然
の
『
教
時
問
答
』
で
は
、
真
言
秘
密
蔵
を
五
種
に
分
類
し
て
お
り
、『
瑜
祇
経
』
は
両
部
大
法
の
肝
心
、
ま
た
金
剛
界
の
蘇
悉
地
法
と
し
て
四
蔵
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
五
蔵
で
は
、
雑
秘
密
蔵
と
し
て
胎
蔵
・
金
剛
両
界
に
渉
る
経
典
と
し
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
蘇
悉
地
経
』・
『
瑜
祇
経
』・『
陀
羅
尼
集
経
』
は
と
も
に
、
蘇
悉
地
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
三
経
典
に
共
通
す
る
語
の
一
つ
に
仏
頂
尊
が
あ
る
。『
蘇
悉
地
経
』
の
本
尊
は
仏
頂
尊
で
あ
る
が
、
教
説
主
を
執
金
剛
、
対
告
者
を
軍
荼
利
菩
薩
と
設
定
し
て
お
り
、
文
殊
・
観
音
と
の
直
接
的
な
関
係
は
見
出
せ
な
い
。
で
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 
ま
ず
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
は
、「
大
神
力
陀
羅
尼
経
釈
迦
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
品
」
と
し
て
釈
迦
仏
頂
に
関
す
る
由
縁
や
壇
法
、
画
像
法
等
が
説
か
れ
る
。
巻
一
に
説
か
れ
る
「
仏
頂
法
」
中
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 
 
 
其
仏
右
辺
、
作
二
観
自
在
菩
薩
一
。
右
手
屈
レ
臂
向
レ
上
把
二
白
拂
一
、
左
手
申
レ
臂
向
レ
下
把
二
澡
罐
一
、
其
罐
口
中
置
二
於
蓮
華
一
。
其
華
端
直
、
至
二
菩
薩
頂
一
臨
二
於
額
前
一
。
其
仏
左
辺
、
作
二
金
剛
蔵
菩
薩
像
一
。
像
右
手
屈
レ
臂
向
二
肩
上
一
、
手
執
二
白
払
一
、
左
手
掌
中
立
二
金
剛
杵
一
。
其
一
端
者
従
二
臂
上
一
向
レ
外
立
著
３６
。 
 
（
中
心
に
仏
頂
像
を
安
置
し
、）
右
辺
に
観
自
在
菩
薩
、
左
辺
に
金
剛
蔵
菩
薩
を
配
置
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
金
剛
蔵
と
は
、
金
剛
の
胎
児
或
い
は
金
剛
を
懐
妊
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
大
智
の
子
又
は
大
智
を
具
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。『
略
出
経
』
に
お
い
て
智
慧
と
関
連
性
の
強
い
金
剛
利
菩
薩
の
異
名
に
、
金
剛
蔵
菩
薩
が
挙
げ
ら
れ
る
た
め
、
文
殊
菩
薩
と
の
関
係
性
が
想
起
さ
れ
る
が
、
仏
頂
像
法
で
は
、
金
剛
蔵
菩
薩
は
南
門
の
侍
者
、
観
音
は
北
門
の
侍
者
と
説
か
れ
て
お
り
、
胎
蔵
界
三
部
の
意
に
近
し
く
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
に
説
か
れ
る
金
剛
蔵
菩
薩
は
、
金
剛
薩
埵
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
文
殊
菩
薩
を
指
す
の
で
は
な
い
。 
 
次
に
、
巻
一
に
説
か
れ
る
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
に
は
、「
左
辺
、
画
二
作
文
殊
師
利
菩
薩
一
。
身
皆
白
色
項
背
有
レ
光
。
七
宝
瓔
珞
宝
冠
天
衣
種
種
荘
嚴
、
乗
二
於
師
子
一
。
右
辺
、
画
二
作
普
賢
菩
薩
一
。
…
…
３７
」
と
、
左
右
に
文
殊
・
普
賢
を
安
置
す
る
と
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
釈
迦
三
尊
を
配
置
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
の「
仏
頂
法
」に
両
辺
に
配
置
さ
れ
た
菩
薩
と
違
い
が
あ
る
こ
と
は
聊
か
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
文
殊
は
あ
っ
て
も
観
音
を
対
に
配
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 
 
巻
十
二
で
は
、
大
都
会
道
場
法
壇
と
い
う
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
引
用
さ
れ
る
七
日
作
壇
法
の
基
盤
と
な
る
壇
法
が
説
か
れ
る
。
こ
の
壇
法
中
に
説
か
れ
る
「
十
二
肘
壇
法
」・「
十
六
肘
壇
法
」
で
は
、
胎
蔵
曼
荼
羅
と
同
型
の
配
置
を
成
し
て
い
る
３８
。
ま
た
、「
十
六
肘
壇
法
」
に
説
か
れ
る
曼
荼
羅
は
、
金
剛
界
四
仏
に
関
連
す
る
微
妙
声
仏
・
阿
弥
陀
仏
・
阿
閦
仏
・
宝
相
仏
が
四
方
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
両
界
に
相
渉
る
様
相
の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
前
述
の
胎
蔵
曼
荼
羅
と
同
様
、
こ
れ
が
直
接
的
な
理
由
に
な
る
こ
と
は
な
い
。 
 
以
上
、安
然
が
一
切
仏
頂
遍
照
最
上
王
を
本
尊
と
な
す
理
由
に
つ
い
て
考
究
を
試
み
た
が
、「
四
攝
行
品
」
中
だ
け
で
な
く
、
安
然
が
仏
頂
尊
を
本
尊
と
す
る
経
典
の
中
で
特
に
重
要
視
し
て
い
る
経
典
『
陀
羅
尼
集
経
』
内
に
も
、
件
の
確
証
を
み
つ
け
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
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第
五
節 
「
壊
二
乗
心
」
の
印
相
に
つ
い
て 
  
前
述
の
通
り
、『
瑜
祇
経
』
に
は
「
壊
二
乗
心
真
言
」
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
印
相
に
関
す
る
記
述
は
無
い
。
ま
た
、『
瑜
祇
経
疏
』
に
お
い
て
も
、
印
相
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。『
瑜
祇
経
』、
特
に
「
壊
二
乗
心
」
の
印
相
に
関
す
る
安
然
以
降
の
台
密
諸
師
の
註
釈
に
注
目
し
、
少
し
く
検
討
を
試
み
た
い
。 
 
ま
ず
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、「
壊
二
乗
心
」
の
印
相
は
、
概
し
て
①
金
剛
合
掌
②
剣
（
刀
）
印
③
壊
二
乗
心
印
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。 
 
①
金
剛
合
掌
に
当
た
る
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
愛
染
王
法
と
し
て
「
壊
二
乗
心
」
が
用
い
ら
れ
る
。
真
寂
親
王
（
八
八
六
―
九
二
七
）
撰
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
に
は
、「
師
口
云
。
壊
二
乗
、
是
浄
三
業
也
。
用
二
金
剛
合
掌
一
云
云
３９
。」
と
、
壊
二
乗
と
は
浄
三
業
の
こ
と
で
あ
り
、
金
剛
合
掌
を
用
い
よ
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
以
後
の
諸
師
等
は
こ
の
文
言
を
引
く
た
め
、
こ
れ
が
発
端
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
壊
二
乗
心
真
言
」
の
「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
」
を
浄
三
業
と
し
て
捉
え
た
と
推
察
で
き
る
。「
師
口
」
は
、
宗
叡
又
は
神
日
（
八
六
〇
―
九
一
六
）
と
さ
れ
る
も
、
定
ま
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
４０
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
該
当
す
る
記
述
の
あ
る
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
・『
瑜
祇
経
西
決
』 
 
 
私
云
。
此
品
、
愛
染
王
為
二
本
尊
一
。
前
後
諸
品
成
二
就
四
攝
行
四
攝
法
一
。 
 
 
真
言
曰
。
唵
嚩
日
羅
沙
怛
嚩
弱
吽
鑁
穀
４１ 
・『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』 
 
 
印 
用
二
羯
磨
会
四
攝
印
一
。 
 
 
壊
二
乗
心
真
言 
印 
金
剛
合
掌
。 
 
 
唵
摩
賀
演
曩
嚩
日
羅
薩
怛
縛
薩
縛
達
摩
尾
戌
弟
吽
４２ 
・
静
然
（
―
一
一
五
四
―
）『
行
林
抄
』 
 
 
 
口
云
。
師
口
云
。
壊
二
乗
、
是
浄
三
業
也
。
用
二
金
剛
合
掌
契
一
云
云
４３
。 
・『
四
帖
秘
決
』 
 
 
根
本
印
。
先
仏
眼
。
次
染
愛
。
愛
染
。
一
字
。
四
攝
。
壊
二
乗
印
明
也
４４
。 
・
承
澄
『
阿
娑
縛
抄
』 
 
 
次
、
正
念
誦
。
大
勝
金
剛
。
染
愛
。
愛
染
禾
云
。
已
上
三
真
言
在
上
。
壊
二
乗
。 
 
 
四
攝
行
。
仏
眼
文
４５
。 
・『
瑜
祇
経
口
決
拔
書
』 
 
 
壊
二
乗
真
言
印
、
有
レ
之
。
浄
三
業
印
是
也
４６
。 
・『
瑜
祇
経
聴
聞
抄
』 
 
 
壊
二
乗
真
言
、
印
有
也
。
浄
三
業
印
是
也
４７
。 
・
頼
瑜
（
一
二
二
六
―
一
三
〇
四
）『
瑜
祇
経
拾
古
鈔
』 
 
 
法
三
記
云
。
師
口
云
。
壊
二
乗
是
浄
三
業
也
。
用
二
金
剛
合
掌
契
一
文
４８
。 
・
性
心
（
一
二
八
七
―
一
三
五
七
）『
瑜
祇
秘
要
決
』 
 
 
問
。
此
真
言
、
用
二
何
印
一
乎
。 
 
 
答
。
北
院
御
製
作
瑜
伽
立
印
、
両
明
共
不
レ
被
レ
出
レ
印
。
法
三
惣
行
記
云
。
師
口
云
。
壊
二
乗
是
浄
三
業
也
。
用
二
金
剛
合
掌
契
一
云
云
。
此
真
言
、
薩
嚩
達
磨
已
下
、
浄
三
業
真
言
也
４９
。 
 
②
剣
（
刀
）
印
に
当
た
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
文
殊
剣
と
し
て
「
壊
二
乗
心
」
を
用
い
る
。
ま
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ず
、
皇
慶
口
説
・
長
宴
（
一
〇
一
六
―
一
〇
八
一
）
記
『
四
十
帖
決
』
寛
徳
三
年
（
一
〇
四
六
）
四
月
浄
住
説
「
 
経
五
」
で
は
、「
又
壊
二
乗
真
言
如
文
。
即
文
殊
印
明
也
。
其
印
一
院
文
殊
剣
印
。
外
縛
二
火
屈
二
上
節
一
是
山
門
所
伝
也
。
東
寺
伝
云
。
左
手
、
作
レ
拳
当
二
胸
前
一
、
想
三
右左カ
手
持
二
一
茎
蓮
花
一
。
右
手
、
作
二
刀
印
一
。
謂
、
左
火
・
風
並
申
、
以
レ
空
押
二
地
・
水
甲
一
也
。
以
二
此
刀
印
一
右
腕
其
上
覆
レ
之
右
引
遣
。
即
想
二
蓮
茎
打
截
一
云
云
５０
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
前
半
は
い
わ
ゆ
る
五
字
文
殊
の
剣
印
で
あ
る
と
し
、
後
半
は
東
寺
の
伝
に
云
く
と
し
て
、
右
手
を
刀
印
に
し
、
左
手
に
蓮
華
を
持
つ
と
観
想
し
そ
れ
を
打
ち
切
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
東
寺
の
伝
に
つ
い
て
は
、
何
を
典
拠
と
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
五
字
文
殊
を
用
い
る
例
は
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
る
が
、
右
手
を
刀
印
と
す
る
例
は
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
薬
仁
の
記
を
基
と
す
る
『
瑜
祇
経
西
決
』
の
本
文
に
も
「
壊四
二
乗
心
印 
不
動
刀
印
。
以
レ
空
捻
二
地
水
甲
一
火
風
舒
端
小
垂
。
左
手
、
拳
置
レ
腰
５１
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
右
手
は
刀
印
を
作
す
が
、
東
寺
の
伝
と
は
違
い
、
刀
印
は
地
に
向
け
、
左
手
は
腰
に
置
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
ま
た
、
同
じ
く
薬
仁
記
を
基
と
す
る
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
四
月
六
日
全
宗
書
写
と
さ
れ
る
「
壊
二
乗
心
印
事
」
に
は
、
仏
頂
師
が
右
手
刀
印
の
指
を
下
に
す
る
と
伝
え
て
、
静
師
の
疏
の
文
に
は
「
壊
二
乗
心
」
の
印
相
は
文
殊
印
で
あ
る
と
し
、（『
瑜
祇
経
疏
』
に
は
）
文
殊
の
慧
剣
で
も
っ
て
在
纒
真
如
の
大
日
の
右
臂
を
切
る
と
あ
る
。
刀
を
下
に
向
け
る
と
い
う
の
は
纒
垢
を
地
に
譬
え
て
、
そ
の
地
を
切
る
意
味
が
あ
る
と
述
べ
、
つ
づ
け
て
前
の
東
寺
の
伝
に
つ
い
て
著
し
て
い
る
。 
 
 
仏
頂
師
説
。
以
二
右
手
刀
印
一
指
レ
下
文
。 
 
 
静
師
之
疏
文
、
釈
二
此
印
一
文
殊
印
也
文
。
件
惠
刀
切
二
在
纒
真
如
大
日
右
臂
一
文
。 
 
 
今
此
印
指
レ
下
此
意
歟
。
其
故
、
纒
、
譬
レ
地
故
也
。 
 
 
東
寺
、
左
手
思
レ
持
二
蓮
花
一
以
二
右
手
刀
一
切
二
蓮
花
茎
一
思
也
文
。
蓮
花
、
自
二
泥
水
一
生
、
此
切
放
ツ
相
歟
云
云
。 
 
 
已
上
師
奉
二
面
授
一
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
快
―
記
也 
 
 
建
暦
元
年
四
月
六
日
奉
二
立
印
一
了
。
即
賜
二
此
御
本
一
翌
日 
 
 
 
 
 
書
写
了
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全
宗
５２ 
 
「
仏
頂
師
」
は
仏
頂
流
祖
の
行
嚴
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
③
の
グ
ル
ー
プ
に
配
さ
れ
る
『
法
華
別
帖
』
や
『
了
因
決
』
に
「
聖
昭
闍
梨
伝
５３
」、「
穴
太
云
５４
」
と
し
て
刀
印
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。「
静
師
」
は
、
法
曼
流
相
実
の
資
で
あ
る
『
行
林
抄
』
を
記
し
た
静
然
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
が
、『
行
林
抄
』
で
は
、「
壊
二
乗
心
」
の
印
相
は
金
剛
合
掌
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
確
証
は
無
い
。「
件
惠
刀
…
…
」
以
降
は
安
然
の
『
瑜
祇
経
疏
』
取
意
の
文
で
あ
ろ
う
。
剣
に
関
す
る
印
相
の
変
遷
は
あ
る
が
、『
瑜
祇
経
疏
』
に
説
か
れ
る
文
殊
の
義
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
壊
二
乗
心
印
事
」
の
面
授
の
記
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
契
印
が
密
印
の
一
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。 
 
③
壊
二
乗
心
印
に
当
た
る
グ
ル
ー
プ
は
、「
法
華
経
読
誦
作
法
」
に
「
壊
二
乗
心
」
を
用
い
る
。
こ
の
印
相
の
初
出
は
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
成
立
の
『
法
華
別
帖
』
で
あ
り
、「
三
昧
阿
闍
梨
云
」
と
す
る
「
奉
読
法
華
之
時
」
に
も
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
次
瑜
祇
経
四
攝
印
明 
次
壊
二
乗
心
印
明
可
加
似
字
５５ 
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『
瑜
祇
経
』
所
説
の
「
四
攝
印
明
」
と
共
に
「
壊
二
乗
心
印
明
」
が
次
第
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
観
音
の
種
字
で
あ
る
似
字
を
加
え
る
旨
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
昧
流
と
大
き
く
関
連
す
る
葉
上
流
の
資
、
了
惠
（
―
一
三
三
五
―
）
撰
『
了
因
決
』
「
奉
読
法
花
作
法
」
で
は
、
『
法
華
別
帖
』
と
同
説
が
記
さ
れ
、
「
読
誦
法
華
経
作
法
」
で
は
、
「
次
壊
二
乗
心
印
明
普
印
。
但
加
似
字
…
５６
」
と
、
「
普
印
」
を
用
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
真
言
に
似
字
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
時
代
が
降
り
、『
長
楽
寺
聖
教
類
』
所
収
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
比
丘
盛
賢
録
「
上
書
法
花
秘
事 
法
曼
院
」
で
は
、
「
一
。
法
華
秘
印
、
本
・
迹
・
経
体
云
事
。
…
（
中
略
）
…
三
昧
流
、
以
レ
之
一
大
事
習
子
細
。
…
（
中
略
）
…
迹
門
、
壊
二
乗
印
也
。
明
、
壊
二
乗
明
也
。
但
、
明
終
加
二
沙
字
一
。
…
…
５７
」
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
壊
二
乗
心
印
」
は
、『
法
華
経
』
迹
門
の
秘
印
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
観
音
の
種
字
を
加
え
る
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、『
瑜
祇
経
疏
』
所
説
の
「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
」
の
解
釈
が
こ
こ
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
主
に
三
昧
・
葉
上
両
流
に
お
い
て
「
壊
二
乗
心
印
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
相
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
①
・
②
と
比
較
す
る
と
、
明
確
に
そ
の
印
契
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
は
無
い
。 
  
第
六
節 
結
言 
  
安
然
の
『
瑜
祇
経
疏
』「
四
攝
行
品
」
疏
は
、「
壊
二
乗
心
」
に
関
す
る
記
述
が
中
心
で
あ
り
、「
壊
二
乗
心
真
言
」
に
み
ら
れ
る
「
摩
訶
那
曩
」
を
文
殊
、「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
」
を
観
音
に
配
当
し
、
文
殊
の
大
智
と
観
音
の
大
悲
と
を
合
し
て
「
壊
二
乗
心
」
で
あ
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
文
殊
と
観
音
と
の
関
係
は
、
台
密
の
『
瑜
祇
経
』
理
解
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
仏
頂
尊
と
仏
母
と
し
て
の
仏
眼
と
の
関
係
の
類
似
性
が
想
起
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
四
攝
行
品
」
の
中
で
そ
の
解
釈
が
具
体
的
に
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
。 
 
そ
し
て
、『
瑜
祇
経
』
や
『
瑜
祇
経
疏
』
に
は
、「
壊
二
乗
心
」
の
印
相
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
安
然
以
降
の
台
東
密
諸
師
の
章
疏
類
か
ら
そ
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、「
壊
二
乗
心
印
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
や
目
的
か
ら
三
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
①
は
愛
染
王
法
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
金
剛
合
掌
、
②
は
穴
太
流
系
の
記
述
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
文
殊
剣
と
し
て
の
扱
わ
れ
方
、
③
は
三
昧
・
葉
上
両
流
系
の
「
法
華
読
誦
作
法
」
に
み
ら
れ
る
観
音
の
似
字
を
加
え
る
解
釈
で
あ
る
。
②
・
③
は
、
ま
さ
に
『
瑜
祇
経
疏
』
に
お
け
る
解
釈
か
ら
発
展
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
①
は
、
真
寂
の
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
か
ら
の
記
述
引
用
が
始
点
と
な
る
。 
 
東
密
の
性
心
作
『
瑜
祇
経
秘
要
決
』
「
品
題
目
事
」
で
は
、
「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
、
挙
二
人
名
一
。
勝
義
難
摧
等
歎
二
法
徳
一
。
就
レ
人
有
二
二
意
一
。
一
者
金
輪
。
二
者
金
薩
、
即
愛
染
明
王
也
。
…
…
５８
」
と
し
て
、「
四
攝
行
品
」
の
品
題
に
み
え
る
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
に
は
、
二
つ
の
考
え
方
が
あ
り
、
一
は
金
輪
仏
頂
、
二
は
金
剛
薩
埵
（
愛
染
明
王
）
で
あ
る
と
釈
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
瑜
祇
経
疏
』
で
設
定
す
る
仏
頂
尊
と
、「
四
攝
行
品
」
の
前
の
「
愛
染
王
品
第
五
」、
後
の
「
一
切
如
来
大
勝
金
剛
心
瑜
伽
成
就
品
第
七
」
と
を
合
し
た
愛
染
王
法
と
の
両
方
の
意
が
汲
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
①
～
③
に
み
え
る
よ
う
な
活
用
に
繋
が
っ
た
と
理
解
さ
れ
た
。 
 
《
註
》 
１
『
大
正
』
七
五
・
四
四
一
頁
上
。 
２
『
大
正
』
六
一
・
四
八
五
頁
上
。 
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３
『
瑜
祇
経
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）、
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）、
同
『
日
本
天
台
教
学
論
―
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
―
』
（
春
秋
社
、
二
〇
一
七
）
等
が
挙
げ
ら
れ
、
特
に
仏
頂
尊
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
三
﨑
博
士
の
研
究
に
精
し
い
。 
４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
下
。 
５
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
一
三
八
頁
参
照
。 
６
爾
の
時
金
剛
手
は
、
復
た
一
切
処
無
不
相
応
真
言
を
説
い
て
曰
く
。 
 
 
唵
嚩
日
囉
二
合 
薩
怛
嚩
二
合 
惹
吽
引 
鑁
斛 
 
 
復
た
仏
に
白
し
て
言
く
。
世
尊
よ
、
此
れ
四
行
攝
の
法
な
り
。
一
切
処
一
切
事
、
世
間
の
染
愛
及
び
世
間
の
一
切
法
に
於
い
て
、
皆
四
攝
行
の
想
を
生
じ
て
、
慈
鉤
・
悲
引
・
喜
縛
・
捨
（
の
住
）
等
を
起
こ
す
。
但
、
一
切
の
事
処
に
於
い
て
、
皆
此
の
四
攝
行
法
を
生
ず
と
は
、
一
切
声
聞
・
独
覚
乗
中
に
於
い
て
、
常
に
此
れ
等
四
行
を
起
こ
し
て
、
四
攝
の
真
言
を
誦
し
、
四
種
鉤
印
を
結
べ
。
所
謂
四
種
鉤
と
は
、
眼
を
以
て
慈
を
一
切
に
起
こ
し
、
眼
を
以
て
悲
を
一
切
に
起
こ
し
、
眼
を
以
て
喜
を
一
切
に
起
こ
し
、
眼
を
以
て
捨
を
一
切
に
起
こ
す
な
り
。
真
言
行
者
は
、
常
に
四
種
心
を
起
こ
せ
。
但
、
世
間
の
一
切
事
を
作
す
こ
と
違
う
こ
と
無
け
れ
ば
、
速
や
か
に
無
上
菩
提
を
証
し
て
、
現
生
に
一
切
の
法
に
於
い
て
、
平
等
無
二
無
染
無
浄
無
違
無
礙
身
を
証
得
せ
よ
。
常
に
金
剛
薩
埵
三
昧
に
住
し
て
、
此
の
四
攝
の
法
を
以
て
、
広
く
一
切
有
情
を
利
楽
す
る
こ
と
を
作
せ
。
但
、
一
切
事
処
に
於
い
て
、
無
違
の
相
を
生
じ
て
、
此
の
四
種
眼
法
を
用
い
よ
。
常
に
一
切
の
時
に
於
い
て
、
壊
二
乗
心
を
起
こ
す
。
此
の
壊
二
乗
心
真
言
を
誦
し
て
曰
く
。 
唵
摩
訶
引 
野
怛
那
二
合 
嚩
日
囉
二
合 
薩
怛
嚩
二
合 
薩
嚩
達
磨
尾
戍
馱
吽 
常
に
此
の
真
言
を
誦
し
て
、
一
切
の
時
に
於
い
て
、
自
心
を
観
察
し
、
一
切
の
執
着
を
壊
し
、
一
切
の
法
は
本
来
清
浄
な
る
を
観
ぜ
よ
。
此
れ
に
由
て
福
徳
増
長
し
、
現
生
に
於
い
て
一
切
法
清
浄
金
剛
乗
金
剛
性
を
獲
得
せ
ん
。
一
切
の
福
徳
を
増
長
し
て
、
一
切
の
如
来
に
常
に
加
護
せ
ら
れ
ん
。
一
切
の
金
剛
常
に
破
業
す
る
を
以
て
、
現
生
に
於
い
て
大
金
剛
位
処
を
証
ぜ
し
め
ん
。（『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
中
～
下
。） 
７
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
に
説
く
。
爾
の
時
金
剛
手
は
、
復
た
一
切
処
無
不
相
応
真
言
を
説
く
云
云
。
仏
に
白
し
て
言
く
。
世
尊
よ
、
此
れ
四
行
攝
の
法
な
り
。
一
切
処
一
切
事
、
世
間
の
染
愛
及
世
間
の
一
切
法
に
於
い
て
、
皆
四
攝
行
の
想
を
生
じ
て
、
慈
鉤
・
悲
引
・
喜
縛
・
捨
住
等
を
起
こ
す
。
二
乗
中
に
於
い
て
常
に
四
攝
行
を
起
こ
し
て
、
四
攝
の
真
言
を
誦
し
、
四
種
鉤
印
を
結
べ
。
所
謂
四
種
鉤
と
は
、
眼
を
以
て
慈
悲
喜
捨
を
一
切
に
起
こ
し
、
常
に
一
切
の
時
に
於
い
て
壊
二
乗
の
心
を
起
こ
す
。
此
の
壊
二
乗
心
真
言
を
誦
し
て
曰
く
云
云
と
。 
初
の
真
言
に
云
く
。
薩
怛
縛
二
合
。
此
れ
有
情
と
云
う
。
即
ち
金
剛
薩
埵
な
り
此
れ
は
是
れ
鉤
引
縛
等
な
り
。
此
れ
金
剛
薩
埵
の
心
中
に
於
い
て
の
故
に
、
惹
吽
鑁
斛
を
以
て
真
言
の
体
と
為
す
。
即
ち
是
れ
鉤
索
鎖
鈴
四
金
剛
真
言
な
り
。（『
大
正
』
六
一
・
四
八
八
頁
下
～
四
八
九
頁
上
。） 
８
後
の
真
言
に
云
く
。
摩
賀
那
曩
此
れ
大
乗
と
云
い
、
亦
た
大
壊
と
云
う
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
此
れ
一
切
法
清
浄
と
云
う
と
。（『
大
正
』
六
一
・
四
八
九
頁
上
。） 
９
大
乗
と
は
、
教
王
経
百
八
名
の
中
に
、
文
殊
を
大
乗
と
名
づ
く
と
。
略
出
経
に
、
摩
訶
衍
那
と
云
う
と
。
故
に
教
王
経
に
云
く
。
金
剛
利
と
大
乗
と
、
金
剛
鉤
と
大
器
と
、
妙
吉
と
金
剛
深
と
、
金
剛
慧
を
我
が
体
と
な
す
と
。
略
出
経
に
云
く
。
金
剛
利
摩
訶
衍
那
、
金
剛
蔵
摩
訶
器
仗
、
文
殊
師
利
金
剛
甚
深
と
。 
金
剛
覚
我
礼
壊
と
は
、
亦
た
是
れ
文
殊
剣
の
密
号
な
り
。
故
に
理
趣
品
に
云
く
。
文
殊
は
自
ら
の
剣
を
以
て
一
切
の
如
来
を
揮
斫
す
と
。
不
空
釈
に
云
く
。
智
増
の
菩
薩
は
、
四
種
の
文
殊
般
若
剣
を
用
い
て
、
四
種
の
成
仏
智
、
能
取
（
執
）
（
所
取
（
執
））
の
障
礙
を
断
ず
。
故
に
文
殊
は
四
仏
の
臂
を
揮
斫
す
る
こ
と
を
現
ず
る
な
り
云
云
と
。 
又
金
剛
頂
に
云
く
。
文
殊
は
、
自
ら
の
剣
を
以
て
一
切
如
来
の
右
臂
を
揮
斫
す
と
。
疏
に
云
く
。
文
殊
は
、
智
慧
剣
を
以
て
一
切
の
在
纒
如
来
の
厭
離
菩
提
心
の
右
臂
を
揮
斫
す
る
な
り
云
云
と
。 
即
ち
、
此
の
経
の
、
四
行
攝
を
以
て
二
乗
の
心
を
壊
す
と
、
其
の
義
同
じ
な
り
。（『
大
正
』
六
一
・
四
八
九
頁
上
。） 
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１０
金
剛
利
と
大
乗
と
、
金
剛
剣
と
仗
器
と
、
妙
吉
と
金
剛
染
と
を
我
金
剛
慧
を
礼
す
。（『
大
正
』
十
八
・
二
一
六
頁
中
。） 
１１
我
今
金
剛
利
と
、
摩
訶
衍
那
と
、
摩
訶
器
仗
と
、
文
殊
師
利
と
、
金
剛
蔵
と
、
金
剛
甚
深
と
、
金
剛
覚
と
を
敬
礼
す
。（『
大
正
』
十
八
・
二
四
二
頁
上
。） 
『
六
巻
略
出
経
』 
我
今
敬
二
礼
金
剛
利
一 
 
 
摩
訶
衍
那
、
大
乗
器 
摩
訶
器
仗
、
鎮
二
摧
魔
一 
 
 
文
殊
師
利
、
慧
猛
利 
金
剛
蔵
、
法
弁
無
レ
窮 
 
 
金
剛
甚
深
、
梵
音
美 
金
剛
剣
、
身
住
二
仏
掌
一 
 
 
智
慧
神
力
妙
吉
祥 
金
剛
覚
、
分
二
断
習
気
一 
 
 
般
若
、
揮
破
授
二
灌
頂
一 
「
我
今
金
剛
利
を
敬
礼
す
。
摩
訶
衍
那
は
、
大
乗
器
。
摩
訶
器
仗
は
、
魔
を
鎮
め
摧
く
。
文
殊
師
利
は
、
慧
猛
利
な
り
。
金
剛
蔵
は
、
法
弁
ず
る
こ
と
窮
ま
り
無
し
。
金
剛
甚
深
は
、
梵
音
美
し
。
金
剛
剣
は
、
身
を
仏
掌
に
住
す
。
智
慧
神
力
な
る
妙
吉
祥
。
金
剛
覚
は
、
習
気
を
分
断
す
。
般
若
は
、
揮
破
し
て
灌
頂
を
授
く
。」（『
續
天
全
』、
密
教
２
・
九
九
頁
下
。） 
１２
覚
悟
に
四
種
有
り
。
所
謂
、
声
聞
覚
悟
・
縁
覚
覚
悟
・
菩
薩
覚
悟
・
如
来
覚
悟
な
り
。
覚
悟
の
名
句
は
、
同
じ
と
雖
も
浅
深
に
異
な
り
有
り
。
自
利
・
利
他
の
資
糧
は
、
小
大
不
同
な
り
。（『
大
正
』
十
九
・
六
一
三
頁
下
。） 
１３
時
に
文
殊
師
利
童
真
は
、
重
ね
て
此
の
義
を
顕
明
に
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
煕
怡
微
笑
し
て
、
自
剣
を
以
て
一
切
如
来
を
揮
斫
し
已
て
、
此
の
般
若
波
羅
蜜
多
最
勝
心
を
説
か
ん
。（『
大
正
』
八
・
七
八
五
頁
上
。） 
１４
時
に
薄
伽
梵
一
切
無
戯
論
如
来
と
は
、
是
れ
文
殊
師
利
菩
薩
の
異
名
な
り
。
…
（
中
略
）
…
一
切
有
情
は
無
始
よ
り
輪
廻
す
。
四
種
識
に
与
て
無
量
虚
妄
煩
悩
を
積
集
す
れ
ば
、
則
ち
凡
夫
と
為
り
て
、
凡
夫
位
に
在
る
を
名
づ
け
て
識
と
為
す
。
聖
流
に
預
て
如
来
地
に
至
る
を
名
づ
け
て
智
と
為
す
。
四
智
の
菩
提
を
以
て
、
四
種
の
妄
識
を
対
治
す
。
妄
識
既
に
除
こ
れ
ば
、
則
ち
法
智
は
成
熟
す
。
若
し
法
を
妄
執
さ
ば
、
則
ち
法
執
の
病
と
成
る
。
是
の
故
に
、
智
増
の
菩
薩
は
、
四
種
の
文
殊
師
利
般
若
波
羅
蜜
剣
を
用
い
て
、
四
種
の
成
仏
の
智
、
能
取
所
取
の
障
礙
を
断
ず
。
是
の
故
に
、
文
殊
師
利
は
、
四
仏
の
臂
を
揮
斫
す
る
こ
と
を
現
ず
る
な
り
。（『
大
正
』
十
九
・
六
一
三
頁
上
～
下
。） 
１５
時
に
彼
の
曼
殊
室
利
大
菩
薩
身
は
、
世
尊
の
心
従
り
下
り
て
、
一
切
如
来
の
右
の
月
輪
に
依
て
住
し
て
、
復
た
教
令
を
請
う
。
時
に
世
尊
は
、
一
切
如
来
の
智
慧
三
昧
耶
に
入
る
。
金
剛
三
摩
地
と
名
づ
く
。
一
切
如
来
の
結
使
を
断
ず
る
三
昧
耶
な
り
。
尽
く
無
余
の
有
情
界
の
一
切
の
苦
を
断
じ
、
一
切
の
安
楽
悦
意
を
受
け
し
む
る
が
故
に
、
乃
至
、
一
切
如
来
の
随
順
音
声
の
慧
を
円
満
成
就
す
る
こ
と
を
得
る
故
に
、
則
ち
彼
の
金
剛
剣
を
曼
殊
室
利
大
菩
薩
摩
訶
薩
の
双
手
に
授
与
し
た
ま
う
。
則
ち
一
切
如
来
は
、
金
剛
名
を
以
て
金
剛
慧
と
号
す
。
金
剛
慧
に
灌
頂
し
た
ま
う
時
に
、
金
剛
慧
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
金
剛
剣
を
以
て
揮
斫
す
。（『
大
正
』
十
八
・
二
一
一
頁
中
～
下
。） 
１６
円
仁
撰
『
金
剛
頂
経
疏
』「
文
殊
師
利
、
是
一
切
仏
無
上
之
惠
。
…
（
中
略
）
…
又
以
二
妙
音
一
開
二
悟
一
切
一
故
、
云
三
我
名
二
微
妙
音
一
也
。
別
本
云
。
我
是
仏
所
有
者
、
拠
二
仏
之
惠
及
妙
音
義
一
。
旧
本
云
。
我
是
諸
仏
語
者
、
偏
取
二
妙
音
義
一
也
。
後
二
句
、
寄
二
証
智
一
而
歎
二
智
身
一
。
有
著
之
惠
、
不
レ
可
二
獲
得
一
。
但
無
礙
之
惠
所
二
契
会
一
也
。
挙
二
五
陰
初
一
、
令
レ
知
二
四
陰
一
故
云
レ
色
也
。
五
陰
是
法
喩
。
如
二
五
指
一
。
五
陰
和
合
、
而
名
為
レ
人
。
猶
如
二
拳
指
一
。
凡
夫
起
二
人
執
一
、
二
乗
起
二
法
執
一
。
乃
至
、
等
覚
有
二
微
細
執
一
。
今
此
三
摩
地
惠
、
離
二
此
等
執
一
。
由
二
是
無
著
惠
一
、
応
レ
得
二
妙
智
身
一
。
故
、
云
下
由
二
惠
無
一
レ
色
故
、
音
声
而
可
上
レ
得
。
所
レ
言
音
声
、
即
文
殊
名
。
挙
レ
名
顕
レ
身
也
。「
文
殊
師
利
は
、
是
れ
一
切
仏
の
無
上
の
惠
な
り
。
…
（
中
略
）
…
又
妙
音
を
以
て
一
切
を
開
悟
す
る
が
故
に
、
我
微
妙
音
と
名
く
と
云
う
な
り
。
別
本
云
く
。
我
は
是
れ
仏
の
所
有
と
は
、
仏
の
惠
及
び
妙
音
と
の
義
に
拠
る
な
り
。
旧
本
に
云
く
。
我
は
是
れ
諸
仏
の
語
と
は
、
偏
に
妙
音
の
義
を
取
る
な
り
。
後
の
二
句
は
、
証
智
に
寄
せ
て
智
身
を
歎
ず
。
有
著
の
惠
は
、
獲
得
す
べ
か
ら
ず
。
但
だ
無
礙
の
惠
の
み
契
会
す
る
所
な
り
。
五
陰
の
初
め
を
挙
げ
て
、
四
陰
を
知
ら
し
む
る
が
故
に
色
と
云
う
な
り
。
五
陰
は
是
れ
法
喩
な
り
。
五
指
の
如
し
。
五
陰
和
合
す
る
こ
と
、
名
づ
け
て
人
と
為
す
。
猶
拳
指
の
如
し
。
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凡
夫
は
人
執
を
起
こ
し
、
二
乗
は
法
執
を
起
こ
す
。
乃
至
、
等
覚
に
て
微
細
の
執
有
り
。
今
此
の
三
摩
地
の
惠
は
、
此
れ
等
の
執
を
離
る
。
是
の
無
著
の
惠
に
由
っ
て
、
応
に
妙
智
身
を
得
べ
し
。
故
に
、
惠
に
は
色
無
き
に
由
る
が
故
に
、
音
声
に
而
も
得
べ
き
な
り
と
云
う
。
言
う
所
の
音
声
と
は
、
即
ち
文
殊
の
名
な
り
。
名
を
挙
げ
て
身
を
顕
す
な
り
。」（『
大
正
』
六
一
・
六
八
頁
上
～
七
〇
頁
下
。） 
１７
厭
離
心
と
は
真
言
者
の
大
障
な
り
。
故
に
厭
離
と
は
此
れ
心
な
り
。
…
（
中
略
）
…
慧
和
上
に
云
く
。
厭
離
心
と
は
二
乗
心
な
り
。（『
大
正
』
七
五
・
一
一
九
頁
上
。） 
１８
一
切
法
清
浄
と
は
、
是
れ
観
音
の
密
号
な
り
。
故
に
理
趣
品
に
云
く
。
得
自
性
清
浄
法
性
如
来
と
は
、
是
れ
観
自
在
如
来
の
異
名
な
り
。
此
の
仏
無
量
寿
と
名
づ
く
。
若
し
は
浄
妙
国
土
に
於
い
て
現
じ
て
仏
身
を
成
ず
。
五
濁
世
界
で
は
観
自
在
菩
薩
と
為
す
。
復
た
説
く
。
世
間
一
切
の
欲
瞋
清
浄
と
は
、
此
れ
金
剛
法
。
一
切
の
垢
罪
清
浄
と
は
、
此
れ
金
剛
利
。
一
切
法
有
情
清
浄
と
は
、
此
れ
金
剛
因
。
一
切
智
智
般
若
清
浄
と
は
、
此
れ
金
剛
語
と
云
云
。 
又
大
日
経
の
五
種
三
昧
道
中
の
第
四
菩
薩
三
昧
道
に
説
く
。
第
七
地
性
空
彼
岸
を
度
す
こ
と
を
、
世
に
観
自
在
と
称
す
る
と
は
、
則
ち
是
れ
三
乗
共
行
十
地
中
の
第
七
地
、
是
れ
二
乗
な
り
。
菩
薩
は
、
此
れ
に
至
っ
て
多
く
沈
空
に
堕
す
る
を
、
沈
空
を
済
う
為
に
出
仮
利
生
す
。
世
の
人
は
観
自
在
と
称
す
。
是
れ
諸
も
ろ
の
出
仮
菩
薩
に
通
ず
る
名
な
り
。
此
れ
亦
た
此
の
観
法
清
浄
と
、
壊
二
乗
心
と
其
の
義
大
同
な
り
云
云
。 
又
妙
法
蓮
華
三
昧
門
で
は
、
薩
字
を
以
て
種
子
と
為
す
。
是
れ
亦
た
観
自
在
の
種
子
な
り
。
天
親
論
に
説
く
。
蓮
華
に
二
義
有
り
。
一
は
出
水
義
。
謂
く
、
二
乗
の
泥
濁
の
水
よ
り
出
づ
る
が
故
な
り
。
二
は
開
敷
義
。
謂
く
、
如
来
大
衆
の
中
に
坐
し
、
蓮
花
臺
に
処
す
る
は
舍
那
と
同
じ
な
り
。
故
に
彼
の
中
の
、
開
三
顕
一
の
義
な
り
。
亦
た
此
の
中
の
壊
二
乗
心
と
亦
た
大
同
な
り
。（『
大
正
』
十
八
・
四
八
九
頁
上
～
中
。） 
１９
こ
こ
で
は
「『
理
趣
品
』
に
云
く
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
引
か
れ
る
文
は
『
理
趣
釈
』
の
方
が
適
当
で
あ
る
。
ま
た
、『
菩
提
心
義
抄
』
五
に
お
い
て
も
「
理
趣
釈
云
。（『
大
正
』
七
五
・
五
五
二
頁
中
。）」
以
下
同
文
を
引
用
し
て
い
る
。 
２０
鈴
関
宥
俊
「
弥
陀
と
観
音
と
に
就
て
（
二
）」（『
智
山
学
報
』
十
一
、
一
九
三
七
）
等
参
照
。 
２１
一
切
法
平
等
観
自
在
智
印
を
説
い
て
、
般
若
理
趣
を
出
生
す
。
四
種
の
一
切
煩
悩
及
び
随
煩
悩
に
染
ま
ら
ざ
る
三
摩
地
の
法
を
説
く
。
所
謂
、
世
間
一
切
の
欲
清
浄
な
る
が
故
に
、
則
ち
一
切
の
瞋
清
浄
な
り
。
此
れ
則
ち
金
剛
法
菩
薩
三
摩
地
な
り
。
所
謂
、
世
間
一
切
の
垢
清
浄
な
る
が
故
に
、
則
ち
一
切
の
罪
清
浄
な
り
。
此
れ
則
ち
金
剛
利
菩
薩
三
摩
地
な
り
。
所
謂
、
一
切
法
清
浄
な
る
が
故
に
、
則
ち
一
切
の
有
情
清
浄
な
り
。
此
れ
即
ち
金
剛
因
菩
薩
三
摩
地
な
り
。
所
謂
、
世
間
一
切
智
智
清
浄
、
則
ち
般
若
波
羅
蜜
多
清
浄
な
り
。
此
れ
即
ち
金
剛
語
菩
薩
三
摩
地
な
り
。
由
に
瑜
伽
者
は
、
四
種
の
清
浄
な
る
菩
薩
三
摩
地
を
受
す
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
世
間
に
於
い
て
悲
願
し
て
、
六
趣
に
生
ず
れ
ど
も
、
一
切
煩
悩
染
汚
を
被
ら
ず
。
猶
お
蓮
華
の
如
し
。
此
の
三
摩
地
を
以
て
能
く
諸
の
雑
染
を
浄
す
。（『
大
正
』
十
九
・
六
一
二
頁
上
。） 
２２
『
大
正
』
十
八
・
九
頁
下
。 
２３
五
種
三
昧
道
は
、『
大
日
経
』「
具
縁
品
」
に
説
か
れ
る
一
切
の
三
昧
道
を
仏
・
菩
薩
・
縁
覚
・
声
聞
・
世
間
の
五
つ
に
分
類
し
た
も
の
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
台
密
で
は
、
円
仁
が
『
金
剛
頂
経
疏
』
に
お
い
て
独
自
の
解
釈
を
行
い
注
視
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
正
明
経
」
中
に
、「
初
め
に
随
他
立
を
明
か
し
、
後
に
は
随
自
立
を
弁
ず
。
随
他
立
と
言
う
は
、
真
言
教
に
於
い
て
総
じ
て
五
種
三
昧
耶
教
有
り
…
…
」
と
述
べ
、
随
自
立
を
述
べ
る
箇
所
に
お
い
て
、「
後
に
随
自
立
を
弁
ず
れ
ば
、
唯
だ
如
来
の
自
意
に
随
っ
て
之
を
説
く
。
故
に
随
自
と
云
う
。
…
（
中
略
）
…
是
の
故
に
大
興
善
寺
阿
闍
梨
に
云
く
、
若
し
真
言
に
就
い
て
教
を
立
つ
れ
ば
、
応
に
一
大
円
教
と
云
う
べ
し
。
如
来
の
演
ぶ
る
所
は
真
言
秘
密
道
に
非
ざ
る
こ
と
無
き
が
故
に
、
と
。」
と
し
て
、
随
他
立
と
は
五
種
三
昧
道
で
あ
り
、
随
自
立
は
、
こ
の
五
種
三
昧
道
そ
れ
ぞ
れ
に
区
別
す
る
こ
と
は
無
い
と
い
う
教
え
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
は
大
興
善
寺
の
元
政
阿
闍
梨
が
説
い
た
一
大
円
教
で
あ
る
と
い
う
。
大
久
保
良
峻
『
最
澄
の
思
想
と
天
台
密
教
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
）
三
四
九
頁
～
三
五
二
頁
）
等
参
照
。 
２４
『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
七
六
頁
上
～
一
七
七
頁
上
。 
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２５
即
ち
皆
之
を
現
じ
て
説
法
を
為
す
。
是
の
故
に
、
世
間
の
是
く
の
如
き
の
事
迹
を
見
る
故
に
、
号
し
て
観
自
在
な
る
者
と
為
す
。
是
れ
初
め
て
蓮
華
三
昧
に
入
る
の
異
名
な
り
。（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
一
七
六
頁
下
。） 
２６
観
音
は
、
蓮
華
三
昧
門
に
対
す
る
増
益
の
方
便
な
り
。（『
續
天
全
』、
密
教
１
・
十
五
頁
上
。） 
２７
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）
二
〇
七
頁
～
二
二
〇
頁
参
照
。 
２８
此
の
普
眼
を
以
て
衆
生
を
観
ず
る
が
故
に
、
観
自
在
な
る
者
と
名
づ
く
。
此
の
三
昧
に
入
り
已
て
、
其
の
心
従
り
種
種
の
光
を
出
だ
し
て
、
光
中
に
是
の
法
門
の
真
言
を
現
ず
る
な
り
。「
薩
嚩
怛
他
竭
多 
嚩
路
吉
多 
迦
嚧
尼
（
悲
）
麼
也 
囉
囉
囉 
吽
」
…
（
中
略
）
…
或
い
は
初
め
の
薩
字
を
以
て
体
と
為
す
。（『
大
正
』
三
九
・
六
八
一
頁
中
。） 
２９
『
法
華
論
』（『
大
正
』
二
六
・
三
頁
上
）
取
意
。 
３０
此
の
法
は
、
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
を
以
て
本
尊
と
為
す
。
…
…
（『
大
正
』
十
八
・
四
八
九
頁
上
～
中
。） 
３１
時
に
金
剛
薩
埵
は
、
一
切
の
如
来
の
前
に
対
し
て
、
忽
然
と
し
て
一
切
の
仏
母
身
を
現
作
し
、
大
白
蓮
に
住
し
、
身
は
白
き
月
の
暉
を
作
し
、
両
目
微
笑
に
し
、
二
羽
（
手
）
臍
に
住
す
る
こ
と
、
奢
摩
他
に
入
る
が
如
く
す
。
一
切
の
支
分
従
り
、
十
儗
誐
沙
倶
胝
仏
を
出
生
す
。
一
一
の
仏
は
、
皆
本
出
生
す
る
所
を
礼
し
て
敬
う
こ
と
を
作
す
。
刹
那
の
間
に
於
い
て
、
一
時
に
一
字
仏
頂
輪
王
を
化
作
し
、
輪
印
を
執
り
、
頂
よ
り
光
明
を
放
ち
、
倨
り
傲
る
目
を
も
て
視
、
大
神
通
を
現
し
、
還
り
来
り
て
本
出
生
す
る
所
の
一
切
仏
母
の
真
言
を
礼
し
敬
う
。
我
説
く
所
の
一
切
頂
輪
真
言
…
…
（『
大
正
』
十
八
・
二
六
〇
頁
上
。） 
３２
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）
一
二
五
頁
～
一
二
六
頁
、
五
三
四
頁
参
照
。 
３３
爾
の
時
観
世
音
菩
薩
、
大
慈
悲
を
起
こ
し
、
偏
へ
に
右
の
肩
を
袒
い
で
仏
足
を
頂
礼
し
、
仏
に
白
し
て
言
く
、
世
尊
よ
、
我
、
曽
て
過
去
の
諸
仏
に
於
い
て
得
る
所
の
陀
羅
尼
を
我
今
説
か
ん
と
欲
う
。
願
は
く
は
仏
聴
許
し
た
ま
え
。
爾
の
時
世
尊
観
世
音
菩
薩
を
讃
歎
し
た
ま
わ
く
、
善
い
か
な
、
善
い
か
な
、
汝
大
慈
悲
を
も
て
神
呪
を
説
か
ん
と
欲
す
。
今
正
し
く
是
れ
時
な
り
。
爾
の
時
観
世
音
菩
薩
、
即
ち
何
耶
揭
哩
婆
の
身
唐
に
馬
頭
と
云
う
を
現
じ
て
神
呪
を
説
き
た
ま
う
時
な
り
。
即
ち
呪
神
を
現
じ
て
前
に
映
蔽
す
。
一
切
の
菩
薩
諸
の
天
神
等
の
現
ず
る
所
の
呪
神
悉
く
現
ぜ
ざ
ら
し
む
。
磑
石
を
以
て
井
の
上
に
蓋
う
が
如
し
。
唯
だ
観
世
音
菩
薩
一
切
の
呪
を
持
す
る
衆
の
聖
中
王
独
り
自
在
を
顕
わ
す
。
爾
の
時
に
世
尊
、
大
慈
悲
を
起
し
て
、
即
ち
頂
上
の
肉
髻
相
の
中
に
於
い
て
、
五
色
の
光
を
放
つ
。
遍
く
十
方
の
一
切
の
世
界
を
照
ら
し
た
ま
う
。
虚
空
の
中
に
於
い
て
遊
旋
す
る
こ
と
蓋
の
如
し
。
其
の
光
明
の
中
に
菩
薩
有
り
。
帝
殊
囉
施
と
名
づ
く
。
結
加
趺
坐
し
て
大
光
明
を
放
つ
。
身
の
支
節
の
中
よ
り
各
火
焔
を
出
し
て
、
口
に
神
呪
を
説
き
た
ま
う
。
多
な
る
を
ば
名
づ
け
て
大
仏
頂
呪
と
曰
い
、
少
な
る
を
ば
名
づ
け
て
小
仏
頂
呪
と
為
す
。
是
く
の
如
き
等
種
々
の
呪
法
を
説
き
、
並
び
に
印
法
を
作
し
た
ま
う
。
帝
殊
囉
施
は
此
の
呪
等
を
説
き
、
威
神
を
現
じ
た
ま
う
時
、
前
に
映
蔽
せ
る
何
耶
揭
哩
婆
の
身
、
及
び
呪
神
悉
く
復
た
現
ぜ
ざ
る
な
り
。
爾
の
時
観
世
音
菩
薩
、
仏
足
を
頂
礼
し
、
仏
に
白
し
て
言
く
。
世
尊
よ
奇
な
る
か
な
、
希
有
な
り
。
世
尊
威
神
ま
し
ま
す
。
我
れ
一
切
の
呪
を
持
す
る
中
に
於
い
て
王
た
り
。
更
に
上
有
る
こ
と
無
し
。
世
尊
は
慈
悲
を
も
て
頂
上
よ
り
光
を
放
ち
、
光
明
の
中
よ
り
帝
殊
囉
施
菩
薩
を
出
だ
し
て
、
我
が
現
ず
る
所
の
身
、
及
び
呪
神
を
滅
し
て
、
一
つ
も
遺
余
な
し
。
更
に
何
の
法
有
っ
て
か
能
く
世
尊
の
帝
殊
囉
施
を
滅
せ
ん
。
そ
の
時
に
世
尊
、
観
世
音
菩
薩
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
我
れ
に
心
呪
有
り
。
名
づ
け
て
金
輪
と
曰
う
。
最
尊
に
し
て
極
た
り
。
更
に
過
ぎ
た
る
者
な
し
。
惟
だ
仏
と
仏
と
の
み
乃
ち
能
く
之
を
知
り
た
ま
え
り
。
是
の
呪
、
能
く
帝
殊
囉
施
并
に
呪
等
の
法
を
滅
す
。
汝
等
応
さ
に
一
心
に
受
持
し
て
希
有
な
る
想
を
生
ず
べ
し
。
そ
の
時
世
尊
、
即
ち
金
輪
の
陀
囉
尼
印
を
説
き
た
ま
う
。
印
は
前
の
所
説
の
如
し
。
誦
す
る
者
、
聴
く
者
、
若
し
能
く
至
心
に
随
い
て
一
遍
を
誦
し
、
一
た
び
耳
に
経
れ
ば
、
塵
沙
の
衆
罪
若
し
は
軽
、
若
し
は
重
悉
く
皆
消
滅
す
。
願
と
し
て
果
た
さ
ざ
る
こ
と
無
し
。
速
や
か
に
当
に
成
仏
す
べ
し
。
此
の
陀
羅
尼
悉
く
能
く
一
切
の
諸
法
を
破
壊
す
る
こ
と
を
得
。
更
に
上
有
る
こ
と
無
し
。（『
大
正
』
十
八
・
七
九
〇
頁
中
～
下
。） 
３４
其
の
心
上
第
一
重
中
に
於
い
て
亦
た
三
部
を
為
す
。
心
に
阿
字
を
観
ず
る
是
れ
如
来
部
は
、
仏
地
万
徳
に
し
て
、
或
い
は
頂
上
に
安
ず
。
胸
に
娑
字
を
観
ず
る
是
れ
蓮
華
部
は
、
大
悲
滋
栄
に
し
て
、
或
い
は
頂
の
左
に
安
ず
。
額
に
吽
字
を
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観
ず
る
是
れ
金
剛
部
金
剛
は
、
或
い
は
頂
右
に
安
ず
る
。（『
大
正
』
七
五
・
四
二
九
頁
中
。） 
３５
寺
本
亮
晋
「
台
密
の
蓮
華
部
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
九
―
一
、
二
〇
一
〇
）。 
３６
其
の
仏
の
右
辺
に
、
観
自
在
菩
薩
を
作
る
。
右
手
は
臂
を
屈
し
て
上
に
向
け
て
白
拂
を
把
り
、
左
手
は
臂
を
申
ば
し
て
下
に
向
け
て
澡
罐
を
把
り
、
其
の
罐
口
の
中
に
蓮
華
を
置
く
。
其
の
華
端
直
に
し
て
、
菩
薩
の
頂
に
至
り
額
前
を
臨
む
。
其
の
仏
の
左
辺
に
、
金
剛
蔵
菩
薩
像
を
作
り
、
像
の
右
手
は
臂
を
屈
し
て
肩
上
に
向
け
て
、
手
に
白
払
を
執
り
、
左
手
の
掌
中
に
金
剛
杵
を
立
て
る
。
其
の
一
端
は
臂
の
上
従
り
外
に
向
け
て
立
て
著
け
る
。（『
大
正
』
十
八
・
七
八
五
頁
下
～
七
八
六
頁
上
。） 
３７
左
辺
に
は
、
文
殊
師
利
菩
薩
を
画
作
す
。
身
は
皆
白
色
に
し
て
項
背
に
光
有
り
。
七
宝
瓔
珞
宝
冠
天
衣
を
種
種
に
荘
嚴
し
、
師
子
に
乗
る
。
右
辺
に
は
、
普
賢
菩
薩
を
画
作
す
。
…
…
（『
大
正
』
十
八
・
七
九
〇
頁
上
～
中
。） 
３８
石
田
尚
豊
『
曼
荼
羅
の
研
究
』(
東
京
美
術
刊
、
一
九
七
五)
に
、
胎
蔵
図
像
の
仏
頂
尊
、
諸
尊
の
図
形
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
や
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
に
よ
っ
て
い
る
と
し
、
特
に
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
は
、
胎
蔵
図
像
仏
頂
尊
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
完
全
に
符
合
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
３９
師
口
に
云
く
。
壊
二
乗
は
是
れ
浄
三
業
な
り
。
金
剛
合
掌
を
用
い
よ
云
云
。（『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
上
。） 
４０
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
て
、
小
田
慈
舟
氏
は
、『
大
正
』
底
本
で
あ
る
高
山
寺
蔵
写
本
に
は
、
師
と
は
無
動
寺
相
応
と
あ
る
が
、
宗
叡
又
は
神
日
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
三
﨑
博
士
（『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
一
〇
四
頁
。）
は
、
確
証
は
無
い
と
し
て
い
る
。 
４１
私
に
云
く
。
此
の
品
は
、
愛
染
王
を
本
尊
と
為
す
。
前
後
の
諸
品
四
攝
行
四
攝
法
も
て
成
就
す
。
真
言
に
曰
く
。
唵
嚩
日
羅
沙
怛
嚩
弱
吽
鑁
穀
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
４２
印 
羯
磨
会
四
攝
印
を
用
う
。
壊
二
乗
心
真
言 
印 
金
剛
合
掌 
 
 
唵
摩
賀
演
曩
嚩
日
羅
薩
怛
縛
薩
縛
達
摩
尾
戌
弟
吽
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
４３
 
口
に
云
く
。
師
の
口
に
云
く
。
壊
二
乗
と
は
、
是
れ
浄
三
業
な
り
。
金
剛
合
掌
契
を
用
う
云
云
。（『
大
正
』
七
六
・
四
〇
一
頁
上
。） 
４４
根
本
印
。
先
、
仏
眼
。
次
、
染
愛
。
愛
染
。
一
字
。
四
攝
。
壊
二
乗
印
明
な
り
。（『
續
天
全
』、
密
教
３
・
三
三
二
頁
下
。） 
４５
次
、
正
念
誦
。
大
勝
金
剛
。
染
愛
。
愛
染
禾
に
云
く
。
已
上
三
真
言
上
に
在
り
。
壊
二
乗
。
四
攝
行
。
仏
眼
文
。（『
大
正
』
図
九
・
三
〇
七
頁
上
。） 
４６
壊
二
乗
真
言
印
、
之
に
有
り
。
浄
三
業
印
是
れ
な
り
。（『
續
天
全
』、
密
教
２
・
二
四
六
頁
下
。） 
４７
壊
二
乗
真
言
に
、
印
有
る
な
り
。
浄
三
業
印
是
れ
な
り
。（『
續
天
全
』、
密
教
２
・
三
〇
八
頁
上
。） 
４８
法
三
記
に
云
く
。
師
口
に
云
く
。
壊
二
乗
是
れ
浄
三
業
な
り
。
金
剛
合
掌
契
を
用
う
文
。（『
日
蔵
』
三
三
、
密
教
部
章
疏
八
・
三
八
頁
下
。） 
４９
問
う
。
此
の
真
言
は
、
何
の
印
を
用
う
る
や
。
答
う
。
北
院
御
製
作
の
瑜
伽
立
印
、
両
明
共
に
印
を
出
さ
れ
ず
。
法
三
惣
行
記
に
云
く
。
師
口
に
云
く
。
壊
二
乗
は
是
れ
浄
三
業
な
り
。
金
剛
合
掌
契
を
用
う
云
云
。
此
の
真
言
は
、
薩
嚩
達
磨
已
下
、
浄
三
業
真
言
な
り
。（『
真
全
』
五
・
一
一
四
頁
下
。） 
５０
又
壊
二
乗
真
言
文
の
如
し
。
即
ち
、
文
殊
の
印
明
な
り
。
其
の
印
、
一
院
の
文
殊
剣
印
、
外
縛
し
て
二
火
を
上
節
に
屈
せ
よ
。
是
れ
山
門
所
伝
な
り 
 
 
東
寺
伝
に
云
く
。
左
手
は
、
拳
を
作
し
胸
前
に
当
て
、
左
手
に
一
茎
の
蓮
花
を
持
つ
と
想
え
。
右
手
は
刀
印
を
作
せ
。
謂
く
、
左
の
火
・
風
を
並
べ
申
て
、
空
を
以
て
地
・
水
の
甲
を
押
す
な
り
。
此
の
刀
印
を
以
て
右
の
腕
を
其
の
上
に
し
、
之
を
覆
い
て
右
に
引
き
遣
り
、
即
ち
蓮
茎
を
打
ち
截
る
と
想
え
云
云
。（『
大
正
』
七
五
・
九
四
三
頁
中
～
下
。） 
５１
壊 四
二
乗
心
印 
不
動
刀
印
。
空
を
以
て
地
・
水
の
甲
を
捻
じ
て
火
・
風
を
舒
べ
端
を
小
し
く
垂
れ
よ
。
左
手
は
、
拳
に
し
て
腰
に
置
け
。（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
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５２
仏
頂
師
の
説
。
右
手
刀
印
を
以
て
下
を
指
せ
文
。
静
師
の
疏
文
は
、
此
の
印
を
釈
す
る
に
文
殊
印
な
り
文
。
件
の
惠
刀
も
て
在
纒
真
如
の
大
日
の
右
臂
を
切
れ
文
。
今
此
の
印
の
下
を
指
せ
は
此
の
意
か
。
其
の
故
に
、
纒
は
、
地
に
譬
え
る
故
な
り
。
東
寺
に
は
、
左
手
に
蓮
花
を
持
つ
と
思
い
て
右
手
の
刀
を
以
て
蓮
華
の
茎
を
切
る
と
思
う
な
り
文
。
蓮
花
は
泥
水
自
り
生
ず
る
た
め
に
、
此
れ
を
切
り
放
つ
相
か
云
云
。
已
上
師
、
面
授
し
奉
る
。
快
―
記
な
り
。
建
暦
元
年
四
月
六
日
に
立
印
し
奉
り
了
ぬ
。
即
ち
此
の
御
本
を
賜
り
て
翌
日
に
書
写
し
了
ぬ
。
全
宗
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
５３
『
續
天
全
』、
密
教
３
・
二
五
八
頁
上
。 
５４
『
大
正
』
七
七
・
一
五
六
頁
下
。 
５５
次
、
瑜
祇
経
四
攝
印
明 
次
、
壊
二
乗
心
印
明
可
加
似
字
（『
續
天
全
』、
密
教
３
・
二
五
七
頁
上
～
中
。） 
５６
『
大
正
』
七
七
・
一
五
六
頁
下
。 
５７
一
。
法
華
秘
印
、
本
・
迹
・
経
体
と
云
う
事
。
…
（
中
略
）
…
三
昧
流
は
、
之
を
以
て
一
大
事
の
習
の
子
細
と
す
。
…
（
中
略
）
…
迹
門
は
、
壊
二
乗
印
な
り
。
明
は
、
壊
二
乗
明
な
り
。
但
し
、
明
終
わ
り
に
沙
字
を
加
う
。
…
…
（
『
群
馬
県
史 
資
料
編
５ 
中
世
１
』
五
〇
九
頁
上
～
下
。
） 
５８
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
と
は
、
人
名
を
挙
ぐ
。
勝
義
難
摧
等
は
法
徳
を
歎
ず
。
人
に
就
い
て
二
意
有
り
。
一
は
金
輪
。
二
は
金
薩
、
即
ち
愛
染
明
王
な
り
。
…
…
（
『
真
全
』
五
・
一
〇
七
頁
上
。
） 
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第
三
章 
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
に
つ
い
て 
  
第
一
節 
序
言 
  
『
瑜
祇
経
』
は
、
金
剛
智
訳
（
異
説
あ
り
）
と
さ
れ
る
金
剛
界
系
経
典
の
一
で
あ
り
、
五
大
院
安
然
の
撰
述
で
あ
る
『
八
家
秘
録
』
に
よ
る
と
、『
瑜
祇
経
』
は
弘
法
大
師
空
海
、
慧
雲
、
宗
叡
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
１
、
台
東
密
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
重
要
な
経
典
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 
 
本
経
の
注
釈
書
と
し
て
は
、
東
密
に
お
け
る
『
一
切
如
来
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
実
三
昧
耶
品
次
第
観
念
』
と
、
真
寂
親
王
（
八
八
六
―
九
二
七
）
撰
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
が
最
初
に
挙
げ
ら
れ
、
次
い
で
台
密
に
お
け
る
安
然
の
『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
修
行
法
』（
以
下
『
瑜
祇
経
疏
』）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
 
中
世
に
至
る
と
、
東
密
に
お
い
て
は
、
実
運
撰
『
崎
祇
舎
秘
决
』
二
巻
、
道
範
撰
『
崎
祇
舎
口
決
』
五
巻
、
性
心
撰
『
瑜
祇
秘
要
決
』
十
二
巻
、
頼
瑜
撰
『
瑜
祇
経
拾
古
鈔
』
三
巻
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
台
密
に
お
い
て
は
、
聖
一
国
師
円
爾
弁
円
（
一
二
〇
二
―
一
二
八
〇
）
秘
書
『
瑜
祇
経
見
聞
』
一
巻
、
応
長
二
年
（
一
三
一
二
）
頃
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
瑜
祇
経
口
決
抜
書
』
八
巻
（
尾
欠
）、
澄
豪
の
講
述
口
決
を
弟
子
が
書
き
留
め
た
も
の
と
さ
れ
る
『
瑜
祇
経
聴
聞
抄
』
三
巻
等
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
多
く
は
活
字
化
が
進
ん
で
い
な
い
。 
 
台
密
に
お
い
て
『
瑜
祇
経
』
は
、
仏
頂
尊
、
仏
眼
仏
母
を
主
と
考
え
て
い
る
「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
の
中
で
説
か
れ
る
「
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
真
言
」
に
関
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
、
な
か
で
も
慈
鎮
和
尚
慈
円
（
一
一
五
五
―
一
二
二
五
）
の
い
わ
ゆ
る
仏
眼
信
仰
は
、
周
知
の
通
り
密
教
教
学
上
多
く
の
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る
２
。
慈
円
が
幼
少
期
に
入
寺
し
た
青
蓮
院
の
吉
水
蔵
聖
教
は
、
現
存
す
る
最
古
の
密
教
聖
教
と
さ
れ
、
平
安
時
代
中
期
に
谷
阿
闍
梨
皇
慶
の
時
代
に
成
立
し
、
青
蓮
院
初
代
門
跡
行
玄
の
と
き
に
現
在
の
姿
に
整
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
３
。
こ
の
吉
水
蔵
に
収
め
ら
れ
た
『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
書
物
は
大
変
価
値
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
未
だ
そ
の
内
容
の
詳
細
検
討
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
４
。 
 
吉
水
蔵
聖
教
類
を
ま
と
め
た
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』
に
よ
れ
ば
、『
瑜
祇
経
』
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
書
は
第
五
十
四
箱
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
十
九
の
書
目
が
確
認
で
き
る
。 
 
前
章
で
は
、『
瑜
祇
経
』「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
（
四
攝
行
品
）」
に
説
か
れ
る
「
壊
二
乗
心
」
に
つ
い
て
考
究
し
、
そ
の
中
で
安
然
の
『
瑜
祇
経
疏
』
以
降
の
東
台
密
諸
師
の
章
疏
類
か
ら
「
壊
二
乗
心
」
の
印
相
に
つ
い
て
探
求
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
章
疏
類
中
に
、
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
に
は
、「
壊
二
乗
心
印
事
」
と
題
し
た
こ
の
印
相
の
何
ら
か
の
伝
承
に
関
す
る
切
紙
様
の
書
面
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
が
如
何
な
る
書
な
の
か
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
ま
ず
『
瑜
祇
経
』
に
関
連
す
る
青
蓮
院
吉
水
蔵
の
聖
教
類
の
中
か
ら
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
と
、
そ
れ
と
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『
崎
祇
舎
私
記
』、
『
瑜
祇
経
西
決
』
の
三
本
に
つ
い
て
整
理
・
解
析
を
試
み
た
。 
 
第
二
節 
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』
奥
書
に
つ
い
て 
  
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
の
奥
書
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
諸
先
生
方
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
内
容
等
の
再
確
認
と
解
析
を
推
し
進
め
た
い
５
。 
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三
本
の
内
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』
は
、
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
合
綴
本
で
あ
る
。
こ
の
二
書
合
綴
本
の
奥
書
は
、
全
て
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
内
に
の
み
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、『
崎
祇
舎
私
記
』
に
は
奥
書
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
奥
書
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 
 
・
天
仁
二
年
六
月
二
十
三
日
、
於
二
因
幡
州
高
庭
浦
上
清
冷
院
一
記
レ
之
。
比
丘
薬
仁
矣
。 
 
 
・
書
本
云
。
安
元
三
年
丁
酉
七
月
二
十
七
日
、
於
二
鎮
西
肥
（
筑
カ
）
前
州
今
津
誓
願
寺
一
、
以
二
如
如
房
弟
子
玄
語
房
本
伝
領
之
人
（
本
カ
）
、
花
蔵
房
之
本
一
為
二
書
本
一
云
云
。 
 
  
・
治
承
四
年
庚
子
十
一
月
三
日
、
於
二
備
前
州
日
応
山
瑜
伽
寺
一
、
以
二
件
鎮
西
之
本
一
不
意
之
外
書
了
。
或
修
行
者
之
持
本
也
云
云
。                                                
 
基
好 
 
 
・
嘉
暦
三
年
三
月
二
日
、
以
二
伯
州
基
好
自
筆
本
一
書
了
。
件
正
本
、
在
二
岡
崎
一
耳
６
。 
 
ま
ず
、
一
つ
目
の
奥
書
に
は
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
に
因
幡
州
高
庭
（
荘
）
浦
上
清
冷
院
（
現
鳥
取
県
鳥
取
市
付
近
。
詳
細
不
明
。）
に
て
薬
仁
が
記
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
二
つ
目
の
奥
書
に
は
、
こ
の
書
本
は
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
鎮
西
肥
（
筑
）
前
州
今
津
誓
願
寺
（
現
福
岡
県
福
岡
市
）
に
て
如
如
房
の
弟
子
玄
語
房
に
伝
わ
る
本
と
花
蔵
房
の
本
に
よ
る
書
本
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
つ
目
の
奥
書
に
は
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
備
前
州
日
応
山
瑜
伽
寺
で
、
偶
然
に
も
修
行
者
が
所
持
し
て
い
た
本
が
前
の
鎮
西
で
の
書
本
で
、
そ
れ
を
基
好
が
書
写
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
四
つ
目
の
奥
書
に
、
現
存
す
る
こ
の
写
本
は
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
伯
州
の
基
好
の
自
筆
の
本
を
（
青
蓮
院
付
近
の
）
岡
崎
で
書
写
し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
 
薬
仁
に
つ
い
て
は
、
実
導
仁
空
（
一
三
〇
九
―
一
三
八
八
）
談
『
伝
法
要
決
鈔
』
７
や
東
密
の
『
十
八
道
口
決
』
８
等
に
、「
叡
山
の
長
寿
房
（
ま
た
は
坊
）
薬
仁
」
と
い
う
そ
の
名
を
確
認
で
き
る
。
薬
仁
の
名
は
、
智
泉
流
の
血
脈
に
も
列
ね
ら
れ
て
お
り
９
、
さ
ら
に
、『
伝
教
大
師
全
集
』
所
収
『
合
壇
灌
頂
記
』
の
奥
書
に
、「
有
人
云
。
本
書
、
祖
山
長
寿
房
薬
仁
、
依
二
谷
之
合
行
記
一
而
撰
レ
之
。
…
…
１０
」
と
記
さ
れ
、
薬
仁
が
こ
の
『
合
壇
灌
頂
記
』
を
、
谷
流
の
「
合
行
記
」
な
る
書
に
基
づ
い
て
撰
著
し
た
と
あ
り
、
薬
仁
が
谷
流
の
法
脈
に
属
さ
れ
る
密
教
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
１１
。
ま
た
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』・『
崎
祇
舎
私
記
』
共
に
表
題
に
「
長
寿
房
」
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
薬
仁
に
よ
り
記
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。 
 
二
つ
目
の
奥
書
に
み
え
る
今
津
誓
願
寺
は
、
葉
上
房
栄
西
が
、
九
州
に
渡
っ
た
時
に
滞
留
し
た
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
誓
願
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
十
月
に
は
、
す
で
に
こ
の
地
に
在
っ
た
よ
う
で
あ
る
１２
。
ま
た
、
三
・
四
つ
目
の
奥
書
に
み
え
る
基
好
と
は
、
栄
西
の
密
教
の
師
の
一
人
で
あ
り
、
栄
西
が
誓
願
寺
に
留
ま
っ
て
い
た
年
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
二
つ
目
の
奥
書
は
、
人
物
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
栄
西
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
に
、
如
如
房
の
弟
子
玄
語
房
が
如
何
な
る
人
物
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
栄
西
が
薬
仁
よ
り
伝
わ
る
本
を
書
写
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 
 
基
好
は
、
先
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
大
山
寺
の
僧
で
、
習
禅
房
と
称
し
、
台
密
に
お
け
る
覚
超
の
系
統
の
川
流
の
念
覚
、
皇
慶
の
系
統
の
穴
太
流
の
祖
聖
昭
、
ま
た
前
述
の
同
谷
流
の
薬
仁
の
法
脈
か
ら
鳥
取
の
大
山
の
兼
慶
な
ど
を
通
じ
て
受
法
し
、
そ
れ
を
栄
西
に
伝
法
し
た
師
で
あ
る
。
ま
た
、
慈
円
と
も
関
係
が
深
い
人
物
で
あ
る
１３
。
基
好
は
、
栄
西
の
故
郷
で
も
あ
り
、
帰
唐
後
の
修
行
や
伝
法
の
拠
点
の
一
で
あ
っ
た
岡
山
の
日
応
山
瑜
伽
寺
（
現
日
応
寺
）
で
、
居
合
わ
せ
た
修
行
者
が
所
持
し
て
い
た
本
書
を
発
見
し
て
、
そ
れ
を
書
写
し
た
と
あ
り
、
現
存
本
は
こ
の
本
を
さ
ら
に
書
写
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
基
好
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は
『
瑜
祇
経
』
の
特
に
、「
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
」
に
関
す
る
口
伝
や
、
仏
眼
法
に
つ
い
て
造
詣
が
深
か
っ
た
よ
う
で
、『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
意
識
は
こ
の
奥
書
に
も
顕
れ
て
い
る
。 
 
薬
仁
、
基
好
、
栄
西
の
伝
法
に
関
し
て
は
、
先
学
が
指
摘
す
る
『
台
密
血
脈
譜
』、
尾
張
密
蔵
院
印
信
類
「
合
行
密
印 
谷
建
仁
寺
流
血
脈
阿
忍
流
」
よ
り
、
法
脈
上
か
ら
も
そ
の
繋
が
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
『
台
密
血
脈
譜
』
１４ 
 
 
慈
覚
大
師
―
安
惠
…
（
中
略
）
…
景
雲
―
皇
慶
―
勝
範 
 
 
―
覚
嚴
―
敬
誉
―
顕
意
―
栄
西 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
頼
昭
―
薬
仁
―
兼
慶
―
基
好
―
栄
西 
 
尾
張
密
蔵
院
印
信
類
「
合
行
密
印 
谷
建
仁
寺
流
血
脈
阿
忍
流
」
１５ 
 
 
弘
法
―
真
雅
―
源
仁
―
益
信
―
真
寂
―
延
勢
―
叡
就
―
清
助
―
寂
昭
―
皇
慶
―
頼
昭
―
覚
範
―
薬
仁
―
兼
慶
―
基
好
―
栄
西
…
… 
 
第
三
節 
『
瑜
祇
経
西
決
』
奥
書
に
つ
い
て 
  
『
瑜
祇
経
西
決
』
は
前
の
二
本
と
同
様
薬
仁
の
記
が
元
本
で
あ
り
、
奥
書
に
は
『
瑜
祇
経
西
決
』
の
由
来
が
以
下
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
 
・
承
徳
二
年
壬
九
月
七
日
、
依
レ
難
レ
背
二
丁
寧
請
一
、
於
二
備
前
州
児
嶋
請
（
諸
カ
）
興
寺
一
、
延
暦
寺
比
丘
薬
仁
記
レ
之
。
願
、
以
二
此
良
縁
一
、
期
レ
為
二
来
浮
生
一
矣
。 
 
 
 
・
治
承
四
年
庚
子
四
月
下
旬
、
於
二
五
条
櫛
ケ
一
書
了
。 
 
 
 
・
書
本
ハ
、
白
川
金
剛
勝
院
之
僧
三
位
闍
梨
圓
長
之
本
也
。
但
、
去
長
寛
年
中
、
彼
闍
梨
、
為
二
修
行
巡
礼
一
令
レ
参
二
伯
大
山
一
。
基
好
草
室
ニ
数
月
同
宿
、
其
間
真
言
書
等
少
少
被
二
書
写
一
了
。
其
内
ノ
書
也
。
基
好
カ
其
時
書
本
ハ
、
治
承
己
亥
年
四
月
中
、
為
二
伯
耆
在
庁
元
（
基
カ
）
安
一
、
大
山
騒
動
之
時
、
顕
密
聖
教
等
尽
数
、
為
二
軍
兵
一
被
レ
取
了
。
其
内
如
レ
此
書
籍
等
失
了
。
仍
重
所
レ
尋
書
也
。
基
好
カ
書
本
ハ
、
先
年
修
行
之
時
、
於
二
多
武
峰
一
、
以
二
慶
深
嚴
浄
房
本
一
書
了
。
修
行
之
趣
如
レ
此
云
云
。 
 
 
 
・
嘉
暦
三
年
三
月
三
日
、
以
二
伯
州
基
好
自
筆
本
一
在
岡
崎
書
写
了
。（
花
押
）
１６ 
 
こ
の
『
瑜
祇
経
西
決
』
の
元
本
は
、
一
つ
目
の
奥
書
に
よ
る
と
、
前
の
合
綴
本
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
時
代
よ
り
少
し
遡
っ
た
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
に
、
備
前
州
児
島
の
請
（
諸
）
興
寺
（
現
岡
山
県
倉
敷
市
木
見
。
現
在
廃
寺
。）
に
て
、
薬
仁
が
記
し
た
も
の
と
あ
る
。
そ
し
て
、
二
つ
目
の
奥
書
に
は
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
そ
の
本
を
（
後
に
詳
述
す
る
が
）
京
都
の
五
条
櫛
笥
に
て
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
け
て
、
三
つ
目
の
奥
書
に
、
こ
の
書
本
は
元
々
白
川
金
剛
勝
院
の
円
長
阿
闍
梨
の
本
で
あ
り
、
円
長
が
長
寛
年
中
（
一
一
六
三
～
一
一
六
四
）
に
大
山
に
修
行
・
巡
礼
の
た
め
立
ち
寄
っ
た
時
、
大
山
の
基
好
が
こ
の
本
を
書
き
写
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
書
本
は
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
に
伯
耆
の
在
庁
官
人
で
あ
る
小
鴨
基
康
と
大
山
と
の
騒
乱
に
よ
る
兵
火
で
、
大
山
の
聖
教
類
と
共
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
基
好
は
多
武
峰
に
て
、
慶
深
の
も
つ
嚴
浄
房
本
を
用
い
て
書
写
し
た
。
現
行
本
は
、
四
つ
目
の
奥
書
の
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
に
こ
の
基
好
の
書
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
二
つ
目
の
奥
書
に
み
え
る
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
栄
西
は
こ
の
時
期
、
今
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津
誓
願
寺
に
滞
留
し
て
い
た
た
め
、
基
好
に
関
す
る
事
柄
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
基
好
は
大
山
騒
動
の
後
に
、
大
山
と
青
蓮
院
付
近
と
の
往
来
の
最
中
に
こ
の
書
写
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
五
条
櫛
笥
」
は
、
原
典
で
は
「
五
条
櫛
ケ
」
と
な
っ
て
お
り
、『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』
に
お
い
て
も
解
読
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
地
に
関
し
て
、
岡
野
浩
二
氏
は
、
京
都
五
条
か
奈
良
の
五
条
で
あ
る
と
考
え
、
氏
の
論
で
は
奈
良
の
五
条
と
推
測
し
て
い
る
が
、「
櫛
ケ
」
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
１７
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
「
櫛
ケ
」
に
つ
い
て
一
考
を
投
じ
た
い
。「
櫛
ケ
」
の
「
ケ
」
は
そ
の
ま
ま
で
は
何
を
表
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
竹
冠
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
す
る
と
、「
櫛
笥
」
と
い
う
地
名
が
浮
ぶ
。「
櫛
笥
」
は
、
青
蓮
院
の
寺
誌
『
華
頂
要
略
』「
門
主
伝
」
の
中
に
、
青
蓮
院
近
く
を
通
る
「
櫛
笥
通
」
と
い
う
「
櫛
笥
」
に
因
む
地
名
を
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
み
え
る
五
条
は
「
五
条
櫛
笥
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
基
好
は
、
大
山
騒
動
の
後
、
焼
失
し
た
書
本
の
再
書
写
の
た
め
、
大
山
と
青
蓮
院
付
近
を
往
来
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
い
。 
 
三
つ
目
の
奥
書
に
出
る
円
長
（
藤
原
長
実
の
孫
）
と
慶
深
な
る
人
物
は
、
共
に
青
蓮
院
と
拘
り
が
あ
る
僧
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、『
慈
鎮
和
尚
年
次
記
』・『
慈
鎮
和
尚
伝
別
伝
』
に
そ
の
両
人
の
名
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、『
門
葉
記
』
中
「
法
華
法
日
記
」
や
「
熾
盛
光
法
」
等
で
は
修
法
に
列
な
る
僧
と
し
て
両
名
が
記
さ
れ
て
お
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
１８
。 
次
に
、
大
山
騒
動
と
は
、
当
時
、
伯
耆
国
を
東
西
に
二
分
す
る
ほ
ど
の
力
を
有
し
て
い
た
豪
族
の
小
鴨
氏
（
小
鴨
基
康
）
と
村
尾
氏
（
紀
成
盛
）
ら
の
勢
力
争
い
で
、
小
鴨
氏
方
は
、
大
山
の
中
門
院
月
光
房
に
、
村
尾
氏
方
は
南
光
院
修
（
ま
た
は
習
）
禅
房
を
頼
み
に
し
て
い
た
。
大
山
は
そ
の
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
村
尾
氏
方
与
同
で
あ
っ
た
基
好
も
、
伯
耆
在
庁
官
人
小
鴨
基
康
ら
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
た
の
で
あ
る
１９
。
基
好
に
関
す
る
伝
記
類
は
少
な
く
、
こ
の
奥
書
は
、
基
好
と
い
う
人
物
を
知
る
貴
重
な
資
料
の
一
で
あ
る
。
し
か
し
、『
瑜
祇
経
西
決
』
の
奥
書
と
し
て
扱
う
に
は
聊
か
問
題
が
存
す
る
。 
 
三
つ
目
の
奥
書
で
は
、
こ
の
書
本
の
由
来
を
、
長
寛
年
中
（
一
一
六
三
～
一
一
六
四
）
に
基
好
が
円
長
阿
闍
梨
の
本
を
書
写
す
る
も
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
に
お
け
る
大
山
騒
動
に
よ
っ
て
そ
の
写
本
が
失
わ
れ
た
、
そ
し
て
、
先
年
、
、
修
行
の
時
、
多
武
峰
に
お
い
て
書
写
し
た
と
記
し
て
い
る
。
多
武
峰
に
お
け
る
書
写
は
、
文
意
か
ら
大
山
騒
動
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
後
（
一
一
七
九
以
後
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
基
好
は
大
山
騒
動
後
、
多
武
峰
と
二
つ
目
の
奥
書
の
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
五
条
櫛
笥
と
の
二
箇
所
で
こ
の
本
を
書
写
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
ど
ち
ら
か
の
箇
所
に
「
復
」
や
「
重
」
等
の
記
述
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
消
失
し
た
箇
所
を
補
う
よ
う
な
記
述
が
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 さ
ら
に
、『
瑜
祇
経
西
決
』
の
奥
書
の
中
、
三
つ
目
の
奥
書
に
の
み
に
送
り
仮
名
が
付
さ
れ
、
他
と
は
異
な
っ
た
文
体
で
あ
り
、
違
和
感
を
覚
え
る
。
後
に
も
触
れ
る
が
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』
『
瑜
祇
経
西
決
』
の
三
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
欠
損
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
は
相
互
に
連
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
本
を
並
べ
て
解
読
す
る
こ
と
で
、
完
全
な
も
の
な
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
お
互
い
を
補
填
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
三
つ
目
の
奥
書
の
本
来
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
他
の
二
本
の
何
れ
か
に
該
当
す
る
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
考
え
ら
れ
る
理
由
の
一
と
し
て
、
次
の
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
の
文
中
に
み
え
る
以
下
の
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
 
 
 
虚
空
蔵
菩
薩
明
曰 
弱
入 
用
宝
菩
薩
印
也 
 
 
 
金
剛
光
菩
薩
明
曰 
吽 
光
菩
薩
印
也 
 
 
 
虚
空
旗
菩
薩
明
曰 
鑁 
幢
菩
薩
印 
 
 
 
虚
空
笑
菩
薩
明
曰 
穀 
笑
菩
薩
印 
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已
上
、為
下
鉤
二
召
一
切
有
情
一
令
レ
入
二
法
界
一
、以
レ
索
引
二
至
金
剛
場
一
、以
レ
鎖
竪
二
諸
蔵
識
一
、
以
レ
鈴
適
二
悦
彼
性
一
、
令
中
快
楽
上
故
。 
  
 
 
観
自
在
菩
薩
明
曰 
阿
短 
用
法
菩
薩
印 
 
 
 
妙
吉
祥
菩
薩
明
曰 
暗
引 
利
菩
薩
印
也 
   
 
 
 
嘉
暦
三
年
三
月
三
日
、
以
二
岡
崎
本
一
書
写
了
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交
了 
 
 
 
 
 
右
三
帖
師
本
各
別
也
。
令
レ
復
二
一
帖
一
耳
２０
。 
 
『
瑜
祇
経
』「
序
品
第
一
」
に
説
か
れ
る
四
大
菩
薩
（
観
自
在
・
妙
吉
祥
・
転
法
輪
・
金
剛
言
）
の
印
明
を
述
べ
る
箇
所
に
お
い
て
２１
、
妙
吉
祥
の
後
は
欠
け
て
お
り
、
奥
書
に
あ
る
べ
き
記
述
が
次
の
丁
に
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
奥
書
は
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』・『
瑜
祇
経
西
決
』
の
最
後
の
部
分
に
述
さ
れ
た
も
の
と
同
様
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
の
岡
崎
に
お
け
る
書
写
で
あ
り
、
基
好
に
関
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
が
、
他
の
二
つ
の
奥
書
と
同
時
期
で
あ
り
、
基
好
が
関
連
す
る
書
写
で
あ
る
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
箇
所
に
、
右
の
三
帖
の
師
の
本
は
そ
れ
ぞ
れ
別
で
あ
り
、
一
帖
に
復
元
さ
せ
た
と
も
読
め
る
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
三
本
の
相
互
関
連
性
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
三
つ
目
の
奥
書
を
、『
瑜
祇
経
西
決
』
の
奥
書
と
判
断
す
る
に
は
、
疑
問
が
あ
り
暫
し
検
討
を
要
す
る
２２
。 
 
第
四
節 
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
に
お
け
る
一
、
二
の
問
題 
  
三
本
の
書
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
瑜
祇
経
』
所
説
の
修
法
を
、
印
呪
や
壇
法
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
説
に
、
真
寂
親
王
撰
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
の
引
文
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』
は
、『
瑜
祇
経
』
所
説
の
諸
印
明
・
観
想
文
等
を
順
次
に
述
べ
、
師
伝
の
口
訣
を
記
し
た
も
の
で
、
安
然
の
『
瑜
祇
経
疏
』
と
並
ぶ
古
注
釈
本
で
あ
る
２３
。
こ
の
よ
う
に
、
『
瑜
祇
経
』
に
関
連
す
る
修
法
に
古
注
釈
で
あ
る
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
三
本
の
書
の
基
と
な
る
薬
仁
の
記
の
書
写
年
代
で
あ
る
平
安
末
に
お
い
て
、『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
理
論
と
実
践
が
あ
ま
り
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
一
方
、
台
密
に
関
連
す
る
こ
れ
ら
三
本
に
、
東
密
系
の
注
釈
書
が
主
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
両
密
の
交
流
を
う
か
が
わ
せ
る
一
つ
の
資
料
と
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
本
の
内
容
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
不
自
然
さ
が
み
え
る
。
そ
の
か
か
る
問
題
を
以
下
に
掲
示
す
る
。 
 
奥
書
に
関
し
て
は
、
前
述
の
中
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
に
は
、
奥
書
が
途
中
に
挿
入
さ
れ
、
ま
た
最
後
に
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
崎
祇
舎
私
記
』
に
は
奥
書
が
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、『
瑜
祇
経
西
決
』に
は
、別
の
書
か
ら
と
み
ら
れ
る
奥
書
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
奥
書
に
は
帰
属
に
関
わ
る
疑
問
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
三
書
が
薬
仁
よ
り
基
好
、
栄
西
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
書
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。 
一
方
、
こ
れ
ら
三
本
の
書
を
精
読
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
幾
つ
か
の
欠
損
箇
所
や
不
適
合
な
箇
所
が
み
つ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
本
を
並
べ
内
容
を
比
較
し
判
読
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
密
接
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
当
該
例
を
詳
細
に
示
す
。 
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
は
、『
瑜
祇
経
』
諸
品
そ
れ
ぞ
れ
に
本
尊
を
設
定
し
、
そ
れ
に
関
す
る
形
像
や
諸
品
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所
説
の
印
呪
を
整
理
し
た
構
成
か
ら
な
る
。
以
下
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。 
 
・
序
品 
以
二
大
日
一
為
二
本
尊
一
。
三
十
七
尊
自
レ
元
本
初
普
現
所
レ
成
行
法
也
。 
 
 
金
剛
手
菩
薩
明
曰 
吽 
用
﹅ （金
﹅
界
カ
）
羯
磨
会
薩
菩
薩
印
■ 
 
 
金
剛
王
菩
薩
明
曰 
怛
洛
二
合 
用
王
菩
薩
印 
 
 
金
剛
染
菩
薩
明
曰 
纈
哩
二
合 
用
愛
菩
薩
印 
 
 
金
剛
称
菩
薩
明
曰 
悪
入 
用
喜
菩
薩
印 
 
 
 
已
上
、
四
菩
薩
、
為
下
動
二
一
切
有
情
本
性
一
、
令
レ
染
二
愛
諸
仏
妙
法
一
、
成
中
就
本
有
法
身
上
故
２４
。 
  
・
一
切
如
来
大
勝
金
剛
心
瑜
伽
成
就
品
第
七 
 
 
私
云
。
此
品
、
愛
染
王
為
二
本
尊
一
。
明
二
金
剛
薩
埵
五
部
通
成
就
法
一
也
。 
 
 
一
字
大
勝
心
相
応
真
言
曰
。 
 
 
吽
悉
底 
印
五
古
印 
外
縛 
 
 
私
云
。
今
上
金
剛
部
明
妄
論
也
。
所
謂
〇
吽
鑁
怛
洛
紇
哩
悪
瑟
底
云
云
。
委
可
レ
問
也
。 
一
切
如
来
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
実
三
昧
耶
品
第
八 
 
 
私
云
。
此
品
、
大
日
為
二
本
尊
一
。
明
二
五
部
通
成
就
法
一
也
。 
 
 
形
像 
復
現
二
身
手
一
具
二
十
二
臂
一
、
持
二
智
拳
・
五
峰
金
剛
・
蓮
花
・
摩
抳
・
羯
磨
・
鉤
・
索
・
鎖
・
鈴
・
智
剣
・
法
輪
・
十
二
大
印
一
。
住
二
千
葉
大
白
蓮
花
一
。
身
色
、
如
レ
日
。
五
髻
光
明
。
其
光
、
無
（
マ
マ
）
無
レ
主
遍
二
十
方
一
。
面
門
微
咲
云
云
。 
 
 
大
勝
金
剛
頂
大
三
昧
耶
真
言
曰
。 
 
 
唵
摩
賀
縛
日
羅
瑟
抳
灑
吽
怛
洛
纈
利
悪
入
吽 
 
 
印
相 
内
竪
十
度
縛
。
忍
・
願
屈
如
レ
頂
。
是
名
二
根
本
心
一
。 
成
二
就
最
勝
尊
一
。
金
剛
頂
明
曰
用
羯
磨
会
薩
菩
薩
印 
 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
薩
怛
縛
矩
捨
吽 
 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
手
一
。
最
勝
摩
尼
曰
用
羯
磨
会
宝
菩
薩
印 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
羅
怛
曩
矩
捨
怛
洛 
 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
手
一
。
蓮
花
最
勝
心
用
羯
磨
会
法
菩
薩
印 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
達
磨
矩
捨
纈
利 
 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
手
一
。
巧
業
最
勝
心
用
羯
磨
会
業
菩
薩
印 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
羯
磨
矩
捨
悪
入 
 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
鉤
一
。
最
勝
者
能
鉤
用
羯
磨
会
鉤
菩
薩
印 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
娑
怛
挽
矩
捨
弱 
 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
索
一
。
最
勝
者
能
引
用
羯
磨
会
索
菩
薩
印 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
羅
怛
曩
播
捨
吽 
 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
鎖
一
。
最
勝
者
能
縛
用
羯
磨
会
鎖
菩
薩
印 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
跛
納
麼
塞
怖
咤
鑁 
 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
鈴
一
。
最
勝
者
令
喜
用
羯
磨
会
鈴
菩
薩
印 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
羯
磨
健
咤
穀 
 
 
 
 
 
 
由
レ
持
二
八
大
明
一
、
能
成
二
百
千
事
一
２５
。 
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こ
の
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
と
合
綴
さ
れ
た
『
崎
祇
舎
私
記
』
に
は
、
次
の
一
文
が
み
ら
れ
る
。 
 
 
 
一
切
如
来
内
護
摩
金
剛
軌
儀
品
第
十 
 
 
私
云
。
此
品
、
応
レ
明
二
三
十
七
尊
内
護
摩
火
法
一
也
。
普
渉
説
品
可
レ
用
レ
之
。
本
来
支
分
等
、
可
レ
准
二
瑜
伽
護
摩
軌
一
也
。
若
、
五
種
護
摩
所
レ
用
可
レ
知
レ
之
。
一
尊
一
行
又
准
知
耳
。
…
…
２６ 
 
こ
れ
は
、『
瑜
祇
経
』「
一
切
如
来
内
護
摩
金
剛
軌
儀
品
第
十
」
所
説
の
法
に
つ
い
て
、「
私
云
」
と
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
の
文
体
は
、
先
に
示
し
た
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
本
来
『
崎
祇
舎
私
記
』
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
「
瑜
祇
都
法
次
第
」
と
題
し
て
『
瑜
祇
経
』
を
基
に
し
た
修
法
が
記
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
壇
法
が
示
さ
れ
て
い
る
途
中
に
、
突
然
前
に
示
し
た
文
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
 
瑜
祇
都
法
次
第 
 
 
凡
此
瑜
祇
惣
有
二
十
二
品
一
。
開
為
二
十
四
法
一
或
分
二
二
生
法
一
。
三
部
樞
楗
五
智
心
府
三
部
五
部
心
観
速
成
矣
。
夫
開
十
四
法
者
、
一
者
序
品
以
大
日
為
尊
。
三
十
七
尊
同
成
悉
地
二
者
染
愛
王
品
染
愛
王
為
本
尊
。
三
十
七
尊
同
成
悉
地
三
者
大
阿
闍
梨
位
品
大
日
為
本
尊
。
五
部
三
十
七
三
部
十
三
会
皆
成
就
四
者
冒
地
品
金
剛
薩
埵
爲
本
尊
。
五
部
三
十
七
尊
三
部
十
三
会
一
切
悉
地
皆
成
就
五
者
愛
染
品
愛
染
王
為
本
尊
。
五
部
通
成
就
法
也
六
者
四
攝
行
品
愛
染
王
為
本
尊
。
応
前
後
諸
品
四
攝
行
成
就
七
者
瑜
伽
成
就
品
愛
染
王
為
本
尊
。
五
部
通
成
就
悉
地
也
八
者
大
勝
金
剛
品
大
日
為
本
尊
。
十
二
臂
也
。
是
惣
攝
蘇
悉
地
法
也
九
者
大
成
就
品
。
分
為
二
三
法
一
。
仏
眼
法
・
八
字
・
五
大
虚
空
蔵
法
也
。
或
通
為
二
一
法
一
。
今
開
為
二
三
法
一
是
十
四
法
。
初
仏
眼
法
仏
眼
為
本
尊
。
五
部
三
部
悉
地
也
十
次
大
悲
胎
蔵
八
字
法
大
日
為
本
尊
。
大
悲
胎
蔵
中
一
切
法
一
時
頓
証
十
一
後
五
大
虚
空
蔵
法
虚
空
蔵
為
本
尊
。
一
印
十
三
・
四
印
十
七
・
五
印
三
十
七
尊
皆
成
就
富
貴
虚
空
蔵
法
十
二
者
三
十
七
尊
内
護
摩
法
。
十
三
者
金
剛
薩
埵
内
作
業
灌
頂
品
。
此
品
中
雖
レ
分
二
八
法
一
、
同
二
金
剛
薩
埵
内
作
灌
頂
・
内
護
摩
一
。
所
レ
成
二
支
分
等
一
明
。
仍
不
レ
可
レ
分
レ
之
。
任
二
意
業
一
耳
。
十
四
者
降
伏
一
切
魔
怨
品
金
剛
薬
叉
為
本
尊
。
三
十
七
尊
同
薬
叉
三
摩
地
也
惣
一
経
終
始
十
二
品
一
一
法
、
別
壇
行
也
。
一
品
二
品
三
四
五
六
合
行
也
。
委
細
可
レ
尋
レ
学
レ
之
。 
 
 
暫
以
二
大
日
一
為
二
本
尊
一
。
五
部
惣
合
二
画
一
経
始
終
一
。
唯
以
二
観
心
一
為
二
大
旨
一
。
不
レ
同
二
通
途
之
行
法
一
。
為
二
通
途
之
行
法
一
為
二
自
誦
持
一
不
レ
可
二
披
露
一
矣
。 
 
 
先
、
荘
二
嚴
道
場
一
安
二
置
尊
像
等
一
可
問
之
。 
 
 
 
次
、
加
持
香
水
灑
浄
身
上
等
弁
事
明
印
。
可
尋
之
。 
 
 
次
、
浄
地
。
…
…
２７ 
 
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
に
お
け
る
『
瑜
祇
経
』「
一
切
如
来
内
護
摩
金
剛
軌
儀
品
第
十
」
に
関
連
す
る
当
該
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 
 
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九 
 
 
私
云
。
此
品
有
二
三
大
法
一
。
一
者
仏
眼
。
二
者
大
悲
胎
蔵
八
字
法
。
三
者
五
大
虚
空
蔵
求
富
貴
法
也
。
或
説
、
此
品
惣
説
二
仏
眼
法
一
也
。
二
別
是
仏
眼
加
用
也
。
更
非
二
別
法
一
云
云
。 
 
 
仏
眼
法 
 
 
五
部
深
密
皆
悉
能
成
二
一
時
一
齊
証
云
云
。 
 
 
時
金
剛
薩
埵
、
対
二
一
切
如
来
前
一
忽
然
現
二
作
一
切
仏
母
身
一
、
住
二
大
白
蓮
一
、
身
作
二
白
月
暉
一
、
両
目
微
咲
。
二
手
住
レ
臍
如
レ
入
二
奢
摩
他
一
。
従
二
一
切
支
分
一
出
二
生
十
疑
誐
沙
倶
胝
仏
一
。
一
一
仏
皆
作
レ
礼
敬
二
本
所
一
レ
出
。於
二
刹
那
間
一
、一
時
化
二
作
一
字
心
頂
輪
一
。皆
執
二
輪
印
一
頂
放
二
光
明
一
、
倨
傲
目
視
。
現
二
大
神
通
一
、
還
来
礼
二
敬
本
所
出
生
一
切
仏
母
一
言
。
我
所
レ
説
一
切
頂
輪
真
言
、
唯
願
尊
者
、
与
二
一
切
衆
生
一
作
二
大
成
就
一
。
我
今
唯
願
、
尊
者
作
二
大
吉
祥
一
、
令
二
其
成
就
一
。
爾
時
本
所
出
生
一
切
仏
母
金
剛
吉
祥
、
顧
二
視
一
切
方
所
一
説
二
根
本
明
王
一
。
二
手
虚
心
合
掌
、
二
頭
指
屈
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附
二
二
中
指
上
節
一
如
二
眼
笑
形
一
。
二
空
各
捻
二
忍
・
願
中
節
又
一
亦
如
二
眼
笑
形
一
。
二
小
指
復
微
開
亦
如
二
眼
笑
形
一
。
是
名
二
根
本
大
印
一
。
若
以
レ
印
拭
二
目
及
眉
一
、
兼
竪
拭 
 
 
金
剛
嬉 
喜
菩
薩
印 
 
・
已
下
八
供
養
四
攝
光
焔
明 
唵
嚩
日
羅
二
合
羅
細
阿
擬
儞
二
合
吽
涸 
 
 
金
剛
鬘 
鬘
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
摩
隸
阿
擬
儞
二
合
怛
囉
咤 
 
 
金
剛
歌 
歌
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
隸
帝
阿
擬
儞
二
合
吽
儗 
 
 
金
剛
舞 
舞
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
涅
㗚
二
合
諦
阿
擬
儞
二
合
吽
紇
哩
二
合
咤 
 
 
金
剛
香 
焼
香
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
度
閉
二
合
阿
擬
儞
二
合
吽
悪 
 
 
金
剛
花 
散
花
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
浦
渋
閉
二
合
阿
擬
儞
二
合
吽
唵 
 
 
金
剛
灯 
灯
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
路
計
阿
擬
儞
二
合
吽
儞 
 
 
金
剛
塗 
塗
香
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
獻
弟
阿
擬
儞
二
合
吽
虐 
 
 
金
剛
鉤 
鉤
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
句
捨
阿
擬
儞
二
合
吽
弱 
 
 
金
剛
索 
索
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
播
引
捨
阿
擬
儞
二
合
吽
吽 
 
 
金
剛
鎖 
鎖
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
娑
普
二
合
咤
阿
擬
儞
二
合
吽
鑁 
 
 
金
剛
鈴 
鈴
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
阿
吠
捨
二
合
阿
擬
儞
二
合
吽
斛
２８ 
 
こ
こ
で
は
、『
瑜
祇
経
』「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
に
関
す
る
見
識
が
述
べ
ら
れ
、「
仏
眼
法
」
と
し
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
け
て
、
内
外
の
八
供
養
菩
薩
・
四
攝
菩
薩
の
印
明
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
み
え
る
内
外
の
八
供
養
菩
薩
・
四
攝
菩
薩
に
関
す
る
明
呪
は
「
一
切
如
来
内
護
摩
金
剛
軌
儀
品
第
十
」
所
説
の
内
容
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
前
の
『
崎
祇
舎
私
記
』
に
み
え
る
当
該
文
は
、
本
来
こ
こ
に
配
置
さ
れ
る
べ
き
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
ま
た
、
次
の
『
瑜
祇
経
西
決
』
に
お
い
て
も
、
文
脈
の
不
具
合
な
箇
所
が
指
摘
さ
れ
る
。 
 
 
一
切
如
来
金
剛
最
勝
王
義
利
堅
固
染
愛
王
心
品
第
二 
 
 
私
云
。
此
品
、
染
愛
王
為
二
本
尊
一
。
三
十
七
尊
同
入
二
染
愛
三
昧
地
一
成
二
就
一
切
有
情
染
愛
悉
地
一
云
云
。 
 
 
経
曰
。
若
真
言
行
人
、
持
二
経
三
十
万
遍
一
、
一
切
真
言
主
及
金
剛
界
大
曼
荼
羅
王
、
皆
悉
集
会
。
一
時
与
二
成
就
一
速
得
二
大
金
剛
位
乃
至
普
賢
菩
薩
位
一
云
云
。 
染
愛
王
明
曰
。 
 
 
唵
引
摩
賀
囉
引
誐
嚩
日
路
瑟
抳
灑
嚩
日
羅
薩
怛
嚩
二
合
弱
吽
鑁
穀 
 
 
印
相
曰
。 
二
手
金
剛
拳
、
相
二
叉
内
一
為
レ
縛
。
直
竪
二
忍
・
願
一
針
。
相
交
即
成
レ
染
。
印
二
心
・
額
・
喉
・
頂
一
云
云
。 
攝
一
切
如
来
大
阿
闍
梨
位
品
第
三 
 
 
私
云
。
此
品
、
大
日
為
二
本
尊
一
。
□
三
十
七
智
惠
得
二
悉
地
一
。 
 
 
大
阿
闍
梨
位
明
曰
。 
 
 
唵
嚩
入
日
羅
素
乞
史
摩
摩
賀
引
娑
怛
嚩
吽
吽 
 
 
印
相 
以
二
定
・
惠
手
一
屈
レ
肘
向
レ
上
合
掌
与
レ
肩
齊
。
各
屈
二
戒
・
忍
・
方
・
願
一
入
レ
掌
。
或
坐
或
立
皆
成
就
。 
金
剛
薩
埵
冒
地
心
品
第
四 
 
 
私
云
。
此
品
、
金
剛
薩
埵
為
二
本
尊
一
。
五
部
三
十
七
尊
三
部
十
三
会
自
覚
本
有
三
十
七
智
悉
地
成
就
。
現
生
替
二
諸
仏
一
救
二
度
有
情
一
故
。
以
下
能
共
二
諸
仏
一
同
行
願
上
於
二
一
切
法
一
平
等
薩
埵
。 
真
言
曰
。 
 
 
唵
嚩
日
羅
句
捨
冒
地
止
多
吽 
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印
相 
二
手
内
相
叉
、
各
以
二
禅
・
智
一
捻
二
進
・
力
一
云
云
。 
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
愛
染
王
品
第
五 
 
 
私
云
。
此
愛
染
王
為
二
本
尊
一
。
三
十
七
尊
共
入
二
愛
染
三
摩
地
一
一
切
如
来
共
成
就
。
雑
法
悉
地
及
五
種
成
就
法
明
云
云
。 
 
 
愛
染
王
一
字
心
明
曰
。 
 
 
 
吽
擿
枳
吽
短
弱 
 
 
印
相 
二
手
金
剛
縛
、
忍
・
願
竪
相
合
二
風
如
二
鉤
形
一
。
檀
・
惠
・
禅
・
智
竪
合
如
二
五
峰
一
。
是
名
二
羯
磨
印
一
云
云
。 
 
 
五
種
相
応
印 
戒
・
方
入
レ
掌
交
禅
・
智
相
鉤
結
。
檀
・
惠
合
如
レ
針
。
忍
・
願
竪
相
捻
進
・
力
各
偃
竪
。
是
名
二
寂
災
印
一
。
進
・
力
捻
二
忍
・
願
一
四
指
頭
普
齊
。
是
名
二
増
益
印
一
。
進
・
力
如
二
蓮
葉
一
。
印
名
二
敬
愛
印
一
。
進
・
力
捻
二
忍
・
願
上
節
一
蹙
二
三
角
一
。
是
名
二
降
伏
印
一
。
進
・
力
屈
如
レ
鉤
。
随
レ
誦
而
招
召
。
是
名
二
鉤
召
印
一
。 
 
 
 
已
上
五
種
印
同
用
二
一
字
心
明
前
一
復
加
二
句
之
一
。 
一
切
処
瑜
伽
四
攝
法
品
第
六 
 
 
私
云
。
此
品
、
愛
染
王
為
二
本
尊
一
。
前
後
諸
品
成
二
就
四
攝
行
四
攝
法
一
。 
 
 
真
言
曰
。 
 
 
唵
嚩
日
羅
沙
怛
嚩
弱
吽
鑁
穀
２９ 
 
こ
こ
で
は
、『
瑜
祇
経
』「
一
切
如
来
金
剛
最
勝
王
義
利
堅
固
染
愛
王
心
品
第
二
」
か
ら
「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
」
ま
で
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
に
該
当
す
る
文
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
の
中
に
こ
れ
ら
の
諸
品
に
相
当
す
る
箇
所
が
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
は
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
の
欠
損
し
た
部
分
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。 
 
ま
た
、『
瑜
祇
経
西
決
』
は
、『
瑜
祇
経
』
所
説
の
印
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
書
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
印
の
説
明
箇
所
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。 
 
 
阿一
闍
梨
行
位
印 
二
空
ヲ
火
端
ニ
付
レ
之
。 
薩二
埵
菩
提
心
印 
内
縛
、
空
・
風
如
二
弾
指
一
如
二
無
所
不
至
ノ
一 
又
風
端
上
節
屈
付
ニ
説
有
レ
之
。 
四三
種
鉤
印 
如
二
金
剛
界
羯
磨
会
四
攝
一 
壊四
二
乗
心
印 
不
動
刀
印
、
以
レ
空
捻
二
地
・
水
甲
一
火
・
風
舒
テ
端
小
垂
ヨ
。
左
手
拳
ニ
シ
テ
置
レ
腰
。 
大五
勝
心
相
応
印 
如
レ
文
五
古
印
也
。
伝
授
時
内
縛
又
説
二
外
縛
一
。
…
…
３０ 
 
一
方
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
の
中
に
も
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
同
様
に
印
の
説
明
箇
所
に
番
号
が
付
さ
れ
た
文
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
 
仏
二
十
八
眼
印
如
文 
云
云 
 
 
 
成
二
十
九
金
剛
薩
埵
身
印
如
文 
五
古
印
外 
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胎
三
十
一
蔵
八
字
印
如
文 
但
釈
迦
鉢
印
者
、
定
印
ノ
二
空
少
立
テ
不
レ
付
二
二
風
一
。
結
レ
之
心
左
右
ニ
旋
舞
セ
ヨ
。
次
虚
合
テ
当
レ
心
。 
 
 
 
五
三
十
二
大
虚
空
蔵
印 
 
 
 
 
法
界
虚
空
蔵
印 
二
手
外
縛
、
二
小
二
中
二
大
相
合
立
。 
 
 
 
 
金
剛
虚
空
蔵
印 
准
二
前
印
一
。
二
頭
指
ヲ
改
テ
二
中
指
背
ニ
当
テ
不
二
相
付
一
。
如
二
五
古
印
一
。 
 
 
 
 
宝
光
虚
空
蔵
印 
准
二
前
印
一
。
二
頭
如
二
宝
形
一
。 
 
 
 
 
蓮
花
虚
空
蔵
印 
准
二
前
印
一
。
二
頭
指
如
二
蓮
葉
一
云
云
。 
 
 
 
 
業
用
虚
空
蔵
印 
准
二
前
印
一
。
二
頭
二
無
明
牙
相
叉
如
二
十
字
一
云
云
。 
 
 
 
金
三
十
三
剛
吉
祥
成
就
一
切
明
印 
如
二
口
決
文
一
云
云
。 
 
 
 
破
三
十
四
諸
宿
曜
印 
内
縛
。
以
二
二
大
指
一
付
二
二
頭
指
ニ
一
。
如
二
無
所
不
至
印
一
。
但
二
大
上
節
云
云
少
屈
立
３１
。 
 
以
上
の
解
析
作
業
か
ら
、
三
書
の
相
互
補
填
性
・
密
接
な
関
連
性
が
う
か
が
え
よ
う
。 
 
次
に
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
に
は
、
書
の
途
中
に
「
壊
二
乗
心
印
事
」
と
し
て
、
切
紙
様
の
書
面
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
全
文
を
以
下
に
示
す
。 
 
 
 
壊
二
乗
心
印
事 
 
 
仏
頂
師
説
。
以
二
右
手
刀
印
ヲ
一
指
レ
下
ヲ 
文
。 
 
 
静
師
之
疏
文
釈
ス
ル
ニ
二
此
印
ヲ
一
文
殊
印
也
文
。 
件
惠
刀
ヲ
モ
テ
切キル
二
在
纒
真
如
ノ
大
日
ノ
右
臂
ヲ
一
文
。 
 
 
今
此
印
指
ハ
レ
下
ヲ
此
意
歟
。
其
故
ハ
纒
ヲ
ハ
譬
レ
地
二
故
也
。 
 
 
東
寺
ニ
ハ
左
手
思
テ
レ
持
ト
二
蓮
花
ヲ
一
以
二
右
手
ノ
刀
ヲ
一
切
二
蓮
花
茎
ヲ
一
思
也
文
。 
蓮
花
、
自
二
泥
水
一
生
、
此
ヲ
切
放
ツ
相
歟
云
云
。 
 
 
 
已
上
師
、
奉
二
面
授
一
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
快
―
記
也 
 
 
 
 
建
暦
元
年
四
月
六
日
奉
二
立
印
一
了
。
即
賜
二
此
御
本
一
翌
日 
 
 
 
 
書
写
了
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全
宗
３２ 
 
仏
頂
師
（
行
嚴
か
）
が
右
手
刀
印
の
指
を
下
に
す
る
と
伝
え
て
、
静
師
（
静
然
か
）
の
疏
の
文
に
は
「
壊
二
乗
心
」
の
印
相
は
文
殊
印
で
あ
る
と
し
、（
安
然
撰
『
瑜
祇
経
疏
』
に
は
）
文
殊
の
慧
剣
で
も
っ
て
在
纒
真
如
の
大
日
の
右
臂
を
切
る
と
あ
る
。
刀
を
下
に
向
け
る
と
い
う
の
は
纒
垢
を
地
に
譬
え
て
、
そ
の
地
を
切
る
意
味
が
あ
る
と
述
べ
、
続
け
て
東
寺
の
伝
（
典
拠
不
明
）
に
つ
い
て
著
し
て
い
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
壊
二
乗
心
と
は
、『
瑜
祇
経
』「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
」
に
説
か
れ
る
印
呪
で
、
そ
の
要
を
示
せ
ば
、
金
剛
手
菩
薩
が
、「
一
切
処
無
不
相
応
真
言
」
を
呪
し
、
四
攝
行
の
想
（
慈
悲
喜
捨
の
四
無
量
心
）
を
起
こ
し
、
四
種
鉤
を
結
び
、
一
切
の
有
情
に
利
益
と
安
楽
を
与
え
る
四
攝
の
行
法
を
説
く
、
そ
し
て
一
切
時
に
お
い
て
「
壊
二
乗
心
」
を
起
こ
し
、「
壊
二
乗
心
真
言
」
を
誦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
徳
増
長
、
如
来
加
護
等
の
利
益
を
得
、
現
世
に
お
い
て
大
金
剛
位
処
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
る
品
で
あ
る
３３
。
こ
の
壊
二
乗
心
は
、
経
中
に
真
言
や
そ
の
意
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
印
相
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
台
密
に
お
い
て
様
々
な
解
釈
が
生
じ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
壊
二
乗
心
印
事
」
も
、
そ
の
印
相
の
伝
承
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
の
一
と
考
え
ら
れ
る
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だ
ろ
う
。 
 
「
壊
二
乗
心
印
事
」
は
、「
快
―
」
な
る
僧
が
師
の
面
授
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
は
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
四
月
に
立
印
を
終
え
、
そ
れ
を
記
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
全
宗
が
翌
日
に
書
写
し
た
こ
と
が
本
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
は
、
基
好
が
三
本
を
記
し
た
治
承
年
間
よ
り
も
下
っ
た
時
代
で
あ
り
、
基
好
は
す
で
に
寂
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
が
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
に
書
写
さ
れ
る
ま
で
に
内
包
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
時
に
書
き
足
し
た
の
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 
全
宗
と
は
、『
門
葉
記
』
や
『
阿
娑
縛
抄
』
に
そ
の
名
が
列
ね
ら
れ
て
お
り
、「
岡
崎
法
印
」
と
も
称
さ
れ
る
台
密
僧
で
あ
る
３４
。
ま
た
、
慈
円
の
口
伝
が
記
録
さ
れ
た
『
四
帖
秘
决
』
中
に
も
、「
全
宗
（
阿
）
闍
梨
」
と
あ
り
、
そ
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
３５
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
全
宗
は
青
蓮
院
と
、
特
に
慈
円
と
関
係
の
深
い
人
物
で
あ
る
と
い
え
る
。 
全
宗
の
人
物
像
を
踏
ま
え
て
、「
快
―
」
が
如
何
な
る
人
物
か
考
証
す
る
。
全
宗
や
慈
円
と
同
時
代
の
人
物
で
、
そ
の
名
を
探
索
す
る
と
、『
門
葉
記
』
や
『
阿
娑
縛
抄
』
に
、
全
宗
と
共
に
快
雅
な
る
僧
の
名
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
３６
。
快
雅
は
、
台
密
十
三
流
の
功
徳
流
の
祖
な
る
人
物
で
あ
り
、
功
徳
流
と
は
三
昧
流
の
祖
良
祐
よ
り
伝
え
ら
れ
た
派
で
あ
り
、三
昧
流
は
青
蓮
院
の
本
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。つ
ま
り
、
こ
の
面
授
は
三
昧
流
に
関
連
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
に
示
す
谷
流
の
皇
慶
口
説
・
長
宴
（
一
〇
一
六
―
一
〇
八
一
）
記
『
四
十
帖
決
』
寛
徳
三
年
（
一
〇
四
六
）
四
月
浄
住
説
「
 
経
五
」
に
確
認
さ
れ
る
。 
 
 
又
、
壊
二
乗
真
言
如
文
。
即
、
文
殊
印
明
也
。
其
印
、
一
院
文
殊
剣
印
、
外
縛
二
火
屈
二
上
節
一
是
山
門
所
伝
也
。 
東
寺
伝
云
。
左
手
、
作
レ
拳
当
二
胸
前
一
、
想
三
右左カ
手
持
二
一
茎
蓮
花
一
。
右
手
、
作
二
刀
印
一
。
謂
、
左
火
・
風
並
申
、
以
レ
空
押
二
地
・
水
甲
一
也
。
以
二
此
刀
印
一
右
腕
其
上
、
覆
レ
之
右
引
遣
、
即
想
二
蓮
茎
打
截
一
云
云
３７
。 
前
半
は
い
わ
ゆ
る
五
字
文
殊
の
剣
印
で
あ
る
と
し
、
後
半
は
東
寺
の
伝
に
云
く
と
し
て
、
右
手
を
刀
印
に
し
、
左
手
に
蓮
華
を
持
つ
と
観
想
し
そ
れ
を
打
ち
切
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
壊
二
乗
心
印
事
」
は
谷
流
の
意
を
汲
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
瑜
祇
経
西
決
』
に
は
、「
壊四
二
乗
心
印 
不
動
刀
印
、
以
レ
空
捻
二
地
・
水
甲
一
火
・
風
舒
端
小
垂
。
左
手
、
拳
置
レ
腰
３８
。」
と
、「
壊
二
乗
心
印
事
」
に
み
え
る
仏
頂
師
に
よ
る
伝
承
と
同
趣
意
の
内
容
が
示
さ
れ
、
こ
の
仏
頂
師
に
よ
る
伝
承
と
基
好
と
の
関
連
性
も
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
面
授
の
記
が
何
故
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
か
興
味
深
い
。 
  
第
五
節 
結
言 
  
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』・『
崎
祇
舎
私
記
』
合
綴
本
、
並
び
に
『
瑜
祇
経
西
決
』
は
、
共
に
長
寿
房
薬
仁
の
記
で
あ
り
、
そ
の
書
本
を
基
好
・
栄
西
が
書
写
し
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
に
基
好
の
書
本
と
さ
れ
る
も
の
を
書
写
し
た
も
の
が
現
存
の
三
本
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
全
文
を
整
理
・
解
析
し
、
本
論
文
に
資
料
と
し
て
提
示
し
た
。 
 
『
瑜
祇
経
西
決
』
に
記
さ
れ
た
奥
書
に
よ
る
と
、
基
好
は
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
の
伯
耆
の
国
の
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
大
山
の
聖
教
類
と
共
に
自
ら
書
写
し
た
本
も
多
く
消
失
し
た
が
、
そ
の
後
多
武
峰
に
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て
、
再
び
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
こ
れ
ら
三
本
は
そ
れ
ぞ
れ
に
欠
損
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
り
、
奥
書
も
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
く
、
乱
雑
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
本
に
記
さ
れ
た
文
を
一
同
に
集
め
展
開
し
整
合
性
を
図
る
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
パ
ズ
ル
を
解
く
が
如
く
散
見
さ
れ
る
内
容
を
結
び
付
け
補
填
し
あ
う
こ
と
で
、
幾
分
か
を
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
今
回
は
こ
れ
ら
三
本
の
密
接
な
相
互
関
連
性
が
理
解
さ
れ
た
。 
 
《
註
》 
１
『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
六
頁
上
。 
２
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）
四
五
二
頁
。 
３
山
本
信
吉
『
古
典
籍
が
語
る
―
書
物
の
文
化
史
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
四
）
一
七
六
頁
。 
４
水
上
文
義
『
日
本
天
台
教
学
論
―
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
―
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
七
）
六
四
頁
で
は
、『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
の
三
書
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
内
容
に
つ
い
て
未
検
討
で
あ
る
。 
５
三
本
の
奥
書
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
岡
野
浩
二
「
平
安
末
期
に
お
け
る
天
台
僧
の
修
行
巡
礼
―
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
に
み
え
る
備
前
・
因
幡
・
伯
耆
―
」（『
倉
敷
の
歴
史
』
十
九
、
二
〇
〇
九
）、
水
上
文
義
『
日
本
天
台
教
学
論 
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
七
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
６
・
天
仁
二
年
六
月
二
十
三
日
、
因
幡
州
高
庭
浦
上
清
冷
院
に
於
い
て
之
を
記
す
。
比
丘
薬
仁
。 
・
書
き
本
に
云
く
。
安
元
三
年
丁
酉
七
月
二
十
七
日
、
鎮
西
肥
前
州
今
津
誓
願
寺
に
於
い
て
、
如
如
房
の
弟
子
玄
語
の
房
本
伝
領
の
人
（
本
）、
花
蔵
房
の
本
を
以
て
書
き
本
と
為
す
云
云
。 
・
治
承
四
年
庚
子
十
一
月
三
日
、
備
前
州
日
応
山
瑜
伽
寺
に
於
い
て
、
件
の
鎮
西
の
本
を
以
て
不
意
の
外
書
き
了
ぬ
。
或
る
修
行
者
の
持
本
な
り
云
云
。 
基
好 
・
嘉
暦
三
年
三
月
二
日
、
伯
州
基
好
の
自
筆
の
本
を
以
て
書
き
了
ぬ
。
件
の
正
本
は
、
岡
崎
に
在
る
の
み
。（
青
蓮
院
吉
水
蔵
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
７
『
天
全
』
二
一
・
二
〇
二
頁
上
。 
８
『
大
正
』
七
九
・
七
一
頁
下
。 
９
『
密
教
大
辞
典
（
全
・
縮
刷
版
）』（
法
蔵
館
、
一
九
三
一
）
付
録
三
一
頁
。 
１０
有
る
人
云
く
。
本
書
は
、
祖
山
長
寿
房
薬
仁
、
谷
の
合
行
記
に
依
て
之
を
撰
ず
。
…
…
（『
伝
全
』
四
・
六
三
二
頁
。） 
１１
覚
千
の
『
自
在
金
剛
集
』
所
収
「
密
林
目
録
」
に
み
え
る
「
合
灌
記
」
の
識
語
に
、「
長
意
（
マ
マ
）
房
薬
仁
記 
山
家
灌
頂
私
記
也
。
古
鈔
に
云
く
。
山
家
大
師
の
記
に
し
て
長
意
（
マ
マ
）
房
の
記
に
非
ず
。
長
意
（
マ
マ
）
房
の
記
と
は
、
谷
合
行
記
也
と
云
え
り
。
伝
法
要
決
に
は
、
薬
仁
意
楽
に
任
せ
て
谷
の
合
記
に
依
て
作
る
、
と
。
合
灌
頂
記
は
、
基
好
・
栄
西
等
の
流
、
之
を
用
ふ
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
薬
仁
の
合
記
は
別
に
あ
る
か
。
恐
ら
く
は
、
今
山
灌
私
記
は
、
薬
仁
の
記
を
略
す
る
か
。
若
し
爾
ら
ば
、
山
家
の
私
記
は
失
亡
の
薬
仁
の
記
を
以
て
、
山
灌
を
行
ず
る
に
似
た
れ
ど
も
、
薬
仁
の
記
も
谷
の
合
記
に
よ
っ
て
山
灌
の
次
第
を
記
す
る
な
る
べ
し
」（『
仏
全
』
三
四
・
三
三
八
頁
下
～
三
三
九
頁
上
。）
と
あ
り
、『
合
壇
灌
頂
記
』
の
奥
書
に
関
す
る
知
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
合
壇
灌
頂
記
』
が
、
基
好
・
栄
西
の
流
、
即
ち
葉
上
流
を
用
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
栄
西
が
谷
阿
闍
梨
皇
慶
に
対
し
て
深
い
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
て
も
、
検
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。 
１２
多
賀
宗
隼
『
栄
西
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
）
四
五
～
四
六
頁
。 
１３
多
賀
宗
隼
『
栄
西
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
）
二
〇
頁
・
二
八
一
頁
、
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
）
四
七
〇
頁
、
同
『
日
本
天
台
教
学
論 
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
七
）
六
二
頁
、
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岡
野
浩
二
「
平
安
末
期
に
お
け
る
天
台
僧
の
修
行
巡
礼
―
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
に
み
え
る
備
前
・
因
幡
・
伯
耆
―
」
（『
倉
敷
の
歴
史
』
十
九
、
二
〇
〇
九
） 
１４
多
賀
宗
隼
『
栄
西
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
）
三
一
頁
。 
１５
水
上
文
義
『
日
本
天
台
教
学
論 
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
七
）
六
五
頁
。 
１６
・
承
徳
二
年
壬
九
月
七
日
、
丁
寧
な
る
請
に
背
き
難
き
に
依
て
、
備
前
州
児
嶋
諸
興
寺
に
於
い
て
、
延
暦
寺
比
丘
薬
仁
之
を
記
す
。
願
わ
く
ば
、
此
の
良
縁
を
以
て
、
来
た
る
浮
生
を
為
す
こ
と
を
期
せ
ん
。 
 
 
・
治
承
四
年
庚
子
四
月
下
旬
、
五
条
櫛
ケ
に
於
い
て
書
き
了
ぬ
。 
 
 
・
書
き
本
は
、
白
川
金
剛
勝
院
の
僧
三
位
闍
梨
圓
長
の
本
な
り
。
但
、
去
る
長
寬
年
中
に
、
彼
の
闍
梨
は
、
修
行
巡
礼
の
為
に
伯
の
大
山
に
参
ぜ
し
む
。
基
好
の
草
室
に
数
月
同
宿
し
、
其
の
間
に
真
言
書
等
を
少
少
書
写
せ
ら
れ
了
ぬ
。
其
の
内
の
書
な
り
。
基
好
が
其
の
時
書
き
本
は
、
治
承
己
亥
四
月
中
に
、
伯
耆
の
在
庁
元
安
の
為
す
、
大
山
騒
動
の
時
に
、
顕
密
聖
教
等
尽
数
は
、
軍
兵
の
為
に
取
ら
れ
了
ぬ
。
其
の
内
の
此
く
の
如
き
書
籍
等
失
い
了
ぬ
。
仍
て
重
ね
て
尋
ぬ
る
所
の
書
な
り
。
基
好
が
書
き
本
は
、
先
年
修
行
の
時
に
、
多
武
峰
に
於
い
て
、
慶
深
嚴
浄
房
の
本
を
以
て
書
き
了
ぬ
。
修
行
の
趣
此
く
の
如
し
云
云
。 
 
 
・
嘉
暦
三
年
三
月
三
日
、
伯
州
基
好
の
自
筆
の
本
岡
崎
に
在
り
を
以
て
書
写
し
了
ぬ
。（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
１７
岡
野
浩
二
「
平
安
末
期
に
お
け
る
天
台
僧
の
修
行
巡
礼
―
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
に
み
え
る
備
前
・
因
幡
・
伯
耆
―
」
（『
倉
敷
の
歴
史
』
十
九
、
二
〇
〇
九
）。 
１８
円
長
の
名
を
確
認
で
き
る
書
物
と
し
て
は
、『
慈
鎮
和
尚
伝
別
伝
』（『
續
天
全
』、
史
伝
２
・
四
〇
七
頁
中
）、『
四
帖
秘
决
』（『
續
天
全
』、
密
教
３
・
四
一
〇
頁
中
、
四
一
三
頁
上
、
四
一
八
頁
中
）、『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
本
、
伴
僧
真
言
」（『
大
正
』
図
九
・
三
八
頁
下
）「
熾
盛
光
法
末
、
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）」（『
大
正
』
図
九
・
四
八
頁
下
、
四
九
頁
上
）、「
五
壇
法
日
記
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）」（『
大
正
』
図
九
・
三
四
七
頁
下
）、「
冥
道
供
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）」（『
大
正
』
図
九
・
五
四
七
頁
上
）、「
伝
法
灌
頂
日
記
下
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）」（『
大
正
』
図
九
・
八
四
六
頁
下
）、「
伝
法
灌
頂
日
記
下
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）」（『
大
正
』
図
九
・
八
四
七
頁
上
中
）、「
伝
法
灌
頂
日
記
下
、
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）」（『
大
正
』
図
九
・
八
五
〇
頁
上
）、「
許
可
略
作
法
、
私
云
注
記
」（『
大
正
』
図
九
・
八
五
四
頁
中
）、「
如
法
普
賢
延
命
法
日
記
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
」
記
」（『
大
正
』
図
九
・
八
七
七
頁
下
）、「
安
鎮
法
日
記
集
丁
、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）」（『
大
正
』
図
九
・
九
一
六
頁
中
、
九
二
二
頁
上
・
下
）、『
門
葉
記
』「
熾
盛
光
法
二
、
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
一
九
頁
中
）、「
普
賢
延
命
法
二
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
六
三
八
頁
上
）、「
安
鎮
法
三
、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
七
一
〇
頁
上
・
下
、
七
一
五
頁
中
）、「
五
壇
法
四
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
七
七
七
頁
上
）、「
仏
眼
法
一
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
七
八
〇
頁
上
）、「
勤
行
八
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）」（『
大
正
』
図
十
二
・
五
九
頁
下
）、「
勤
行
八
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）」（『
大
正
』
図
十
二
・
六
〇
頁
下
）、「
灌
頂
五
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）」（『
大
正
』
図
十
二
・
二
一
一
頁
下
）、「
雑
決
補
九
」（『
大
正
』
図
十
二
・
四
一
七
頁
下
）、「
勤
行
補
六
（
五
壇
法
、
烏
瑟
沙
摩
法
、
聖
天
）」（『
大
正
』
図
十
二
・
五
七
九
頁
上
下
、
五
八
〇
頁
上
）、「
山
務
一
」（『
大
正
』
図
十
二
・
五
九
五
頁
下
、
五
九
六
頁
中
、
五
九
七
頁
上
、
五
九
八
頁
中
、
五
九
八
頁
下
、
五
九
九
頁
中
、
六
〇
〇
頁
上
中
、
六
三
四
頁
上
）、「
山
務
補
五
」（『
大
正
』
図
十
二
・
六
六
九
頁
上
下
、
六
七
〇
頁
中
、
六
七
一
頁
上
中
下
、
六
七
三
頁
上
）、『
日
吉
権
現
知
新
記
』（『
天
全
』
十
二
・
一
四
一
頁
上
）、『
華
頂
要
略
』（『
仏
全
』
一
二
八
・
二
一
頁
上
、
二
五
頁
上
）『
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』（
一
一
二
頁
、
一
三
四
頁
、
一
六
六
頁
、
一
七
三
頁
、
二
二
九
頁
、
二
八
八
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、『
門
葉
記
』「
五
壇
法
四
」
に
は
、「
蓮
実
房
僧
正
。
三
品
（
藤
原
）
長
輔
子
。
相
実
法
印
弟
子
。（『
大
正
』
図
十
一
・
七
七
七
頁
上
）
と
円
長
の
素
性
に
関
す
る
端
的
な
記
述
が
あ
る
。
円
長
に
つ
い
て
は
、
岡
野
浩
二
「
平
安
末
期
に
お
け
る
天
台
僧
の
修
行
巡
礼
―
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
に
み
え
る
備
前
・
因
幡
・
伯
耆
―
」（『
倉
敷
の
歴
史
』
十
九
、
二
〇
〇
九
）
に
詳
し
い
。 
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慶
深
の
名
が
確
認
で
き
る
書
物
は
、『
慈
鎮
和
尚
年
次
記
』（『
續
天
全
』、
史
伝
２
・
四
〇
〇
頁
上
）、『
慈
鎮
和
尚
伝
別
伝
』
（『
續
天
全
』、
史
伝
２
・
四
〇
四
頁
下
）、『
阿
娑
縛
抄
』（『
大
正
』
図
八
・
八
三
六
頁
下
）、『
門
葉
記
』「
法
華
法
日
記
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）」（『
大
正
』
図
九
・
一
二
二
頁
中
、
一
二
四
頁
上
下
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
二
頁
中
）、「
五
壇
法
二
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
七
六
三
頁
下
）、
「
如
法
経
四
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
一
〇
六
三
頁
中
）、「
入
出
家
受
戒
記
一
、
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）」（『
大
正
』
図
十
二
・
六
七
頁
下
）、「
門
主
行
状
一
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）」（『
大
正
』
図
十
二
・
二
四
三
頁
下
）、「
山
務
一
、
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）」（『
大
正
』
図
十
二
・
五
九
四
頁
下
、
五
九
六
頁
中
）、「
山
務
補
五
」（『
大
正
』
図
十
二
・
六
六
九
頁
下
）、『
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』（
一
四
〇
頁
、
一
五
八
頁
）
が
あ
る
。
な
お
、『
一
心
三
観
行
法
抄
』（『
續
天
全
』、
口
決
１
）
の
撰
者
の
名
も
同
じ
慶
深
で
あ
る
が
、
別
人
で
あ
る
。 
１９
『
伯
耆
国
大
山
寺
縁
起
』（『
続
群
書
類
従
』
二
八
上
、
釈
家
部
・
一
九
七
～
二
一
六
頁
。）、
久
野
修
義
『
重
源
と
栄
西
』
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
参
照
。 
２０
虚
空
蔵
菩
薩
明
曰 
弱
入 
宝
菩
薩
印
を
用
い
る
也 
 
 
 
金
剛
光
菩
薩
明
曰 
吽 
光
菩
薩
印
也 
 
 
 
虚
空
旗
菩
薩
明
曰 
鑁 
幢
菩
薩
印 
 
 
 
虚
空
笑
菩
薩
明
曰 
穀 
笑
菩
薩
印 
 
 
 
已
上
、
一
切
有
情
を
鉤
召
し
て
法
界
に
入
れ
し
め
、
索
を
以
て
金
剛
場
に
引
至
し
、
鎖
を
以
て
諸
の
蔵
識
を
竪
て
、
鈴
を
以
て
彼
の
性
を
適
悦
し
て
、
快
楽
と
な
ら
し
め
ん
が
為
の
故
な
り
。 
 
 
 
嘉
暦
三
年
三
月
三
日
、
岡
崎
本
を
以
て
書
写
し
了
ぬ
。 
交
了 
 
 
 
右
三
帖
の
師
の
本
は
各
別
な
り
。
一
帖
に
復
さ
し
む
の
み
。（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
２１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
四
頁
中
下
参
照
。 
２２
岡
野
浩
二
「
平
安
末
期
に
お
け
る
天
台
僧
の
修
行
巡
礼
―
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
に
み
え
る
備
前
・
因
幡
・
伯
耆
―
」
（『
倉
敷
の
歴
史
』
十
九
、
二
〇
〇
九
）
で
は
、『
瑜
祇
経
西
決
』
の
二
つ
目
・
三
つ
目
の
奥
書
の
年
代
が
逆
転
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 
２３
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
八
六
頁
。
な
お
、「
師
伝
」
は
、『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
て
、
小
田
慈
舟
氏
は
、『
大
正
蔵
』
底
本
で
あ
る
高
山
寺
蔵
写
本
に
は
、
師
と
は
無
動
寺
相
応
と
あ
る
が
、
宗
叡
又
は
神
日
（
八
六
〇
―
九
一
六
）
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
三
﨑
良
周
博
士
（『
台
密
の
理
論
と
実
践
』（
創
文
社
、
一
九
九
四
）
一
〇
四
頁
）
は
、
確
証
は
な
い
と
し
て
お
り
、
定
ま
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 
２４
序
品 
大
日
を
以
て
本
尊
と
為
す
。
三
十
七
尊
は
元
自
り
本
初
普
現
に
て
成
ず
る
所
の
行
法
な
り
。 
 
 
金
剛
手
菩
薩
明
曰 
吽 
用
﹅ （金
﹅
界
カ
）
羯
磨
会
薩
菩
薩
印
■ 
 
 
 
金
剛
王
菩
薩
明
曰 
怛
洛
二
合 
用
王
菩
薩
印 
 
 
 
金
剛
染
菩
薩
明
曰 
纈
哩
二
合 
用
愛
菩
薩
印 
 
 
 
金
剛
称
菩
薩
明
曰 
悪
入 
用
喜
菩
薩
印 
 
 
已
上
、
四
菩
薩
は
、
一
切
有
情
の
本
性
を
動
か
し
、
諸
仏
の
妙
法
を
染
愛
せ
し
め
て
、
本
有
の
法
身
を
成
就
せ
ん
こ
と
の
為
の
故
な
り
。（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
２５
一
切
如
来
大
勝
金
剛
心
瑜
伽
成
就
品
第
七 
 
 
私
に
云
く
。
此
の
品
は
、
愛
染
王
を
本
尊
と
為
す
。
金
剛
薩
埵
五
部
通
成
就
法
を
明
か
す
な
り
。 
 
 
一
字
大
勝
心
相
応
真
言
に
曰
く
。 
 
 
 
吽
悉
底 
印
五
古
印 
外
縛 
 
 
私
に
云
く
。
今
上
の
金
剛
部
明
は
妄
論
な
り
。
所
謂
○
吽
鑁
怛
洛
紇
哩
悪
瑟
底
云
云
。
委
し
く
問
う
べ
し
。 
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一
切
如
来
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
実
三
昧
耶
品
第
八 
 
 
私
に
云
く
。
此
の
品
は
、
大
日
を
本
尊
と
為
す
。
五
部
通
成
就
法
を
明
か
す
な
り
。 
 
 
形
像 
復
た
身
手
を
現
ず
る
に
十
二
臂
を
具
え
、
智
拳
・
五
峰
金
剛
・
蓮
花
・
摩
抳
・
羯
磨
・
鉤
・
索
・
鎖
・
鈴
・
智
剣
・
法
輪
・
十
二
大
印
を
持
す
。
千
葉
の
大
白
蓮
花
に
住
す
。
身
の
色
は
、
日
の
如
し
。
五
髻
光
明
あ
り
。
其
の
光
は
、
主
無
く
し
て
十
方
に
遍
ず
。
面
門
微
咲
す
云
云
。 
 
 
大
勝
金
剛
頂
大
三
昧
耶
真
言
に
曰
く
。 
 
 
 
唵
摩
賀
縛
日
羅
瑟
抳
灑
吽
怛
洛
纈
利
悪
入
吽 
 
 
 
印
相 
内
に
竪
て
十
度
縛
せ
。
忍
・
願
屈
し
て
頂
の
如
し
。
是
れ
根
本
心
と
名
づ
く
。 
最
勝
尊
を
成
就
す
。
金
剛
頂
明
に
曰
く
。
羯
磨
会
薩
菩
薩
印
を
用
い
よ 
 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
薩
怛
縛
矩
捨
吽 
 
 
 
 
 
金
剛
手
を
成
就
す
。
最
勝
摩
尼
に
曰
く
。
羯
磨
会
宝
菩
薩
印
を
用
い
よ 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
羅
怛
曩
矩
捨
怛
洛 
 
 
 
 
 
金
剛
手
を
成
就
す
。
蓮
花
最
勝
心
。
羯
磨
会
法
菩
薩
印
を
用
い
よ 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
達
磨
矩
捨
纈
利 
 
 
 
 
 
金
剛
手
を
成
就
す
。
巧
業
最
勝
心
。
羯
磨
会
業
菩
薩
印
を
用
い
よ 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
羯
磨
矩
捨
悪
入 
 
 
 
 
 
金
剛
鉤
を
成
就
す
。
最
勝
者
能
鉤
。
羯
磨
会
鉤
菩
薩
印
を
用
い
よ 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
娑
怛
挽
矩
捨
弱 
 
 
 
 
 
金
剛
索
を
成
就
す
。
最
勝
者
能
引
。
羯
磨
会
索
菩
薩
印
を
用
い
よ 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
羅
怛
曩
播
捨
吽 
 
 
 
 
 
金
剛
鎖
を
成
就
す
。
最
勝
者
能
縛
。
羯
磨
会
鎖
菩
薩
印
を
用
い
よ 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
跛
納
麼
塞
怖
咤
鑁 
 
 
 
 
 
金
剛
鈴
を
成
就
す
。
最
勝
者
令
喜
。
羯
磨
会
鈴
菩
薩
印
を
用
い
よ 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
羯
磨
健
咤
穀 
 
 
 
 
 
 
八
大
明
を
持
す
る
に
由
て
、
能
く
百
千
事
を
成
ず
。（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
２６
一
切
如
来
内
護
摩
金
剛
軌
儀
品
第
十 
私
に
云
く
。
此
の
品
は
、
応
に
三
十
七
尊
内
護
摩
火
法
を
明
か
す
べ
し
。
普
渉
説
品
之
を
用
い
る
べ
し
。
本
来
支
分
等
は
、
瑜
伽
護
摩
軌
に
准
ず
る
べ
し
。
若
し
は
、
五
種
護
摩
を
用
い
る
所
は
之
を
知
る
べ
し
。
一
尊
一
行
又
准
知
す
る
の
み
。
…
…
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
２７
瑜
祇
都
法
次
第
凡
そ
此
れ
瑜
祇
と
は
惣
じ
て
十
二
品
有
り
。
開
く
に
十
四
法
を
為
し
或
い
は
二
生
法
に
分
け
る
。
三
部
樞
楗
五
智
心
府
三
部
五
部
心
観
を
速
や
か
に
成
ず
。
夫
れ
開
十
四
法
と
は
、
一
に
は
序
品
大
日
を
以
て
尊
と
為
す
。
三
十
七
尊
同
じ
く
悉
地
を
成
ず
二
に
は
染
愛
王
品
染
愛
王
を
本
尊
と
為
す
。
三
十
七
尊
同
じ
く
悉
地
を
成
ず
三
に
は
大
阿
闍
梨
位
品
大
日
を
本
尊
と
為
す
。
五
部
三
十
七
、
三
部
十
三
会
皆
成
就
す
四
に
は
冒
地
品
金
剛
薩
埵
を
本
尊
と
為
す
。
五
部
三
十
七
尊
三
部
十
三
会
一
切
の
悉
地
皆
成
就
す
五
に
は
愛
染
品
愛
染
王
を
本
尊
と
為
す
。
五
部
通
成
就
法
な
り
六
に
は
四
攝
行
品
愛
染
王
を
本
尊
と
為
す
。
応
に
前
後
諸
品
、
四
攝
行
を
成
就
す
べ
し
七
に
は
瑜
伽
成
就
品
愛
染
王
を
本
尊
と
為
す
。
五
部
通
成
就
悉
地
な
り
八
に
は
大
勝
金
剛
品
大
日
を
本
尊
と
為
す
。
十
二
臂
な
り
。
是
れ
惣
じ
て
蘇
悉
地
法
に
攝
す
る
九
に
は
大
成
就
品
。
分
か
ち
て
三
法
と
為
す
。
仏
眼
法
・
八
字
・
五
大
虚
空
蔵
法
な
り
。
或
い
は
通
じ
て
一
法
と
為
す
。
今
開
き
て
三
法
と
為
し
て
是
れ
十
四
法
な
り
。
初
め
は
仏
眼
法
仏
眼
を
本
尊
と
為
す
。
五
部
三
部
悉
地
な
り
十
に
は
次
の
大
悲
胎
蔵
八
字
法
大
日
を
本
尊
と
為
す
。
大
悲
胎
蔵
中
一
切
法
、
一
時
に
頓
証
す
十
一
に
は
後
の
五
大
虚
空
蔵
法
虚
空
蔵
を
本
尊
と
為
す
。
一
印
十
三
・
四
印
十
七
・
五
印
三
十
七
尊
皆
成
就
す
る
富
貴
虚
空
蔵
法
な
り
十
二
に
は
三
十
七
尊
内
護
摩
法
。
十
三
に
は
金
剛
薩
埵
内
作
業
灌
頂
品
。
此
の
品
中
に
八
法
に
分
か
つ
と
雖
も
、
金
剛
薩
埵
内
作
灌
頂
・
内
護
摩
と
同
じ
な
り
。
支
分
等
を
成
ず
る
所
を
明
か
す
。
仍
て
之
を
分
け
る
べ
か
ら
ず
。
意
業
に
任
せ
る
の
み
。
十
四
に
は
降
伏
一
切
魔
怨
品
金
剛
薬
叉
を
本
尊
と
為
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す
。
三
十
七
尊
薬
叉
三
摩
地
と
同
じ
な
り
惣
じ
て
一
経
の
終
始
十
二
品
の
一
一
の
法
は
、
別
壇
の
行
な
り
。
一
品
二
品
三
四
五
六
は
合
行
な
り
。
委
細
は
之
を
学
び
て
尋
ね
る
べ
し
。 
暫
く
大
日
を
以
て
本
尊
と
為
す
。
五
部
惣
じ
て
一
経
始
終
を
合
画
す
。
唯
だ
観
心
を
以
て
大
旨
と
為
す
。
通
途
の
行
法
と
同
じ
か
ら
ず
。
通
途
の
行
法
を
為
す
に
、
自
ら
誦
持
を
為
し
て
披
露
す
べ
か
ら
ず
。 
先
、
道
場
を
荘
嚴
し
尊
像
等
を
安
置
す
之
を
問
う
べ
し
。 
 
 
 
次
、
加
持
香
水
灑
浄
身
上
等
弁
事
明
印
。
之
を
尋
ぬ
る
べ
し
。 
 
 
次
、
浄
地
。
…
…
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
２８
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九 
 
 
私
に
云
く
。
此
品
に
三
大
法
有
り
。
一
に
は
仏
眼
。
二
に
は
大
悲
胎
蔵
八
字
法
。
三
に
は
五
大
虚
空
蔵
求
富
貴
法
な
り
。
或
る
説
に
、
此
品
は
惣
じ
て
仏
眼
法
を
説
く
な
り
。
二
別
し
て
是
の
仏
眼
加
え
用
う
る
な
り
。
更
に
別
法
に
あ
ら
ず
云
云
。 
 
 
仏
眼
法 
 
 
 
五
部
深
密
皆
悉
く
能
く
一
時
に
成
じ
齊
し
く
証
す
云
云
。 
 
 
 
時
に
金
剛
薩
埵
、
一
切
如
来
の
前
に
対
し
て
忽
然
と
し
て
一
切
の
仏
母
身
を
現
作
し
、
大
白
蓮
に
住
し
て
、
身
は
白
月
の
暉
を
作
し
、
両
目
は
微
咲
な
り
。
二
手
は
臍
に
住
し
て
奢
摩
他
に
入
る
が
如
し
。
一
切
の
支
分
従
り
十
疑
誐
沙
倶
胝
の
仏
を
出
生
す
。
一
一
の
仏
は
皆
礼
を
作
し
て
本
出
す
所
を
敬
う
。
刹
那
の
間
に
於
い
て
、
一
時
に
一
字
心
頂
輪
を
化
作
す
。
皆
輪
印
を
執
り
頂
よ
り
光
明
を
放
ち
、
倨
傲
の
目
を
も
て
視
る
。
大
神
通
を
現
し
て
、
還
り
来
た
っ
て
本
所
出
生
の
一
切
仏
母
を
礼
し
て
敬
い
て
言
く
。
我
が
説
く
所
の
一
切
頂
輪
真
言
は
、
唯
だ
願
く
ば
尊
者
よ
、
一
切
衆
生
に
与
え
て
大
成
就
を
作
し
た
ま
え
。
我
れ
今
唯
だ
願
わ
く
ば
、
尊
者
が
大
吉
祥
を
作
し
、
其
れ
を
し
て
成
就
せ
し
め
た
ま
え
。
爾
の
時
本
所
出
生
の
一
切
の
仏
母
金
剛
吉
祥
、
一
切
の
方
所
を
顧
み
視
て
根
本
明
王
を
説
く
。
二
手
虚
心
合
掌
し
、
二
頭
指
を
屈
し
て
二
中
指
の
上
節
に
附
し
て
眼
笑
形
の
如
く
せ
よ
。
二
空
も
て
各
忍
・
願
の
中
節
又
（
文
カ
）
を
捻
ず
る
こ
と
亦
た
眼
笑
形
の
如
く
せ
よ
。
二
小
指
復
た
微
か
に
開
き
亦
た
眼
笑
形
の
如
く
せ
よ
。
是
を
根
本
大
印
と
名
づ
く
。
若
し
印
を
以
て
目
及
び
眉
を
拭
い
、
兼
ね
て
竪
に
拭
う 
 
 
金
剛
嬉 
喜
菩
薩
印 
 
・
已
下
八
供
養
四
攝
光
焔
明 
唵
嚩
日
羅
二
合
羅
細
阿
擬
儞
二
合
吽
涸 
 
 
金
剛
鬘 
鬘
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
摩
隸
阿
擬
儞
二
合
怛
囉
咤 
 
 
金
剛
歌 
歌
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
隸
帝
阿
擬
儞
二
合
吽
儗 
 
 
金
剛
舞 
舞
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
涅
㗚
二
合
諦
阿
擬
儞
二
合
吽
紇
哩
二
合
咤 
 
 
金
剛
香 
焼
香
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
度
閉
二
合
阿
擬
儞
二
合
吽
悪 
 
 
金
剛
花 
散
花
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
浦
渋
閉
二
合
阿
擬
儞
二
合
吽
唵 
 
 
金
剛
灯 
灯
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
路
計
阿
擬
儞
二
合
吽
儞 
 
 
金
剛
塗 
塗
香
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
獻
弟
阿
擬
儞
二
合
吽
虐 
 
 
金
剛
鉤 
鉤
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
句
捨
阿
擬
儞
二
合
吽
弱 
 
 
金
剛
索 
索
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
播
引
捨
阿
擬
儞
二
合
吽
吽 
 
 
金
剛
鎖 
鎖
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
娑
普
二
合
咤
阿
擬
儞
二
合
吽
鑁 
 
 
金
剛
鈴 
鈴
菩
薩
印 
唵
嚩
日
羅
二
合
阿
吠
捨
二
合
阿
擬
儞
二
合
吽
斛
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
２９
一
切
如
来
金
剛
最
勝
王
義
利
堅
固
染
愛
王
心
品
第
二 
 
私
に
云
く
。
此
の
品
は
、
染
愛
王
を
本
尊
と
為
す
。
三
十
七
尊
同
じ
く
染
愛
三
昧
地
に
入
り
て
一
切
有
情
染
愛
悉
地
を
成
就
す
云
云
。 
 
経
に
曰
く
。
若
し
真
言
行
人
、
経
三
十
万
遍
を
持
さ
ば
、
一
切
真
言
主
及
び
金
剛
界
大
曼
荼
羅
王
皆
悉
く
集
会
す
。
一
時
に
成
就
を
与
え
、
速
や
か
に
大
金
剛
位
乃
至
普
賢
菩
薩
位
を
得
ん
云
云
。 
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染
愛
王
明
に
曰
く
。 
 
 
唵
引
摩
賀
囉
引
誐
嚩
日
路
瑟
抳
灑
嚩
日
羅
薩
怛
嚩
二
合
弱
吽
鑁
穀 
 
印
相
に
曰
く
。
二
手
金
剛
拳
に
し
て
、
内
を
相
叉
し
て
縛
を
為
す
。
直
く
忍
・
願
を
竪
て
針
に
す
。
相
交
わ
り
て
即
ち
染
を
成
ず
。
心
・
額
・
喉
・
頂
に
印
ず
る
云
云
。 
 
 
攝
一
切
如
来
大
阿
闍
梨
位
品
第
三 
 
私
に
云
く
。
此
の
品
は
、
大
日
を
本
尊
と
為
す
。
□
三
十
七
智
惠
も
て
悉
地
を
得
。 
 
大
阿
闍
梨
位
明
に
曰
く
。 
 
唵
嚩
入
日
羅
素
乞
史
摩
摩
賀
引
娑
怛
嚩
吽
吽 
 
印
相 
定
・
惠
手
を
以
て
肘
を
屈
し
て
上
に
向
け
て
合
掌
と
肩
と
齊
し
。
各
戒
・
忍
・
方
・
願
を
屈
し
掌
に
入
れ
る
。
或
い
は
坐
、
或
い
は
立
ち
て
皆
成
就
す
。 
 
金
剛
薩
埵
冒
地
心
品
第
四 
 
私
に
云
く
。
此
の
品
は
、
金
剛
薩
埵
を
本
尊
と
為
す
。
五
部
三
十
七
尊
、
三
部
十
三
会
、
自
覚
本
有
三
十
七
智
悉
地
成
就
す
。
現
生
し
て
諸
仏
に
替
っ
て
有
情
を
救
度
す
る
が
故
に
。
能
く
諸
仏
と
共
に
同
じ
く
行
願
す
る
を
以
て
一
切
法
に
於
い
て
平
等
な
る
薩
埵
な
り
。 
真
言
に
曰
く
。 
 
唵
嚩
日
羅
句
捨
冒
地
止
多
吽 
 
印
相 
二
手
内
を
相
叉
し
て
各
禅
・
智
を
以
て
進
・
力
を
捻
ず
る
云
云
。 
 
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
愛
染
王
品
第
五 
 
私
に
云
く
。
此
れ
は
、
愛
染
王
を
本
尊
と
為
す
。
三
十
七
尊
共
に
愛
染
三
摩
地
に
入
り
、
一
切
如
来
共
成
就
す
。
雑
法
悉
地
及
び
五
種
成
就
法
を
明
か
す
云
云
。 
 
愛
染
王
一
字
心
明
に
曰
く
。 
 
吽
擿
枳
吽
短
弱 
 
印
相 
二
手
金
剛
縛
に
し
、
忍
・
願
を
竪
て
、
相
い
合
し
て
二
風
鉤
形
の
如
し
。
檀
・
惠
・
禅
・
智
を
竪
て
合
す
る
こ
と
五
峰
の
如
し
。
是
れ
を
羯
磨
印
と
名
づ
く
云
云
。 
 
五
種
相
応
印 
戒
・
方
掌
に
入
れ
て
交
え
、
禅
・
智
相
い
鉤
し
て
結
べ
。
檀
・
惠
は
合
し
て
針
の
如
く
せ
よ
。
忍
・
願
を
竪
て
相
い
捻
じ
、
進
・
力
各
偃
せ
竪
て
よ
。
是
れ
を
寂
災
印
と
名
づ
く
。
進
・
力
も
て
忍
・
願
を
捻
じ
、
四
指
の
頭
を
普
べ
齊
し
く
せ
よ
。
是
れ
を
増
益
印
名
づ
く
。
進
・
力
も
て
蓮
葉
の
如
く
せ
よ
。
印
を
ば
敬
愛
印
と
名
づ
く
。
進
・
力
も
て
忍
・
願
の
上
節
を
捻
じ
、
三
角
に
蹙
め
よ
。
是
れ
を
降
伏
印
と
名
づ
く
。
進
・
力
を
屈
し
て
鉤
の
如
く
せ
よ
。
誦
に
随
っ
て
招
召
せ
よ
。
是
れ
を
鉤
召
印
と
名
づ
く
。 
 
 
已
上
、
五
種
印
は
同
じ
く
一
字
心
明
の
前
に
用
い
る
。
復
之
を
加
句
せ
よ
。 
 
 
一
切
処
瑜
伽
四
攝
法
品
第
六 
 
 
私
に
云
く
。
此
の
品
は
、
愛
染
王
を
本
尊
と
為
す
。
前
後
の
諸
品
は
四
攝
行
四
攝
法
を
も
て
成
就
す
。 
 
 
真
言
に
曰
く
。 
 
 
唵
嚩
日
羅
沙
怛
嚩
弱
吽
鑁
穀
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
３０
阿 一
闍
梨
行
位
印 
二
空
を
火
端
に
之
を
付
せ
。 
薩 二
埵
菩
提
心
印 
内
縛
に
し
、
空
・
風
弾
指
の
如
く
し
無
所
不
至
の
如
く
せ
よ 
又
風
端
の
上
節
を
屈
し
付
す
に
説
之
有
り
。 
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四 三
種
鉤
印 
金
剛
界
羯
磨
会
四
攝
の
如
し
。 
壊 四
二
乗
心
印 
不
動
刀
印
に
し
、
空
を
以
て
地
・
水
甲
を
捻
じ
火
・
風
舒
て
端
小
し
く
垂
れ
よ
。
左
手
は
拳
に
し
て
腰
に
置
け
。 
大 五
勝
心
相
応
印 
文
の
如
く
五
古
印
な
り
。
伝
授
の
時
は
内
縛
又
外
縛
を
説
く
…
…
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。）
３１
仏
二
十
八
眼
印
文
の
如
し 
云
云 
 
 
成
二
十
九
金
剛
薩
埵
身
印
文
の
如
し 
五
古
印
外 
 
 
胎
三
十
一
蔵
八
字
印
文
の
如
し 
但
釈
迦
鉢
印
と
は
定
印
の
二
空
少
し
く
立
て
て
二
風
に
付
け
ず
。
之
を
結
び
て
心
左
右
に
旋
舞
せ
よ
。
次
に
虚
合
し
て
心
に
当
て
よ
。 
 
 
五
三
十
二
大
虚
空
蔵
印 
 
 
 
法
界
虚
空
蔵
印 
二
手
外
縛
に
し
、
二
小
・
二
中
・
二
大
相
合
せ
立
て
よ
。 
 
 
 
金
剛
虚
空
蔵
印 
前
印
に
准
ず
。
二
頭
指
を
改
め
て
二
中
指
の
背
に
当
て
相
付
け
ず
。
五
古
印
の
如
く
せ
よ
。 
 
 
 
宝
光
虚
空
蔵
印 
前
印
に
准
ず
。
二
頭
宝
形
の
如
く
せ
よ
。 
 
 
 
蓮
花
虚
空
蔵
印 
前
印
に
准
ず
。
二
頭
指
蓮
葉
の
如
く
せ
よ
云
云
。 
 
 
 
業
用
虚
空
蔵
印 
前
印
に
准
ず
。
二
頭
・
二
無
明
牙
に
し
相
叉
す
る
こ
と
十
字
の
如
く
せ
よ
云
云
。 
 
 
金
三
十
三
剛
吉
祥
成
就
一
切
明
印 
口
決
文
の
如
し
云
云
。 
 
 
破
三
十
四
諸
宿
曜
印 
内
縛
。
二
大
指
を
以
て
二
頭
指
に
付
せ
。
無
所
不
至
印
の
如
し
。
但
し
二
大
の
上
節
云
云
少
し
く
屈
し
立
て
よ
。
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
３２
壊
二
乗
心
印
事 
仏
頂
師
の
説
。
右
手
刀
印
を
以
て
下
を
指
せ
文
。
静
師
の
疏
文
は
、
此
の
印
を
釈
す
る
に
文
殊
印
な
り
文
。
件
の
惠
刀
も
て
在
纒
真
如
の
大
日
の
右
臂
を
切
れ
文
。
今
此
の
印
の
下
を
指
せ
は
此
の
意
か
。
其
の
故
に
、
纒
は
、
地
に
譬
え
る
故
な
り
。
東
寺
に
は
、
左
手
に
蓮
花
を
持
つ
と
思
い
て
右
手
の
刀
を
以
て
蓮
華
の
茎
を
切
る
と
思
う
な
り
文
。
蓮
花
は
泥
水
自
り
生
ず
る
た
め
に
、
此
れ
を
切
り
放
つ
相
か
云
云
。
已
上
師
、
面
授
し
奉
る
。
快
―
記
な
り
。
建
暦
元
年
四
月
六
日
に
立
印
し
奉
り
了
ぬ
。
即
ち
此
の
御
本
を
賜
り
て
翌
日
に
書
写
し
了
ぬ
。
全
宗
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
３３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
中
～
下
。 
３４
『
阿
娑
縛
抄
』「
法
華
法
日
記
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）」（『
大
正
』
図
九
・
一
二
二
頁
中
）、「
伝
法
灌
頂
日
記
下
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）」（『
大
正
』
図
九
・
八
四
七
頁
中
）、「
伝
法
灌
頂
日
記
下
、
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）」（『
大
正
』
図
九
・
八
四
八
頁
上
）、「
如
法
普
賢
延
命
法
日
記
、
承
久
四
年
（
一
二
二
二
）」（『
大
正
』
図
九
・
八
七
八
頁
上
）、
『
門
葉
記
』「
熾
盛
光
法
二
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
七
月
」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
二
八
頁
下
、
四
二
九
頁
中
）、「
熾
盛
光
法
二
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
十
月
」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
〇
頁
上
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
〇
頁
中
下
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
正
月
」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
〇
頁
下
～
四
三
一
頁
上
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
八
月
」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
一
128 
 
頁
上
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
二
頁
上
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
二
頁
中
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
保
七
年
（
一
二
一
九
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
三
頁
下
）、「
七
仏
薬
師
法
二
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
五
三
七
頁
中
、
五
三
九
頁
下
）、「
普
賢
延
命
法
二
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
六
四
一
頁
上
）「
仏
眼
法
二
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）」
（『
大
正
』
図
十
一
・
八
〇
五
頁
上
）、「
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
一
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
九
三
二
頁
中
）、「
如
法
経
四
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
一
〇
六
三
頁
中
、
一
〇
六
四
頁
上
中
）、「
山
務
一
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）」（『
大
正
』
図
十
二
・
六
〇
〇
頁
下
）、「
山
務
補
五
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）」（『
大
正
』
図
十
二
・
六
七
二
頁
中
）。 
３５
『
續
天
全
』、
密
教
３
・
四
〇
五
頁
上
下
、
四
〇
八
頁
下
、
四
一
〇
頁
下
。 
３６
『
門
葉
記
』「
熾
盛
光
法
二
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
七
月
」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
二
八
頁
下
）、「
熾
盛
光
法
二
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
十
月
」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
〇
頁
上
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
正
月
」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
〇
頁
下
～
四
三
一
頁
上
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
八
月
」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
一
頁
上
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
二
頁
上
）、「
熾
盛
光
法
二
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
四
三
二
頁
中
）、「
七
仏
薬
師
法
二
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）」
（『
大
正
』
図
十
一
・
五
三
七
頁
中
）、「
普
賢
延
命
法
二
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
六
四
一
頁
上
）、「
仏
眼
法
二
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
八
〇
五
頁
上
）、「
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
一
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
九
三
二
頁
中
）、「
如
法
経
四
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）」（『
大
正
』
図
十
一
・
一
〇
六
三
頁
中
～
一
〇
六
四
頁
中
）、『
阿
娑
縛
抄
』「
法
華
法
日
記
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）」（『
大
正
』
図
九
・
一
二
二
頁
中
）、「
伝
法
灌
頂
日
記
下
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）」（『
大
正
』
図
九
・
八
四
七
頁
中
）、「
如
法
普
賢
延
命
法
日
記
、
承
久
四
年
（
一
二
二
二
）」（『
大
正
』
図
九
・
八
七
八
頁
上
）。 
３７
又
、
壊
二
乗
真
言
文
の
如
し
。
即
ち
、
文
殊
の
印
明
な
り
。
其
の
印
、
一
院
の
文
殊
剣
印
、
外
縛
し
て
二
火
を
上
節
に
屈
せ
よ
。
是
れ
山
門
所
伝
な
り 
 
 
東
寺
伝
に
云
く
。
左
手
は
、
拳
を
作
し
胸
前
に
当
て
、
右
（
左
）
手
に
一
茎
の
蓮
花
を
持
つ
と
想
え
。
右
手
は
、
刀
印
を
作
せ
。
謂
く
、
左
の
火
・
風
を
並
べ
申
て
、
空
を
以
て
地
・
水
の
甲
を
押
す
な
り
。
此
の
刀
印
を
以
て
右
の
腕
を
其
の
上
に
し
、
之
を
覆
い
て
右
に
引
き
遣
り
、
即
ち
蓮
茎
を
打
ち
截
る
と
想
え
云
云
。（『
大
正
』
七
五
・
九
四
三
頁
中
～
下
。） 
３８
壊 四
二
乗
心
印 
不
動
刀
印
に
し
、
空
を
以
て
地
・
水
甲
を
捻
じ
火
・
風
舒
て
端
小
し
く
垂
れ
よ
。
左
手
、
拳
に
し
て
腰
に
置
け
。
（
青
蓮
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
。） 
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《
翻
刻
資
料
》 
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◇
凡
例 
一
、
本
資
料
は
、
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』・『
崎
祇
舎
私
記
』
合
綴
本
、『
瑜
祇
経
西
決
』
計
三
書
に
つ
い
て
、
天
台
宗
典
編
纂
所
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
複
製
版
に
基
づ
い
て
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。 
二
、
本
資
料
に
は
対
校
本
は
存
在
し
な
い
が
、
多
く
引
用
さ
れ
る
大
正
蔵
所
収
『
瑜
祇
経
』、『
瑜
祇
總
行
私
記
』
を
引
文
箇
所
の
註
に
採
用
し
た
。 
 
大
正
蔵
所
収
『
瑜
祇
経
』
→
大
瑜 
 
大
正
蔵
所
収
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
→
大
總 
 
資
料
の
本
文
に
み
ら
れ
な
い
引
文
中
の
語
に
関
し
て
は
、「↲
」
を
使
用
。 
三
、
本
翻
刻
は
原
則
と
し
て
新
漢
字
を
使
用
し
た
。 
四
、
返
り
点
・
句
読
点
は
私
に
付
し
た
。 
五
、
異
体
字
や
略
字
、
俗
字
等
は
基
本
的
に
現
行
の
正
字
に
改
め
た
。 
 
峯
→
峰
、
唏
→
隷
な
ど 
六
、
判
読
不
能
の
文
字
は
、
□
で
示
し
た
。 
七
、
底
本
の
書
誌
的
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 
 
〇
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』・『
崎
祇
舎
私
記
』
合
綴
本 
 
[
架
蔵
番
号]
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録 
第
五
四
箱
―
十
八 
 
[
書
名]
瑜
祇
経
母
捺
羅
・
崎
祇
舎
私
記 
一
冊 
 
[
書
写
年
代
等]
鎌
倉
時
代
嘉
暦
三
年
写
、
紙
撚
綴
装
、
後
缺
、
楮
紙
、
縱
二
八
・
二
糎
、
横
十
九
・
九
糎
、
十
九
紙
、
無
界
、
共
紙
原
表
紙
、
訓
点
ナ
シ 
[
外
題]
⑴
瑜
祇
経
母
捺
羅
長
寿
房 
 
 
 
⑵
崎
祇
舎
私
記
長
寿
房 
 
[
内
題]
⑴
瑜
祇
母
捺
羅 
⑵
瑜
祇
都
法
次
第 
 
[
尾
題]
⑴
瑜
祇
経
母
捺
羅
一
巻 
⑵
ナ
シ 
 
〇
『
瑜
祇
経
西
決
』 
 
[
架
蔵
番
号]
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録 
第
五
四
箱
―
十
九 
 
[
書
名]
瑜
祇
経
西
決 
 
[
書
写
年
代
等]
鎌
倉
時
代
嘉
暦
三
年
写
、
紙
撚
綴
装
、
楮
紙
、
縱
二
八
・
二
糎
、
横
二
〇
・
二
糎
、
一
二
紙
、
無
界
、
共
紙
原
表
紙
、
墨
点
（
仮
名
、
返
点
、
嘉
暦
三
年
頃
） 
 
[
表
紙]
（
外
題
左
上
）
瑜
西
決 
 
[
外
題]
瑜
祇
経
西
決 
 
[
内
題]
瑜
祇
経 
 
[
尾
題]
都
法
次
第 
※
奥
書
は
、
本
文
資
料
中
に
こ
れ
を
記
す
。 
※
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
青
蓮
院
門
跡
、
天
台
宗
典
編
纂
所
の
各
位
に
各
別
な
る
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。 
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『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』・『
崎
祇
舎
私
記
』
合
綴
本 
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
青
連
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
） 
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瑜
祇
経
母
捺
羅 
長
寿
房 
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瑜
祇
経
母
捺
羅 
 
夫
以
今
経
者
、
三
部
之
出
□
五
智
之
心
府
也
。
自
非
レ
受
二
職
位
一
。
於
二
伝
法
之
道
場
一
灑
二
智
水
於
五
智
之
淂
瓶
一
。
誰
住
二
普
賢
満
月
光
明
之
心
殿
一
。
観
二
自
レ
元
本
初
四
種
法
身
火
（
大
カ
）
菩
提
之
心
一
。
建
二
立
大
悲
之
行
願
円
満
福
智
之
資
糧
一
哉
。
一
印
一
明
更
不
レ
可
三
示
二
授
未
入
壇
之
人
一
。
聖
制
不
軽
末
資
深
信
而
已
。
此
経
在
二
十
二
品
一
分
為
二
十
五
法
一
。
一
一
行
法
各
各
立
二
七
分
一
。
所
謂
行
願
・
三
昧
耶
・
成
身
・
曼
荼
羅
・
供
養
・
作
業
・
三
摩
波
多
分
也
。 
別
行
法
惣
可
レ
用
レ
之
。 
  
序
品 
以
二
大
日
一
為
二
本
尊
一
。
三
十
七
尊
自
レ
元
本
初
普
現
所
レ
成
行
法
也
。 
  
金
剛
手
菩
薩
明
曰
。 
吽 
用
｀ （金
｀
界
カ
）
羯
磨
会
薩
菩
薩
印
□ 
 
金
剛
王
菩
薩
明
曰
。 
怛
洛
二
合 
用
王
菩
薩
印 
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金
剛
染
菩
薩
明
曰
。 
纈
哩
二
合 
用
愛
菩
薩
印 
 
金
剛
称
菩
薩
明
曰
。 
悪
入 
用
喜
菩
薩
印 
 
 
已
上
四
菩
薩
、
為
下
動
二
一
切
有
情
本
性
一
、
（
一
）
令
レ
染
二
愛
諸
仏
妙
法
一
、
成
中
就
（
二
）
本
有
法
身
上
故
。
１ 
  
虚
空
蔵
菩
薩
明
曰
。 
弱
入 
用
宝
菩
薩
印
也 
 
金
剛
光
菩
薩
明
曰
。 
吽 
光
菩
薩
印
也 
 
虚
空
旗
菩
薩
明
曰
。 
鑁 
幢
菩
薩
印 
 
虚
空
笑
菩
薩
明
曰
。 
穀 
笑
菩
薩
印 
 
 
已
上
、
為
（
三
）
下
鉤
二
召
一
切
有
情
一
、
令
レ
入
二
法
界
一
、
以
レ
索
引
二
至
金
剛
場
一
、
以
レ
鎖
竪
二
諸
蔵
識
（
四
）
一
、
以
レ
鈴
適
二
悦
彼
性
一
、
令
中
快
楽
上
故
。
２ 
  
観
自
在
菩
薩
明
曰
。 
阿
短 
用
法
菩
薩
印 
 
妙
吉
祥
菩
薩
明
曰
。 
暗
引 
利
菩
薩
印
也 
  
（
後
缺
カ
） 
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嘉
暦
（
一
三
二
三八）
年
三
月
三
日
。
以
二
岡
崎
本
一
書
写
了
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交
了 
 
 
 
右
三
帖
師
本
各
別
也
。
令
レ
復
二
一
帖
一
耳
。 
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壊
二
乗
心
印
事 
  
仏
頂
師
説
。
以
二
右
手
刀
印
ヲ
一
指
レ
下
ヲ 
文
。 
 
静
師
之
疏
文
釈
ス
ル
ニ
二
此
印
ヲ
一
文
殊
印
也
文
。
件
惠
刀
ヲ
モ
テ
切キル
二
在
纒
真
如
ノ
大
日
ノ
右
臂
ヲ
一
文
。 
 
今
此
印
指
ハ
レ
下
ヲ
此
意
歟
。
其
故
ハ
纒
ヲ
ハ
譬
レ
地
二
故
也
。 
 
東
寺
ニ
ハ
左
手
思
テ
レ
持
ト
二
蓮
花
ヲ
一
以
二
右
手
ノ
刀
ヲ
一
切
二
蓮
花
茎
ヲ
一
思
也
文
。
蓮
花
自
二
泥
水
一
生
此
ヲ
切
放
ツ
相
歟
云
云
。 
 
 
已
上
師
奉
二
面
授
一
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
快
―
記
也 
  
 
 
建
暦
（
一
二
一
元一）
年
四
月
六
日
奉
二
立
印
一
了
。
即
賜
二
此
御
本
一
翌
日 
 
 
 
 
 
 
書
写
了
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全
宗 
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（
前
缺
カ
） 
 
二
十
八 
 
仏
眼
印
如
文 
云
云 
 
二
十
九 
 
成
金
剛
薩
埵
身
印
如
文 
五
古
印
外 
 
三
十
一 
 
胎
蔵
八
字
印
如
文 
但
釈
迦
鉢
印
者
、
定
印
ノ
二
空
少
立
テ
不
レ
付
二
二
風
一
。
結
レ
之
心
左
右
ニ
旋
舞
セ
ヨ
。
次
虚
合
テ
当
レ
心
。 
 
 
三
十
二 
 
五
大
虚
空
蔵
印 
 
 
法
界
虚
空
蔵
印 
二
手
外
縛
、
二
小
二
中
二
大
相
合
立
。 
 
 
金
剛
虚
空
蔵
印 
准
二
前
印
一
。
二
頭
指
ヲ
改
テ
二
中
指
背
ニ
当
テ
不
二
相
付
一
。
如
二
五
古
印
一
。 
 
 
宝
光
虚
空
蔵
印 
准
二
前
印
一
。
二
頭
如
二
宝
形
一
。 
 
 
蓮
花
虚
空
蔵
印 
准
二
前
印
一
。
二
頭
指
如
二
蓮
葉
一
云
云
。 
 
 
業
用
虚
空
蔵
印 
准
二
前
印
一
。
二
頭
二
無
明
牙
相
叉
如
二
十
字
一
云
云
。 
 
三
十
三 
 
金
剛
吉
祥
成
就
一
切
明
印 
如
二
口
決
文
一
云
云
。 
  
三
十
四 
 
破
諸
宿
曜
印 
内
縛
。
以
二
二
大
指
一
付
二
二
頭
指
ニ
一
。
如
二
無
所
不
至
印
一
。
但
二
大
上
節
云
云
少
屈
立
。 
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（
後
缺
カ
） 
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印 
用
二
羯
磨
会
四
攝
印
一 
  
壊
二
乗
心
真
言 
印 
金
剛
合
掌 
 
唵
摩
賀
演
（
五
）
曩
（
六
）
嚩
日
羅
（
七
）
薩
怛
縛
（
八
）
薩
縛
（
九
）
達
摩
（
一
〇
）
尾
戌
（
一
一
）
弟
（
一
二
）
吽
（
一
三
） 
 
常
用
（
一
四
）
二
此
真
言
一
、
於
二
一
切
時
（
一
五
）
一
、
観
二
察
自
心
一
、
壊
二
一
切
執
著
一
、
観
二
一
切
法
本
来
清
浄
一
〇
増
二
長
（
一
六
）
福
徳
一
、
一
切
如
来
常
所
二
加
護
一
。
一
切
金
剛
常
以
レ
破
レ
業
、
令
下
於
二
現
生
一
証
中
大
金
剛
位
上
処
云
云
。
３ 
 
一
切
如
来
大
勝
金
剛
心
瑜
伽
成
就
品
第
七 
 
私
云
。
此
品
、
愛
染
王
為
二
本
尊
一
。
明
二
金
剛
薩
埵
五
部
通
成
就
法
一
也
。 
  
一
字
大
勝
心
相
応
真
言
曰
。 
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吽
悉
底
（
一
七
）
４ 
印
五
古
印
５ 
外
縛 
 
 
私
云
。
今
上
金
剛
部
明
妄
論
也
。
所
謂
〇
吽
鑁
怛
洛
紇
哩
悪
瑟
底
云
云
。
委
可
レ
問
也
。 
 
一
切
如
来
大
勝
金
剛
頂
最
勝
真
実
三
昧
耶
品
第
八 
 
私
云
。
此
品
、
大
日
為
二
本
尊
一
。
明
二
五
部
通
成
就
法
一
也
。 
  
形
像 
復
現
二
身
手
一
具
二
十
二
臂
一
。
持
二
智
拳
（
一
八
）
・
五
（
一
九
）
峰
金
剛
・
蓮
花
（
二
〇
）
・
摩
抳
（
二
一
）
・
羯
磨
・
鉤
・
索
・
鎖
・
鈴
・
智
剣
・
法
輪
・
十
二
大
印
一
。
（
二
二
）
住
二
千
葉
大
白
蓮
花
一
。
身
色
如
レ
日
五
髻
光
明
。
其
光
無
無
（
二
三
）
主
遍
二
十
方
一
。
面
門
微
咲
（
二
四
）
云
云
。
６ 
  
大
勝
金
剛
頂
大
三
昧
耶
真
言
曰
。 
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唵
摩
賀
（
二
五
）
縛
（
二
六
）
日
羅
（
二
七
）
瑟
抳
（
二
八
）
灑
吽
（
二
九
）
怛
洛
（
三
〇
）
纈
（
三
一
）
利
悪
（
三
二
）
入
吽
（
三
三
）
７ 
  
印
相 
内
竪
十
度
縛
。
忍
・
願
屈
如
レ
頂
。
是
名
二
根
本
心
一
。
８ 
成
二
就
最
勝
尊
一
。
金
剛
頂
明
曰
。
９
用
羯
磨
会
薩
菩
薩
印 
 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
三
四
）
薩
怛
縛
（
三
五
）
矩
（
三
六
）
捨
（
三
七
）
吽
（
三
八
）
１０ 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
手
一
。
最
勝
摩
尼
曰
。
１１
用
羯
磨
会
宝
菩
薩
印 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
三
九
）
羅
（
四
〇
）
怛
曩
（
四
一
）
矩
（
四
二
）
捨
怛
洛
（
四
三
）
１２ 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
手
一
。
蓮
花
最
勝
心
。
１３
用
羯
磨
会
法
菩
薩
印 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
四
四
）
達
磨
矩
（
四
五
）
捨
纈
利
１４ 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
手
一
。
巧
業
最
勝
心
。
１５
用
羯
磨
会
業
菩
薩
印 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
四
六
）
羯
磨
矩
（
四
七
）
捨
悪
入
１６ 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
鉤
一
。
最
勝
者
能
鉤
。
１７
用
羯
磨
会
鉤
菩
薩
印 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
四
八
）
娑
（
四
九
）
怛
挽
矩
（
五
〇
）
捨
弱
１８ 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
索
一
。
最
勝
者
能
引
。
１９
用
羯
磨
会
索
菩
薩
印 
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唵
嚩
日
羅
（
五
一
）
羅
（
五
二
）
怛
曩
播
（
五
三
）
捨
吽
２０ 
 
 
 
 
成
二
就
金
剛
鎖
一
。
最
勝
者
能
縛
。
２１
用
羯
磨
会
鎖
菩
薩
印 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
五
四
）
跛
（
五
五
）
納
麼
（
五
六
）
塞
（
五
七
）
怖
咤
鑁
２２ 
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成
二
就
金
剛
鈴
一
。
最
勝
者
令
（
五
八
）
喜
。
２３
用
羯
磨
会
鈴
菩
薩
印 
 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
五
九
）
羯
磨
健
（
六
〇
）
咤
穀
２４ 
 
 
 
 
 
由
レ
持
二
八
大
明
一
、
能
成
二
百
千
事
一
。
２５ 
  
次
金
剛
剣
。
密
語
曰
用
羯
磨
会
利
菩
薩
印
。 
唵
縛
日
羅
（
六
一
）
娑
（
六
二
）
怛
嚩
底
（
六
三
）
引
乞
史
拏
吽
２６ 
 
 
能
壊
二
無
智
城
一
。
能
生
二
諸
仏
惠
（
六
四
）
一 
 
 
印
同
二
妙
吉
祥
一
。
羯
磨
三
昧
耶
２７ 
  
次
金
剛
輪
。
密
語
曰
。 
唵
嚩
日
羅
（
六
五
）
斫
（
六
六
）
羯
羅
吽
（
六
七
）
弱
（
六
八
）
吽
鑁
斛
弱
（
六
九
）
吽
（
七
〇
）
２８ 
 
 
二
手
（
七
一
）
金
剛
拳
。
檀
惠
（
七
二
）
与
二
進
力
一
。
四
度
互
鉤
結
。
（
七
三
）
若
真
言
行
者
不
レ
作
二
曼
荼
（
七
四
）
羅
一
、
但
持
二
此
印
明
一
、
即
同
三
大
安
二
立
一
切
曼
（
七
五
）
拏
羅
一
。
自
身
一
切
支
悉
成
二
諸
仏
聚
一
。
無
比
不
思
議
。
更
無
過
上
味
。
２９ 
 
次
四
攝
明
用
四
攝
印 
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唵
薩
嚩
怛
他
（
七
六
）
誐
黨
（
七
七
）
句
（
七
八
）
勢
吽
弱
鉤
３０ 
 
 
唵
薩
嚩
怛
他
（
七
九
）
誐
多
播
（
八
〇
）
勢
吽
吽
索
３１ 
 
 
唵
薩
嚩
怛
他
（
八
一
）
誐
多
（
八
二
）
塞
（
八
三
）
怖
𪘨
吽
鑁
鎖
３２ 
 
 
唵
薩
嚩
怛
他
（
八
四
）
誐
多
（
八
五
）
阿
（
八
六
）
吠
捨
吽
斛
鈴
３３ 
  
次
普
供
養
明 
普
印 
唵
薩
嚩
布
（
八
七
）
惹
曳
弱
吽
穀
３４ 
  
次
五
瑜
伽
観
如
文 
 
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九 
 
私
云
。
此
品
、
有
二
三
大
法
一
。
一
者
仏
眼
、
二
者
大
悲
胎
蔵
八
字
法
、
三
者
五
大
虚
空
蔵
求
富
貴
法
也
。
或
説
二
此
品
一
惣
説
二
仏
眼
法
一
也
。
二
別
是
仏
眼
加
用
也
。
更
非
二
別
法
一
云
云
。 
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仏
眼
法 
 
 
五
部
深
密
皆
悉
能
成
二
一
時
一
齊
証
云
云
。 
時
金
剛
薩
埵
、
対
二
一
切
如
来
前
一
忽
然
現
二
作
一
切
仏
母
身
一
。
住
二
大
日
（
八
八
）
蓮
一
身
作
二
白
月
暉
一
両
目
微
咲
（
八
九
）
。
二
手
（
九
〇
）
住
レ
臍
如
レ
入
二
奢
摩
他
一
。
従
二
一
切
支
分
一
出
二
生
十
疑
（
九
一
）
誐
沙
倶
胝
仏
一
。
一
一
仏
、
皆
作
レ
礼
敬
二
本
所
一
レ
出
（
九
二
）
。
於
二
刹
那
間
一
一
時
化
二
作
一
字
心
（
九
三
）
頂
輪
（
九
四
）
一
。
皆
（
九
五
）
執
二
輪
印
一
頂
放
二
光
明
一
。
倨
傲
目
視
。
現
二
大
神
通
一
。
還
来
礼
二
敬
本
所
出
生
一
切
仏
母
（
九
六
）
一
言
。
我
所
レ
説
一
切
頂
輪
真
言
。
唯
願
尊
者
与
二
一
切
衆
生
一
作
二
大
成
就
一
。
我
今
、
唯
願
尊
者
作
二
大
吉
祥
一
令
二
其
成
就
一
。
爾
時
本
所
出
生
一
切
仏
母
金
剛
吉
祥
、
顧
二
視
一
切
方
所
一
説
二
根
本
明
王
（
九
七
）
一
。
３５
二
手
虚
心
合
掌
。
二
頭
指
屈
附
二
二
中
指
上
節
一
如
二
眼
笑
形
一
。
二
空
各
捻
二
忍
・
願
中
節
又
（
九
八
）
一
亦
（
九
九
）
如
二
眼
笑
形
一
。
二
小
指
復
微
開
亦
如
二
眼
笑
形
一
。
是
名
二
根
本
大
印
一
。
若
以
レ
印
拭
二
目
及
眉
一
。
兼
竪
拭
３６ 
  
（
後
缺
カ
） 
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金
剛
嬉 
喜
菩
薩
印 
 
・
已
下
八
供
養
四
攝
光
焔
明 
唵
（
一
〇
〇
）
嚩
日
羅
（
一
〇
一
）
二
合
羅
（
一
〇
二
）
細
阿
擬
（
一
〇
三
）
儞
二
合
吽
涸
（
一
〇
四
）
３７ 
 
金
剛
鬘 
鬘
菩
薩
印 
唵
（
一
〇
五
）
嚩
日
羅
（
一
〇
六
）
二
合
摩
隸
（
一
〇
七
）
阿
擬
（
一
〇
八
）
儞
二
合
怛
囉
（
一
〇
九
）
咤
３８ 
 
金
剛
歌 
歌
菩
薩
印 
唵
（
一
一
〇
）
嚩
日
羅
（
一
一
一
）
二
合
隸
（
一
一
二
）
帝
阿
擬
（
一
一
三
）
儞
二
合
吽
儗
（
一
一
四
）
３９ 
 
金
剛
舞 
舞
菩
薩
印 
唵
（
一
一
五
）
嚩
日
羅
（
一
一
六
）
二
合
涅
㗚
（
一
一
七
）
二
合
諦
（
一
一
八
）
阿
擬
（
一
一
九
）
儞
二
合
吽
紇
（
一
二
〇
）
哩
（
一
二
一
）
二
合
咤
４０ 
 
金
剛
香 
焼
香
菩
薩
印 
唵
（
一
二
二
）
嚩
日
羅
（
一
二
三
）
二
合
度
閉
（
一
二
四
）
二
合
阿
擬
（
一
二
五
）
儞
二
合
吽
悪
（
一
二
六
）
４１ 
 
金
剛
花 
散
花
菩
薩
印 
唵
（
一
二
七
）
嚩
日
羅
（
一
二
八
）
二
合
浦
（
一
二
九
）
渋
閉
二
合
阿
擬
（
一
三
〇
）
儞
二
合
吽
唵
４２ 
 
金
剛
灯 
灯
菩
薩
印 
唵
（
一
三
一
）
嚩
日
羅
（
一
三
二
）
二
合
路
計
阿
擬
（
一
三
三
）
儞
二
合
吽
儞
（
一
三
四
）
４３ 
 
金
剛
塗 
塗
香
菩
薩
印 
唵
（
一
三
五
）
嚩
日
羅
（
一
三
六
）
二
合
獻
（
一
三
七
）
弟
阿
擬
（
一
三
八
）
儞
二
合
吽
虐
４４ 
 
金
剛
鉤 
鉤
菩
薩
印 
唵
（
一
三
九
）
嚩
日
羅
（
一
四
〇
）
二
合
句
捨
阿
擬
（
一
四
一
）
儞
二
合
吽
弱
（
一
四
二
）
４５ 
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金
剛
索 
索
菩
薩
印 
唵
（
一
四
三
）
嚩
日
羅
（
一
四
四
）
二
合
播
（
一
四
五
）
引
捨
阿
擬
（
一
四
六
）
儞
二
合
吽
吽
４６ 
 
金
剛
鎖 
鎖
菩
薩
印 
唵
（
一
四
七
）
嚩
日
羅
（
一
四
八
）
二
合
娑
普
二
合
咤
阿
擬
（
一
四
九
）
儞
二
合
吽
鑁
４７ 
 
金
剛
鈴 
鈴
菩
薩
印 
唵
（
一
五
〇
）
嚩
日
羅
（
一
五
一
）
二
合
阿
（
一
五
二
）
吠
捨
二
合
阿
擬
（
一
五
三
）
儞
二
合
吽
斛
４８ 
 
金
剛
薩
埵
菩
提
心
内
作
業
灌
頂
悉
地
品
第
十
一 
 
私
云
。
此
品
、
有
二
二
行
法
一
。
所
謂
金
剛
薩
埵
内
作
業
護
摩
行
法
。
降
三
世
三
十
七
内
護
摩
法
也
。 
  
一
。
内
作
業
護
摩 
 
 
爾
時
世
尊
、
復
告
二
金
剛
手
一
言
。
我
今
更
為
レ
汝
説
二
成
就
金
剛
薩
埵
一
字
心
極
秘
（
一
五
四
）
無
上
深
勇
智
光
密
言
一
。
４９ 
五
古
印 
吽
悉
底
５０ 
  
 
持
二
真
言
一
行
者 
観
レ
身
如
二
仏
形
一 
 
 
根
本
命
金
剛 
釈
輪
（
一
五
五
）
以
為
レ
座
（
一
五
六
） 
 
 
多
羅
為
二
二
目
一 
毘
倶
胝
為
レ
身
（
一
五
七
） 
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吉
祥
為
二
口
舌
一 
喜
戯
為
二
鼻
端
一 
 
 
金
剛
観
自
在 
 
以
成
二
両
手
（
一
五
八
）
臂
一 
 
 
三
世
不
動
尊 
 
以
為
二
両
膝
脚
一 
 
 
心
為
二
遍
照
尊
一 
臍
成
二
虚
空
眼
一 
 
 
虚
空
宝
為
レ
冠 
相
好
金
剛
日 
 
 
以
二
此
十
五
尊
一 
共
為
（
一
五
九
）
二
一
仏
身
一 
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如
二
世
月
団
円
一 
仏
性
亦
如
レ
月 
 
 
従
レ
初
作
二
成
就
一 
乃
至
得
（
一
六
〇
）
二
悉
地
一 
 
 
心
心
不
二
間
断
一 
成
二
就
十
五
尊
一 
 
 
是
即
極
深
密
（
一
六
一
） 
菩
提
密
言
曰
（
一
六
二
）
五
古
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
一
六
三
）
没
馱
吽
身
如
仏
形
嚩
日
羅
（
一
六
四
）
吽
（
一
六
五
）
成
金
剛
身
斫
訖
羅
（
一
六
六
）
二
合 
金
剛
輪
座
多
囉
斫
乞
芻
（
一
六
七
）
二
合
多
羅
為
二
目
渤
哩
二
合
句
胝
（
一
六
八
）
毘
倶
胝
為
心
曼
殊
室
利
（
一
六
九
）
二
合
耶
（
一
七
〇
）
吉
祥
為
口
舌
嚩
日
羅
（
一
七
一
）
二
合
邏
（
一
七
二
）
底
纈
哩
二
合
吽
（
一
七
三
）
喜
戯
為
鼻
端
悉
怛
隸
（
一
七
四
）
二
合
路
枳
也
（
一
七
五
）
金
剛
観
自
在
両
手
臂
左
羅
（
一
七
六
）
吽
（
一
七
七
）
三
世
不
動
為
両
膝
脚
鑁
（
一
七
八
）
心
上
成
大
王
欠
室
哩
（
一
七
九
）
臍
成
虚
空
眼
阿
迦
捨
摩
（
一
八
〇
）
隸
（
一
八
一
）
虚
空
宝
為
相
好
面
上
相
好
也
帝
惹
吽
５１ 
  
 
金
剛
薩
埵
心
（
一
八
二
）
密
言
曰
。 
五
（
一
八
三
）
古
印 
吽
（
一
八
四
） 
  
二
。
三
十
七
尊
降
三
世
内
護
摩
法 
 
 
先
住
二
菩
提
大
印
一
已
羯
磨
四
印
作
二
加
持
一
。
以
成
二
三
世
大
誓
身
一
両
臂
青
色
薩
埵
儀
。
然
後
入
二
忿
怒
王
業
一
。
二
羽
抽
（
一
八
五
）
二
擲
金
剛
杵
一
至
レ
空
却
下
承
薩
埵
。
復
次
三
旋
二
金
剛
舞
一
至
レ
空
却 
150 
 
 
  
下
金
剛
王
。
乃
至
善
哉
亦
如
レ
是
。
５２
遜
婆
明
王
根
本
真
言
曰
。 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
一
八
六
）
吽
引
迦
（
一
八
七
）
羅
吽
（
一
八
八
）
短
吽
（
一
八
九
）
短
吽
（
一
九
〇
）
短
儞
（
一
九
一
）
遜
婆
（
一
九
二
）
吽
（
一
九
三
）
短
５３ 
 
 
 
師
口
、
結
二
五
古
（
一
九
四
）
印
一
加
二
持
四
処
云
云
５４ 
可
レ
尋
レ
之
。 
 
大
金
剛
焔
口
降
伏
一
切
魔
怨
品
第
十
三
（
二
カ
） 
 
私
云
。
此
亦
金
剛
薬
叉
為
二
本
尊
一
。
三
十
七
尊
共
成
二
薬
叉
王
業
儀
一
准
二
序
品
七
分
一
可
レ
行
レ
之
。 
  
金
剛
盡
印 
戒
・
方
（
一
九
五
）
・
願
指
。
内
相
叉
為
レ
歯
。
檀
・
惠
（
一
九
六
）
曲
如
レ
鉤
。
進
・
力
（
一
九
七
）
・
禅
・
智
（
一
九
八
）
如
二
笑
眼
形
一
。
是
名
二
根
本
印
一
。
５５
真
言
曰
。 
 
唵
摩
賀
（
一
九
九
）
薬
乞
叉
（
二
〇
〇
）
嚩
日
羅
（
二
〇
一
）
娑
（
二
〇
二
）
怛
縛
弱
（
二
〇
三
）
吽
（
二
〇
四
）
鑁
斛
（
二
〇
五
）
鉢
羅
（
二
〇
六
）
吠
捨
吽
（
二
〇
七
）
短
５６ 
  
次
説
曼
拏
攞 
 
 
若
作
二
曼
荼
羅
及
畫
一
或
観
成
。
当
レ
観
吽
一
字
成
二
大
羯
磨
輪
一
。
放
二
光
焔
一
金
色
。
復
於
二
齊
（
二
〇
八
）
輪
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中
一
。
当
二
鈷
（
二
〇
九
）
於
五
分
一
。
観
二
五
大
月
輪
一
。
一
輪
安
二
五
尊
一
。
共
為
二
二
十
五
一
。
用
二
金
剛
界
字 
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羯
磨
印
一
安
布
。
安
於
二
輪
四
隅
一
放
二
種
種
色
光
一
。
一
隅
四
忿
怒
。
四
隅
十
六
護
。
各
持
二
五
峰
杵
一
。
作
二
金
剛
擲
歩
一
。
皆
従
二
吽
字
一
生
。
身
作
二
四
方
色
一 
 
 
最
中
円
仏
処 
四
隅
内
供
養 
次
四
方
面
前 
左
右
安
二
二
尊
一 
所
レ
謂
鉤
等
四 
及
香
花
（
二
一
〇
）
等
四 
復
（
二
一
一
）
相
対
処 
安
二
妙
吉
祥
幢
一 
種
種
諸
宝
網 
繒
衣
珠
鬘
花
（
二
一
二
） 
輪
鈴
払
商
佉 
天
女
作
二
衆
楽
一 
如
レ
是
等
安
布 
皆
従
二
吽
字
一
生 
用
二
前
成
就
明
一 
安
了
誦
二
一
遍
一 
即
能
成
二
真
実
一 
堅
固
如
二
金
剛
一
云
云
５７ 
我
今
更
説
レ
秘 
金
剛
薬
叉
形 
六
臂
持
二
衆
器
一 
弓
箭
鉤
（
二
一
三
）
輪
印 
及
薩
埵
羯
磨 
五
眼
布
忿
怒 
三
首
馬
王
髻 
珠
宝
遍
嚴
飾 
其
余
諸
聖
尊 
画
如
二
金
剛
界
一
５８ 
  
一
字
心
秘
密
明
曰
。 
五
古
印 
唵
擿
（
二
一
四
）
枳
吽
塞
（
二
一
五
）
怖
咤
鉢
羅
（
二
一
六
）
吠
捨
（
二
一
七
）
吽
泮
（
二
一
八
）
咤
（
二
一
九
）
５９ 
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金
（
二
二
〇
）
剛
十
六
大
菩
薩
及
諸
忿
怒
金
剛
等
。
皆
悉
礼
レ
仏
依
二
住
位
（
二
二
一
）
一
云
云
。
６０ 
  
 
 
右
件
諸
品
行
法
皆
可
レ
依
二
金
剛
界
一
。
或
少
分
依
二
悉
地
一
可
レ
行
レ
之
。
具
聞
二
師
説
一
而
已
。 
 
瑜
祇
経
母
捺
羅
一
巻 
  
 
天（
仁一一
二
〇
九
）
年
六
月
二
十
三
日
於
二
因
幡
州
高
庭
浦
上
清
冷
院
一
記
レ
之
。
比
丘
薬
仁
矣
。 
  
 
書
本
云
。
安
元
（
一
一
七
三七）
年
丁
酉
七
月
二
十
七
日
於
二
鎮
西
肥
前
州
今
津
誓
願
寺
一
以
二
如
如
房
弟
子
玄
語
房
本
伝
領
之
人
（
本
カ
）
花
蔵
房
之
本
一
為
二
書
本
一
云
云
。 
  
 
治
承
（
一
一
八
四〇）
年
庚
子
十
一
月
三
日
於
二
備
前
州
日
応
山
瑜
伽
寺
一
以
二
件
鎮
西
之
本
一
不
意
之
外
書
了
。
或
修
行
者
之
持
本
也
云
云
。 
 
基
好 
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嘉
暦
（
一
三
二
三八）
年
三
月
二
日
以
二
伯
州
基
好
自
筆
本
一
書
了
。
件
正
本
在
二
岡
崎
一
耳
。 
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《
註
》 
（
一
）↲
大
瑜
：
開
顕
鉤
召
彼
愚
童 
（
二
）
大
瑜
：
就
→
熟 
（
三
）
大
瑜
：
為
→
欲 
（
四
）
大
瑜
：
識
→
誐 
（
五
）
大
瑜
：
演
→
野
怛
、
大
總
：
演
→
引
野 
（
六
）
大
瑜
：
曩
→
那
二
合 
（
七
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
八
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩
二
合 
（
九
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
摩
→
磨 
（
一
一
）
大
總
：
戌
→
秫 
（
一
二
）
大
瑜
：
弟
→
馱 
（
一
三
）↲
大
總
：
引 
（
一
四
）
大
瑜
：
用
→
誦 
（
一
五
）↲
大
總
：
処 
（
一
六
）↲
大
總
：
一
切 
（
一
七
）
大
瑜
：
吽
悉
底
→
吽
引
蘇
悉
地
、
大
總
：
吽
悉
底
→
吽
引
悉
弟 
（
一
八
）↲
大
瑜
：
印
復
持
、↲
大
總
：
印
復 
（
一
九
）↲
大
瑜
：
山 
（
二
〇
）
大
瑜
：
花
→
華 
（
二
一
）
大
瑜
・
大
總
：
抳
→
尼 
（
二
二
）↲
大
瑜
・
大
總
：
身 
（
二
三
）
大
瑜
・
大
總
：
無
ナ
シ 
（
二
四
）
大
瑜
・
大
總
：
咲
→
笑 
（
二
五
）
大
瑜
・
大
總
：
賀
→
訶 
（
二
六
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
二
七
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
嚧
二
合 
（
二
八
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
二
九
）↲
大
總
：
引 
（
三
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
洛
→
𠸪
二
合 
（
三
一
）
大
瑜
：
利
→
哩
、
大
總
：
纈
利
→
紇
理
二
合 
（
三
二
）
大
瑜
：
悪
入
→
噁
、
大
總
：
悪
入
→
悪 
（
三
三
）↲
大
瑜
：
引 
（
三
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
三
五
）
大
瑜
：
縛
→
嚩
二
合
、
大
總
：
縛
→
嚩 
（
三
六
）
大
瑜
・
大
總
：
矩
→
句 
（
三
七
）
大
總
：
捨
→
舎 
（
三
八
）↲
大
總
：
引 
（
三
九
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
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（
四
〇
）
大
總
：
羅
→
囉 
（
四
一
）
大
瑜
：
曩
→
那
二
合 
（
四
二
）
大
瑜
・
大
總
：
矩
→
句 
（
四
三
）
大
瑜
・
大
總
：
洛
→
𠸪
二
合 
（
四
四
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
四
五
）
大
瑜
：
矩
捨
纈
利
→
句
舎
紇
哩
二
合
、
大
總
：
矩
捨
纈
利
→
句
捨
𠶹
哩
二
合 
（
四
六
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
四
七
）
大
瑜
：
矩
捨
悪
入
→
句
舎
噁
入
声
、
大
總
：
矩
捨
悪
入
→
句
捨
悪 
（
四
八
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
四
九
）
大
瑜
・
大
總
：
娑
怛
挽
→
薩
怛
鑁 
（
五
〇
）
大
瑜
：
矩
捨
弱
→
句
捨
惹
入
声
、
大
總
：
矩
捨
弱
→
倶
舎
弱 
（
五
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
五
二
）
大
瑜
：
羅
怛
曩
→
囉
怛
那
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
五
三
）↲
大
瑜
：
二
合
、
大
總
：
播
捨
吽
→
跋
引
舎
吽 
（
五
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
五
五
）
大
瑜
・
大
總
：
跛
→
鉢 
（
五
六
）↲
大
瑜
：
二
合
、
大
總
：
麼
→
摩 
（
五
七
）
大
瑜
：
塞
怖
→
娑
破
二
合
、
大
總
：
塞
怖
→
娑
普
二
合 
（
五
八
）
大
瑜
：
令
→
能 
（
五
九
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
六
〇
）
大
瑜
：
健
咤
穀
→
欠
咤
斛
、
大
總
：
健
咤
穀
→
健
𪘨
斛 
（
六
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
六
二
）
大
瑜
・
大
總
：
娑
怛
嚩
→
薩
怛
嚩
二
合 
（
六
三
）
大
瑜
：
底
引
乞
史
拏
吽
→
底
訖
叉
拏
三
合
吽
引
、
大
總
：
底
引
乞
史
拏
吽
→
底
乞
瑟
拏
三
合
吽 
（
六
四
）
大
瑜
：
惠
→
慧
） 
（
六
五
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合 
（
六
六
）
大
瑜
：
斫
羯
羅
→
斫
訖
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
六
七
）↲
大
瑜
・
大
總
：
引 
（
六
八
）
大
瑜
・
大
總
：
弱
吽
→
惹
吽
引 
（
六
九
）
大
瑜
・
大
總
：
弱
ナ
シ 
（
七
〇
）↲
大
總
：
引 
（
七
一
）
大
瑜
：
手
→
羽 
（
七
二
）
大
瑜
・
大
總
：
惠
→
慧 
（
七
三
）↲
大
瑜
・
大
總
：
是
名
彼
密
印 
（
七
四
）
大
瑜
：
荼
→
拏 
（
七
五
）
大
瑜
：
曼
→
漫 
（
七
六
）↲
大
瑜
・
大
總
：
引 
（
七
七
）
大
瑜
：
黨
→
擔
、
大
總
：
誐
黨
→
蘖
耽 
（
七
八
）
大
瑜
：
句
勢
吽
弱
鉤
→
句
始
吽
引
惹
入
声
、
大
總
：
句
勢
吽
弱
鉤
→
倶
舎
吽
弱 
（
七
九
）↲
大
瑜
・
大
總
：
引 
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（
八
〇
）
大
瑜
：
播
勢
吽
吽
索
→
播
舎
吽
引
吽
引
、
大
總
：
誐
多
播
勢
吽
吽
索
→
蘖
多
引
跋
引
舎
吽
引
吽
引 
（
八
一
）↲
大
瑜
・
大
總
：
引 
（
八
二
）↲
大
瑜
：
引
、
大
總
：
誐
多
→
蘖
多 
（
八
三
）
大
瑜
：
塞
怖
𪘨
吽
鑁
鎖
→
娑
普
二
合
致
吽
鑁
、
大
總
：
塞
怖
𪘨
吽
鑁
鎖
→
娑
普
引
二
合
咤
吽
引
鑁 
（
八
四
）↲
大
瑜
：
引 
（
八
五
）↲
大
瑜
：
引
、
大
總
：
誐
多
→
蘖
多 
（
八
六
）
大
瑜
：
阿
吠
捨
吽
斛
鈴
→
尾
舎
吽
斛
、
大
總
：
阿
吠
捨
吽
斛
鈴
→
阿
吠
舎
吽
斛 
（
八
七
）
大
瑜
：
布
惹
曳
弱
吽
穀
→
布
惹
惹
入
声
吽
引
鑁
穀
、
大
總
：
布
惹
曳
弱
吽
穀
→
布
薺
惹
吽
鑁
斛 
（
八
八
）
大
瑜
：
日
→
白 
（
八
九
）
大
瑜
：
咲
→
笑 
（
九
〇
）
大
瑜
：
手
→
羽 
（
九
一
）
大
瑜
：
疑
→
儗 
（
九
二
）↲
大
瑜
：
生 
（
九
三
）
大
瑜
：
心
ナ
シ 
（
九
四
）↲
大
瑜
：
王 
（
九
五
）
大
瑜
：
皆
ナ
シ 
（
九
六
）↲
大
瑜
：
真 
（
九
七
）↲
大
瑜
：
曰 
（
九
八
）
大
瑜
・
大
總
：
又
→
文 
（
九
九
）
大
總
：
亦
ナ
シ 
（
一
〇
〇
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
〇
一
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
一
〇
二
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
邏 
（
一
〇
三
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
〇
四
）
大
瑜
：
涸
→
鵠 
（
一
〇
五
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
〇
六
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
一
〇
七
）
大
瑜
：
隷
→
㘑
、
大
總
：
摩
隸
→
麼
隷
） 
（
一
〇
八
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
〇
九
）↲
大
瑜
：
二
合
、
大
總
：
怛
囉
→
吽
怛
羅
二
合 
（
一
一
〇
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
一
一
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
一
一
二
）
大
瑜
・
大
總
：
隷
→
儗 
（
一
一
三
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
一
四
）↲
大
瑜
：
入
声
、↲
大
總
：
入 
（
一
一
五
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
一
六
）
大
瑜
：
羅
二
合
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
二
合
→
羅 
（
一
一
七
）
大
瑜
：
㗚
→
哩 
（
一
一
八
）
大
瑜
：
諦
→
帝 
（
一
一
九
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
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（
一
二
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
紇
→
訖 
（
一
二
一
）
大
瑜
：
二
合
ナ
シ 
（
一
二
二
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
二
三
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
一
二
四
）
大
瑜
：
閉
→
𨳑 
（
一
二
五
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
二
六
）
大
瑜
：
悪
→
噁 
（
一
二
七
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
二
八
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
二
九
）
大
瑜
：
浦
渋
閉
→
補
瑟
波
、
大
總
：
浦
渋
閉
→
補
渋
閉 
（
一
三
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
三
一
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
三
二
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
一
三
三
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
三
四
）
大
瑜
：
儞
→
禰
入
声
、
大
總
：
儞
→
禰 
（
一
三
五
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
三
六
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
一
三
七
）
大
瑜
：
獻
弟
→
喭
馱
、
大
總
：
獻
弟
→
誐
弟 
（
一
三
八
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
三
九
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
四
〇
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
四
一
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
四
二
）↲
大
瑜
：
入
声 
（
一
四
三
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
四
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
四
五
）
大
總
：
引
ナ
シ 
（
一
四
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
四
七
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
四
八
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
四
九
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
五
〇
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
五
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
五
二
）
大
瑜
：
阿
吠
捨
二
合
→
吠
舎
、
大
總
：
阿
ナ
シ 
（
一
五
三
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
五
四
）
大
瑜
：
秘
→
密 
（
一
五
五
）
大
瑜
：
輪
→
論 
（
一
五
六
）
大
瑜
：
座
→
虚 
（
一
五
七
）
大
瑜
：
身
→
耳 
（
一
五
八
）
大
瑜
：
両
手
→
定
慧 
（
一
五
九
）
大
瑜
：
為
→
成 
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（
一
六
〇
）
大
瑜
：
得
→
成 
（
一
六
一
）↲
大
瑜
：
真
言
者
当
知
金
剛
薩
埵
心 
（
一
六
二
）
大
瑜
：
五
古
印
ナ
シ 
（
一
六
三
）↲
大
總
：
二
合 
（
一
六
四
）
大
瑜
：
唵
嚩
日
羅
没
駄
吽
身
如
仏
形
嚩
日
羅
ナ
シ
、↲
大
總
：
二
合 
（
一
六
五
）
大
瑜
：
成
金
剛
身
ナ
シ 
（
一
六
六
）
大
瑜
：
羅
→
囉
、
金
剛
輪
座
ナ
シ 
（
一
六
七
）
大
瑜
：
多
羅
為
二
目
ナ
シ 
（
一
六
八
）
大
瑜
：
毘
倶
胝
為
心
ナ
シ 
（
一
六
九
）
大
總
：
利
→
哩 
（
一
七
〇
）
大
瑜
：
耶
→
曳
、
吉
祥
為
口
舌
ナ
シ 
（
一
七
一
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
一
七
二
）
大
瑜
：
邏
底
纈
哩
→
攞
細
冪
唎
、
大
總
：
邏
底
纈
哩
→
邏
底
冪
唎 
（
一
七
三
）
大
瑜
：
喜
戯
為
鼻
端
ナ
シ 
（
一
七
四
）
大
瑜
：
隷
→
哩 
（
一
七
五
）
大
瑜
：
金
剛
観
自
在
両
手
臂
ナ
シ 
（
一
七
六
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
七
七
）
大
瑜
：
三
世
不
動
為
両
膝
脚
ナ
シ 
（
一
七
八
）
大
瑜
：
心
上
成
大
王
ナ
シ 
（
一
七
九
）
大
瑜
：
臍
成
虚
空
眼
ナ
シ
、↲
大
總
：
二
合 
（
一
八
〇
）
大
瑜
：
摩
隸
→
麼
㘑
、
大
總
：
摩
隸
→
磨
引
隷
） 
（
一
八
一
）
大
瑜
：
虚
空
宝
為
相
好
面
上
相
好
也
ナ
シ
） 
（
一
八
二
）↲
大
瑜
：
一
字 
（
一
八
三
）
大
瑜
：
五
古
印
ナ
シ 
（
一
八
四
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
八
五
）
大
瑜
：
抽
→
掙 
（
一
八
六
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
一
八
七
）
大
瑜
：
迦
羅
→
羯
囉
、
大
總
：
迦
羅
→
羯
羅
二
合 
（
一
八
八
）↲
大
瑜
：
短
→
短
声
、
大
總
：
短
ナ
シ 
（
一
八
九
）↲
大
瑜
：
短
→
短
声
、
大
總
：
短
ナ
シ 
（
一
九
〇
）↲
大
瑜
：
短
→
短
声
、
大
總
：
短
ナ
シ 
（
一
九
一
）
大
瑜
・
大
總
：
儞
→
𩕳 
（
一
九
二
）↲
大
總
：
二
合 
（
一
九
三
）↲
大
瑜
：
短
→
短
声
、
大
總
：
吽
吽 
（
一
九
四
）
大
總
：
古
印
→
股
契 
（
一
九
五
）↲
大
瑜
・
大
總
：
忍 
（
一
九
六
）
大
瑜
・
大
總
：
惠
→
慧 
（
一
九
七
）↲
大
瑜
・
大
總
：
及 
（
一
九
八
）↲
大
總
：
由 
（
一
九
九
）↲
大
瑜
・
大
總
：
引 
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（
二
〇
〇
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
二
〇
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
二
〇
二
）
大
瑜
・
大
總
：
娑
怛
縛
→
薩
怛
嚩
二
合 
（
二
〇
三
）↲
大
瑜
：
入
声
、↲
大
總
：
日
洛
反 
（
二
〇
四
）↲
大
瑜
：
引 
（
二
〇
五
）↲
大
瑜
・
大
總
：
引 
（
二
〇
六
）
大
瑜
：
鉢
羅
→
跛
囉
二
合
、
大
總
：
鉢
羅
→
跋
羅
二
合 
（
二
〇
七
）
大
總
：
短
ナ
シ 
（
二
〇
八
）
大
瑜
：
齊
→
臍 
（
二
〇
九
）
大
瑜
：
鈷
→
股 
（
二
一
〇
）
大
瑜
：
花
→
華 
（
二
一
一
）
大
瑜
：
復
→
次
後 
（
二
一
二
）
大
瑜
：
花
→
華 
（
二
一
三
）
大
瑜
：
剣 
（
二
一
四
）
大
瑜
・
大
總
：
咤 
（
二
一
五
）
大
瑜
：
塞
怖
→
娑
破
、
大
總
：
塞
怖
→
娑
泮
二
合 
（
二
一
六
）
大
瑜
：
羅
→
囉
、
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
一
七
）
大
總
：
捨
→
舎
野 
（
二
一
八
）
大
瑜
・
大
總
：
泮
→
発 
（
二
一
九
）↲
大
瑜
：
引 
（
二
二
〇
）
大
瑜
：
金
剛
→
大
衆 
（
二
二
一
）
大
瑜
：
位
ナ
シ 
  
《
引
文
箇
所
》 
１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
四
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。 
２
『
大
正
』
十
八
・
二
五
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』
取
意
。 
６
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
中
。『
瑜
祇
経
』、『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
９
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
１０
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
１２
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
１４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１５
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
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１６
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１７
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
１８
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１９
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
２０
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
２２
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
２４
『
大
正
』
十
八
・
二
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２５
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
２６
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２７
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
２８
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２９
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３０
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３２
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
〇
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
３６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
〇
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４７
『
大
正
』』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
５０
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』
取
意
。 
５１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
七
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
七
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
七
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５４
『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
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５６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
八
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
中
～
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
５８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。 
５９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
九
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
九
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
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『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』・『
崎
祇
舎
私
記
』
合
綴
本 
『
崎
祇
舎
私
記
』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
青
連
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
） 
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崎
祇
舎
私
記
長
寿
房 
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瑜
祇
都
法
次
第 
  
凡
此
瑜
祇
惣
有
二
十
二
品
一
。
開
為
二
十
四
法
一
或
分
二
二
生
法
一
。
三
部
樞
楗
五
智
心
府
三
部
五
部
心
観
速
成
矣
。
夫
開
十
四
法
者
。
一
者
序
品
以
大
日
為
尊
。
三
十
七
尊
同
成
悉
地
二
者
染
愛
王
品
染
愛
王
為
本
尊
。
三
十
七
尊
同
成
悉
地
三
者
大
阿
闍
梨
位
品
大
日
為
本
尊
。
五
部
三
十
七
、
三
部
十
三
会
皆
成
就
四
者
冒
地
品
金
剛
薩
埵
爲
本
尊
。
五
部
三
十
七
尊
、
三
部
十
三
会
一
切
悉
地
皆
成
就
五
者
愛
染
品
愛
染
王
為
本
尊
。
五
部
通
成
就
法
也
六
者
四
攝
行
品
愛
染
王
為
本
尊
。
応
前
後
諸
品
四
攝
行
成
就
七
者
瑜
伽
成
就
品
愛
染
王
為
本
尊
。
五
部
通
成
就
悉
地
也
八
者
大
勝
金
剛
品
大
日
為
本
尊
。
十
二
臂
也
。
是
惣
攝
蘇
悉
地
法
也
九
者
大
成
就
品
。
分
為
二
三
法
一
。
仏
眼
法
・
八
字
・
五
大
虚
空
蔵
法
也
。
或
通
為
二
一
法
一
。
今
開
為
二
三
法
一
是
十
四
法
。
初
仏
眼
法
仏
眼
為
本
尊
。
五
部
三
部
悉
地
也
十
次
大
悲
胎
蔵
八
字
法
大
日
為
本
尊
。
大
悲
胎
蔵
中
一
切
法
一
時
頓
証
十
一
後
五
大
虚
空
蔵
法
虚
空
蔵
為
本
尊
。
一
印
十
三
・
四
印
十
七
・
五
印
三
十
七
尊
皆
成
就
富
貴
虚
空
蔵
法
十
二
者
三
十
七
尊
内
護
摩
法
。
十
三
者
金
剛
薩
埵
内
作
業
灌
頂
品
。
此
品
中
雖
レ
分
二
八
法
一
同
二
金
剛
薩
埵
内
作
灌
頂
・
内
護
摩
一
。
所
レ
成
二
支
分
等
一
明
。
仍
不
レ
可
レ
分
レ
之
。
任
二
意
業
一
耳
。
十
四
者
降
伏
一
切
魔
怨
品
金
剛
薬
叉
為
本
尊
。
三
十
七
尊
同
薬
叉
三
摩
地
也
惣
一
経
終
始
十
二
品
一
一
法
別
壇
行
也
。
一
品
二
品
三
四
五
六
合
行
也
。
委
細
可
レ
尋
二
学
之
一
。 
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暫
以
二
大
日
一
為
二
本
尊
一
。
五
部
惣
合
二
画
一
経
始
終
一
。
唯
以
二
観
心
一
為
二
大
旨
一
。
不
レ
同
二
通
途
之
行
法
一
。
為
二
通
途
之
行
法
一
為
二
自
誦
持
一
不
レ
可
二
披
露
一
矣
。 
  
先
荘
二
嚴
道
場
一
安
二
置
尊
像
等
一
可
問
之 
 
 
次
加
持
香
水
灑
浄
身
上
等
弁
事
明
印
。
可
尋
之 
 
次
浄
地 
 
次
浄
身 
 
次
定
起 
 
次
四
礼 
 
次
普
礼 
 
次
啓
白 
神
分
等 
 
次
四
攝
法 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
一
）
二
合
薩
怛
縛
（
二
）
惹
（
三
）
入
吽
（
四
）
鑁
斛
１ 
 
次
大
阿
闍
梨
位
印 
二
（
五
）
手
合
掌
屈
レ
肘
向
レ
上
。
（
六
）
戒
（
七
）
・
忍
・
方
・
願
入
レ
掌
。
２
真
言
曰
。 
 
 
唵
（
八
）
嚩
日
羅
（
九
）
二
合
素
（
一
〇
）
乞
灑
二
合
摩
賀
引
薩
（
一
一
）
怛
二
合
吽
吽
３ 
 
次
金
剛
薩
埵
菩
提
心
明
印 
二
手
（
一
二
）
内
相
叉
各
以
二
禅
・
智
一
捻
二
進
・
力
一
。
４
真
言
曰
。 
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唵
嚩
（
一
三
）
日
羅
（
一
四
）
二
合
倶
（
一
五
）
捨
冒
地
喞
哆
（
一
六
）
吽
５ 
 
次
染
愛
王
結
界
印 
二
（
一
七
）
手
金
剛
縛
立
二
二
（
一
八
）
中
指
一
微
屈
。
第
三
節
（
一
九
）
相
叉
加
二
持
四
処
一
。
６
真
言
曰
。 
 
 
唵
摩
賀
（
二
〇
）
囉
（
二
一
）
引
誐
嚩
日
盧
（
二
二
）
二
合
瑟
抳
二
合
灑
（
二
三
）
嚩
日
羅
（
二
四
）
二
合
薩
怛
嚩
（
二
五
）
惹
（
二
六
）
吽
（
二
七
）
鑁
斛
（
二
八
）
７ 
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次
愛
染
王
護
身
印 
外
五
古 
吽
引
咤
枳
吽
（
二
九
）
惹
（
三
〇
）
入
８ 
 
次
観
自
在
生
障
。
時
会
中
忽
有
二
一
障
者
（
三
一
）
一
。
不
二
従
レ
空
生
一
、
亦
不
下
従
二
地
生
他
方
一
而
来
上
、
亦
不
二
従
レ
地
出
生
（
三
二
）
一
、
忽
然
而
現
。
諸
菩
薩
、
各
如
下
酔
人
（
三
三
）
不
レ
知
中
所
二
従
来
一
処
上
。
時
薄
伽
梵
、
面
門
微
咲
（
三
四
）
、
告
二
金
剛
手
及
諸
菩
薩
等
一
言
。
此
障
従
レ
何
而
来
。
従
二
一
切
衆
生
本
有
障
無
始
無
覚
中
一
来
。
本
有
倶
生
障
、
自
我
所
生
障
。
無
始
無
二
初
際
一
本
有
倶
本
輪
。
時
障
者
、
忽
然
現
レ
身
作
二
金
剛
薩
埵
形
一
。
於
二
頂
上
一
現
二
一
金
剛
輪
一
、
於
（
三
五
）
二
足
下
一
現
二
一
金
剛
輪
一
、
両
手
中
各
現
二
一
金
剛
輪
一
、
又
於
二
心
上
一
現
二
一
金
剛
輪
一
。
遍
身
放
レ
光
照
二
觸
会
中
諸
大
菩
薩
一
。
時
金
剛
手
白
言
。
遍
照
薄
伽
梵
、
我
今
欲
レ
説
二
速
（
三
六
）
滅
自
生
障
金
剛
頂
法
一
。
唯
願
許
二
我
解
説
一
。
時
金
剛
手
、
承
二
仏
聖
旨
一
而
説
二
真
（
三
七
）
言
一
曰
。
９ 
五
古
印
１０ 
 
 
 
吽
（
三
八
）
悉
底
可
問
之
１１ 
 
 
爾
時
観
二
一
切
諸
法
本
来
清
浄
一
誦
二
壊
二
乗
心
明
一
曰
。 
金
剛
合
掌
１２ 
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唵
摩
賀
（
三
九
）
引
演
（
四
〇
）
曩
嚩
日
羅
（
四
一
）
二
合
薩
怛
嚩
二
合
薩
嚩
達
磨
尾
秫
（
四
二
）
弟
吽
（
四
三
）
１３ 
 
 
由
レ
此
福
徳
現
生
証
二
大
金
剛
位
一
。 
 
次
大
勝
金
剛
頂
印 
内
竪
二
十
度
一
縛
。
忍
・
願
屈
如
レ
頂
。
１４
明
曰
。 
 
 
唵
摩
賀
（
四
四
）
嚩
日
盧
（
四
五
）
瑟
抳
二
合
灑
吽
（
四
六
）
怛
羅
（
四
七
）
二
合
紇
哩
二
合
悪
（
四
八
）
吽
１５ 
 
次
金
剛
頂
明
印 
二
手
（
四
九
）
金
剛
拳
。
左
（
五
〇
）
拳
当
レ
心
右
（
五
一
）
羽
（
五
二
）
弄
レ
杵
（
五
三
）
勢
。
１６ 
 
 
唵
縛
（
五
四
）
日
羅
（
五
五
）
二
合
薩
怛
縛
（
五
六
）
句
舎
（
五
七
）
吽
１７ 
 
次
最
勝
摩
尼
印 
金
剛
縛
。
進
・
力
・
禅
・
智
如
二
宝
形
一
。
１８ 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
五
八
）
二
合
羅
（
五
九
）
怛
曩
（
六
〇
）
倶
（
六
一
）
捨
怛
洛
（
六
二
）
二
合
１９ 
 
次
蓮
華
最
勝
心
印 
左
（
六
三
）
拳
印
安
レ
心
右
拳
舒
二
頭
指
一
開
レ
花
勢
。
２０ 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
六
四
）
二
合
達
磨
句
捨
（
六
五
）
紇
（
六
六
）
哩
二
合
２１ 
 
次
最
勝
者
能
鉤 
鉤
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
六
七
）
二
合
薩
怛
挽
（
六
八
）
二
合
倶
（
六
九
）
舎
弱
２２ 
 
次
最
勝
者
能
引 
索
印
２３ 
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唵
嚩
日
羅
（
七
〇
）
二
合
羅
（
七
一
）
怛
曩
（
七
二
）
二
合
跛
（
七
三
）
舎
吽
２４ 
 
次
最
勝
者
能
縛 
鎖
印
２５ 
 
 
唵
縛
日
羅
（
七
四
）
二
合
跛
（
七
五
）
納
磨
塞
（
七
六
）
怖
咤
鑁
２６ 
 
次
最
勝
者
令
喜 
鈴
印
２７ 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
七
七
）
二
合
羯
磨
健
（
七
八
）
咤
（
七
九
）
斛
２８ 
 
次
金
剛
剣
印 
左
（
八
〇
）
拳
置
二
於
心
上
一
如
二
煩
悩
障
一
。
右
（
八
一
）
拳
為
レ
剣
相
（
八
二
）
以
殺
レ
之
三
（
八
三
）
度
。
２９
明
曰
。 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
八
四
）
二
合
薩
怛
嚩
二
合
底
乞
（
八
五
）
瑟
拏
二
合
吽
３０ 
 
次
心
地
道
場
。
可
二
観
想
一
。
於
二
我
身
中
心
王
法
界
虚
空
中
一
想
二
鑁
字
一
。
為
二
毘
盧
遮
那
仏
一
。
由
レ
具
二
慈
悲
一
流
二
注
乳
一
満
二
遍
輪
圍
山
一
。
便
成
二
甘
露
大
海
一
。
其
海
中
想
二
鉢
羅
二
合
字
一
。
為
二
金
亀
一
。
無
量
由
旬
亀
背
上
想
二
紇
哩
二
合
字
一
。
為
二
三
層
赤
蓮
花
一
。
蓮
花
臺
上
想
二
皮
轄 
   
171 
 
 
  
禽
三
字
一
。
為
二
須
弥
仙
一
。
山
頂
想
二
等
五
字
一
。
為
二
五
峰
楼
閣
一
。
閣
内
想
二
四
重
階
道
一
。
周
匝
懸
二
雑
繒
綵
珠
網
花
鬘
一
。
而
為
二
荘
嚴
一
。
復
用
二
種
種
雑
宝
鈴
鐸
一
映
二
蔽
日
月
一
。
復
其
外
無
量
劫
波
樹
行
列
。
復
諸
天
美
妙
音
声
歌
詠
楽
音
諸
阿
修
羅
莫
呼
落
伽
王
等
以
二
金
剛
儛
一
之
所
二
娯
楽
一
。是
名
二
金
剛
界
自
在
大
三
昧
耶
自
覚
本
初
大
菩
提
心
普
賢
満
月
不
壊
金
剛
光
明
心
殿
一
。
与
二
自
性
所
成
眷
属
金
剛
手
等
十
六
大
菩
薩
及
四
攝
行
天
女
使
金
剛
内
外
八
供
養
金
剛
天
女
使
一
。
如
レ
次
圍
二
遶
心
王
毘
盧
舎
那
一
。
以
二
諸
大
悲
行
願
円
満
一
有
情
福
智
資
糧
之
所
二
成
就
一
以
五
智
光
照
常
住
三
世
無
有
暫
息 
云
云
。 
 
次
金
剛
輪
印
明 
輪
壇
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
八
六
）
斫
羯
（
八
七
）
羅
二
合
吽
（
八
八
）
惹
吽
引
鑁
斛
弱
（
八
九
）
吽
（
九
〇
）
引
３１ 
 
次
振
鈴 
 
次
四
攝
明
印 
四
字
印 
  
 
（
後
缺
カ
） 
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眉
間
想
レ
成
二
五
眼
一
。
又
以
レ
印
兼
誦
レ
明
。
右
旋
拭
レ
面
三
遍
。
一
切
見
者
皆
悉
歓
喜
。
３２
真
言
曰
。 
 
 
曩
謨
（
九
一
）
引
婆
誐
縛
（
九
二
）
覩
溩
（
九
三
）
瑟
抳
灑
唵
嚕
嚕
塞
（
九
四
）
怖
普
入
嚩
（
九
五
）
攞
底
瑟
姹
（
九
六
）
悉
馱
路
（
九
七
）
者
（
九
八
）
寧
薩
嚩
唎
（
九
九
）
他
薩
（
一
〇
〇
）
馱
儞
曳
娑
嚩
二
合
賀
（
一
〇
一
）
３３ 
 
 
爾
時
一
切
仏
頂
輪
王
、
各
以
二
金
剛
輪
一
置
二
於
本
所
出
生
一
切
仏
母
足
下
一
合
（
一
〇
二
）
成
二
二
輪
一
。
一
承
二
其
足
一
一
覆
二
頂
上
一
。
時
一
切
仏
頂
輪
王
、
皆
悉
供
養
圍
遶
。
誦
二
妙
伽
陀
一
百
八
名
大
金
剛
吉
祥
無
上
勝
讃
一
曰
。
３４ 
 
 
讃
如
経 
住
二
輪
印
一
可
レ
誦
レ
之
。 
 
 
爾
時
仏
母
金
剛
吉
祥
、
復
説
二
成
就
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
一
。
３５
其
印
如
二
釈
迦
牟
尼
鉢
印
一
。
以
レ
印
従
レ
定
（
一
〇
三
）
旋
転
便
結
二
本
三
昧
耶
印
一
。
以
二
二
手
（
一
〇
四
）
一
虚
心
合
掌
復
（
一
〇
五
）
当
レ
心
。
３６
即
真
言
曰
。 
 
 
阿
（
一
〇
六
）
入
引
尾
囉
（
一
〇
七
）
吽
欠
（
一
〇
八
）
吽
纈
（
一
〇
九
）
唎
悪
紇
（
一
一
〇
）
吽 
 
 
若
誦
満
二
一
千
万
遍
一
。
獲
二
得
大
悲
胎
蔵
中
一
切
法
一
時
頓
証
一
。
３７ 
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師
曰
。
若
別
行
者
、
依
二
或
供
養
会
或
持
誦
次
第
儀
等
一
可
レ
修
レ
之
。
大
日
為
二
本
尊
一
耳
。 
 
 
爾
時
復
説
二
成
就
富
貴
金
剛
虚
空
蔵
鉤
召
五
字
明
印
（
一
一
一
）
一
。
３８
毘
首
羯
磨
三
昧
（
一
一
二
）
耶
。
忍
・
願
（
一
一
三
）
合
峰
如
レ
針
。
是
名
二
法
界
虚
空
蔵
一
。
三
□
（
昧
密
カ
）
印
応
二
当
知
一
。
次
改
二
進
・
力
一
如
二
三
鈷
（
一
一
四
）
一
。
是
名
二
金
剛
虚
空
蔵
一
。
復
次
（
一
一
五
）
進
・
力
如
二
宝
形
一
。
是
為
二
宝
光
虚
空
蔵
一
。
又
屈
二
進
・
力
一
如
二
蓮
葉
一
。
即
（
一
一
六
）
名
二
蓮
花
虚
空
蔵
一
。
戒
・
方
・
進
・
力
互
相
叉
。
是
名
二
業
用
虚
空
蔵
一
。
３９
真
言
曰
。 
 
 
鑁
吽
怛
洛
（
一
一
六
）
纈
（
一
一
七
）
唎
悪
（
一
一
八
）
短
４０ 
 
次
説
曼
拏
攞 
 
 
註
云
。
於
二
一
円
明
中
一
等
二
自
身
量
一
画
（
一
一
九
）
レ
之
。
於
二
一
円
中
一
更
分
為
レ
五
。
於
二
中
円
一
画
（
一
二
〇
）
二
白
色
虚
空
蔵
一
。
左
手
執
レ
鉤
右
手
持
レ
宝
。
前
円
中
画
（
一
二
一
）
二
黄
色
虚
空
蔵
一
。
左
手
持
レ
剣
（
一
二
二
）
右
執
二
宝
金
剛
一
。
右
円
中
画
（
一
二
三
）
二
青
色
虚
空
蔵
一
。
左
執
レ
鉤
右
持
二
三
弁
宝
一
放
二
大
光
明
一
。
於
二
後
円
中
一
画
（
一
二
四
）
二
赤
色
虚
空
蔵
一
。
如
レ
前
左
持
レ
鉤
右
持
二
大
紅
蓮
花
（
一
二
五
）
一
。
左
円
中
画
（
一
二
六
）
二
黒
紫
色
虚
空
蔵
174 
 
一
。
如
レ
前
左
持
レ
鉤
右
持
二
宝
羯
磨
一
。
是
名
二
五
大
虚
空
蔵
求
富
貴
法
一
。
４１
若
画
二
此
像
一
、
於
二
青
色
或
金
色
絹
上
一
画
レ
之
。
其
菩
薩
衣
服
首
冠
瓔
珞
皆
依
二
本
色
一
、
各
（
一
二
七
）
半
（
一
二
八
）
跏
坐
。
画
（
一
二
九
）
二
此
像
一
已
対
二
於
壇
前
一
。
無
レ
間
（
一
三
〇
）
二
時
方
一
但
誦
二
五
字
明
一
千
万
遍
一
。
即
得
二
富
貴
成
就
云
云
已
上
４２
爾
時
復
説
二
金
剛
吉
祥
成
就
一
切
明
一
。
４３
其
印
相
二
明
（
一
三
一
）
金
剛
掌
以
二
檀
・
惠
（
一
三
二
）
一
内
相
鉤
。
戒
・
方
双
屈
入
レ
掌
。
忍
・
願
相
合
如
レ
峰
。
屈
二
進
・
力
一
各
捻
二
忍
・
願
上
節
一
。
以
二
禅
・
智
一
各
捻
二
忍
・
願
初
文
一
。
是
名
（
一
三
三
）
二
金
剛
吉
祥
印
一
。
４４
真
言
曰
師
云
。
七
曜
成
就
明
也
。 
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唵
嚩
日
囉
（
一
三
四
）
室
哩
（
一
三
五
）
引
摩
訶
（
一
三
六
）
室
哩
（
一
三
七
）
阿
（
一
三
八
）
引
弥
底
也
（
一
三
九
）
室
哩
（
一
四
〇
）
素
摩
（
一
四
一
）
室
哩
（
一
四
二
）
引
盎
（
一
四
三
）
誐
引
囉
（
一
四
四
）
迦
室
哩
（
一
四
五
）
母
（
一
四
六
）
陀
室
哩
（
一
四
七
）
没
羅
（
一
四
八
）
賀
娑
破
（
一
四
九
）
底
室
哩
（
一
五
〇
）
戌
羯
（
一
五
一
）
囉
室
哩
（
一
五
二
）
引
舎
（
一
五
三
）
儞
始
者
（
一
五
四
）
羅
（
一
五
五
）
始
制
（
一
五
六
）
帝
室
哩
（
一
五
七
）
引
摩
賀
（
一
五
八
）
三
摩
曳
（
一
五
九
）
室
哩
（
一
六
〇
）
引
娑
嚩
（
一
六
一
）
賀
（
一
六
二
）
４５ 
 
 
復
説
二
妙
吉
祥
破
諸
宿
曜
明
一
４６ 
内
縛
痛
（
一
六
三
）
二
指
節
一
。
並
逼
竪
二
二
空
一
。
是
名
二
破
七
（
一
六
四
）
曜
一
切
不
祥
印
一
。
４７
真
言
曰
。 
 
 
唵
（
一
六
五
）
引
薩
嚩
怛
囉
（
一
六
六
）
三
（
一
六
七
）
摩
曳
（
一
六
八
）
室
哩
（
一
六
九
）
曳
娑
嚩
（
一
七
〇
）
賀
（
一
七
一
）
４８ 
 
 
当
下
観
二
妙
吉
祥
一
而
作
中
降
伏
事
上
。
結
レ
印
誦
二
百
遍
一
不
レ
久
即
成
就
。
４９ 
 
 
成
就
一
切
明
印 
持
二
本
所
出
生
一
切
仏
母
一
。
復
於
二
頂
上
一
放
二
百
千
道
雑
色
光
明
一
。
於
二
一
一
光
中
一
出
二
生
無
量
金
剛
杵
一
。
勇
健
熾
盛
於
二
足
下
一
亦
然
。
５０
其
印
以
二
定
惠
（
一
七
二
）
手
一
作
二
不
動
（
一
七
三
）
刀
印
一
。
以
二
刀
刃
一
互
挿
二
掌
中
一
即
成
。
５１
結
レ
印
安
二
於
左
脇
一
誦
二
真
言
一
百
八
遍
一
。
５２
真
言
曰
。 
 
 
唵
咤
（
一
七
四
）
引
咤
引
咤
烏
咤
（
一
七
五
）
烏
置
（
一
七
六
）
知
置
知
咤
（
一
七
七
）
烏
咤
烏
咤
烏
咤
烏
嚩
日
羅
（
一
七
八
）
娑
（
一
七
九
）
怛
儛
弱
（
一
八
〇
）
吽
鑁
斛
纈
（
一
八
一
）
哩
郝
吽
泮
咤
吽
５３ 
 
 
時
諸
仏
頂
輪
王
各
各
還
来
。
入
二
薩
埵
仏
母
一
一
毛
孔
中
一
忽
然
不
レ
現
。
時
大
衆
会
一
時
寂
然
。
５４ 
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（
後
缺
カ
） 
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一
切
如
来
内
護
摩
金
剛
軌
儀
品
第
十 
 
 
私
云
。
此
品
、
応
レ
明
二
三
十
七
尊
内
護
摩
火
法
一
也
。
普
渉
説
品
可
レ
用
レ
之
。
本
来
支
分
等
可
レ
准
二
瑜
伽
護
摩
軌
一
也
。
若
五
種
護
摩
所
用
可
レ
知
レ
之
。
一
尊
一
行
又
准
知
耳
。 
  
 
可
レ
想観
。
身
処
二
月
輪
一
而
当
レ
作
二
観
念
一
。
以
二
三
妄
執
百
六
十
心
一
名
レ
因
。
五
障
為
レ
業
。
此
因
業
為
レ
柴
。
三
十
七
智
為
二
大
菩
提
心
一
。
月
輪
円
明
為
レ
焔
。
口
炉
壇
炉
共
法
界
為
レ
量
云
云
真
言
声
而
為
レ
燃
。
以
二
印
契
形
一
而
為
二
焔
形
一
。
遍
二
虚
空
界
一
。
以
二
等
覚
等
一
擲
二
口
炉
中
一
。
作
二
諸
成
就
一
。
永
為
レ
調
二
伏
煩
悩
賊
及
一
切
鬼
神
一
故
作
二
是
護
摩
一
。
増
二
長
三
昧
一
云
云
。
５５ 
 
先
大
日 
智
拳
印
５６ 
 
 
 
唵
（
一
八
二
）
嚩
日
羅
（
一
八
三
）
二
合
馱
（
一
八
四
）
都
（
一
八
五
）
阿
擬
（
一
八
六
）
儞
二
合
鑁
５７ 
 
阿
閦 
觸
地
印
５８ 
 
 
唵
（
一
八
七
）
嚩
日
羅
（
一
八
八
）
阿
（
一
八
九
）
芻
（
一
九
〇
）
毘
也
（
一
九
一
）
阿
擬
（
一
九
二
）
儞
吽
５９ 
 
宝
生 
施
願
印
６０ 
 
 
唵
（
一
九
三
）
嚩
日
羅
（
一
九
四
）
羅
怛
曩
（
一
九
五
）
三
（
一
九
六
）
婆
嚩
（
一
九
七
）
阿
擬
（
一
九
八
）
儞
（
一
九
九
）
怛
洛
（
二
〇
〇
）
６１ 
 
無
量
寿 
西
方
花
印
６２ 
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唵
（
二
〇
一
）
嚩
日
羅
（
二
〇
二
）
路
（
二
〇
三
）
計
湿
嚩
羅
（
二
〇
四
）
惹
阿
擬
（
二
〇
五
）
儞
（
二
〇
六
）
紇
哩
６３ 
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不
空
成
就 
無
畏
印
６４ 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
〇
七
）
阿
慕
（
二
〇
八
）
伽
悉
（
二
〇
九
）
帝
阿
擬
（
二
一
〇
）
儞
（
二
一
一
）
悪
（
二
一
二
）
入
６５ 
 
金
剛
波
羅
蜜 
觸
地
印
６６ 
 
 
唵
薩
埵
嚩
二
合
嚩
日
羅
（
二
一
三
）
二
合
阿
擬
儞
二
合
吽
６７ 
 
宝
波
羅
蜜 
施
願
印
６８ 
 
 
唵
羅
怛
曩那
二
合
嚩
日
哩
二
合
阿
擬
儞
二
合
怛
羅
（
二
一
四
）
二
合
６９ 
 
法
波
羅
蜜 
西
方
花
印
７０ 
 
 
唵
達
磨
嚩
日
哩
二
合
阿
擬
儞
（
二
一
五
）
紇
哩
二
合
７１ 
 
業
波
羅
蜜 
前
無
畏
印
７２ 
 
 
唵
羯
磨
嚩
日
哩
（
二
一
六
）
二
合
阿
擬
儞
二
合
悪
７３ 
 
金
剛
薩
埵 
羯
磨
会
薩
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
一
七
）
二
合
薩
怛
嚩
（
二
一
八
）
二
合
阿
擬
（
二
一
九
）
儞
（
二
二
〇
）
吽
悪
（
二
二
一
）
７４ 
 
金
剛
王 
王
菩
薩
印 
 
 
嚩
（
二
二
二
）
日
羅
（
二
二
三
）
二
合
羅
（
二
二
四
）
惹
阿
擬
（
二
二
五
）
儞
二
合
吽
弱
（
二
二
六
）
次
洛
反
７５ 
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金
剛
染 
染
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
二
七
）
二
合
誐
（
二
二
八
）
引
阿
擬
（
二
二
九
）
儞
二
合
吽
涸
（
二
三
〇
）
７６ 
 
金
剛
称 
喜
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
三
一
）
二
合
沙
（
二
三
二
）
度
阿
擬
（
二
三
三
）
儞
（
二
三
四
）
吽
短
索
入
７７ 
 
金
剛
宝
威
光 
宝
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
三
五
）
二
合
怛
曩
二
合
阿
擬
（
二
三
六
）
儞
二
合
吽
唵
７８ 
 
金
剛
光
明
威 
光
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
三
七
）
二
合
帝
惹
阿
擬
（
二
三
八
）
儞
二
合
吽
暗
（
二
三
九
）
７９ 
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金
剛
幢
大
軍 
幢
菩
薩
印 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
四
〇
）
二
合
髻
（
二
四
一
）
都
阿
擬
（
二
四
二
）
儞
二
合
吽
怛
洛
（
二
四
三
）
二
合
引
８０ 
 
金
剛
咲 
咲
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
四
四
）
二
合
賀
沙
（
二
四
五
）
引
阿
擬
（
二
四
六
）
儞
二
合
吽
涸
（
二
四
七
）
８１ 
 
蓮
花
自
在
王 
法
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
四
八
）
二
合
達
磨
（
二
四
九
）
引
阿
擬
（
二
五
〇
）
儞
二
合
吽
紇
（
二
五
一
）
哩
二
合
８２ 
 
金
剛
猛
利
刀 
利
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
五
二
）
二
合
底
乞
史
（
二
五
三
）
拏
（
二
五
四
）
二
合
阿
擬
（
二
五
五
）
儞
（
二
五
六
）
二
合
吽
淡
（
二
五
七
）
８３ 
 
金
剛
転
輪
者 
因
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
五
八
）
二
合
係
（
二
五
九
）
覩
阿
擬
（
二
六
〇
）
儞
二
合
吽
𤚥
８４ 
 
金
剛
語
言 
語
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
六
一
）
二
合
婆
（
二
六
二
）
灑
引
阿
擬
（
二
六
三
）
儞
二
合
吽
藍
（
二
六
四
）
８５ 
 
羯
磨
金
剛
蔵 
業
菩
薩
印 
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唵
嚩
日
羅
（
二
六
五
）
二
合
羯
磨
阿
擬
（
二
六
六
）
儞
二
合
吽
剣
８６ 
 
金
剛
甲
冑
光 
護
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
六
七
）
二
合
羅
（
二
六
八
）
乞
叉
（
二
六
九
）
阿
擬
（
二
七
〇
）
儞
二
合
吽
含
（
二
七
一
）
８７ 
 
金
剛
怖
畏
噉 
牙
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
七
二
）
二
合
薬
乞
叉
二
合
阿
擬
（
二
七
三
）
儞
二
合
吽
（
二
七
四
）
引
吽
短
８８ 
 
金
剛
密
持
尊 
拳
菩
薩
印 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
二
七
五
）
二
合
散
地
阿
擬
（
二
七
六
）
儞
二
合
吽
鑁
８９ 
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虚
空
蔵
菩
薩 
進
・
力
如
二
宝
形
一
。 
 
９０ 
 
 
金
剛
光
菩
薩 
於
レ
心
旋
二
日
輪
一
。 
 
９１ 
 
 
虚
空
旗
菩
薩 
右
肘
住
二
左
拳
一
。 
 
 
９２ 
 
 
虚
空
笑
菩
薩 
二
拳
口
仰
散
。 
 
 
 
９３ 
 
 
観
自
在
菩
薩 
左
蓮
右
開
勢
。 
 
 
 
９４ 
 
 
妙
吉
祥
菩
薩 
左
心
想
レ
持
レ
花
。
右
手
如
レ
把
レ
剣
。 
 
９５ 
 
 
転
法
輪
菩
薩 
覆
レ
拳
進
・
力
拄
（
二
七
七
）
二
於
齊
（
二
七
八
）
一
而
平
転
。 
 
 
９６ 
 
 
金
剛
言
（
二
七
九
）
菩
薩 
並
至
レ
口
仰
散
。 
 
 
９７ 
 
 
金
剛
業
菩
薩 
両
乳
両
頬
旋
舞
安
二
頂
上
一
。 
 
 
 
 
９８ 
 
 
金
剛
護
菩
薩 
二
拳
被
甲
冑
。 
 
 
 
 
 
９９ 
 
 
金
剛
尽
菩
薩 
進
・
力
・
檀
・
惠
牙
。 
１００ 
 
 
金
剛
持
菩
薩 
二
拳
而
相
合
。 
 
 
 
１０１ 
 
次
四
仏 
阿
閦
觸
地
宝
生
施
願
無
量
寿
定
印
不
空
施
無
畏
。
已
上
四
仏
門
。 
 
 
 
次
四
波
羅
蜜
菩
薩 
用
二
四
仏
契
一
。 
 
 
 
 
次
内
四
供
養 
用
二
羯
磨
会
印
一
。 
 
 
 
 
 
次
外
供
養
天
女
使 
用
二
羯
磨
会
印
一
。 
 
 
 
次
四
門
使
者
天
女 
四
攝
印
。 
 
 
 
 
 
 
次
率
覩
波
法
界
普
賢
一
字
心 
智
拳
。 
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次
大
阿
闍
梨
位
三
身
勝
身 
 
次
薩
埵 
 
次
一
字
成
就 
五
古
印 
 
 
                                
185 
 
 
   
 
唵
薩
嚩
怛
他
引
薩
（
二
八
〇
）
耽
倶
（
二
八
一
）
勢
弱
（
二
八
二
）
鉤
１０２ 
 
 
唵
薩
嚩
怛
他
引
蘖
（
二
八
三
）
多
引
跋
（
二
八
四
）
舎
吽
（
二
八
五
）
索
１０３ 
 
 
唵
薩
嚩
怛
他
引
蘖
（
二
八
六
）
多
（
二
八
七
）
引
娑
普
（
二
八
八
）
引
咤
（
二
八
九
）
吽
（
二
九
〇
）
鑁
（
二
九
一
）
鎖
１０４ 
 
 
唵
薩
嚩
怛
他
（
二
九
二
）
引
蘖
（
二
九
三
）
多
阿
（
二
九
四
）
吠
舎
吽
斛
（
二
九
五
）
鈴
１０５ 
 
次
閼
伽 
 
次
花
座 
 
次
降
三
世
結
界 
 
次
事
供 
 
次
普
供
養
金
剛
合
掌 
 
 
唵
薩
縛
（
二
九
六
）
布
齊
（
二
九
七
）
惹
（
二
九
八
）
吽
（
二
九
九
）
鑁
斛
１０６ 
 
次
讃 
百
八
名
讃
可
レ
誦
レ
之
。 
 
 
 
本薩
有
（
三
〇
〇
）
金
剛
性 
光宝
明
遍
照
王 
清法
浄
妙
蓮
染 
無業
為
而
作
レ
業 
金王
剛
鉤
召
起 
熾光
盛
威
二
三
界
一 
決利
二
除
無
智
闇
一 
被護
二
金
剛
甲
鎧
一 
染愛
欲
諸
有
情 
安幢
楽
行
饒
（
三
〇
一
）
益 
随因
レ
機
転
二
法
輪
一 
尽牙
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除
二
諸
蓋
障
一 
称喜
讃
令
二
歓
喜
一 
戯咲
咲
（
三
〇
二
）
獲
（
三
〇
三
）
二
悦
意
一 
離語
言
我
所
レ
能 
三拳
業
持
二
常
寂
一
１０７ 
 
次
四
智 
 
次
月
輪
観 
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〈
内
側
に
書
さ
れ
た
文
章
〉 
 
 
可
二
観
想
一
。
前
所
レ
観
二
法
界
内
一
明
二
一
大
月
輪
中
法
界
体
性
無
分
別
智
一
。
輪
中
在
二
字
一
。
変
成
二
法
界
率
覩
婆
一
。
率
覩
婆
変
成
二
毘
盧
遮
那
一
。
一
身
四
面
二
手
智
拳
印
。
為
レ
令
三
衆
生
現
二
証
一
切
如
来
一
。
本
有
金
剛
性
放
レ
光
照
二
四
方
四
筒
一
。
字
毎
レ
方
現
起
随
レ
方
字
如
二
月
輪
一
。
字
変
如
二
次
東
西
南
北
一
成
二
五
古
宝
珠
蓮
花
羯
磨
一
。
各
変
成
二
阿
閦
宝
生
阿
弥
陀
不
空
成
就
一
。
今
此
四
仏
為
レ
令
三
衆
生
修
二
行
諸
仏
大
悲
行
願
一
。
放
二
随
レ
方
光
一
照
二
大
日
四
邊
一
。
各
現
二
字
一
字
光
如
二
月
輪
一
。
変
成
二
各
三
昧
耶
身
一
。
次
変
成
二
四
波
羅
蜜
菩
薩
一
。
又
大
日
如
来
放
レ
光
照
二
四
方
四
智
月
輪
四
邊
一
。
為
レ
令
下
衆
生
動
二
本
有
性
一
成
中
就
法
身
上
。
東
方
大
円
鏡
智
所
レ
変
阿
閦
仏
四
邊
前
左
右
復
現
二
字
一
。
成
二
各
各
三
昧
耶
身
一
。
変
成
二
薩
王
愛
喜
四
菩
薩
一
。
又
為
レ
令
下
衆
生
入
二
法
界
宮
一
堅
中
牢
諸
蔵
識
一
。
南
方
平
等
性
智
所
レ
変
宝
生
仏
前
左
右
復
現
二
字
一
。
成
二
三
摩
耶
身
一
。
変
二
宝
光
幢
咲
四
菩
薩
一
。
為
レ
令
下
衆
生
成
二
就
菩
提
一
入
中
如
如
智
上
。
西
方
妙
観
察
智
所
レ
現
阿
弥
陀
仏
四
邊
現
二
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四
字
一
。
成
二
三
摩
耶
身
一
。
変
成
二
法
利
因
語
四
菩
薩
一
為
レ
令
三
衆
生
成
二
就
三
身
遍
周
法
界
一
為
レ
欲
三
生
死
中
得
二
自
在
一
故
。
北
方
成
所
作
智
所
レ
現
不
空
成
就
仏
四
邊
現
二
 
 
 
字
一
。
成
二
三
昧
耶
身
一
。
変
成
二
業
護
牙
拳
一
圍
二
遶
本
仏
一
。
為
レ
令
三
衆
生
顕
二
発
如
来
神
通
遊
戯
一
。
四
仏
放
レ
光
照
二
内
院
四
隅
一
。
字
転
成
二
嬉
鬘
歌
舞
内
供
養
天
女
使
一
。
為
レ
令
三
衆
生
諸
行
速
得
二
成
就
円
満
一
。
大
日
放
レ
光
照
二
中
院
四
隅
一
。
現
二
字
一
転
成
二
香
花
灯
塗
外
供
養
天
女
使
一
。
為
レ
令
三
衆
生
同
至
二
法
界
阿
迦
尼
咤
宮
一
。
四
仏
放
レ
光
照
二
四
門
中
一
。
現
二
字
一
転
成
二
鉤
索
鎖
鈴
四
攝
菩
薩
一
。
如
レ
此
随
レ
方
所
レ
放
二
光
明
一
内
外
通
徹
。
唯
一
大
月
輪
五
部
三
十
七
月
渉
入
更
互
円
融
相
即
不
縦
不
横
心
月
輪
也
。
乃
至
一
切
有
情
心
王
心
所
変
現
更
無
異
云
云
。 
 
次
説
本
業
明
印 
或
不
用
印
。
定
印
。
可
誦
之 
云
云 
 
 
金
剛
手
菩
薩 
左
拳
安
二
腰
側
一
右
羽
把
擲
。 
 
 
 
 
 
 
１０８ 
 
 
金
剛
王
菩
薩 
以
二
二
拳
一
交
抱
レ
胸
。
進
・
力
鉤
以
招
。 
 
 
１０９ 
 
 
金
剛
染
菩
薩 
二
拳
如
二
射
法
一
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１０ 
 
 
金
剛
称
菩
薩 
当
レ
心
作
二
弾
指
（
三
〇
四
）
一
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１１ 
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《
註
》 
（
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
二
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩
二
合 
（
三
）
大
瑜
：
入
ナ
シ 
（
四
）↲
大
瑜
：
引 
（
五
）
大
瑜
・
大
總
：
二
手
合
掌
屈
肘
向
上
→
其
印
以
定
慧
手
。
屈
肘
向
上
合
掌
。
与
肩
齊
。 
（
六
）↲
大
瑜
・
大
總
：
各
屈 
（
七
）
大
瑜
：
戒
忍
方
願
→
戒
方
忍
願 
（
八
）↲
大
瑜
：
引 
（
九
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
〇
）
大
瑜
：
素
乞
灑
二
合
摩
賀
引
→
素
訖
叉
麼
三
合
□
□ 
（
一
一
）
大
瑜
：
怛
嚩
二
合
、
大
總
：
薩
怛
嚩
二
合 
（
一
二
）
大
瑜
：
手
→
羽 
（
一
三
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
五
）
大
瑜
：
倶
捨
冒
地
喞
→
句
舎
没
馱
涅 
（
一
六
）
大
總
：
哆
吽
→
多
引
吽
引 
（
一
七
）
大
總
：
二
手
→
師
口
云 
（
一
八
）
大
總
：
二
ナ
シ 
（
一
九
）↲
大
總
：
許 
（
二
〇
）
大
瑜
：
賀
→
訶
引 
（
二
一
）
大
瑜
：
引
ナ
シ
、
大
總
：
囉
引
→
羅
引 
（
二
二
）
大
瑜
：
盧
→
囉
、
大
總
：
盧
→
嚧 
（
二
三
）
大
瑜
：
灑
→
沙 
（
二
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
二
五
）↲
大
瑜
：
二
合 
（
二
六
）↲
大
瑜
：
引 
（
二
七
）↲
大
瑜
・
大
總
：
引 
（
二
八
）↲
大
瑜
：
引 
（
二
九
）↲
大
瑜
：
引 
（
三
〇
）
大
瑜
：
入
→
入
声 
（
三
一
）
大
瑜
：
者
ナ
シ 
（
三
二
）
大
瑜
・
大
總
：
生
ナ
シ 
（
三
三
）
大
瑜
：
人
ナ
シ 
（
三
四)
大
瑜
・
大
總
：
咲
→
笑 
（
三
五
）
大
瑜
・
大
總
：
於
ナ
シ 
（
三
六
）
大
瑜
・
大
總
：
速
滅
→
此 
（
三
七
）
大
瑜
：
真
言
曰
→
頌
曰
、
大
總
：
真
言
曰
→
偈
言 
（
三
八
）
大
瑜
：
吽
悉
底
→
吽
引
蘇
悉
地
、
大
總
：
吽
悉
底
→
吽
引
悉
弟 
（
三
九
）
大
瑜
：
賀
→
訶 
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（
四
〇
）
大
瑜
：
演
曩
→
野
怛
那
二
合
、
大
總
：
演
曩
→
野
曩 
（
四
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
四
二
）
大
瑜
：
秫
弟
→
戍
馱 
（
四
三
）↲
大
總
：
引 
（
四
四
）
大
瑜
：
賀
→
訶
引
、
大
總
：
賀
→
訶 
（
四
五
）
大
瑜
：
盧
→
囉
二
合
、
大
總
：
盧
→
嚧
二
合 
（
四
六
）↲
大
總
：
引 
（
四
七
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
𠸪 
（
四
八
）
大
瑜
：
悪
吽
→
噁
吽
引 
（
四
九
）
大
總
：
手
ナ
シ 
（
五
〇
）
大
總
：
左
拳
→
止
羽 
（
五
一
）
大
總
：
右
→
観 
（
五
二
）↲
大
總
：
如 
（
五
三
）
大
總
：
杵
→
跋
折
羅 
（
五
四
）
大
總
：
縛
→
嚩 
（
五
五
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
五
六
）
大
瑜
：
縛
→
嚩
二
合
、
大
總
：
縛
→
嚩 
（
五
七
）
大
瑜
：
舎
吽
→
捨
吽
引 
（
五
八
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
五
九
）
大
總
：
羅
→
囉 
（
六
〇
）
大
瑜
：
曩
→
那
二
合 
（
六
一
）
大
瑜
・
大
總
：
倶
→
句 
（
六
二
）
大
瑜
・
大
總
：
洛
→
𠸪 
（
六
三
）
大
總
：
左
拳
印
安
心
右
拳
舒
頭
指
開
花
勢
→
左
拳
想
執
持
蓮
花
茎
以
右
拳
頭
指
大
指
如
開
敷
花
蘂
之
勢 
（
六
四
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
六
五
）
大
瑜
：
捨
→
舎 
（
六
六
）
大
總
：
紇
→
𠶹 
（
六
七
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
六
八
）
大
瑜
：
挽
二
合
→
鑁
、
大
總
：
挽
二
合
→
鑁
二
合 
（
六
九
）
大
瑜
：
倶
舎
弱
→
句
捨
惹
入
声 
（
七
〇
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
七
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
七
二
）
大
瑜
：
曩
→
那 
（
七
三
）
大
瑜
：
跛
舎
→
播
捨
、
大
總
：
跛
舎
→
跋
引
舎 
（
七
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
七
五
）
大
瑜
：
跛
納
磨
→
鉢
納
麼
二
合
、
大
總
：
跛
納
磨
→
鉢
納
摩
二
合 
（
七
六
）
大
瑜
：
塞
怖
→
娑
破
二
合
、
大
總
：
塞
怖
→
娑
普
二
合 
（
七
七
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
七
八
）
大
瑜
：
健
→
欠 
（
七
九
）
大
總
：
咤
→
𪘨 
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（
八
〇
）
大
總
：
左
拳
→
用
左 
（
八
一
）
大
總
：
右
拳
→
以
右 
（
八
二
）
大
總
：
相
→
想 
（
八
三
）
大
總
：
三
度
ナ
シ 
（
八
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
八
五
）
大
瑜
：
乞
瑟
拏
二
合
吽
→
訖
叉
拏
三
合
吽
引
、
大
總
：
乞
瑟
拏
二
合
吽
→
乞
瑟
拏
三
合
吽 
（
八
六
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合 
（
八
七
）
大
瑜
：
羯
羅
→
訖
囉 
（
八
八
）↲
大
瑜
・
大
總
：
引 
（
八
九
）
大
瑜
・
大
總
：
弱
ナ
シ 
（
九
〇
）
大
瑜
：
引
ナ
シ 
（
九
一
）
大
瑜
・
大
總
：
引
ナ
シ 
（
九
二
）
大
瑜
：
縛
覩
→
嚩
底
、
大
總
：
縛
覩
→
嚩
覩 
（
九
三
）
大
瑜
：
溩
瑟
抳
灑
→
瑟
抳
二
合
沙
、
大
總
：
溩
瑟
抳
灑
→
瑟
抳
二
合
灑 
（
九
四
）
大
瑜
：
塞
怖
普
→
娑
跛
二
合
嚕
、
大
總
：
塞
怖
普
→
娑
普
二
合
嚕 
（
九
五
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
九
六
）
大
瑜
：
姹
→
咤
二
合
、
大
總
：
姹
二
合 
（
九
七
）↲
大
總
：
引 
（
九
八
）
大
瑜
：
者
寧
→
左
抳
、
大
總
：
者
寧
→
左
寧 
（
九
九
）
大
瑜
・
大
總
：
唎
他
→
囉
他
二
合 
（
一
〇
〇
）
大
瑜
：
薩
馱
儞
曳
→
娑
馱
𩕳
曳
、
大
總
：
薩
馱
儞
曳
→
娑
引
馱
𩕳
曳 
（
一
〇
一
）
大
瑜
：
賀
→
訶
引 
（
一
〇
二
）
大
瑜
：
合
→
各 
（
一
〇
三
）↲
大
總
：
起 
（
一
〇
四
）
大
瑜
：
手
→
羽 
（
一
〇
五
）
大
總
：
復
→
複 
（
一
〇
六
）
大
瑜
：
入
引
ナ
シ 
（
一
〇
七
）
大
總
：
囉
→
羅 
（
一
〇
八
）↲
大
總
：
平 
（
一
〇
九
）
大
瑜
：
纈
唎
悪
→
紇
哩
二
合
噁
、
大
總
：
纈
唎
惡
→
紇
哩
二
合
悪 
（
一
一
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
紇
吽
ナ
シ 
（
一
一
一
）
大
瑜
：
印
→
王 
（
一
一
二
）
大
總
：
昧
→
摩 
（
一
一
三
）↲
大
總
：
相 
（
一
一
四
）
大
瑜
：
鈷
→
股 
（
一
一
五
）
大
瑜
・
大
總
：
次
→
改 
（
一
一
六
）
大
瑜
：
即
→
印 
（
一
一
七
）
大
瑜
：
洛
纈
唎
→
洛
二
合
纈
唎
二
合
、
大
總
：
洛
纈
唎
→
𠸪
二
合
紇
哩
二
合 
（
一
一
八
）
大
瑜
：
短
ナ
シ 
（
一
一
九
）
大
總
：
画
→
観 
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（
一
二
〇
）
大
總
：
画
→
観 
（
一
二
一
）
大
總
：
画
→
観 
（
一
二
二
）
大
瑜
：
剣
→
鉤
、
大
總
：
左
手
持
剣
→
左
持
鉤 
（
一
二
三
）
大
總
：
画
→
観 
（
一
二
四
）
大
總
：
画
→
観 
（
一
二
五
）
大
瑜
：
花
→
華 
（
一
二
六
）
大
總
：
画
→
観 
（
一
二
七
）
大
瑜
：
各
ナ
シ 
（
一
二
八
）
大
瑜
：
半
跏
坐
→
跏
趺
坐 
（
一
二
九
）
大
總
：
画
→
観 
（
一
三
〇
）
大
瑜
：
間
→
問 
（
一
三
一
）
大
瑜
：
明
→
羽 
（
一
三
二
）
大
瑜
：
惠
→
慧 
（
一
三
三
）
大
瑜
：
名
ナ
シ 
（
一
三
四
）↲
大
瑜
：
二
合
、
大
總
：
囉
→
羅
二
合 
（
一
三
五
）
大
瑜
・
大
總
：
引
→
二
合 
（
一
三
六
）↲
大
瑜
：
引
、
大
總
：
訶
→
賀
引 
（
一
三
七
）↲
大
瑜
：
二
合 
（
一
三
八
）
大
瑜
・
大
總
：
阿
引
弥
→
阿
涅
寧
逸
反 
（
一
三
九
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
四
〇
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
四
一
）
大
瑜
：
摩
→
麼
、
大
總
：
素
摩
→
素
引
麼 
（
一
四
二
）
大
瑜
：
引
→
二
合
、
大
總
：
哩
引
→
哩
二
合 
（
一
四
三
）
大
瑜
・
大
總
：
盎
誐
引
→
阿
儗 
（
一
四
四
）
大
總
：
囉
→
羅 
（
一
四
五
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
四
六
）
大
瑜
：
母
陀
→
没
馱
引
、
大
總
：
母
陀
→
没
馱 
（
一
四
七
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
四
八
）
大
瑜
：
羅
賀
→
囉
賀
引
、
大
總
：
羅
賀
→
羅
二
合
賀 
（
一
四
九
）
大
瑜
・
大
總
：
破
→
麼
二
合 
（
一
五
〇
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
五
一
）
大
瑜
：
羯
囉
→
訖
囉
二
合
、
大
總
：
戌
羯
囉
→
伐
訖
囉 
（
一
五
二
）
大
瑜
・
大
總
：
引
→
二
合 
（
一
五
三
）
大
瑜
・
大
總
：
舎
儞
→
捨
禰 
（
一
五
四
）↲
大
瑜
：
二
合
、
大
總
：
者
→
戦
二
合 
（
一
五
五
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
五
六
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
五
七
）
大
瑜
・
大
總
：
引
→
二
合 
（
一
五
八
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
五
九
）
大
瑜
・
大
總
：
曳
→
耶 
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（
一
六
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
引
→
二
合 
（
一
六
一
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
六
二
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
六
三
）
大
瑜
：
痛
→
統 
（
一
六
四
）
大
瑜
：
七
→
宿 
（
一
六
五
）
大
瑜
・
大
總
：
引
ナ
シ 
（
一
六
六
）↲
大
瑜
：
二
合
、
囉
→
羅
二
合 
（
一
六
七
）↲
大
總
：
去 
（
一
六
八
）
大
瑜
・
大
總
：
曳
→
耶 
（
一
六
九
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
七
〇
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
七
一
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
七
二
）
大
瑜
・
大
總
：
惠
→
慧 
（
一
七
三
）↲
大
瑜
・
大
總
：
尊 
（
一
七
四
）
大
瑜
：
咤
引
咤
引
咤
烏
→
咤
咤
咤
烏
短
声
、
大
總
：
咤
引
咤
引
咤
烏
→
咤
咤
咤
烏
短
二
合 
（
一
七
五
）
大
瑜
：
咤
烏
ナ
シ
、↲
大
總
：
引
二
合 
（
一
七
六
）
大
瑜
：
置
知
置
知
→
置
智
置
智
、
大
總
：
置
知
置
知
→
置
短
智
引
置
短
智
引 
（
一
七
七
）
大
瑜
：
咤
烏
咤
烏
咤
烏
咤
烏
→
咤
烏
短
声
咤
烏
引
咤
烏
引
咤
烏
、
大
總
：
咤
烏
咤
烏
咤
烏
咤
烏
→
咤
烏
二
合
短
咤
烏
引
咤
烏
短
咤
烏
引 
（
一
七
八
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合 
（
一
七
九
）
大
瑜
・
大
總
：
娑
怛
儛
→
薩
怛
嚩
二
合 
（
一
八
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
弱
→
惹 
（
一
八
一
）
大
瑜
：
纈
哩
郝
→
紇
哩
二
合
鶴
、
大
總
：
纈
哩
郝
→
紇
哩
二
合
涸 
（
一
八
二
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
八
三
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
八
四
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
八
五
）
大
瑜
・
大
總
：
都
→
覩 
（
一
八
六
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
一
八
七
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
八
八
）
大
瑜
：
囉
二
合
、
大
總
：
羅
二
合 
（
一
八
九
）↲
大
瑜
・
大
總
：
乞 
（
一
九
〇
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
九
一
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
九
二
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
一
九
三
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
九
四
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
羅
→
囉
二
合
囉 
（
一
九
五
）
大
瑜
：
曩
→
那
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
一
九
六
）
大
總
：
三
婆
→
三
去
婆
去 
（
一
九
七
）
大
瑜
：
嚩
→
縛 
（
一
九
八
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
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（
一
九
九
）
大
總
：
儞
→
𩕳
二
合 
（
二
〇
〇
）
大
瑜
：
洛
→
𠸪
、
大
總
：
洛
→
落
二
合 
（
二
〇
一
）↲
大
瑜
：
引 
（
二
〇
二
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
〇
三
）↲
大
總
：
引 
（
二
〇
四
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
囉 
（
二
〇
五
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
二
〇
六
）
大
總
：
儞
→
𩕳
二
合 
（
二
〇
七
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
二
〇
八
）
大
瑜
・
大
總
：
慕
→
謨 
（
二
〇
九
）
大
瑜
：
悉
帝
ナ
シ
、
大
總
：
帝
→
弟 
（
二
一
〇
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
二
一
一
）↲
大
總
：
二
合 
（
二
一
二
）
大
瑜
：
悪
入
→
二
合
噁
、
大
總
：
入
ナ
シ 
（
二
一
三
）
大
總
：
羅
→
哩 
（
二
一
四
）
大
總
：
羅
二
合
→
𠸪 
（
二
一
五
）↲
大
總
：
二
合 
（
二
一
六
）
大
總
：
二
合
ナ
シ 
（
二
一
七
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
二
一
八
）
大
瑜
：
嚩
→
縛 
（
二
一
九
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
二
二
〇
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
二
二
一
）
大
瑜
：
悪
→
噁 
（
二
二
二
）
大
瑜
・
大
總
：
嚩
→
唵
嚩 
（
二
二
三
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
二
四
）
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
二
五
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
二
六
）
大
瑜
：
次
洛
反
→
入
声
、
大
總
：
次
洛
反
→
日
洛
反 
（
二
二
七
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
二
八
）
大
瑜
：
引
ナ
シ
、
大
總
：
誐
引
→
羅
誐
引 
（
二
二
九
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
三
〇
）
大
瑜
：
涸
→
鵠 
（
二
三
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
二
三
二
）
大
瑜
・
大
總
：
沙
→
娑 
（
二
三
三
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
三
四
）
大
瑜
・
大
總
：
儞
吽
短
索
入
→
儞
二
合
吽
索 
（
二
三
五
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
二
合
→
囉
二
合
囉 
（
二
三
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
三
七
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
三
八
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
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（
二
三
九
）↲
大
瑜
：
引 
（
二
四
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
四
一
）
大
瑜
：
髻
都
→
計
都
平
声 
（
二
四
二
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
四
三
）
大
瑜
：
洛
二
合
引
→
㘕
二
合
引
、
大
總
：
洛
二
合
引
→
藍
二
合 
（
二
四
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
二
四
五
）
大
瑜
・
大
總
：
沙
→
娑 
（
二
四
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
四
七
）
大
瑜
：
涸
→
鵠 
（
二
四
八
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
四
九
）
大
瑜
：
磨
引
→
摩 
（
二
五
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
五
一
）
大
瑜
：
紇
哩
→
纈
唎
、
大
總
：
紇
哩
二
合
→
仡
哩 
（
二
五
二
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
五
三
）
大
瑜
・
大
總
：
史
→
叉 
（
二
五
四
）
大
瑜
・
大
總
：
二
合
→
三
合 
（
二
五
五
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
五
六
）
大
總
：
二
合
ナ
シ 
（
二
五
七
）
大
瑜
：
淡
→
談 
（
二
五
八
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
二
五
九
）
大
瑜
：
係
→
系 
（
二
六
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
六
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
二
六
二
）
大
瑜
・
大
總
：
婆
灑
引
→
婆
引
灑 
（
二
六
三
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
六
四
）
大
瑜
：
藍
→
㘕 
（
二
六
五
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
二
六
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
六
七
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
六
八
）
大
瑜
：
羅
→
𠸪
、
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
六
九
）↲
大
瑜
：
二
合
、↲
大
總
：
引 
（
二
七
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
七
一
）
大
瑜
・
大
總
：
含
→
憾 
（
二
七
二
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
二
七
三
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
七
四
）
大
瑜
：
吽
引
吽
短
→
吽
引
吽
引
、
大
總
：
吽
引
吽
短
→
吽
吽 
（
二
七
五
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
二
七
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
七
七
）
大
總
：
拄
→
柱 
（
二
七
八
）
大
總
：
齊
→
臍 
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（
二
七
九
）
大
總
：
言
→
語 
（
二
八
〇
）
大
瑜
：
薩
耽
→
誐
擔
、
大
總
：
薩
→
蘖 
（
二
八
一
）
大
瑜
：
倶
勢
→
句
始
吽
引
、
大
總
：
勢
→
舎
吽 
（
二
八
二
）
大
瑜
：
弱
鉤
→
惹
入
声
、
大
總
：
鉤
ナ
シ 
（
二
八
三
）
大
瑜
：
蘖
多
引
→
誐
多 
（
二
八
四
）
大
瑜
：
跋
舎
→
播
舎
吽
引
、
大
總
：
跋
舎
→
跋
引
舎
吽
引 
（
二
八
五
）
大
瑜
・
大
總
：
吽
索
→
吽
引 
（
二
八
六
）
大
瑜
：
蘖
→
誐 
（
二
八
七
）
大
總
：
引
ナ
シ 
（
二
八
八
）
大
總
：
引
→
引
二
合 
（
二
八
九
）
大
瑜
：
引
咤
→
二
合
致 
（
二
九
〇
）↲
大
總
：
引 
（
二
九
一
）
大
瑜
・
大
總
：
鎖
ナ
シ 
（
二
九
二
）
大
總
：
引
ナ
シ 
（
二
九
三
）
大
瑜
：
蘖
多
→
誐
多
引 
（
二
九
四
）
大
瑜
：
阿
吠
舎
→
尾
舎 
（
二
九
五
）
大
瑜
・
大
總
：
鈴
ナ
シ 
（
二
九
六
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
二
九
七
）
大
瑜
：
齊
ナ
シ 
（
二
九
八
）↲
大
瑜
：
入
声 
（
二
九
九
）↲
大
瑜
：
引 
（
三
〇
〇
）
大
瑜
：
本
有
→
大
有 
（
三
〇
一
）
大
瑜
：
饒
→
余 
（
三
〇
二
）
大
瑜
：
咲
→
笑 
（
三
〇
三
）
大
瑜
：
獲
→
或 
（
三
〇
四
）
大
總
：
→
 
  
《
引
文
箇
所
》 
１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
中
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
上
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
中
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
四
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
中
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
四
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
下
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
四
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
５
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
中
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
四
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
６
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
７
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
８
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
上
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
９
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
１０
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
取
意
。 
１１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
下
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
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１２
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
上
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
取
意
。 
１３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
下
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
上
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
１４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
中
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
１５
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
中
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
上
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
１６
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
１７
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
１８
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
１９
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
中
～
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２０
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
八
頁
下
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２２
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２３
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２５
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２６
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２７
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２８
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
下
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
２９
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
３０
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
３１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
〇
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
〇
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
〇
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。 
３５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。 
３６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。 
３９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
～
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４１
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
４４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
４５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
４７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
５０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
５１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
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５２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
５５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
上
。『
瑜
祇
経
』
取
意
。 
５６
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５８
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６０
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６２
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６４
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６６
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６７
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６８
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６９
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７０
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７１
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７２
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７３
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
～
二
六
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
～
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
～
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
下
～
二
六
六
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
８８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
８９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
上
。
『
瑜
祇
経
』
。
『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
。 
９０
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
９１
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
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９２
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
９３
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
９４
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
９５
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
９６
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
～
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
９７
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
９８
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』
取
意
。 
９９
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１００
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１０１
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１０２
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１０３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１０４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１０５
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１０６
『
大
正
』
十
八
・
二
五
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１０７
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。 
１０８
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１０９
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１１０
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１１１
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
七
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
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『
瑜
祇
経
西
決
』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
青
連
院
吉
水
蔵
、
嘉
暦
三
年
写
本
） 
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瑜
祇
経
西
決 
 
瑜
西
決 
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瑜
祇
経 
 
阿一
闍
梨
行
位
印 
二
空
ヲ
火
端
ニ
付
レ
之
。 
薩二
埵
菩
提
心
印 
内
縛
、
空
・
風
如
二
弾
指
一
如
二
無
所
不
至
ノ
一 
又
風
端
上
節
屈
付
ニ
説
有
レ
之
。 
四三
種
鉤
印 
如
二
金
剛
界
羯
磨
会
四
攝
一
。 
壊四
二
乗
心
印 
不
動
刀
印
、
以
レ
空
捻
二
地
・
水
甲
一
火
・
風
舒
テ
端
小
垂
ヨ
。
左
手
、
拳
ニ
シ
テ
置
レ
腰
。 
大五
勝
心
相
応
印 
如
レ
文
五
古
印
也
。
伝
授
時
内
縛
又
説
二
外
縛
一
。 
愛七
染
王
結
界
護
身
印 
内
縛
、
忍
・
願
直
竪
端
相
叉
也
。 
愛八
染
王
一
字
心
明
印 
外
縛
五
古
印
。 
大九
勝
金
剛
印 
師
説
ヨ
リ
三
摩
耶
会
大
剣
印
。 
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金十
剛
頂
印 
如
二
羯
磨
会
埵
菩
薩
印
一
云
云
但
如
下
弄
二
跋
折
羅
一
勢
上
云
者
。
右
拳
旋
転
云
云
也
。 
最十一
勝
摩
尼
印 
如
レ
文
三
摩
耶
会
宝
菩
薩
印
也
。 
巧十三
業
最
勝
心
印 
二
手
各
拳
ニ
シ
テ
心
前
左
右
相
舞
シ
ヲ
後
ニ
会
合
シ
テ
散
二
頂
上
ニ
一
。 
最十四
勝
者
四
印 
如
レ
文
羯
磨
会
四
攝
印
也
。 
金十五
剛
剣
印 
如
レ
文
羯
磨
会
利
菩
薩
印
也
。 
金十七
輪
印 
如
レ
文
輪
壇
印
。
但
印
上
云
云
。 
四十八
攝
印 
如
レ
文
羯
磨
会
四
攝
印
也
。 
三十九
十
七
尊
一
字
明
印 
如
レ
文
羯
磨
会
三
十
七
尊
印
明
也
。 
率
二
十
五
都
婆
法
界
云
云 
印 
用
二
五
古
印
一
。
外
。 
八
二
十
六
供
四
攝
印 
金
剛
縛
也
。
外
。 
（
後
缺
カ
） 
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転
法
輪
菩
薩
明
曰 
暗 
因
菩
薩
印
也
。 
 
金
剛
言
菩
薩
明
曰 
悪
入 
語
菩
薩
印
也
。 
 
 
欲
レ
開
二
一
切
有
情
本
有
（
一
）
性
一
故
。
令
下
修
二
行
万
行
一
満
足
上
故
。
令
レ
成
二
就
大
菩
提
一
故
。
入
二
不
動
如
如
智
一
故
。
１ 
 
金
剛
業
菩
薩
明
曰 
伊
短 
用
二
業
菩
薩
印
一
也
。 
 
金
剛
護
菩
薩
明
曰 
伊
引 
用
二
護
菩
薩
印
一
。 
 
金
剛
尽
菩
薩
明
曰 
鄔 
用
二
牙
菩
薩
印
一
。 
 
金
剛
持
菩
薩
明
曰 
汚
引 
用
二
拳
菩
薩
印
一
。 
 
 
為
レ
令
下
一
切
有
情
成
二
就
如
来
三
身
一
於
二
生
死
中
一
得
中
自
在
楽
上
故
。
２ 
 
阿
閦
仏
明
曰
。 
吽 
用
二
觸
地
印
一
。 
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宝
生
仏
明
曰
。 
吽 
用
二
与
願
印
一
。 
 
阿
弥
陀
明
曰
。 
吽 
用
二
定
印
一
。 
 
不
空
成
就
明
曰
。 
吽 
用
二
施
無
畏
印
一
。 
 
 
為
レ
欲
レ
現
二
証
一
切
如
来
本
有
金
剛
性
一
故
。
３ 
 
金
剛
波
羅
蜜
明
曰
。 
唵 
用
二
阿
閦
印
一
。 
 
宝
波
羅
蜜
明
曰
。 
唵 
用
二
宝
生
印
一
。 
 
法
波
羅
蜜
明
曰
。 
唵 
用
二
阿
弥
陀
印
一
。 
 
羯
磨
波
羅
蜜
明
曰
。 
唵 
用
二
不
空
成
就
印
一
。 
 
 
為
レ
欲
下
利
二
益
一
切
有
情
一
修
中
慈
（
二
）
悲
行
願
上
故
。
４ 
 
嬉
菩
薩
明
曰
。 
穀 
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鬘
菩
薩
明
曰
。 
穀 
 
歌
菩
薩
明
曰
。 
穀 
 
舞
菩
薩
明
曰
。 
穀
已
上
用
羯
磨
会
内
供
印 
 
 
為
レ
欲
レ
顕
二
如
来
内
神
通
遊
（
三
）
供
養
一
故
云
云
。
５ 
 
香
菩
薩
明
曰
。 
吽 
 
花
菩
薩
明
曰
。 
吽 
 
灯
菩
薩
明
曰
。 
吽 
 
塗
菩
薩
明
曰
。 
□
已
下
用
羯
磨
会
外
四
供
印 
 
 
為
レ
欲
レ
令
三
一
切
有
情
諸
行
速
得
二
円
満
一
故
。
６ 
 
鉤
菩
薩
明
曰
。 
吽
長
引
呼
声 
 
索
菩
薩
明
曰
。 
吽
如
上 
 
鎖
菩
薩
明
曰
。 
吽
如
上 
 
鈴
菩
薩
明
曰
。 
吽
如
上 
已
上
用
羯
磨
会
四
攝
印 
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為
レ
欲
下
攝
二
入
一
切
有
情
一
至
中
法
界
宮
上
故
。
７ 
 
率
都
婆
法
界
普
賢
一
字
心
明
曰
。 
鑁 
用
智
拳
印 
 
 
若
有
二
善
男
子
善
女
人
一
、
受
二
持
此
深
密
瑜
伽
、
三
十
七
尊
自
覚
聖
智
一
者
、
常
当
下
持
二
普
賢
菩
薩
一
字
心
明
一
、
与
二
出
入
息
一
随
レ
気
相
応
、
身
語
意
金
剛
智
、
当
速
獲
レ
之
、
速
証
中
普
賢
薩
埵
之
身
上
。
此
名
二
普
賢
金
剛
薩
埵
三
昧
耶
三
十
七
智
深
密
相
応
一
云
云
。
８ 
 
 
普
賢
如
来
以
レ
偈
讃
曰
結
率
都
婆
印
。
五
古
印
。 
 
 
本
（
四
）
有
金
剛
性 
光
明
遍
照
王 
清
浄
妙
蓮
染 
無
為
而
作
レ
業 
金
剛
鉤
召
起 
熾
盛
威
二
三
界
一 
決
二
除
無
智
闇
一 
被
二
金
剛
甲
鎧
一 
染
二
欲
諸
有
情
一 
安
楽
行
饒
益 
随
レ
機
転
二
法
輪
一 
尽
除
二
諸
蓋
障
一 
称
讃
令
二
歓
喜
一 
戯
笑
獲
（
五
）
二
悦
意
一 
離
レ
言
我
所
レ
能 
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三
業
持
二
常
寂
一
。
９ 
 
 
一
字
心
大
羯
磨
印 
普
賢
三
昧
耶 
屈
二
進
・
力
一
如
レ
鉤 
檀
・
惠
・
禅
・
智
合
云
云
。
１０ 
 
一
切
如
来
金
剛
最
勝
王
義
利
堅
固
染
愛
王
心
品
第
二 
 
私
云
。
此
品
、
染
愛
王
為
二
本
尊
一
。
三
十
七
尊
同
入
二
染
愛
三
昧
地
一
成
二
就
一
切
有
情
染
愛
悉
地
一
云
云
。 
 
経
曰
。
若
真
言
行
人
、
持
二
経
三
十
万
遍
一
、
一
切
真
言
主
及
金
剛
界
大
曼
荼
羅
王
、
皆
悉
集
会
。
一
時
与
二
成
就
一
速
得
二
大
金
剛
位
乃
至
普
賢
菩
薩
位
一
云
云
。
１１ 
染
愛
王
明
曰
。 
唵
（
六
）
引
摩
賀
（
七
）
囉
（
八
）
引
誐
嚩
日
路
（
九
）
瑟
抳
（
一
〇
）
灑
（
一
一
）
嚩
日
羅
（
一
二
）
薩
怛
嚩
二
合
弱
（
一
三
）
吽
鑁
穀
１２ 
     
209 
 
 
   
印
相
曰
。 
二
手
金
剛
拳
、
相
二
叉
内
一
為
レ
縛
。
直
竪
二
忍
・
願
一
針
。
相
交
即
成
レ
染
。
印
二
心
・
額
・
喉
・
頂
一
云
云
。
１３ 
 
攝
一
切
如
来
大
阿
闍
梨
位
品
第
三 
 
 
 
私
云
。
此
品
、
大
日
為
二
本
尊
一
。
□
三
十
七
智
惠
得
二
悉
地
一
。 
 
 
大
阿
闍
梨
位
明
曰
。 
 
 
 
唵
（
一
四
）
嚩
（
一
五
）
入
日
羅
（
一
六
）
素
乞
（
一
七
）
史
摩
摩
（
一
八
）
賀
引
娑
怛
嚩
吽
吽
１４ 
 
 
印
相 
以
二
定
・
惠
（
一
九
）
手
一
屈
レ
肘
向
レ
上
合
掌
与
レ
肩
齊
。
各
屈
二
戒
（
二
〇
）
・
忍
・
方
・
願
一
入
レ
掌
。
或
坐
或
立
皆
成
就
。
１５ 
 
金
剛
薩
埵
冒
地
心
品
第
四 
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私
云
。
此
品
、
金
剛
薩
埵
為
二
本
尊
一
。
五
部
三
十
七
尊
三
部
十
三
会
自
覚
本
有
三
十
七
智
悉
地
成
就
。
現
生
替
二
諸
仏
一
救
二
度
有
情
一
故
。
以
三
能
共
二
諸
仏
一
同
行
願
於
二
一
切
法
一
平
等
薩
埵
。 
真
言
曰
。 
 
 
 
唵
嚩
（
二
一
）
日
羅
（
二
二
）
句
捨
（
二
三
）
冒
（
二
四
）
地
止
多
吽
１６ 
 
 
印
相 
二
手
（
二
五
）
内
相
叉
、
各
以
二
禅
・
智
一
捻
二
進
・
力
一
云
云
。
１７ 
 
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
愛
染
王
品
第
五 
 
 
 
私
云
。
此
愛
染
王
為
二
本
尊
一
。
三
十
七
尊
共
入
二
愛
染
三
摩
地
一
一
切
如
来
共
成
就
。
雑
法
悉
地
及
五
種
成
就
法
明
云
云
。 
 
 
愛
染
王
一
字
心
明
曰
。 
 
 
 
吽
（
二
六
）
擿
枳
吽
短
弱
１８ 
 
 
印
相 
二
手
金
剛
縛
、
忍
・
願
竪
相
合
二
（
二
七
）
風
如
二
鉤
形
一
。
檀
・
惠
（
二
八
）
・
禅
・
智
竪
合
如
二 
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五
峰
一
。
是
（
二
九
）
名
二
羯
磨
印
一
云
云
。
１９ 
 
 
 
五
種
相
応
印 
戒
・
方
入
レ
掌
交
禅
・
智
相
鉤
結
。
檀
・
惠
（
三
〇
）
合
如
レ
針
。
忍
・
願
竪
相
捻
進
・
力
各
偃
竪
。
是
名
二
寂
災
印
一
。
進
・
力
捻
二
忍
・
願
一
四
指
頭
普
（
三
一
）
齊
。
是
名
（
三
二
）
二
増
益
印
一
。
進
・
力
如
二
蓮
葉
（
三
三
）
一
。
印
名
二
敬
（
三
四
）
愛
印
一
。
進
・
力
捻
二
忍
・
願
上
節
一
蹙
二
三
角
一
。
是
（
三
五
）
名
二
降
伏
印
一
。
進
・
力
屈
如
レ
鉤
。
随
レ
誦
而
招
召
。
是
（
三
六
）
名
二
鉤
召
印
一
。
２０ 
 
 
 
 
已
上
五
種
印
同
用
二
一
字
心
明
前
一
復
加
二
句
之
一
。 
 
一
切
処
瑜
伽
四
攝
法
品
第
六 
 
 
 
私
云
。
此
品
、
愛
染
王
為
二
本
尊
一
。
前
後
諸
品
成
二
就
四
攝
行
四
攝
法
一
。 
 
 
真
言
曰
。 
 
 
 
唵
嚩
日
羅
（
三
七
）
沙
（
三
八
）
怛
嚩
弱
（
三
九
）
吽
鑁
穀
２１ 
 
（
後
缺
カ
） 
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次
仏
眼
〇
二
手
虚
心
合
掌
。
二
頭
指
屈
付
二
二
中
指
上
節
一
。
如
二
眼
笑
形
一
。
二
空
各
捻
二
忍
・
願
中
節
文
一
。
亦
如
二
眼
笑
形
一
。
二
小
指
復
微
開
。
亦
如
二
眼
笑
形
一
。
是
名
二
根
本
大
印
一
。
若
以
レ
印
拭
二
目
及
眉
一
兼
竪
拭
二
眉
間
一
。
（
四
〇
）
成
二
五
眼
一
。
又
以
レ
印
兼
誦
レ
明
右
旋
拭
レ
面
三
反
（
四
一
）
。
一
切
見
者
皆
悉
歓
喜
。
２２
明
曰
。 
 
 
曩
謨
婆
誐
縛
（
四
二
）
覩
溩
（
四
三
）
瑟
抳
灑
（
四
四
）
唵
嚕
嚕
塞
（
四
五
）
怖
嚕
入
縛
（
四
六
）
攞
底
瑟
咤
（
四
七
）
悉
馱
路
（
四
八
）
者
（
四
九
）
寧
薩
嚩
𡃤
（
五
〇
）
他
薩
（
五
一
）
引
馱
儞
曳
娑
縛
（
五
二
）
賀
引
２３ 
 
次
成
就
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
。
先
住
二
定
印
一
。
布
二
字
身
分
一
。 
 
腰
下
腹
中
心
中
額
中
頂
中
額
上
。
金
剛
印
胸
上
。
蓮
花
印
心
上
。
仏
印
布
了
二
手
旋
二
転
心
前
一
左
右
脇
住
二
本
印
一
。
当
レ
心
散
二
頂
之
一
。
２４
真
言
曰
。 
悪
（
五
三
）
尾
羅
（
五
四
）
吽
欠
（
五
五
）
吽
乞
（
五
六
）
哩
悪
２５ 
 
次
成
就
富
貴
鉤
召
五
字
真
言 
毘
首
羯
磨
印 
鑁
吽
怛
洛
（
五
七
）
纈
（
五
八
）
利
悪
短
２６ 
 
 
金
剛
縛
中
指
如
レ
針
２７ 
法
界 
帰
命 
 
 
 
 
 
改
二
進
・
力
一
如
二
三
鈷
（
五
九
）
一
。
２８ 
金
剛 
帰
命 
 
 
 
改
二
進
・
力
一
如
二
宝
形
一
。
２９ 
宝
光 
帰
命 
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屈
二
進
・
力
一
如
二
蓮
葉
一
。
３０ 
蓮
花 
帰
命 
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戒
・
方
・
進
・
力
互
相
叉交
。
３１ 
業
用 
帰
命 
 
 
次
吉
祥
成
就
明 
 
 
二
羽
金
剛
掌
。
以
二
檀
・
惠
（
六
〇
）
一
内
相
鉤
。
戒
・
方
双
屈
入
レ
掌
。
忍
・
願
相
（
六
一
）
合
如
レ
峰
。
屈
二
進
・
力
一
各
捻
二
忍
（
六
二
）
上
節
一
。
以
二
禅
・
智
一
各
捻
二
忍
・
願
初
文
一
。
３２
真
言
曰
。 
 
 
唵
縛
（
六
三
）
日
羅
二
合
室
哩
二
合
摩
賀
（
六
四
）
引
室
哩
二
合
阿
弥
（
六
五
）
底
也
（
六
六
）
室
哩
（
六
七
）
引
素
（
六
八
）
摩
（
六
九
）
室
哩
（
七
〇
）
盎
誐
引
羅
迦
室
哩
母
（
七
一
）
陀
室
哩
没
囉
（
七
二
）
賀
（
七
三
）
娑
跛
（
七
四
）
底
室
哩
（
七
五
）
戍
羯
（
七
六
）
羅
室
哩
（
七
七
）
引
舎
（
七
八
）
儞
始
者
（
七
九
）
羅
（
八
〇
）
始
制
帝
室
哩
（
八
一
）
引
摩
賀
（
八
二
）
三
摩
曳
（
八
三
）
室
利
（
八
四
）
引
娑
嚩
（
八
五
）
賀
３３ 
 
次
妙
吉
祥
破
諸
宿
曜
明 
 
 
内
縛
痛
（
八
六
）
二
指
節
一
竝
逼
竪
二
二
空
一
。
是
名
二
破
七
（
八
七
）
曜
一
切
不
祥
事
（
八
八
）
一
。
３４
真
言
曰
。 
 
 
唵
薩
嚩
怛
羅
二
合
三
（
八
九
）
摩
曳
（
九
〇
）
室
哩
（
九
一
）
曳
娑
縛
（
九
二
）
賀
３５ 
 
次
成
就
一
切
明 
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以
二
定
・
惠
（
九
三
）
手
一
作
（
九
四
）
二
刀
印
一
。
以
二
刀
刃
一
互
挿
二
掌
中
一
即
成
。
３６
安
二
左
脇
一
誦
レ
明
。
真
言
曰
。 
 
 
唵
咤
咤
咤
烏
（
九
五
）
二
合
咤
（
九
六
）
烏
短
置
（
九
七
）
短
智
引
置
短
智
引
咤
（
九
八
）
烏
咤
烏
咤
烏
咤
烏
縛
（
九
九
）
日
羅
（
一
〇
〇
）
娑
（
一
〇
一
）
怛
舞
弱
（
一
〇
二
）
吽
鑁
斛
纈
（
一
〇
三
）
哩
郝
（
一
〇
四
）
吽
悉
（
一
〇
五
）
咤
吽
３７ 
  
（
後
缺
カ
） 
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次
金
剛
薬
叉
降
魔
怨
法 
 
 
戒
・
方
・
忍
・
願
指
、
内
相
叉
為
レ
歯
。
檀
・
惠
（
一
〇
六
）
曲
如
レ
鉤
。
進
・
力
及
禅
・
智
曲
（
一
〇
七
）
如
二
笑
眼
形
一
。
３８
真
言
曰
或
云
。
進
・
力
頭
相
拄
。
勿
相
著
於
禅
智
。
。 
 
 
唵
摩
賀
引
薬
乞
叉
二
合
縛
（
一
〇
八
）
日
羅
（
一
〇
九
）
娑
（
一
一
〇
）
怛
縛
弱
（
一
一
一
）
吽
鑁
斛
鉢
（
一
一
二
）
羅
吠
捨
吽
（
一
一
三
）
短
３９ 
 
 
又
云
。
唵
咤
枳
吽
娑
泮
（
一
一
四
）
咤
鉢
羅
（
一
一
五
）
二
合
吠
舎
（
一
一
六
）
野
吽
発
咤
（
一
一
七
）
互
印
用
也 
云
云
４０ 
 
次
念
誦 
 
 
大
日
阿
闍
梨
位
。
薩
埵
仏
眼
五
部
成
就
。
大
悲
八
字
成
就
富
貴
。
七
曜
成
就
破
宿
曜
。
成
就
一
切
。
金
輪
。 
 
次
護
摩 
 
 
次
（
一
一
八
）
説
二
内
護
摩
一
。
謂
浄
二
除
因
（
一
一
九
）
業
一
令
レ
獲
二
菩
提
心
一
。
端
坐
成
二
月
輪
一
。
４１
円
明
為
二
火
焔
一
自
身
口
為
レ
爐
。
遍
（
一
二
〇
）
至
二
虚
空
界
一
。
即
此
光
明
中
擲
二
諸
不
祥
者
一
。
悪
人
悪
天
衆
上
至
二
等
覚
尊
一
違
（
一
二
一
）
二
自
本
誓
一
者
。
擲
二
於
爐
内
一
焚
（
一
二
二
）
疾
得
二
本
成
就
一
。
焚
二
諸
等
覚
衆
一
能
息
二
一
切
厄
一
。
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諸
大
（
一
二
三
）
有
情
衆
能
成
二
長
一
切
一
。
諸
執
金
剛
手
摧
二
伏
一
切
怨
一
。
一
切
明
妃
衆
能
敬
二
愛
一
切
一
。
鉤
索
鎖
鈴
四
尽
成
二
鉤
召
事
一
。
乃
至
八
供
養
還
結
二
彼
業
印
一
。
及
誦
二
焔
光
明
一
能
成
二
自
他
願
一
。
一
切
無
レ
不
レ
成
。
４２ 
 
 
端
坐
成
二
月
輪
一 
観
二
水
字
光
焔
一 
生
（
一
二
四
）
身
如
二
仏
形
一 
此
名
二
扇
底
迦
一 
因
字
金
剛
句 
発
二
生
猛
利
火
一 
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焼
二
除
衆
不
祥
一 
如
字
摩
尼
句 
宝
光
浄
二
三
業
一 
宝
光
壊
二
諸
業
一 
清
浄
無
塵
句 
結
使
皆
清
浄 
業
生
拔
二
諸
有
一 
寂
静
無
著
言 
一
切
所
二
能
作
一 
得
二
無
礙
染
寂
一 
大
悲
波
羅
蜜 
印
明
同
二
四
仏
一 
如
来
常
所
レ
護 
能
生
二
無
等
福
一 
能
寂
二
三
世
厄
一 
因
字
生
二
金
剛
一 
遍
二
此
金
剛
火
一 
能
召
二
諸
金
剛
一 
攝
伏
為
二
僕
従
（
一
二
五
）
一 
鉤
字
生
二
大
鉤
一 
十
方
一
切
仏 
尽
来
為
二
成
就
一 
悦
（
一
二
六
）
字
生
二
歓
喜
一 
一
切
仏
菩
薩 
三
界
世
中
天 
人
王
等
敬
愛 
讃
字
生
二
適
悦
一 
得
三
正
（
一
二
七
）
授
二
三
昧
一 
自
他
生
二
適
悦
一 
諸
冤
悉
退
散 
如
如
生
二
光
明
一 
威
徳
随
（
一
二
八
）
二
諸
天
一 
増
二
長
自
所
一
レ
求 
熾
燃
字
（
一
二
九
）
発
レ
光 
一
切
天
主
王 
釈
梵
及
人
趣
（
一
三
〇
） 
悉
皆
得
二
随
順
一 
生
字
雨
二
諸
宝
一 
能
召
二
一
切
宝
一 
 
 
喜
字
生
二
音
声
一 
能
長
二
一
切
愛
一 
已
上
増
長
火 
清
浄
自
在
字 
地
獄
諸
有
（
一
三
一
）
趣 
悉
浄
如
二
蓮
花
（
一
三
二
）
一 
剣
字
放
二
大
光
一 
照
二
徹
三
界
暗
一 
能
伏
二
訥
瑟
咜
一 
輪
字
化
二
諸
輪
一 
能
殺
二
那
羅
延 
及
龍
金
翅
鳥
一 
密
字
化
二
諸
雹
一 
打
二
破
諸
修
羅 
及
一
切
宿
曜
一 
已
上
破
尽
火 
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輪
字
発
二
光
明
一 
能
令
二
一
切
愛
一 
甲
字
発
二
光
明
一 
能
令
二
一
切
愛
一 
牙
字
発
二
光
明
一 
見
觸
皆
清
浄 
悉
令
二
彼
敬
愛
一 
持
字
放
二
光
明
一 
能
一
切
令
レ
愛 
已
上
敬
愛
火
４３ 
 
次
結
本
業
印 
一
一
各
投
曰
。 
爐
想
二
本
有
倶
生
障
・
自
我
所
生
障
・
本
有
倶
本
輪
障
一
。
同
共
焼
二
尽
之
一
。
誦
二
明
之
一
。 
 
 
大
日 
唵
（
一
三
三
）
縛
日
羅
（
一
三
四
）
二
合
馱
（
一
三
五
）
都
阿
擬
（
一
三
六
）
儞
二
合
鑁
４４ 
 
 
阿
閦 
唵
（
一
三
七
）
嚩
日
羅
（
一
三
八
）
二
合
阿
（
一
三
九
）
芻
毘
也
阿
擬
（
一
四
〇
）
儞
吽
４５ 
 
 
宝
生 
唵
（
一
四
一
）
嚩
（
一
四
二
）
日
羅
（
一
四
三
）
二
合
羅
（
一
四
四
）
坦
曩
三
（
一
四
五
）
婆
縛
阿
擬
（
一
四
六
）
儞
（
一
四
七
）
坦
洛
４６ 
 
 
無
量
寿 
唵
（
一
四
八
）
嚩
日
羅
（
一
四
九
）
路
（
一
五
〇
）
計
湿
羅
（
一
五
一
）
惹
阿
擬
（
一
五
二
）
儞
（
一
五
三
）
紇
利
入
４７ 
 
 
成
就 
唵
嚩
日
羅
（
一
五
四
）
阿
慕
（
一
五
五
）
伽
悉
（
一
五
六
）
帝
阿
擬
（
一
五
七
）
儞
（
一
五
八
）
悪
入
４８ 
 
 
金
波
羅
蜜 
宝
波
羅
蜜 
法
波
羅
蜜 
業
波
羅
蜜 
 
 
薩 
唵
縛
（
一
五
九
）
日
羅
（
一
六
〇
）
娑
（
一
六
一
）
怛
嚩
阿
擬
（
一
六
二
）
儞
吽
（
一
六
三
）
短
悪
引
４９ 
 
 
王 
唵
縛
（
一
六
四
）
日
羅
（
一
六
五
）
惹
阿
擬
（
一
六
六
）
儞
（
一
六
七
）
吽
短
弱
入
５０ 
 
 
染 
唵
縛
（
一
六
八
）
日
羅
（
一
六
九
）
誐
阿
擬
（
一
七
〇
）
儞
（
一
七
一
）
吽
短
斛
引
５１ 
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稱 
唵
縛
（
一
七
二
）
日
羅
（
一
七
三
）
娑
度
阿
擬
（
一
七
四
）
儞
（
一
七
五
）
吽
短
索
入
５２ 
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宝 
唵
縛
（
一
七
六
）
日
羅
（
一
七
七
）
羅
怛
曩
（
一
七
八
）
阿
擬
（
一
七
九
）
儞
（
一
八
〇
）
吽
短
唵
５３ 
 
 
光 
唵
縛
（
一
八
一
）
日
羅
（
一
八
二
）
帝
惹
阿
擬
（
一
八
三
）
儞
（
一
八
四
）
吽
暗
５４ 
 
 
幢 
唵
縛
（
一
八
五
）
日
羅
（
一
八
六
）
計
（
一
八
七
）
都
阿
擬
（
一
八
八
）
儞
（
一
八
九
）
吽
怛
㘕
５５ 
 
 
咲 
唵
縛
（
一
九
〇
）
日
羅
（
一
九
一
）
計
（
一
九
二
）
娑
阿
擬
（
一
九
三
）
儞
吽
郝
５６ 
 
 
法 
唵
縛
（
一
九
四
）
日
羅
（
一
九
五
）
達
磨
（
一
九
六
）
阿
擬
（
一
九
七
）
儞
（
一
九
八
）
吽
纈
利
引
５７ 
 
 
利 
唵
縛
（
一
九
九
）
日
羅
（
二
〇
〇
）
底
乞
史
（
二
〇
一
）
拏
阿
擬
（
二
〇
二
）
儞
吽
談
（
二
〇
三
）
５８ 
 
 
因 
唵
縛
（
二
〇
四
）
日
羅
（
二
〇
五
）
系
（
二
〇
六
）
覩
阿
擬
（
二
〇
七
）
儞
吽
𤚥
５９ 
 
 
語 
唵
縛
（
二
〇
八
）
日
羅
（
二
〇
九
）
婆
灑
阿
擬
（
二
一
〇
）
儞
吽
藍
（
二
一
一
）
６０ 
 
 
業 
唵
（
二
一
二
）
縛
日
羅
（
二
一
三
）
羯
磨
阿
擬
（
二
一
四
）
儞
吽
剣
６１ 
 
 
護 
唵
（
二
一
五
）
縛
日
羅
（
二
一
六
）
羅
乞
叉
（
二
一
七
）
阿
擬
（
二
一
八
）
儞
（
二
一
九
）
吽
含
６２ 
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牙 
唵
縛
（
二
二
〇
）
日
羅
（
二
二
一
）
薬
乞
叉
（
二
二
二
）
阿
擬
（
二
二
三
）
儞
（
二
二
四
）
吽
吽
短
６３ 
 
 
拳 
唵
縛
（
二
二
五
）
日
羅
（
二
二
六
）
散
馱
（
二
二
七
）
阿
擬
（
二
二
八
）
儞
吽
鑁
６４ 
 
 
嬉 
唵
（
二
二
九
）
縛
日
羅
（
二
三
〇
）
攞
細
阿
擬
（
二
三
一
）
儞
穀
（
二
三
二
）
６５ 
 
 
鬘 
唵
（
二
三
三
）
縛
日
羅
（
二
三
四
）
麼
（
二
三
五
）
隸
阿
擬
（
二
三
六
）
儞
怛
（
二
三
七
）
羅
咤
６６ 
 
 
歌 
唵
（
二
三
八
）
縛
日
羅
（
二
三
九
）
擬
（
二
四
〇
）
帝
阿
擬
（
二
四
一
）
儞
擬
（
二
四
二
）
翼
６７ 
 
 
舞 
唵
（
二
四
三
）
縛
日
羅
（
二
四
四
）
乃
（
二
四
五
）
哩
底
曳
阿
擬
（
二
四
六
）
儞
（
二
四
七
）
訖
哩
（
二
四
八
）
咤
６８ 
 
 
香 
唵
（
二
四
九
）
縛
日
羅
（
二
五
〇
）
度
報
（
二
五
一
）
阿
擬
（
二
五
二
）
儞
悪
６９ 
 
 
花 
唵
（
二
五
三
）
縛
日
羅
（
二
五
四
）
補
渋
（
二
五
五
）
波
阿
擬
（
二
五
六
）
儞
唵
７０ 
 
 
灯 
唵
（
二
五
七
）
縛
日
羅
（
二
五
八
）
路
計
阿
擬
（
二
五
九
）
儞
儞
７１ 
 
 
塗 
唵
（
二
六
〇
）
縛
日
羅
（
二
六
一
）
獻
弟
阿
擬
（
二
六
二
）
儞
吽
虐
７２ 
 
 
鉤 
唵
（
二
六
三
）
縛
日
羅
（
二
六
四
）
句
捨
阿
擬
（
二
六
五
）
儞
弱
７３ 
 
 
索 
唵
（
二
六
六
）
縛
日
羅
（
二
六
七
）
幡
捨
阿
擬
（
二
六
八
）
儞
吽
７４ 
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鎖 
唵
（
二
六
九
）
縛
日
羅
（
二
七
〇
）
塞
（
二
七
一
）
怖
咤
阿
擬
（
二
七
二
）
儞
鑁
７５ 
 
 
鈴 
唵
（
二
七
三
）
縛
日
羅
（
二
七
四
）
阿
（
二
七
五
）
吠
捨
阿
擬
（
二
七
六
）
儞
斛
７６ 
 
 
 
已
上
可
レ
用
二
羯
磨
会
印
一
。 
 
 
身
処
二
月
輪
一
而
当
レ
作
二
観
念
一
。
以
二
三
妄
執
百
六
十
心
一
名
レ
因
五
障
為
レ
業
。
以
二
此
因
業
一
為
レ
柴
。
三
十
七
智
為
レ
火
。
菩
提
心
月
輪
円
明
為
レ
焔
。
口
爐
壇
爐
法
界
為
レ
量
。
以
二
真
言
声
一
而
為
レ
燃
。
以
二
印
契
形
一
而
為
二
焔
形
一
。
遍
二
虚
空
界
一
而
以
二
等
覚
等
一
擲
二
口
爐
中
一
。
作
二
諸
成
就
一
。
永
為
レ
調
二
伏
煩
悩
賊
及
一
切
鬼
神
一
故
作
二
是
護
摩
一
。
増
二
長
三
昧
一
云
云
。
７７ 
 
次
内
作
灌
頂
法 
 
 
先
金
剛
薩
埵
一
字
心
極
秘
（
二
七
七
）
無
上
深
勇
智
光
密
言
。
７８
加
二
持
自
身
之
一
五
古
印
。 
 
 
 
 
次
住
五
古
印 
 
 
可
二
観
想
一
。
身
如
二
仏
形
一
。
根
本
命
金
剛
。
釈
輪
（
二
七
八
）
以
為
レ
座
（
二
七
九
）
。
多
羅
為
二
二
目
一
。
毘
倶
胝
為
レ
身
（
二
八
〇
）
。
吉
祥
為
二
口
舌
一
。
喜
戯
為
二
鼻
端
一
。
金
剛
観
自
在
以
為
二
両
（
二
八
一
）
手
臂
一
。
三
世
不
動
尊
以
為
二
両 
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膝
脚
一
。
心
為
二
遍
照
尊
一
。
臍
成
二
虚
空
眼
一
。
虚
空
宝
為
レ
冠
。
相
好
金
剛
日
。
以
二
此
十
五
尊
一
共
為
（
二
八
二
）
二
一
仏
身
一
。
如
二
世
月
円
（
二
八
三
）
満
一
。
仏
性
亦
如
レ
月
。
従
レ
初
作
二
成
就
一
乃
至
得
（
二
八
四
）
二
悉
地
一
。
心
心
不
二
間
断
一
。
成
二
就
十
五
尊
一
。
７９
観
了
。
以
二
五
古
印
一
布
二
字
之
一
。 
 
 
身
仏
形
成
金
剛
界
金
剛
輪
座
為
二
目 
 
為
心
口
舌
喜
戯
鼻
端 
 
 
 
虚
空
宝
為
冠
心
大
日
臍
虚
空
眼
金
剛
手
観
自
在
二
手
降
三
世
不
動
両
膝
 
 
８０ 
 
 
委
可
レ
同
レ
之
。 
 
次
心
灌
頂
観
行 
 
次
遜
婆
明
王
五
部
吽
迦
羅
三
十
七
内
外
火
法 
 
次
遜
婆
明
王
根
本
真
言
曰
。 
以
五
古
契
加
持
四
処 
 
 
唵
縛
（
二
八
五
）
日
羅
二
合
吽
（
二
八
六
）
羯
羅
（
二
八
七
）
二
合
吽
（
二
八
八
）
吽
吽
𩕳
遜
婆
（
二
八
九
）
吽
（
二
九
〇
）
吽
８１ 
 
次
後
供 
四
攝
八
供 
 
次
普
供 
 
次
讃
如
上 
十
六
偈 
四
智 
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次
閼
伽 
 
次
振
鈴 
 
次
廻
向 
 
次
法
界
降
毒 
 
次
仏
眼
加
持 
 
次
起
立
作
善
了 
 
都
法
次
第 
   
 
 
承
（
一
〇
徳九
二八）
年
壬
九
月
七
日
。
依
レ
難
レ
背
二
丁
寧
請
一
。
於
二
備
前
州
兒
嶋
請
興
寺
一
。
延
暦
寺
比
丘
薬
仁
記
レ
之
。 
 
 
 
願
以
二
此
良
縁
一
。
期
レ
為
二
来
浮
生
一
矣
。 
 
 
 
治
承
（
一
一
八
四〇）
年
庚
子
四
月
下
旬
。
於
二
五
条
櫛
笥
一
書
了
。 
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書
本
ハ
白
川
金
剛
勝
院
之
僧
三
位
闍
梨
圓
長
之
本
也
。
但
去
長
寛
年
中
彼
闍
梨
為
二
修
行
巡
礼
一
令
レ
参
二
伯
大
山
一
。
基
好
草
室
ニ
数
月
同
宿
其
間
真
言
書
等
少
少
被
二
書
写
一
了
。
其
内
ノ
書
也
。
基
好
カ
其
時
書
本
ハ
治
承
（
一
一
己
七
九
）
亥
年
四
月
中
。
為
二
伯
耆
在
庁
元
安
一
。
大
山
騒
動
之
時
顕
密
聖
教
等
尽
数
為
二
軍
兵
一
被
レ
取
了
。其
内
如
レ
此
書
籍
等
失
了
。仍
重
所
レ
尋
書
也
。
基
好
カ
書
本
ハ
先
年
修
行
之
時
。
於
二
多
武
峯
一
以
二
慶
深
嚴
浄
房
本
一
書
了
。
修
行
之
趣
如
レ
此
云
云
。 
   
 
 
嘉
暦
（
一
三
三
二
八
）
年
三
月
三
日
。
以
二
伯
州
基
好
自
筆
本
一
在
岡
崎
書
写
了
。 
（
花
押
） 
 
 
 
 
一
交
了
。 
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《
註
》 
（
一
）↲
大
瑜
：
不
生 
（
二
）
大
瑜
：
慈
→
行
大
） 
（
三
）↲
大
瑜
：
戲
喜
鬘
歌
舞
等 
（
四
）
大
瑜
：
大 
（
五
）
大
瑜
：
或 
（
六
）
大
瑜
：
引
ナ
シ 
（
七
）
大
瑜
：
賀
→
訶
引 
（
八
）
大
瑜
：
引
ナ
シ 
（
九
）
大
瑜
：
路
→
囉
二
合 
（
一
〇
）↲
大
瑜
：
二
合 
（
一
一
）
大
瑜
：
灑
→
沙 
（
一
二
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合 
（
一
三
）
大
瑜
：
弱
吽
鑁
穀
→
惹
引
吽
引
鑁
斛
引 
（
一
四
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
五
）
大
瑜
・
大
總
：
入
ナ
シ 
（
一
六
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
一
七
）
大
瑜
：
乞
史
摩
→
訖
叉
麼
三
合
、
大
總
：
史
摩
→
灑
二
合 
（
一
八
）
大
瑜
：
摩
賀
引
娑
怛
嚩
→
□
□
薩
怛
嚩
二
合
、
大
總
：
娑
怛
嚩
→
薩
怛
嚩
二
合 
（
一
九
）
大
瑜
・
大
總
：
惠
→
慧 
（
二
〇
）
大
瑜
：
戒
忍
方
願
→
戒
方
忍
願 
（
二
一
）↲
大
瑜
：
引 
（
二
二
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
二
三
）
大
瑜
：
捨
→
舎
、
大
總
：
句
→
倶 
（
二
四
）
大
瑜
：
冒
地
止
多
吽
→
没
馱
涅
哆
吽
引
、
大
總
：
冒
地
止
多
吽
→
冒
地
喞
多
引
吽
引 
（
二
五
）
大
瑜
：
手
→
羽 
（
二
六
）
大
瑜
：
吽
擿
枳
吽
短
弱
→
吽
引
咤
枳
吽
引
惹
入
声
、
大
總
：
吽
擿
枳
吽
短
弱
→
吽
引
咤
枳
吽
惹
入 
（
二
七
）
大
瑜
：
二
風
→
進
力 
（
二
八
）
大
瑜
・
大
總
：
惠
→
慧
与 
（
二
九
）
大
瑜
：
是
ナ
シ 
（
三
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
惠
→
慧 
（
三
一
）
大
瑜
・
大
總
：
普
→
並 
（
三
二
）
大
瑜
・
大
總
：
名
増
益
印
→
布
瑟
置
迦
。
母
捺
羅
大
印 
（
三
三
）
大
總
：
葉
→
花 
（
三
四
）
大
瑜
・
大
總
：
敬
愛
印
→
伽
跢
耶 
（
三
五
）
大
瑜
：
是
名
降
伏
印
→
阿
毘
遮
嚕
迦
。
当
用
此
密
印
、
大
總
：
是
名
降
伏
印
→
阿
毘
遮
嚕
迦
。
当
用
此
密
契 
（
三
六
）
大
瑜
・
大
總
：
是
名
鉤
召
印
→
金
剛
央
倶
施 
（
三
七
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
三
八
）
大
瑜
・
大
總
：
沙
怛
嚩
→
薩
怛
嚩
二
合 
（
三
九
）
大
瑜
：
弱
吽
鑁
穀
→
惹
吽
引
鑁
斛
、
大
總
：
弱
吽
鑁
穀
→
惹
入
吽
鑁
斛 
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（
四
〇
）↲
大
總
：
想 
（
四
一
）
大
總
：
反
→
遍 
（
四
二
）
大
瑜
：
縛
覩
→
嚩
底
、
大
總
：
縛
→
嚩 
（
四
三
）
大
瑜
・
大
總
：
溩
ナ
シ 
（
四
四
）
大
瑜
：
灑
→
二
合
沙
、
大
總
：
抳
→
抳
二
合 
（
四
五
）
大
瑜
：
塞
怖
→
娑
跛
二
合
、
大
總
：
塞
怖
→
娑
普
二
合 
（
四
六
）
大
瑜
：
縛
攞
→
嚩
二
合
攞
、
大
總
：
縛
攞
→
縛
二
合
攞 
（
四
七
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
四
八
）↲
大
總
：
引 
（
四
九
）
大
瑜
：
者
寧
→
左
抳
、
大
總
：
者
寧
→
左
寧 
（
五
〇
）
大
瑜
：
𡃤
他
→
囉
他
二
合
、
大
總
：
𡃤
他
→
羅
他
二
合 
（
五
一
）
大
瑜
：
薩
引
駄
儞
→
娑
馱
𩕳
、
大
總
：
薩
引
駄
儞
→
娑
引
馱
𩕳
曳 
（
五
二
）
大
瑜
：
縛
賀
引
→
嚩
二
合
訶
引 
（
五
三
）
大
瑜
：
悪
→
阿
、
大
總
：
悪
→
阿
引
入 
（
五
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
五
五
）↲
大
總
：
平 
（
五
六
）
大
瑜
：
乞
哩
悪
→
紇
哩
二
合
噁
、
大
總
：
乞
哩
悪
→
紇
哩
二
合
悪 
（
五
七
）
大
總
：
洛
→
𠸪
二
合 
（
五
八
）
大
瑜
：
纈
利
悪
短
→
纈
唎
二
合
悪
、
大
總
：
纈
利
悪
短
→
紇
哩
二
合
悪
短 
（
五
九
）
大
瑜
：
鈷
→
股 
（
六
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
惠
→
慧 
（
六
一
）
大
總
：
相
ナ
シ 
（
六
二
）↲
大
瑜
・
大
總
：
願 
（
六
三
）
大
總
：
縛
→
嚩 
（
六
四
）
大
瑜
：
賀
→
訶 
（
六
五
）
大
瑜
・
大
總
：
弥
→
涅
寧
逸
反 
（
六
六
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
六
七
）
大
瑜
・
大
總
：
引
→
二
合 
（
六
八
）↲
大
總
：
引 
（
六
九
）
大
瑜
：
摩
→
麼 
（
七
〇
）
大
瑜
：
哩
盎
誐
引
羅
迦
哩
→
哩
二
合
阿
儗
囉
迦
哩
二
合
、
大
總
：
哩
盎
誐
引
羅
迦
哩
→
哩
二
合
阿
儗
羅
迦
哩
二
合 
（
七
一
）
大
瑜
：
母
陀
室
哩
→
没
馱
引
室
哩
二
合
、
大
總
：
母
陀
室
哩
→
没
馱
室
哩
二
合 
（
七
二
）
大
總
：
囉
→
羅
二
合 
（
七
三
）↲
大
瑜
：
引 
（
七
四
）
大
瑜
・
大
總
：
跛
→
麼
二
合 
（
七
五
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
七
六
）
大
瑜
：
羯
羅
→
訖
囉
二
合
、
大
總
：
戍
羯
羅
→
伐
訖
囉 
（
七
七
）
大
瑜
・
大
總
：
引
→
二
合 
（
七
八
）
大
瑜
・
大
總
：
舎
儞
→
捨
禰 
（
七
九
）↲
大
瑜
：
二
合
、
大
總
：
者
→
戦
二
合 
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（
八
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
囉
始
制
二
合 
（
八
一
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
八
二
）↲
大
瑜
：
引 
（
八
三
）
大
瑜
・
大
總
：
曳
→
耶 
（
八
四
）
大
瑜
・
大
總
：
利
引
→
理
二
合 
（
八
五
）
大
瑜
：
嚩
賀
→
嚩
二
合
賀
引
、
大
總
：
嚩
賀
→
嚩
二
合
賀 
（
八
六
）
大
瑜
：
痛
→
統 
（
八
七
）
大
瑜
：
七
→
宿 
（
八
八
）
大
瑜
・
大
總
：
事
→
印 
（
八
九
）↲
大
總
：
去 
（
九
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
曳
→
耶 
（
九
一
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
九
二
）
大
瑜
：
縛
賀
→
嚩
二
合
賀
引
、
大
總
：
縛
賀
→
嚩
二
合
賀 
（
九
三
）
大
瑜
・
大
總
：
惠
→
慧 
（
九
四
）↲
大
瑜
・
大
總
：
不
動
尊 
（
九
五
）
大
瑜
：
二
合
→
短
声
、
大
總
：
二
合
→
短
二
合 
（
九
六
）
大
瑜
：
咤
烏
短
ナ
シ
、
大
總
：
烏
短
→
烏
引
二
合 
（
九
七
）
大
瑜
：
置
短
智
引
置
短
智
引
→
置
智
置
智 
（
九
八
）
大
瑜
：
咤
烏
咤
烏
咤
烏
咤
烏
→
咤
烏
短
声
咤
烏
引
咤
烏
引
咤
烏
、
大
總
：
咤
烏
咤
烏
咤
烏
咤
烏
→
咤
烏
二
合
短
咤
烏
引
咤
烏
短
咤
烏
引 
（
九
九
）
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
〇
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
一
〇
一
）
大
瑜
・
大
總
：
娑
怛
舞
→
薩
怛
嚩
二
合 
（
一
〇
二
）
大
瑜
・
大
總
：
弱
→
惹 
（
一
〇
三
）
大
瑜
・
大
總
：
纈
哩
→
紇
哩
二
合 
（
一
〇
四
）
大
瑜
：
郝
→
鶴
、
大
總
：
郝
→
涸 
（
一
〇
五
）
大
瑜
・
大
總
：
悉
→
泮 
（
一
〇
六
）
大
瑜
・
大
總
：
惠
→
慧 
（
一
〇
七
）
大
瑜
：
曲
→
猶
、
大
總
：
曲
→
由 
（
一
〇
八
）
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
〇
九
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
一
一
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
娑
怛
縛
→
薩
怛
嚩
二
合 
（
一
一
一
）
大
瑜
：
弱
吽
鑁
斛
→
弱
入
声
吽
引
鑁
斛
引
、
大
總
：
弱
吽
鑁
斛
→
弱
日
洛
反
吽
鑁
斛
引 
（
一
一
二
）
大
瑜
：
鉢
羅
→
跛
囉
、
大
總
：
鉢
羅
→
跛
羅
二
合 
（
一
一
三
）
大
總
：
短
ナ
シ 
（
一
一
四
）
大
瑜
：
泮
→
破
、↲
大
總
：
二
合 
（
一
一
五
）
大
瑜
：
羅
二
合
→
囉
、
大
總
：
羅
→
囉 
（
一
一
六
）
大
瑜
：
舎
野
→
捨 
（
一
一
七
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
一
八
）
大
瑜
：
次
→
我 
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（
一
一
九
）
大
瑜
：
因
→
固 
（
一
二
〇
）
大
瑜
：
遍
→
逼 
（
一
二
一
）
大
瑜
：
違
→
速 
（
一
二
二
）
大
瑜
：
焚
→
焼 
（
一
二
三
）
大
瑜
：
大
→
火 
（
一
二
四
）
大
瑜
：
生
→
主 
（
一
二
五
）
大
瑜
：
従
→
使 
（
一
二
六
）
大
瑜
：
悦
→
説 
（
一
二
七
）
大
瑜
：
正
→
生 
（
一
二
八
）
大
瑜
：
随
→
堕 
（
一
二
九
）
大
瑜
：
字
→
自 
（
一
三
〇
）
大
瑜
：
趣
→
越 
（
一
三
一
）
大
瑜
：
有
→
悪 
（
一
三
二
）
大
瑜
：
花
→
華 
（
一
三
三
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
三
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
三
五
）
大
瑜
：
馱
都
→
馱
引
覩
、
大
總
：
馱
都
→
馱
覩 
（
一
三
六
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
一
三
七
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
三
八
）
大
瑜
：
羅
→
囉 
（
一
三
九
）
大
瑜
・
大
總
：
阿
芻
毘
也
→
阿
乞
芻
二
合
毘
也
二
合 
（
一
四
〇
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
一
四
一
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
四
二
）
大
總
：
嚩
→
縛 
（
一
四
三
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉 
（
一
四
四
）
大
瑜
：
羅
坦
曩
→
囉
怛
那
二
合
、
大
總
：
羅
坦
曩
→
囉
坦
曩
二
合 
（
一
四
五
）
大
總
：
三
婆
縛
→
三
去
婆
去
嚩 
（
一
四
六
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
一
四
七
）
大
瑜
：
儞
坦
洛
→
儞
怛
𠸪
、
大
總
：
儞
坦
洛
→
𩕳
二
合
怛
落
二
合 
（
一
四
八
）↲
大
瑜
：
引 
（
一
四
九
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
一
五
〇
）↲
大
總
：
引 
（
一
五
一
）
大
瑜
：
羅
→
嚩
囉
囉
、
大
總
：
羅
→
嚩
二
合
囉
囉 
（
一
五
二
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
一
五
三
）
大
瑜
：
儞
紇
利
入
→
儞
紇
哩
、
大
總
：
儞
紇
利
入
→
𩕳
二
合
紇
哩 
（
一
五
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
一
五
五
）
大
瑜
・
大
總
：
慕
→
謨 
（
一
五
六
）
大
瑜
：
悉
帝
ナ
シ
、
大
總
：
帝
→
弟 
（
一
五
七
）
大
瑜
：
擬
→
儗 
（
一
五
八
）
大
瑜
：
儞
悪
入
→
儞
二
合
噁
、
大
總
：
儞
悪
入
→
儞
二
合
悪 
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（
一
五
九
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
六
〇
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、↲
大
總
：
二
合 
（
一
六
一
）
大
瑜
・
大
總
：
娑
怛
嚩
→
薩
怛
縛
二
合 
（
一
六
二
）
大
瑜
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合
、
大
總
：
擬
儞
→
擬
儞
二
合 
（
一
六
三
）
大
瑜
：
吽
短
悪
引
→
吽
噁
、
大
總
：
吽
短
悪
引
→
吽
悪 
（
一
六
四
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
六
五
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合
囉 
（
一
六
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
六
七
）
大
瑜
：
儞
吽
短
弱
入
→
儞
二
合
吽
弱
入
声
、
大
總
：
儞
吽
短
弱
入
→
儞
二
合
吽
弱
日
洛
反 
（
一
六
八
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
六
九
）
大
瑜
：
羅
誐
→
囉
二
合
囉
誐
、
大
總
：
羅
誐
→
囉
二
合
囉
誐
引 
（
一
七
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
七
一
）
大
瑜
：
儞
吽
短
斛
引
→
儞
二
合
吽
鵠
、
大
總
：
儞
吽
短
斛
引
→
儞
二
合
吽
涸 
（
一
七
二
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
七
三
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
一
七
四
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
七
五
）
大
瑜
・
大
總
：
儞
吽
短
索
入
→
儞
二
合
吽
索 
（
一
七
六
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
七
七
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
羅
→
囉
二
合
囉 
（
一
七
八
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
一
七
九
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
八
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
儞
吽
短
唵
→
儞
二
合
吽
唵 
（
一
八
一
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
八
二
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
一
八
三
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
八
四
）
大
瑜
：
儞
吽
暗
→
儞
二
合
吽
暗
引
、
大
總
：
儞
吽
暗
→
儞
二
合
吽
暗 
（
一
八
五
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
八
六
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
一
八
七
）↲
大
瑜
：
平
声
、
大
總
：
計
都
→
髻
都 
（
一
八
八
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
一
八
九
）
大
瑜
：
儞
吽
怛
㘕
→
儞
二
合
吽
怛
㘕
二
合
引
、
大
總
：
儞
吽
怛
㘕
→
儞
二
合
吽
怛
藍 
（
一
九
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
九
一
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
一
九
二
）
大
瑜
・
大
總
：
計
娑
→
賀
娑
引 
（
一
九
三
）
大
瑜
：
擬
儞
吽
郝
→
儗
儞
二
合
吽
鵠
、
大
總
：
擬
儞
吽
郝
→
儗
儞
二
合
吽
涸 
（
一
九
四
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
一
九
五
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
一
九
六
）
大
瑜
：
磨
→
摩
、
大
總
：
磨
→
磨
引 
（
一
九
七
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儀 
（
一
九
八
）
大
瑜
：
儞
吽
纈
利
引
→
儞
二
合
吽
纈
唎
二
合
、
大
總
：
儞
吽
纈
利
引
→
儞
二
合
吽
仡
哩 
232 
 
（
一
九
九
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
二
〇
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
〇
一
）
大
瑜
・
大
總
：
史
拏
→
叉
拏
三
合 
（
二
〇
二
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
〇
三
）
大
總
：
談
→
淡 
（
二
〇
四
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
二
〇
五
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
二
〇
六
）
大
總
：
系
→
係 
（
二
〇
七
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
〇
八
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
二
〇
九
）
大
瑜
：
羅
婆
→
囉
二
合
婆
引
、
大
總
：
羅
婆
→
羅
二
合
婆
引 
（
二
一
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
一
一
）
大
瑜
：
藍
→
㘕 
（
二
一
二
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
一
三
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
一
四
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
一
五
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
一
六
）
大
瑜
：
羅
羅
→
羅
二
合
𠸪
、
大
總
：
羅
羅
→
囉
二
合
囉 
（
二
一
七
）↲
大
瑜
：
二
合
、
大
總
：
引 
（
二
一
八
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
一
九
）
大
瑜
・
大
總
：
儞
吽
含
→
儞
二
合
吽
憾 
（
二
二
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
二
二
一
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
二
二
）↲
大
瑜
・
大
總
：
二
合 
（
二
二
三
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
二
四
）
大
瑜
：
儞
吽
吽
短
→
儞
二
合
吽
引
吽
引
、
大
總
：
儞
吽
吽
短
→
儞
二
合
吽
吽 
（
二
二
五
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
二
二
六
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
二
二
七
）
大
瑜
・
大
總
：
馱
→
地 
（
二
二
八
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
二
九
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
三
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
攞
→
囉
二
合
邏 
（
二
三
一
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
三
二
）
大
瑜
：
穀
→
吽
鵠
、
大
總
：
穀
→
吽
涸 
（
二
三
三
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
三
四
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
三
五
）
大
瑜
：
麼
隷
→
摩
㘑 
（
二
三
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
三
七
）
大
瑜
・
大
總
：
怛
羅
咤
→
吽
怛
囉
二
合
咤 
（
二
三
八
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
233 
 
（
二
三
九
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
四
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
四
一
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
四
二
）
大
瑜
：
擬
翼
→
吽
儗
入
声
、
大
總
：
擬
翼
→
吽
儗
入 
（
二
四
三
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
四
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
四
五
）
大
瑜
：
乃
哩
底
曳
→
涅
哩
二
合
帝
、
大
總
：
乃
哩
底
曳
→
涅
哩
二
合
諦 
（
二
四
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
→
儗 
（
二
四
七
）
大
瑜
・
大
總
：
儞
→
儞
二
合
吽 
（
二
四
八
）↲
大
總
：
二
合 
（
二
四
九
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
五
〇
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
五
一
）
大
瑜
：
報
→
𨳑
、
大
總
：
報
→
閉 
（
二
五
二
）
大
瑜
：
擬
儞
悪
→
儗
二
合
儞
吽
噁
、
大
總
：
擬
儞
悪
→
儗
二
合
儞
吽
悪 
（
二
五
三
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
五
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
二
五
五
）
大
瑜
：
渋
波
→
瑟
波
二
合
、
大
總
：
波
→
閉
二
合 
（
二
五
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
唵
→
儗
儞
二
合
吽
唵 
（
二
五
七
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
五
八
）
大
瑜
・
大
總
：
羅
→
囉
二
合 
（
二
五
九
）
大
瑜
：
擬
儞
儞
→
儗
儞
二
合
吽
禰
入
声
、
大
總
：
擬
儞
儞
→
儗
儞
二
合
吽
禰 
（
二
六
〇
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
六
一
）
大
瑜
：
羅
獻
弟
→
囉
二
合
喭
馱
、
大
總
：
羅
獻
弟
→
囉
二
合
誐
弟 
（
二
六
二
）↲
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
六
三
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
縛
→
嚩 
（
二
六
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
二
六
五
）
大
瑜
：
擬
儞
弱
→
儗
儞
二
合
吽
弱
入
声
、
大
總
：
擬
儞
弱
→
儗
儞
二
合
吽
弱 
（
二
六
六
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
六
七
）
大
瑜
：
羅
幡
→
囉
二
合
播
引
、
大
總
：
羅
幡
→
羅
二
合
播 
（
二
六
八
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
吽
→
儗
儞
二
合
吽
吽 
（
二
六
九
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
七
〇
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
羅
→
羅
二
合 
（
二
七
一
）
大
瑜
・
大
總
：
塞
怖
→
娑
普
二
合 
（
二
七
二
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合 
（
二
七
三
）
大
瑜
：
唵
縛
→
唵
引
嚩
、
大
總
：
唵
縛
→
唵
嚩 
（
二
七
四
）
大
瑜
：
羅
→
囉
二
合
、
大
總
：
羅
→
羅
二
合 
（
二
七
五
）
大
瑜
：
阿
吠
捨
→
吠
舎
、
大
總
：
阿
吠
舍
→
吠
捨 
（
二
七
六
）
大
瑜
・
大
總
：
擬
儞
→
儗
儞
二
合
吽 
（
二
七
七
）
大
瑜
：
秘
→
密 
（
二
七
八
）
大
瑜
：
輪
→
論 
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（
二
七
九
）
大
瑜
：
座
→
虚 
（
二
八
〇
）
大
瑜
：
身
→
耳 
（
二
八
一
）
大
瑜
：
両
手
→
定
慧 
（
二
八
二
）
大
瑜
：
為
→
成 
（
二
八
三
）
大
瑜
：
円
満
→
團
円 
（
二
八
四
）
大
瑜
：
得
→
成 
（
二
八
五
）
大
瑜
・
大
總
：
縛
→
嚩 
（
二
八
六
）↲
大
瑜
・
大
總
：
引 
（
二
八
七
）
大
瑜
：
羅
二
合
→
囉 
（
二
八
八
）
大
瑜
：
吽
吽
吽
→
吽
短
声
吽
短
声
吽
短
声 
（
二
八
九
）↲
大
總
：
二
合 
（
二
九
〇
）
大
瑜
：
吽
吽
→
吽
短
声 
  
《
引
文
箇
所
》 
１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
２
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』
取
意
。 
３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
５
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
６
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
７
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。 
８
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』
取
意
。 
９
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。 
１０
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
五
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
１２
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
１３
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
１４
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
四
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１５
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
四
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１６
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
四
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１７
『
大
正
』
十
八
・
二
五
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
四
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１８
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
１９
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２０
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
六
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２１
『
大
正
』
十
八
・
二
五
七
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
五
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
〇
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
〇
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２４
『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』
取
意
。 
２５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
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２６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
中
。『
瑜
祇
経
』
取
意
。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
２９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
八
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
三
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
九
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
３９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
八
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
中
～
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
九
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。 
４２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
上
～
中
。『
瑜
祇
経
』。 
４３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
中
～
二
六
六
頁
上
。『
瑜
祇
経
』
取
意
。 
４４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
〇
九
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
４９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
四
頁
下
～
二
六
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
中
～
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
５９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
五
頁
下
～
二
六
六
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
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６６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６７
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
６９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
中
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７２
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７３
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７４
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７５
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７６
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
〇
頁
下
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
７７
『
大
正
』
六
一
・
四
九
八
頁
中
。『
瑜
祇
経
疏
』
取
意
。 
７８
『
大
正
』
十
八
・
二
六
六
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。 
７９
『
大
正
』
十
八
・
二
六
七
頁
上
。『
瑜
祇
経
』。 
８０
『
大
正
』
十
八
・
二
六
七
頁
上
。『
瑜
祇
経
』
参
照
。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
上
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』
参
照
。 
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８１
『
大
正
』
十
八
・
二
六
七
頁
下
。『
瑜
祇
経
』。『
大
正
』
六
一
・
五
一
一
頁
中
。『
瑜
祇
總
行
私
記
』。 
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結 
 
上
来
、
述
べ
た
考
説
を
ま
と
め
る
。 
 
ま
ず
、
第
一
部
に
つ
い
て
、
第
一
章
で
は
、
五
仏
頂
法
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
入
唐
以
前
の
最
澄
の
密
教
理
解
に
つ
い
て
論
じ
た
。『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
み
え
る
円
澄
の
五
仏
頂
法
修
法
に
つ
い
て
は
、
先
学
が
指
摘
す
る
件
の
実
施
に
関
す
る
問
題
点
は
あ
る
が
、『
延
暦
僧
録
』
や
『
大
日
本
古
文
書
』
等
に
奈
良
時
代
に
仏
頂
法
に
関
わ
る
事
例
が
み
つ
け
ら
れ
る
こ
と
、
最
澄
や
弟
子
の
円
澄
と
も
関
係
す
る
梵
釈
寺
に
住
持
し
た
永
忠
が
『
五
仏
頂
法
決
』
な
る
書
を
著
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
最
澄
が
五
仏
頂
法
に
関
し
て
入
唐
以
前
に
す
で
に
知
識
を
有
し
て
い
た
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
大
仏
頂
に
関
し
て
は
、『
首
楞
嚴
経
』
の
真
偽
論
諍
や
仏
頂
行
道
の
実
施
等
、
当
時
か
ら
す
で
に
何
ら
か
の
誦
呪
（
ま
た
は
呪
法
）
が
修
さ
れ
、
『
台
州
録
』
に
大
仏
頂
に
関
す
る
将
来
物
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
唐
以
前
か
ら
仏
頂
法
に
触
れ
る
機
会
を
有
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、『
守
護
国
界
章
』
に
よ
る
と
、
梵
釈
寺
に
は
鑑
真
将
来
の
典
籍
等
が
備
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
将
来
物
の
中
に
は
、「
画
五
頂
像
一
舗
」
と
い
う
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』（
ま
た
は
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』）
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
五
仏
頂
に
関
す
る
図
像
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
梵
釈
寺
に
「
画
五
頂
像
一
舗
」
に
関
す
る
図
像
が
『
五
仏
頂
法
決
』
と
共
に
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
故
、
最
澄
は
こ
れ
ら
の
典
籍
等
を
梵
釈
寺
に
お
い
て
修
学
し
て
い
た
可
能
性
は
、
大
い
に
あ
り
、
桓
武
天
皇
の
内
供
奉
十
禅
師
の
一
人
で
あ
っ
た
最
澄
が
、
自
身
の
入
唐
中
に
円
澄
が
行
っ
た
五
仏
頂
法
を
（
当
然
な
が
ら
私
的
で
は
な
く
）
先
に
修
法
し
て
い
た
と
考
え
、
矛
盾
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
大
仏
頂
と
五
仏
頂
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
如
何
に
理
解
し
て
い
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
等
、
双
方
の
関
連
性
や
相
違
点
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。 
 
第
二
章
で
は
、
最
澄
の
密
教
受
法
が
集
約
さ
れ
る
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
の
中
、
二
種
の
血
脈
譜
「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
と
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
と
を
中
心
に
、
最
澄
が
唐
に
お
い
て
受
法
し
た
仏
頂
尊
に
関
す
る
密
教
に
つ
い
て
論
じ
た
。
元
来
、
最
澄
は
一
年
後
に
帰
国
し
た
空
海
が
将
来
し
た
胎
金
の
密
教
に
接
し
、
自
分
自
身
の
密
教
理
解
の
不
足
を
自
覚
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
最
澄
が
入
唐
前
か
ら
仏
頂
尊
に
何
ら
か
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
伝
記
類
等
が
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
入
唐
し
て
仏
頂
尊
に
対
す
る
造
詣
を
一
層
深
め
た
最
澄
は
、
帰
国
後
に
は
、
大
日
如
来
を
主
と
す
る
灌
頂
だ
け
で
な
く
、
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
灌
頂
を
も
執
行
し
、
さ
ら
に
自
身
が
受
法
し
た
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
密
教
を
、
胎
金
と
は
別
箇
の
も
の
と
し
て
系
統
化
し
、
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
と
し
て
ま
と
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
最
澄
は
、
胎
金
に
つ
い
て
は
空
海
に
受
法
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
仏
頂
尊
を
中
心
と
す
る
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
集
約
さ
れ
る
密
教
は
独
自
の
も
の
と
自
負
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
さ
ら
に
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
関
係
す
る
二
経
典
、
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
・
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
『
蘇
悉
地
経
』
と
を
俯
瞰
す
る
と
、
中
尊
は
い
ず
れ
も
仏
頂
尊
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
尊
に
関
す
る
説
明
に
近
似
性
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
み
え
る
訳
者
に
よ
る
二
経
典
の
中
に
は
、
す
で
に
蘇
悉
地
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
順
曉
よ
り
受
法
し
た
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
だ
け
で
な
く
、
仏
頂
尊
を
中
心
と
す
る
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
記
さ
れ
た
受
法
か
ら
も
、
最
澄
に
お
け
る
密
教
の
独
自
性
が
看
取
で
き
、
入
唐
前
よ
り
す
で
に
知
見
の
あ
っ
た
仏
頂
法
に
関
す
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る
知
識
を
よ
り
深
化
さ
せ
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
 
第
三
章
で
は
、
最
澄
に
よ
る
高
雄
灌
頂
に
関
す
る
書
と
も
評
さ
れ
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
真
撰
の
疑
義
に
つ
い
て
一
考
を
述
べ
た
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、「
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
」
や
「
灌
頂
行
事
鈔
」
等
あ
ら
ゆ
る
呼
称
を
経
て
、
現
行
の
『
伝
全
』
四
に
所
収
さ
れ
た
形
式
と
な
る
。
そ
の
著
者
は
、「
叡
山
集
」
と
あ
っ
て
、「
叡
山
集
」
は
古
よ
り
「
最
澄
撰
」
と
扱
う
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
円
珍
の
私
録
で
あ
る
『
山
王
院
蔵
書
目
録
』
や
安
然
の
『
八
家
秘
録
』
に
は
本
書
に
関
連
す
る
書
名
を
み
つ
け
ら
れ
な
い
。
義
真
記
『
修
禅
録
』
に
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
類
す
る
書
の
名
を
確
認
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
最
澄
の
撰
述
と
見
做
し
え
な
い
書
物
も
収
め
ら
れ
る
「
右
外
」
に
位
置
す
る
。
更
に
は
『
修
禅
録
』
は
義
真
以
降
の
人
物
の
加
筆
が
一
部
に
認
め
ら
れ
る
た
め
、
安
直
に
は
、
本
書
が
義
真
の
時
代
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
達
が
「
真
」
と
し
た
理
由
と
し
て
は
、
後
世
の
目
録
で
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
よ
う
に
「
最
澄
撰
」
の
拠
り
所
と
し
て
、
薬
雋
の
『
破
邪
弁
正
記
』
の
説
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
「
叡
山
集
」
即
ち
「
最
澄
撰
」
と
い
う
考
え
の
由
来
お
よ
び
三
書
の
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
引
文
何
れ
も
が
本
書
を
最
澄
撰
述
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、『
破
邪
弁
正
記
』
の
引
文
に
お
い
て
、
最
澄
が
唐
の
順
曉
阿
闍
梨
か
ら
次
第
を
伝
授
さ
れ
た
作
法
が
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
し
て
、『
大
日
経
』・『
一
行
記
』・『
蘇
悉
地
経
』・
『
陀
羅
尼
集
経
』
等
に
基
づ
い
て
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
重
要
な
作
法
が
、
円
珍
や
安
然
に
関
係
す
る
目
録
に
出
て
こ
な
い
こ
と
に
は
不
審
を
覚
え
る
。 
 
第
四
章
で
は
、
第
三
章
に
お
い
て
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
最
澄
撰
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
と
定
め
た
こ
と
を
稟
け
て
、
本
書
の
成
立
に
薬
雋
撰
『
破
邪
弁
正
記
』
が
関
係
す
る
可
能
性
を
視
座
に
し
て
考
察
し
た
。『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
ら
れ
る
惠
什
の
疑
義
「
最
澄
は
、
胎
金
両
部
の
密
教
を
受
法
乃
至
伝
承
を
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
順
曉
受
法
の
「
三
部
三
昧
耶
の
印
信
」
は
、
三
種
悉
知
の
真
言
で
あ
る
か
ら
、
最
澄
の
高
雄
灌
頂
は
、
蘇
悉
地
法
で
あ
る
」
に
対
し
て
、
薬
雋
は
、
い
く
つ
か
の
資
料
・
記
録
を
糧
に
、
最
澄
所
伝
の
密
教
は
両
部
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
努
め
る
。
五
部
灌
頂
を
両
部
と
見
做
し
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
最
澄
所
伝
の
密
教
は
両
部
の
密
教
で
あ
る
」
と
当
時
は
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
薬
雋
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
伝
統
を
継
承
し
た
薬
雋
は
、「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」（『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
と
『
金
剛
界
灌
頂
行
事
鈔
』）
を
最
澄
の
撰
著
で
あ
る
と
捉
え
、
論
証
の
資
料
の
一
と
し
て
頻
繁
に
引
用
し
て
い
る
。 
 
し
か
し
、「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
に
つ
い
て
は
、『
破
邪
弁
正
記
』
中
で
は
、「
順
曉
か
ら
の
受
法
を
ま
と
め
た
書
」・「
山
門
に
広
く
流
布
さ
れ
て
い
る
」・「
薬
雋
自
身
、
こ
の
書
を
検
討
し
て
い
る
」
等
、「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
に
関
す
る
見
識
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
首
肯
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
三
章
で
も
述
べ
た
「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
の
名
が
、
円
珍
や
安
然
等
の
台
密
諸
師
の
目
録
の
中
に
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
、
は
た
ま
た
薬
雋
自
身
、「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
の
作
法
内
容
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
一
方
の
惠
什
に
お
い
て
も
そ
の
疑
義
を
呈
し
て
い
な
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
ま
た
、「
両
部
灌
頂
行
事
鈔
」
の
一
で
あ
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
を
基
に
し
た
作
法
書
で
あ
り
、
そ
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
位
置
づ
け
は
、
安
然
の
説
に
準
じ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
、
そ
の
説
は
『
破
邪
弁
正
記
』
の
中
に
も
登
場
す
る
。
そ
れ
故
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、
安
然
以
降
に
成
立
し
た
と
推
察
し
た
。 
 
別
の
観
点
か
ら
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
に
つ
い
て
俯
瞰
す
る
と
、
最
澄
撰
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
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師
血
脈
譜
」
に
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
訳
者
で
あ
る
阿
地
瞿
多
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
澄
在
世
時
か
ら
す
で
に『
陀
羅
尼
集
経
』に
関
連
す
る
作
法
や
要
素
が
山
門
に
点
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
連
す
る
作
法
が
『
破
邪
弁
正
記
』
成
立
以
前
に
確
認
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
最
澄
や
そ
の
直
近
の
諸
師
ら
が
、
真
言
密
教
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
「
叡
山
」
と
号
さ
れ
る
典
籍
を
作
成
す
る
際
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
そ
の
一
つ
と
し
て
単
に
列
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
事
実
、『
破
邪
弁
正
記
』
中
に
み
ら
れ
る
最
澄
の
密
教
を
証
明
す
る
資
料
の
内
、
そ
の
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の
は
、『
顕
戒
論
』
や
『
越
州
録
』
等
に
過
ぎ
な
い
。
か
か
る
状
況
が
、
典
籍
の
作
成
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
調
査
段
階
で
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
最
澄
撰
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
説
か
れ
る
主
尊
は
仏
頂
尊
で
あ
り
、
台
密
と
仏
頂
尊
と
の
関
わ
り
を
研
究
す
る
上
で
、
一
つ
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
え
る
。
そ
れ
は
、
『
四
十
帖
決
』
七
に
お
い
て
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
つ
い
て
、
「
陀
羅
尼
集
経
、
在
二
仏
頂
之
中
一
１
」
と
決
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
故
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
作
法
と
台
密
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
の
関
連
を
解
き
研
究
す
る
こ
と
も
価
値
が
あ
る
と
考
え
た
。 
 
第
五
章
で
は
、
か
か
る
観
点
か
ら
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
依
用
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。『
陀
羅
尼
集
経
』
の
訳
者
で
あ
る
阿
地
瞿
多
は
、
唐
に
お
い
て
す
で
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
連
す
る
修
法
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
奈
良
時
代
に
す
で
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
、
そ
の
依
用
は
古
よ
り
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
阿
地
瞿
多
の
修
法
に
つ
い
て
は
、（
阿
地
瞿
多
）
自
身
の
伝
記
が
乏
し
い
の
に
加
え
て
、
如
何
に
修
法
を
行
っ
て
い
た
の
か
等
不
明
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
依
用
に
つ
い
て
は
、
先
学
２
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
連
す
る
呪
や
呪
法
等
は
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
具
体
的
な
記
録
は
乏
し
く
、
そ
の
修
法
を
密
教
修
法
と
し
て
採
り
扱
う
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。 
 
台
密
に
お
い
て
は
、
円
仁
・
円
珍
は
、
自
著
の
中
で
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
文
を
引
く
が
、
そ
の
修
法
に
関
す
る
記
述
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
両
師
は
、
蘇
悉
地
と
相
関
す
る
一
字
仏
頂
輪
王
に
関
す
る
資
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
が
、『
陀
羅
尼
集
経
』
と
如
何
に
連
関
す
る
か
を
示
し
た
明
確
な
資
料
等
は
み
つ
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
と
蘇
悉
地
と
連
関
す
る
こ
と
を
明
示
し
た
安
然
に
至
っ
て
も
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
依
用
し
た
修
法
に
関
し
て
は
同
様
で
あ
る
。 
 
安
然
以
降
の
、
い
わ
ゆ
る
事
相
全
盛
期
に
至
る
と
、『
陀
羅
尼
集
経
』
は
あ
ら
ゆ
る
修
法
に
用
い
ら
れ
る
が
、
中
で
も
、
事
相
全
盛
期
初
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
長
宴
や
相
実
を
取
り
巻
く
、
台
密
に
お
け
る
「
釈
迦
四
天
王
法
」
な
る
修
法
が
、『
陀
羅
尼
集
経
』
所
説
の
修
法
に
関
す
る
作
法
で
あ
る
こ
と
が
『
門
葉
記
』
「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
や
、『
息
心
抄
』「
四
天
王
法
」
等
に
記
さ
れ
、
実
際
に
行
っ
た
こ
と
が
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、「
釈
迦
四
天
王
法
」
と
は
、
釈
迦
仏
頂
を
中
尊
と
す
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
一
「
金
輪
仏
頂
像
法
」
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
一
所
説
の
四
天
王
惣
印
を
附
随
し
た
作
法
で
あ
り
、
長
宴
が
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
に
、
胎
蔵
曼
荼
羅
の
釈
迦
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
釈
迦
仏
頂
に
纏
わ
る
修
法
と
を
結
び
つ
け
た
作
法
を
実
際
に
修
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
長
宴
の
頃
に
至
っ
て
、『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
す
る
明
瞭
な
修
法
の
記
録
が
確
認
で
き
、「
胎
蔵
灌
頂
行
事
鈔
」
と
も
称
さ
れ
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
基
盤
と
す
る
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
と
も
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
資
料
を
見
出
し
得
た
。
し
か
し
、
相
実
は
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
に
至
る
ま
で
、
こ
の
修
法
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
『
門
葉
記
』「
相
実
法
印
不
伝
此
法
事
」
や
、『
息
心
抄
』「
四
天
王
法
」
等
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
相
実
は
「
釈
迦
四
天
王
法
」
を
知
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
名
が
初
め
て
み
ら
れ
る
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天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
成
立
の
薬
雋
『
破
邪
弁
正
記
』
の
頃
に
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
比
叡
山
中
に
流
布
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
具
体
的
な
成
立
を
測
定
す
る
に
は
、
本
論
に
お
い
て
採
り
上
げ
た
『
四
十
帖
決
』
や
『
息
心
抄
』
等
の
事
相
全
盛
期
初
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
文
献
を
よ
り
詳
細
に
整
理
・
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 
 
以
上
の
よ
う
に
、
第
一
部
で
は
最
澄
と
仏
頂
尊
に
関
す
る
事
例
や
そ
れ
に
纏
わ
る
事
績
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
が
、
最
澄
自
身
、
明
確
に
表
記
し
て
い
る
文
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
資
料
が
少
な
く
、
筆
者
の
推
論
の
過
ぎ
る
記
述
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
上
、
論
考
の
手
薄
な
箇
所
も
多
々
あ
り
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
増
補
・
訂
正
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
生
じ
た
問
題
点
の
解
明
の
た
め
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。 
 
次
に
、
第
二
部
で
は
、『
瑜
祇
経
』
に
焦
点
を
当
て
た
論
を
展
開
し
た
。 
 
第
一
章
で
は
、
台
密
に
お
け
る
従
来
の
『
瑜
祇
経
』
研
究
に
お
け
る
仏
頂
尊
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
整
理
・
検
討
を
行
っ
た
。『
瑜
祇
経
』
に
は
、
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
要
素
が
随
所
に
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
「
一
切
如
来
金
剛
最
勝
義
利
堅
固
愛
染
王
心
品
第
二
」
に
説
か
れ
る
諸
余
の
真
言
に
対
応
す
る
諸
尊
に
、
金
剛
界
五
部
に
加
え
て
「
仏
頂
部
」
を
設
け
て
い
る
こ
と
、「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
（
四
攝
行
品
）」
の
品
題
に
仏
頂
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
に
仏
頂
尊
の
効
能
と
関
係
の
深
い
仏
眼
仏
母
に
関
す
る
修
法
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る
。
中
で
も
、
先
学
ら
は
、
台
密
で
は
『
瑜
祇
経
』
中
、「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
に
説
か
れ
る
仏
母
の
身
か
ら
『
蘇
悉
地
経
』
と
も
関
連
す
る
一
字
頂
輪
王
が
化
作
さ
れ
る
こ
と
や
、
胎
金
合
糅
を
表
す
「
大
悲
胎
蔵
八
字
真
言
」
が
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
、「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
こ
の
品
に
関
し
て
重
厚
な
研
究
を
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
他
品
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
着
手
さ
れ
て
い
な
い
。 
 
第
二
章
で
は
、『
瑜
祇
経
』
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
未
だ
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
第
九
」
を
除
い
た
品
の
内
、
品
題
に
仏
頂
尊
の
名
を
冠
す
る
「
四
攝
行
品
」
に
焦
点
を
当
て
て
論
究
し
た
。 
 
「
四
攝
行
品
」
で
は
、
金
剛
手
菩
薩
が
、「
一
切
処
無
不
相
応
真
言
」
を
呪
し
、
四
攝
行
の
想
を
起
こ
し
、
四
種
鉤
を
結
び
、
一
切
の
有
情
に
利
益
と
安
楽
を
与
え
る
四
攝
の
行
法
を
説
く
、
そ
し
て
一
切
時
に
お
い
て
「
壊
二
乗
心
」
を
起
こ
し
、「
壊
二
乗
心
真
言
」
を
誦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
徳
増
長
、
如
来
加
護
等
の
利
益
を
得
、現
世
に
お
い
て
大
金
剛
位
処
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
。
台
密
に
お
い
て
、
初
め
て
『
瑜
祇
経
』
の
註
解
を
行
っ
た
の
は
安
然
で
あ
る
。
そ
の
著
作
で
あ
る
『
瑜
祇
経
疏
』
に
お
い
て
は
、「
壊
二
乗
心
」
に
関
す
る
記
述
が
中
心
で
あ
り
、「
壊
二
乗
心
真
言
」
に
み
ら
れ
る
「
摩
訶
那
曩
」
と
「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
摩
訶
那
曩
」
を
文
殊
、「
薩
縛
達
摩
尼
秫
弟
」
を
観
音
に
配
当
し
、
文
殊
の
大
智
と
観
音
の
大
悲
と
を
合
し
て
「
壊
二
乗
心
」
で
あ
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
文
殊
と
観
音
と
の
関
係
は
、
台
密
の
『
瑜
祇
経
』理
解
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
仏
頂
尊
と
仏
母
と
し
て
の
仏
眼
と
の
関
係
の
類
似
性
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
四
攝
行
品
」
の
中
で
そ
の
解
釈
が
具
体
的
に
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
。 
ま
た
、「
壊
二
乗
心
」
の
真
言
・「
壊
二
乗
心
」
の
想
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
印
相
に
つ
い
て
安
然
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
安
然
以
降
の
台
東
両
密
諸
師
ら
の
章
疏
類
か
ら
そ
の
印
相
に
つ
い
て
探
求
す
る
と
、「
壊
二
乗
心
」
の
印
相
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
や
目
的
か
ら
三
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
①
愛
染
王
法
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
金
剛
合
掌
、
②
穴
太
流
系
の
記
述
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
文
殊
剣
と
し
て
の
扱
わ
れ
方
、
③
三
昧
・
葉
上
両
流
系
の
「
法
華
読
誦
作
法
」
に
み
ら
れ
る
観
音
の
似
字
を
加
え
る
解
釈
で
あ
る
。
②
・
③
は
、
ま
さ
に
『
瑜
祇
経
疏
』
よ
り
始
ま
る
解
釈
か
ら
発
展
し
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た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
真
寂
の
『
瑜
祇
總
行
私
記
』
に
そ
の
始
ま
り
を
覓
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
ま
た
、
安
然
は
「
四
攝
行
品
」
の
本
尊
は
一
切
仏
頂
遍
照
最
上
王
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、「
壊
二
乗
心
」
に
関
し
て
は
、『
阿
娑
縛
抄
』
や
『
覚
禅
鈔
』
等
の
仏
頂
法
に
お
い
て
、
こ
の
作
法
を
具
体
的
に
説
く
こ
と
は
無
い
。『
瑜
祇
経
』
に
は
、
ま
た
「
四
攝
行
品
」
以
外
に
も
仏
頂
尊
に
つ
い
て
説
か
れ
る
箇
所
が
幾
分
か
認
め
ら
れ
た
が
、
今
後
は
か
か
る
未
解
析
の
箇
所
も
含
め
、『
瑜
祇
経
』
全
体
を
通
し
て
仏
頂
尊
に
つ
い
て
理
解
の
深
化
と
研
究
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。 
 
第
三
章
で
は
、
密
教
に
関
す
る
多
く
の
貴
重
な
書
物
が
保
管
さ
れ
て
い
る
青
蓮
院
吉
水
蔵
所
収
の
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』・『
崎
祇
舎
私
記
』
合
綴
本
、
並
び
に
『
瑜
祇
経
西
決
』
の
三
書
に
つ
い
て
整
理
・
解
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
三
本
は
、
共
に
長
寿
房
薬
仁
の
記
で
あ
り
、
そ
の
書
本
を
基
好
・
栄
西
が
書
写
し
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
に
基
好
の
書
本
と
さ
れ
る
も
の
を
書
写
し
た
も
の
が
現
存
の
三
本
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
『
瑜
祇
経
西
決
』
に
記
さ
れ
た
奥
書
に
よ
る
と
、
基
好
は
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
の
伯
耆
の
国
の
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
大
山
の
聖
教
類
と
共
に
自
ら
書
写
し
た
本
も
多
く
消
失
し
た
が
、
そ
の
後
多
武
峰
に
て
、
再
び
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
こ
れ
ら
三
本
は
そ
れ
ぞ
れ
に
欠
損
箇
所
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
、
奥
書
も
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
く
、
乱
雑
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
本
に
記
さ
れ
た
文
を
一
同
に
集
め
展
開
し
整
合
性
を
図
る
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
パ
ズ
ル
を
解
く
が
如
く
点
在
し
た
内
容
を
結
び
付
け
補
填
し
あ
う
こ
と
で
、
幾
分
か
を
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
今
回
は
こ
れ
ら
三
本
の
密
接
な
相
互
関
連
性
が
理
解
さ
れ
た
。 
 
本
論
で
は
、
翻
刻
資
料
に
挙
げ
た
と
お
り
、
三
本
を
そ
の
ま
ま
の
形
式
で
翻
刻
を
進
め
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
三
本
に
お
け
る
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
箇
所
の
さ
ら
な
る
整
理
・
校
合
を
図
り
、
ま
た
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
に
内
包
さ
れ
た
「
壊
二
乗
心
印
事
」
の
件
も
解
析
を
進
め
た
い
。 
『
瑜
祇
経
』
に
関
し
て
は
、
研
究
事
例
も
少
な
く
、
本
論
に
お
い
て
も
、
各
章
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
課
題
が
残
っ
た
。
今
後
も
、
本
経
に
関
す
る
研
究
を
継
続
し
、
論
究
に
努
め
て
い
き
た
い
。 
 
《
註
》 
１
陀
羅
尼
集
経
は
、
仏
頂
の
中
に
在
り
。（『
大
正
』
七
五
・
八
七
七
頁
中
。） 
２
三
﨑
良
周
「
奈
良
時
代
の
密
教
に
お
け
る
諸
問
題
」（
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
）
参
照
。 
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「
不
空
の
密
教
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け
」 
『
大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
年
報
』
九
、
一
九
八
七 
千
葉
照
観
「
仏
頂
尊
と
仏
眼
に
関
す
る
問
題
―
そ
の
成
立
を
中
心
と
し
て
―
」 
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
七
―
一
、
一
九
八
八 
堀
池
春
峰
「
奈
良
時
代
仏
教
の
密
教
的
性
格
」 
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
）
所
収 
三
﨑
良
周
「
奈
良
時
代
の
密
教
に
お
け
る
諸
問
題
」 
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
）
所
収 
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
所
収
の
仏
頂
系
経
軌
の
考
察
」『
智
山
学
報
』
五
三
、
二
〇
〇
四 
林
敏
「『
大
仏
頂
別
行
法
』
の
基
礎
的
研
究
」『
仙
石
山
論
集
』
三
、
二
〇
〇
六 
林
敏
「『
大
仏
頂
別
行
法
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
五
―
二
、
二
〇
〇
七 
小
林
崇
仁
「
施
曉
と
梵
釈
寺
」『
蓮
花
寺
仏
教
研
究
所
紀
要
』
一
、
二
〇
〇
八 
松
本
信
道
「
得
清
の
入
唐
に
つ
い
て
」『
駒
沢
大
学
文
学
研
究
紀
要
』
六
八
、
二
〇
一
〇 
林
敏
「
日
本
に
お
け
る
『
首
楞
嚴
経
』
の
展
開
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
八
―
二
、
二
〇
一
〇 
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林
敏
「
唐
代
仏
典
目
録
の
作
者
と
し
て
の
智
昇
に
つ
い
て
」 
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
五
―
二
、
二
〇
一
七 
 
第
二
章 
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け 
木
内
堯
央
『
天
台
密
教
の
形
成
』
渓
水
社
、
一
九
八
四 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
八 
頼
富
本
宏
『
密
教
仏
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
九
〇 
長
部
和
雄
『
唐
代
密
教
史
雑
考
』
渓
水
社
、
一
九
九
〇 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
創
文
社
、
一
九
九
四 
勝
又
俊
教
『
密
教
の
日
本
的
展
開
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇 
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八 
『
新
編 
天
台
宗
の
教
義
（
一
）』
天
台
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三 
高
橋
尚
夫
・
木
村
秀
明
・
野
口
圭
也
・
大
塚
伸
夫
『
初
期
密
教
』
春
秋
社
、
二
〇
一
三 
大
久
保
良
峻
『
天
台
学
探
尋
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四 
三
﨑
良
周
「
円
仁
の
密
教
に
お
け
る
一
二
の
問
題
―
蘇
悉
地
の
形
成
と
一
字
仏
頂
輪
王
―
」 
福
井
康
順
編
『
慈
覚
大
師
研
究
』（
天
台
学
会
、
一
九
六
四
）
所
収 
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
の
研
究
―
特
に
第
四
「
十
一
面
観
音
経
」
と
第
十
「
功
徳
天
法
」
の
異
訳
対
照
を
中
心
と
し
て
―
」『
智
山
学
報
』
五
二
、
二
〇
〇
三 
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
す
る
諸
文
献
の
考
察
」 
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
二
九
、
二
〇
〇
五 
駒
井
信
勝
「『
陀
羅
尼
集
経
』
に
お
け
る
灌
頂
儀
礼
を
め
ぐ
っ
て
」『
智
山
学
報
』
六
〇
、
二
〇
一
一 
駒
井
信
勝
「『
陀
羅
尼
集
経
』
の
普
集
会
曼
荼
羅
に
つ
い
て
」『
智
山
学
報
』
六
一
、
二
〇
一
二 
 
第
三
章 
最
澄
帰
国
後
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
の
関
係
―
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
中
心
に
― 
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇 
上
杉
文
秀
『
日
本
天
台
史
』
破
塵
閣
書
房
、
一
九
三
五 
浅
井
円
道
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
三 
渡
邊
守
順
『
伝
教
大
師
著
作
解
説
』
叡
山
学
院
、
一
九
九
二 
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八 
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇 
島
地
大
等
『
天
台
教
学
史
』
明
治
書
院
、
一
九
三
四 
木
内
堯
央
『
天
台
密
教
の
形
成
』
渓
水
社
、
一
九
八
四 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
八 
武
覚
円
『
十
八
道
行
法
解
説
』
叡
山
学
院
、
一
九
八
八 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
創
文
社
、
一
九
九
四 
智
山
伝
法
院
『
十
八
道
念
誦
次
第
講
義
録
』『
智
山
伝
法
院
選
書
』
十
―
一
、
二
〇
〇
二 
三
﨑
良
周
・
林
慶
仁
『
蘇
悉
地
経
・
蘇
婆
呼
童
子
経
・
十
一
面
神
呪
心
経
』 
『
新
国
訳
大
蔵
経
』
密
教
部
２
・
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二 
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八 
高
橋
尚
夫
・
木
村
秀
明
・
野
口
圭
也
・
大
塚
伸
夫
『
初
期
密
教
』
春
秋
社
、
二
〇
一
三 
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大
久
保
良
峻
『
天
台
学
探
尋
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四 
塩
入
亮
忠
「
現
存
祖
書
の
分
類
」『
山
家
学
報
』
十
三
、
一
九
一
九 
菊
岡
義
衷
「
山
家
大
師
と
密
教
」『
山
家
学
報
』
十
四
、
一
九
二
〇 
佐
藤
哲
英
「
山
王
院
蔵
書
目
録
に
つ
い
て
―
延
長
三
年
筆
青
蓮
院
蔵
本
解
説
―
」 
『
叡
山
学
報
』
十
三
、
一
九
三
七 
大
山
公
淳
「
伝
教
大
師
の
密
教
観
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
八
―
一
、
一
九
六
〇 
牛
場
真
玄
「
伝
教
大
師
の
禅
法
相
承
に
つ
い
て
―
「
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
」
を
中
心
と
し
て
―
」 
『
天
台
学
報
』
十
、
一
九
六
七 
牛
場
真
玄
「
伝
教
大
師
の
禅
法
相
承
に
つ
い
て
―
天
台
法
華
宗
伝
法
偈
を
中
心
と
し
て
―
」 
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
、
一
九
六
八 
清
水
谷
恭
順
「
伝
教
大
師
の
密
教
の
相
承
に
関
連
し
て
『
伝
教
大
師
研
究
』、
一
九
八
〇 
酒
井
敬
淳
「
伝
教
大
師
と
台
密
」『
伝
教
大
師
研
究
』、
一
九
八
〇 
福
井
康
順
「『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
新
義
（
承
前
）」『
天
台
学
報
』
三
十
、
一
九
八
七 
蓑
輪
顕
量
「
光
定
と
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
八
、
一
九
九
〇 
大
塚
伸
夫
「『
大
日
経
』
の
曼
荼
羅
行
」『
密
教
学
研
究
』
二
五
、
一
九
九
三 
 
第
四
章 
薬
雋
撰
『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
え
る
最
澄
の
密
教
に
つ
い
て 
島
地
大
等
『
天
台
教
学
史
』
明
治
書
院
、
一
九
三
四 
上
杉
文
秀
『
日
本
天
台
史
』
破
塵
閣
書
房
、
一
九
三
五 
浅
井
円
道
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
三 
木
内
堯
央
『
天
台
密
教
の
形
成
』
渓
水
社
、
一
九
八
四 
渡
邊
守
順
『
伝
教
大
師
著
作
解
説
』
叡
山
学
院
、
一
九
九
二 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
創
文
社
、
一
九
九
四 
天
台
宗
典
編
纂
所
編
『
続
天
台
宗
全
書
目
録
解
題
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇 
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八 
大
久
保
良
峻
『
天
台
学
探
尋
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四 
塩
入
亮
忠
「
現
存
祖
書
の
分
類
」『
山
家
学
報
』
十
三
、
一
九
一
九 
菊
岡
義
衷
「
山
家
大
師
と
密
教
」『
山
家
学
報
』
十
四
、
一
九
二
〇 
佐
藤
哲
英
「
山
王
院
蔵
書
目
録
に
つ
い
て
―
延
長
三
年
筆
青
蓮
院
蔵
本
解
説
―
」 
『
叡
山
学
報
』
十
三
、
一
九
三
七 
大
山
公
淳
「
伝
教
大
師
の
密
教
観
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
八
―
一
、
一
九
六
〇 
牛
場
真
玄
「
伝
教
大
師
の
禅
法
相
承
に
つ
い
て
―
「
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
」
を
中
心
と
し
て
―
」 
『
天
台
学
報
』
十
、
一
九
六
七 
牛
場
真
玄
「
伝
教
大
師
の
禅
法
相
承
に
つ
い
て
―
天
台
法
華
宗
伝
法
偈
を
中
心
と
し
て
―
」 
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
、
一
九
六
八 
野
本
覚
成
「
密
教
の
血
脈
相
承
の
論
争
～
『
密
教
伝
来
脈
譜
正
訛
勘
決
』
杲
宝
撰
一
巻
を
中
心
に
～
」 
『
四
天
王
寺
』
五
二
八
号
、
一
九
八
五 
福
井
康
順
「『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
新
義
（
承
前
）」『
天
台
学
報
』
三
〇
、
一
九
八
七 
蓑
輪
顕
量
「
光
定
と
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
八
、
一
九
九
〇 
上
杉
智
英
「
真
源
撰
『
往
生
要
集
裏
書
』
に
つ
い
て
」 
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『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
二
〇
〇
六(
一)
、
二
〇
〇
六 
岩
崎
日
出
男
「
順
曉
か
ら
最
澄
へ
の
密
教
授
法
に
つ
い
て
―
入
唐
時
、
唐
土
に
お
け
る
密
教
伝
播
の
状
況
か
ら
み
た
そ
の
内
容
と
問
題
点
―
」 
大
久
保
良
峻
教
授
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
『
天
台
・
真
言
諸
宗
論
攷
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
五
）
所
収 
 
第
五
章 
台
密
に
お
け
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
に
つ
い
て
―
『
息
心
抄
』
を
中
心
に
― 
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
」 
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇 
『
京
都
府
古
文
書
緊
急
調
査
報
告 
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要
』 
京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
、
一
九
八
六 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
八 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
創
文
社
、
一
九
九
四 
鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
六 
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九 
堀
池
春
峰
「
奈
良
時
代
仏
教
の
密
教
的
性
格
」 
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
）
所
収 
三
﨑
良
周
「
奈
良
時
代
の
密
教
に
お
け
る
諸
問
題
」 
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
四
巻
「
日
本
密
教Ⅰ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
）
所
収 
三
﨑
良
周
「
天
台
の
密
教
」 
宮
坂
宥
勝
編
『
密
教
大
系
』
第
六
巻
「
日
本
密
教Ⅲ
」（
法
蔵
館
、
一
九
九
五
）
所
収 
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
所
収
の
仏
頂
系
経
軌
の
考
察
」『
智
山
学
報
』
五
三
、
二
〇
〇
四 
林
敏
「『
大
仏
頂
別
行
法
』
の
基
礎
的
研
究
」『
仙
石
山
論
集
』
三
、
二
〇
〇
六 
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
初
期
密
教
の
諸
尊
・
陀
羅
尼
を
統
合
す
る
経
典
」 
高
橋
尚
夫
・
木
村
秀
明
・
野
口
圭
也
・
大
塚
伸
夫
『
初
期
密
教
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
）
所
収 
 
第
二
部 
『
瑜
祇
経
』
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て 
 
第
一
章 
従
来
の
『
瑜
祇
経
』
研
究
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
の
関
係
に
つ
い
て 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
八 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
實
践
』
創
文
社
、
一
九
九
四 
三
﨑
良
周
・
林
慶
仁
『
蘇
悉
地
経
・
蘇
婆
呼
童
子
経
・
十
一
面
神
呪
心
経
』 
『
新
国
訳
大
蔵
経
』
密
教
部
２
・
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二 
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八 
水
上
文
義
『
日
本
天
台
教
学
論 
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
』
春
秋
社
、
二
〇
一
七 
 
第
二
章 
『
瑜
祇
経
』
所
説
の
壊
二
乗
心
に
つ
い
て 
大
村
西
崖
『
密
教
発
達
志
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
二 
石
田
尚
豊
『
曼
荼
羅
の
研
究
』
東
京
美
術
刊
、
一
九
七
五 
栂
尾
祥
雲
『
理
趣
経
の
研
究
』
臨
川
書
店
、
一
九
八
二 
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田
村
晃
祐
編
『
徳
一
論
叢
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
八 
頼
富
本
宏
訳
『
大
乗
仏
典
〈
中
国
・
日
本
篇
〉』「
８
中
国
密
教
」
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
創
文
社
、
一
九
九
四 
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八 
菅
野
博
史
『
法
華
玄
義
を
読
む 
天
台
思
想
入
門
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
三 
大
久
保
良
峻
『
最
澄
の
思
想
と
天
台
密
教
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
五 
津
田
真
一
『
梵
文
和
訳
金
剛
頂
経
』
春
秋
社
、
二
〇
一
六 
水
上
文
義
『
日
本
天
台
教
学
論 
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
』
春
秋
社
、
二
〇
一
七 
鈴
関
宥
俊
「
弥
陀
と
観
音
と
に
就
て
（
二
）」『
智
山
学
報
』
十
一
、
一
九
三
七 
佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
所
収
の
仏
頂
系
経
軌
の
考
察
」『
智
山
学
報
』
五
三
、
二
〇
〇
四 
寺
本
亮
晋
「
台
密
の
蓮
華
部
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
九
―
一
、
二
〇
一
〇 
 
第
三
章 
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
に
つ
い
て 
渋
谷
慈
鎧
編
『
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』
第
一
書
房
、
一
九
三
五 
多
賀
宗
隼
『
栄
西
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五 
渋
谷
亮
泰
『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
法
蔵
館
、
一
九
七
八 
多
賀
宗
隼
『
慈
円
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
八 
三
﨑
良
周
『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
創
文
社
、
一
九
九
四 
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
九 
天
台
宗
典
編
纂
所
編
『
正
續
天
台
宗
全
書
目
録
解
題
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇 
山
本
信
吉
『
古
典
籍
が
語
る
―
書
物
の
文
化
史
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
四 
水
上
文
義
『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八 
久
野
修
義
『
重
源
と
栄
西 
優
れ
た
実
践
的
社
会
事
業
家
・
宗
教
者
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一 
水
上
文
義
『
日
本
天
台
教
学
論 
台
密
・
神
祇
・
古
活
字
』
春
秋
社
、
二
〇
一
七 
稲
田
祖
賢
「
台
密
諸
流
史
私
考
」『
叡
山
学
報
』
六
、
一
九
三
二 
稲
田
祖
賢
「
台
密
諸
流
史
私
考
（
承
前
）」『
叡
山
学
報
』
八
、
一
九
三
三 
米
田
真
理
子
「
栄
西
の
入
宋
―
栄
西
伝
に
お
け
る
密
と
禅
―
」 
吉
原
浩
人
・
王
勇
編
『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
）
所
収 
岡
野
浩
二
「
平
安
末
期
に
お
け
る
天
台
僧
の
修
行
巡
礼
―
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
に
み
え
る
備
前
・
因
幡
・
伯
耆
―
」『
倉
敷
の
歴
史
』
十
九
号
、
二
〇
〇
九 
 
※
写
本
資
料
は
、
天
台
宗
典
編
纂
所
収
集
資
料
を
使
用
し
た
。 
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本
論
文
へ
の
収
録
に
際
し
て
は
、
既
発
表
論
文
の
誤
記
や
事
実
誤
認
等
に
修
正
を
施
し
、
発
表
時
以
後
の
研
究
を
行
っ
て
得
ら
れ
た
認
識
を
加
え
た
。
ま
た
、
全
体
の
統
一
が
と
れ
る
よ
う
に
、
各
々
の
論
旨
を
変
え
な
い
範
囲
で
の
加
筆
も
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
初
出
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 
《
初
出
一
覧
》 
序 
新
稿 
第
一
部 
初
期
台
密
に
お
け
る
仏
頂
尊
に
つ
い
て
―
最
澄
を
中
心
に
― 
第
一
章 
入
唐
以
前
の
最
澄
に
お
け
る
仏
頂
尊
理
解
―
五
仏
頂
法
を
中
心
に
― 
 
 
 
 
「
平
安
初
期
に
お
け
る
五
仏
頂
法
に
つ
い
て
」『
天
台
学
報
』
五
六
、
二
〇
一
四 
 
 
 
 
「
最
澄
撰
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
か
ら
み
え
る
蘇
悉
地
の
伝
承
に
つ
い
て
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
三
九
、
二
〇
一
五 
第
二
章 
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け 
 
 
 
 
「
最
澄
撰
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
か
ら
み
え
る
蘇
悉
地
の
伝
承
に
つ
い
て
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
三
九
、
二
〇
一
五 
第
三
章 
最
澄
帰
国
後
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
の
関
係
―
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
を
中
心
に
― 
 
 
 
 
「『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
に
つ
い
て
」『
平
安
仏
教
学
会
年
報
』
九
、
二
〇
一
六 
第
四
章 
薬
雋
撰
『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
え
る
最
澄
の
密
教
に
つ
い
て 
 
 
 
 
「『
破
邪
弁
正
記
』
に
み
え
る
最
澄
の
密
教
に
つ
い
て
」『
天
台
学
報
』
五
九 
第
五
章 
台
密
に
お
け
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
に
つ
い
て
―
『
息
心
抄
』
を
中
心
に
― 
 
 
 
 
新
稿 
 
第
二
部 
『
瑜
祇
経
』
に
お
け
る
仏
頂
尊
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て 
第
一
章 
従
来
の
『
瑜
祇
経
』
研
究
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
の
関
係
に
つ
い
て 
 
 
 
 
新
稿 
第
二
章 
『
瑜
祇
経
』
所
説
の
壊
二
乗
心
に
つ
い
て 
 
 
 
 
「『
瑜
祇
経
』
所
説
の
壊
二
乗
心
に
つ
い
て
」 
『
天
台
学
報
』
六
〇
、
二
〇
一
八
収
録
予
定 
第
三
章 
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
に
つ
い
て 
「
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
に
つ
い 
 
て
」『
平
安
仏
教
学
会
年
報
』
一
〇
、
二
〇
一
八
収
録
予
定 
翻
刻
資
料 
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎
私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』 
新
稿 
結 
新
稿 
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本
論
文
の
作
成
に
あ
た
り
、
修
士
か
ら
数
え
る
と
八
年
と
い
う
長
期
間
に
渡
っ
て
、
終
始
適
切
な
助
言
を
賜
り
、
ま
た
丁
寧
に
指
導
し
て
下
さ
っ
た
主
査
で
あ
る
塩
入
法
道
教
授
に
感
謝
致
し
ま
す
。
並
び
に
漢
文
の
指
導
、
言
葉
遣
い
、
考
察
の
方
法
等
細
部
に
わ
た
る
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
同
研
究
室
の
諸
先
生
方
に
感
謝
致
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
ま
た
、
本
論
文
の
作
成
過
程
の
「
天
台
宗
教
学
振
興
事
業
団
論
文
」
に
お
い
て
、
三
年
間
に
わ
た
り
、
文
章
の
表
現
方
法
や
考
察
の
方
法
等
、
細
部
に
わ
た
っ
て
丁
寧
に
指
導
し
て
下
さ
っ
た
大
久
保
良
峻
先
生
に
感
謝
致
し
ま
す
。 
 
そ
し
て
、
本
書
で
用
い
た
資
料
の
典
籍
等
に
関
し
て
、
天
台
宗
典
編
纂
所
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
    
